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第34四日本看護研究学会学術集会

会長近田敬子

〈麗由学関女子大学人間健康学部人問看護学科)

この度，第34閣の日本看護研究学会学術集会の会長の任をs易りました。看護に期待されている時代の要請を受けて，意

義ある学術内容に整えたいと願い，大聖子かおり実行委員長をはじめとして，近隣大学の企樹委員の皆さまの協力を得て，

準備を進めて参りました。

少子高齢社会の到来に伴って.保健・密療・福祉の仕組みは，今なお大きな変革を余畿なくされています。医療制度改

革においては，くじ安心.1言額の1iig保と予防の重視，ミ雲監療費適正fとの総合的な推進，多超高齢社会を見据えた新たな

銀強制度体系の実現などを恭本的な考え方として進められています。この改革の実現のためには.患者や家践の視点に

立った稽報提供による適切なサービス選択の支援，連携の推進による切れ認のないサービスの提供，そして在宅ケアの充

などの必要性が唱えられています。そのことによって，患者や家族のQOLの向上が!怒られ，また，生活費嶺予防対策

の推進によって霞療費が抑制されるであろうという考え方です。

この中に秘めたキー概念の一つに“連携 があると思います。連携の概念を含んだ、 が時ばれて. 40年以上

が経過しました。しかし今なお，社会の変北とともにその滋味するところが十分に議詫しているとは雷い難い現状ではな

いでしょうか。病院内での連携は勿論のこと，施設関の連携.および施設と在宅陪の連携，そして地域内での連携などー

いろいろな状況があります。いずれにしても，さまざまな形での確かな連携がなされて，初めて安心・信頼の復療・保健

が保務されると思われま

この連携において，誰が捻進役になれるのでしょうか。一番手は看護者だと信じます。「ヘルスjと fケアjが有機的

に繋がって行かなければなりません。そのがjぎ役として，審議者が適授だと考えておりまToでは，どのようにして紛い

でいくのだろうかつその幸子えのヒントを本学術集会の中から見出していただきたくプログラムいたしました。

いでリードj してほしいという綴いを込めて，表記のメインテーマとしました。詔将講演としてNoel]. 

Chrisman先生(ワシントン大学)をお招きいたしましたc 先生は日本の看護にも造詩が深く， しばしば来日されている

と伺っておりますc 文化人類学者の立場からの読点でテーマに沿って提言いただける予定ですc 続くシンポジウム Iで

は，すでに保健医療福祉の領域で，何らかの仕組みを紡いで、きておられる方々から，看護に向けての提言をいただけると

思います。 2日告に， トーキングセッションという形で，院内を中心にした結ぎのありょうを諮っていただきます。最後

のシンポジウム立においては，今後の保健医療のあり方から結いでいく方向の示唆を得る機会になると思いますc

このような一連の流れのプログラムで，皆さまをお適えいたします。{訟のプログラムとともに是非，何らかの英知を

獲持していただきたく，そして神戸も十分にお楽しみいただけると幸いです。
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学術集会に参加される方へのご案内

1.参加受付(※初日は受付を会場ごとに 2箇所設けます。)

8月初日(水) 8: OO~ 11 : 30 神戸ポートピアホール 2Fロビー(ポートピアホール前)

10: 00~18 : 00 神戸関捺会議場 lFホワイエ(メインホール前)

8丹21日(木) 8: 30~ 15 : 30 神戸間1¥祭会議場 1 Fホワイエ(メインホール前)

[事前登録の方]

事前に，参加費をご入金いただいた方には，参加誌と領収書そご設録いただいた住所宛に送付いたします。参加誌

はさき日必ずお持ちいただき.会場内では必ずご着用ください。参加証をご提示の上， コングレスバッグを配布デスク

にてお受け取りください。

※事前に参加費を振り込まれた方で参加誌が届いていない方は，総合受付にて振込用紙の控えをご捷示ください。

{詣邑受付の方i
当日参加受付デスクにて参加費を納入の上，参加証・領収舎をお受け取りください9

当日参加費は会員・非会員10，000円，学生(大学臨生を除く)3，000円です。学生の方は学生誌をご提示ください。

なお参加証は会場内では必ずご着用ください。参加誌をご提示の上，コングレスバッグを配布デスクにてお受け取り

ください。

{抄銀集販箆]

学術集会参加費に抄録集代金は含まれていませんG 抄銭集は当日受付にて H臼，000門(?ì~í費税込)で販売してお

句ます。

2.藤長の方へ

( 11 ご担当携の開始30分前までに怒長受付件111戸間際会議場B1 F)にて受付をしていただき，開始10分前には，発

表会場内最前知jの次座長席にご着席ください。

(2) 一殻口i察発表時間は l題につき発表7分，費疑応、答3分です。 時路内に口泌が終了するよう， f時間厳守をお願い

いたしますc

出演者が欠席の場合には.発表を繰り上げて進行してください。

3.ー椴演題発表

2 

[一般口演発表をZぎれる方]

(1) 発表に離して

・一般口演は 1題につき発表7分，質疑応、答3分です(時間厳守)。口演終了 1分前と終了時にそれぞれ黄色の

ランプ，赤ランプを点灯しお知らせいたします。その他，プログラム進行につきましでは.座長の指示に従って

ください。

(2) 発表形式

・発表は，すべてPC(パソコン)で行います。

. Windowsで作成したデータファイルは， PC本体あるいはメディア (CD叩氏 USBフラッシュメモリー)でお持

ち込みください。

・挺acintoshで作成したデータファイルは， PC本体でお持ち込みください。メディアでのお持ち込みはできません0

'PCの奇声を会場スピーカーから出力することはできません。

(3) 発表データの受付と確認

-発表の 1持路前まで (21日は 8持30分から受付)にPC・データ受付(神戸国i怒会議場B1 F)にて，発表デー

タのチェックを行ってください。 PC本体をお持ち込みの方はデータチェック終了後，発表会場のPCオベレー

ター席(会場ステージ向かつて左側)までご自身でお持ちください。
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-各自で淡台上に設置されてある操作ボックス及びマウスにて操作していただきます。お持ち込みのPC本体は演

台上では，ご使用になれませんのでご注意ください。

・データファイル名は， i資題番号(半角)tこ続けて発表者氏名〈漢字)を必ずつけてください。(仔U)演題番号11.

氏名神戸明子の場合:“11神戸明子"

ぐち メディアお持ち込みの方へ

'Wi吋owsデータのみ，お持ち込みが可龍です。 CD叩 RまたはUSBフラッシュメモリーに保存しお持ちください0

・講演会場ではWindowsPCのみ，ご用意しておりますc 発表ソフトはMicrosoftPowerPoint (2000， 2002， 2003. 

2007)に誤らせていただきます。 Office98以前のパージョンで制作されたもの (Office95など)は，表示に不呉

合が出る可能性があります。

号 PC本体お持ち込みの方へ

・1え1indows.Macintoshのどちらも使用可能です。

. D-sub15ピンと呼ばれるそニター出力が必要です。泌氏以toshなど変換コネクタが必要な場合は，ご自身でご持

参ください合なお，上記以外での接続方法は受け付けできませんのでご注意ください。

.ACアダプターを必ずお持ちください。

. PCtこ保存されたデータの紛失を避けるため，発表データは必ずCD但 RまたはUSBフラッシュメモリーにパック

アップを取り，当日ご持参ください。

[ポスター発表をされる万}

(1) ポスター作成・掲示要領

・ポスター掲示用パネルは右i惑のようになりま 全形は縦21Ocm.

機関cmです。

・パネルの在上に淡題番号を学術集会事務局で標示しますので，その

右側に演題名・研究者名・所属を縦20倒，機70cmの大きさで各自作

成してください。

-押しピンは事務局にて各ポスターパネルにご用意いたします。ま

た，押しピンと共に，発表者用リボンをご用意しておりますので，

発表者は必ずご器用ください。指示棒は各自でご準備くださいc

・ポスターの掲示範閣は，綴150cm.横90閣です。このスペースに関

説明文などを配置してください。

ポスターの賠り{すけ，取り外し時間

・ポスター受付はございません。度接該当ポスター会場にお越しいた

だき，結り{すけをお顧いいたします。

・ポスターの貼り付け，掲示，および取り外し時間は以下のとおりで

すc なお，取り外し持関を過ぎてもポスター会場内に残っているボ

スターは事務局にで破棄させていただきますので予めご了承ください。

発表日 i 員約悼すi待問 ; 掲示待問 [ 取り外し

8月初日(水)

8月21日(水)

(3) 質疑応答

8:ぬ-10:ぉ 110:30-16:00 16:∞-17 :∞ 
8:ぬ-10:ぉ 110:30-16:00 16:∞-17 :∞ 

‘ーー一周回目崎 70cm欄剛一…開山静

護費量霊
;議室喜怒号 2C cm 

務究者氏名{所緩〉

210cm 

;f，ス~ーの掲示室草笛
151 Ocm 

注〉このスペースi立、床上40c悶

匙
であり、大変j!縫い a昆

-----90c限

・発表者は，ご自身の紫疑);t;答持開襟(1時間)には，必ずポスターの前で待機をお願いいたします。質疑応答の

持i習は15ページをご参照ください。

-痩長は設けておりませんので， 自由に討論を行ってください。

・ポスターを掲示しなかった場合，あるいは質疑応答時間帯に発表者が不在の場合は，第34回日本看護研究学会学

術集会では未発表とみなされますのでご注意ください。
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4.交流集会

( 1) 交流集会に参加される方は，直接各交流集会会場にお越しください。

(2) 交流集会を主催される方は，会場内準備.参加者の退室.現状復帰も含めて時間内に終了するようにお願いいた

しますc 会場内には交流集会申込み特にご注文いただいた機材を用意いたします。

5.その他各種ご案内，お願い

(1) ランチョンセミナー

8月21日(木) 12: 30-13 : 30 神戸開際会議場第2. 3. 4会場

当日の混雑を軽減する為，ランチョンチケットを発行いたします。会場前にてランチョンチケットと引き換えに

弁当と飲み物をお受け取りください。なお，ランチョンセミナー開始以降は，ランチョンチケットは無効となる場

合がありますので，持始時間までに会場にお入りいただきますようお願いいたします。

ランチョンチケット 配付時間:8月21日(木) 8: 30-

間付場所:神戸国捺会議場 1Fホワイエ

出企業展示

神戸国際会議場3Fレセプションホールにて各種関連企業による展示を行いますので是非お立ち寄りください。

叫許可の無い会場内講演・口i克ポスター展示の写真撮影・録画は禁止いたします。

かじ 会場は全て禁燦です。なお，会場内での携帯電話は常にマナーモードにしてください。ご協力をお願いいたします。

出 会場内での呼び出しは行いません。神戸国捺会議場 lF総合案内付近の掲示板をご利用ください。

(6) 会場内でお食事はできません。会場周辺の飲食鹿をご利用ください。

(7) 会場内にクロークを設践していますので，ご科用ください。

6.懇親会

4 

1:1 時 :8月201:1(水) 18: 30-20 : 00 

会 場・干111戸ポートピアホテル 本館B1 F f翌十楽

会 費・ 6，000何(事前登録制※当日も受け持げておりますJ

号事前申込みをされている方へ

-守主r'jijに送付されている参加証に参加シールがついておりますので，必ずご着用ください。

舎当日参加をと希望の方へ

-学術集会参加受付あるいは，懇親会受付にで会費をお支払いください。

-参加誌に参加シールを付けさせていただきますので 参加証を必ずご着用くださいc

なお，希望者多数のときには，入場制限させていただく場合がございます。

オープニングセレモニー:兵庫県立淡路三原高等学校郷土部のみなさんによる淡路人形浄理璃の公演

淡路三原高校郷土部は1952年に創立されて以来，淡路島で400年以上の

伝統をもっ郷土の伝統芸能，淡路人形浄瑠璃の保存と普及に努めてこられ

ました。当郷土部の公演活動は広範顕にわたり，日本各地，また世界での

公淡活動も行われています。当学術集会の懇親会では，郷土部のみなさん

にお越しいただき日頃の練習の成果をご披露いただきます。参加者の皆様

は是非怒ってご参加ください合
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会場までの交通機関

4綬芸名

醤叙からのアクセス
ら

惨事で約15分

惨地下鉄で三宮まで約3分

ポートライナーで約10分(市民広

惨神戸リムジンパスで約20分

譲参三三宮裂から

t>与で約10分
診ボートライナーで約10分(市民広

券神戸リムジンパスで約10分

※22Z駅;こは、 JR東海道本線、阪急、

阪神、神戸市滋地下鉄、ポートライ

ナー、パスの各路線、が乗り入れてお

ります。

※ボートライナーは、平日 7~9a寺は3
分!関編、日中は6分間隔で遂行され

ています。

燈空港からのアクセス
警警神戸空港から

神戸国際会議場

千650-0046神戸市中央政港島中町6-9…1

山綴新幹線 新神F霊祭 砂新大i夜

i夜念室塁塁失衿戸線，、/

JR~震海道2幹線 砂大阪

沙ボートライナーで8分
(市民広場叡下司王)

畿大阪(1伊丹)IE際空安滋から

診リムジンパスで、三三23駅下司王、;-j{-
トライナーに乗り換え。 frl子氏広

場駅」下滋(約55分)

建議関空草間際空港から

砂リムジンパスで三官製下京、ポー

トライナーに粂り換えφ 「市災広

J:Æð~J 下車(約80分)
が神戸一関空ベイ・シャトルで神戸

空港へ。ポートライナーに君主り換

え。「市民!五滋塁!ミj下準(約50分)

鷹E震によるアクセス
畿大阪方樹か

険i荻衿高速3-lg-神戸線、「金問JlIJ出口

より IE滋2号総合流磁進100mで

「←;j{ートアイランドJ表示をti.
折「神戸大橋」経由にでポートア

イランドiこ入る。政進後、「鼠際

展示場→」表示をお折。

日本看護研究学会雑誌 VoL31 No.3 2008 

所要時fl司は、「気回111J tl:l口より約

10分。
選挙大絞ガ磁か

砂阪神高速5号湾降線・

嬢JICより

パーハイウェイ j→

経由にてポートアイラ

ンド;こ入る。 i直進後、

場→j表示をお折。

所~I待問は、「芦屋 J ICより約15

分令

暴挙j潟山・鍛E各方面から

少阪神高速3号衿戸線「京綴j出口よ

りti.折，政進して「神戸大橋j経

由;こでボートアイランドに入る。

箆送後、「悶際渓示場→」表示をお

析。!予f姿持簡は、 fJ:京橋J出口より

約10分。
※「市民広場地下段取場Jをご利用く

ださい。

3 



会場案内図

神戸ポートピアホテル
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第1会場
ポートピアホーJレ
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盟 会場案内図

神戸国際会議場

註翠場

‘日
ι
4
J
訴
時

劃一コ
入口

喫茶レストラン
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プロ グラム

第 1自回平成20年8月20自(水)

時間 プログラム・会場

9 : OO~ 9 : 10 開 会 の 務 日 本 看 護 研 究 学 会理事長山口枝子

会場:第 1会場 ポートピアホール

9 : 1O~ 9 :部会長講演「共同体の構築と看護~まちの{保健室を支えて10年~J
近間 敬子(国自学園女子大学入関健康学部人間看護学科教授〉

夜 長石井 トク(日本赤十字北海道看護大学看護学部教授)

会場:第 1会場 ポートピアホール(神戸ポートピアホテル)

10: 00~12: 00 招将講淡 「将来のヘルスとケアに向けて，いかにコンビテンシィを紡ぐか

(~次通訳有り大学，病院，地域のパートナーシップから ~J

Noel J. Chrisman (ワシントン大学審議学部教授)

長:麻原きよみ(聖路加看護大学教授)

会場:第 l会場 ポートピアホール(神戸ポートピアホテル)

(ポスター掲示)

12 : 50~13 : 20 平成18年奨学会

研究発表

会場:ポスター会場 1401 +402.ポスター会場2403 (神戸間捺会議場岳山

鮫島 線美(京都大学大学院人慰・環境学研究科)

紙箆 克子(筑波大学大学院入期総合科学研究科教授)

:第2会場 メインホール(神戸国j祭会議場 1F) 
13 : 30~ 14 : 30 特別 淡 「コウノト 1)との共生 豊潤におけるコウノトリの符導入卒業j

場弁 光子(兵庫県立コウノトリの絡会劉関長・よこはま動物図ズーラシア園長}

長:宮島 朝子(京都大学大学臨医学研究科教授)

会場:第2会場 メインホール件iド戸間際会議場 1引

く口i鉛
会場:第3会場 関i祭会議室(や11戸闇路会議場3F). 

第4会場 501.第5会場 502 (神戸国器会議場5F) 
13 : 30~16 : 30 特別交流集会(1)英文抄録を書こう ~研究成果を役界に発信するため

主 擢:日本看護研究学会問捺活動推進委員会

石川洋子，間島詮子，松田たみ子

会場:交流集会会場2504+505 (神戸開際会議場5F) 
14:40-16:40 シンポジウム 1 r紡ぐべき地域・家族において看護に求められる

16 : 50~18 : 20 総

18 : 30-20 : 00 懇 ま見

シンポジスト幻11 陵子(滋賀援科大学医学部医学科i蝦民学講感特校教授)

岩!毛 貢(龍谷大学社会学器地域福祉学科教授サンライフたきの塁j

熊谷樽距 (ALS患者遺族)

座長:沼田 直子(京都府立医科大学涯学部看護学科教授)

議)11 蒸(議費医科大学医学部看護学科教授)

会場:第2会場 メインホール(神戸国祭会議場 1F) 
会表彰授与

b、
エヰ

会場:第2会場 メインホール(神戸倒捺会議場 1F) 
A、主!主・
""，習と3
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第2El田平成20年8月21日(木)

10 

時間 プログラム・会場

9 : 00~10: 20 交流集会川 iHIV感染の拡大はどこで起こっているのか? 看護械に期待される役割j

シンポジスト:日高 庸崎(関西看護援療大学講締)

金子 J)4.11:: (財団法人エイズ予防財団流動研究員)

福山 由美(名古崖市立大学大学i淀看護学研究科博士課程)

催:1話回法人エイズ予防財団

厚生労働科学研究(エイズ対策研究推進事業)研究成果等普及啓発事業

金子 典代(名古摩市立大学大学院者護学研究科/エイズ子j邸付回)

藤 長・前回ひとみ(熊本大学医学部保健学科教授)

会場:交流集会会場 1 503 (神戸医i際会議場5F) 
9 : 00~ 1l :日一般演題発表(口演)

会場:第 3会場 国際会議室(神戸田捺会議場 3F)， 

第4会場 501.第5会場 502 (神戸国捺会議場5F) 

9 : 00~12: 00 特別交流集会(2) i看護実銭能力を高める教育の夜り方

一基礎的な実践詫力の効果的な育成に向けてー」

話題提供者予定:院内での臨地実習指導の充実に潤する試み

山本雅子(広島大学病院看護部)

教員と実智指導者が共に行う指導

関口 慈子(元東京厚生年金看護専門学校)

教育機関内での教育の試み

その 1:小山 敦代(明治国際援療大学看護学部)

その 2:野村志保子(久習米大学医学部看護学科)

主 擢・日本看護研究学会酪際活動推進委員会

間島桂子，石川洋子，上鶴重美.松田たみ子

会場:交流集会会場2 504+505 (神戸開際会議場5F) 
9 : 30~12 : 00 トーキング 「ジ、エネラリスト・スペシャリストをいかに紡ぐか?J 

セッション ファシリテーター:

田村 恵子(淀JIIキリスト教病院ホスピス主託肴護課長，がん者護専問看護締)

メンバー:米国 昭子(王子塚共済病院療養指導室長，慢性疾患、看護専問看護郎)

商 真由美(公立学校共済組合近畿中央病院.感染管理認定看護師)

箕浦 洋子(兵隊県立柏原病読者護者1¥長)

:スティーブン橋本次郎

(パンクーパー・コースタル保健局，ファミリーナースプラクティショナー)

会場:第2会場 メインホール〈神戸出際会議場 1F) 

10: 40~12: 00 交流集会出 fアロマセラピーを汚いた重度要介護高齢者ケアとケア器供者の癒しj

主催:ケア提供者の癒しサポート践

人見 裕江(呑川県立保健臨療大学)

会場:交流集会会場 1 503 (神戸間捺会議場5F) 
10: 30~16: 00 一般淡題発表(ポスター掲示)

会場:ポスター会場 1401 +402 ポスター会場2403 (神戸田i援会議場4F) 
14 : 00~15 : 20 交流集会問「ウエルネス看護診断の活用j

催:ウエルネス看護診断を考える会

湯舟 貞子(間関学窓i女子大学人間健淡学部人問看護学科)

関村正予(鳥取大学涯学部保健学研究科)

会場:交流集会会場 1 503件111戸間i努会議場5F) 

14 : 00~16: 00 シンポジウム II i看護がリードするこれからの保健医療のあり方」

シンボジスト・上原 恵美(丹波市保健センター保健郎)

惣万佳代子 (NPO法人 fデイサービスこのゆぴと~まれj理事長)

小原真理子(日本赤十字看護大学者護学部教授)

座 長:大野'かおり(盟国学園女子大学人間健康学部人問看護学科教授)

P"r谷 由佳(山形大学医学部者護学科教授)

会場:第 2会場 メインホール(神戸国際会議場 1F) 

14:00~16:00 殺演題発表(口演)

会場:第 3会場 開際会議室(神戸国際会議場 3F)， 

第4会場 501.第5会場 502 (神戸国捺会議場5F) 

16 ・ 00~16: 10 開会の辞第34留日本看護研究学会学術集会会長近国敬子

会場:第2会場A メインホール(神戸mnl祭会議場 1F) 
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i近畿・北陸地方会企菌ブ臼グラム]

ブレカンファレンスセミナ-Iみんなで解決!研究の賀を高めるちょっとしたコツ・テクニックJ

日 時:平成20年8丹19日(火 14: 30~ 17 : 00 (受付は13:30から)

ム一九一 場:神戸田祭会議場 5 F 501 (ブレカンファレンスセミナー1)

502 (プレカンファレンスセミナー 2)

ブレカンファレンスセミナー 1

研究助成獲持(意義ある研究)のための申

坂下玲子(兵庫県立大学看護学部教授)

ブレカンファレンスセミナー 2:

アクセプトされるための論文の書き方

JII口 孝泰(筑波大学大学院人間稔合科学研究科教授)

(研究計酒寄)の書き方

{ランチョンセミナー]

日 時:平成20年8月21B (木 12: 30~ 13 : 30 

ランチョンセミナー 1

「手指待f生一知識と環境の譲りなすものj

締:鈴木 明子(子葉大学者護学部助教)

長:Uj本 恭子{額部学関女子大学人隠健康学部入問看護学科准教授)

j芸 能:ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

ん
て
日 場:第2会場 1F メインホール)

ランチョンセミナー 2

f下剤にたよらない排便コントロールj

師・船;ネ 良夫(ユニ・チャーム株式会社排法ケア研究所研究1)ーダー)

司

ゴ主
ノ、

:元井 謙一(ユニ・チャーム株式会社営業本部副本部長)

{農園ユニ・チャーム抹式会社

L、
~ : $お3会場 3F 

ランチョンセミナー 3

f排探管理における残成測定の重姿性 ~医学的見地から・

nili :上限 朋宏(京都市立病院泌尿器科部長)

師:出口 晶子(長浜赤十字病院泌尿器科看護締)

共 鑓.シスメックス株式会社

会 場.第4会場(神戸際緊会議場5F 501) 

アの立場から
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第 1日目 8月20日(水)

会場/持議 8・∞ l9:∞ 110:00 111∞ 112∞ 113:∞ 1Ii 115:∞ ~∞ 17・∞ 118:∞ 119:∞ 

ボピト禦ヂト
受付 i受付 懇毅会
ホー!¥，<諮 (2F) 18:00-11:30 18・30-20:00

第l会場 。毘 会長議i京招櫛ì~i
{神戸ボートピア

ホアアピ ホテル本館召lF
y1レ守yノレ

ボートビアホール 5.i9~9:55 i0.∞-12:00 f皆楽)

受付 受付
ホワイエ (IF) 10:∞-18:∞ 

クロ}ク クローク
(B1Fl 10:00-18:30 

第2会場 ;奨学会磁 特別講演 301シンポジウム i
一上i稔会メインホーJv(lF) 12・50-13・2013・30-14:30114:40-16:40 16:50-18:20 

争!l 第3会場 ロi実
段i尚~:Zミ隊法 (3F) 13:30-16:15 

y二1

['iil 
1Jil5j(会場 |機10械不審繊不
HごブションホーIv :30-16・30

Fそ (3FJ 

一乙，、 ポスター会場I ポスター貼号付け iポスター掲不 ;ポス?一草寺詳し
101 +402 (4F) 8:30-10・30 10・30-16・∞ 16:00-17・00

みミ
ポスター会場2 ポスター貼号付け |ボス吋不

場 403 (4F) 8:30-10:30 10・30-16:∞ 16:∞-17:00 

第4会場 ロ;員
501 (5Fl 13・30-16:25

主~5会場 ロi責
502 (5Fl 113:30-16:05 

交流集会 !校側
504争505(5Fl 13・30-16:30

第2日目 8月21日(木)

会議/待関 8:∞ jヲ∞ 110:00 11∞ 12:∞ 113:∞ 1J.l:∞ 15:ω 116・00 ;i7∞ 118:∞ 119:∞ 

受付 受付
ホワイニr.(lFl 8:30-15・30

クローク クローク
(B1Fl 8:30-17・00

第2銚! トーキングセッシ 5ン

j; iセラ2:ンミ30ナチ~ーョ13ン1 ・30

シンポジウム E
メインホ-Jしはお 9:30-12・00 14:00-16:00 

第3会場 ; 
i9u・8淡0-11:30 

i;1セ-2:ミ30ナ~ー13ン2 30i 
関際会議集 (3F) 日:00-16・00

tt/l 
1二? lJilぷ会場

i9機:0械0-1示6:∞問渓不
i主! レセブショmL;

(3F) 

ボー場li iポスト貼1)f>J'lt ;ポスター掲示 iポストミ(iJ詳し;
必Z〉3、Z 401 + 402 (4F) 8:30-10:30 10・30-16:00 16:00-17:00 

議 ポスター会場2 lポスター制村 iポスター恥 :誌担場
403 (4F) 8・30-10・30 10:30-16:∞ 

第4会場 口i斎 lJi東
501 (5FJ 9・以0-11:25 セミナー3 14:00-16:00 

12・30-13・30

第5会場 ロj東
502 (5F) 9:∞-11:55 14:∞-16:∞ 

交流集会 i交流集会l 11交流集会2 | 交流集会3
503 (5FJ 9・∞-10:20 10・40-12・00 14:∞-15:20 

交流集会
i特9:∞別~交1制2:∞ 504 + 505 (5FJ 
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自演・示説タイムテーブル

第 1司岳 8月20詔(水)

〔口演]

∞
 

13:30 14・∞ 14:30 

[示説]

14・30

第33~李小児者

(4F) ドi締約122-1おj

第34l1f母設看護l'

{渓翠番号12き-134)
第35欝家族者喜多(!J

立案慈番号135-137)
第36l1f看護技繁之11
{議慈番号138-143)
第37務委譲?を潔111

童謡番号144-156)
第381手そのiき
{渓翠番号157-15号}

12:∞ l鵠D

ポスターセァシ吉ン玄

13:00-14:0会
第39祭看護教育lli

{議題番号160-190

ポスターセブシEンZ
14:∞-15:0合
第40;;李基護看護1:演題番号192-1き7)
第41塁手 審議後議(渓翠番号198-1鉛}

祭42~手惑染看護iパ渓翠番号2∞-202)

第43~手急設議愛護(!パ;議題番号203-205)

第44~争 議後議看護、1;討議題番号206-211)
第4511字 表年看護基iパ;貴慈番号212-22])

14:∞ 15:∞ 15:30 mw 

pれ

υ

第m手鐙愛議選・予跨審議滋翠番号22号-2お?
第49務 致活議議看護lパ渓怒番号234-235)
第50ii争議看護li{浸透番号おる-2411
第51詳 ターミナ J~ケア I議題番号242-246)

議52塁手 生命議翠・看護哲学討議慈番号247-249)
第535手 lJハどワテーシ吉ン看護 I議題番号250-251)
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己j翼・示説タイムテーブル

第2日目 8月21自(木)

〔口演]

告;∞

第3会場は3群
国際会議!(渓慈番号46-50)
湯治Fl 洋議管渡辺:

19:00-9:50 

10:∞ 11:∞ 11:30 12:∞ 
14群
討議題番号51-55)
看護管理12'
9:55-10必

115群
10鎚番号56-59)
iリハピリテーション
10:示。-11:30

第4会場 19~手 20fif 21群 22群
501 (5F) (i喜怒番号 (i車窓番号74-77) (i安建番号 (i車窓番号

7l-(3) 老年看護(2i 78-80) 81-83) 
老年肴護!l! ま35-10:15 議鏡・在宅 議議・在宅

ヲ-ω-9・30 看護じ 看護(21

10:20-10:50 10:55-11:25 

第5会場 26欝 27群 第28fif 29fif 

(5F) I繍号95-号訴 白書~番号l∞-104) {i車窓番号105-107) 討議題番号

看護教育il! 看護教彰2: 建康増進・子抜r 108-110) 

9:∞-9:50 止55-10必 10:50-11:20 健康増進・

予PJjJ2l
11:25-11:55 

[示説]

∞
 

12伐〕

14F) 第55fif+lI:者i雲21
討議慈番号 261-267¥ 
~56fif 母性看護

(ì~i~委号 268-2í3'
第57怒家絞看護2

討議題番号 274-2761 
第58fif看護技持率2'
(i議題番号 277-283) 
第59fif看護管理;2)
{演題番号 284-299)

l全∞ 14念。

鰭

(i笈題番号ω-63)
看護技者主li

14:00-14:40 

15・∞ 16:∞ 
17群
(i車窓番号64-67)
看護技苦手2i

14:45-15:25 

23il手
口実怒番号以-87)
急性器j肴欝li

14:∞-14:40 

24群
{演慈番号88-91)

急性鶏看護{2J

14:45-15:25 

lお群(渓題番号

92-94) 
その{車・生

1;縦
15・30-16:∞

3011手 13Js手 132群
(j憲懇番号111-1l4)I (ì長~番号115-117) I (演惑番号

議衿看護 1務持者護(2) I 118-121l 
14:∞-14:40 114:45-15:15 看護教育

15:20-16:∞ 

13・∞ 14:∞ 14:30 

ポスター !ポスターセッション主

セッシ3ン1， 114:00-15:∞ 
13紛-14:∞

第61祭器護者総2)

第{潟祭 ;(i資題iff号 332-336) 
者議敦育 2J 第62群 看護1T設・致策・経i斉

(jíli~ìff 号 !'議題番号 337) 
3∞-33))第63fif惑染肴設2，

(淡怒番号 338-34))
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15:∞ 15:30 16:∞ 

ポスターセッシ 5

15:∞-16∞ 

第676f地域看護12J
fj真題番号 362-363) 
第6811手懇談・在宅;u護:2
(i喜怒番号 364-370) 
第69fif 護家主~j~ ・予訪著護:2:

(j喜怒番号 3il-376l 
第7011手生活機能肴&/l121
5喜怒番号 377-380) 
務71群議'!ff1，姿2J

(j~慈番号 381-386)

第72群 ターミナルケァ:21
5喜怒番号 387-392) 
第73il手 リハピリテーシ 5

ン者諺2;



く〉一般演題・ポスターセッション

8月21日(木)

11 : OO~ 12 : 00 (演題番号 261~299)

13 : OO~ 14 : 00 (演題番号 300~33l)

14 : OO~ 15 : 00 (演題番号 332~36l)

15 : OO~ 16 : 00 (演題番号 362~405)

10 : 30~16 : 00 

28自

掲示持出

質疑応答

8月20記 (7Jく)

10 : 30~16 : 00 

11 : OO~ 12 : 00 (演題番号 122~159) 

13 : OO~ 14 : 00 (演題番号 160~191) 

14 : OO~ 15 : 00 (演題番号 192~22l)

15 : OO~ 16 : 00 (淡題番号 222~260)

1自自

掲示持銅

質疑応答

名類

小児看護部

母性看護出

家族看護泊

者護技術(2)

者護管理組

分i安懇番号

制措 1261~267

第56群 I268~273 

第57若手 I 274~276 

群

第58群

第59群

看護行政・政策・経済

感染看護部

急、殺期看護出

慢性期審議出

老年看護出

ポ
ス
タ
ー
会
場
1

会場

第33群

第34群

第35群

;第36群

第37群

第38若手

名

小児看護(1)

母性器欝1)

1) 

看護技術山

者議管理1)

その他

分i j寅題番号

122~128 

129~134 

135~137 

138~143 

144~156 

157~159 

群

第62群

第63群

第64群

第65群

第66群

-
み
つ
ω

叫つ

O
P
T
O
ほ

4
4
A
h
Nい

感染看護出

急性期看護出

'慢性期看護(1)

II 160~191 

192~197 

198~199 

200~202 

203~205 

206~211 

212~221 

第40群

第41群

第42群

第43r洋

第44若手

第45群

第39群

ポ
ス
タ
i
会
場
1

401 
÷ 
402 

(4F) 

地域看護出362~363 

364~370 

371 ~376 

377~380 

381 ~386 

第67若手

第68群

第69群

[詞
第71群

ポ
ス
タ
ー
会
場
2

必3I第72群 ;387~392;ターミナルケア(2)

(4F) I 第73群 1393~39411) J¥ピ1)テーシヨン看護出

第は群 1395~姉;精神看護(2)

ターミナルケア(l)

生命倫理ー看護哲学

リハピリテーション看護(1)

精神委譲(1) 

222~223 

224-228 

229-233 

234~235 

236-241 

242-246 

247~249 

250~251 

252-260 

第46群

第47群

第48若手

第49群

第50群

第51群

第52群

第53群

第54群

ポ
ス
タ
ー
会
場
2

403 

(4F) 
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目一般演題・口演 鞠 8月20日(水)鞠

第3会場第1群看護嘗理(1) 1 3 : 30~ 1 4 : 00 

鹿喪中根 (公立学校共済組合近畿中央講読)

1 B本の47都道府県における病院の経営理念の特徴

福井大学涯学部審議学科 O上野栄一長谷川智子上木礼子 EdmontC Katz 

国務奈恵

富山福祉短期大学 一ノ山睦司

谷野呉山病説明神

2 形態素解析で得られた235病院における看護理念の特徴

富山福祉短期大学看護学科 0-ノLU隆可

福井大学医学部看護学科上野栄一上原佳子佐々木苦恵 EdmontC Katz 

砺波利主

3 新卒看護郎のためのエンパワーメントプログラムが気分や感情に及ぼす影響

熊本大学医学部保健学科 O前田ひとみ 村上

宮崎大学医学部看護学科山由美幸加瀬田暢子

元宮崎大学底学部看護学科津田紀子

第3会場第2群看護欝理 (2) 1 4 : 05~ 1 4 : 35 

16 

鹿長内田宏美(島根大学)

4 新卒看護郎iのストレスとパーンアウトの縦断的変北 …入戦後3ヶ月と 6ヶ月に焦点を当てて

島棋大学薩学部看護学科 C小野EH ~，~ 件H刀 宏美津本

S 卒後 1~5年目者護輔の経験年数別職業性ストレスの特鍛

筑波大学大学院人間総合科学研究科 O赤島鮎美三木明子

筑波メデイカルセンター病説福田久子

兵庫医療大学看護学部富永真己

6 看護師の業務以外の役割別にみたストレッサー・ストレス反応、の特徴

富山市民病院 O中関佑患子下方光枝神保浩子

福井大学医学部者護学科 上野栄一

3会場第3群慢性期看護(1) 1 4 : 40~ 1 5 : 30 

7 ICD植え込み後一年以内の患者の不安

都立広尾病j淀看護部看護科。大塚祐子中谷友香

昭和大学保健医療学部看護学科伊藤まゆみ

独協医科大学者護学部荒添美紀

B本看護研究学会雑誌、Vol.31 No.3 2008 
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間一般演題・口演 事 8月20日(水)事

8 経皮的冠動眼形成術後患者の自己効力感と身体的状況及びソーシャルサポートとの関連

j畷天堂大学医療看護学部 O鈴木小百合

山形大学l2i学部看護学科古瀬みどり

9 循環器系外来における心電関検査への看護簡の役割提起

元国際監療福祉大学大学院 O関

10 患者と看護締の棺互関係を強めるプロセス

法療法入社間恵仁会三愛病院 O小野寺久美子

弘前大学大学院保健学暁究科 工藤せい子

11 強皮症患者における KO羽Iスケールを用いた類型北とケアプランの作成

NTT務日本大i疫病院 O爵 龍美恵樋本成美東香代子中原英子

第3会場第4群糧性期看護 (2) 1 5 : 35~ 1 6 : 1 5 

麗長上詞澄子(島根大学〉

12 内服薬自己管理能力判定尺疫の検証

社会福祉法人恩鶏財間富山県済生会富山病院 O前JII 典子 山本智美野上真理

按問弘美加藤智代

i校卒大学医学部看護学科塚原節子

13 2製糖尿病患者の身体活動および血糖コントロールと糖尿病教室との関連について -3施設の比較一

佐賀大学医学部看護学科 O仙波洋子古賀明美藤田支

大分大学イ左藤和子

14 糖尿病患者の血糖値，自律令jl経系活性，鼠圧に対する酸性水足浴の効来

熊本機能病院 O前高

九州藩護措社大学樋口マキヱ上妻尚子

大雄会第一病院吉堅裕主主

15 東洋医学的手法を浴いた全身リンパマッサージの効果

議賀県立成人病センタ- 0北脇愛野

i議賀巣立大学人間看護学部藤田きみゑ竹村節子横井和美

第4会場第5群器・ターミナル(1) 1 3 : 30~ 1 4 : 1 0 

産長森一憲(大薮府立大学)

16 ナラティヴ論からみる看護学実習現場におけるがん患者・学生・教員の関係牲のプロセスと構造

奈良女子大学大学院人照文化研究科薄士後期課程 O紙野

日本看護研究学会雑誌Vol.31 No.3 2008 17 



j一般演題・口演

17 A看護大学4年次生が考えるがん患者の家族が監療従事者に望むケア

大阪大学震学部F付属病院 O本村和也

大甑市立大学涯学部附属病院三善慶子

大阪市立大学僅学部審議学科阪本恵子

18 終末期患者に対する看護学生の感情とその変化

広島市立広島市民病院 O藤井 手口季

大阪府立大学者護学部森一恵

19 沈黙場聞における看護学生と患者のそれぞれの患い

久留米大学病院 O盈絵美子竹下万里子佐藤友絵

罰家公務員共済組合連合会浜の町病院井口 問子

久留米大学涯学部看護学科飯野矢住代加悦美恵、

機 8月20日(水)鶴

第4会場第6群癌・ターミナル (2) 1 4 : 1 5~ 1 4 : 55 

20 代替底療を受けるがん患者の患い ーエネルギー治療を受けている患者の場合一

宮崎大学涯学部看護学科 O緒方 昭子土屋八千代

21 高齢者が死に主るプロセスの特鍛的パターン ~癒に擢患し死に至るプロセス~

鹿長安藤詳子(名古屋大学)

ffiTI賠医療福祉大学院博土謀総保全s医療学専攻医療縞守11:政策学分野 O川上

国際医療福祉大学:i淀湯沢八江

22 青年期骨肉腫患者の思いに関する締究

先立川霞科大学病院 O渡;愛 充広

旭川涯科大学服部ユカリ

23 急性骨髄性自JfrI.病の疾病の受容から看護を考える

滋賀県立成人病センター O藤本樹実石倉有忠美小島縁横井正予

第4会場第ブ群癌・ターミナル (3) 15: OO~ 15 : 40 

18 

鹿長掛播千翼子(岡山膿立大学)

24 放射線治療中の頭頚部癒患者の食生活における掘難と対処

富山大学!被属病院 O氷水香織長瀬睦美野上悦子奥野寿恵子荒長文恵

25 一般病棟におけるがん性終痛の徐痛率の向上に関する研究

関立がんセンター中炎病院 O主主村 真澄

神戸大学病j詫高橋由美

日本赤十字広島看護大学 問出 淳子

26 一般病棟でのデス・ケースカンファレンスで生じる看護締の思いの検討

和歌山県立医科大学的属病院10措東病棟。片山 潔車、

和歌山県立法科大学保健看護学部武用 百子

臼本看護研究学会雑誌 Vol.31 No. 3 2008 



同一般演題・口演 母 8月20日(水)轡

27 デスカンファレンス実施が看護師に与えた影響

宇ql奈JIII県立循環器呼吸器病センター 0沼井智子大貫恵子遠藤陸美青木恵美

橋本

第4会場第8群感染看護 15 : 45~ 1 6 : 25 

産長前田ひとみ(熊本大学)

28 養護学生の皮下注射・採血における手袋のどンホール発生率とその要関に関する研究

熊本大学医学部付属病院看護部 O江藤 裕之

宮崎大学医学部看護学科東サトエ

29 排法物処理時の防護兵装着の定着をめざして

宝塚市立病院看護部 O萩原 裕子

30 結核患者を持つ家族支援クリテイカルパスの見寵しとパンフレットによる指導に取り紐んで

独立行政法人間立痛院機構盛間病院 O平 塚 箆 板ul美恵子村山政車室開

近江谷留里子

31 感染予j坊に向けた高齢者への手洗い指導の効来

留国学留女子大学人間健康学部人向者護学科 C山本 恭子

兵庫県立大学看護学部安弁久美子茅野 鵜飼和i告

第5会場第9群家族看護 13 : 30~ 1 4 : 1 0 

産裳 j自祐子(鍛寧県立看護大学〉

32 精神疾患患者を支える家族員の批判的態度に関する悶楽関係の分析

香川県立保能医療大学保健医療学部看護学科 01河本蛮紀 菌方弘子

済生会総合病院茅原路{-I':

関山大学大学院保健学研究科渡議久美

33 パーキンソン病療養者とその家族の夜間における生活の様相

久留米大学病説。佐藤友佳竹下万里子主主絵美子

国家公務員共済組合連合会浜の町病j;t 井口 羽子

久習米大学医学部看護学科加悦美恵、飯野矢佐代

34 告関症を主とする広汎性発達障害をもっ子どもの母殺が子脊てを遂行していくプロセス

名古麗市立大学 O山本真実門関晶子

盟捺医療福祉大学小田rnl保経底療学部加藤 基子

35 家躍における殺から子どもへのDeathEducationの実態

元茨城謀立監療大学大学院修士課程保健医療科学研究科 O角

茨城県立医療大学保健底療学部看護学科黒木淳子市村久美子
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問一般演題・口演 轡 8丹20日(水)犠

第5会場第10群母性看護 14 : 1 5~ 1 4 : 55 

36 栃木県O市女性の性役割観の特徴 一年代およびE毒性との関連から一

山梨大学大学院博士t諜程 O武田江里子

生久大学看護学部弓削美鈴

37 切迫早産妊婦の入説中の看護ケアの実態

広潟閤際大学看護学部看護学科 O山本 洋美

座長宮田久慈(菌由学題女子大学)

38 生後 3~4 か月の乳児をもっ母親からみた実母・義母からの育見支譲評価と影響要関

鹿克烏医療センター付麗鹿児島看護学校 O江藤 千晴

佐賀大学医学部看護学科幸松美智子藤藤ひき子

39 電子メールによる妊娠期からの脊克支援の取り組み

大阪府立大学 O佐々木くみ子

鳥取大学鈴木康江前 田隆子

第5会場第11群小見看護(1) 1 5 : OO~ 1 5 : 30 

座長浅野みどり(名古屋大学)

40 !J、児看護を実践する看護部の属性および個人特性と離職願望との関連 一病棟形態による分析と比較

兵庫医療大学看護学部 O藤田 俊一

大販大学大学院法学系研究科保健学専攻 藤原子恵子

41 口唇裂学童児の自己評価と自尊心

大阪府立母子保健総合展療センター O五見 和世

42 犠牲疾患患児の父親のコーピング行動

久留米大学涯学部看護学科 O納富史恵児玉尚子藤丸

第5会場第12群小児零護 (2) 1 5 : 35~ 1 6 : 05 

20 

43 小児アトピー性皮腐炎患者の適切な軟膏塗布量と効来的な指導方法の検討

群馬県立県民健康科学大学看護学部 O慈子 育代

44 乳幼児の瞥部浴ケアにおける撃事部浴の効果

鹿長飯村富子(東邦大学)

広島原際大学看護学部看護学科 O松高健司山口求光盛友美島谷智彦

45 言語と知能に障がいをもっ子どものための言語補助ソフトウエア“UribowTalk"の活用

滋賀県立大学人間看護さ詳部人問看護学科 。大協万起子

山形大学窓学部看護学科鈴木育子

神戸大学大学院保健学研究科法橋尚宏小林京子

臼本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



問一般演題・口演 母 8月21日(木)事

第3会場第13群審議管理(1) 9: OO~ 9 : 50 

座長青山ヒフミ(大薮府立大学)

46 医療事故防止における自己モニタリング強化による効果の検証 一注射業務に焦点をあててー

菌捺底療福祉大学大学院 015閏るり子持弁 良子

47 Nursing Work lndex-Rの信頼性・妥当性の検誌

聖マリア学院大学 O中島美津子

広島大学大学院保健学研究科森山美知子

48 新卒看護隔の極限状況に関する研究 ーアクチグラムによる評価を尽いてー

石川県立看護大学 Oi察本美千代大島千伎藤本悦子

福井県立大学看護福祉学部有田広美

49 精神科病棟での安全配意 ~患者移動時の者護溺の苛動と意見反映との関係

宮崎大学鹿学部看護学科 O土屋八千代内田倫子 山自

矢野崩実

50 わが閣の助産師養成可能数に関する

。部83 樹海北浮美抜緒

長野県看護大学大学院増悶綾

名吉麗大学法学部保健学科太悶 勝正

第3会場第14群看護 霊 理 (2) 9: 55~ 1 0 : 45 

緒方昭子

麗長JlI煩 いづみ(北海道大学霊学部開属病院)

日 新人看護部採用a寺に病臨管理者が求めているコンピテンシ…

久寝米大学法学部者護学科 O立石 和子

杏林大学保健学部看護学科努洋悦子

西南女学院大学保健福祉学部看護学科 前期由紀子

52 新卒看護締が抱く職務議長続への思いのプロセス

金沢大学大学院底学系研究科保健学専攻 O大江異人

富山大学的罵病院西村 千恵

岐卒大学医学部看護学科塚原節子

53 病棟移転による看護師の毅務状況と職場定着に関する謂査

議安E立科大学講i完 O高 見知世子藤野みつ子多川晴美餅邸敬司小野幸子

襲マリア看護大学看護学部 中烏美津子

54 審議師の自律性と看護蹄および蹄長のリーダーシップとの関連

北見援締会看護専門学校看護学科。山口 住子
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ト般演題・口演 審 8月21日(木)傘

55 キャリア開発ラダーに見たA病院スタッフの自己評価の特徴

兵庫県立塚口病院看護者1; 0早川美故子木村弘子菅野峰子井上恵美子松本 奈美

山口鈴江藤原滋津子近藤様子村松知子

盟国学関女子大学宮田久校

第3会場第15群リハビリテ…ション看護 1 0 : 50~ 1 1 : 30 

座長泉キヨ子(金沢大学大学院)

56 人工股関節全置換術を受ける患者のクリテイカルパスについての検討 一看護介入嬰留に然、点をあてた分析一

佐袈大学窓学部F付属病院 O山口今日子

佐賀大学援学部看護学科佐藤和子藤田君支

57 リハビリ看護が充実した要国 ~業務改善を通して~

独立行政法人留立病院機構福芥病院 O江村俊恵森純子渡謹麻生大蔵真由美

荒巻洋子重兼恵子

訪 問眼で姿勢保持することが脳活動に及ぼす影響

北海道大学大学説保健科学院 O林裕子

59 人工股関節子主患者が重視する QOL領域の満足境と影響要閣に関する研究

佐賀大学医学部者護学科。藤田 君支

神戸大学医学部保健学科 上 杉 総 子

第3会場第16群看護技術(1) 1 4 : OO~ 14 : 40 

産長JlI西千憲美(徳島大学)

60 点滴静続注射技術における新人看護締の特酸

聖隷クリストファ一大学審議学部 O炭谷正太郎 護議 )11良子 鶴!崎恵美子

61 排尿ケアを提供する泌尿器科病棟看護師の意識に関する研究

明治国捺医療大学看護学部看護学科 。上山さゆみ

62 臨床看護締のフィジカルアセスメントに関する現状調査

務南女学院大学 O梶原江美清村紀子高橋甲校鹿嶋総子井手裕子

伊藤度予

63 高血庄外来における設置型自動鼠庄許，看護師，医締による血庄測定僚の比較検討

愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻 O二宮光重松裕二岩田英信

第3会場第17群看 護 技 術 (2) 14: 45~ 1 5 : 25 

麗畏阿曽洋子(大阪大学大学説)

64 長期限、床患者の拘織のある手指への効来的な清潔ケアの検討

石川県立看護大学 O中郎 弘 子 小 林 宏 光 州 島 和 代
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目一般演題・口演

65 ホットタオルを用いた下肢の加温とマッサージによる心身への影響

久留米大学病能。竹下万里子 f左藤友佳盈

国家公務員共済組合連合会浜の町病院井口 崩子

久留米大学医学部看護学科飯野矢住代加悦

66 看護蹄の持続的血液浄化療法 (CHDF)に対する不安に接点を当てた支援の効果

富山市民病院 O七尾美樹 坪田知美浦罰千賀子小林

福井大学涯学部看護学科上野

67 経口水分摂取量の自溺に伴う誤差と容器の性質の関係

間立病院機構独立行政法人三重病院 O関村 竜

三重課立看護大学審議学部看護学科深堀浩樹

第3会場第18群審議 構 報 15 : 30~ 1 6 : 00 

母 8月21日(木)事

重松環窓

箆長真鵠由露葱{大阪府立大学総合教育研究磯構)

68 ICTを活用した人工股関節全置換術後患者への審議支援

筑波大学大学院人間総会科学研究科。佐藤政枝川口

名古壌市立大学者護学部竹谷英子中村

69 病棟看護管理者のEBP(Evidence-Based Practice)実践の認識と研究成果の収集に関する

。浅沼{愛子遠藤良仁山内一史伊藤牧

70 入院患者の靖報プライパシーに対する認識の会問調査(第 l報)

名古盟大学底学部保健学科 C太白勝正新安タ香理藤井徹也鈴木千智

中部大学生命健康科学部井口弘子

浅沼擾子山内一史

長野県看護大学看護学部中村恵前自樹海

愛知県立看護大学看護学諮 問弁

第4会場第19群老年看護(1) 9: OO~ 9 : 30 

盛長鈴木みザえ(三重県立看護大学)

71 虚弱高齢者の外出頻度とその関連婆悶

名古麗市立大学看護学部 O中村恵子 山由紀代美

72 子世代を通して見たお齢者の生活に関する調査

国捺援療福祉大学 O江口裕美子

東京医科大学看護専門学校 山本

関捺援療福祉大学大学院湯沢入江
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間一般演題・口演

73 高齢者を看護・介護する職員のBurnoutと濯用管理の取り組みの関係

愛媛県立医療技術大学 O問問 佳t立

九州大学中尾久子

東北福祉大学部辺恵子

構 8月21日(木)欝

第4会場第20群老年看護 (2) 9: 35~ 1 0 : 1 5 

座長中島紀恵子(日本看護協会看護教育研究センター)

74 認知症高齢者のQyalityofLifeの特性に謁する研究

元佐賀大学大学院修士課程 O島田とくよ

大分大学援学部看護学科佐藤和子

佐賀大学援学部者護学科藤悶君支

75 寝たきり高齢者のおむつ交換時間の評価 一おむつ交換待毎と持続的な勝脱内尿最の測定を 1事例に試みてー

金沢大学大学説監学系研究科保健学専攻博士前期課程 O尾坐麻理佳

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻泉キヨ子平松知子正j厳守美穂

76 人工股関節全置換術を受けた患者の生活状況と活動量に関する研究

福間県立大学者護学音110赤木京子

佐翼大学i笠学部看護学科藤田君支佐藤和子

77 ~場療保有者の安静特における袴議の痛みと関連安留の検討

持13立製作所日立総合病院 C平木久美子

宮城大学看護学部・大学院審議学研究科高橋和子 山田嘉明

第4会場第21群継続・在宅審護(1) 1 0 : 20~ 1 0 : 50 

24 

78 全屈の病棟看護師における在宅看護の認識と調達要留に関する研究

財同法人三友堂病i涜看護専門学校 O驚藤 郁子

山形大学医学部看護学科小林淳子

79 継続看護につながる在宅移行持のアセスメントシート修正販の試用

JII資天堂大学医療看護学部 O樋口キエ子 葛西好美

帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科 高徳フミエ

80 在宅療養移行時アセスメントシート(試案)を試みて 2報 一看護部の反応

帝京平成大学ヒューマンケア学部看護学科 O高橋フミエ

JII真天堂大学医療看護学部 樋口キエ子
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問一般演題・口演 事 8月21日(木). 

第4会場第22群継続・在宅看護 (2) 1 0 : 55~ 1 1 : 25 

産長北J11 公子(新潟鼎立憲護大学)

81 訪問看護ステーションに新入殺した訪問看護締の育成支援に関する諸開題

福j潟県立大学者護学部家族・在宅看護学講座 O小森 直美

82 在宅重症心身障がい児者の実態と保健医療福祉サービス利用状況に関する爵査

名寄市立大学保健揺祉学部看護学科 O根本和加子

地JlI医科大学者護学科北村久美子

83 在宅で生活する脳血管障害後遺疲者のポジティブな現在展望獲得のプロセス

富山大学付嬬病i詰 O稲援吏英子

岐阜大学監学部肴護学科 塚原節子

富山大学医学部看護学科 四十竹美千代

第4会場第23群急 性期 審護 (1) 1 4 : OO~ 1 4 : 40 

藤長黒田裕子(北里大学)

84 脳卒中センターに緊急入段した患者の配偶者の心理過程

富山県済生会富山病院 O三輪恵里

85 手術療法を受けた食道がん患者の退院後の生活の主観的評価に影響する婆菌

大阪市立大学医学部看護学科 O自問久美子

86 中途失翠者の障害の受容過程(その1) 一筏繋の段階からの脱却

北海道美i慎重華高等学校 C恩期 和殴

87 クリテイカル状況下における心騒疾患患者家族の代深意思決定婆践と代理意思決定についての気持ち

束手15大学医療センター大森病能 。認永美和子

日本大学大学説文学研究科心理学専攻博士前期課税寺町優子

第4会場第24群急性期看護 (2) 14: 45~ 1 5 : 25 

鹿長藤本由英子(近大姫路大学)

88 関節手術後の安静探持に対する低反発枕の使用の検討

兵康医科大学病院看護部 O関本和子

大成府立大学看護学部 高見沢恵美子

89 手術家看護部における専門職的自律性と臨床実践能力との関連性

蒲郡市民病院 O来 由香
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j一般演題・口演 重量 8月21呂 (木)購

90 冠動脈バイパス術患者のセルフケアに関する測定用兵の作成と信頼性・妥当性の検討

袈隷クリストブァー大学看護学部 O緒方久美子

大阪府立大学看護学部 高見沢恵美子

りんくう総合箆療センター市立泉抜野病院北村愛子

91 ICU看護舗の職場ストレスの実態と個人特性，対処行動および健康度との関連

i岐卒大学医学部隊属病院 Oi工11崎 美記

岐阜大学震学部看護学科 竹内愛美子松岡好美

第4会場第25群その他・生活機能看護 1 5 : 30~ 1 6 : 00 

92 成人入院患者の自覚症状ならびに認知的評価と心理的反誌との関連性

岡山大学病院 O林陽子

神戸大学病院神原子比呂

鳥取大学病院 中村主未定、

鳥取大学震学部保健学科 森本美智子

93 成人入院患者の心理的反応に差異を与える要国の検討

鳥取大学病院 O中村珠恵

部111大学病i詫林陽子

神戸大学1f存続 争fi原子土と呂

鳥取大学医学部保健学科 森本美智子A

94 一事例に見る定年退職前後の過ごし方の変化

座長山由律子(北海道援撞大学)

京都大学大学説涯学研究科 O佐野かおり 宮島朝子立川府、紀若村智子

関国学問女子大学堀田佐知子近間敬子

第5会場第26群看護教育(1) 9: OO~ 9 : 50 

26 

95 新入者護部の職業的成熟度に関する研究 一現状および、職業継続意志との関係一

摺立国際医療センター O中原博美

閉立看護大学校亀開智美

鹿長星和美(大阪府立大学)

96 看護側のキャリア発達の過程に関する一考察 一卒後 2年呂と 3年目の看護部に焦点を当ててー

戸田中央署護専門学校 O土浮るり 石111美智子天野勢子

97 透析スタッフに教脊ツールとしてパス・アルゴリズムを使用した結果

富山市立富山市民病院南4階病棟 。高級! 佳忠

富 山 市 立 富 山 市 民 病院血液浄化療法科松木理浩古村和枝竹林陽子

福井大学援学部看護学科上野栄一
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目一般演題・口演 母 8月21日(木)母

98 外来における NSTリンクナースの活動

千葉大学医学部隊属病院 O片野恵美子

99 勤務記寵交代者の院内研修の効楽について考える ~フィッシュボーンを使用して~

独立持政法入国立病院機構福井病院 G矢矧 仁森北裕美子

福井大学医学部看護学科 上聖子

第5会場第27群看護 教 脊 (2) 9: 55~ 1 0 : 45 

慶長野本百合子(愛媛県立諜療技術大学)

100 基礎看護学実習開始前における学生のストレス

岐卒大学医学部看護学科 O字野 小松妙子金若

101 基礎看護実習における学生のストレスとコーピングの欝係

i波準大学窓学音rs者護学科 O金若美挙塚原節子宇野

102 看護締と看護学生の共感性に影響をおよほす要因の検討

独立行政法人関東労災病院看護部 O太自 治子

長崎大学医学部付思病読本田 裕美

塚原節子

小松妙子

103 看護実践能力育成に向けての技術i察官の取り組み 一学生参加型技術j策費 iPeerEducationJの導入

神戸市審議大学看護学部 O登喜和江松関史子森下品代

104 看護実践能力育成に向けての技術演習の取り組み 一地域住民ボランティアの模擬患者による技術演習の効果

祢戸市看護大学看護学部 O森下品1-t登喜和江

第5会場第28群健康増進・予詰(1) 1 0 : 50~ 1 1 : 20 

康長小野ミツ(広露大学大学説〉

105 非経口接取患者における口控ケア関数と細菌数に関する検討

国襟涯療福祉大学大学臨袋援洋子坪井良子

106 高齢者における絡梗察発疲危険国子の認識度調査

浜松援科 麓有利代

107 特定高齢者に対する介護予拐事業の効果の検討(第二報) 一水中運動教室を実施して

佐賀大学大学院医学系研究科 O木窓ゆかり 森祥子吉賀明美高野儀子綴JII 悦夫

江北町地域包括支援センター 岡本

第6会場第29群健康増進・予防 (2) 1 1 : 25~ 1 1 : 55 

108 20~30議代女性喫煙者の禁燦し難車 1) インタピュ一課査を通して

自践女子援期大学 O松本泉美
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目…般演題・口演

109 看護系大学一年生の性知識 -3ヶ月間の変化一

旭川産科大学法学部看護学科 。伊藤

110 簡易版j新進的筋地緩法プログラムと CD教材の製作プロセス

高崎健康福祉大学看護学部 O近藤 由香

望丹古!捺

群馬大学産学部保健学科小板橋喜久代小林しのぶ

群馬大学大学説博士後期課程 金子有紀子

暢 8月21日(木)欝

第5会場第30群精神署護(1) 1 4 : OO~ 1 4 : 40 

座長田口玲子(閤田学園女子大学)

111 中学生における抑うつ傾向の男女の比較

鴎立間際底療センター鴎府台病段 O中村 裕美

筑波大学大学院人間総合科学研究科 森千鶴

112 うつ病高齢者の自己効力感と調達要国

国立看護大学校 O浅詔 陸

筑波大学大学院入閣総合科学研究科森千綴

113 統合失調症者の病識とJJfH築態度との関連

筑波大学大学院入閣総合科学研究科。r;時1¥ 裕美森千鶴

114 精神障がい者セルフヘルプ・グループの活動継続・活性化に関する研究

石川県立看護大学審議学部看護学科(金沢大学大学i到来健学専攻博士後期課程)0谷本 千恵、

第5会場第31群 精 神 看 護 (2) 1 4 : 45~ 1 5 : 1 5 

28 

産長麗方弘子(番)11崇立保健援療大学)

115 精神科看護締の患者への感情変化のプロセス

富山大学p付属病i淀 O薮出歩辻口喜代睦長瀬健美

富山大学 問十竹美千代

石JII県立春護大学岩城度予

富 山 赤 十 字 病 院 駒 見恵子大橋達子

済生会富山病院 恵里

富山鹿療福祉専門学校横道博子

厚生連高間病院開発照子

元商磁市民病院村本

岐卒大学塚原節子

116 看護締が捉えた精神科個室病棟における看護実践

i妓卒採立者護大学 O井手敬昭片間三佳橋本麻由里

養南病院古川八重子伊藤光美山内美代子
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目一般演題・口演

117 実習指導者がロールモデルを示す効巣の検討

医療法入社盟和敬会谷野呉山病院 O明神 一浩

富山福祉短期大学者護学科 一ノ山経河

掲井大学医学部看護学科 上野栄一

東京慈恵会医科大学震学部看護学科 JII野雅資

第5会場第32群看護教脊 15 : 20~ 1 6 : 00 

事 8月21自(木)嘩

箆畏東サトエ(富縄大学)

118 模擬患者による解釈モデルの説明が看護学生に及lます影響

クリストファー大学看護学部 O篠 崎 議 美 子 渡 透 顕 子 坂 田 五 月 炭谷正太郎

119 オーブンキャンパスの活動を通した学生の体験の意義

戸田中央看護専門学校 O宮本佳散乃 るり 石川美智子

120 基礎看護学実習部に社会性の教育を実施した学金の社会的ス年ルの成来

向山大学大学院保健学研究科博士前期諜程 O清水 由車、

岡山大学大学院保健学研究科地自 敏子

121 ナラティブで f心に残る看護場面jを諮ることの有用性

よヰ嫁県立加古川病段。小山 美幸 田i袈 乃生敏江二木由加恩中JII裕美子
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一般演題・ポスターセッション 種審 8月20告 (水)欝

ポスター会場 1 第33群小児看護(1) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

122 学童期の 1型糖尿病をもっ子どもの学校生活適応をめぐって母親が望む支援

愛知県立看護大学 O桜井久恵服部淳子山口桂子

123 口唇裂・口蓋裂鬼の母親が出生前告知持に受けた支援と気持ちとの関連

川線医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科 O中毒rr美保子

124 小児底療におけるブリバレーションに関する親の認識の実態

北海道大学医学部保健学科 O西谷内雅統圏府英恵佐々木香伊藤紀代佐藤洋子

125 小克看護における付き添い家族満足度尺度の作成

旭川大学保健福祉学部保健者護学科 O伊藤 良子

126 障害をもっ子どもの家族におけるほw..家族の会」に関する文献検討

聖隷クリストファー大学看護学部 O市江和子

127 全国NICUでの母子関愛着形成の取り組みに関する現状諦査 一母親とその家族の視点で望むこと

議野大学医療保健学部看護学科 。吉行部美

松本大学人間健康学部 谷口美智子

128 溺水による低酸素性脳症児の母親の心理的プロセス

神戸常盤大学保健科学部看護学科 O)j~対H 正ギ: 鈴木ひとみ

滋賀援科大学援学部看護学科 婦下博ilJ:

ポスター会場 1 第34群母性審議(1) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

30 

129 B市における 4か月児の栄養に拐する実態諏査から，母乳育児支援のあり方に関する検討

旭川底科大学霞学部看護学科。山内まゆみ伊藤幸子

札幌市立大学看護学部河村奈美子松村 寛子

130 ダウン症児をもっ母親と父親の感情に関する研究:障害告知と立ち笹りの時期

産業医科大学産業保健学部看護学科 O阿南あゆみ

131 者護学生における母性に関する認知

香川県立保健医療大学保健医療学部者護学科 O松村

132 母殺のリラクセーションを取り入れた子育て支援議践の実践報告

槌村裕子柴玲子

大寂府立大学看護学部 O酋頭知子鎌田佳奈美佐々木くみ子井端美奈子吉川彰一

石 原 あ や 古 山 美 総 小 山 恵 実 通 山 由 美 子 米 原 紀 美代

133 母性看護学学習過程における対問感情の経時的変化

香川県立保健医療大学保健症療学部看護学科 O植村 裕子 玲子松村惑子
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j一般演題・ポスターセッシ3ン

134 木浴・ドライテクニックに関する母親の思い

区本赤十字秋自短期大学看護学科 O阿部範子志賀く

秋田赤十字病院塚田純子田村こずえ

ポスター会場1 第35群家族看護(1) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

135 家族介護者における自記式極限調査のActigraphによる妥当性の検証

轡 81=320El(水〉事

大販大学大学院医学系研究科保健学専攻 O福岡里砂牧本清子

金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻塚靖 恵子

136 入i誌がもたらす家族の肯定的要弱を探る

蒲郡市民病院 O鈴忠 勝子

137 訪関看護を受ける患者の主介護者の介護負担惑に影響を及ぼす要国

a践女子短期大学総合人間学科 O北原

兵嫁大学健康科学部藤原 尚子

近畿大学姫路坊認

ポスター会場1 第36群看護技術(1) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

138 クラシック音楽と白熱音による安静臥床中ストレスの抑制効果

鳥取大学医学部保健学科 O河 村 彩 荘 神 島 恵 深 田

139 リラクゼーション効果指捺としての唾液中バイオマーカーの妥当性の検証

埼玉県立大学様縫藍療福祉学部 O小JlI俊夫 関本故智子 関野 ルミ

140 肩凝りの自覚と，自覚症状に関する主観評価および生理的民正、の関係

長野県若護大学 O秋山知也本田智子

非営利活動法人健康科学研究開発センター 揚箸 陵哉

141 成入者護実習における看護技術の実擁状況 -V¥屯Bを用いた評価一

f左賀大学 C池田倫子古賀明美安部加代子黒木智子 1Ul波洋子

大分大学佐藤和子

長崎大学補禁洋子

142 ~犠牲ストッキング着用に関する研究 一足搭み運動がもたらす影響についてー

埼玉県立大学保健誌療福祉学部看護学科。鈴木玲子

143 冷翠法の効采に関する実験的検討

関山県立大学大学院保健福祉学研究科看護学専攻 O大坂卒中瀬雄大

地方独立行政法人間山精神科躍擦センター 中井 陵彩

縄出県立大学保健福祉学部看護学科村上生美奥山真由美
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j一般演題・ポスターセッション 母 8月20自(水)蟻

ポスター会場 1 第37群看護管理(1) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

32 

144 A県の看護輔の就業継続の意思とキャリアアップに関する意識調査

宮峰大学震学部看護学科 O大)118合子 長友みゆき

145 患者からセクシャルハラスメントを受けた女性看護師の対応、方法に関する検討:身体接触型

北海道大学医学部保健学科 O大鹿タ希子荒川結三上裕子路島台紀青柳道 子

良村

146 患者からセクシャルハラスメントを受けた女性看護師の対応方法に関する検討:発言型

北海道大学医学部保健学科 O見上裕子富島古紀大屋タ希子荒)11結青柳道子

良村貞子

147 看護管理者は臨床実践における研究成果活用の臨答留子をどのように認識しているか

岩手県立大学看護学部 O遠藤 長仁

山形大学震学部看護学科布施淳子

148 看護郎の職業継続意欲に影響する要密

公立学校法人和歌山県立医科大学問属痛段 O関村 夜子西日 知子

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 山部 一朗

149 新人看護師の職場適応とソーシャルサポートとの関連性 一機能と提供者に焦点をあてて一

戸田中央看護専門学校 O天野勢子

150 中堅看護師のキャリア開発支援を考える -40・50代キャリア開発支援講座を通して一

埼玉県立大学保健臨療福祉学部看護学科。横山 恵子 長谷川真美兼宗

151 中堅看護師のキャリア発達支援プログラム開発 一他者の影響ーからみたプログラム要素の検討一

林裕 栄

埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科 O長 谷 川 真 美 横 山 恵 子 兼 宗 美 幸 林裕栄

152 中堅看護師の職務満足度と偶人的属性との関係

JA北海道厚生連網走厚生病院看護部 O中西真由美

153 中堅看護者の体{立変換技術の実態と自律性に関する研究

弘前大学援学部F付属病i涜 O小林朱実

弘前学説大学関明美

虎ノ門病院三上伎澄

弘前大学大学院保健学研究科西沢

154 病院職員が患者とその家族から受ける暴力被害の内容と影響

筑波大学大学院 O三木明子赤晶鮎美

甲南女子大学友田
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一般演題・ポスターセッション 嘩 8月20B(水)・

155 訪関看護ステーションに勤務するスタッフナースの磯務満足に関連する要因

鳥取大学鹿学部保健学科 O仁科祐子乗越子校

岡山大学医学部保健学科谷寝静子

車マリア学説大学者護学部宮林郁子

156 要退院支掻患者のリスク要閣に寵する判部分析

NTT西日本大i疫病段 O樋呂美紀牡丹朋子辻貴子小涼

機尾智子島本 lij夏子東香代子

磁床研究支援センター (OfficeAKI) 山田 一期

ポスター会場1 第38群その地 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

157 パソコン出議議獲のエクセルに関する依頼内容の検討

東北大学病i淀 C金揮悦子

158 介護労働者の介護態度評価に影響する要因

間出大学大学院保健学研究科 O谷垣

鳥取大学医学部探健学科乗越千枚仁科祐子

159 成人前期の初甜紋鼠者が看護締に期待すること

梅岡県北九州赤十字取液センター O徳田菜緒子

日本赤十字北海道看護大学 河涼出築子

ポスタ…会場1 第39群看護教寄(1) 1 3 : OO~ 1 4 : 00 

Lll下みゆき

160 新卒看護締の看護技術到達度に跨する研究〈第2報) …プリセプター・看護部長の看護技術到達度の期待

呑JII大学i涯学部看護学科 O中矢晃子~自雅代金正賛美聖子日英子竹内

161 IT活用で f母性看護とお産文化jのK大と I大の地域矯報北の逮罷講義の実践

呑川大学監学部看護学科 O内藤度予片山理窓生々水路子

岩手県立大学者護学部母性器護学福島裕子野口恭子

162 まちの保健室実智における学生の学びと学びを支援する要沼

間留学閤女子大学人間健康学部人爵看護学科 O池西悦子真継和子堀田往知子

大野かおり 佐々木八千代中

近田敬子

163 まちの保健室実習における看護実践能力の育成 第1報

留国学園女子大学人間健E築学部人問看護学科 O佐々木八千代 大野かおり 搬出往知子

真継和子池磁悦子中

近間敬子

164 安全安楽な移動動作援助の提供に関する学生の考察 一統合実習における学生の学びを通して

広島国捺大学看護学部 O芥JII 青香 吉岡さおり
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…般演題・ポスタ…セッション 審 8月20日(水)蟻

165 学内演習における口腔ケアの効果評価 ー蛍光色素 (DAPI)を用いた口腔内総蘭と口腔内水分量から一

日本赤十字北海道看護大学 O槍山明子深井幹樹山本美紀休波茂子

166 患者との対人関係場部で、生じる照題点とその局断

高知大学大学説法学系研究科看護教育・管理学専攻修士課程 O山本 奈奈

高知大学医学部看護学科篠田倫子

167 学士課程学生の審議基本技術経験の実態と今後の課題

京都府立産科大学復学部看護学科 O笹川寿美藤間淳子良錦えみ予岩脇陽子

福 本 葱

168 看護学生の「子ども理解」と小見看護学教育進度に伴う変化 -f子ども理解j評価尺度潟発に基づいてー

あじさい看護福祉専門学校 O西原みゆき

愛知県立看護大学山口桂子服部淳子

169 看護学生のこころの健康と人陪関係およびストレスコーピングとの関連

関山大学大学技保健学研究科 O光石伊公子渋谷徳子務下光

170 看護学生の家族看護観の分析 一学部諜殺終了時の変化一

熊本保健科学大学 orJ'lILI 久 美 山 口 裕 子 大 浮 早 部

171 看護技術教育における実技試験方法の遠いによる学生の反応の分析

長崎県立大学者諜栄養学部看護学科 C永楽ネ哉氏悶美知子 吉田恵理子

172 看護職への動機付けとなった学びについて 一基礎看護学実習 I終了後のグループレポートの分J折一

兵庫大学健康科，学部者A護学科 OJII上あずさ 近藤裕子

173 看護領域における研究倫理教育・研修に関する文献研究

北里大学看護学者r;0綿貫恵美子

174 筋肉内注射技術修得における学生の認識と技術評価の関係

飯田女子短期大学者護学科 O鈴木真由美伊藤洋子

産業腹科大学産業保健学部看護学科 井野恭子

175 筋肉j主射技術修得過程における学生の思い

産業医科大学 O井野恭子

飯田女子短期大学鈴木真由美伊藤洋子

176 血在測定技術の習得度と 自己評伝fiとの隠連性

九州看護福祉大学 O上安尚子藤田

177 国内外における者護実賎能力に関する研究の動向

陸自大学看護学部看護学科 O神原裕子荒川千秋佐藤蛮月子吉野由紀江川中淑恵

杉本龍子関線龍子
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j一般演題・ポスターセッション

178 紙上事例農開演習にピアレビューを用いた学響効来と今後の課題

神戸常盤大学保健科学部署護学科 O~主烏 祥江

179 実習部に保育所実留を体験した学生の基礎看護学実習 Iに対する設業許錨

嘩 8月20日(水)事

認島大学官三学部保健学科 O岩佐幸恵、J1liJ耳千恵美安原由子高井恵美奥倒紀久子

啓子

180 新掠用看護締の就業前後における点滅静眠注射演習の比較

秋田大学医学部F付属病詫 O故々木由美子 自JII 秀子

秋部大学底学部探健学科間部総

181 初学者が費眼する観察部位について

リストファ

182 初学者の看護技術理解のための試み

。米倉摩弥

横浜市立大学底学部者護学科 O訟木 EEI香塚本尚子野村明美

183 小グループによるローテーション実習を取り入れた「ヘルスアセスメントjの授業評価

認潟大学法学部保健学科 O関戸啓子安原由子高井恵美

184 新卒看護締の看護技術弼透度に関する研究(第 1報)

香川大学医学部看護学科 O野口英子当日 雅代金正 竹内千夏中矢晃子

185 成人看護学における実習前学内演習プログラムの有効投

出口県立大学審議栄養学部孝子護学科 O原関 秀子 顕中 路王子張替

186 王子成21年度カリキュラム改正に向けた看護技術の卒業時到達度の実態

山形大学涯学部看護学科 O布施淳子平安

187 保健脚助産邸看護締実習指導者講習会(特定分野)における f看護場面を教材北jによる指導方法の評倣

箆i立病院機構肥前精神医療センター O村照 尚恵、

九州厚生局 内村

188 模擬患者を導入した看護技術演管に関する研究 一策 l報:少人数で行ったグループ学習の効果と課題一

石川県立看護大学 O邸村泰車、竹野ゆかり 三輪王手詰川島和代藤本悦子

大島千住

金沢社会保険病院諸江由紀子

金沢医科大学橋本智江

189 模擬患者を導入した看護技術演習に関する研究 一第2報:模擬患者から見た学習効果と課題

石川県立看護大学基礎看護学講康 O竹野ゆかり 関村泰恵三輪王手蔀出島和代

藤本 t託子大島千佳

金沢社会保設病院諸江商紀子

金沢援科大学橋本智江
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j一般演題・ポスターセッション 母 8月20日(水)犠

190 臨床実習のカンファレンス場面における看護学生のコミュニケーション不安の要因

北里大学病院 O加藤久子

昭和大学保健医療学部伊藤まゆみ

191 臨地実習における看護事故防止ガイダンスのあり方 一技術演習の効果一

熊本保健科学大学保健科学部看護学科 O岩瀬裕子 問中 英子

ポスター金場1 第40群基麗審護(1) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

192 A県下の病院における看護研究支援の実態と課題

兵庫県立大学看護学部 O西平倫子宮芝智子大塚久美子坂下玲子

193 看護学生の五感の後位性による感性の実態(第2報) -r病者と医療者」の写真の印象評価

近大姫路大学 O坊垣友美

194 看護学生の臨地実習における電話・ナースコールの対応に罰する研究

学校法人福間女学院福間女学11完看護大学 O青木 久恵

195 看護者の感情認知の実態 一患者の姿勢に策目して一

虎の門病院 O三上伎澄

弘 前 学 院 大 学 部 明 美

弘前大学大学技保健学研究科 医沢

196 体位変換に関連した行為表現の分析 第二報

東京毘科歯科大学大学院保健衛生学研究科。大黒理恵ニ宮彩子林真紀子

後藤孝子翼手藤やよい

197 非言語的メッセージに対する看護学生の感受性の研究 一模擬患者とのコミュニケーション場面を通して

向山県立大学保健福祉学研究科看護学専攻 O高林 範子

向山県立大学村上生美

ポスター会場 1 第41群看護↑藷報 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

198 医療用語・書式の病院関較差に関する研究 第1報 近畿・東海関病院における予備的実態誠査

新宮市立医療センター O王 子 陽 子 植 岡 啓 子

臨床研究支援センター (OfficeA阻) 111133 朗

199 個人PCのウイルス対策の現状調査

関商陸科大学附属枚方病院医療情報部 O慶剖美喜子

ポスター会場1 第42群感染看護(1) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

200 看護学生に対するゲル状速乾性擦式手指消毒剤使用に関する指導方法の検討

富山大学医学薬学研究部(医) 0吉 井 美 穂 、 坪 沼 恵 子 西 谷
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一般演題・ポスターセッシ藷ン

201 看護部の感染症のリスクイメージと影響要悶

福井大学医学部附騒病院 O護弁洋子

福井大学医学部看護学科岩田 浩子

202 手洗いによる手指衛生の評価に関する検討

.8月20日(水). 

埼玉県立大学保健医療福祉学部 O興本佐智子 関野ルミ 小111 俊夫

ポスター会場1 第43群 急性 期看 護(1) 1 4 : 00-1 5 : 00 

203 救急外来における看護師のケアリング行動と感情労働との関係性

]11崎医科大学総議病説。丸田 美和

岡山熟立大学村上生美

204 重疲患者における血糖管狸 ~零護締と援鴎への意識調査の結果から~

独立行政法人那務市立病院 O清水孝宏

205 内容分析を用いた院内急、変時の審議締の対花、分析

裕弁大学医学部隊属病院 O井上理恵高山裕喜枝川上三子襲

福井大学医学部看護学科上野

ポスター会場1 第44群 鑓性 期審 議(1) 1 4 : 00-1 5 : 00 

206 急性期病躍において慢性期意識障害，患者をケアする看護師の心理の明確化

香川県立保健医療大学 C小林秋恵、

207 取法透析患者の口j誌や対処方法の実態

京都橘大学看護学部 O道案 文子イ中前美由紀

群馬大学涯学部保健学科イ左名木宏美 阿 美智代

208 中年期にあるパーキンソン病患者の生活体験の講造

福井監療短期大学看護学科 O出村佳美

福井大学涯学部看護学科岩間浩子

209 様性看護に携わる臨床看護締が抱く患者教育への患い

新潟県立看護大学 O度成 洋子

210 慢殺肝疾患患者の病気の認識とセルフケア能力との関連

五島中央病院 O江口

山梨大学大学臨 イ左藤みつ子

211 格好品を制i設されている患者の我慢に関する研究

香川大学誌学部看護学科 O金正賛美さ話器雅代野自英子竹内千夏中矢晃子
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一般演題・ポスターセッション 韓 8月20日(水)審

ポスター会場 1 第45群若年看護(1) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

38 

212 高齢者が認識する家族機能と家族議能の低下

吉備閣時大学看護学科 。谷悶恵美子

213 高齢者の親と中高年になった子供世代との交流

東京医科大学看護専門学校 O山本

関際医療福祉大学江口裕美子

国際医療福祉大学大学院湯沢八江

214 高齢者の老いに対する思い Successゐ1Agingの視点からの検討一

川崎龍療福祉大学匿療福祉学部 O松本啓子若崎淳子

215 在宅における後期高齢者の口腔ケアの実態

調山県立大学保健福祉学部看護学科 0111上彩子土田恵、荻あや子

216 1iI!i設における認知症高齢者と他者の馴染みの関係維持の様相

藍野大学 O米浮啓介大lIIJ弥生王子木尚美

217 施設入所認知抜高齢者にみられる BPSDへのケアに関する質的分析

大阪大学大学i淀医学系研究科保健学専攻 O九津見雅美 杉浦

三上洋

218 地域における高齢者の社会参加と精神健康度

香川県立保健医療大学看護学科 原由美子

219 認知症高齢者ケアへのライフモデル適用の可能性についての検討

京都府立医科大学医学部看護学科 O小松光代 向山寧子

220 配偶者を亡くした高齢遺族の Spirituarityについての質的研究

山口大学 O生田奈美可

山口県立大学看護栄養学部麿瀬春次

山田綾伊藤美 樹子

221 療養型病棟で療養する重介護高齢者ケアに用いたアロママッサージが介護家族に及ぼす影響

香川県立保健鹿療大学 O人見 裕江

ili:大姫路大学小中綾子

甲南女子大学中村陽子

大田市立病院渡透恵理子松尾

グリフイス大学 中王子 みわ

昭和大学三村洋美

チャクラ江罰悦子

松本美恵子
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一般演題・ポスターセッション .8月20日(水)・

ポスター会場2 第46群地域看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

222 在宅介護サービス科用下での子世代介護者における続柄別の介護経験の特殻

大紋大学援学部保健学科 O伊藤美樹子杉浦圭子九津見雅美三上洋

223 北海道のへき地・離島における看護体験からの学生の学び

枝幸町00民健康保険歌登病院 Oi察関 成予

旭川監科大学看護学科藤井智子杉山さちよ 北村久美子

ポスター会場2 第47群継続審護・悲宅着護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

224 外来専従HIV/AIDSコーディネーターナースの患者アセスメントと実践

自治医科大学的思議院 01可部 子主主

関立国捺医療センターエイズ開発研究センター 島田 恵、

自治法科大学審議学部 星光やよい

225 在宅神経難病の介護者への退院指導の実態報告

共立女子短期大学看護学科 O松永洋子商 矢野章永

226 終末期がん患者を器取った遺族の死別の悲隣過程における開題解決決定要因の彩饗

大甑市立大学医学部看護学科 O興本双美子

大際府立大学看護学部零護学科 中村裕美子

227 訪跨看護締の「感染管理における基礎的技術Jの修待状況

金沢E医科大学看護学部 O前田 修子

岐阜大学震学部看護学科滝内経子小松妙子

228 訪問看護部の「感染管理における基礎的知識Jの修得状況

蚊卒大学医学部看護学科 O滝内陸子小松妙子

金沢民科大学看護学部補問修子

ポスター会場2 第48群健麗場選・予訪看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

229 若年女性の冷え疲者と非冷え痕考における冬期と夏期の身体的特性

愛媛大学大学院涯学系研究科健康科学暁究室，

NPO法人食品治療学研究所 O山田典子吉村裕之

大鼠府立大学大学院者護学研究科精神看護学分野別宮 直子

230 小学校6年生児童の健燦観とセルフケア行動の理由

横浜市立大学産学部看護学科 O塚本潟子野村明美軽水由香

横浜市立大学的属病院青木昭子
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一般演題・ポスターセッション

231 下股のむくみに対する着在ストッキングとどップエレキパンの予防効果

関西産科大学附属男山病院 O尾崎有香鈴木敦子

臨床研究支援センター (OfficeAKl) 山田 一期

232 中間における更年期女性の自覚症状の評価尺度と自己効力感

鞠 8月20日(水)轡

愛媛大学大学院涯学系研究科健康科学. NPO法人食品治療学研究所

0蘇 静中塚晶子山田典子宮村裕之

233 中年有級者を対象とした疲労測定尺度の開発:疲労の程度と自我状態との関連性

愛媛大学大学院産学系研究科健康科学. NPO法人食品治療学研究所

0山本唱子中塚晶子吉村裕之

ポスター会場2 第49群生活機能看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

234 女性脊髄損傷者が体験している移動動作上の困難

京都府立陸科大学医学部看護学科 01竜下幸栄西関車子岩脇陽子松岡知子

山本容子

神戸常磐短期大学看護学科鈴木ひとみ

235 女性脊髄損傷者が体験している社会生活における国難

神戸~~~機短期大学者護学科 O鈴木ひとみ

京都府立挺科大学医学部看護学科 i屯下幸栄岩脇陽子磁悶草子松岡知子

111本容子ー

ポスター会場2 第50群癌看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

40 

236 C恕肝炎から肝刻lJ砲がんにいたった患者の生活の体験

済生会横浜市東部病臨 O前限 美紀

237 がん闘病記にみる，患者が不快に感じた{患者の言動

愛媛大学涯学部約属病院 O魚見和江

愛媛大学大学院法学系研究科看護学専攻香川由美子岩田 英信

238 がん未告知の患者とその家族に関わる看護師の思い

大津赤十字病説 。山悶 王室恵

京都府宇立医科大学問属病院 瀧内 彩子

京都府立医科大学医学部看護学科 光水 毛利景子

239 子宮会摘出術を受けた有配偶者の患者の体験に伴う感慣に関する研究

香川大学 0]79村 美穂、大森美津子
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一般演題・ポスターセッション

240 終米期がん患者の看取り経験の中に存夜する看護締の心の壁の検討

愛媛県立監療技術大学 O坂下恵美子

宮埼大学涯学部看護学科予定サトエ 長友みゆき

元宮崎大学医学部看護学科津間紀子

.8月20自(水)事

241 長時間化学療法を受けるため持続点諦装兵をつけている患者の日常生活のディストレス

富良野協会病院 O持田部子

ポスター会場2 第51群ターミナル・ケア(1) 1 5 : 00-1 6 : 00 

242 HCUにおいて後協の残ったターミナルケアに対して看護締a身が折り合いをつける過翠

富士市立中央病院 C秋山ゆかり

243 がん患者をもっ家族に対する看護蹄の役部 ~がんで家族を亡くした遺族のインタビューを通して~

独立行政法人恩立病院機構京都監療センター O勝見英里子

藍 野 大 学 大 町 弥 生 宮 地

244 看護者のこめられたタッチは患者の心身にどのような影響を及ぼすのか

関家公務員共済組合連合会浜の町病院 O井口 拐子

久皆米大学援学部付属病院盈絵美子竹下万a.子佐藤友香

久留米大学薩学部看護学科加髄美恵飯野矢佳代

245 終オミ期医療に対する夫婦の意向の一致・不一致と関連要毘

接接義塾大学識続 C多関

rlI梨大学大学院佐藤みつ子

246 身近な人を亡くした看護学生のグリーフワーク

京都市立病院 O堀端麗衣

援野大学大阿弥生営地真援

ポスター会場2 第52群生命鵠理・看護哲学 1 5 : 00-1 6 : 00 

247 新入者護締が体験する倫理的ジレンマとその対処法について

中部大学生命健康科学部保健看護学科 。伊藤 千晴

総合上飯田第一病院 自野 手 東

名古屋大学際学部保健学科太国勝正

248 精神科看護締の倫理約踏みに関する moraldistress尺度の開発(第 1報)

ミ三重大学涯学部 O大積香代子 中野 正孝

青森県立保健大学健康科学部藤井博英大串靖子問中広美

金沢底科大学看護学部北関和代
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一般演題・ポスターセッション 08月足O自(水)鞠

249 発達段階別の脳死・臓器移械に関する意識諦査

吉{務国際大学保健科学部看護学科 O名越 恵美

大i京市立大学誌学部隙属病院長田総理

JIl崎 j表療福祉大学窓療福祉学者~保健看護学科松本啓子

ポスター会場2 第53群 リハビリテーション審議行) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

250 外来血液透析者の運動に関する自己効力感

神戸常設大学保健科学部看護学科 0柴田しおり

京都大学大学院医学研究科佐野かおり

兵庫察立大学看護学部柴田真志、

251 子宮がん患者の術後排尿障害に対する白球自復への援助

東京都立駒込病院 O砂山明子関辺恭子高橋タ紀

首都大学東京健康福祉学部清水裕子

ポスター会場2 第54群精神看護(1) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

42 

252 医療観察法病棟における零護師による疾患教育導入プログラムの効果

下総精神罷療センター O須藤淳石崎有希 LLJ笠1 i~(: 藤森塁突

国立看護大学校邸中智伊

筑波大学大学院人間総合科学研究科森千鶴

253 覚せい剤精神病者A に対する控f薬への援助 ~6 ステッブメソッドを応用して~

震i立看護大学校 O田中 留伊

筑波大学大学院入閣総合科学研究科森千鶴

254 春護学生が持つ精神障害者に対するスティグマ ー精神看護学講義前後の変化一

自白大学者護学部看護学科 O風間農寝中谷千尋

255 精神科・における暴力対処の教育プログラムに関する研究一包括的暴力防止プログラム研修後の意識調査

信州大学医学部保健学科 O下毘誠二谷本桂

2出精神科看護締の患者関係とストレスとの関連

国立精神・神経センター O吉田つばさ

明治国際箆療大学松本賢哉

筑波大学大学院森千鶴

257 精神看護実習前後における精神科病棟に対するイメージの変化

烏耳立大学医学部保健学科地域・精神看護学講座 O福留 倫子
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一般演題・ポスターセッション 母 8月20日(水)事

258 地域で生活を送る統合失調症患者の眼薬アドヒアランス義礎研究 1報一線楽器念調子構造と関連尺度の関連

大阪府立大学大学院看護学研究科袴土後期課経 O河聖子あゆみ

神戸常盤大学保健科学部看護学科松部 光信

財団法人松原病説松原六部深沢裕子

259 地域で生活を送る統合失欝症患者の賎薬アドヒアランス基礎研究 :2報一服薬信念タイプと関連尺度の関係

持l戸常盤大学保健科学部看護学科 O松田 光信

大政府立大学大学説看護学研究科博士後期課程 河野あゆみ

財団法人松原病院深沢裕 子 松 原 六 部

260 精神科長期在院患者の社会f主婦に向けた連携に関する看護実践検討会の意義

岐阜県立審議大学 O片間三住井手敬昭
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j一般演題・ポスタ…セッシヨン 場審 8月21日 (木)犠

ポスター会場 1 第55群小児者護 (2) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

261 小学校高学年児のストレス対処行動の性差

香JII1県立保健i衰療大学 O小川 伎代 浩美舟越和代

262 小学生の心身の状態の知覚とストレス対処行動 一低学年と高学年の違いー

香川県立保健罷療大学保健箆療学部看護学科 O三浦浩美?な越和代小川佳代

263 小児の入i淀環境に関する安全管理の検討 一安全管理マニュアルの比較一

北海道大学医学部保健学科 O佐藤洋子伊藤紀代

264 小児看護学実習で学生が気づく危険予知の傾向

ケ丘厚生年金保健看護専門学校 O中野 内藤忍

265 小児看護学実留における学生のヒヤリハットに影響する要因

京都府立医科大学医学部看護学科。持場口喜子 関田 悦代

266 小児看護学実習における学生の不安要因の検討

京都府立底科大学医学部者護学科 O関悶 税代 馬場口喜子

267 新卒小児看護側iの1年間の現場体験と看護基礎教育による

藤田保健衛生大学看護専門学校 O村木出力11恩

愛知県立者護大学 lli口桂子服部

ポスター会場 1 第56群母性看護 (2) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

44 

268 親になる過殺への支援から助産邸が受けた影響要菌と必要と考えた支援内容

群馬県立県民健康科学大学 O行田智子河内美江

桐生 大 学 今 碍 節 子

269 生後3カ月以内の子どもを持つ父親の精神状態

佐袈大学毘学部看護学科 OUJJII 裕子

産業援科大学産業保健学部福浮

270 乳幼鬼の母親の育克不安と家族機能・宥兇状況の検討

呑JII際立保健医療大学保健罷療学部看護学科 O祭玲子松村憲子植村裕子

271 妊娠中の皮腐症状の実態

京都府立医科大学l2S学部看護学科 O松凶かおり 箆鍋えみ子

272 搾婦が抱く f退院後の育児の心配事Jに対する f母子同窓・呉室Jr初産・経産」の影響

新宮市立監療センター O植田啓子平協子

臨床研究支援センター (OfficeAKl) 山田 一期
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273 母乳育克意識と年代および出産体験との関連

イ左久大学看護学部 O弓部 美鈴

山梨大学大学院博士課程 武器試里子

ポスター会場1 第57群 家 族 看 護 (2) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

274 終末期におけるがん患者の家族へのケア

富山大学大学院医学薬学教育部修士課程 O高域 美希

厚生連帯JII病i完長光代

富山大学医学部看護学科八塚美樹

母 8月21日(木)・

275 発達際答克の学校生活遮町、にむけた親の主体的な実践とその意味

大坂大学大学院涯学系研究科保健学専攻 O山田 伊藤美樹子三上洋

276 娘介護者における特鍛的な介護体験 ~認知疲の実母の夜宅介護体験から~

兵庫県立がんセンター O藤本美由紀

兵康保立大学看護学部新井香奈子

ポスター会場1 第58群看護技術 (2) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

277 ファーラ一位時の持部圧軽減に効果的な膝上げ方法の検討

三五野総合寵療専門学校保健看護学科 O遠藤 明美

向山県立大学押本由美道 繁 祐 紀 恵 森 将 長

倉敷平成病院小山恵美子

278 手掌接地した背語開放端康{立が覚書重度に及{ます影響

兵庫謀立大学看護学部 O梶原 理絵

愛綾大学大学院援学系研究科者護学専攻采松

279 罷明の照凌と色彩の違いが入閣に及ぼす生理的，心理的影響

愛媛県立医療技術大学 O松井美由紀

愛媛大学大学院医学系研究科器護学専攻粂松

280 素材・角震が異なる体位支持呉のずれに関する研究

指ナH大学医学部保健学科 O橋本みづほ加藤咲子 山崎

281 他殺韓への看護技術教育 一看護教員による涯学生への医療安全授業の試みー

横浜市立大学涯学部看護学科 O野 村 明 美 塚 本 尚 子 船 木 由 香

様j兵市立大宅金約属病院 青木 昭子

282 他専門職者との比較からみた看護専門職の対人関係能力

吉鍛閣僚大学 O細川 つや子
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283 脳波・心電図解析によるアロママッサージのリラクセーション効果

愛媛医療専門大学校 O酒井康子

愛媛大学大学i淀霞学系研究科看護学専攻来松貞子

母 8月21B (木)轍

ポスター会場 1 第59群看護管理 (2) 1 1 : OO~ 1 2 : 00 

46 

284 r看護研究計画委」に対する認識と特性的自己効力感との関係

JA秋田厚生連仙北組合総合病院 O大河弘子古川和美

285 プリセプターの役割に対するプリセプター及び新人看護部のニードの検討

宮崎大学盟主学部開演病院 O久保 江里

元宮崎大学底学部看護学科津田紀子

宮崎大学医学部看護学科長友みゆき

熊本大学医学部保健学科前自 ひとみ

286 院内研修に関して研修センター設立がもたらした変化

三重県立看護大学 O灘波浩子若林たけ子小池敦

山期赤十字病院研修センター小林美香子石谷操宮内部代

287 過去10年間(l998~2007年)の看護締の織床判断研究の文献レビュー

福島県立箆科大学看護学者[1 飯塚麻紀

国家公務員共済総合連合会東北公済予知淀 i鴎!万 玲子

288 看護学生・看護師の精神的健康と綾子関係・自我同一性の発達との関連性

援療法人愛生会総合上飯田第一病院 013野 二子東

名古屋市立大学看護学部 小笠原昭彦

289 研修センターによる新人看護部教育プログラム作成に向けた罷療安全領域の知識習得度締まま

山間赤十字病院研修センター O小林美香子石谷操宮内部代

三重県立者護大学灘波浩子若林たけ子小池敦

290 新人看護師の月後場適正、促進介入プログラムの実施と効果(第3報) -1年間のストレス状況の変化から一

愛知県立看護大学 O山口 桂子

静岡県立大学 白尾久美子

名城病続長出泰子

291 新人看護部の職場適応促進介入プログラムの実施と効果(第4報) 一研修2年目のストレス状況の変化一

静岡県立大学 O白馬久美子

愛知県立看護大学山口枝子

名城病続長田泰子

292 新卒者護師の精神・心理的状態の特性 ~文章完成法による悶子構造の探索

熊本大学援学部保健学科 O村上美葉前関ひとみ
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!一般演題・ポスターセッション 母 8月21日(木)・

293 神経難病専門病院における看護締の自律性 ~経験年数と夜律性護得における関係~

東京都立神経病院 O森安律子

294 卒後 3~5 年陸看護締におけるメンターの存在とキャリアの憾み

筑波メデイカルセンター病院 O福田 久子

筑波大学大学院人馬総合科学研究科赤晶鈷美三木明子

295 男性患者が女性看護師にケア提供を望む理由

自治庭科大学附罵さいたま医療センター O小林雅矢

自治医科大学看護学部 虫光やよい

296 中擦看護締のキャ 1)ア形成力とキャリア・アンカーおよびメンタリングとの関連

北見赤十字病践者護部 O森

臼本赤十字北海道看護大学休波茂子

297 年長のプリセブティと年少のプリセプターの相互関係について (2事例の分析)

公立学校法人和歌山県立産科大学術属病院 O北端 恵子石井手有季

臨床研究支援センター 山田 一朗

298 病院の看護教育管理者が求めるプリセプターの役舗に関する構成調子の検討

山形大学僅学部看護学科 O平賀 愛美布施

299 薬物治療中の夜宅糖尿病患考の夜開・休8における相談ニーズ

日本赤十字北海道看護大学 O寺島

札幌市立大学看護学部藤芥瑞恵

北海道大学匿学部保健学科 良村

ポスター会場1 第60群看護教育 (2)1 3 : 00-1 4 : 00 

300 看護学生の学生生活における体験の自覚的変化 一入学から 1年間の看護学生の語りー

間留学関女子大学 O高橋清子J11村恵子本多祐子中烏美総子真継和子

池im悦子堀閏故知子近目敬子

301 A大学における向き合う力・実践する力・連携する力の育成状況についての考察

盟問学関女子大学 O堀 田佐知子池西悦子真継和子本多祐子高橋清子

川村千恵子伊藤ちぢ代中 近国敬子

302 A病院に就業する看護締の教育ニード学習ニードの現状 ー魅力ある集合教育プログラムの立案をめざして一

札幌市病競局市立札幌病院看護部看護課 O斉 藤 美 奈 子 伊 東 文 子 長 田 子穂、石田美由紀

村上由美子

静療院看護諜斉藤三枝子
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303 インフォームドコンセントの場からの看護学生の学びと教脊的かかわり

島根大学援学部看護学科 O佐 藤和子山口美智子佐藤美紀子小倉之子鈴木真貴子

上向澄子

304 エイジングメイク後の客観的観察法による f老化の自己像J体験学習

広島毘際大学看ー護学部看護学科 O横山ハツミ 讃川 聖子

広島思際大学保健医療学部林健一郎

305 オムツ体験演習終了後の学生の思考の分析 一第一報:オムツ装着是非の意思表示による思考内容の差異一

帝京大学監療技術学部看護学科 0坂東美知代三ツ井章子上野公子

306 オムツ体験i察官終了後の学生の思考の分析 一第二報オムツ装着是非の意思表示による思考構造の差奥一

帝京大学陸療技術学部看護学科 O三ツ井幸子坂東美知代上野公子

307 ホームページを活用した f人体の構造と機能jの実験実習

宮崎県立看護大学 O問中美智子矢野智子長坂猛

308 看護学生のレジリエンスとストレス対処行動との関連

東京女子医季i大学者護学者r¥ 0松罫英土

309 看護学生の自己教育力と自己実現との関連

束手r;大学{左倉看護専門学校 O竹之下信子

東京女子医科大学看護学部臼井雅美

310 看護教員の資質の舟上に関する研究の動向

山形大学大学院陸学系研究科看護学専攻 O高橋 公子

山形大学医学部看護学科布施淳子

311 看護姉のオストメイトに対する社会保棒制度の知識に関する研究

鹿児島大学僅学部保健学科臨床看護学講座 O今村 利害予

312 肴議締の資質に関する認識鋳造の属性問較差

新宮市立産療センター 0一色啓恵久保和子坂本美弥

臨床研究支援センター 山問 一朗

313 基礎看護学実習における学生の手指衛生行動の実態

京都府立医科大学 O山本容子商問寵子岩脇陽子滝下来栄

314 基礎看護実習における受け持ち患者への学生の思いやりという気づきを促す経験

九州看護福祉大学看護福祉学部看護学科 O柴田 恵 子 川 本 起 久 子 吉 間 久 美

315 災害看護基礎教育におけるピア・ラーニングの試み

神戸常務大学保健科学部看護学科 0熔 古節未

臼本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



i一般演題・ポスターセッシ当ン 場 8月21自(木)噂

316 実習前演習において形成された学生の認識の特骸

鹿;巴島純心女子大学看護栄養学部看護学科 O花弁節子盟国麻寺Ij子上原充i!t

317 成人看護学領域の実習履修顕からみた急、性期看護実習の一評価

和歌山県立法科大学保健看護学部 O今堀陽子池田敬子上田稔代子辻あさみ

坂本由希子鈴木

畿央大学健康科学部看護底療学科 知野

318 成入者護学実習における看護学生の気分変化とストレス対処在勤 -POMS縮小版による分析を中心として一

川崎市立春護短期大学 O小演箆子島田祥子荒木こずえ

前川崎市立看護鐙期大学富塚聡子伊藤ゆき

319 卒業後1年未満審議駿の在学中・卒業後の対人関係の問題と基礎看護教育課程への希望

埼:f.県立大学保健医療詣社学器禁護学科 O今JII 諒子長谷川真美横山恵子 関本佐智子

埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科江田節子三浦立彦

プログラムの全体像と実捺一320 大学・地域一体型地域医療・チーム医療実習の実践と評儲(li 一

京都府立医科大学医学部看護学科 01湾出 福 本 恵 中JII 雅子露鏑えみ子

大関早百合藤部淳子山田京子堀井たづ子

岩 臨 路 子 松 関 知 子 堀 井 節 子 滝 下 幸 栄

光* 諮問 小松光代 美和

321 大学・地域一体型地域医療・チーム法療実習の実践と評価山 一京都府中部地域での地域滞在実習

京都府立援科大学医学部審議学科 O箆鏑えみ子福本恵、山田京子大路早宮合

岩JKi; 鶴子堀井節子光木幸子藤悶

中川雅子岡山

322 大学・地域一体型地域際療・チーム症療実習の実践と評価(3) 一京都府北部地域での地域議夜型実習

京都府立法科大学法学部看護学科 O藤田淳子中川雅子端井たづ子松締知子

i竜下幸栄笹川寿美小松光代三橋美和

福本 えみ子大渡王手百合山田京子

i湾出

323 大学ー地域一体現地域援療・チーム鹿療実習の実践と評価凶 レポートからみた評価一

京都府立医科大学震学部零護学科 O福本恵大沼早百合農鏑えみ子藤田 淳子

山田京子堀井たづ子岩脇陽子三橋美和

小松光f-t笹JII 光木 i竜下幸栄

堀井節子松前知子中JII 雅子関山寧子
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!一般演題・ポスターセッション 轡 8月21B (木)轍

324 大学・地域一体型地域医療・チーム医療教育の実践と評価(5) ーアンケート調査結果からみた評価一

京都府立竪科大学医学部看護学科 O山 悶 京 子 藤 田 淳 子 福 本 恵 中 川 雅 子

良鍛えみ子大im早 百 合 堀 井 た づ 子 岩 脇 陽 子

松岡知子堀井節子滝下幸栄光木

笹川

325 地域看護学実習における学生の学習経験の実態、

埼玉県立大学短期大学部看護学科 O斉藤 敦子

埼玉県立大学保健医療福祉学部署護学科林裕栄

326 病院における看護郁の薬剤に関する教育体制の現状

小松光代

鳥取大学涯学部保健学科 0松田 明子深田美香

JII員天堂大学医療器護学部 宮脇美保子

美和 i苅u1 寧子

327 対話的リフレクションの経験 一職場適正、に困難を感じている新入者護郎の事11111食言す会参加の一考察一

東京女子医科大学看護学部 O太田 祐子

328 臨床実留における看護学生のストレスと生体反応、

広島大学大学院保健学研究科 O近村千穂片岡健小林敏生

保立広島大学石崎文子育井聡美池田ひろみ

藤田保健衛生大学飯田忠告

329 臨地実潔における11人情報とその保護に関する学生の認識・行動

箆ヶ丘惇生年金保健看護専門学校 O小111 宣子岸 さゆり

330 臨地笑習後の著護学生の食事に関する変化

jIl崎医療短期大学看護科 O合国 友美

331 老年看護学臨まtT.実習における OSCEの試み

宮崎大学医学部看護学科 O内田倫子土屋八千代山間 緒方昭子

ポスター会場1 第61群 議 礎 看 護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

50 

332 昆器法による足部皮腐j監の上昇が睡眠に及ぼす効果の検証

元北盟大学大学院看護学研究科 O高山 栄

333 拭がん剤の血管外漏出による史腐傷害に対する翠法の作別に関する恭礎的研究

岩手県立大学看護学部 O及!日正広武図利明石田陽子小山奈都子

334 事例研究一定年退職前後の路n民・覚罷リズムの変化

京都大学大学院法学研究科 O立川麻紀宮島朝子佐野かおり 若村智子

関節学関女子大学堀田佐知子近回敬子
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一般演題・ポスターセッション 母 8月21日(木)事

335 入浴における事故関子に関する実験的検討 一入洛中から出器直後の起立齢殺の日舟変動に銭点をあてて一

S本大学医学部 O青木 健小JII洋二郎岩崎賢一

群馬パース大学探健科学部真砂涼子

336 入浴における事故調子に関する文獄的検討

三井記念病院 C萩谷問委

群馬パース大学保健科学部真砂涼子

日本大学医学部青木俊

ポスター会場1 第62群看護者政・政策・経済 14 : OO~ 1 5 : 00 

337 子育てと杜若手の両立を鴎難にする要国

出口県立大学看護栄養学部 G藤本美由紀

JiI締盟療福祉大学匿療福祉学部 伊東美佐江

ポスター会場1 第63群 惑 染 看 護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

338 看護学生のハンドケアの翠慎 一f手荒れjのある医療従事者の手洗いi去の提案のための調査一

札根市立大学審議学部看護学科 O大野 夏代

時三f.!早立大学保健寵療福祉学部健燦部発学科小川 俊夫

339 尿道留寵カテーテルのケアと継続教育のニーズに関する全国紫関紙調査 第 1報:感染管理体制とケアの実態

大紋大学大学i淀監学系研究科{呆f退学専攻 O内海挑絵活関真由子福間里砂牧本

340 尿道環境カテーテルのケアと継続教育のニーズに関する全国費関紙調査 第2報:病院の属性による層部集計

大阪大学大学続医学系研究科探健学専攻 Oi1富田真由子福田壁砂内海桃絵牧本清子

341 J支j軒高議後の部伎を指先で絞れることによる締議{討議について

兵庫県立大学看護学部 O安井久美子水野恵、吉JII 麗筆茅野友笠荒川満枝

鵜飼和j告

ポスター会場 1 第64群急性期看護 (2) 14: OO~ 1 5 : 00 

342 クリテイカルな状況にある患者家族のニードを考慈した看護援助

昭和大学保健医療学部看護学科。間部珠支大木友美

343 手術を受ける患者のエンパワーメント能力を引き出す看護援助 ~情報提供に焦点をさ当てて~

東海大学医学部付属八王子病院 O志 村 か お 車 大 木 友 美

344 ~単性ストッキング及び照欠的空気在迫装霞の理解度と装義感 一手術を受けた高齢患者と壮年期患者の比較一

佐賀大学法学部者護学科 O田淵 康子

名吉握大学涯学部保健学科盟府浩子

名古屋大学大学院医学系研究科博士後鶏課程熊谷有記
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j一般演題・ポスタ…セッシ沼ン 警警 8月21日 (木)鶴

ポスター会場1 第65群理性期審護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

52 

345 糖尿病患者の運動の習慣化を目的とした健康プログラムの効果の検討(第 1報) -POMSの変化一

弘前大学大学院保健学研究科 O北島麻衣子宮探査志子井瀧千恵子工藤 うみ

野戸結花山崎くみ子北宮千秋山辺英彰

弘前大学教脊学部図上恭子

甲南女子大学時部羽子

346 糖鼠病患者の運動の習積化を日的とした健康プログラムの効果の検討(第2報) 一歩数経過の比較一

弘前大学大学院保健学研究科 O井瀧千恵子笛浮資志子北島麻衣子工藤 うみ

野戸結花北宮千秋川崎くみ子山辺英彰

弘前大学教育学部田上恭子

甲南女子大学時部朗子

347 糖尿病患者の運動の習'損化を自的とした健康プログラムの効果の検討(第3報)

弘前大学大学院保健学研究科 O野'戸結花井瀧千恵子宮津登志子工藤 うみ

北島麻衣子北宮千秋川崎くみ子山辺英彰

弘前大学教育学部出上恭子

甲南女子大学阿部腕子

348 糖尿病者‘設の運動の習焼{とを目的とした健淡ブログラムの効来の検討(第4報) 一動脈硬化指襟baPWVの変化

弘前大学大学説保健学研究科 O工藤 うみ寓浮登志子北島麻衣子井瀧千恵子

野戸結花北宮千秋川崎くみ子 111辺英i彩

弘前大学軍学部附属病税 関音1) J.調子

弘前大学教育学部田上恭子

349 糖尿病患者の自己管理をエンパワーメントする要閣

支塁本大学佳学部保健学科 O梅木 村j二

350 糖尿病性腎症患者1事例による 3種類の 2段階除水法の評価

黒部市民病院看護部 O今井知明

黒部市民病院村瀬真佐美吉井

i妓卒大学医学部看護学科 塚原節子

351 nE:満治療に滞緩的態度を訴していた患者が減量に成功した要閣

東邦大学援療センターイ左念病院 O大坂 俊t!l:
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i一般演題・ポスターセッシヨン 番 8丹2113(木)嘩

ポスター会場 1 第66群老年看護 (2) 1 4 : OO~ 1 5 : 00 

352 ヒーリングベピーを用いたコミュニケーション場面におけるスタッフの介入内容と認知疲高齢者の反応、

兵庫匿療大学看護学部看護学科 O平木 尚美

藍野大学医療保健学部看護学科大野弥生

国立看護大学校綿貫成明

太成学院大学看護学部看護学科板東正日

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 出回 一期

353 ピフィズス蕗・乳酸菌飲料が高齢入院患者にもたらした排便調整効果

以、和賞会金問中央病i淀 Oi家自 憲司

臨床研究支援センター (OfficeAKI) 山田 一郎

354 看護学生の認知症高齢者との関係で印象に残っている場面と気持ち

JII崎産療控期大学看護科 O桝本関子合Ifl 須田

355 経路栄養における新しい投入方法(抵粘度学思形化栄養剤のお熱滴下方法)を導入して

医療法人投開浅ノ JII金沢循環器病説。地黄伸子小松佳江間島

356 高齢期呼吸器疾患患者のせん妄発疲時期に関する要器分析

福間県立大学者護学部 O福田 和美

357 議所持設見学において看護学生が得た老年者観の検詰

樋木和二子

名寄市立大学保健福社学部看護学科 O総谷英司渡議題校高調哲子 i料率

358 認知疲高齢者に看護学生が抱く感靖

援療法人'陸絡会議野病続 吉村

藍野大学大町弥生中山由美

359 認知疲高齢者に対するドールセラピーの効果

神戸赤十字病院 O後典子

鹿野大学大町弥生

兵庫霞療大学王子木 尚美

360 脳血管疾患後遺症を持つ高齢者にとっての通所リハビリテーション継続の意味

静両県厚生連看護専門学校 O高橋 伸江

浜松医科大学援学部看護学科倉問

361 離床センサーマットの取り外しにおける看護締の判断要閣

大鮫市立弘済続的属病院 O片岡美香子植村香畿杉山百代

大薮市立大学援学部看護学科上西洋子
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i一般演題・ポスターセッシヨン 轡 8月21日(木)轍

ポスター会場 1 第6ア群地域看護 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

362 地域で生活する60歳以上の住民の口腔に関する自覚症状と口控疾患の関連

兵庫県立大学看護学部 O坂下玲子大塚久美子商平倫子

神戸大学病院鶴間真理子

363 訪問看護姉の「在宅の看取りJの語り

明治国際法療大学看護学部 O松下由美子 様村小夜子

ポスター会場2 第68群継続看護・在宅着議 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

364 急性期病院の地域連携および、退院支援への絞り組み状況

東北大学大学説医学系研究科保健学専攻 O森鍵 祐子

山形大学窓学部看護学科貯谷由佳

東京霞科歯科大学大学院保健衛生学研究科佐藤子史

365 在宅介護における裸癒予[坊行動と介護肯定感との関連

山火学陸学部看護学科 O寺境タ紀子安田智美吉井忍

富山!県立中央病毘藤田 尚子

366 在宅介護における得癒予i功行動と介護負担感との関連

富山県立中央病院 O藤田 尚子

富 山 大 学 医 学 部 看 護学科安部智美吉井忍寺境タ紀子

367 夜宅女性主介護者のBMIと介護状況および動紙硬化危険留子との関連に関する検討

名古麗大学医学部保健学科 O新寅タ香理堀容子

368 愚手術期における継続看護に関する国内文献の分析

福縄大学医学部看護学科 O岩永和代奥臨夏美石橋曜子宮本加寿子寺崎明 美

369 精神様害者を援助する訪問看護師の指える顕難 一契約と援助内容に関してー

埼玉県立大学保健僅療福祉学部看護学科 O林裕栄

370 大都市で持ち帰り食を利用する高齢者の食生活と社会資源について

甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科 O中村 陽子

香川県立保健桔祉法療大学保健医療学部 人見裕江

ポスター会場2 第69群健康増進・予防審議 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

371 健康増進施設利用者の運動習慣の維持と健康習慣，健康状態，健康保持能力に関する実態調査(3)

東京女子医科大学看護学部 O見城道子江上京塁守屋治代山元由美子
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i一般演題・ポスターセッション .8月21自(木)・

372 高齢者の健康の維持・増進に寄与する予防的皮腐探iilllケア(第一報) 一角層水分量変化からみたケア効果一

大阪府立大学看護学部 O根来佐由美

大阪大学大学院法学系研究科葉山 有香

大阪大学大学院震学系研究科井上智子

373 高齢者の健康の維持・増進に寄与・する予防的皮膚係議ケア(第二報) ーセルフケア行動に着認して

大阪大学大学続医学系研究科 C葉出有香弁上智子

大阪府立大学看護学部根来佐由美

374 高齢者の健康増進に向けた「ちんどんセラピの効果

関問看護医療大学 C八出 勤司

佐袈大学医学部看護学科 藤剖君支佐藤和子

375 女性看護職員の予妨的セルフケア行動による冷え症改善の検討

金沢大学的属病院審議部 C杉本奈央

富山大学医学部看護学科成人看護学2 八塚

376 総合病院で働く看護職員の健康増進行動と験禁控ストレスとの関連

東京女子匿科大学看護学部 O菊地昭江海老揮 i後

ポスター会場2 第アO群生活機能審護 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

377 椅子座泣からの立ち上がり支援手すりの高さ指諜に関する研究

金沢工業大学心理情報学科 C榊原吉一河村

金沢法科大学リハビリテーションセンター 神戸 晃男

378 脊髄議務者のADLとQOLに影響している要i翠

京都府立医科大学医学部看護学科 O岩脇

積回

神戸常盤短期大学審議学科 鈴木ひとみ

松関知子 UJ本容子滝下

379 脊髄損傷者の移動動作の筋電留による分析 一事靖子からベッドへの移動ー

京都府立法科大学涯学部看護学科 O関田度予岩脇陽子滝下幸栄松関知子

山本

神戸常盤短期大学看護学科 鈴木ひとみ

380 脊髄損傷者の自宅と戸外における移動動作の特後 一性到による

京都府立霞科大学陸学部者護学科 O松岡知子岩脇陽子商問恵子滝下幸栄

山本容子

神戸常盤鐙期大学看護学科 鈴木ひとみ
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j一般演題・ポスターセッション 噂 8月21日(木)轡

ポスター会場2 第ア1群鰭看護 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

381 がん告知前後の患者への外来看護締の関わり

静隠県立総合病院 O中村有希

382 外陰癒に併発した放射性皮膚炎に伴う終痛を緩和した処寵方法の一考察

議賀県立成人病センター O吉村仁美村木実希子 山内美恵子音瀬虞理子

383 終末期がん患者と非終末期がん患者に対する看護却の感i言労働の比較

福井大学医学部看護学科 O吉田華奈恵上野栄…長谷川i智子上原佳子上水 礼子

佐々木吉恵砺波利圭

384 乳がん患者の初期治療に関する意思決定過程の満足感への影響要国

名古屋大学涯学部保健学科 O鴎 府 浩 子 竹 井 留 美 永 井 邦 芳 横 内 光 子

385 乳房切除術後にある30~40歳代の初発乳がん患者の気がかり

)11崎医療福祉大学 O若崎淳子

関山県立大学掛橋千賀子

386 泌球器がん患者の手術前・後(退院前)における心理的状態と身体症状の傾向

鳥取大学病i淀 O寺崎友委

鳥取大学医学部

ポスター会場2 第ア2群 ターミナル・ケア (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

56 

387 看護師が終末期がん患者のリンパ浮績のケアを実践する中で感じる困難

，鳥取大学医学部保健学科 O大えき美樹

388 臨床看護部の死生観に影響する要思

新潟背援大学看護福祉心理学部看護学科 O小林祐子和田由紀子

389 緩和ケア続線の看護実賎における課題 一実践臨難な内容を中心とした質的分析 第2報一

愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻 O杉本古美香川由美子後藤淳

390 死の準備状態と望ましい死との関係

昭和大学保健医療学部看護学科 O小林真希伊藤まゆみ

391 死を意識している患者との対話場面における看護者の態度構造

弘前学院大学 O関 明美

弘前大学医学部保健学科部沢

虎の門病院三上使澄
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j一般演題・ポスターセッション

392 終末賎患者を受け持った養護学生の学びの過程

神戸大学医学部約属病i淀 O/J、浮重子

議野大学援療保健学部看護学科大阿弥生中山 由美

ポスター会場2 第73群 リJ¥ピリテーション審議 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

393 運動器虚弱高齢者のADLと転倒への不安に関する実態調査

大阪大学大学院医学系研究科 O福銭 恵子

京都府立援科大学涯学部看護学科 藤間

母 8月21日(木)事

394 屈寵期 1)ハピリテーション病棟における看護業務の実態調査 一タイムスタディ法を用いてー

株式会社かんでんジョイラ千フ O地本 円香

大阪大学大学院医学系研究科鈴木純意

ポスター合場2 第ア4群 精 神 審 護 (2) 1 5 : OO~ 1 6 : 00 

395 デイケアに通所する統合失調症患者の罷場所惑とQt乱liけoflifeとの関連

同LlI済生会総合病院 O茅 原路ft

香川県立保鐙医療大学保健援療学部看護学科 鵠方 弘子

新見公立短期大学問i本亜紀

関山大学大学i詫探健学研究科渡;長久美

396 患者の自殺および自殺会鴎に車蘭した精神科審議郎の心的ストレスとその関連婆間

向山大学大学院保健学研究科 C折山 王手詰 渡透 久美

397 精神科e看護締の職務能力と心理的葛藤

西南女学院大学保縫福祉学部看護学科 O前部由紀子

久留米大学涯学部看護学科立石和子

否林大学保健学部看護学科 谷岸'挽子

首都大学東京大学説人器能康科学研究科吉賀 節子

398 精神科看護師の対処を塑難にしている要国

愛媛県立産療技術大学 O中平洋子奨野祥子

特定底療法人仁主主会議11木ユニティ病疑 問本震知子

399 精神科病嫌における金銭自己管理実施時の金額斜線と保管場所に関する調査

岩手県立大学看護学部 O器辺有理子稲葉文香樋口日出子菊池謙一郊

淑徳大学看護学部伊能敏男

400 精神科病棟における探護室龍用の判断に影響を及ぼす要因 第2報

公立大学法人和歌山県立法科大学的属病院 O中高島将人 間中 陸太生駒知寿

臨床研究支援センター LlI回 一朗
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i一般演題・ポスターセッション 番 8月21日(木)轍

401 精神障害者通所授産施設・小競模通所授産施設実留における学びの特徴 ーレポート分析から

京都府立医科大学産学部看護学科 O橋本顕子山田京子北島謙吾

402 統合失調症患者の家族介護者が抱える苦悩

九州大学大学院医学研究院 O藤野成美

広島大学大学院保健学研究科-山口扶弥碍村仁

403 統合失調疲者を持つ親の自己効力感を高める援助の効果に関する研究

独立行政法入国立病院機構下総精神医療センター O山田 洋藤森塁突

筑波大学大学続人間総会科学研究科森千鶴

404 非言語的コミュニケーションによる推察結果と眼球運動との関連

明治毘際陸療大学 O松 本賢哉

筑波大学大学院森千鶴

405 包括的暴力紡止プログラム運用の効果に関する研究 ーフォーカスグループインタビューからの検討一

信州大学医学部保健学科 O谷本綾下里誠二
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第34田昌本看護研究学会学稿集会

講 演要
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会長講演

共同体の構築と看護

~まちの保健室を支えて10年~

近田敬子(顧問学問女子大学人間健康学部人間帯護学科教授)

度長石井 ト ク(宮本赤十字北海道看護大学著護学部教授)

第 1日 9: 1O~9 : 55 

第 1会場(ポートピアホール)
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@会長講演⑫

共同体の構築と看護

~まちの保健室を支えて10年~

開国学関女子大学人間健康学部人問看護学科教援近 田 敬子

20世紀の社会において，特に1945年以降，われわれは利便性・効率性・成長性を重視した物の豊かな生活の実現に向け

て遇進してきた。経済的な豊かさの追求の陰で¥安全性の軽規や共同体意識の希薄さが自立ったことは言うまでもない。

その反省のうえに立って， 21世紀を迎えるに当たって看護界は勿論のこと， どの業界においても成熟社会に向けて真に目

指すものは何かと自問自答してきた。ちなみに，物の豊かさよりも心の豊かさを大事にしたいとするパーセンテージが上

関ったのは， 1985年頃であった。しかし誰もが f何をどのように着手すべきかjと問いかけながら，間々としていたに

ない。折しも1995年，兵庫県では阪神・淡路大震災に見舞われ.震災直後の初動対応期から本格的援興期に至る過殺

において，安全で、安心な社会のしくみの重要性を強く実感するに主った。しかしおろそかにされてきたこの安全および

安心に関するハード・ソフト閥閣の読点は，震災による特殊事情というよりは， 21世紀の成熟社会におけるわが閣の社会

全体が抱える課題であったわけで、ある。大震災により，はやばやとその現実に車面したにすぎなかったと蓄えるc 当時は，

j勿災・産業雇用・保健医療福祉・社会文化・まちづくり分野などを始めとして，どの分野においても自前の必要性に迫ら

札手探りながら諸課題への対応を先取りして取り組まざるを得なかったのである。

保健医療福祉の分野である看護では，ボランテイア精争11に基づいて避難所での救助・救護の時期を経て，仮設住宅への

健康アドバイザー卒業に2001年まで従事した合その後，先導的な取り組みとして恒久住宅で、の fまちの保健室」の立ち上

げを2002年に提案した。その構想は.看護職能間体が主{在者となり，行政の経済的援助および大学の後方支援を受けての

事業であった。このように復興初期は，主fliin!IJの共同体俄築に努めて「まちの保能窓j を立ち上げ，被災高齢者の見

守りや健康づくり，仲間づくりや生きがいづくりなどの，偶々人の自立支援に向けた取り組みを 8*20館所で展開した。

徐々に，災害復興公営住宅で、の支援において被災住民の共同体構築を意識し宮治会活動と連携・協働しての健康コミュ

ニテイづくりにつなげる努力を展開し一定の成果を得た。前述したように健康づくり・生きがいづくり，および閉じこ

もり予防・介護予防などは，今や，わが閣の社会全体の課題であり.そのために身近で、気軽に相談できる場である fまち

の保健室jを学校の数ほど必要で=あると捉えた。 20例年からこの事業を県下の全域に拡大させた。その方法論において，

その後，来談者は高齢者に隈らず，少子社会にあっては母子への子育て支援などの事業と合流し拡大発展している O ち

なみに. 2008年3月現在，兵康!果拠点型「まちの保健室J照設数は219筒所，出前型233件となっており，拠点選だけの来

談者数は， 1年向で延べ20，232名となり，看護ボランティア登録者数は， 1，414名に至っているO

しかし当初 fまちの保健室」の立ち上げに際しては.諸関係機関や関係者において必ずしも頗謂な理解が得られたわ

けではなかった。総論的にはその必要性が説明できても，新規事業となると暖味模糊とした部分も多く，その輪郭をえが

ききれなかったのも事実であった。本来「まちの保健室jとし寸呼称は. 日本看護協会が地域における新しい看護の提供

システムを構築しようとして命名したものであか実践しながら検証していくものと受け止めていた。そのことを大前提

としながら，さらに「まちの保健室jを通して構築しなければならないことは，究綴的には健康に焦点を合わせた住民の

共同体の構築であると捉えている。また，提供1Il1Jの体制・態勢においても，決してスムーズ、に全てが整っているわけで、は

ないが，看護者としての共同体意識の増強と活動が必須とされている。さらには，行政とのパートナーシップが不可欠で、

あかその道筋を如何にっくり・維持していくかが陪われている O

そこで，これらの命題に対して過去に，どのようにして構築に努力してきたか。さらに今後， どのように構築していく

かの試案を述べてみたい。
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招謄講演

将来のヘルスとケアに向けて，

いかにコンビテンシィを紡ぐか

~大学，病院，地域のパートナーシップから~

Noe1J. Chrisman (ワシントン大学看護学部教授)

醸長麻原きよみ(聖路加看護大学教授)

第 1自 10: 00~12 : 00 

第 1会場(ポートピアホール)
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φ諮轄講演φ

Enhancing nursing competence for future healthcare: 

Academic， hospital， and community partnerships. 

NoelJ. Chrisman， PhD， MPH. Professor， University ofWashington School ofNursing. 

The developed， post叩 industrialworld faces a complex set of health challenges: an aging population， increasing prev乱lences

of chronic illnesses， and the constant threat of new and untreatable communicable diseases. Solutions to these issues will be found 

through health promotion and disease prevention more than through the use of increased t巴chnology.The one thing we can predict as 

we prepare for these new initiatives is that they will be focused on everyday life in community settings. Moreover， all new approaches 

will require multidisciplinary action. This presentation will propose a model for research， education， and practice designed to offer 

ways to meet these 21st Century challenges. The model is based on existing projects here and乱broadand can pr巴serveand promote 

the holistic， and personωand family司 orientedstrengths that characterize the disciplin巴andprofession of nursing. It is founded on 

community partnerships. 

Why must we work with and in th巴commum守?The most important reason is that everyday五feoccurs in communities and 

both hcalth promotion and disease prevention are directed toward families in communities as they live their lives. In addition， com-

munities are a source of assets that can bc harnessed by nurse scientists and practitioners， vastly increasing the reach and eff(巴ctiven巴ss

ofhealth promotion and disease prevention interventions thereby assuring thcir sust乱inability.Why partnerships? Partnerships denote 

worki略 togetheron joint activities. They imply that each partner will bring a range of knowledge，必立s，乱ndresources to the project 

that can augment what one partner might accomplish singlテ

Th巴centerpieccof this model is not the health care system; it is coalitions of communi勺!agencies. Coalitions， or other forms 

of relationships among businesses， community organizations， educ乳tionalinstitutions， and public offices， for example， have become乱

popular way to organize for community action in the United States. Evidence suggests that the same is occurring in Japan. We will 

examine a series of on-going coalitions in both J apan and the United States to provide examples of what can be accomplished. 

The dynamic process that mobilizes this model is the education of health researchers and practitioners. Health science educa制

tional institutions are responsible for the education and training ofhealth care practitioners and researche 
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@招轄講演。

将来のヘルスとケアに向けて，いかにコンピテンシィを紡ぐか

~大学，病院，地域のパートナーシップから~

ワシントン大学看護学部教授

Noel J. Chrisman， PhD， MPH. 

現在，税工業化社会を通えた先進留は.高齢化，慢性疾患の有病事増加，新たに発生する治療不可能な{云染病など，複

雑に関連しあう箆療の課題に産額しています。このような需題を解決する手がかりとなるのは，多くの技術よりも，健議

増進および疾患予i坊となるでしょう。こうした新たな取り綴みに向けて準備を行うなかで，各地域における毎日の生活が

こうした対策の中心になることが予諒されます。また，すべての新たなアブローチに多くの分野を取り入れた総合的な

対策が必要になると考えられます。今闘の発表では.21世紀の議題に対処していく方法を提供するため，研究，教育，そ

して実践のモデルを提案致します令このモデルは，霞内外の琉存のプロジェクトをベースとし看護の規範および特畿で

ある余人的，かっ偶人志向および家族志向の精神を守り，さらに広めていくことを可能にします。この基盤となるのが，

地域のパートナーシッブです

私達はなぜ，地域とともに，そして地域のなかで活動しなくてはならないのでしょうか。最も大切な理由lえ毎日の生

活が地域のなかで営まれ，健康増進および疾患予妨の対策も，人々が生活する地域のなかで‘家族に向けて行われるものだ

からです。さらに，肴護研究者および看護の実段者は，地域を索重な資源として活用し健康増進および疾患、予防の対象

範関を拡大し効果を高めることにより，その持続可能性を確かなものとしていきます。また，なぜパートナーシップが

必姿なのでしょうか。パートナーシッブとは，共関で行う活動に一緒に取り総むことを言います。つまり，各パートナー

が，プロジェクトのためにそれぞれの知識.スキル，資額を持ち寄ることにより，儲人で行うよりも多くの成果が得られ

るのです。

このモデルの核となるのは，ヘルスケアシステムではなく，各地域機関の連携ですむ例えば，企業，地域組議，教育機

関，官公庁などの連携，または地の形での結びつきは，アメリカでは地域活動のための組織作りの方法としてすでに普及

しています。エピデンスからも， 筏本で同じ現象が走塁きている兆候がみられます。私たちは，すでに達成された内容の具

体慨を提供するため， 日本および米屈で現在行われている連携について調査を行うことを予定しています。

このモデルを動かす動的プロセスは，法療の研究者および、実践者の教育です。健康科学の教育掩設が，ヘルスケアの研

究者および実践者の教育に対して賞託を負います。ヘルスケアシステムとは，ここでは高次産療から初期限療，そして長

期医療から公衆衛生および在宅医療までの一連の範簡として説明されますが.私たちはこのヘルスケアシステムを普及さ

せるための要員を育てます。さらに単科大学および総合大学によっても，ヘルスケアシステム内の各機関，および地域

内の各機関とのパートナーシッブが作り出されます。このようなパートナーシップが.教脊のためだけでなく，各機関や

地域で実施されるヘルスケアや研究のためのカを生むのです。私たちの学生は，介護者.地域コンサルタント，介入者

Cinterventionist) として地域に役立ちます。学生;え家族や地域とともに，さまざまな機関においてどのような患者にい

っ出会うのかといった自らの知識をi認めていきます。また，実践者は癒床科学の知識を学ぶことにより，地域でさらに詰

頼を得ることになります。

このモデルを通じて，健康科学の研究者は，研究を実擁する力および研究の衰の向上を実感するはずです。具体的に

は，研究対象となる被験者や母築時へのアクセス，地域と連携する機会，地域の人々を醗究者として養成すること，さら

にCommunity-Based Participatory Researchなどのアプローチを実仔するカの向上などが，これまでよりも容易になること

でしょう令このいずれもが，維持I苓能性を高める要素ですc

しっかりと地域に根付くヘルスケアシステムを開発および維持することは.IE難であり，時間も必要となります。それ

でも，地域のなかで活動することから得られるものは，偶人としても，織業人としても数多くありますc 現代の教育およ

び研究のアブローチは.21世紀の新たな課題に対処するためには十分とはいえません。ここでご説明したモデルは，教育，

実践，そして研究を革新するひとつの方舟性を示すものとなるでしょう。

日本看護研究学会雑誌 VoL31 No.3 2008 65 



特別講演

コウノトリとの共生

豊昭におけるコウノトリの再導入事業

増井光 (兵摩i巣立コウノト 1)の鵜公園 関長・

ょこはま動物園ズーラシア 関長)

臨 島朝 (京都大学大学院長三学研究科 教授)

第 1B 13: 30~ 14 : 30 

第2会場(メインホール)

臼本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 67 



@特別講演⑫

特別講演

京都大学大学院医学研究科教授宮 島耕

兵庫県立コウノトリの郷公翻は，コウノト 1)の保護・増殖や野生化に向けた絞り組みとともに“人とコウノトリの共

生できる環境と学習の場を提供することを目的として整備ーされた施設"です。また，公関周辺に広がる水田では. rコウ

ノトリ育む農法jとして無農薬・減農薬栽培への転換に絞り組むなど，地域と連携してコウノトリとの共生可能な地域づ

くりに取り組んでいることでも知られています。

増井光子氏は，コウノトリの郷公園の構想、・言十画段階から中心的な役割を来たし現在は国長としてコウノト 1);を自然

に帰す放鳥に取り組んでいらっしゃいます。

特別講演では，コウノトリの援の保存や野生化に向けた試みとともに，人と自然の共生できる地域環境の創造に向けて，

兵庫県豊岡市をはじめ地域の人々と共に紡いでこられた道のりについてお話しいただきます。
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φ特別講演φ

コウノトワとの共生

豊岡におけるコウノトリの再導入事業

兵庫県立コウノトリの郷公題 函長・

ょ こ は ま 動 物 翻 ズ ー ラ シ ア 関 長 増 井 光子

2008年3月，豊i潟市首合地の人工巣塔の上で昨年に引き続きコウノト 1)の雛が誕生した 2005年に試験的放鳥が始まっ

てから， 2主存続けての自然界での繁殖である。また今年はもう一組新しいペアも営巣中で，こちらにも雛の誕生の期待が

たかまっているc 昨年寄合:!&で46年ぶりに巣立ちしたメスの雛は.すっかり 8立して暮らしている。あと数年すれば，パー

トナーを見つけて一家を講えるようになるだろう c そうすれば自然界で初の3世の誕生となり，地元にコウノトリの定着

が確実となる。

試験的放鳥がなされてから，コウノトリに関する報道が一気に加速化され，豊i潟市に会関，いや役界から熱い視線が注

がれるようになったo 21世紀は環境保全の世紀といわれ， 20俊紀までに人が自然から過剰jに資源を搾取してきた結楽もた

らされた，地球的規模の悪影響を是正しなければならない時代であるc コウノトリの蒋導入卒業はs.絶滅した希少烏

の援活を意味するだけでなく.人と生き物とが互いに関わりを持ちあって暮らす循環裂社会を創造してゆく.試みでもあ

る。循環裂社会の再講築や希少動物謀議運動はこれまでにも試みられてはきているが，成功に主る道のりは遠い。笠間市

におけるこの事業も，ここに至るまでに半殺紀の時間がかかった。

白くて大きく美しいコウノトリは，明治の初期までは会関的にみられていたが，明治になっての狩猟庄で急速にその数

を減じたむしかし仮潟地方では， 17没紀の半ば墳から時の出石城主であった仙石久手IJが，コウノトリの営巣地を禁漁区

として保護したり，愛情n!l内にコウノトリに由来する久久比神社が建立されていたりと，コウノトリと;地域との関わりが

深い土地棋でもあった。そのせいか，コウノトリの減少を憂える気持ちも強く， 1955年(昭和30年)に謀議活動が始めら

れた。それから50年，その閣に1971年には遂に日本の空からコウノト 1)が姿を消すなどさまざまの苦労があったが， 1989 

3手にようやく餌脊下で繁殖できるようになったc

旦繁殖に成功すると，それ以後は瀬調に羽数を増やすことができ，ぞれに伴っ も拡大し 1999年(平成11年)には，

兵庫県立コウノトリの郷公開が掲設されるに奈った。希少動物の再導入卒業は，対象動物数を増やすだけでなく，その動

物が自活できる環境整備が必要で，そのためには，泌域の人々の理解と協力が不可欠であるc 盟関市が行ってきた取り組

みや再導入計闘が地域にもたらした社会的な影饗などについて紹介したい。
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シンポジウム 1

紡ぐべき地域・家族において看護に求めうれる課題

シンポジスト

大!日 佳子(滋禁法科大学涯学部医学科陸観学講盛特任教授)

岩毘 貢(龍谷大学社会学部地域指社学科教授，

fサンライフたきの患J施設長)

熊谷 博 詑 (ALS患者遺族)

座長西田草子(京都府立医科大学医学部看護学科教授)

瀧 JII 蒸(滋賀医科大学医学部著護学科教授)

第 1B 14: 40~ 16 : 40 

第2会場(メインホール)
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@シンポジウム 1φ

紡ぐべき地域・家族において看護に求められる課題

路長京都府立医科大学匿学部看護学科教授西田直 子

滋賀箆科大学医学部看護学科教援瀧 ) 11 

近年の少子高齢化や医療改革の影響によって病院における在続日数の減少が頚著となり，また福祉における障害者支援

法によって介護や者護の制限もみられ，生活の質を高める健康管理や健康障害へのケアにも何かと限界が生じつつある。

地域や施設において安心・信頼の法療を提供し健康生活を維持・増進するための予紡を意図した保健活動を遂行するに

は保健・援療・福祉が協働して医療改革や地域保健福祉活動を実践していく必要がある。私たち看護締や保健師といっ

た医療関係者A と福祉関係者とが，健康障害を抱えた患者やその家族を支援するために，相互に連摸・協力してケアを実践

していかなくてはならないと忠われる。

今回のメインテーマである「看護が紡ぐ将来のヘルスとケアjをもとに シンポジウム Iでは f紡ぐべき地域・家族に

おいて看護に求められる課題jというテーマで，地域や施設における健康障害を抱えた患者やその家族，また一般の人々

の健康をより増進していくために看護は果たして監療・福祉・行政と相互に連携・協力しながらケアを提供しているの

だろうかという陪題について検討してみたい。

今問銭賀底科大学法学部臨限学講感特任教授の大JlIt立子氏には，睡眠障害をもった人々を地域で支えるためにどのよ

うな鈎きかけや活動をされたのかについてご紹介しミただき，看護との連携で求められることを発言していただく。また，

龍谷大学社会学部地域福祉学科教授であり. rサンライフたきの監」施設長である岩尾資氏には，福祉施設における高齢

を支えるための施設と地域の述掠をお話しいただき，看護に求める役訟について述べていただく。最後に，在宅で呼吸

器をつけた妥を支え看取られ. ALS忠者遺族として活動しておられる熊谷博:臣氏には，難病'a:'抱えた患者と家族が地域

の中で医療関係者や忠考会と連携しながら活動されたことについてご報告いただくことで.委設への期待や課題をお伝え

いただく予定である。

健康i濠害を抱えた，患者や家族を支えるために，患者や家族・ i翠療関係者・福祉関係者から審議は仰を期待され，何をど

のように実践していくべきなのか，求められるべき看護とは何なのかを討議し看護における諜題を見いだし将来にお

ける看護のヘルスとケアについてのあり方を検討する O
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。シンポジウム1+

睡眠鰭害を地域で支えるために妨ぐこと

滋賀軍科大学援学部僅学科額限学講座特{壬教授大 JIl 

1990年代後半に行われた日本人の成人を対象にした疫学調査によると.r何らかの不阪があるjと答えた人は21.4%. 関

誌の 5 入に 1 入という高い率であったc 不限の疲状をより詳しく調べると • J)床長に入つてもなかなか寝つけないという「入

限滋寄jカがf汚8.3%告，夜中にしばしば目覚める「呼中3途覚擢jがl日5.0%.朝E卒手くに呂覚めて関る f卒斡覚喜躍星jカが宮汚8

また，夜郊の不践を訴える人で，昼間眠くてINるという人も多くなっている。また，不日廷に憾む人は 7人に 1人がお溺や，

権限薬の力を借りているC

不眠症状は加齢とともに増加する。寿命が延びたことにより.高齢化社会到来といわれている現在，不限に悩む人はま

すます増加するものと予想される G

i滋n長時間や就床・起床時刻などの生活習慣についての調査が1960年代から 5年ごとに行われている。それによ

ると，最近の 5年間に日本人の膝眠時間が1時間も短くなっていること，就床i時刻が遅くなっていることが報告されてい

るc これらの報告から，現在，わが閣ではi絞るIl#陪が不足Lた状況で働いている人と，凝ろうとして床についてもストレ

スなどで隠れない人が増加している社会となっていることがわかる G

このような難恨の問題に関連して.現代社会ではさまざまな影響がみられるc 夜間不眠の直接的影響として，昼認の眠

気.f巻定、感，頭霊感，不安，詳、燥感などの精神的・身体的症状がみられるo このような波状を持ちながらも社会生活をし

ていると，職場での人間関係がうまくいかなくなったり，注意力・集中力が{底下し投率上のミスが増えたり.重大な場

合には事故を引き起こす場合もあるc したがって.不眠の開題は社会的な関惑であるともいえる O

また，様性的な11議眠不足や不賎にみられる健康問題として.生活習慣病との関連性があげられる。版在の上昇，腿満の

増加など，生活翌讃病が最近増加している現象に路線が大きく関連していることがわかりつつある。たとえば，援眠時

間と寿命については. 15年ほど誌に6.5~7.5時開くらいの11震波時掃の人の 6 年後の死な率が最も抵く，それよりも短い人，

長い人では死亡率が増加しむ字型のカーブがみられた。このカーブは最近，日本でも証明された。さらに，糖尿病，心

疾患，うつ病と睡般についても間じ傾舟がみられ，際限と生活習環病に強い関連性があることがわかってきた。

これらのことから，さまざまな身体的誓精神的疾患と捺眠が大きな関連があることを騒娘専門歪だけでなく，地域医惑

を支える盛者をはじめ，看護師，介護士，保健部など医療・保健従事者が知っておくことが大切である。度接.睡眠障害

を訴えない患者さんに対しでも「絞れていますか?Jという声かけから. 1替在的なi援限障害やうつ病.身体疾患を早期に

発見し治療過程に導入することが可能であるc また，質の高い生活をいきいきと営んでいくために，正しい睡眠衛生指

導を広く普及させることは，地域涯療の大きな役割であると考えられる

日本看護研究学会雑誌Vol.31 No.3 2008 73 



@シンポジウム i⑮ 

紡ぐべき地域・家族において看護に求められる課題

龍谷大学社会学部地域福祉学科教授

「サンライフたきの施設長岩尾

私の実践は看護締と共にあったといっても過言ではありません。かつて，精神科病棟の部放fヒや生活開題の取り級みは

若い看護者と共に行い，鍵をかけて間じこもっている高校生に対しドア越しに絞気よく関わり続け， gらの意思で精神科-

受診につなげたのも保健師との同行訪問でした。認知痕の問題への取り組みも看護者の力を借りながらの実践でした。そ

れゆえ私は看護部に対しては特別な思い入れがあります。まずこのことを理解していただき.その上であえて辛口な看護

師への批判と将来にわたっての期待を述べることをお許し願いたいと思います。

看護という専門性というべきか職種の捉え方が，医療という枠の中で、変わったと思うのは私だけなのでしょうか。科学

が進歩することによって来たさなければならない使命が明確になりより合理的に看護という専門性や職種が確立していく

ことに異論はありません。しかし看護が持つ普通的な人向に対する生命の尊重や生きる価値に対する支持的な姿勢は変

わることがないはずです。

現実はどうでしょうか。私は介護福祉士という資格が出来たときに，ある違和感を持ちました。これは本来看護の重

要な専門性で、はないかという疑問です。老人保健施設を開設した時，一番JlI介だ、ったのは看護部の意識でした。疾痛を見

ることに'慣れていた看護師は生活全体の支援という課題に到達しにくい特鍛を持っていましたし施設によっては看護織

と介護職のサーピスステーションを別にして看護殺の優位性を主張するところもありました。認知症指導者養成の研修施

設でも介護i裁に対する役職が何もないというところも存在し看護織の強権的体質に瞭然とすることもありました。グルー

プホーム利用者が入院した捺， 身f体本拘束ささ?れ f円{傍完につき Eま主すカか冶ら拘束を毎

夕ツフに対し f介護と呑肴ε護{は土i迷選いますJと取り合つてくれない総合病i院淀の看護自印陶師i司雨li:長長の有存φ夜には言葉を失つたことを覚えて

います。だからでしょうか，介護福祉支が出来たのは…。私の中での疑問はまだあります。看護隔が業務独占している

務のうち介護職に認めても(少なくとも一緒に行っても)良いと忠われるいくつかの身体的ケアについて，介護織は行う

ことはできないのでしょうか。せめて家族に許されている行為だけでも介護i般にも許すことは出来ないのでしょうか。そ

して，エピデンス主義に見られるように科学性を求めながら，その一方で.認知症高齢者が「風呂に入らないのですがど

うしましょう」と医師に指示を仰ぐ看護締もいます。そうした看護師から，高齢者や障害者の地域?を港という新たな困の

方向性に対し， r紡ぐべき地域・家族において看護に求められる課題jとして福祉の立場での発言として何が求められてい

るのでしょうかc もともと看護は地域と共にあったことは，多くの保健脚や看護蹄によって実践されてきたことでありま

す。福祉は業務独占という武器のない中で実践してきました。そうした中で地域を通して福祉と看護のコラボレーション

は来たして可能なのでしょうか。めまぐるしく変わる制度の中で，看護に求める関民のニーズとは何なのでしょうか。私

自身の学びの場としたいと思います。
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@シンポジウム Iφ

呼吸器装養ALS患者がQοLを持って自宅で生活すること

ALS;患者遺族熊谷捧

ALS (筋萎織強1RU策硬化症)患者はわが憶では約7，000人と言われています。w-器不明で，今現在も治療方法はなく，徐々

に上肢・下肢またはのど腸辺の機能を喪失してゆき，多くの患者は発病後 3 年~5年放で自発呼吸が閤難になると替われ

る難摘です。

高校時代には高校総体{インターハイ)陵上設技の長崎集代表にもなったスポーツウーマンでしたが， 27才

の持{こALS(筋萎縮性鋲U索硬北症)を発症し抗議の時に呼吸器を装着してからも15年間，家族に留まれ，家族の協力と，

医療・福祉・患者会関係の多くの方々に支えられ，自宅で生活をしておりました。

非常に残念ながら，姿は2006年6月初日，自宅で56年の生涯を終えてしまいまし

発病からの自宅での生活.飛行機・電車・率での外出，外出先での宿泊，その時々にいろいろな危機・捻険があり，楽

しい思い出がありました。呼吸器を装着してS年自の阪神淡路大箆災の時には，家が土手壊の被害を受けました。その時々

に，私なりに出来る眠りの工夫と努力を払い，安寿美の希祭や意向を開き一緒に考えて，安全でQOLのある生活を目指し

呼吸器を蕃げていても自宅に留まるだけでない生活を自指しました。危設があるからと言って，外出・外泊を控えること

は考えませんでした。

発病から14年後に呼吸顕難になって緊急入院して気管切開・呼吸器装藷の為の 3カ月半の入院の後，自宅での生活を始

めようとしたi也多くの方々から， r無謀だJ.r危険が多すぎるJ，r家庭が破壊するjと言われました。当時の社会福祉

資源では， 100%の条fq二が錦うのを待っていたら.在宅は絶対に実現出来ないと思い，退院を決断しました。翻意と工夫で，

危設・危機を少なくする為の事前準傍，そしてそれらに選議した持の適切な対応に心がけ，在宅での生活の中で安寿美の

QOL向上が実現できたと思います。

今の私には，妻美子美に もっとしてあげたらとの後悔が残りますが，寿美は，安ーとして，主婦.f手・おばあちゃん，そ

して一人の女性として，豊かな入金を過ごしたと信じていますc

呼吸器装着ALS患者の姿と共に築いた自宅での生活の様子・工夫，外出時の;様子・工夫等を紹介して， ALS患者など

難病患者に関わる皆様の参考になればと額います。

以上
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シンポジウムE

看護がリードするこれかうの保健医療のあり方

シンポジスト

原恵美(丹波市保鰭センター保健部)

惣 万佳代子 (NPO法人 fデイサーゼスこのゆびとーまれj理事長)

小原真理子(告本赤十字看護大学看護学部教授)

座長大野かおり(慰留学関女子大学人関健康学部入問看護学科教授)

叶谷由佳(山形大学窓学部看護学科教授)

第2日 14: 00~16 : 00 

第2会場(メインホール)
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⑮シンポジウム立φ

看護がワードするこれからの保健匿療のあり方

座長閤回学問女子大学人間健康学部人河者護学科教授大野 かおり

山形大学医学部看護学科教授叶谷 由 佳

近年の少子高齢化の加速やコミュニティの希薄化をはじめとするさまざまな課題に対応した保健医療サービスを提供す

るには，健康課題を見極める力と，健康課題に対応、するためにさまざまな職種や紐識との有機的な連携を推進する力，さ

らにその連携から生まれた終を紡いでリードしていく力が求められています。

シンポジウム Hでは，現代の社会情勢に対応したサービスの創生に取緩まれた方々をシンポジストとしてお逆えしそ

れぞれの取り組みのプロセスからこれからの保健医療を看護がどのようにリードしていくかについてお話いただきます。

上原恵美さんには，地域牲を活かした健康づくり事業に保健締として取り総み，モデル事業を市全体の普及啓発事業に

発展させたプロセスから，保健締の意識改革と療育支援ネットワーク構築についてお話いただきます。

惣万f長代子さんには，者護師3人で、始めたデイサービス事業から縦割り持政を変革させ， r吉山型デイサーピス」と呼ば

れる活動を部りあげた過程と地域ケアの中での看護の役割についてお話いただきます。

小原真理子さんには，大学が地域妨災活動の調整役となり，地域防災ボランテイアの育成を試み，病院・消防・行政機

関と述携を関りながら災害時の支援体制の篠立を自指した取り組みについてお話し、ただきます。

の住民の声を反映させた施策，縦割り行政の枠を超えたサーピス滋韓関の盛を絞った連携，現場と教育のコラボレー

ションなど柔軟な発想から生まれる取り組みと，それをリードする看護の役割について，皆さんと一緒に考えたいと思い

ますc 多数のご参加をお待ちしております。

78 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



。シンポジウム耳@

{はじめに]

紡ぎから生まれる資源一保鍵師の意識改革・

療育支援ネットワーク構築を通して

丹波市保健センター保健蹄上原恵

保健郎は地域審議のコーディネーターであると言われるc しかしその役割は抽象的でわかりにくい側面があり， して

もしなくてもわからない保健蹄活動から脱皮する必要がある，と感じているc

地域性を活かした健康づくり事業には，地域住民の子討をいかに縮かく拾い集め，どのように施策にしていくかの力議が

関われる。住民が自分や家扶の健康状態を予測したり，そのことに気づいたりしながら生活し共に歩む健康づくりを実

現できることが.地域看護のコーデイネーターとしての保健締の役割だと考える G そのためには，保健婦の意識改革が必

要であろう c そこで，丹波市の取り組みを併にこのことを考えてみたい。

{取り結んだ事業i
丹波市では，平成16~18年度先駆的保健活動モ として. r鰭11民を通じた健康づくり支援jに取り組んだ。ここ

(1援般社という観点を議り込むことにより，新たな課題では，生活腎接病予防の柱である

と支援の方向性を見出した。

-運動支援に加え，

それにより，生活リズムを整えることが生活饗慌の基本であること，夜恕社会への移行と共に生活リズムが乱れている

こと，そしてライフステージごとに課題があることが明絡になった。また. I経11民箆容に諮りやすいハイリスク者の偶加支

を通じて. I滋11民の視点は住民の生活環境を知ることから始まること，それによって探健締は相手を理解しやすくなり，

対象者は絡みを聴いてもらっているという実惑が得られ，相互の詰頼関係が築きやすくフォローもしやすいことがわかっ

た。

しかしモデル事業だ~，tで終わっては意味がない。地域探健活動は一人では何もできないし誰かが発信しないと何も

始まらないという現実があった。そこで¥保健締自身が儒7J1j支援の体験をすること.rこころの健康づくり jの糸口とし

て“睡眠"の説点を取り入れることを計図策定に操り込んだ。そのことにより，保健締全員に '1lin民"“生活リズム"“こ

ころの健康"がキーワードとして意識づけられるようになり，保健締が住民のニーズを実感として把擦できるようになっ

ていった。

このモデル卒業を通して. f主民の健康水準を上げるには偶人のスキルを高める必要があること，チームとしての結束力

が求められることを認識した。つまり，儲人とチームの双方で事業の基盤を紡ぐことにより，市全体の普及害発卒業とし

てこころの健康づくりjに取組んでいけたということであるo

{今後の課題i
丹波市では平成20年10月に“療官センター"の新設を予定している O 現在，多くの議接iが集まって課題を集約し療

脊体制の整備に向けて取り組んでいる O 話し合いの中で困難さを感じることもあるが，それぞれが相手の機関に足を路、み

入れてみることで相互理解につながったり，双方が行き来することで関係性が深まったりすることを実感している O

サービスは人や建物がたくさんあれば充足するものではなく，人と人，機関と機関が，単なる連携にとどまらず，縦糸

と横糸となって紡ぎあっていくことで，より大きなまtl!域資掠を生み出しているように思う。そのことにより，住民に安心

惑を与えていくことが，地域看護の使命であると考える G
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あったか地域の大家族

~富山型デイサ…ピスの14年~

NPO法人デイサービスこのゆびとーまれ場事長惣 万 佳代子

iまじめに

特定非営利活動法人デイサービスこのゆびとーまれは1993年，富山赤十字病慌に勤めていた看護師3人が問所させた。

従来の宅老所の枠を広げ，赤ちゃんからお年よりまで，障害があっても無くても利用可能にした。富山県は私達の活動に

あわせ，縦割り行政を超えて.2つの助成制度を lつの施設にだぶらせて補助金を出した。のちに縦割りを取っすみった「富

山型デイサービス」と呼ばれる活動の開始である。

宅老所ーは「住民参加型福祉jを作り出し 地域に密着した活動へと発展している。今国はこのゆびとーまれの14年間の

活動を絞り返り，小規模・多様能ケアの意味と役割jについて述べるとともに地域ケアにおける者護殺の役割と巧.能性につ

いて述べたい。

いつでも，誰でも科期できるサービスを

rlllliでも，必要な特に，必要なだけ利用できるサービスを」をこのゆびとーまれではそットーにしている。 f共生Jとは

どんな人でも排除しないで、包み込むこと。赤ちゃんからお年よりまで一つ箆根の下で共生する，これは日本の文化だと思

う。このゆびとーまれは，その人なりの隠場所があって.一人ひとりが輝いている，いつでも，いつまでも，利用できる家。

2 なぜお年よりと子供や鶴醤者が共!こ過ごすことがよいのか

痴呆のお年よりは，一方的にt!I:話されるだけでなく.赤ちゃんを抱いたり，あやしたりすることにより.世話をしてい

るのだという気持ちを抱く。このことが人間を生き生きとさせる。「人の役に立っているという をもつように働きか

けるJことが看護ケアの重要なポイントであり，お年よりと子供や障害者が共に過ごす環境ではそれが可能になる。マス

ローの「自己実現」は認知疲老人であっても，障害者であっても，人間が等しくもつニーズである。人は死ぬまで成長し

続ける。病態生理も把揮した上で=その人の生活を継続して援助することが大切である。

おわりに

介護現場で働く看護締のことについて，管理者や介護職員から「お年よりを病人としか見ていないJrお年よりをすぐ

安静にさせ寝たきりを作っているJrお年・よりに支持的で，医療にばかり頼ろうとするJr看護師護ばかりいて.何か書

いてばかりいる」などと手厳しい意見が渇かれることが多い。確かに一郊の現場では，そのような酉もあることは否めな

し、。

やりたい介護がとことんやれる，自分の判断で仔うことができるから介護現場‘はおもしろい。このゆびとーまれは制度

があって活動したのではなく，町にニーズがあって活動し後から制度がついてきた。赤十字の理念である f明日の100

人を救うより，今日の 1入を救え」という，今， 詰前に闘っている 1人の人への全力投球は私達の活動を支えてき

の一つでもあった。

今後，さまざまな地域の介護現場で，看護側がリーダーシッブをとり.働いていくことによって，質のおい介護が必婆

な人々に提供できると思う。誰もが，いつでも，いつまでも，安心して過ごせる岡Iづくりを考えねばならない。地域ケア

において審議締がこれからいよいよ重要な役割を果たしていくであろう C
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地域防災活動と連動した災害看護教育

日本赤十字看護大学者護学部教授小涼真理子

はむめに

近年，頻発する災害の発生により人々の災害に対する危機意識，防災認議，滅災活動への隠心は高まり，災害j袈療体制

の充実，阪療者が采たす役割の重要性が強く認識されてきた。その中で看護職は，災害発生夜後から中長期的な跨わり，

訪災と広い範簡で活動し状況に感じた様々な役割が求められる。災害の備えとして柱民の自己紡災，地域i坊災への意識

が高まり，必要な防災知識および技術が習得できるような地域訪災活動推進プログラムを立案し食民に働きかけること

も災答審議の役割と考える。当日は，筆者が日本赤十字武藤野綾期大学(以下，本学)の教員であった時，住民や学生の

参加と共に開発した地域防災活動プログラムや学生の災害看護の学習効来と確信したことなどを報告したい。

1 .審議慕礎教警における災醤看護教育のあり方

考護基礎教育分野では，看護識がいつ恕こるかわからない災害に対し自分を守りながら，地域住民や入院患者の安全

を守る備えや各サイクルに準じた対応力を駆使した行動がとれる為には，学生の段摺で災答看護の基本的知識や技術を習

得することが必要とされるc を学習するi際，複雑多様な生活j二のニーズと共に災害時の罰題が質的に変化してい

ることに白を向けることが必要で、ある。 高齢者，身体に欝害のある人，病気のために避難できない人など，災害時におい

ても要綾護者に陪題が集中的に起きた。高齢者や綿入のプライパシーを守る生活のスタイルが避難所のあり方に影響を与

え，車中死や誕独死の問題が増加した。災害救護活動が人々の健康と生活を守るという活動指針ーから，災害看護は社会現

象と関連させ学ぶことが重要で、ある

2. 1997年災醤看護の導入，地域や学生と協錯する災害看護教宵へ

1997年のカリキュラム改訂11主当時の文部省が捻奨したことは.各大学の特急ある教育であった。本学では災害救護系

を設立し王寺:授として筆者を置き災害看護教育プログラムを開発した。さらに本学は赤十字の教脊機関であり.災害救護

の人材や救護資機材，救護~/l1繰の議会が得やすい環境にあったといえる c 教育方法は講義だけでなく，可能な浪り災害シ

ミュレーションや救護技術の演習，訓練を導入した。成来として学生のレベルでも主体的に考え，まえ護活動の全体像を把

えた上で， 自分遠ができる看護の役認を考え，行動イとすることが期待できたc 諜外活動の災害救護サークルの活動を支援

することが， より授業や実費の活性イとに繋がった。

筆者等が地域住民を対象に行った賠災対策のアンケート調査 (2001年)の結楽.rトリアージへの理解はあるが，命に

かかわる場合には家族を優先して欲しいことJ.r病践には藍療だけでなく広く生活支援も希望することJなどの意識が明

らかになり. r住民の自助行動の普及啓発を強化する必要性jが見出された令また自主防災組識のメンバ一等への調査結

来から. rl主誌のj坊災行動力を災害程療に絞り込むことが，災害拠点病院の強化につながることjが見出された。

1)災害看護の調点から地域防災実習の実路

災害救護実習の一環としての地域防災実習の課題を「防災の視点から K地域の家壊や道路等の状況.また防災施設であ

る避難所や紡災倉庫，防災公園等の講造，機能，役ilrlJを実時に視察し更に自主j坊災級畿の投書日や活動内容などについて

理解を深め，災害看護の視点から地域防災のあり方を考察するjと設定した。

2)地域自主訪災組織との連携

本学が位遺する武裁野市のK地域防災懇談会との交流は，筆者等が2001年に住民の防災意識に関する調査や，本学教員

と学生の有志が地域の防災訓練等に参加したことに始まるo 2002年に本学と近隣の赤十字病院の有志がK地域訪災懇談会

の組議会員に加盟した。さらに2004年，現代GPに採択されたことを契機に f地域防災活動委員会」を立ち上げ. 2005年

には本学教磯良，極大生，大学生.地域住民等から構成しボランテイアセミナーを開催した。 2006年にも行政の助成金

による関龍が継続された。
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トーキングセッション

ジ、エネラリスト・スペシャリストをいかに紡ぐか?

ブァシリテーター

田村 Ci定JIIキリスト教病j完ホスピス主在看護課長，がん看護専門看護諦)

メンノくー

tじ {内部sJ:己ブじ日

米 国 昭子(平壕共法痕詫療養指導室長，慢性疾患者護専門看護師)

語 真出美(公立学校共済組合近畿中央指院感染管理認定看護師)

箕浦洋子(兵庸巣立柏原病説看護部長)

スティーブン橋本次郎(パンクーパー・コースタル保鰭局，

ファミリーナースプラクティショナー)

第 2日 9: 30~12 : 00 

第2会場(メインホール)
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トーキングセッション

:iI:磁担当者京都大学大学技医学研究科 教授 島朝子

i藷袈県立大学入問看護学部教授平河勝

トーキングセッションでは，マケアリングjと予防・健康増進に向けた fヘルスjが有機的に繋がってこそ，安心・

頼の霞療・保健が保障される"という本学術集会の主旨のもと サービスの紛ぎ手である看護織の中で.ジェネラリスト

とスペシャリストがどのように役割を紡いで、いくのかを メンバーの方々やフロアの皆様と一緒に考えていきたいと患い

ます。

まず，ファシ 1)テーターの田村恵子さんには，rホスピス病棟主任看護課長」と fがん看護専門看護締jの両方の立場から，

スタップ関のコーデイネートやスタッフとスペシャリスト・他職種との連携にあたり，ご自身の役割をどのように紡いで

いるかを，キーノートとしてお話しいただきます。

次いで， 3名の方々にそれぞれのお立場からご発蓄をいただきます。米田昭子さんには，成人慢性期という広い範額を

カバーしていることが狩般的な「慢性疾患者護専門看護蹄jとして，ご自身が専門とする領域内および専門外領域開をど

のように紡いでいるかを，他殺種との関係も含めてお話しいただきます。

題翼泊奨さんには， r感染管理認定者護郎jの立場から，病説内の感染管理におけるご自身の役部を.他部門の医療者

とのUIlでどのように紡いでいるかをお話しいただきます。

箕浦洋子さんには， r柏原病i詫看護部長J(前病院局管現諜主幹)の立場から，ジーネラリストとスペシャリストの連携

に，管理の視点でどのように関わっていくかをお話しいただきます。

そして，スティ…ブン矯本次郎さんには， 11本とカナダのスペシャリストの佼i註づけや役割の違いを含めて.ファミリ

ナースプラクテイツショナーとして，施設内外をどのように紡いでいるかをご発弓「いただきます。

これらのトークに交えてフロアの皆様からもご発言をいただき，フリーにデイスカッションをしながら，これからの医

療の中で，ジェネラリストとスペシャリストが看護の専問機性を高めつつ， どのように相瓦の活動を紡いでいくかについ

て考えていきたいと思っています。皆様の参加をお待ちしています。
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ジェネラリストとがん看護専門看護締が紡ぐケア

ファシリテーター 淀川キリスト教病院

ホスピス主任看護課長，がん看護専門看護陣 田 村 恵

今春より開始された f長寿医療制度jに代表されるように近年の少子高齢化によりわが留の医療制度は大きな変革の

ときを通えて，ケアを提供する我々の立ち{立援も変化を余畿なくされています。

私の専門であるがん看護領域においては.2007年4}iよりがん対策を総合的かっ計額的に推進することを自的とするfが

ん対策基本法jが施行され，基本理念としては.1.がん研究の推進. 2.がん援療の均てん化の捉進. 3.がん患者の意

向を尊重したがん医療の提供の整備，の 3つが規定されていますc 基本法に基づき策定された fがん対策推進基本計画j

では，がん患者を含めた留民の視点に立ってがん対策を進めることを大前提としつつ.1.放射線療法及び化学療法の推

進並びにこれらを専門的に行う底郎等の育成. 2. 治療の初期段階からの緩和ケアの実施. 3.がん登録の推進，の 3つ

が重点的課題として掲げられ取組みが行われています。がん僅療は大きな変革のときを適えて，大きく変化しようとして

います。

私は. 1996年に修士課軽を修了しその後 1年掲の活動を緩て. 1997年にがん看護専問看護師(以下，がん看護CNS)

の認定を受けましたむ翌年より.ホスピス部長とがん看護CNSのニ足のわらじを履いて活動会行っています。この 2つ

の役割ーマネージャーとスペシャリストーは異なっており，両者を同時に担うことは器難であるとされています。

私もがん看護CNSとしてようやく歩き始めたところであり，さらにマネージャーの役割をJ買って fやっていけるのだろ

うかJと強い不安を抱きながらのスタートでした。 10年余りが経過して言えることは，私の活動の場が，ホスピスという

ケアを主体とした場であり.チームメンバーと共により良いケアについて考えて実設することが役訴として強く求められ

ているため. 2つの役舗の賂で踏みつつもその時々に折り合いそつけて歩んでくることができたということです。

上に述べたように. 2つの役割に折り合いをつけながら，私は日々，看護スタッフ，すなわちジェネラリストと協働し

てケアを実践しています。ジェネラリストと非常に近い距離に存在しますので，彼らが何に絡み，どのようなことに額い

ているのかが，当事者以上によく見えています。そこで二議切な範離を保ちつつ，ジェネラリストが鵠んでいる現象を

分析し状況を変化させるのに必婆なことは何か一不足を補うことか，良いところをさらに伸ばしていくことかーなど，

鏑々のジェネラリストのもつ力と患者・家族の状況を見緩めながら，さまざまな仮説を立ててアドバイスすることを心が

けています。また，状況が援雑でありなかなかその糸を解くことが額難であるときには，がん者護CNSとして痘接的な

ケアを実践しています。患者・家族によりよいケアを提供するには両者が共にケアの方向性を共有しつつ，それぞれの役

認をバランスょくしかも十分に発揮することが大切であると考えています。

会場の皆様と共に「ジェネラリスト・スペシャリストをいかに紡ぐかjについて，活発なデイスカッションができます

ことを楽しみにしております。
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慢性看護連携システム構築の実践とその課題

慢性疾患看護専門看護師としての取り組み

平塚共済病院療養指導室長根性疾患者護専問者護締米 国 昭

女慢性疾患患者の理解のためiこ

私たち援療者は， 日々の実践の中で，外来受診を継続していなかったり，自己管理が不十分で，諌り返し入院してくる

患者に対して.r病識がないjなどと，ネガティブな感4請を抱くことがあるかもしれない。しかし人は，病気の療養だ

けをしているわけではない。特に，慢性疾患は，よりいっそう生活と密着しているために，毎日少しづっ生活を諦整した

り，疾患と折り合いをつけたり，日々のこまごまとしたことに対処したり，自分の病気を理解し医療者と共にコントロー

ルを維持したりしながら擾性疾患患者は生きているO

?受'1"1著護を専門領域としている審議舗は，病気と共に生き抜いている患者を理解しその手助けを行っている。

また，患者に関わるスタッフナースや陸部をはじめとして他の底療機者にも. '1謹性疾患患者への理解が深まるように働

き掛けている。それは，急性期にある患者に関わることが多い病院では，慢性疾患患者への理解を深められるよう意臨的

に涯線スタップへ働き掛けることにより， よりよいケアにつながると考えるからであるc

例えば，病棟のカンファレンスの場において，“看護は，患者が病気と共に生きることに採点をあてる"“どのように病

気とつきあってきたのか，どのように病気を捉えているのかという患者自身への体験に関心を持つ"と伝え続けてきたし

疾忠と生活を結びつける視点、で，患者と共に身体を捉え.}i品者と共に身体を理解する，という実践を意識的に示してきた。

女競内の連携病棟と外来でのケアをつなげる

病棟看護部が患者の退読後に.慢性疾患とうまく付き合っていってほしいという鞍いを形にするには，一部の零護師の

熱意だけでは続いていかないだろう。病棟，外来そして地域を看護でつないでいく「システム」が必要である O

しかしシステムは，仔uえば，マニュアルや連絡用紙などの.ハード磁を充実させるだけでは，不十分である。なぜ，

外来に，あるいは地域へ看護をつなげるのかといった理解，つまり.それが，患者が病気と共に生き抜いていくための支

援であるというその価値と意味を，関わる看護師が理解していることこそが重要で、あると考えているO

ここに'慢性疾患看護専門看護部として働きかけ，いくつかのシステム構築をサポートしてきた。

食糧性看護における課題

臨床の現場は，在続日数の短縮化，病気の接雑芯患者の高齢化があいまって，その上，舎かなくてはならない多くの

書類に'1亡殺される O 在院日数の短縮を余儀なくされる中で，看護師が，いかに自の前の患者にコミットできるかは，課題

であり.意識して者護ケアを行なっていくことが必要であろう。

i歪療全体をみると，慢性販をどのように支えていくかが，医療の質に大きく影響してくると考えられるが，こういった

臨療をとりまく状況から，ややもすると，必要な看護ケアが提供されないまま患者が退院し外来でも自分の身体をいた

わることについての支援がなされないまま，患者や家族が孤独の中で，治療を受け続けることになる場合もあると危'/立さ

れる O

病棟だけ，外来だけで，良い看護ケアを志向し頑張るのではなく，その枠を取り外し連携.協同して，看護ケアを

つないでいくことこそが，患者，家族の支えにつながると考える。さらに 地域の寵療，福祉に携わる人々と，話し合い，

協同しケアシステムを構築していくことも今後は求められるであろう O

本セッションでは，急性期病医における慢性看護の話連，システム作りについて自己の実践を提示させていただき，含

まれる課題をデイスカッションしたいと願っています。
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@トーキングセッションφ

感染管理が紡ぐもの

公立学校共済組合近畿中央病i完感染管理認定看護騎西 真出美

箆療施設における感染管壊と感染紡止策は，患者を守ること，医療環境で援療従事者と訪関者そして他の人たちを守る

ことを自擦にしています。それは費用効果が高い方法で行われるべきです

感染管理認定看護舗は認定教育課程において良雄設の組織分析を行いtJ、下の項自のプログラムを立案しますc

〈じ病続感染サーベイランス:疫学的な知識に基づき，病院感染発生の状況に関するデータの収集，分析，評価を自らが

実践しその結采を感染防止に直接関わる医療従事者と共有することを通して感染率の減少を自揺す

安感染防止技術:疫学的に効采が認められた感染訪止技術について靖報収集を行い，各施設および部署の状況に遊した

感染Itを止対策ーを立案，導入，評価，改訂する

号機繋感染防止:病院で働く全ての人に対して，針刺しゃ空気感染を含む職業感染防止対策を立案，実践，評価.改言I

する

感染管理教育:病i廷で働く全ての人々に対して，対象条聞のニーズに対忠し感染管理の窓~に却した感染訪止に関す

る継続的な教育. ~J11斜iを立案，実践，評価する

ンサルテーション:病誌で働く全ての人々に対して，感染訪止に関連した問題についてコンサルテーションするた

めの環境を整え，実殺し実践過我および結果を記録および評価する。対象者が自らの問題を認識するのを能し

効なリソースを提供あるいは調整し開題解決を支議する

ァシリティマネジメント:患者の安全な療養環境を擁保する

私は現在自施設の医療安全推進室に器己採されInfectionControl Team (底的・看護(jili・検交技締・薬剤師で構成された医

療チーム)と活動しています。専任感染管理者として組織横磁的に活動を行っています。看護柴田のみを対象とするので

はなく，設内の陸療者を対象に臨床における感染訪IIこにつながるケアや治療の実踏を効果的に行えるよう専門的知識・技

術を提供しています。

感染対策において10051く1はゼロかも知れません。手洗いを簡にとると100人の医療者なかの99入が手洗い遵守して

も. 1人が間違ったことをしてしまうと感染は起こりますc そうは雷っても，正しい手洗いを全ての医療者に遵守しても

らう苦手はなかなか大変なことです。しかし感染管理者は，患者を取りまく全ての医療者にアブローチしてゆきます。そこ

にはコミュニケーション能力・対人関係調整能力・交渉能力などが必要会となります。また感染管理はコストが発生します

し倫環的配惑も必要です令そこで現場の医療者ーだけでなく事務職， さらに病院管理者にも働きかける場合もあります。

手洗いの必要性を説きトレーニングさせるだけでなく，なぜ遵守できないかを分析，手洗い環境の整備(水道の記置や手

指消毒剤などの購入)などにも関わって行く必要があるのです。どのようなポジションの相手であっても敬意を持って接

する，根拠あるデータを示す，など記惑と工夫，あきらめない熱意が大切です。感染管環認定看護部として専門分野で看

護のカを活かし組織横断的に活動することは日々関難もありますが大変やりがいある仕事です。セッションでは他の専門

領域で活躍されるスペシャリストの皆様，会場の皆様と活発な意見交換が出来ますことを楽しみにしております。
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⑮トーキングセッション③

スペシャワストと管理者との協働

兵庫県立柏原病i涜看護部長箕浦洋

キーワード.臨床経験知可様化協働キャリア開発アウトカム

卓越した審議実践を行う看護婦が臨床で用いる知識は，理論的知識と実践的知識を融合させた臨床的知識であると

れているように臨床で接関される看護サービスは，対象者を瞬時に把援し看護のプロセスへと導くマジシャンのよう

な判断と技がある。臨床での経験知は，語らす1，実践をモデル化することで伝えられてきたが，行った看護過程や看護実

を， r普遍性Jr論理性Jr客観性」を持った科学の視点で可説化することが閤難であった。スペシャリストの卓越した

能力比臨床実践を可視化し実践を科学することで，連続的で普遍的な看護サービスを提供できることである O スペシャ

リストが臨床実践に存在する意義は，看護サービス提供の場面を教育の一場面として日常的に捕らえ，ジェネラリストを

エンパワーできることであるC エンパワーされたジェネラリストが.効果的な看護サービスを行うことで，綴織全体のボ

トムアップが期待されるO まさに，ジ、エネラリストとスペシャリストの“紡ぎ"である。

医療が変化する中，質の高い看護サービスを提供するためには，管理者とスペシャリストは協働 (tasktogether)する

ことである。臨床実践能力の高い管理者は，ややもするとスペシャリストと競合しスペシャリストの役訴を奪ってしま

うことがある。管理者は，役割を自覚しスペシャリストが能力を最大限に発揮できるようマネジメントに徹することが

必要である。また.スペシャリスト自身の学習の機会やスペシャリストとしての活躍の場を提供しながら，スペシャリス

トのキャリアIi拐さ支援を行うこともマネージャーの大きな役割である。

今後の管理者A の課題:ネスペシャリストの行った肴護実践のアウトカムを明らかに示し組識へ還元できるよう戦略的

に動くことである。アウトカムが数値化できづらいものをと.肴護職以外の者に理解できるものに転換しスペシャリスト

の存在意義を示すことで.の組織で、の位iiftづけや活動の保簡を行っていく必要がある。社会環境の変化に伴い，看護部の

業務拡大が績極的に論議されている中， 自律した看護締の養成は必須である。 臨床実銭でのスペシャリストの関わりが，

社会が求めているジェネラリストを養成していく布石になっていくことをf言じて援わない。
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φトーキングセッション③

カナダにおけるファミリーナースプラクティショナー (FNP) の1jt割

指定発言 パンクーパー・コースタル保健局，

ファミリーナースプラクティショナー スティーブン橋本次郎

i歪療が進展する中，カナダにおいても看護に対する期待はますます大きくなっています。また，ラ千フスタイルや社会

思想、の多様化に伴い患者が意思決定に参瀕するなど，看護業務はより複雑なものになっていますc さらに従来の註師と

看護郎だけの体制で{えどうしてもそのギャップに落ちる患者が存在することも明らかになりました。このような背景の

仁札医療サービスの向上を毘揺しナースプラクティショナーとしての私のポジションが生まれました。

私は現在，カナダでFNPとして老人絡設を中心に働いています。施設には医蹄は常駐せず，審議師，准委譲師.看

護助手，老人精神科の専問看護締. FNPが.日常のケアと に携わっています。基本的には「依麟モデル (Referral

Model) Jを採用しそれがジェネラリストとスペシャリストを結んでいます。日常の一般的な看護業務はジェネラリス

トの看護チームが行っていますが，高度なアセスメントが必要になった場合，夜、に紋頼が来ます。私は患者に会い，問

診，フィジカルイグザミネーション(診察).医学診断を行い.看護チームに看護や箆療方針について指示・助言をしま

す。また，患者や家族に対してカウンセリングを行うのも.FNPの重要な役割ですっ痘締とは違い，ひとりの患者に対し

30分以上をかけて問診，フィジカルイグザミネーションと，カウンセリングを同時に行うこともよくあります。

入所されている忠L者さん一人一人に対し年に 1部ケアカンファレンスを行いますが，ケアカンファレンスの前には，

患者さんの全身のフィジカルイグザミネーション，検査結果，薬のレビューを行い.医学，看護学両方の見地から，治諜

プランとケアプランを修正したりもしていま

i現られた時掲ではありますが， 日常業務と並苛して現場の肴護チームに対する教育もしますG これは.臨床での 1対 1

の教脊もあれば，集部での勉強会もあります。また，ケア向上のために院内プログラム(予uえば肺炎管理など)の開発と

その評価などもしています。

ジェネラリストとスペシャリストとのコラボレーションは重姿であり，援雑な涯按現場をよりよくするのに貢献してい

ます。しかしながら，課題も残されていますっ例えば，新しいスペシャリストを導入する捺に，従来のj袈療従事者とスペ

シャリストとの隠で摩擦や投割混乱 (Roleconぬsion)が恕こり.スペシャリストが十分に役訴を発揮できないと言うこと

が起こります。このような場合，スペシャリストを導入する前に教脊や啓発によって涯締を含めたスタップの意織を改革

していくことや，導入後は看護管理者が継続してサポートしていくことが，障害を取り徐く鍵となりますG また，ジェネ

ラリストとスペシャリストの雨者が互いの役害主知識そして臨界を尊重しそれを共有していく態度がプロフェッショナ

ルとして重要だと思いますc

今後も FNPとして，ジェネラリストとスペシャリストのコラボレーションをより一層発援させていけるよう，役割を

来たしていきたいと患っています。
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第34呂田本看護研究学会学術集会

特別交流集会

8月初日(水)13: 30~ 16 : 30 

1.英文抄録を書こう -研究成果を世界に発信するために一

主催:日本看護研究学会 図捺j言動推進委員会 石川陽子.83 ，松出たみ子)

会場:交流集会 504十505(5F) 

8月21日(木) 9 : OO~ 12 : 00 

2.看護実銭能力を高める教育の在り方 一基礎的な実践能力の効果的な育成に向けてー

主 {珪:日本審議研究学会 開際活動推進委員会(田島綾子，布111 松田たみ子)

会場.交流集会 504+ 505 (5F) 
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⑫特出交流集会(1)φ

英文抄録を こっ

一研究成果を世界に発信するために

本学会の国際活動を兵イ本化するためには，英文抄銀データ・ベースの構築を急く、、必要があると考えています。どんなに

援れた研究成来であっても，邸内に向け日本語で発表しているだけでは，広く海外で活用してもらうことはできません。

また器内外で間じテーマの研究が行われているとしたら，看護学会体の知識開発としても非効率的です。英文抄録データ・

ベースを介して，会員の研究成果を世界に向けて発信してゆくことで，様々なレベルでの国際交流も期待できるのではな

いでしょうか。しかし英語で論文を執筆するということには，苦手意識を持っている人が多いのが現状で、す。そこでま

ず，英文抄録の執筆から着手することをお勧めします。論文が読まれるかどうかは，タイトルと抄録で決まると君われる

ほど， タイトルと抄録には重要な役割がありますc 簡潔で明瞭な英文抄録を書くプロセスでは，研究会体を見直すことも

できます。英文抄録の執筆は，いくつかのポイントを押えることで，ずっと身近なものになります。

本交流集会では，英文抄録、の書き方のポイントを解説するとともに，英文抄録データ・ベース構築の早期実現に向け，

どうすればいいのかを皆さんと一緒に考えてみたいと患います。英文抄録に関心のある方，特に，英文抄録の指導に関心

のある方のご参加をお待ちしております。

::t 窪:日本看護研究学会 国際活動推進委員会(上鶴重美.石川陽子.IIJ島桂子，松岡たみ子)
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@特別交流集会(2)+

看護実践能力を高める教育の在り方

一基礎的な実践能力の効果的な育成に向けて-

看護の質向上は，看護基礎教育の充実から始まるともいえるでしょう。社会のグローパル化が進むなか，看護基礎教育

においても霞捺社会で通用する看護験者の育成を視野に入れた教育が望まれます。また看護現場が多様化している今日，

広範菌な看護活動能力の基盤づくりが不可欠です。平成 20年の保健部助産締審議陣学校養成所指定規期の改正により，

関係教育機関では，教育課程の検討が進められることになります。その際には看護の将来橡を視野心入れ，世界の者護学

教育機関で瓦換性をもっ専門教育科目・内容の設定，看護実賎能力の育成を強化できる臨地実習の指導体制，および、学内

における教育方法の検討を重要課する必要があります。

そこで本交流会では，現状のさまざまな教育上の将題を克絡し次世代の看護の役割が果たせる看護戦者の教育のあり

方とその改善・推進に役玄つ研究の方向性を検討したいと考えております。兵体的には，下記の話題提供者の試みや参加

者の経験にかかわる提案などから，看護学教育の基盤となる基礎的な実践能力の効果的な教育のあり方を検討する予定で

す。

話題提供者予定:

・院内での務地実習指導の充実に関する試み :W 本殺 子(広島大学病院看護部)

-教員と実習指導者が共に行う指導:関 口 議 (元東京厚生年金者護王手門学校)

-教育機関内での教育の試み

その 1:小 111 敦代(明治間際医療大学看護学部)

その 2:野村志保子(久留米大学医学部看護学科)

主 能 :B本看護研究学会国際活動推進委員会(間島桂子，石川路子，上鶴愛美，松問たみ子)
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奨学会研究発表

地域における母乳育児を支援・啓発する言説分析

一尼崎市の母乳育児栢談室の事例を通して…

鮫島輝美(京都大学大学説人間・環境学研究科)

経 手兵 克子(筑波大学大学院人間稔合科学研究科教授)

第 1百日 12 : 50~ 13 : 20 

第 2会場(メインホール)
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φ奨学会研究発表③

地域における母乳育児を支援・啓発する言説分析

-尼崎市の母乳育児相談室の事例を通して…

京都大;学大学院人1m・2環境学研究科鮫島輝

Key Word: 地域母乳育児支援問要f~ 他者性

{問題と目的i
i手殺は誰でも，程度の差はあれ.子供に自分の母乳を飲ませたいと望んでいるつ王子成17年度乳幼児栄養調査によれば，

妊婦の96%が母乳で、育てたいと考えているが.そのうち52.9%は. r母乳が出れば母乳で育てたいjと思っており，多く

のi手続が向日しが出ないのではjという不安を抱えていることになる。そのため実際の母乳栄養の割合は. 1ヶ丹後9

2料、ら. 6ヶ月後にはち割を切るほどに減少する o 1990年頃から.1止界的にも母乳育児が推奨されるようになり(山内，

1992)，母乳育児継続のためには最低4ヶ月開の支援が必婆であると言われているが. 日本では地域における母乳育児支

とんとや行われていないのが現状である(上野・山岸. 2006)。

授乳に関して勾:殺たちが，退i淀後部ることは，時期的に. O~ 1カ月が最も多く，母乳不足と乳房トラブルである(名

手IJf也 2005九しかし母親たちは，今まで体験したことない乳房トラブルを相談する場所もなく，不安を抱えたまま 3ヶ

月検診に行くと， 体重のことばかり言われ，不安は増大し人工ましを足さざるを得ない状況に陥る C 人工乳に移行した後

も，母親の?!?要!r，は続く fi五Jilllの人，特に近殺者から f母乳が11¥ないの?J r (ミルクだ、ったら)子供がかわいそう jなどと

いう言葉かけに{怒っき，自立の念を抱j 母親として自信が持てないまま子育てすることになるのであるc

このように出産後の母親は，専門家や11'i]りの兄や言葉ヵ、け言説jに大きなお響を受け.特に専門家間の考え方や

知識・技術の速いが母親たちを戸惑わせる係閣となっている(J1111iな他. 2006) 0 掘内 (2001)は.1す乳育児を成功させる

ためには，ネJ~lからの i手続の情緒支援が大切であり，医療者のポジティブな言葉かけが母親としての自信につながるとい

う。また，瓶!毛 (2004) は，医療者の首定的な言葉かけが母親をエンパワメントし母親の I~I 尊感tNを促すといっている C

しかし呉体的にどのような母乳育児指導が.母親を支援・啓発するのかを指導者ーの言説に注目した研究はほとんど行

われていない。

本研究は，母子ともに重要な母乳育児を支援する実践には，言説が非常に重要であるという視点に立ち.母乳脊見を行っ

ている母親が子脊てを通し「母親Jとしての自覚と自信を獲得していく過程を，助産師福芥氏の言説分析から.母乳脊

児における薩療者の支援の意義を明らかにする O

{方法}

初めに，福井母乳育児相談室(以下，相談室)について，概絡を述べる。助産締である誠弁:氏は.病院勤務を経て1980

年に兵庫県尼崎市に「福井母乳脊児相談室jを開設したっ相談室では，桶谷式乳房管理手技を基本;こ. [ヨ乳指導・育児指

導を.一人平均 2 年という長期にわたって行っていると母親たちは.選 1~2 国米室しマッサージを受けるかたわら，

鬼の抱き方・飲み方.乳罫管理，母・児の健康管理，生活改醤:と広範聞にわたって指導を受ける中で¥母乳脊児が母と子

の共間作業であることを体得していく。電話相談も24時際体制で、行っている。また.福井氏は児本人に断乳の時期を決め

させる f自立設rr乳jを考案し 2~3歳まで授乳することを推奨しているc 縞井氏は，地域でも f絞しいj 指導で有名で

あるが， r母乳育児は母親育てをしなければ本当の母乳育児とはいえない(福井. 2002a) Jという信念の下. 日々実践し

ている。相談室の特設として 2点挙げることができる。 1つめとしてマッサージは完全予約制をとらず.[手続は}II立番を「待

合室jで待つことになる。この「待合室Jとは.病院の形態とは全く異なり，マッサージを受ける場と待つ場が一体となり，

待合室そのものが f同じ自襟を持つ母親問士のコミュニケーションの場jとなっており，他の母親の脊児に参加・観察す

ることで様々な情報を共有できる f経時的経験の場」となっているむまた，専問機対母子という湖係だけではなく，多様
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な家庭が集まる相談室という環境を成立させることが，福井氏の言説を確立するための重要な安部となっている c 2つ日

が.fま・児の健康管理の手法として「手当法(揺弁.1992) Jを母親自身に錨かい指導を行いながら実銭させることで.徐々

に母親自身の児の観察力をアップさせていくことである。

本研究は，当事者と研究者の共同的実践によるアクションリサーチの方法をとる{杉万編. 2006)。これは，当事者と

研究者が同じ土俵の上で，互いに影饗を与えあっているという前提から始まる実接である(楽学会. 2000) 著者;丈第

1子の出産を接に.相談室に通い始め.2人の子育てを約 5年間にわたり体験したc そして，揺井氏が提唱しているfちょっ

と踏んばる子育てjに深く共感し研究者として福井氏の支援の方法について理論的考察を試みている C

次ぎにデータのi民集方法について述べるc 本研究で用いたデータ{ふ福井氏に指導を受けた体験を持つ著者が収集

し福井氏の著書や論文を整理し退去に格談室にて指導を受けた母親に対して費需紋形式のアンケート調査や開き取り

を在った。また，福井氏主擢のセミナーにも参加し福井氏への向き取り調査を行った。

研究における倫理的配惑として，協力者は福井氏の指導を受けた母親たちであり，データはちょっと踏んばる子脊てj

を広く知ってもらうために使用するものとして了解を得た。また，データはすべて文字化し福芥氏と謂究者が責任を持っ

て管理することで了解を得ているな

{結累]

福井氏の言説を分析した結泉，大きく分けて 3点について，以下のような特畿がみられた。

1.母乳不足をめぐる言説

福井氏は.i母乳は必ず出るもの，出せるものjと るO これは専門知識と確実な技術により支えられているものだが，

f私は母乳が出ないのではないかjと不安を抱えている母親にとって，大きな支えとなる。またマッサージ前後に授乳さ

せ，左右のIf取手Ll設をiJIIJ定・記入してもらうことで¥数字で最が確認でき，授乳行為と 11，議乳量の変化を体感し rEl分のおっ
ぱいでも育てられるjという自信を持ていく。

また./:1:¥産車後は，母乳はたくさん分泌しないことが f自然な姿jであり，母乳を出すには，児に何度も吸われること

が分泌促進につながると説明する o 乳児の要求に応じて，いつでも母乳を授乳するjというだけでは，母親は具体的な

関数ー頻度が想像できず.f応部援も大きいためこれでいいのだろうかjという不安に陥るつ日前乳母を院で確認しながら，

このような説明をうけることで1 何時も含ませることの意味を母親が見出し不安なく授乳することができるc

2.乳麗トラブルをめぐる雷説

授乳で一番母親が関ることは，乳房トラブルである。隠没・謡平乳類からはじまり，乳頭の亀裂，乳腺炎など，乳房ト

ラブルによって母乳育児を断念する母親も多い。福井氏は乳頭に問題があっても「多少の努力は必要ですが，必ず飲ませ

られるようにしますjと言う(福井. 1992)。そして，このようなトラブルは，母親だけの問題ではなく，克の吸i援力，

欽み方や. (!，E(l.の)抱き方，授乳間賠，食生活によって生じていることを説明しさまざまなパターンを親子で試させ，

母綴自身にa分たちにとっての「正しい方法jを見出してもらう。

3.子供の成長・錆気をめぐる喬説

福井二氏は，母乳育克は母も子もそして家族も健康になるという。それは，薬を積極的には徒わず，児の持っている白熱

治癒力を高め，現在荷題となっている小克救急医療で疲弊している小克科涯をも助け，最終的には医療費を下げ，国家財

政の負担軽減にまでつながると説明する o 児が母乳をよく飲み，活動的であれ(;f. 体重にこだわらなくてもよいjとい

う福井氏の言説乞実感することで，母親自身が子供の成長を観察できるようになる。また f手当法J(福井. 1992)を

用いて，初期治療を母親自身に体験させることでも，母親の観察力を高めていく c これを可能にしているのが，福井氏が

克と母親の状態を定期的・継続的に観察することであり，母親が自宅で看病している際の24時間体制の電話棺談なのであ

るc

ここで3主要なことは，福井氏の子育て支援における様々な方法は，長年かかって.母殺たちとともに試行錯誤しながら

作り出してきたものであるということである。

{考察}

まず，強識しておきたいこととは，福井氏の言説とは，分泌最がOの状態からでも，ひどい乳腺炎でも分泌を止めるこ

となく症状改善がilJ能であり，突発事情による分泌抑制にも対応できる高度なマッサージ技術が確立している上で成立す

るものである。自分の乳揺が確実に変化していくことを自の当たりにしまた成功例を実関として多く見聞きすること
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で，福井氏の エFを傾けようという変化が母親に生まれるのである。そして，福井氏は，円三育ては，決して楽なも

のではなく .JIIのように子脊てはつづく(福井. 2002a) Jものであるととらえ.妊娠・出産は出発点にしか過ぎず，子育

てにおいて直樹する様々な国難を乗り滋える最初の段i紛が母乳脊児であることを強調しこれを一乗り越えられなければ.

今後の関空Itは到底耐えることができないと訴える O しかし 1つ 1つの閣官It:には.正確な博報と支えてくれる支援者が必

要であり，乗り越えた体験が母親の自信につながり，やがて主体的に罰禁It:を乗り越えていけるようになるのである(福弁，

2002目。「子育てにおける部難j とは，様々な困難を何度乗り越えても.何人の子供を育てても，体験したことのない関

難に遭遇するという f他者性J(矢守. 2007) を帝びている。そのため，母親はけと知なる部分jに不安を感じているの

であるo 福ぅ均二氏の言説は，妊娠・出産にともなう子育てにおける臨空Itを専門知識と篠実な技術を用いて支援し儲別の問

題に対して母親ともに試行錯誤する実践によって，母親との信頼関係が形成され，母親の f主体性jを引き出す実践となっ

ている(鮫島. 2008)。そして，試行錯誤の末に成功体験を積み重ねることが. r母殺としての自信jとなり，今後の子育

てにおける f未知なる関型lUに対し「これからの子育てにおいて，何が起こっても向き合えるjという自信を引き出す

関わりとなっているのである。
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近畿・北陸地方会全盟プログラム

ブレカンファレンスセミナー

みんなで解決 i

研究の質を高めるちょっとしたコツ・テクニック

8 持:王子成20年8月四日 (火)14: 30~ 17 : 00 

プレカンファレンスセミナー I

研究助成獲得(意義ある研究)のための申 (研究計額書)の書き方

蹄:坂下玲子

会場: 51智 501

ブレカンファレンスセミナー 2

アクセプトされるための論文の書き方

蹄:川口 (筑波大学大学説人間総合科学研究科

会場: 51務 502
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φプレカンファレンスセミナー1.
研究助成獲得(意義ある研究)のための串 (研究計画書)の書き方

兵庫県交大学者護学部教授坂下玲

研究助成獲得のための申請書は，ラブレターに似ています。まったく関心を示してもらえない人に，芸名い思いを伝え

振り向いてもらい，この思いを受け入れてくれるならどのような素敵な未来が待っているのかを連想してもらわなければ

なりません。研究助成金は公的資金であれ私会業のものであれ，もちろん人のお金ですし多くは組織のお金です。その

ような見ず知らずの他人があなたの研究に投資してくれるというのは驚きではありませんか。「いや，資金などなくても

がんばれるJという声も間こえてきそうですが.研究にはお金がかかります。資金なくして意義のある研究は不可誌です。

そして意義のある研究を公表し社会に還元することによって人々の幸せにちょっとでも貢献できたら...それが研究を行

うものの使命であると思います。

そのためにまず必要なのは，研究の民的と意義を明確にすることです。あなたの研究に投資するかどうかを決める入は，

その判断をゆだねられた組織や社会に説明責任を負っていますc その研究に投資したら. どのような見返りを受けられる

のかに関心があります。ですから自分が行いたい研究の目的と つまり，何を目的とした研究であり.どうしてその

研究が必要で，その研究が遂行されたらどのようないいことが起こるのかを了寧に，誠実に.これまでの知見で足閤めを

しながら説明する必要があります。特に看護研究は，どのような基礎的な研究であっても，その先は実際のケアの向上に

つながり，健燦問題をかかえる人の具体的な援助が見えてくる必裂があると私は考えています。

次のポイント lふ研究目的を達成するための研究デザインを精鋭することです。どのような士す象者を設定しどのよう

な研究方法をとるのかを明確に伝えることです。 泣的研究は仮説がある場合が多いですし通常，変数を研究者が設定し

ますが. 'iJfI奈に仰を指標とするのか， どのようにiWJるのかを熟考しなければなりません。そしてどのような対象者でどの

程度の対象者数汁ーンブルサイズ)が溶切であるのか試算してみる必裂があります ~Jit的研究の場合は，何のデータが得

られるのかはわかっているはずですので，言I-umの時点で.報告書;の結来が実際の数を入れるばかりに頭の中にできあがっ

ているはずです。このようなJ主体的なイメージがわかない場合.まだまだ計画を繰る余地があるということです。貿的研

究は研究を行いながら探索的に中身を構築していきますので，結果を想定しませんが，その分，データ収集とデータ分析

の過殺を追跡可能なように了寧に示し審査者に.rなるほど，この分析方法をとれば研究の自i拾が達成されるJと納得

してもらわなければなりません。よくお告にかかるのは，調べたい要素を並べただけの計断書で. r不安jなどの変数は

示されているものの，それをどのように部定し分析するのかなど細部が記述されていないものです。たぶん申請者も「助

成が得られたら本格的に考えようjと思っているのでしょうが，ヰi詰者に明確などジョンがないとき，それをどうして他

人に伝えることができるでしょうか。「ちょっといいなー」と思っている段時ではラブレターは書けません。

そして，研究の話的と内容を一瞬にして表現するものとしてタイトルは大切です会またセミナーの中では，研究計図書:

を絡会長させる工夫， 闘をとめてもらう工夫などについてもご紹介していきたいと患います。皆様の参加をお待ちしていま

すc
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φブレカンファレンスセミナー2φ

アクセプトされるための論文の書き方

日本看護誹究学会編集委員長

筑波大学大学説人関総合科学研究科教授JlI 口 孝 泰

投稿した論文がアクセプトされるためには，学術の新しい営みに叶った内容をもっ論文であることが求められます。し

かし学術的な錨値が評備されるためには，新しい知見の発見であればあるほど，既存の知識では理解しがたいがゆえに，

投稿者の新規性の思いと，安読者の理解と判断にズレが起こりますむ今鼠私に課せられた課題比投稿者が査読者に対

して，新しい知見を理解してもらうために必要な論文の?苦手き方jのコツについてお話しさせて溶きま

関投稿する論文に合った雑誌を選13¥

2008年度の時点で， 日本者護系学会協議会に所属する学会は34学会あります。ぞれらの雑誌の全てが学術雑誌を出版し

ています。訴しい知見を多くの人途に理解してもらうことが.者護学をより体系化することにつながりますc 雑誌ごとに，

その専門性や，研究手法において異なる特牲をもっています。投稿する場合には. どの雑誌が投稿しようとする論文を正

当に評価してもらえるかについては，とても大事なことですQ f1!Jえ試引用・参考文紋織に投稿する雑誌の文献を使用して

いることは，その指標ーの一つです。

語審設種する雑誌の「投稿規定jをしっかりと守る

投鵠者は.投稿する雑誌の f投稿規定jを何度も熟読しその作i去を守ることが審査を丹治にするために重要です。投

稿規定;之その学術学会の哲学を良時!としていますc できれば投務者は，穴の設くぐらい投務規定を熟読する気構えが必姿

日本者護研究学会では.投議者自身がどのジャンルで投揺するかは非常に重要です。日本看護研究学会の投稿ジャ

ンルlえ大きく 2撞類の選択肢があります。一つは， rカテゴリー 1 量的研究での査読を希望 rカテゴ1)- II :資的

研究での査読を希望ふ fカテゴ1)一斑・量的研究/質的研究の闘方か，あるいは定め難い研究の交読を希望jの3

選択。もう一つは f係者二論文 r研究報奇技術・実践報告J総説["資料jなどです。それぞれの基準となる評価軌を

満たしているかどうかを誤らずに判衝することです。

襲撃「臆稿執筆嬰領JIこ沿った原轄を仕上げる

涼騎執筆要領iえ投稿先の学術誌のルールブックのようなものです。和文誌，英文誌ともに当該学会の特?設が出せる

ように，その要領は異なっています。投縞者は，投稿する学会の原稿執筆要領に示されているルールをしっかりと守って

投鵠論文を社上げることが必須ですc 査読者比投議された論文が原稿執筆要領に沿っているかどうかを確認することが，

最初の仕事となります。これを行うことで，いつも同じ摂点で公平な査読が行えるようになりますc

盤審査読の視点を持さえることiまアクセブトの基本

投稿者は，査読の基本とされる事項について満たしているかどうかを十分に認識した上で，投稿持のチェックリストと

して活用してみると良いでしょう O

参考資料:Journal ofPostgraduate Medicineで示されている交読ガイドラインの抜粋・絞姿

Science Editorsの会議で提供されたものc
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****************************************************** 
1)未発表の原稿{ま，オリジナリティーの保護を十分に行う G

2)査読者は，投稿原稿を引用してはならないc それが出版される前に言及してはならないc

3)交読者は，公平な態度を意識的にとらなければならない。効条約でi日立な科学的なコミュニケーションを促進する自的で¥著者の

立場に立ったま愛読を心がけねばならなし%

4)公平に審資することができないと判断したならば，綴集委災会;こ原稿をすぐE認す。

5) 3-4週以内;こ.審査結果はてきぱきと完成しなければならないc指定される時間以内でチェックを終えることができない場合には，

綴集委員長に連絡するc

6)資読ままは，論文を著者とi副長議論してはならない。

ア)資読において，投稿者が修正可能な部分に関する指摘を行う。

Scientific reliabilitv (科学的な億総性)

Importance (1重要性)

Originality (総書Ij性)

人命中乱cy(妥当性)

研究の方法，または実験的なデザイン(使用した統計手法の適切性)の妥当性

結論と解釈の整合性

データによって正当化される解釈と結論c現にかなった:jjgiftUoメッセージの碗自性

文紋との[怒迷は十分か

ぷ新の文献を取り上げているか

~l衣やタイトルの議:式の適合性と分かりやすさ

さi該専門ジャーナルへの掲絞の適切性

倫理面への配慮

総合的な内容(記述のわかりやすさ)

8)事若者の立場lこ立った審査が冷静に提示されているか。そして，感情を逆なで、する発言が遊げられているか。

9)修正点は，受理の条件として妥当か誌に認ましいと判断されるだけになっていないかc

10)論文ーを受け入れないとしても，著者がそれを改鋳するのを助ける建設的コメントをしたかc

11)編集委長や投稿ますが，指摘事項の己主若手をWJけるコメント(適切ならば引用で)をおこなったかc

12)投稿者・の修正'.)i.Jj{が， J!E読者の議炎内容に合致しているかc

13)交読者は，文;れのIllJiさいを指fi話しているかぐ

14)編集者は 1tMt労使数人の~Hilfi{こ誌づいて議資会決定するハ

***********************ネ******************************

議審査読者との関部はジ、エントルマンシッブで!

襲撃高し)，構熱と，掲載への強い患い入れが大事!

<メモ>
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第34臨日本看護研究学会学術集会
+.亡、zl:在住，，6、
コζiJIL長持::z::3:

8月21日(木) 9 : OO~ 10 : 20 

1. HIV惑染の拡大はどこで起こっているのか? 看護職に期待される役割

シンポジスト:日 高詩情(関西看護医療大学講締〉

金子典代(財出法人エイズ予 防財間流動研究員)

福 山 由 美(名E古屋市立大学大学院看護学研究科 i零士課程)

座

主

長:前夜! ひとみ 熊本大学医学部探縫学科 教授

催:財団法人エイズ予防i財団

厚生労働科学研究(エイズ対策研究推進卒業)研究成采等普及啓発卒業

場:交流集会 503 (5F) ム一品

8月21日(本)10: 40~ 12 : 00 

2. アロマセラゼーを用いた重度要介護高齢者ケアとケア提供者の癒し

、五 能:ケア提供者の癒しサポート諒

人見裕江(香川

:交流集会 503 (5F) ん一品

8月21日(木) 14:00~15:20 

3. ウエルネス看護診断の活用

主 能:ウエルネス看護診断を考える会

湯舟貞 子(溺邸学爵女子大学入部健康学部人間者護学科〉

西村正 (鳥取大学医学部課建学研究科)

ム一品 場:交流集会 503日目
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⑮交流集会(1)+

HIV感染の拡大はどこで、起こっているのか?

看護識に期待される役割

わが国において，新規HIV感染者やAIDS疲部報告数の増加が続いており，予防対策の強イとが急務となっている。 近年

のHIV感染者IAIDS報告における感染経路の内訳をみると.男性向性問の性行為による感染が過半数を占めている O し

かし医療保健従事者において， HIVの感染拡大がゲイ・パイセクシュアル男性向で最も深刻な状況にあることについ

ては十分に認識されておらずをゲイ・パイセクシュアル男性向けの予防，検査体制，ケア徒供体制が十分に進んでいない

のが現状であるo 保健締・看護郎・養護教諭は.病院.保健所や学校，企業なとe様々な場で活騒しているが.これらの機

関は， HIV感染症の予lyj. ケア，検査，相談提供の機能を担っておりーゲイ・パイセクシュアル男性を対象とすること

が多いと考えられる。しかしゲイ・パイセクシュアル男性を対象とする場合. どのようなことに記惑を了すれば良いのか，

どのような知識を持って対応することが望まれるのか.清報が不足しているのが現状であるc 治療薬の進歩により.多く

のHIV感染者は外来治療を受けつつ仕事や学業を継続しているが，定期受診や眼薬の継続に周屈の声かけが必要な患者，

特に家族などのサポートがなく，社会生活を送る上で支援が必要な社会生活力の弱い患者や エイズ発症による機能障害

などにより社会福祉施設で、の療養が必要な患者等もおり，地域における保健医療絞殺の支援を必要としているケースも増

えているつしかし他の疾患と比較して患者の年齢が20~30歳代と若く，また. HIV感染は性行為による感染が主であ

ること等から，これまで、地域保健医療職騒が支誌を行ってきた対象憾とは異な仏受け入れが困難であると感じる保健箆

絞殺磁も多し、っそこで.本集会では，保健医療J[i設稜に求められる役割について.ゲイ・パ千七クシュアル男性を対象とし

た王寺古来をもとに発去を行い.また職場で夜jfiiした対応方法についてディスカッションを通じて理解を深める機会とす

るむ

シンポジスト:日 高 Mf 11古(間活看護医療大学議fHli)

金 子 gl! 代(J封印法人エイズヲユ拐財団 流動研究員)

福 山 由 美(名古屋市立大学大学院看護学研究科博土古来程)

座 長・前回ひとみ(熊本大学涯学部保健学科教授)

主 催:財罰法人エイズ予防対国

厚生労働科学研究(エイズ対策研究推進事業)研究成果等普及務発卒業
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@交流集会(2)φ

アロマセラピーを用いた重度要介護高齢者ケアとケア提供者の癒し

アロマハンドマッサージが，心身をリラックスさせ，人間が本来持っている自然治癒力を高め，また，興奮や錯乱等の

精子~I. 行動症状を緩和するO アロオ千 jレを用いたマッサージを，重度要介護高齢者ケアの一環として実施することが.ケ

ア提供者の介護観に影響するのか，当該「ケア提供者の癒しサポート隊jの実議活動を過して.話題提供する。また，

擦に，アロマハンドマッサージ体験の議会を設け，ケア提役者への癒しについて，参加者の実践例を出し合い交流しケ

ア提供者のストレス反広、やパーンアウト予紡について検討する O

アロオイルを用いたマッサージを支度要介護高齢者ケアの一環として準実験研究として実施し一醤13.ニ間話介入

前後のケア観，攻撃性に対するケア提供者の態度尺度 (ATAS: Attitudes Toward Aggression Scale. Jansen et al.2005， 日本

語!抵ATAS.rp司王2006)18項13.パーンアウト疲候群尺度以'1BI. Maslach Burnout Inventorv. 日本語板MBI. J京協2000)

22~夏目を謡べた。分析は，ケア競， ATAS18項自下佼尺境得点.M田下位尺境得点関の平均値色介入部と介入後で.

Wilcoxon検定を用いて検討した。ケア提供者は，ほ15還に入ると良い香りがして心地よかった手がすべすべしたJr表
慌の変化が見られたJr家族が自分たちもしたいといった rこんなになってからでは効果がないだろうと家族がいったj

をあげた。介入前提で，不決得点が上昇した (p<0.001)0 介入後の自己成就得点、が上昇した (p<O.OO1)o

主 iを:ケア提供者"の掻しサポート縁

人見裕江(香川県立保健医療大学)
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。交流集会(3)。

ウエルネス看護診断の活用

健康人を主な対象として働く母性看護学領域や地域看護領域の者は，従来のように問題点を発見し援助をするという考え

方よりも，その人が持つ良い聞や強みに着目し，そしてより高いレベルの生活機能に到達できるような看護の展開が必要

なのではないかと考える。特に百本の家族構成が拡大家族から核家族へと変化し合計特殊出生率からも明らかなように，

生まれる子どもの数が減少し母親となった人の生活経験の稀薄さから，誕生したわが子をどのように脊てていったらよ

いのかわからない，あるいは泣いているわが子を胸に抱き，途方に暮れながら過ごす人たちへ.看護者としての適切な援

助がなければ，放置，虐待へと結びつく可能性も大きいのである。

そこで看護に携わる者は，対象の思いをしっかりと受け止め，妊娠・分娩の負荷から解放され閥復するための手助けとし

て少しでも良いところを見つけ，出復・保育への意欲につなげていくための方法として，

事例を基に，情報の整理からウエルネスの看護診断，関連図の見方，について一緒に考えて生きたいと思っています。ウ

エルネス看護診断に興味をお持ちの方のご参加をお待ちしています。

主 催:ウエルネス看護診断を考える会

106 

湯 舟 貞子(顕田学関女子大学人間健康学部人間看護学科)

商村正子(鳥取大学陸学部保健学研究科)
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般 演 題

(口演)

8月初日(水)の部



第3会場 1群

1)毘本の47都道開票における病院の経寓理念の特徴

上野栄一，長谷川智子，上木礼子， Edmont C Katz. 
吉田恭奈恵(福井大学涯学者f¥表護学科)

一ノ山!を司(富山福祉短期大学)

明令[1-1告(谷野呉山病院)

[EI El9] 
病院の経営理念は，意志決定の規範や行動様式の基準にな

り，又病i淀職員一人一人の管理目標にもなる G 嬬院の理念

はなくならないピジョンである。これまでの病院経営の先

行研究では理念に若島した研究はほとんどない。本研究で

比病院の経営理念の4討設を明らかにすることを目的とした。

{方法]
会閣の病院を抽出するにあたっては，全屈の病院を層化無

作為.J1I1/:1:¥法により各都道府県5病院ずつ選定し(総合病

インターネットで公開されている病段のホームペー

ジ上の理念についてデータ集積，電子テキストイヒして解析

したの解析はクワッペンドルフの内容分析にて行った。解

析ソフトは. Wincha (Windows). KWICFinderソフトを

用いて，形議案解析及びコロケーション解析を行った。

[11命理的記癒}

データの中での地名や病i誌名はすべて削除して病院名が特

定されないようにデータ解析をしたc

[結巣}
日本の47都道府県からお11出した235病院の理念について分

析したところ， 6926似の形態素解析された 3 句読点，数値.

rJ.など1250偲を削除し合計5676語の!:J:tから名詞2713話
とlfOJ詞8911.hにiJ:I~I すると 745種類の単語が符られ分析対

象とした。さらに上位額出名詞(5語以上)について92被
名請を分析しカテゴリ化した結来，病院議!念のコアと

して， [先進医療[患者中心][尊厳][経営努力][地域と

の速読[高い質のサーどス[安全提供][組織の主張]が

抽出された。また，動詞では「めざし(17語)J r目指す (10
語)Jをコロケーション解J庁し，病l完が何を位指しているか

について明らかにした。その結果. [安全][信頼[患者中

心][職務満足J[愛][高度医療]のカテゴ1)が抽出された。

{考察}
名詞レベルでの分析結染，病院としての理念には.[先進医

療]といった高度の医療を実施していることのPRがあり，

次に{尊厳]に基づいた〔患者中心の医療]を行い. [地域

との述携]のなか[高い貿のサービス工〔安全提供]といっ

た経営努力していることを[組織の主張?として述べてい

これらのカテゴリからは，病院総識の意気込みを感じ

させる。また，現代医療に不可欠な婆素が縞羅されている

と考えるc 動詞の分析では， [安全〕日言頼]をJ:[:t心とした

〔高度医療〕を軸に〔愛〕ある〔患者J:!:t心]の医療を実施し

さらに〔職務j前足]の高い組織であることを主張していた。

注目すべきは患者満足度は税務満足境との関係官:のあるこ

とが先行研究で報告されているように，本研究結来では忠、

者への視点のみならす¥生き甲斐や誇りを持って経営して

いるという病院織員にも視点をおいた経営理念となってお

り，経営理念が病院評儒にもよい影響を与えることが示唆

された。

2)形態素解析で得5れた 235病読における審議理愈の特

徴

ノ1111設河(富山福祉短期大学看護学科)

上野栄一，上原佳子，佐々木百恵， Edmont C Katz. 
砺波利主(福井大学医学部署護学科)

[目的}

看護思念は病院理念と紫合し戦員に周知され.一貫性のあ

る各看護単位の詰襟及び活動計部の具体化には必須であ

る会また.組織管理の一端であり箆療を必要とする人へのメッ

セージ的な意味をもっ。審議理念の5ま誌からそのヰ新設について

分析した研究はほとんどみられず本研究は，病院樹裁における

看護理念の特徴を明らかにすることを目的とした。

{方法]
病i誌の挽出は層化無作為抽出i去により各都道府県から 5病

院(特定機能病i淀・一般病院)を選定した。 235病院のホー

ムページに記載された看護組織の看護理念を電子テキスト

化した後，形態素解析した。分析は解析された単語を分析・

単位とし Krippendorffの内容分析で、行った。解析ソフト

はWincha. KWIC Finderをf吏fflした。

[倫理的配癒]

病院の特定ができないように病院名，地名の溜有名認をす

べて削除して解析した。

{結果1
235病i涜の者諜埋念を形態素解析すると7387111!1に分類され

た。記号，勾読}~l:等の8361腐を除く 655H長から名詞3021語
(410韓類l，動諒1001語(193額類)，形容詞148~昔 (28麓類)

のiii請を分析した。さらに看護理念をl構成する概念抽出

のため使用頻毘5回以上の名諦2466語 (115種類)を基にカ

テゴリ化した。紡糸，看護浬念の主張今一ワードは f提供

145語J. r医療44語jで，その中核として〔質の高いJ(信

頼J[思いやりJ(患者IいL、J(人1m尊重J(安全・安心J(ニー

ズJ(満足J(連携・縦絞J(地域貢献)が:J'lll出されたっ動詞

は fする449~おをおめ.その特徴は r El指す・めざし60語J.

次いで「できる27諮Jr努め22語J等であった。仰を自指す

のかを明らかにするコロケーション解析では， [安全] [信

頼][患者中心](質の高い看護〕のカテゴリが抽出された。

看護現念の特徴のひとつに形容認が有効活用され，文字通

りやさしゃあたたかさ等を伝え.ケアリングに担当してい

たc

{考祭}
名詞の分析から肴設理念には看護の提供について，質の高

い看護・ニーズに応じた看護が提言され，信頼・安全・安

心をもって満足させることを怒っている O このカテゴリは

看護の適切な提供のための思案が組み込まれた鍵概念であ

ると考えられる。動誌の分析から安全・信頼を恭調に質の

高い患者中心の者護の遂行が重視され，医療のやで時代の

変動・変化に対応できることを目指していると考えられ，

看護郎は社会に対し職業として者護を提供するという権

限を有すると共に，自らを規制する主任を持つ存在である

と捉えることができる。本研究結果では，看護恐念は看護

師にそのメッセージが屈けられ，看護の適切な提供のため

の仕組みになり組織管潔の一端を担うと同時に対象者への

宣替の効果を持つものであることが示唆された。
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3)新卒者護鯖のためのエンパワ…メントプログラムが気

分や感矯!こ及ぼす影饗

前部ひとみ，村上美葉(熊本大学援学部保健学科)

出国美幸，加瀬田暢子(宮崎大学涯学部看護学科)

湾出紀子(元宮崎大学民学部看護学科)

{目的}

新人看護締にとって“仲間"は職業性ストレスの毅和に重

要な存在であるc そこで，われわれは新人看護締のエンパ

ワーを支援するためのプログラムとして.“{中開"“喜び"

“自己理解"“対人関係"をキーワードとした研修プログラ

ムを作成したc 本研究は，作成した研修プログラムが新卒

看護締の気分や感暗に及ぼす影響を明らかにすることを呂

的とした。

{研究方法}

平成19年震にA爆のi部長施設に就職し看護協会主撲の研

修に自主的に応募した173名を対象としたっ研修プログラ

ムは議成的グループエンカウンターやリフレクションの理

論をもとに作成し 9月と 2月に実施した。応募者(173名)

をランダムに 3グループに分け， 21BJの研修は同じグルー

プメンバーになるようにした。

本研修プログラムによる気分や感鵠の影響については，研

修前後で日本抜Profileof Mood States : PO長路尺度， Locus 
of control : LOC尺度， e慈感情尺度を用いて測定し比較

した。誠査に当たっては，研究の主旨や自由意思での参加

であること，個人が特定されることがないように研修受付

でランダムに番号札を配布し識変に同意できる

に援と布した番号を最初に記すように口頭と書面で説明し

た。各尺度得点の統計解析はWilcoxonの販位和検定を用

いた。

{結果並びに考察}

言語交の同意は 9~が163名 (94.肝心， 2月は151名 (87.3%)
から得られた。

9月受講前のPOMS平均得点は f緊張一不安 15.6点， rfflJ 
うつ一落込みJ16.7点怒り一敵意J9.1点， ril5気J7.5点，
f疲労 13.5.点， r混乱J12.48点であり， LOC平均得点は48.8
点. SE王子均得点は22ゑ点であった。 POMS得}~，ま20~29歳

の一段女性の王子均得点よりも f緊張一不安 r抑うつ一落

込みよ f疲労J.r混乱j得点が潟く， r活気j得点が設かっ

た。 LOC得点とSE得点は，先行研究とほぼ問機の点数で

あった。受講後には， POIvIS得点.LOC得点.SE得点とも

に有意、差があり. ji汗11多によって 1)ラックスして生き生きし

た状態に変化していると判断できた。

2月の受講前は9月よりも f疲労J. r混乱j得点は下がっ

ていたが，…殺女性の王子均得点lこ比較すると 2月と向談の

結果であった。研修後は9月と向様に， POMS項目の全て

に有意に変化していたが， LOC得点.SE得点は有意差がな

かったむ

[まとめ]

本研修プログラムによって新人看護締の気分や感情に変化

がもたされることが示された。しかし一時的にエンパ

ワーメントされたとしても，パワーレスな職場や緊張の強

い戦場に戻れば，持びパワーレス状態に陥ってしまう C そ

のため，新人看護部だけでなく，会ての看護職が生き生き

と働ける職場作りへの支援が重要だと考えるc
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4)新卒看護師のストレスとパーンアウトの縦断的変化

…入職後3ヶ月と6ヶ月に焦点を当てて一

小野田舞，内問宏美，津本{愛子(島根大学医学部看護学科)

{目的}

新卒看護締の離職率が8.8%と報告され.職場適正、との関連

が指摘されている。そこで.事rr卒看護締のストレスやパー

ンアウトの縦断的な変化を明らかにすることとした。

{研究方法]

対象:縦断調査への同意が得られた新卒看護師64名。諦査

Jgj IHl : 2007年 6~7 月(入職後 3 ヶ月調査)と 9~10月(入

戦後6ヶ月調査)0方法:質問紙調査。調査内容:パーンア

ウト尺度.新人看護師の職務ストレッサー尺度，験場にお

ける人的サポート尺度，看護職へのアイデンテイティ尺度

を用い 5件法で回答を求めた。分析 :SPSS日.0Verを用い，

Wilcoxonの符号付順位検定にで 3ヶ月と 6ヶ丹のデータ

を比絞した(有意確率p<0.05) 倫理的記蕗:島根大学医

学部看護研究倫理委員会の承認後に実施した。対象者の同

意のもと個人データを取得した後，連結可能置名化し分析

時に個人が特定されないようにしたc

{結果}

3ヶ月と 6ヶ丹のパーンアウト得点は.1情緒的消耗感Jが

3.51と3.48. 1脱人格化jが1.86と2.11. i偶人的達成感の低

が2.25と2.32で¥1)1兄人格化J1~J点は 6 ヶ月に有意に上

昇した。同様に総務ストレッサ一得点は. r自分の能力不

足jが3.93と3.80.i':忠者・家族との1M]係jが3.68と3.71.1援

助へのジレンマjが3.23と3.46.r 1むの者設締との関係jが

2.54と2.54.r上司との関係jが2.41と2.61. rt延長Hiとの関係J

が2.14と2.30で¥6ヶPJには r!~I 分の能力不足j がぬ泊、に低

下したが，一方で f援助へのジレンマJrJ二万!との関係jは

有意に上昇ーした。また，職場における人的サポート得点は.

fブリセプターJが4.23と4.07.1チームリーダー・先議肴設

締Jが4.l9と4.05.1主張jが4.09と3.97.I~前長j が3.81 と 3.70.
「評価支援jが3.78と3.79で. 6ヶ丹には「プリセプタ -J

「チームリーダー・先輩看護締J1主任jのサポート得点が

有意に抵下した。職業アイデンテイティ得点は.39.55から

38.26へ有意に低下した。

{考察}

入戦後6ヶ月はパーンアウトの進行がみられた。ストレッ

サーは f自分の能力不足jが6ヶ月時に改善しており，経

験に伴い自信をつけつつあることが考えられる O しかし依

然高い得点である上， 6ヶ月には f援助へのジレンマjや，

「上司との関係jなとεの職場の人間関係へのストレスが上

昇-しており， 3ヶ月より?虫いストレスj犬j兄にあること治宝明

らかになった。さらに 6ヶ月には，職場の人的サポートの

実惑が低下しており，強いストレス状況に対処できず，パー

ンアウトの進行や職業アイデンテイテイの低下にも影響し

ていることが推測される O

5) 卒後 1~5年曽義護部の経験年数別職業性ストレスの

特徴

赤島鮎美，三木明子(筑波大学大学院人間総合科学研究科)

福田久子(筑波メデイカルセンター病院)

(兵庫医療大学看護学部)

{自主主}

今i草!の調査対象施設での10年11むの離職率は11~199色で推移

し平均在職期間は4年である。一人前になった看護!泌を

手放すことは病院としてな人材の損失を意味し早急

に離職防止対策が望まれる。その為には経験年数によるス

トレスの特徴を把握する必姿があるが，卒後 1~5 年日看

護締の職業性ストレスの特徴は十分に明確にされていな

し、c

そこで本研究では卒後 l~ ら年目看護郊を対象とし 1設業

性ストレスを経験年数別に比較し特鍛を明らかにすること

を目的としたc

[研究方法]

王子成四年 8 月 .A県内の一般病院の卒後 1~5 年臼看護師

233人を対象に.自記式質問紙誠査を実施した。調査内容

は，性別，経験年数， KarasekJ~設業性ストレス尺度(JCQ)

22~資自(仕事の要求度，仕事のコントロール，上司からの

支援， 1司iJlそからの支援)， General Health Questionnaire 

(GHQ) 12項目を測定したc 分析にはSPSS15.0]を用い，経

験:f!三数加の絞業t~l:ストレス尺毘 GHQ得点を一元配産分散
分析で検討した。

本研究;抗告設の倫理11委員会の永認を得て実施したc 調査票

は実!日己名とし人当f.への影響がないこと.識去を禁の管理.

プライパシ…の保護について記絞し国~又をもって同意が
符られたと判断したc

{結果}

210人からlTIl答があった(回収率90.19心。経験年数別に検

討を行った結果.i仕事の姿求!支 tこは有意な関連を認めな

かったが. 1仕事のコントロ…ル (F= 2.63， p< 0.05) J 1上

司からの支援 (F=5.21， p<O.Ol)J rr可僚からの支援 (F=

3.l5. p< 0.05) J IGHQ得点 (F= 3.60， p< 0.01) Jに有意な

関連を認めた。仕事のコントロール得点が最も低かったの

は2年 13，上下司・問告でからの支援の得点が最も高かったの

はいずれも 1年自であった。 GHQ得点は 1:f下院が最も高

く.経験年数を重ねるほと守得点が低かった。

[考察}

経験年数と仕事の要求度に有意な関連を認めなかったこと

から，どの年代でも仕事の要求度の負担があることが分

かった。 1年目は上司と問僚の支援を最も受けていたが，

これは新人向けの研修が多く設定されてお札支援を受け

やすい環境であることが考えられた。しかし 2年誌から 5

3ド臼は上可や同僚の支援得点が1年目によとべて低かったこ

とから，上司からの支援が受けられるようなシステムの構

築や，同僚との交流の場の設定などの必要性が推察された。

1 :fド自は上司・同僚からの支援が最も高かったが精神健康

度が抵く，メンタルヘルスに重点を置いた支援の必姿性が

示唆された。

本研究は沼本学術振興会(恭撚研究C:課題番号'9592552)

の助成を受け実施した。
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6)看護部の業務以外の役割践にみたストレッサー・スト

レス反応の特徴

r約五1M皇子，下方光枝，神保浩子(富山市民病院)

上野栄一(福井大学箆学者15者護学科)

{践的;

医療技術の高度化・複雑イとに伴い， 日々の業務の中でもス

トレスを惑じることは多くなっているc また，看護業務以

外(委員会，研修，者護研究など)の仕事も;増えてきてお

り，さらにストレスが増強していると考えられるc そこで

本研究では看護業務以外の役割の有無によるストレスの相

違を明らかにすることを百的とした。

{方法}

対象は αi淀一絞病棟に勤務する審議!部長を除く看護部251
調査期間:平成19年8月248-同年9丹7日。調査方

法:無記名による選択式・記述式アンケート調査とした令

話は， 1間人の属性(年ft.性別・結婚の有無・子棋

の有無・勤続年数・殺{立・役割の有担5・
ストレス能易協ヨ委譲の費関項告をf士事の負担(1:1三j手長仕

事の震に対する心理的負担)，在宅詳のコントロール(仕事‘の

ペース記分，仕事の裁量度λ対人関係(職場内での意見の

食い違い.1むきfS暑との関係).仕事の連合性(仕事の内容が

自分に合っている.I'劾き甲斐)，精神的ストレス反応{活気，

イライラ感，疲労感.不安感，抑うつ感).身体的ストレス

反応(身体愁訴λ戦場の支援(上司・同僚からの支援)の

7項目に分類し役割の有無関にT検定を行ったc 総理的

としてアンケートは無記名とし識変対象に対し研究

自的・研究以外の自iぬでは使用しないことを文京で説明し

アンケートの関~x.をもって陪;立を得たとした。

{結果]

アンケ…ト国奴率は92.8%，有効国答率は93.2%であった。

看護繭全体での仕事の負担にストレスを感じている人は

85，8%.仕事のコントロールにストレスを感じている人は

70.29む，対人関係にストレスを感じている人は24.1%.仕事

の適合性にストレスを感じている人は25，3%.精神的スト

レス反吃、がある人は18.5%，身体的ストレス反応がある入

は24.2%，職場の支援でストレスがある人は19.9%であっ

た。 投割の有無別にT検定を行った結果，仕事のコント

ロール，対人関係について有意設が認められた中<0.0目。

仕事の負担，仕事の適合性，精神的ストレス反応，身体的

ストレス反応，殺場の支援については有怠差が認められな

かったc また，役割を持っていない人のほうが仕事のコン

トロールにおいてストレスを感じていた。役割を持ってい

る人のほうが対人関係においてストレスを感じていたc 役

割の有無において精神的ストレス反吃、や身体的ストレス反

応に差はみられなかった。

[考察]
より， :{支舗の有無にかかわらず，看護締それぞれが

ストレス対処方法を見出しており，重大なストレス反応、に

吏らないようコントロールできていると考える。今後は，

さらに潤閣のサポートや毅場でのサポートカを高め，スト

レス反IZ、として表れないような対策も考慈しなければなら

ない。
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ア)ICD撞え込み後一年以内の患者の不安

大塚祐子，中谷友香(都立広尾病院者護部看護科)

伊藤まゆみ(昭和大学保健j装療学部者護学科)

荒添美紀(強協法科大学看護学部)

[自的}

植込み型i徐網動器(ImpantableCardioverter Dεfibrillator : 
ICD)は致死的不整競に対し突然死をj坊御する装置として

体内に櫛え込まれるむ ICDによる治療は安心感を与える一

方で，作動した時の衝撃の強さから不安や恐怖を起こしや

すいと考えられている O 本研究の目的はICD植え込み後一

年以内の患者にはどのような不安ーがあるかを明らかにする

ことである。

{研究方法]

・ICD総え込み後 1年以内で外来通院をしている

忠芯~13名，その内訳は男性12名，女性 1 名，平均年齢58.8歳
(SDl2.6) ，誤作動経験者2名，作動未経験者11名であった。

ICD鍛え込みから調査迄の期間は板え込み産後(退院時)• 
3ヶ丹後， 6ヶ丹後， 11ヶ月後で，各時期の調査対象は 3

~生名であるつ調査時期:王子成四年1O~1l丹である。調査

内容:ICDの作動に対する不安である O 手続き:対象に倫

理的記慮について説明し承諾が得られた場合に半構成

的な面接を行い，その内容をテープに録音した。誤作動経

験者と作動未経験者?とを分け，それぞれに内容を文脈毎に

数理，内容の;YJilJ;J:I~1:に活 EI しカテゴ 1) _化を行った。 倫

理!!li0配慮対象に口頭と i!?阪にて研究の主民方法，個人

が特定されないようにすること，部資への参加は I~II対意思

であ札参加を断っても診療上の不平Jj主主には被らないこと，

データはfJ)f究以外にltJ2J日しないこと，研究後は)2言語録を{波
棄することを説明し /iiJ:0:を古:鼠iで1AJた苅，対象が!W/淀

している施設のf加境問題審議委員会の泳諾を得ているc

[*古来]
作動米経験者の不安は5つのカテゴリーに分類された。そ

れは，1.予測がつかない4J~!~~. 2.作動時の周i裂の誤っ

た対処の危換性， 3.作動後の対処への戸惑い， 4.電磁

干渉により影響を受ける危険性 5.作動することによる

路間への迷惑.であった。誤作動経験者の不安は 5つに分

されたc それは，1.突然の作動， 2.強い衝撃， 3. 
作動後の対処への自身のなさ， 4. ICD調整後の誤作動の

予防への期待 5.誤作動に伴う問問のIf.応への心配.で

あったc

{考察l
ICDの作動未経験者は，作動することでどのような事態が

こるのか.間関の人が適切な対処がで、きるのか. JiliJImの

人にはどのような迷惑をかけるのかという， ICDの作動に

wい予期できない事態が不安として表現されているoICD 
の誤作勤続験者は，実際に突然の強い:P.J!Il壊を体験し次に

起こった時の対処できるかという脅威や湾関に知らせるか

どうかという具体的な不安が表現されている G 従って，

ICD揃え込み一年以内の患者の不安{点作動の経験により

異なり，それぞれに応じた指導が必要となることが示唆さ

れた。

8)経皮的冠動振形成術後患者の由記効力感と身体的状況

及びソ…シャルサポートとの関連

鈴木小百合(JI/員天堂大学医療看護学部)

在謀議みどり (山形大学医学部者護学科)

[1ヨ的]
絞皮的冠動眼形成術 (PercutaneousCoronary Intervention 
以下PCI)後冠動!眠法影検査を受ける患者の自己効力感と，

身体的状況及びソーシャルサポートとの関連を明らかにす

る。

{研究方法}

対象:虚鼠性心疾患でPCIを施行し治療評価の冠動脈造

影検査の自的でA病院に入院した患者68名。調査方法:自

己記入式質問紙調査。調査嬬関:2007年 5 月~1O月。調査

内容:基本属性，身体的状況として疾患に関連した項自，

j阪液検査値，自覚症状.自己効力感，ソーシャルサポート。

分析方法:自己効力感尺度全体の合計点と f疾患に対する

対処行動の積緩性J，r健康に対する統制感jの2下位闘子

の得点を算出，他の誠査項gとの関連を. 2群簡はMann悶

Whitneyのじ検定， 3群問はKruskal-W allis検定を用いた。

倫理的資己怠:山形大学i芸学部倫理委員会の承認を受け，対

象者には研究のlll't婆及び倫理的記患についてト分に説明

し同意書:に研究参加の署名を得た。

{結果]

対象は男'1"1:76.5%，女性23.5%，平均年齢66.0土 11.1歳であっ

た。疾患名は心筋梗塞45.6札狭心疾54.4%，合併:症は，複
問答でilミlfll庄77.9%. ì(~lj JJfi lfIl症91.2%，糖尿病41.2%で

あったc 冠動脈造影検交の結果は， 11}狭窄10.3%，他校の

j夫窄13.2%，異常なし76.5%であった。 碁本属性では年齢

で有志;差が見られ.拐殺以上の患者は65歳未満の患者より

も.対処行動の積極性因子が有意に高かった (p<0.05)o

疾患に関連した項目では.疾患名で有意差が見られ，狭心

症患者は心筋梗主義患者よりも，尺度合計 (p<O.Ol)，対処

行動の積極性昭子.健康に対する統制感j滋子 (p<0.05)が

有意に高かった。血液検査依では， トリグリセライドで有

志:差が見られ， r異常なしJの患者が「異常あり jの患者よ

りも，対処行動の積極性理子が有意におかった (p<0.05)o
自覚症状では，疲労感， J胸痛字程，呼吸器難の症状のな

い患者が，症状のある患者よりも健康に対する統制感由子

が有意に高かった (p<0.05)o子供の受領サポートの高い

患者は低い患者よりも.尺度合計，対処行動の讃極性陸子

が有意に高かった (p<0.05)o自己効力感と冠動眠の狭窄

との関連は見られなかった。

{考察]

虚血性心疾患でPCIを施行した患者の自己効力感を高める

ためには.患者個々の状態に合わせ，検査結果の改普ーを疾

病管理の重要な指標として認識できるように支援するこ

と，症状出現をそ予訪するための生活行動と症状出現時の対

応について指導すること.家族からのサポートが得られる

ように援助することが重要であると示峻された。
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9)矯麗器系外来における'L¥顎密検査への看護師の投割提

起

i芸j美奈子(元国語j衰療福祉大学大学院)

[EI的i
通常心電菌検査は検査技部が行うが，循環器系の入続病

棟や救急外来では，者護師が，一般的な上手純心電関をとる

ことがある。検査技締は.7Jli濯な検査技術を修得しており，

看護蹄は，患者の健康開題を篠認する技術のやで単純心電

留をとる技術を鍛えている。そこで¥本研究では.循環器

系外来における心電剖検資への看護締の役鵠詑起を目的と

して.循環器系外来において医師が指示する単純心:奪回検

査の実態を謁査し

{研究方法]

対象:20歳以上の男女の循環器系外来患者c 識変項呂:::ff. 
住日正受診期間(月I手投入診断名，投薬内容，身長，

体重，鼠圧，血液検査データ等を収集したs 識変方法:デー

タi民集;え診療録(電子カルテを含む)や，診察主Ii助の参

加観察から行い，心電密検交の実態は.負荷心電閤検資・

241li¥"関心2露関検索など特殊な心気工程i検査以外の単純心電密

検査を受けた対象数を調査した。務査期間と擁設:平成17

年10月25日から平成四年 1月四日の関， 2病院から臨床研

究倫理審査の許可をとり調査を行ったc 用語の定義:

名は1CDlOを汚い rその他の裂の心疾患jとは，不整!民

心ft主疲，弁膜症等ので{立分類を含ん

{結来]

平均年齢が58，08歳， 王乎ド均受診;嬬詩矧i街関自渇iがS印9
の計計'6ω03人(男性37符6}入人Lい， 女女.性22訂7ノ人¥)だ‘つたつ 心電l~検交手7

fJl洋{丈男性が156人，女性が72入の言1'228人 (37忠告)だっ

たc ICDlOの診断名加の心電盟検査有り群の割合は，その

{むの塑の心疾患右りが26，5%，おi血圧性疾患有りが20，7%，
代謝系と循環器系の疾患の 2謹類の保有が19.1%の顕だ‘っ
た。カイ二乗(以下x2)検定の結果，心電関検交有 1)群

{え受診j境問が長い有意性 (x2
口 4.39*)と，診関数が多い

(x2 10.83勺を示した。クロス集言十分析の結果，

心電菌検査有り群が有志;を示したのは，その他の竪の心疾

患が有弘抗凝国療法が無い場合で， Mantel Haenszel 

の推定オッズ比が3.000(95%CI : 2.904 -7.093)だ、った。:i遣

に，心電臨検資無し若手が有意性を示したのは，その他の裂

の心疾患が有弘抗i疑問療法が有る場合で，推定オッズ比

が2.812(95%C1: 1.487 3.087)だ、ったc p<0.05キc

{考察}

単純心電留検査を受けた循環器系外来患者{え 603人9:1228
人 (37.8%)だ、ったc 心電図検査手まり群は受診期総}が長く，

保有する診断数が多い有意牲を示し長j間療養や合併症の

診療には，心電iまi検査による縫康リスクの監視が必要と考

えられる。そこで二外来患者への移動の負担が少なく，看

護締が外来患者の健康向題を確認しながら心電図をとる環

境として，外来診療の探索で単純心電盤をとることを提起

する。

10)患者と蕃護舗の棺玄関需を強めるプロセス

小野寺久美子(薩療法入社団恵仁会三愛病i淀)
工藤せい子(弘前大学大学院探健学研究科)

[目的;

自分自身の零護師経験を振り返り.部題を含んでいる場泌

を取り上げ，ケアリングに焦点をあてて，患者と看護簡の

相互関係を強めるプロセスを知ることを詩的としたc ここ

でのケアリングとは.看護締が患者の要求に対して応答す

ることによって.患者と看護締の成長や詩擦の達成を助け

る関わりである。

i研究方法]

対象は，者護自前経験の中から，患者と家荻と肴護保iの相互

関係において開題を含み，なおかつケアリングの重要性を

した13事関技場面であった。方法は費約滞納的研究手

法を潟いた。修正絞グラウンデツド・セオリー・アブロー

チの分析シートを参考;こして，問題を含んでいる場面につ

いて記録物を参認し想、怒しながら，場面内容を繋理し分

析を行ったc 分析過程にスーパーパイザー l名が潟わり.

分析と解釈を繰り返し行った。 稔理的自己議とじ仁 )1又集し

たデータによって偶人が特定されず.偶人のプライパシー

を保護することを原別とし

[結采i
患者と看護llljjの相互関係を強めるプロセスとして， [人と

して尊重するセルフケアを支える] [苦幾を乗り越える

力を与える;の 3つのカテゴリーが見出された人とし

て尊重する]には理解と総得の上で治療や者議ケアを行

う自己決定を支える

の仲介投となる〉芝生活環境を整える?の概念が抽出された。

ルフケアを支える](こは，ミ感情を受けとめる

そ問題に気づかせる正しい知識を与

える希望を見出す3く生活に合った実銭Tlf誌な方法を与

える意欲を高める〉三継続的に00わる}の概念が抽出さ

れた。〔苦難を乗り越える力を与える;には惑?奇の表出

を助けるそばにいて患いを共有する}く思いやる

いに支え合う}く支援体ffjlJを
をする{QOLを大切にする

出された。

{考察}

これら 3つのカテゴリーは.単独あるいは複合的に存在し

ており相互に密接に関係していた 3 患者と者護陣の椋互の

関わりにより詰頼鴎係が形成され，時間の経過とともにi弱
者のf言頼関係がより深まることに繋がり.瓦いが成長し皆

様を達成するための看護ケアへと発展することが示唆され

また，患者と看護隔の松互関係を強めるプロセスには.

ケアを提供する側とされる側の根底をなすケアリング

要識した場面が含まれていたため，今自の振り返りは自分

自身の感受性を高め，今後，相互潟係をさらに強める

ケアへの実践に繋がるという維信を得たc
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11)強度症患者における|くOMIスケールを用いた類型化

とケアプランの作成

房間克也樋本成美，東香代子，中原英子

C'lTT凶日本大j疫病i詫)

{目的}

全身性強茂症患者において，どの機能が障害を受けている

かを検討して類型化を行い グループ別にケアプランを作

成すること C

{研究方法}

全身↑1:強皮症患者5名を対象に. KOMIチャートの f認識

耐J及びKOMIレーダーチャートを用いて分析を行ったO

KOyIIレーダーチャートの結来から，障害吉Ijf立を分類し

したケアプランを作成したc 対象患者には文

て研究の主旨，参加の自由意思h プライパシー保護の

説明を行いj可;なを得た。

おfi来i
KOMIチャートの f認識街jからは寄金ての患者で，第1.

2. 3分野ともにほぼ f本人がわかるJと認識できていたO

KOMIレーダーチャ…トからは.A氏は呼吸.B氏は呼吸-

C氏はnfl婿.I~設下・皮腐.D氏は!1設 1I爵・礁で・排便・

.E氏はI殿下・疫病lこ障害が認められた{図)c この結

果から障害されたおi伎を呼吸器系.消化器系.皮府関節系

の3つのグループに分類した。各グループのケアプランを

作成し個々の患者の立法lifjf:に応じて組み合わせ，

渓間をわーった。

[考察i
KOMIチャートの結果からは，どの忠者も認議i長jに

カfなく 1~15去で~tìjfîを考える能力をJ会ってし、ることカ巧〉かっ

た 。実強皮症j忍者では!路神経系の陣容は少なく，今1m
の結来と一致する。 KOMIレー夕、ーチャートをJf:Jいること

で.障害部位が調覚的にも理解しやすくなった。 障害部位

には特殺があり，今回の症例では呼吸器系，消化器系，皮

腐関節系の 3つに大別できたc 各グループのケアプランを

作成しそれを組み合わせることで.倍々の強皮症患者の

症状に却したケアプランが作成・展潟できるようになった。

全身11強皮症は，皮膚や内蔵に硬化性変化を生じる葉!~治性
疾患であるが，有効な治療法はなく，ケアの必婆性は高い。

今1mは降客音ISf立を 3グループに分類したが符!段・循環器

系にも障害がおこる場合があり.今後症fyU数をよ設やして検

討予定であるc

A B C 

O に」
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第3全壊 4群

12)内服薬自己管理能力判窟尺度の検証

前JlI典子，山本智美，野上真理，按悶弘美，加藤智代

(社会福祉法人恩賜対関富山県済生会富山病臨)

塚原路子 (1波阜大学医学部看護学科)

[自的}

患者にとって服薬コンブライアンスを保つことは治療効果

をあげるために重要である。昨年度人病i誌では，
よる患者の自己管理判断基準を統一するために内服薬自己

管理能力判定尺度原案(以下，判定尺疫)を作成した。本

研究では昨年度作成の判定尺度の検証を日的とした。

{研究方法}

対象は当j淀入院中で経口内続薬を使用している患者とし

た。調査期間は平成19年11月~王子成20年2丹である G 倫理

的記惑は口頭および書留にでl冴究の趣設を説明し本人

又は家族のi可窓を得たc また拒否しでも入段生活に支隊は

なくいつでも辞退できること，偶人が浪定できないよう処

理することを説明した。また，本尺度との関係性の確認の

ための説存の尺度の使用にあたり，作成者に使用許可そ得

た。調査内容は昨年度作成した判定尺度の4因子15項践に

ついて f当てはまるjから f全く当てはまらないjの4段

階で評価した。また.坂見らのJ-RACT0眠薬能力判

の続薬理解説力と平塚らの服薬コンブライアンス尺度

30攻自中関連のある10項呂を比較の対象とした。 JぷACす

とは，簡易質問形式で，視力・聴力・作業能力・瓶薬理解

能力を妻子倒している。務査方法ば作成した判定尺度と現存

の尺授を共に当i混入続中の患者lこ配布したc 子RACTは面

接法で行い.判定尺度と綴薬コンブライアンス尺度は無記

名式支障紙法とした。 3つのアンケートは同一の封簡に入

れ.返信用~f絡にて i白根した。データはSPSSの統計ソフ

トを使用し

{結果i
A病院入院中の患者59名に記布.有効i滋答E手f85%であったっ

判定尺1!t4悶子の信頼性係数日係数は第 1119子0.92第2鴎

子0.93第3時子0.61第4119子0.64とおい内部統合性を示し

ていた。判定尺疫を，自己管理若手，介助若手Al洋薬の管理の

み看護締が行っている.Bllr.飲み物の準備が出来ない.C
若手全介助に分けて分析したむ判定尺!交の分散分析ではー

自己管理群55.67と介助群のC群 39.78で有意な差があった

ゆ<0.05)0 判定尺援会開と]-RACT. 競薬コンブライアン

ス尺度の10項認で器開を見ると.それぞれ0.679ゆ<0.001).

0.728 (p<O.OOl)であったc

[考察]

判定尺度での自己管理群と介助i洋人 B群で差は見られな

かった。これは内線内容の変吏が頻拐にあったことが影響

していると考えられるむまた，床上安静のため看護蹄管潔

が必要な患者も含まれ，そのため自己管理の合計点を上国

る患者がいたことが影響していると考えられる。しかし判

定尺震と]-RACT，服薬コンブライアンス尺度のピアソン

の積家相関係数には有意な棺関が得られ本尺授は，自己管

理判定尺度として有効であると考える会

13) 2型糖際病患者の身体活動および血穂コントロールと

稽探病教室との関連について-3路設の比較一

1UI?皮洋子，古賀明美，藤関君支(佐賀大学院学部看護学科)

住藤和子(大分大学)

{呂的]

糖尿病治療の恭本は，食事・運動療法を主体とした自

理である。特に逐動療法には，JfiJ.糖コントロールの改善，

インスリン感受性の増加等の効果があり，継続することに

より.その効果が現れてくる。先の報告で，糖尿病教室を

していることは，運動日数の多さに影響していたため，

身体活動および血糖コントロールを，患者の糖尿病教室の

背景が異なる 3施設で比較し糖尿病教室との関連につい

て検討することを目的とし

{研究方法}

2006:fF 5 月 ~20071r: 9月に総合病院の糖尿病内科外来(以

下:わと大宅金約馬病院の代総内科外来 (D)や総合外来

(引に通説中で，運動療法を勧められている 2
者を対象に自記式質問紙調交を行った。識変項自は.身

体活動(歩数・活発な身体活動・運動日数).HbA1c等を挙

げた。歩数，活発な身体活動のデータ収集には，加速度計

(ライフコーダEX)を用いたむ

本研究l之本学の倫恕委員会の承認のもとに，対象者へ研

究の:t旨や参加の自lIl等を書:揺で説明し i故意を得たうえ

でイ子った。

{結果i
分析対象者は.T賂設69名，。擁設41名， S総設39名の合計

149名([現Jlx率78%)であった。平均年齢62.3土 10.6成，

物療法を行っている患者~131名 (88%) ，合併症のある

58名 (39%)，配偶者のいる窓、者115名 (779む)，

(41 %)で， 3施設による設はみられなかったc 女教は， T: 

62%， D: 37%で， T賂設が多く .D施設と差があったc 約

3METs以上の活発な身体活動:之中央植がT:20.1 METs 

xh/w伐に D: 11.7 METs x h/weekで¥T施設が多く .D路
った (p= 0.002). 運動日数も，中央値がT:5 

131遊.D: 3 BI週で， T施設が多く， D路設と差があった

(p = 0.009). HbA 1 CI之中央値(範i羽)がT:6.8 (5.5~ 11.3) 
%， D: 7.6 (5.3~ 1O.3) %で， T施設が低く， D施設と

あった (p口 0.015)。

糖尿病教室は， T: 100%， D: 81 %， S: 64%の人が受講し

ており， T施設は 2施設と差があった。糖尿病授は，中央

値(範国)がT: 16 (1 ~40) 1[:三D:10 (1 ~30) 年. S: 

7 (1 ~25) 年で.歩数は争うた{íきがT: 1O.282t長/日， D: 

7，056tぷB，S: 6，531歩/日であり， T掩設は 2施設に比べ.

有意に糖尿病授が長く，歩数が多かった。

[考察i
T施設は，全員が務尿病教護を受講しており，

も長いが，身体活動は最も多く，血務コントロールは良

好だ司った。先の報告で，運動の自己効力の高さは，身体活

動の一番の影響要閣であったむ糖尿病教案を受けること

で，運動療法の効果を知り，運動の自己効力がおめられ，

身体活動の増加につながると考えられる。また，糖尿病教

室受講だけでなく， T施設の体制や支援方法等で，患者が

長期的に良好な血糖コントロールが維持できるような婆悶

について.今後も検討していく必要があるc

臼本看護研究学会雑誌 Vo1.31 No.3 2008 115 



14)韓尿病患者の血糖億，自律神経系活性，血圧に対する

酸性水足浴の効果

前高三長子(熊本機能病院)

樋口マキヱ，上妻尚子()L1'1ほ?諮福祉大学)

古堅裕章(大雄会第一病院)

{話的]
インスリン抵抗性に伴う食後高血糖は酸化ストレスを惹起

させ，動脈硬化症の発症・進展に関与すると考えられてい

るc 近年昆熱療法に末梢循環障害の改善や心不全症状の

といった徹環器系の病態改善効来が報告されているc

そこで本研究では.糖尿病患者に議熱療法として足浴を試

み，足浴水のpH条fl二と食後高峰i糖や血在に対応する効来お

よびその機序について末梢神経系機能の面より検討した。

[万法]

:研究内容を理解してもらい同意を得た，循環器疾

忠疲入院治療中で血糖値の安定した 2型機尿病患者.

8名{平均年齢67::!:3歳男i支5名女性3名人大学と

病誌の倫理委員会にかけた。実験手}II真:各対象者において，

3 I:IIIIJ連続して無作為般に足浴液なしのシャーム足浴，

のpH7.4水足i谷および、pH3.0水足浴を行った。足j杏は

安静背もたれ!監{立の状態で\尚昆くるぶし上 3~4cmまで

し 15分間足浴を試みた。昼食後70分から開始し足j谷

前後の自律神経系活性. JfIU五 i自i糖値. J紺青インス 1)ンー

インスリン様成長国子(IGF-l)や抗駿fヒストレス因子など

を経時的に測定した。 I~I 計上干111絞系活性は心11:'変動パワース
ベクトル解析i去にで. Jll1任{土器帝主~ I~I 動 JfrtEE討を fおいて，

5分毎{こ測定したc 採JIILを長食後 111寺IUJUi!.浴前10分)と

2lT寺IlJJI~I ()li谷後35分)に行った。 JfI立総合I[のil!lJ;;g:ふ Jlifi-
主主 10うよ)i!.ìfH5分n~i. Jl ifr 1&35. 60. 120:5れこ行った忠者

に手}II民を説明した後，心'道路用の電極と政lEE討を装者した。

なお.私語は控え.1呼吸は約12間/分としたc 統計処理・デー

タは付会定とANOVAを用い統計的に処理され. p<0.05を
有志;とした。

おき泉と考察]

シャーム足浴群における足浴後のj鼠庄は上昇傾向にあり，

昼食後高血糖はpH7.4水足浴lf!f:では低下傾向. pH3.0水足浴

鮮では有意な抵下がみられた。足浴により，心拍数と交感

神経系活性に有意な変化はなく. pH3.0水足浴'1ft:で、は磁交

!恭子Iji経系の有意な減少がみられた。これまでの足浴に関す

る報告とは異なり，酸性氷足浴による糖尿病患者の食後高

IIlt撚の改蓄には自律神経系の関与は大きくないと考えられ

るc 一方.lUJ.清インスリン値は 31洋とも足i苔により変化は

みられず¥IGF-1はpH7.4水足浴群にで有意な増加が.

pH3.0水足浴ff!f:で増加傾向がみられた。このことは.足浴

という温熱刺敢によりインスリン感受性が増し食後高風

糖が改善された巧百出生を示唆しているc さらに足浴による

抗駿化ストレス出子の有意な減少は，足浴による酸化スト

レスの減少を示唆している。

{結論]

足浴.特にpH3.0綾性水足洛は. 2型糖尿病患者の食後高

血糖を改善し酸化ストレスを減少させ糖尿病病態を

する O

15)東洋産学的手法を用いた全身リンパマッサージの効粟

北脇愛野(滋賀県立成人病センター)

藤田さみゑ，竹村節子，横井手口美

(滋賀県立大学人関看護学部)

{自的}

慢性部疾患では.全身倦怠感やリンパ浮騒などの諸症状が

お頻!主で出現し患者ADL'QOLの低下を生じる。近年，代

終療法により疲状の改装を関ろうとする取り組みが数多く

なされているが，全身のマッサージを施行しその効果を確

認するといった研究は米だなされていない。今回はこの全

身リンパマッサージに加え手騒や{巻怠感の緩和に効果が

あるとされる経穴の刺激を悶持に行い，実施前後の身体的

変化の磁認を行うことにより，浮}J重ならびに{巻怠感，食事・

排法・醗11民などの改妻子や，体躯のi1泣かさや痛みなど10種の

自覚症状改善効果を検討した。

{対象ならびに研究方法}

浮緩や倦怠感などの身体症状がある慢性期にある患者15名

を対象とし食事・お1:7世.11垂11民などに関する情報を収集し

た後，患者 1人に対し 1回約40分間の全身マッサージを，

日を変えて計2問実施した。刺激を行った経穴は.合谷-

i翠泉・失11民・照海・三i設交の 5韓とした。また，浮種改善

の測定方法としては，マッサージの実施前後に(l)パイタ

ルサインズ測定c (2)手関節・足関節の潤関筏il!lJ定。 (3)

バイオインピーダンスを用しミた細胞内水分量と細胞外水分

しりサーモグラフィーを用いた体表面識境測定。

の把擦のための討議かさや痛み等10韓の

visual analog scale (V の測定 (6) 食事・排ìill:・ 1路l~
など経過にi対する慌i吸収集を実施し

[{命翌日的況感i
滋賀県立成人病センターの倫理委員会の承諾を得たのち，

主治医の許可を得たj記者に対し仁liifiで研究の自的・方法

の説明を行い. 1h週人のフ。ライパシーの保護，拒否・中止に

より不利益を被らないことなどを伝え，こ書:扇jにより承諾を

得たむ

{結果ならびに考察}

施術後VASで温かさが有意に高値を示したこと，体表面温

度の上昇が認められたことから全身の循環の改善が想定さ

れた。また，関節の閥閤径減少と実施前後のバイオイン

ピーダンスによる細胞外法最に有意差を認め.これにより

マッサージが浮髄改善に効染のあることを認めた。さら

に.マッサージ後の体の動かしやすさや食欲. f巻怠、感，歩

行状態の改器加えてn制恨の質の改善や使おl:i!U:の促進と不
定愁訴の改善を認めた会一方，マッサージ前後のパイタル

サインズが大きく変化しなかったことから.施術が患者に

対して強い負手五をかけていないことが明らかとなった。

[結論}

東洋涯学的手i去を用いた全身リンパマッサージは，慢性期

における患者の浮腫や倦怠感など諸症状を改苔ユし， この手

法の継続により患者のADL'QOLの向上に効果があると

考えられたc
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16)ナラティヴ論かうみる看護学実智現場におけるがん患

者・学生・教員の関{系性のプロセスと構造

紙野雪香

(奈良女子大学大学院人間文化研究科博士後期課程)

[話的}
看護学実費の実技現場を捉えるために倍々の生きる世界
に譲近し多様な現実に内面から迫ることに適したナラテイ
ヴ論を手がかりにがん治療を受ける患者・者護学生・教
員の関係性のプロセスと構造について明らかにすることを
詩的とする。
{方法}
実習現場での患者・審議学生・教員のやりとりについて，
教員のメモや学生の実習記録をデータとしナラティヴ誌
の特性に基づき次の授点で記述を行った。
1.教員〈私)も当事者の一人として記述の ~I" に現れ，私
の読点から 1人称の記述を行う o

2. 3者のやりとりの翻部が浮かび上がるよう“分厚い記
述"を試みる。
3.研究者としての私の視点から記述内容について解釈を
行う c

記述内容から. 3者はどのように諮り合い・聴いたのか，
名々の内的役界に何が起こったのかに着認しナラテイヴ
論を手がかりにした次の視点で分析した。
1.語ることによって過去と未来をつなぎ，語っている

の意味が生成される O

2. 臨床現場には複数の現実が存在し構成しなおすこと
で変化する可能性もあるs

3.諮り手と開き手によって共に鍛り出される新しい意味
や現実だけでなく，その共河生成プロセスも重視するc

記述と分析の全逸穏において，指導者のスーパーパイスを
受げながら行っ
倫理的配慮については.教員と学生時であることから，特
に研究協力への自由意思について縮心の注意を払ったc

した時点で，文家及び口頭による説明と依
頼を行ったa 研究詩的と方法.データの程、徳性と匿名性の
篠保，研究協力の有無によっていかなる不利益を被ること
はないこと.いつでも中止できること，研究終了後記録物
等は切断して処分することを十分に説明した上で持窓を得
た。また，実裂病院看護部において研究毘的や方法につい
て説明を行い，患者飼人が限定される可能性はないと判断
され研究の間意を得たc

[結果および考察}
ナラテイヴを上手なる諮られた内容や語り合いとしてではな
く，その特殺をダイナミックに捉えた視点を参考にした結
果，現場に生きる 1人工人が盟有の文!採に規定された説明
モデルをもっていることが明らかになった。そして. 3者
の関係性は，それらの文援が問時に動いている多層的な携
j設をもっていたc

また，実習現場ーであるがん医療現場;丈可能性と限界の狭
i潟で，治療や生きることの意味を意IJることが求められる場
として捉えることができたc 新しい意味は.現場を金きる
者i可士が語り合い“地者の読点をくぐる"ことを経て共有
された事実として再構築され.留有の文!採に加えられてい
た。この 3者間の関係性のフ令ロセスこそが，看護実哉の龍
麟味であり，ナラティヴ論の特性を枠組みとすること
語イヒが可能になると考える令

17) A看護大学4年次生が考えるがん患者の家族が皇室療従

事者!こ望むケア

ヱド村和也(大阪大学涯学部約属病院)

(大阪市立大学医学部前属病i淀)
阪本恵子(大阪市立大学医学部看護学科)

[EI A91 
看護学生が考えるがん患者の家談が医療従事者に望むケア

をあきらかにしがん患者の家族に対するケアに役立てるc

用語の説明(含 定義)1.がん:上定性，非上皮性を関

わず悪性経携の総称c 2.家絞:本研究では，配偶・血縁

関係を基に成立する集問。 3. ケア:悲しみや心記，不安

のある人に対する介護，世話c 手入れc

l方法]

1.研究デザイン:質的研究。 2.倫理的記慮:本研究の

参加は協力者の自由意志で，参加拒否や中断による不利設

はなく，プライパシーに記惑することを説明するc また，

研究参加のす解を紙面で得る。 3. i三頗:1)

学科4年次生のうちー研究の協力に向窓を得られた学生に

に沿った意見記載を求める。 2) これを逐語誌とし

がん患者の家族が望む事剰を抽出しコード化するつ 3) 
コード化した内容の共通性と格i毒性に基づいてクラスタリ

ングしラベルをつけ，カテゴリ…化する 4. 語部・乎

成19ij三4月~平成20:i:ド 1月。

{結果}

方法に示したとおりに実施したコ1.研究対象者;4名(女

性3名，男性 1名)0 2.逐語録から抽出したカテゴリー:

以下の 5，r立を抽出した。1)インブ才一ムドコンセント・

説明， 2)結神的ケア. 3) コミュニケーション， 4) 

者の尊重. 5)技術・治療であったむ各カテゴリーは 8

-22点のコードで構成されたc

{考察}

臨床経験の少ない学生でも，既に認識されている知見と大

きく相違することなく考えることができている。1.家族

は患者に関する状況を知 1).今後の治療の方針について，

専門家の客観的な意見を繋む。患者・家族にとって，先が

見通せないことは不安の増強につながる。したがって今後

予想される事態を事前に把握しておくことが，不安の軽減

につながるむ 2. 家族への藍接精神的なケアが大切であ

るc 家族ががんであることで，家族役割や生活に変化が生

L今後の生活・患者の状態に対して不安を抱く c したがっ

て.医療従事者の精神的ケアが必要である。 3. 家族は医

療従事者に患者へのケアを多く望む。家族は患者の苦痛や

不快が取り除かれ，不安や誕独が較減されることで安心す

るC そのため，患者への夜接的なケアの充足が意婆である。

[結論}

1.がん患者の家族は，不安軽減や今後の方針を決定する

のに涯療従事者の情報・意見を望むつ 2.がん患L者の家族

民患者ががんに苦しんで‘いることの他にも生活の変{とや

今後の不安から精神的に負担が大きく， I哀療従事者の精神

的ケアを望む。 3.がん患者の家族は，患者への十分なケ

アが行われることを望む。本研究の担界:対象が臨床経験

のない看護学生であったので，実i祭のがん患者の家族の患

いにせまることが今一浅いことは喜子めない。今後，がん患

者の家族を対象に研究を深めていく必要がある。
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18)終末嬬患者iこ対する看護学生の感情とその変化

藤井和季(広島市立広島市民病i詰)
森 一車、(大阪府立大学看護学部)

{目的]

終末i弱者護実習において，実習潟始11寺，受け持ち中.実習

終了後の終末期患者に対する感i古とその変イとを明らかにす

るc

{研究方法}

調交慰問は2007::4ミ 7 丹 ~10月 9 対象者はA大学に所属する

41fi1生で実習において終末期の患者を受け持った学生。調

まま方法は実習終了後に実習隠始時・中・後における受け持

ち患者への感情について学構成的質問紙による面接を実施

した。分析方法はJ面接で銭音したものを逐語録に起こし

実習開始時・ヰ1・後の時期ごとに整理し感情について分

類しコード化したデータをf以た感情についてカテゴリー

化しスーパーパイズを受け. f言Jl}.~性と信頼性を確保する c

倫理的記患として研究の13El9・1h去を文書と口頭で説明し

自由意思による研究協力に間意が得られた者のみを対象と

し可を得て録者を行ったc

[*i1来]
4名で王子均年齢は21.3歳c 全長女性であった。笑

習 IJfJ ~fìf同の主主~I=.の持つ受け持ち患者への感'出は吋冬末期患
向かい合うことや自分の技術への不安. [終末期患者

との関わりへの終末期，皆、者の負担や死に関する会

話への怖さ]など6カテゴリーであった。受け持ちrjlの学

生の持つ受け持ち患者への感'I'i'iは，実習IJH始時に感じた不

安などの他に{思うように肴設できない!日{力感終末期

忠者の生と死やケアにあjする務総工[患者と関係を築けて

ケアができ感謝される結しさ. [終末期患者への感謝と愛

'l'iむなど12カテゴリーであった。実習終了後の学生の持つ

終末郊患者への感情は〔終末期患者への看護実践の後海J.
〔患者と出会い学ばせてもらったことへの感謝〕，〔今後の

者護にliiJけての意欲]など8カテゴ1)ーであったc

[考察}

対象者は終末期看護の学習をしており，死のイメージもあ

ると考えられるが，終末期看護の経験のなさ，未熟な看護

技術.死に出会う機会の少なさなどによ切実習開始時には

不安，関難.怖さなどを感じていたコ受け持ち中は患者の

状態の悪イヒにより不安やI!I難などの感情が強められ，対象

者はjJj、者にとって良いことは何か考えても答えは見つから

しケアの意味が見出せずj尽力感を殺さながらケア

をしていた。しかし患者がケアを受け入れるようになり

対象者は嬉しさや充実感を持った。そして，患者に向き合

い苦しみに共感し学生の役に立ちたいという患者の患い

を感じ患者への愛情や感謝が生じたと考えられる。名越ら

(2004)は，学生は患者のために存在する者護締としての役

舗を認識することで自己のアイデンティティを発達させる

と述べているように患者に向き合おうとする姿勢が認め

られたことで対象者は自分の役割を認識し青年期の発達

課題であるアイデンティテ千の接待へつながったと考えら

れる O

19)沈黙場霞における看護学生と患者のそれぞれの患い

設絵美子，竹下万里子，佐藤友伎(久留米大学病i淀)
井口腕子(国家公務員共済組合連合会浜のIIIJ病段)

飯!1fT-矢{主1t.加悦美恵(久穏米大学医学部看護学科)

{釘的}
(以下学生とする)と患者の沈黙場阪において，

学生は何を考え患者に対応しているのか.また，患者は学

生の対応に対してどのように感じているのか対応湯船のふ

りかえりから知る。

{対象}

某看護大学4年生の女子学生6名.模擬患者(以下患者と

する)40歳代の女性 1名

{方法}

20昨年8月，余命わずかであることを知らされた患者と学

生が対応する場面を設定し対応後に学生と患者それぞれ

に対して半構成的面接法にてふりかえりを行った。録音し

たデータは，宜的締約的方法を用いて分析を仔った。

{倫理的配慮}

研究の践的.参加の有無により不利援が生じない事. ICレ
コーダーの使用，データおよびプライパシーの保護につい

て口頭と書面で説明し署名を交わした。

{主主染}

l.学生は〈患者がどんな気持ちでいるのか，その思いに

近づくために患者の気付1ちを思い浮かべている〉べ学生{ま，

余命わずかな患者に対してその状況を考慮するがゆえに，

どのように対応していいのか分からず. 1可も設えなくなっ

ている>.く学生は，その場に I~I 分は必姿であると察して患

者から発する言葉を待っている入〈学生は，今までの臨地

実習や生活体i吹から.患者にとって沈黙は意味のある時間

と捉えている〉の4つのカテゴリーに分類できた。 2. 患

者は〈余命わずかであることを知らされ，言一葉にならない

思いの患者の気持ち>. <患者は，学生に今の言葉や雰囲気

をありのまま一緒に感じて欲しい). <学生が患者の気持ち

を察してくれたことに対して熔しく思っている). <患者の

学生に対する心添え). <学生が気落ちする患者の心をつか

まえてくれた). <患者は触れることには何かあると患って

いるが，言葉にはできない). <学生に対して申し訳なく思

う気持ち〉の 7つのカテゴリーに分類できたむそれぞれの

カテゴリーを構造fヒし分析を行った。

{考察}

l.沈黙場面において，学生は余命わずかで、あることを知

らされた患者の気持ちを思い浮かべ， 自分の対応に迷いな

がらも患者に向き合い，患者から発する言葉を待つという

対応をしていた。 2 沈黙場面において，余命わず、かで、あ

ることを知らされた患者は言葉で表すことのできない気持

ちでいるため，学生に対してありのままの言葉や雰間気を

受けとめて欲しいと感じてい
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20)代替監護を受けるがん患者の思いーエネルギー治議を

受けている患者の場合一

緒方昭子.土産八千代(宮崎大学医学部看護学科)

[0的i
日本ではがんの代詩医療が実施されている医療路設はまだ

少ないが，代替密療のひとつであるエネルギー治療(スピ

リチュアル・ヒーリング)を行う入院続には全留からがん

患者が集まっているc なぜこの患者たちはこの治療を選ん

だのか，この患者連の患いを明らかにすることで代替医療

を受けるがん患者の心涯を理解しがんJ患者が求める

を鳴らかにする。

{研究方法i
AI哀 i淀通説中のがん濯、考10名に 1 人30~60分の半構成面接

を行い逐語録を作成し環代医療ではなく代替医療を選択

した動機や，現代医療に対する思いなど関連するものを抽

出し患者の患いを分析したコ倫理的自己癒 :A医師の承諾を

得た後，患者偲別に研究の目的を説明し義rrっても不利益

がないこと。会話を銭音することっ研究以外では使用しな

いこと。使用後のテープは確実に処分することむ

を行うこと等をト分に説明し閥窓舎を交わし

{結果]

エネルギー治療を受けた動識は. 9名が家族の観jめやi可じ
がん患者向ごとの情報交換によるもので¥ l名がインター

ネットで自ら保していた 10名中 6名が手術などの治療後

に代終医療を受け. 4名が初めから代替医療を受け，その

内2名は各殺の代務医療を受けたあと

けており，がん忠i者はサブリメントなど高額の費用を

していること。がんになった理由を求め治療を探したこと

が諮られた。残り 2名は現代陵学に関する不器惑があり初

めからA底部の治療を受けていたc 現代医療の治療経験の

ある対象からは I人情iの生活ではないJ など拭がん剤治

療のつらさや. ~主婦・看護師の f痛みはどう?Jとの関い

かけで;忠れていたおみを意識するという語りが開かれ，医

療者の言葉かけが患者に苦痛を与えていたことがわかっ

た。また，がん治療を受けた 6人中 S人がA医i誌は f居心

地がいいjと{むの病院との遠いを諮っていた 10名の対象

にとっては，家族ゃがん患者向士の連携・協力が大き

えとなっていたむその半面，代詩i部長など治療の選択にお

ける者設の役割不足が見えてきたむ

{考察]
看護締の代替医療に対する認識不足が指摘されており.患

者が求めたときに若議総は患者に遊切な助言をすることが

できていないと思われたな医療者と患者の間には受け止め

方に護が生じるため発言には十分な記長室が必要と考えられ

た。家族ゃがん患者同士は自分のことのように，ありとあ

らゆる治療に期待をかけ患者のために情報収集をしてお

り，患者は支えられていると考えられた会ほとんどの対象

がA仮説が語心地がいいと感じているのは，援郎も者護側j

も患者の家族問様の関わりをしているためと考えられ，が

ん，患者の看護においては，このような居心地のよさを感じ

る対応、と家族も含めたケアを心がけることが求められる。

21)高齢者が死に諮るブ巴セスの特徴的パターンー癌!こa寵

し死にき三るプロセスー

)11 (国捺毘療福祉大学院1専士課程保健医療学専攻

罷療福祉政策学分野)

湯沢八江(国時医療福祉大学院)

{研究話的}

本研究の話的は高齢者が絡に援患し死に至るプロセスの

や:こパターンとして捉えることのできる特設を見出すこと

であるc 子世代の視点を通して死のプロセスをみること

で，高齢者にふさわしい医療のあり方.多死i時代を迎えた

i妥療機関の方向性を示唆する。

{研究方法i
1.務査対象親を者絞った経験がある可詑性が予i泌される

の子世代男女600名。 2.詩f/;jJを方法務査協力の承諾

を得た対象に設問萩と返{言用封誌を配布し郵送での返送

を依頼した台設問内容は，享年，死i瓦死亡場所，

関，介護の大変d.介護状況，殺の最期に対する印象，

取り i玄後の感情，殺が死に吏るまでの経過〈字数ffiIJ[設なし
自由形式λ などである o 3“会問答17Uの中から癒に，罷思

し死に至ったケースを取り上げ考祭した。

{結果}

1.[弓答者会数312名.男性70名 (22.4%).女性230名
(73.796). 1!張問答12名 (3.896)0王子均年齢63.9歳っ留答例

643開令笈関紙実施の対象者は子世代であったが，本研究

ではi滋答から得られた死亡した親についての結果をケース

とし総数は312向。男性182名(58.3%)，女性130名付1.796)c
平均三五年75.8議cうち，癌に寵恋し死に至ったケースは96
鰐 (30.7%)であった。 2.癌;こ援足、し死iこ至るプロセスに

はf痛にJ管是認、し癌を死i双として病践で死亡するJrfJおに議患

を死閣として在宅で死亡する I療に議怒し他の疾患

を護接死関として病i誌で死亡するj同むに擦悲し他の疾患

を夜接死践として在宅で死亡するjの4つのパターンがあ

ることを明らかにしそれぞれの特殻を見出し

{考察}
となったとき本人またはその家族が治療法や治

療湯舟?をどのように選択するかは，残された時間の設を大

きく左右するc 本研究における結果では，在宅で死亡する

パターンに高齢者本人の生活の質が保たれていた報告を多

く待たc 婚にJ搭:患し死に至ったプロセスの在宅死の割合

は. 1むの疾患とよと絞して低く 23.9%であったが， この

は家族，本人の意思しだいによっては在宅での看取りが可

能であることを示す数字でもあるC このことからも夜宅死

への移行が望ましいと考える。 1玄療従事者が，

隠する死のプロセスの情報を的確に把握し高齢者とその

家族を身体的・務神的・経済的に苦痛や無獲のない白熱な

くことは.専門職としての重大な玄務であると

える。尚，本研究は平成17年度在宅医療助成勇美記念財団

から湯沢八i工が助成を受けた研究の一部である。
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22)喬年期号掬躍患者の思いに関する研究

j疫透充広(旭川医科大学病院)

服部ユカリ(旭川i歪科大学)

i目的]

骨肉腫患者の好発年齢は.青年期にあたる Q また発症数は，

2006年において全国総数で162例，うち北海道では11例と

非常に少ない。大腿骨発症が一番多く，下般に障害が残る

事が多い。青年期骨肉騒患者とその家族のQOL向上を目

指すより良い看護擾助を構築するために，骨肉腫患者とそ

の家族が体験によって抱く思いについて明らかにする O

[研究方法}

A病i淀に入i涜・通i夜中の青年期骨肉腫患者とその家族を対

象に.面接ガイドラインを用いて半構成的面接を官ったc

j境問は2007年 8月から10月G 研究の目的や方法を説明し

参加への自由意志.参加・不参加が治療や看護等に影響が

旅いこと，参加途中での中断が可能な事，データの澄名性，

データ管理の徹底を文京と口頭で説明し著名を得た。面

接内容は，参加者の用意を得て銭音したc 本研究は， A大

院倫理委員会の承認を得た。会ての会話を逐語録に

し Krippendorffの内容分析に基づき分析した。内容分析

の妥タ'If1をおめるために，研究者とスーパーパイザー 1名

で内容の照合を行い.一致するまで討論を行ったc

{紡糸]

1.内容分折の信頼性を示す一致率は92%であったc 2， 

j品者は女性 1 名.男性 2 名で\20~21歳であったc 独歩が

1名.装兵袋務で歩行が 2名，転移{ま 1名であったc

STAHま.全部おいて30~70パーセンタイルであったふ 3 ，

jよi、者の家族は母親が3名.父親が 1名で， 45~56ti茂であっ

た。 4，青年期発症の'討・肉JI長患者の忠、い以下[ )は. カ

テゴリーを示す。〔病気体験を内省し，生きるほこを見出

す) [事rrたな発達課題に取り総む) [殺への依存と独立のバ

ランスを保つ) [サポートを疾患受容に生かせるよう成長

する) [発達課題達成の爵雑感) [疾患・合併症と闘ってい

く苦悩 5，家族の思い〔病気体験を内省し子供の疾患

を受容する) [殺役割の蒋認識が間病意欲を支える) [家族

で協力し合い疾患受容に取り組む) [サポートを疾患受容

に生かすJ[子供への疾患受容や成長に対する働きかけ〕

{考祭]

患者のカテゴリーにおいて特数的なのは，全てのカテゴ

リーにおいて成長・発達に隠速していることであるc

;国の忠者にとって，発達課題に加えて疾患の苦悩は大きな

問題である C しかし青年期の患者が，疾患擢患を自らの乗

り越えるべき問題という価値観をもち成長・発達の機会と

して対処することが，疾患受容を促進すると考える O 家族

のカテゴリーにおいて特徴的なのは，患者の疾患擢患を自

らの体験のようにとらえており，そのため家族も疾患受容

の努力をしていることである C 家族で、協力し合う体i!1!Jが，

家族の疾患受容のみならず.患者の疾患受容や成長・発達

を促進すると考えられる。

23)慧J性骨髄性自由病の疾病の受容かう蓑護を考える

藤本樹実.石倉有由美，小島縁，横井正予

(滋賀県立成人病センター)

{臼虫色}
急性令官i日l:自d丘病 (AML)は突然の病気宣告・入i淀・治療
となることが多し、。今閥AMLの忠者に，入筑波後より泣
き叫ぶなどの混乱状態の場耐が多く見られた察側の適応状
i兄をう3斗斤し，者d~1袋を考える c
{研究プ王法}
一一事例による質的研究。 AMLを発疾した女性(以下人氏と
する)の入院か11療場関より分析する。分析.入院経過中の
場面をカルテからの俗殺をもとにロイの適応モデルを使用
し分析する。[1命工史的資己l選tJ当施設の倫理委員会の許可を
得， A氏に研究発表以外に使胤しないことを説明し者:凶で
向窓を得た。又情報の取扱いは夜、後絞守とし徹底を毘っ
守、

， ~O 

i経過]
表 l

入決呂主主 i 

200X;!'干7つ
翌盟主目お

7白日

35 EI日

6Hl日

95 B日

97時日

10 1111 

391J [1 

43日日

i.i日目

日古来]

AJ王の動

交際線入国

看護側は人氏の訴えに対しそのつど付き添いや傾聴を行っ
てきたが， ;11行行動は一倍強くなったo ，也、殺は，治療が進
むにつれ「不安だから付き添って看護婦さんが居ると安心
するj という言動がみられたこ
[考祭]
退行行動が一層強くなったのは，化学療法の副作JlJによる
身体的資痛が強い時であった。それは，“今までの自分で
なくなる"“元の状態に腐れないかもしれなLゾ“死んで、し
まうのではないか"という不安による死への恐怖からくる
ものと考えられる。そのため，死を迷想させる話題は避け，
肯定的な表現を使い，対応していく必要がある。さらに，
1101議という縞離された環境が，より孤独感・恐怖を増強さ
せ，一一路退行行動iìt~m くなったと考える o A氏は重要他者
とのバランスが不十分なため，看護r.mを新たなサポートシ
ステムとすることにより，安心感を得ている。者諮fliJjはサ
ポートシステムを機築させるために， A氏と約束をするこ
と，複数での受け持ちとし体制を整えることをカンファ
レンスで話し合う。又，臨床心理士も含めたZ医療者仁重
要他者との話し合いの場を持ち，みんなで支えていかなけ
ればならないこと，お互いのサポートシステムの仕方につ
いて，理解・共有していくことが必要であるc
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24)放射線治療中の頭頚部寄患者の食生活における鴎難と

対処

水木香識，長;毅i盗美，野上't党子，奥野寿恵子，荒俣文窓

(富山大学的属病院)

[EI的]

早期の頭頚部綴に対して，放射線治療は有効な治療法の 1
つである O しかし副作用として出現する日控やJl間接粘説

及び皮!替の炎症症状は，患者の食事摂取を爵難にする大き

なj塩害関子となっている G 本研究の呂的:之放射線治療や

の頭頚部痛患者が体験した食生活にi惑する留難とその国難

に対する対処行動を明らかにし必要とされる看護援効に

ついての示唆を得ることである

[研究方法}

本研究は，半構成的インタピューを用いた紫的埼約的研究

であるc 対象:退去5年間に頭頚部癌の診断で放射線治療

を受けた患者ア名方法:データl立学機}主的インタピューに

よって収集し患者自身に放射殺治療の副作尽による

i設の国難な体験を語ってもらったc そのデータを

rNarrative ResεarchJのカテゴリカル内容分析を応いて分

析した。1:命渡的記長室:研究対象者に本研究の主旨を文書と

口頭で説明し文書で同意、を得た。また対象者のプライパ

シーの保護と参加中止の取し出があった場合も対象者に不

和議が生じないことを設し

{卒者采および考察}

設射線治療の説作用として.食行動の沼環tを体験した対象

者たちの語りを内容分析した結果 5副作用による食事摂取

調幾への関惑食への執務に起揺する苦痛緩和への対処

自己管理への窓欲jの3つのコアカテゴリーが総出

された。コアカテゴリーはそれぞれ2~3 のカテゴリーで

構成されていた。鼠1作用による食事摂取出難への

は「遂行する創作沼による苦痛jと f食事摂取関難による

鴎惑jから成り，口内炎や口腔i勾乾燥，味覚i怒害などの苦

痛により，食事摂取がaI難となった現状に戸惑っている体

験が含まれていた。看護簡は苦痛緩和の手設を提{共し食

事摂取出来ないという菌惑を怒解する立場で関わる必要が

ある o 食への執着に恕留する苦痛緩和への対処行動jは

「食べることへのこだ、わりJ苦痛に対する対処行動Jr食事

摂取の工夫jから成り.食べることへの強い意志と，その

ための苦痛緩和への績極的な絞り組み，食事形態や味・温

度などを工夫するなどの体験が含まれていた。者護自前は患

者の「食べたいjという意欲を理解し食べるための工夫

を共に考え.NSTとも協観iし患者の対処行動を支えていく

必要がある。;自己管理への意欲jは f他者への関心サ

ポートの活用jから成っていた。同病者への関心や共感.

家族・医療者・間病者との情報交換や励まし合い，時間の

患者を支える患いが自己管現意欲を高揚させていた。

師は.患者を取り巻く人や環境をコーデイネートし.皆殺

ニーズに応えながら患者が自己管理意欲を維持できるよう

に関わる必要がある

25)ー殻鶏榛におけるがん性疫痛の除籍率の向上iこ関する

研究

議村真澄(関立がんセンターや央病院)

高橋由美(神戸大学病読)

i湾問淳子(日本赤十字広島看護大学)

{呂的}

がん性終議緩和ケアに必要な知識と適切なアセスメントの

判断根拠が明らかになり，者議実践に導入している毅和ケ

ア病糠では，がん患者の除痛さ容は80%に向上しているc し

かしながら，ー殺病棟の除痛率;対%0%と設く徐痛率向上

に奈っていないc 一段病棟の看護締は終痛緩和ケアの知

識・アセスメント能力を護持できていないか，実践できな

い要因があると考えられる。そこで，一殺病棟における終

痛緩和ケアの知識・アセスメント能力の認識度と，その獲

得が関綾な要因について検討した。

{方法]

感性腫痕末期患者が入院している一段病綴に勤務する

師90名を対象とした。がん性柊痛毅和ケアの知識とアセス

メント能力を自己評価してもらい，その護持が困難な婆践

を<偶人><学習環境><病院組織>からお項8を

し 5段階評定尺度を用いてアンケート調交を実施した。

さらに不足している知識を線認した。対象者に.研究の

時的，方法，プライパシーの保護などを記した書面をアン

ケートに添付し間3まは圏収絡への投磁をもって了承とみ

なした。

{結果]

関I1又率は80%(72名).有効問答率は98.6%(71名)であっ

た。知識の十分・不十分は53%・47%. アセスメント能力

の十分・不十分は60%. 40%の隣答があった。

O~l 年41:t. 2~4 年23名. 5~1O年27名. 1l~35年17

名であったc 経験年数が少ないほど，知議・アセスメント

能力不足を認識していたが有意義はなかったc 接持国難な

要因として<病1:完経験>が有意に高く. 2:f手話以上は強く

し. f1客泌毅和ケアだけに従事できないJ医療スタッ

プとの{官報交換が不足jが高得点であった。その地<綴

人>では f経験年数不足ふ<学習環境>では fスタッフか

ら知識が縛られないjが高得点であった。一方，知識・ア

セスメント能力不ト分と関答した考は経験・持部・会議な

ど個人的要毘を強く感じていた。不足知識は経験年数に関

係なく築学的知識の不足があった。

{考察}

一一絞病棟の看護摘は，がんi性雪主:1終客痛緩和ケアの知識とアセス

メント詑力不足を半数以上が認

に不足感;はま解;消自するものの.一段病棟では様々な疾病の患

者が入院しがん患者以外の学習も必要になる C また，在

!泣日数の短織に伴い.終痛緩和ケアに労力を費やすことが

関難と考えられる。このような…絞病擦の特性が，知識・

アセスメント能力獲得困難な要国に<病院総識>が高得点

を示したと推察される。また，個人的姿国では学習環境を

整えれば解決できることが多い。一般病棟で除痛率を向上

させるためには，業務の効率化と接続化を図り持関を確保

するG その中でカンファレンス活用や他機種との連携を罰

札薬学的知識を充実させるなど組織的な取り組みが重要

であることが示唆された。
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26)一殻病擦でのデス・ケースカンファレンスで生じる看

護師の患いの検討

片山現恵(和歌山県立注科大学的属病院 10階東病練)

武用百子(和歌山県立医科大学保健看護学部)

{目的}

デス・ケースカンファレンスをおこないながら.受持ち看

護締のストレスや者護締がネガ、ティブな思いを持っている

もではないかと感じたc そのため，今閣は一般病棟でデ

ス・ケースカンファレンスをおこなっているときに感じる

看護師の思いを明らかにし今後のデス・ケースカンファ

レンスのあり方を考察することを 8的とするC

{研究方法]

一段病棟に所属する看護締でデス・ケースカンファレンス

に参加経験があり研究に伺意し参加してもらうことがで

きた者護部4人を対象とした。方法は面接者，記録者2人

で出接しデス・ケースカンファレンスでの看護締の思い

を11'心に諮ってもらった。同意を得られた看護部にはボイ

スレコーダでの録音をおこなった。記録，録音した内容を

こし対象者が語っている共通した内容を忠

に演会討しKH去にてカテゴリー化した。カテゴリ -1とす
るさいには，安当性を高めるために研究者間で検討を繰り

返したっプライパシーの保護，自由意思での参加.開若;撤

回の I~J はl，面接での発言内容によって業務上不利益な扱い
はされないこと.データの転Jflはしないことなどを対象者

に説i列し問怠を待たc

{結果]

デス・ケースカンブァレンスに対して語られた内容を分析

すると下呂う事 'l.lfJく事で感じる安心感j子h'i械や感'I'llfの共

有J受持ち看護部のストレスJ若設の振り返りH看護の

詐他jJr今後の課題Jr行動につながらない(不消化感)Jと

いうカテゴリーに分類できた。感情につながるカテゴリー

は f言う事・開く事で感じる安心感Jr情報や感情の共有j

f受持ち看護締のストレスJr行動につながらない(不消化

感)Jであった。「行動につながらない(不消化感)Jという

カテゴリーは，看護を振り返っても次の患者に生かせてい

ない.行動に移せていないのがつらいなどの発言内容で

あった。

{考察]

デス・ケースカンファレンスを実施したことで.自分のお

こなった看護を言い合えたり，他者が考えたことを開いた

りすることでお互いの看護や考え方を共有できていること

がわかるc デス・ケースカンファレンスでの共有から，看

護を振り返り.評価し課題を見出すプロセスであることが

わかった。 r行動につながらない(不消化感)J と感じる看

護締は.プロセスのなかでの課題にたどりつけていないc

行動につなげることができていないと感じるジレンマは倒

人の看護観や死生観，人生観の発達の段措で、生じる葛藤で

あるのではないかと考えられる。デス・ケースカンファレ

ンスのあり方としては，今回のようなプロセスを経ること

が必要であり，そのためには看護締が f安心感j と惑じる

ようなカンファレンスをすること，経験のある看護師のモ

デルが必裂であると考える。

27)デスカンファレンス実施が署護師に与えた影響

1B井智子.大賞恵子.遠藤睦美，青木恵美，橋本紀子

(神奈川県立循環器呼吸器病センタ

{はじめに]

患者の死を表取った後.者i装飾個々が何らかの形で気持ち

を整理し者設の過程から実施した看護を意味づけている

のではないかと考えた。デスカンファレンスを実施し語

られた内容から今後のあり方を検討した経過を報告する C

[研究目的1
1.デスカンファレンスの内容から看護師が感じているこ

とを明らかにする。 2.看護帥のグリーフワークとして有

意義なものであるのかを明らかにする。 3. デスカンファ

レンスの課題を明らかにするc

[研究方法1
1.研究対象:病棟勤務看護師20名 2.研究期間:平成

四年5月~平成20年2月 3.分析方法:デスカンファレ

ンス内容及び実施度後の感想、についてアンケート施任。共

通する内容からカテゴ1)ーを抽出し分類 4.倫理的配繕:

個人が特定されないよう全ての行程においてその取り扱い

には十分注意し配惑する皆を説明し了承を得た。

{結果および考祭i
分析の結来.r関わりの中から生じた患者のf闘を尊重した

行動H気づき r力不足や戸惑いと経路Jr看護蹄が感じた

家抜の様子Jr終末期看護に関する今後の課題」の 5つのカ

テゴリーが抽出された。 振り返りにより，自分の言葉や関

わり方ひとつで患者に影響があることに気づいた。これは

看護側が発する言葉や表情，行動が患者へ敏感に伝わり，

それが苦痛緩和iにつながることや逆に苦痛につながってし

まうことを待機認していると考えられる C デスカンファレ

ンスを行ったことで者謀総が感じていた患者との関わりに

対しての苦痛や思いを言えた場面があった。このような思

いを表出する場がないと，力不足や戸惑いを感じ，無力感

が続いてしまうことが考えられる。また患者が死に向かう

までの過程についての患いを話し共感や共有することは，

看護師にとってのグリーフワークとして意義のあることで

はないかと考えられるO 看護部が感じた家族の様子と終末

期看護に関することでは，看護師は，かつて患者や家族が

病気や治療に取り組んでいたことや家族は患者に近い将来

死が訪れることを受入れつつ状況に絞り組んでいたことを

思い出して諮っており.患者や家族との毎日の関わりの1:13

で，家族の看取りの支按をしていたといえる。デスカン

ファレンス実施により，看護締の思いを話し共有するこ

とにより.他人の死生娘に影響を受けていることが考えら

れるc そして綬数年数にかかわりなく， 日常の肴護を振り

返ることで，看護鮒iの学習の機会になっていると考えられ

るc

{結論;

1.デスカンファレンスにより，力不足や戸惑いと疑問に

ついて気持ちが整理され次の者設に活かそうとする前向き

な変化がみられた。 2. デスカンファレンスは，看護郊

にとってグリーフワークとしての役割を来たしている。

3.看護師間の学習の場であると共に教育的意味が存在し

ている。
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28)看護学生の皮下投射・採血における手袋のピンホ…ル

発生率とその要鎧!こ関する研究

江藤裕之(熊本大学援学部付属病院者護部)

東サトエ(宮崎大学院三学部審議学科)

{目的}

医療現場では，手袋装着による看護技術の提供が増加して

いるが， ピンホールの発生要協と予防法の解明は十分で、な

L 、。本研究ではどンホール発生鵠査と装着前後のアンケー

ト調査を行い， ピンホールの発生状況と要因を調査し感染

予防の親点から改議方法を明らかにすることを毘的とす

るむ

{研究方法}

1.対象 :0大学民学部看護学科2年生61名(有効対象者

60名)で，手袋装着法の議義と実際，皮下注射・採血の議

とモデルiiii習にて技術を学習した者。 2.調査方法:指

7名による授業の一環で， 6丹7自のモデルの上!誌に

対する夜下注射(以下モデル皮下と絡す)の技術テスト，

6月14日の人体への皮下注射{以下.人体皮下)，次の設業

i汚濁で行った採lfll.に能用され剖)1又した手袋，計360枚を用

いたc ピンホール爵査は空気注入j去により線認を仔ったc

手袋は]IS競絡で統一し環境条件を一定にして行った。ア

ンケートは練習語数，装着前後の手洗い・援助技術終了ま

での動作の 3カテゴリーから10の賓待]項日を設定(掠遁iで

は2項目追加)し謁去をしたc 双方の識変結果を連結d-tt， 

x2検定(期待度数が5未識ではブ千ツシャーの正確確率

を尽いて潟係性を見出した{有意水準 5%未満を採

択人 3. 倫理的記慮:本研究の趣旨と共に，自由意志によ

る参加でありプライパシーは謀議され成総とは無関係であ

ることを口頭及び書面で説明・同窓を得たっ

[結果}

ピンホ…)v発生率は全体で6.4%(360枚仁1323枚入モデル境

下で8.69ら(116枚中10枚)，人体皮下で5.0%(122枚Iド6枚).

採血で5.7%(122枚中 7枚〉だ‘った。発生部{立は指先と手

首で68%071照12511間)を占めたっピンホール発生とアン

ケート結染の掲速は，ピンホールと練習出数について少な

い群と多い群に分け発生数の差異を検定した。結果，人体

長下では少ない群に3.3% (30名!:T1名人多い群に21.4%
(28名qJ6名)のピンホールが確認されビンホールは多い

苦手に有意に発生していた Cx2=4.469， df= 1， p<.05)c 

多い群はモデル皮下の箆の技術が合格器内であり終了後に

教員からの指導を受けた者が少なく，逆に少ないi出土技術

の修正のため指導を受けた者が多かったむ

{考察i
装若i湾問30分以内の短時間の看護技術で、も針や爪などの摩

擦・圧迫からどン*-)レが発生することが様認された。ま

た先行研究でどン*-ルはウイルスを容易に通過させるこ

とが明らかである。故にCDCガイドラインに沿った前後

の手洗いが;極めて重要と言えるc 爪の適切な保持議底も感

染予防の観点から留意すべき点である。今関，練習が多い

者でも合格圏にあり.教員による{同部指導の議会がなかっ

た者にはピンホールが多発した。したがって残された自己

の問題点と理由を窓殺した練営を積み重ね， より的篠な技

術を習得することが主主要と考える。

29)排濯物処理時の訪護異装麓の定着をめざして

荻原裕子(宝塚市立錦段看護部)

{目的}
怒形外科の特徴として，手術前後および保存続法図的での
床上安郊の患者が多く，日常生活動作の援助が必要である。
その中でも排淡行為に関する看護媛防が多い。おl:i食物処理
時の取り決めとして.スタンダードブリコーションに沿っ
た防護兵(エプロン・マスク・手袋)務用が必姿であるが.
徹底でさておらず，務護締の窃衣が汚染している可能性が
ある。 妨銭其裟妻子の定殺を~るため，アンケートを行い装

着できない姿留を明らかにし改幸子策ーを実施したためここ
に報告するぐ3

{研究方法}
1.対象毅%外科病棟看護部23名
之倫理的援己犠 本研究の趣旨及び方法・アンケート結果
は協力対象者が特定されることなく処理し研究以外で使
用しないこと・アンケートに答えることは自由主主志であり，
舷窓による影響はないこと・前後の行動についての比絞を
行うことを文容と口頭で説明し承諾をfzfられた対象者{こ
実施
3. 方法 1段i縫.アンケート諮交を実施し防護兵の装
務家と装者できない妥協を把握 2段階:改議策の尖施
3設i洛 :3ヶfj後アンケート潟査を実施し防護手Lの袋五資
家をま包接

{主主巣]
アンケートは，対象者会員が間幸子している
防護災が装穏できない妥悶
. j立i鈴iである
-忙しいため裟若ずる持jiJjがない
・必要11糾こ r~ぢ幾Jミーがない， など
改装策
・病棟内・感染管理認定者謎師による勉強会の実施
-床上排淑}~、殺の床顔合に各開設兵が一度に設援TIJ 告をな
ラックを設泣する
・1友i二拶Filな介助i待はIi;li護兵を装着しそのまま排討を物の処
理さを行う
・米装務11おま. スタッフ間二台で指織する
.各自の意識の変革
防護兵の装着生存
アンケ…ト前と改議策実施後を比較しエプロンは約90丸
マスクは約60%向上し手袋はアンケー i、前からほとんど

していたため 4%向上した。防護兵の全体
の袋務嘉手は約 2絡になっている。(アンケート前43%→改
議策実施後93%)
{考察}
対象者は汚物処域特にi防護兵を裟若しなければならないこ
とは知っていながらも装着できていない。正しく防護兵が
装若できていなければ.排il!J:物での媒介の機会となり交差
感染のリスクが増える G なおのこと防護兵の装務が必姿で
あると考える
今民改善策を実施したことにより窓識の変革と環境を設
えることができ.その給条，装着E容を向上させることがで
きたと考える。そして，その中でも視党的に印象を訴えた
エブロンの装着率を1l辺白のアンケートより約90%向上さ
せることができたc しかし防護兵の定務には至っていな
いため，引き絞~定務化に向け関わっていく必要があるc
{給議}
紙荷アンケート龍王をを行うことで.姿偲を調資でき，それ
ぞれの要因に対する改議策を実践することで，防護兵の装
着率の向上を図ることができた。継続的研究であるため.
引き続き定期的にアンケート・意識付けを行い，新たな改
議点があれば実施し感染i勿11二{こ努めていく。
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30)結核患者を持つ家族支援クリテイカルパスむ見直し

とパンフレットによる指導に取り組んで

平塚箆，板11J美恵子，村山政恵，室開恵子，近江谷留史子

(独立行政法入国立病院機描盛岡病!淀)

{はじめに]

当病棟では平成15年から結核患者に入誌から退挟までの期

間，クリテイカルパス(以下パス)を用いて看護を行って

いる。その中で. 39歳の結核患者の家族で結核に偏見を持

ち，退院後の受け入れを拒否し，患者の持ち物を処分する

等の問題が発生した事例を絞殺した。そこで入院中より患

家族に正しい結核の潔鮮をしてもらい， :IE!I淀後も確実

な総菜の継続支援が必要と考えたっ今回パスを見直しパ

ンブレットを作成・指導することで家族の不安が軽減され

る予を羽指した。

{研究方法}

期 1111: H19.5.l ~ 10.31対象:結核患者 11名とその家族

病掠スタッフ14名，保健師3名研究方法 1結核患者の家

JJ良薬支援者舟けにパンフレット作成し開き取り・ア

ンケ…ト調査を行った。 2r羽き取り・アンケート裾査から

内容の分析・検詩を行った。

{倫理的自由選}

プライパシーの保護には光分注意を払い，研究を進めて行

くことを説明し同意

[結采1
l.患者・家族の反応1)結核に対し偏見はほとんと守なかっ

たっ 2)疾患や対応には疑問を抱く家族が少なかった 3) 
長期入院患者の家族からは病i誌に{モせているから不安;主張

いという発言が1mかれたo 2. 1芸能flmによるアンケート調

査の結来い{抑制活への質問では.生活に関する只身体的な

質問がされているc 2)退院後支援やサービスに関連した

司王を疑問に持つ家族がいる。 3)薬や食器・布団の取り扱

いについての質問が多い。〔考察〕 森山氏は1) 1わが簡

での「患者パスJの有効性と悶様に患者・家族を教育し

自立において支援する苦手はゴールの達成やリスク閥避に最

も寄与するjと述べている。結核患者・家族に正しい結核

の知識を理解して貰い，結核に対する偏見を取り除く為の

援助を行うのは看護締・保健部の役割であるひそして，ス

ムーズな社会復帰の手助けをするためには入院中から家族

し疾患の理解，退i淀後の生活上の注意点について繰り

返し説明する事が大切で、あるO 指導する時期も家族が知り

たいと }~t うタイミングを把握する事が大切である。

{主主命}

1疾患の正しい理解の為の家族指導の大切さを再認識し

た。 2家族に正しい理解をして貰うためには保健師との連

携が必要である o 3家族が知りたいと思うタイミングで指

導する事が大切で、ある。 4退院後の服薬支援が家族以外の

場合があるため，知識・啓蒙活動は患者?を取り巻く社会全

体に必要である O

31)感染予防に向けた高齢者への手洗い指導の効果

山本恭子([議出学留女子大学人間健康学部人i弱者護学科)

安井久美子，茅野友笠，鵜部和i告(兵庫県立大学者護学部)

{目的]

昨今，ノロウイルス感染症やインフルエンザ、などの市井に

おける感染症の拡大が問題となり注呂されている。そして

免疫力の弱い高齢者では特に感染予紡が重要であり.ワク

チン接種の他，手洗いやうがいが推奨されている。本研究

では高齢者を対象に手洗い指導を行い，その指導効采を明

らかにするとともに高齢者の特鍛をふまえた手洗い指導に

ついてf食言すした。
[方法1
l.地域の健康教室に来られた高齢者に強制力が働かない

ように記慮のもと研究の趣旨，協力内容等を説明し開窓が

得られた20名を研究協力者とした。

2. 指導方法:感染予i坊における手洗いの必要性について

説明し手洗い方法を示したポスターと実演により，石け

んを泡立てて洗い残すことなく譲り合わせること，すすぎ

を充分に行うこと，余分な水分は充分にふき取ることを説

明した。

3 指導効果の測定:研究協力者には指導の前後に市販の

液体石綴(ミューズ零)を使用し手洗いを行い，ペーパー

タオルで手をふいてもらった。そのi祭lこf手のひらJr手背

円旨際陪i音部rSJr吋2旨先rI勾ヨ
かどうか.およびすすぎと手指乾燥について観祭し確実

に出来ている場合を 2点，少しは出来ている場合を 1点，

出米ていない場合を ol.(として評価したc またペーパータ

オルの使用枚数を記録した。

4.給采の検定:む.vilcoxonの検定およびカイ 2釆検定で

行ったc

{結果}

手洗いの詳縞点数の平均値は「手のひらjでは指導前1.90

から指導後2.00.r手背部J1.60から2.00，rt善指j部J1.15から

1.75. r指先J0.70から1.65.r母指J0.60から1.80.r手苦J
0.20から1.35.rすすぎJ0.75から1.70.r乾燥J1.25から1.90
と指導前から点数が高かった f手のひらJを除いて存意な

増加が認められた。また，指導前について石鹸をつけてい

るときに「手のひらよを確実に擦り合わせた人の割合が

90%. r手背部J(ま60%，r指j淘部jは45%.r指先(ま15%.

f母指jは10%.r手笥J(ま 596であ 1).すすぎや手指乾燥

を充分に出来ていた人はそれぞ、れ20%と25%であった。し

かし指導後は改善が見られた。ペーパータオルの平均使沼

枚数も指導前1.05枚.指導後1.85枚と有意に増加した。

{考察i
今悶の指導では手洗い手JII~(のポスターを使用して洗い残し

やすい部{立を説明しながら注意を促しすすぎや乾燥の重

要性を説明したことで，指導後の改議が見られたのではな

いかと考えられ，高齢者に手洗いを推奨する場合には具体

的に有効な手洗い方法を説明する必要があると考えるつま

た，水の冷たさや，ペーパータオルに対してはもったいな

いという意識についても配慮が必要であった。
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32)精神疾患患者を支える家族員の批判的態度に関する思

果関係の分析

i滝本:rlli紀.臨方弘子
(香川県立保健医療大学探健医療学部看護学科)

茅尿路代〈済生会総合務総)

i度主喜久美 (1湾Lll大学大学説保態学研究科)

[0的}
精神疾患患者(以下，患者)の家族員;え多様で大きな生

活上の負担(以下，主主r6毘難度)を扱えているc 生活国難

度は，ストレス反応として家族畏の不適切な問題解決行動

である批判的態度として表出されるむ本研究の自的は，患

者に対する家族員の批判的態度を緩和するための看護実践

の基礎資料を得ることをねらいに，ストレス反吃、としての

批判的態度に影響する要閣について検討することである。

{研究方法}

家族長の価値観が先行要国となり，生活協難度やストレス

対処行動を媒介変数として，ストレス反応としての批判的

態援を規定するというストレス理論に基づく国果関係(刀、

下.関泉モデル)を想定し題泉モデルの適合皮をパス解

析で検証したc 対象は，中出i沼盟盟内の各家族会に参加す

る器材lJ漆害者家族会会員のうち，諮査協力が得られた197
名としたc データ収集には由記式費j湾紙読資i去を用い，分

析は問答に欠損値のない150名のデータを用いた。調査に

捺し締III大学1*館学研究科者護学専攻倫理審安委員会の

承認を得た後，精神障害者家族会連合会事務局長または家

対象には研究目的と方法，参加は

自由窓忘であること，参加の有無によって不利益を受けな

いこと，情人情報の厳守，題答をもって参加への伺窓と判

断することなどを書凶で説明した。

{結果}

生活関難度とストレス対処行動の各下{立た!支を単i副議分析

した結果，生活閤難度と課題{愛先対処行動ならびに回避援

先立す処行動との関に関連はなく，生活関難度と

処行動に調達があった。そこで，患者受容は生活E自殺授や

鵠緒{菱先対処行動を媒介変数として批判的態度を規定する

国来モデルに修正した。この爵果モデルに患者受容が夜接

的に批判的態度を規定するパスを追加した結果.X2 

0.61. GFI = 0.99. AGFI = 0.98. RMSEA = 0.00であり，全て

の適合度指援が統計学的許容水準を満たしモデルはデータ

に適合した。そして，生活困難度の分散の34%が患者受容

と罷緒縫先対処行動によって説明でき，批判的態!支の分散

の47%が患者受容，情報譲先対処行動寄宿難度によっ

て説明できることが示された。

{考察]

本研究で得られた結果{え大きな生活関難度を抱える状況

にある家族民でも，家族員の儀伎の変換と情緒箆先対処

行動の変容を呂的とした個関の者護支援を実践すること

で，患者の再発に影響を与える批判的態度を軽減できる可

能性を示唆するものであるc

33) } ¥ーキンソン病嬢養者とその家族の夜間における生活

の接椙

佐藤友{主竹下万里子，盈絵美子(久留米大学病院)

井口朋子(国家公務員共済組合連合会浜の野病続)

加悦美恵.飯野矢{主f-t(久留米大学毘学部看護学科)

[詩的}
パーキンソン病療養者とその家族が夜間においてどのよう

に生活をしているか暁らかにする。

{方法]

対象は二人暮らしで在宅療養をしている60歳f-tのパーキン

ソン病療護者の姿と70歳代の介護者の夫である。調査期詫

は平成19年 8 月米~9 丹初旬の選末を挟んだ三 a 間で.時

潤は17:OO~翌 8 : 00に，研究者が療養者の自宅を訪問し

参加観察を行った。参加観察は療養者の手助けを行いなが

ら観察した内容はフィールドノーツに記銭したな分析方法

は質的滞納的分析法を潟いて行ったむまた，総理的配惑に

ついては，本研究の主旨，内容につい

口頭で説明し了解を得た後，

た。

{結果]

パーキンソン病療養者とその家族の夜間の生活の様相につ

いて，参加観察の内容から.療養者が6の大カテゴ1)_ [議

[介護者の手助けを受けながらの生活[I当支

と失敗介護者の手助けを受けながらも身体が思うよう

に動かない[病気により起こる状況と療養者独自の世界]

〔療護者の心の動き工介護者が8の大カテゴリー

と介護者の共通の生活] [介護者の生活] [療護者に頼まれ

たことやつじつまの合わないことに対して不機嫌な受け答

え]療養者の話や思い違いへの詮意や訂正J[療護者への

気がかりな気持ちと見守り日療養者からの信頼と

養者の話に幾授となく耳を傾ける;に分類でき

両者の大カテゴリーから見られるパーキンソン病療養者と

その家族の夜開における生活の様相について構造醤を作成

した。

{考察}

1)パーキンソン病療護者を夜間における生活の様相で

は，生i吉の営みの様子と，パーキンソン病によって脅かさ

れている身体の様子と療養者偶人が持っている思いや考

えの 3つの側面から捉えることができ，これらの 3つの側

面は互いに関連しあって夜間の生活を営んでいた。 2)
パーキンソン病療養者とその家族の生活の様拐は，

者の生活の手助け]などが大きく占めているつその在宅療

養の生活の中では介護者が看護者と開じような役割を担っ

ており.[療養者からの信頼と喜び;が介護者にとって大き

な支えとなっていた。 3)看護者は.[療養者の生活の手助

け)が介護者にとって無理のない生活となるような工夫や，

また支えとなっている〔療養者からの信頼と喜び)により

そい，介護を認める言葉かけなど介護者にやりがいを感じ

てもらえるような働きかけが必要であると考えるc
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34)自開痕を主とする広汎性発達障害をもっ子どもの母親

が子寄てを遂行していくプロセス

山本真実.門間晶子(名宙産市立大学)

加藤基子(国捺医療福祉大学小田原保健医療学部)

[目的]
本研究の設的は.自閉症を主とする広汎性発達i猿害児のi手

殺が，診断などの出来事，を通じて.または子どもや他者と

の相互作用の中で，子育てを遂行していくプロセスを明ら

かにすることであるc

{研究方法}

対象者は自閉症を主とする広汎性発達諦害見の母親であ

り， 日本自関症協会A県支部に所属する者としたc 倫理的

記惑として，参加の自由. El的.面接内容.イニシャルを

用いたi笠名化等について口頭と紙面の南方で説明し大学

倫潔委員会の承認を受け実施した。研究協力に同意が得ら

れた16名の母親に対し 2007年 5~6 月に学構成的街接を

行い["これまでの子育ての中で抱いた気持ちJr子育ての

iやで印象深いエピソードJr子育ての中で工夫したことや

必要を感じて取り入れたことJそして対象者に関する基本

いて質問した。面接内容は許可を得て録音し逐

語録を作成し.それらは 5年後に破棄することを約束したc

ifii接内谷は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

をJI]~ミて分析し生成された<概念>くサブカテゴリー〉

[カテゴリー]からHJ・2見が子育会てを遂行してし、くプロセス

を明らかにしたc また研究結来のお頼性を級:j;r-するため.

研究対象者とI反核を行い，結持ミjまiを}fjいて子育てのプロセ

スを説明し意見を3)とめることと字を1'1'ったc

民主来・考察]

l~i 1#1抜を主とする広汎性発達陣容犯の lij:~克が子育てを

していくプロセスは.[11奇rl:I模索して育てる江特別なコミュ

ニケーションでつながっていく]そして[独自の子育てを

見つけてその子の母殺になっていく]という 3つのカテゴ

リーで構成されていた。〔暗中模索して育てる]から〔特別

なコミュニケーションでつながっていく]への移行はく子

どもとの向き合い方を探しなおす〉から始まり，それは悶

じ体験をしている仲慌の存在を知る，話すことで気持ちを

整理する等を読み重ねて遂行され，仲間，子育ての伴走者，

家族.専門家など腐掘の人々との相互作用によって促され

る。子どもとの戸jき合い方を探しなおすために行われる間

関の人々との相互作用や支援の有無が子育ての遂行に影響

している。また〔独自の子育てを見つけてその子の母親に

なっていく]は(特別なコミュニケーションでつながって

いく]が前提となり，子どもの理Wf..子どもとのコミュニ

ケーションの成立.親子の子育てを見つけること.子育て

にEI信を取り民すことで構成されていたc 母親がその子の

母親となるために，子どもと特別なコミュニケーションで

つながることを支援する意義は大きい。さらに母親は〔独

自の子育てを見つけてその子の母親になっていく〕に至っ

ても.持び[暗中模索して育てる;に戻ることがあり，

予守てのプロセスはこの3つのカテゴリーを遡るプロセスで

あったc

35)家躍における諜かう子どもへの DeathEducationの

実態

角 智美(元茨城県立医療大学大学[1完修士課税保健医療

科学fI)f究科)
黒木淳子.市村久美子

(茨城県立医療大学保健医療学部看護学科)

{日的]

かつては，地域や家庭における身近な死の経験から.子ど

もたちは自然に「いのちの大切さjを学んだ。しかし核

家族化・少子化・医療技術の進歩により，人々が身近に死

を感じる機会が減少した現代においては，意関的な「いの

ちの教育jが必要である C 本研究では.rいのちの教育jの

中でも f死jを身近な問題として考えることで f生jの大

切さを学ぶ教育をDeathEducation (以下， DEとする)，そ

して「死jに関することから，いかにより良く生きるべき

かを主に会話を通して伝えることをDeathEducation行動

(以下.DE行動とする)と定義し家庭における殺から

どもへのDEの実態，および親のDE行動に影響を与える婆

沼を明らかにすることにより，看護師の立場としてどのよ

うな支援ができるのかを検討する。

{研究方法}

小学校 4~6年生の殺を対象に，無記名自記式質問紙にで

龍室長を行ったO 調査内容は.殺から子どもへのDEの必要

性についての認識や実施状況，死に関連する親自身の体験，

死生間.基本属性である。データはSPSS15.0for Windows 
をJHい，実態やD犯行動との関連について多重ロジステッ

クlilI1iir分析すzを行った、

{倫~ill 的記!者i:]
本大手:倫~lil委員会の*認を lH'て実総した。
{結来]

lilI JI又率は42.5%，有効回答数は285~[\で、あった。殺から子ど

もへのDEについて， 1m答者の96.1%は関心があると答え，

97.5%が必要だと答えた。また， 95%以上の親が，家庭にお

いて自分が子どもにDEを行う役者日を担っており，幼児期

から開始すべきという意識を持っていた。またこれまで

DEを行った親は77.2%であり， DE行動への難しさを感じ

ている親は74.1%.設かに支援を希望している殺は85.6%で

あった。留婦分析の結果では.殺のDE行動の有無には.子

どもの頃「死に出会った時に，身近な人が死について話し

てくれた経験jが最も大きく影響しており，次に成人以降

に「ニュース・事rr開記事.r身近な人との死別jの経験で

あった。その他「身近な人の入院・手術J. I自分の妊娠・

出産jによって生と死について深く考えた経験も関連して

いた。

{考察}

DE行動には，子どもの頃の死に到する殺とのコミュニケー

ション経験が大きく影響していたことから，家庭における

DEの重姿性が再線認されたc 多くの毅は実i奈に子どもに

DEを行い，今後も行いたいという意欲を持っている半面，

関難性を感じ支援を求めており.親を対象としたDEの場

が必姿と考えるc 人の生や死に関わる現場で働く者護部の

役割としては.在宅死が減少している現代において，僅療

の場が，患者・家族へのDEの場となっていることを認識し

関わっていく必姿があると考えるc
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36)栃木崇 O市女性の性役割l観の特徴一年代およびm毒性
との関連からー

武田江里子(山梨大学大学院i専念課程)

弓部美鈴(故久大学看護学部)

{自白色i
家族関係は各々の性役割観の影響を受ける。男女共同参薗

基本i去の施行など社会の意識の変革と共に俄人の意識も変

化している。 個人の意識はその時々の社会の影響を受けて

いることから.様々な年代が混在する家族を支援する続

年代による性役割観を知ることは有用と考えたc 本研究は

性役割観と年代を含む属性との関連を分析し支援の際の読

点を考察することを語的とした。

[研究方法]

2007年10月，住民基本台帳から無作為に選出した25歳以上

の女性466名{こ虫記式質問紙を郵送し返送していただいたc

住民基本台帳法に期り手続きを行い，研究の主旨・協力の

お願いを書官立にで示し返送をもって関;意を得たこととす

る旨を明記した。開戦170名，有効問答が符られた164名([波
紋率35.2%)を分析対象とした。 年齢，結婚の有無，子ども

の有無. f士事および鈴木氏の際発した平等主義的性役割態

境スケール短縮絞 CSESRA-引を月3いて性役割(l5~翼民)
について調査し相関比およびCramerVLこで分析した。

{結果i
1.年代別の性投設!観 (SESRAδ合計):年代との相関は

なかった。属性を分けて年代別にみると，未婚，

どもなしの若い年代;こ伝統主義的{組員jがみられた (η

.225'~.40lつ 2. 年代到の殻役割践の下位項自:若い年

代で「主婦が働くと夫婦隠係にひびjと考える傾向が.r女
は家庭，男は験場よでどちらともいえないと考える傾向が

みられた (C1・amerV= .212手~.252紳)。弱性を分けて年代別

にみてみると婦が働くと夫婦関係にひびjは既婚，

業主婦以外，子どもありの若い年代に多い傾向がみられた

(CramerV = .236*~.311*つ O

若い年代に多い傾向がみられ (CramerV= .288つ，
ではどちらともいえないという傾向がみられたc (**p< 

.01.予<.05)
{考察}

性役割観は年代だけでは相違はみられなかったむ未婚，王争:

どもなしの若い年代ほど{云統主義的というのは，

と家控(育児)の両立という課題に寵硲していないた

め，性役割の平等を意識する機会が少ないのではないかc

，既婚・専業主婦以外，子どもありの若い年代が，働

くことは f夫婦関係にひびjと考えるというのは，実捺の

場面での苦労や心理的葛藤が伺える。 性役割観は自身のお

かれた状況で変化することも視野に入れ.その時々のその

人の怠議を考慈して支援していくことが必要である O 家族

支援を単に負担の軽減だけでなく縄係性をさ長きるjこと

への支援と考えると(畠 ~Þ. 2007).平等で身体的負担を軽

しても「夫婦関係にひびjと思いながら生活するのでは

務神的には負担であるむ年代が若いほど男女王子等が浸透し

ていると捉えていたが，必ずしもそうとは言えず，年代の

みでなく，様々なE毒性を含めたよりパーソナルな情報が必

婆と言える。

37)切迫早産妊掃の入院中の看護ケアの実態

u1本洋美(広島額際大学者護学部者護学科)

[自的}

わが閣の周産期死亡は満28週以後の高い死産土とが特設であ

り，切迫早産における対策が課題であるc 本研究の話的は

切迫早産で入i淀中の旺婦に対する看護ケアの特f設を明らか

にすることであるC

{研究方法}

研究デザインは白扇記述式質関紙調査で得たデータの内容

分析である。謁資対象は S総合病院で王手産妊婦の者護ケア

に携わる看護殺61名。詩書交期間は2004年 8 月 6B~8 丹 31

日c 下記の事例を呈示し肴護ケアの自由記述を求めたo

i患者は30歳の主婦で32歳の夫. 3歳の男児と 3人暮らし3

27選より捜部緊i誌が出現し入段会入院直後 1持病jに生隠

の子宮坂総，子宮口 1指開大，出鼠・破水なし。子宮収総

抑制部の持続点滴，トイレ・洗面以外はベッド上安静c “入

i誌に戸惑っています。お)1支の赤ちゃんも心説"と発言。入

続中:ベッド上安静と持続点滴を継続。夫と子供は選オミに

国会。“いつまで入践するの，入設費が心記，自分でシャン

ブーしたい.点滴がしんどい，幼披露の行事に参加できな

かった"と発言。退院時:内臨治療，安静度は病棟内フリーむ

“illli1eはうれしいけど不安"と発言があったj分析は，自由

記述内容を入践夜後・入設中.illl定時に分けてコードイとし

内容の類似性からカテゴワ -1としたむ調査は倫理委員会の

承認を得て実施し研究の目的・方法，データの匿名性と

プライパシーの保護を口頭と文設で説明し紫関紙の解答

をもって研究参加の関窓:としたc

{結果と考祭i
分析対象者61名令平均年齢34議 (SD9.8).平均勤務年数9.7

年 (SD6到。入i克直後の卒滋妊婦の看護ケアの総記述委主は

557件で，件数上段 3i立のカテゴリー名は<母体の

177・知識の提供97・不安打>.下{立4位のカテゴ1)_名は

<排ilま7・側鎖3.1際限2・食事2>であった。

446件で，上詑 31立はくストレス対処106.母体の観察72・

知識提供70>.下{立 2f立が<食事 3.1路線 2>であった。

退龍持は30lf'午で.上{立2f立が<役割機能94・8己健康管理

52>. 一円立2{立は<食事2・1録保2>であったQ 入i誌霞後

から退院特に従い，母体と胎克の観察・点議管理・知識提

供の記述数が減少し役都機能・自己縫康管理の記述数が

治加した。このことから，入器直後と入i完中は，観察や知

織の提供島践特に役割機能や自己健康管理に対する

ケアが{愛先されたと考える。また，食事・睡眠・排il!tの記

述数は少なかった。これは，早産予防に必婆な安静を強い

られた早産妊婦の日常生活設効は少なかったことを意味し

ている O 入院寵後の審議ケアは不安，入院中はストレス対

処が多かったc これらから，王手~挺婦の訴えに{環器、

ケアに反峡する姿勢が読みとれる

[結論}
切迫早産妊婦の入院直後と入院中の者護ケアは観察，知識

の提供，不安とストレスへの対処.退院特は役割自覚と自

己健康管理に対するケアがや心であっ
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38) 生後3~4か月の乳児をもっ母親からみた実母・義母

かうの育児支援評価と彰響饗因

江藤千晴(鹿見島匡療センター付属鹿児島看護学校)

幸松美智子，務藤ひさ子(佐賀大学箆学部看護学科)

[毘的]

母親が受容した育児支援の評価の分析および影響する要霞

を明らかにし生後3-4か丹鬼をもっ母親と実母・義母

との関係性を考察する。

{研究方法}

対象 :A県の12保健センター実施の乳児健診またはBCG予
防接撞を受診した生後 3-4か丹克をもっ母親415名を対

に，無記名自記式質問紙を配布し郵送法で、回収した。

218名の回答が得られ(部収率52.5%)181名(有効問答率

80.0%)を分析した。調査項目.母親の育児支援(先行文献

を参考に物質的，情報的，情緒的支援の37項目を設定)，母

と実母・義母の交流頻境，親密、さ・信頼感(細野作成の

支え尺疫を使用)を測定し各関連を検討した。分析:SPSS 

Ver.14.0]を用い有意水準5%未満とした。倫理的配藤:研

究の目的，プライパシーの保護，協力は自由意志、であり得

た情報は統計処環され本研究のみに使用することを書面に

記載し質問紙の返送をもって同意承諾を得たとみなした。

[給采}
対象181名は初護婦87名，経産婦94名，平均年齢は29.9土4.5
歳であった。

実母・義母と交流が多い場合，初1奈婦は物資的(実母4.45土

1.23点，義母3.61土1.42点)および椅報的(実母4.35会1.35点.
義母3.11:l:: 1.48点)支援を高く評価した。経産婦は実母か

らの情報的 (3.65念1.55点)情緒的 (5.29土1.0点)支援と

母からの物質的 (3.76土1.21点)情報的 (3.19土1.37点)情緒

的 (4.47土1.14点)支援を高く評価した。

親密さ・信頼惑が高い初産婦は，実母からの物質的 (4.5土

1.31点)情報的 (4.57土1.38点)情緒的 (5.71土0.77点)支援

を高く評価し経産婦は靖報的 (3.94土1.57点)情緒的 (5.56
土1.13点)支援を高く評価した。義母に対しては初産婦，

経産婦ともにすべての支援を高く評価した。

初護婦，経産婦ともに育児支援評価と親密さ・信頼感に関

連が見られ各相関係数はおおよそ物質的・情報的・情緒的

支援の}II貨に強く示された。初産婦では，実母での係数r=
0.474・1・之江0.637'r = 0.729，義母で、の係数r=0.662・1・=0.634・

r=0.847，経産婦で、は義母での係数r=0.572・r=0.650・r=
0.880であった。経産婦では実母の情緒的支援だけに強い

相flkJr= 0.706があった。

[考察]

母親の実母・義母からの育鬼支援の評価は，これまで、いわ

れている義母に対する遠癒や気遣いという様柏とは異なり

実母・義母に区別されず，義母の支援も有議であると言平価

していることが明らかとなった。支援評価には交流綴授や

親密さ・信頼感が大きく影響していることから，母親に有

益な育見支援を提供するには交流頻度や親密さ・信頼感な

どの要国を分析し育克支援における実母・義母との関係を

評価し相互作用の過稜における母親の経験や思考，感情

を理解した育見環境，情報如実を検討する必要が示唆された。

39)龍子メールによる妊娠期からの育児支援の取り組み

佐々木くみ子(大坂府立大学)

鈴木康江，前回援子(鳥取大学)

{自的}

本研究は，妊娠期からの継続的育児支援のーっとして，電

子メールによる a情報・情緒的支援(以下，支援)の有貯性

を検討した。

{研究方法]

母子手帳交付時に研究協力の同意:が得られた母親を対象

に，妊娠期から産後5ヶ丹まで電子メールを定期的に送信

した。妊娠期の送信内容は妊娠選数に応じた身体・心理的

変化および生活の留意点なと産後は主に児の成長発達に

関する内容で構成した。母親からの相談には複数の研究者

で内容を検討し返信した。支援の有用性を産後6ヶ丹時の

調査紙調査と面接調査で検討した。調査紙調査は支援に対

する対象者の主観的評価14項目を設定し 4段措で回答を求

め統計的に分析した。関譲調査は支援についてよかったこ

と，間ったこと，改善点について半構成的萄接を実施しデー

タとし質的記述的に分析した。研究期間は平成17年4丹か

ら平成19年8月で，研究者の所属大学の倫理審査と協力自

治体の倫理に関する検討を経て実施した。研究協力は自由

意五であること，自治体の支援は通常通り提供されること，

メールアドレスの管理方法，相談内容に関する自治体への

靖報提供について書面と口鎖で説明し同意を得た。

{結果}
協力者は57名，継続支援できたものは52名であった。本研

究の分析対象は産後6ヶ月の調査紙調査に協力した37名と

爾接誠交の協力者・9名であった。支援に対する主観的評価

では fメールが届くのでなんとなく心強く過ごせた」につ

いて fはいJ45.9%， rややはいJ45.9%， r心配や不安な気

持ちが和らいだjについてれまいJ32.4%， rややはいJ54.l%， 
f 自分のことを気にかけてくれる人がいるんだなあと感じ

たjについて fはいJ35.1 %. rややはいJ48.6%. r母親の

精神的なサポートになるjについてれまいJ48.6%， rやや

はいJ43.2%， r妊娠・出産・育兇に関する情報源になる」

について「はいJ52.8%， rややはいJ38.9%. r今度も続け

たほうがよい」について fはいJ62.2%， rややはいJ32.4% 
であった。面接調査の分析から 5つのカテゴリーが抽出

された。「何かあったら相談できるJという<気軽さ>.

f気持ちが楽になるJ.r専門家だと安心jという<安心感>.

「妊娠の時期・留意点を確認できたJ，rメールを振り返り確

認した」という<セルフケアの促進>.一方では<顔が見

えない不安>. <長い話には不向き>があった。

[考察]

メールによる情報・情緒的支援は母親の情報・情緒的

支設として概ね有用で、あると考えられた。また.r気軽さJ，
「安心感J.rセルフケアの促進jという特鍛がみられた。

子メールによる支援をより効果的なものとするためには，

対象者の特性や相談内容により電話相談や来所相談を併用

するなどの改善が必要と考えられた。

128 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



第巴金場 11群

40)小売看護を実接する看護簡の属性および髄人持性と離

職騒望との関連ー鴇榛形態による分析と比較…

藤田径一(兵庫底療大学者護学部)

藤原千恵子(大絞大学大学院涯学系研究科保健学専攻)

[告的]
小党のみが入院する小児病棟と成人との混合病棟で，小児

を実設する看護部(以下，小児審議師)の離職願望の

影響要留を病棟形態別に分析し比較をするつ

[方法}
調査対象.無作為抽出した会開の一殺病i誌で研究協力の得
られた27施設の小児看護締445名
調査方法:欝査察は看護部から配付してもらい.各自記入
後に郵送にで回収
調査内容:属性9項包離職願望の有無，病棟形態，小児
看護側の糠務ストレス，コーピング特性，ホープ特性
子持査j境問:2007年 6丹から 8月
分析方法:t検定，カイ 2采検定. 2項ロジスティック閣僚
分析
伶潔的脅己癒:対象者には研究の目的，方法，結果の公表，
辞退の自由，不利益からの保護，プライパシーの保護が保

障されることなどを文書で説明し研究への参加は議査票
の返送をもって同意とみなした。また，大学の倫理委員会
の承認を得た。

{結果および考察i
小児病棟において，離職綴翠は「夜勤関数J.r看護者間の
人間関係;こ関するストレッサ-J. r関避と拘JftlJJが多いほ
ど強く.r家族問案割合jが多いほとす号かった。夜勤回数の
増加は多様なストレスを高め，小克看護締には負担が大き
いと考えられる。また，付き添う家族に患児の世話を

括ってもらうことで¥業務景が減少し離縁願望低下
を与-えていると考えられるc

混合病棟において，離職願望は「業務:設に関するストレッ
ザ-Jが多いと強く，川、史看護経験年数J.rホープ特性j
が多いと弱かった。小児看護の絞殺がま設すに従い，仕事の

i詩足授はおくなり離職額撃を抵下させる一国となると考え
られるc また. *-ブ特性はポジティブな心理的指轄であ
り，離職への歯止めとなると考えられる G

これらより.小>1(1.病棟と混合病棟では看護の対象や労働環
境が異なるため，離職願望に影響を与える妥協に違いがあ
ることが示唆された。

表1 駿綴綴E霊の幸子会話を従議変数としたロジスティック郎潟分析

独立交委主 ノj、児絞殺{

(有室がある オッズi土
1資滋のみ} (95%総務区間)

〈五毒性〉

小児殺議豪華数年委主

家主主j司祭jÎ;~J会 .05 (.00 -.61) .02 
干支致問数 1.600.08 -2.37) .02 

く議義務ストレッサー〉

看護者i誌の入問関係dこ関 1.11 (1.03 -1.19) .∞ 
するストレッサー

菜室季語録;こ{渇するスト

レッサー

〈ホープ特性〉

ホープ

{コーピング符性〉

回遊と jí~寄せ 1.530.01-2.33) .04 

j箆合子語名義

オッズ11:

(95%{詰綴長王将)

.86 C.75 -.99) .04 

1.0告は03-1.16) ∞ 

.79 (.64 -.98) .03 

41)口器製学童克の自己評髄と自尊心

石見和世(大抵府立母子保健総合匿療センター)

{目的i
口容裂をもっ学叢の8日評価と自尊心の特設を明らかにす

る。

{暁究方法}

対・象は，口唇裂をもっ小学3-6年生(以下，病児鮮)111 

名と，対照群として公立小学校へ通う関学年の223名c

査期間は2006年 7-9月c 議査には. r改訂日本語版克護

用自己概念プロフィ-}!づ尺度を使用。これは，学業能力，

社会的受容(友だち関係).運動能力，身体的外見(容姿)，

仔動(道徳的規範)の自己評価の 5領域と，全体的な自己

の価値を表す自尊心より構成される 4段階評定尺度であ

るc 質問紙は.病院では外来診察の待ち時期，小学校では

担任の調整した時間帯に研究の趣震を理解し同意が得られ

た学童に記布し，回収箱への自己投函にて間収したc 分析

方法は，回答項自に 1- 4点を与え SPSS13.0J for 

Windowsを用い. 2妥協分散分析.重留婦分析などを行っ

た。倫渡的記慮としては，議査病誌の研究倫理審査委員会

の承認を得た。

[結来}

有効毘答は病児群104名 (93.7%)，対日夜群191名 (85.7%)で¥

病鬼若手と対照群の学年部および男女別の人数に有意な差は

なかったむ

を合わせた群別の自己評鍛5領域にいずれも有意な

なかったc 学年期と群~Ijに ê己評価と自尊心を比較す
ると. 6年生の f社会的受容J(p<.OOO)は病克群のほうが

対照寺下より高かった。性別と群別の自己評価と自尊心の比

較では有意な差はなく，関若干ーを合わせた場合に，男子は「学

業能力J(p<.040)とf運動能力J(p<β00)が女子A より潟

く，女子は 11子裂JJ(p<訓 7)が男子より高かった。全般的

に男子のほうが女子に比べて自分の能力を高く認識する額

向にあり先行研究と類似していたむまた，病児群の相談し

たい初予と一番の理解者の第11立は母親であった。

「自尊心jは，病兇群と対照群に有意な援はなく，阿若手の男

女ともに「身体的外見J(s = 0.311-0.742)と，端克群の男

女には 11子製)J(s口 0.276-0.326) も影響要因であった。

{考察i
口容裂をもっ学童の自己評締と自尊心は健常克と差はみら

れず. e己を決して否定的にとらえていないことを

この結果は潟屈の人々の認識を改める資料および機会とな

りえ，保護者の弱賓の念を惑しこれまでの養脊態度や方

針を支持しこれらを保護者にフィードパックすることは

支援の一助となる O

子どもの自己評備と自尊心を維持し高めるためには，子ど

もが熱心を寄せる人や信頼できる人が存在することと，成

長の中で子どもが自己の係億を認め自信を持てるようにす

ることである。そのため看護郊は，口唇裂をもっ学葉自身

が自分の能力や価値に気付けるような関わりをもっ必要が

ある。なかでも，自尊心に影響を与える容姿や規律ある行

動を承認し現状を肯定的に評価することが重要である G ま

た，口容裂をもっ学童の自己評価と自尊心を育むキーパー

ソンは母殺であり，母親を含めた支援が有効であることの

示唆を得たc
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42)糧性疾患患克の父親のコーピンク、行動

納富史恵児玉尚子，藤丸子尋

(久留米大学産学部看護学科)

{目的]

病児を持つ父親のストレスに関する先行研究では，子ども

の病気や付き添いをしている姿の疲労に対する不安，

や家事の岡立など生活に関する負担が明らかにされている

が，これらに対する父親のコーピング行動は明らかではな

い。そこで， '1蚤性疾患で入院しているヲこどもを持つ父親の

コーピング行動を明らかにし父親に対する看護の示唆を

得ることを目的とした。

{研究方法]

:A病院に入院中の慢性疾患患児を持つ父親9名(平

均年齢37土6，36歳入窪、児の疾患は，悪性新生物7名，内分

泌淡忠 1名，消化器系疾患 1名であった。研究時期:2007 
8 丹 ~2007'司"':12月研究デザ、イン質的・帰納的研究デー

タ収集:子どもの入院や入院生活が長期化する中で父親が

たり.努力していることについて半構造化面接を行っ

面接は，プライパシーが保護される小鬼科病棟の商談

窓で行い，議:iiJを得てICレコーダーに録音し逐語録にお

こした。分析方法:作成した逐語録、を練り返し読み， r入i淀
や入院生活が長;弱化する中でもたらされる不安や負担に対ー

しての対処行動jが記述されている筒所に務自し，

Lazarus & Folkmanのコーピング尺度の内容をガイドライ

ンとしてコードイとした。それを類似牲により整怒しカテ

ゴリー北した。 tl!Jl:Hや分類に際しては研究者3名で繰り返

し検討を行い，信頼性と安当性の確保に努めたC 倫理的配

癒:研究の関拾にあたり A病院倫理委員会の泳訟を受けたな

対象者には，研究への参加は自由意思であり，同意したこ

とはいつでも撤関できること，研究終了後はデータを直ち

に廃棄すること，結果の公表は対象者が特定されないよう

にすることを書面と口頭で説明したよで研究を開始した。

{結果および考察]

慢性疾患患児の父親がとるコーピング行動には，<医療者

のサポート><職場のサポート><家族のサポート><生

活を立て直す努力><覚'培><前向き思考><冷静な態

度><問題への取り組み><回復への希望><成長><情

報収薬><気分転換><拒否><思考問遊><受け入れ>

<踏まし>の誌のカテゴリーが認められたc 父親は， r!3 
分がしっかりしないといけないjという冷静な態震や f病

なったのは何かしらの意味があるjと前向きな思考を

しながら，務極的に問題に取り組んでいた。小児がん患児

の母親を対象としたコーピング研究では，問題焦点のコー

ピング苛動以外に情緒的支援，情毅j安定のコーピングをと

る傾向にあることが明らかにされているが，本研究では，

情緒的支援や情緒安定のコーピング行動はほとんどみられ

なかった。これらの事より.その時々の問題への対処方法

について情報や意見の提供を行うことが父親に対する関わ

りとして有効であることが示唆されたc
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43)小売アトピー性皮j翠炎患者の適切な軟璽塗布蚤と効果

的な指導方法の検討

主主子育代{群馬県立県民健康科学大学看護学部)

{背景]

小児アトピー性皮腐炎の軟資金主布最は，これまで f光る程

度に塗るjなどあやふやであり，具体的な量が提示されて

こなかった。指導によって軟菅波布最が増えたことで症状

改替が得られたという研究報告も多いc 適切な軟務塗布量:

を的確に指導することは，患者の治療効果やQOLを高める

上で重要な課題である。閣内では， Longらの示指の遼位

皮薄から先端までの長さを1FTU(Finger tip unit) 約

0.5gと換算する方法を活用した r1 FUT=j可掌jが一段化

しつつあるc しかし国内で販売されている軟膏チューブ

の規格や日本人の示指の長さ等の違いがあり，そのまま

FTじの基準を遊応、させることはできない。

[罰的}
圏内の実暗に合わせた小児アトピー性皮膚炎患者の適切な

よび効来的な指導方法を検討する

{方法}

識変期間:2006年8月~継続中 1.ステロイド治療を

行っている小児アトピー性皮腐炎患者をもっ母親指名の 5
gの軟膏チューブおよびクリームチューブから lFTU押し

出した量の重さを凶器測定する o 2. 関内で絞売されてい

る主なステロイド軟膏 5gおよびlOgチューブの口授を錦

査する。キャッブ針関口タイプのチューブは，キャップ針

を眼界まで押し込み関口した口筏とする o 3.入説患者の

捜部に援締もしくは医締の指導のもと養育者が治療外剤

郊IJO.5gを塗布しその奇111立に土手紙をあて歓管塗布在百騒を

測定するo 対象患者の処方は 1)ンデロンV:1こルドイドソ

フト=1 : 1の提合郊であ仏湿疹出失後313以内にiRU定
する。また.測定者の手形を方!I長紙にかたどり，掌の磁棋

を測定する。倫滋的配議:研究の隠的，方法等を

よび毘~njに文および口頭にて説明し間意の得られた対

象に実越した。

{結来}

1. 5gチューブにおける母親10名の1FTむの王子均最は，

軟替で0.21g，クリームで、は0.24gであったc 母親の示指の

逮位皮議から先端までの長さは2.5cm念 O.lcmであったが，

1FTむとして抽出している長さは， 2cm程度であった 2.

ユーブの口径は， 5gチューブでは 3~4悶台がほ

とんどであり， 10gチューブ以上において4.5~ 5mm口授で、

あった 5gチューブから 2cm抽出した持の重さは0.2g程

愛であったo 3. 患者9名の軟膏0.5gの主主布頭頚は，王子均

245.9cm (土60.lSD)であった。成人の前掌のITii嶺は，女性

250cm前後，男性300cm軽度で、あった。

{考察}

の指導として 5gチューブの場合， 1.5~ 2 

FTU (3.s~ 4醐)を0.5gに換算し碍掌の面積に塗布する

ことが，適切な指導方法と考えられるc

44)乳幼児の欝部浴ケアにおける欝部浴の効果

松高健司， rll日 求，光盛友美，島谷智彦

(広島留捺大学審議学部署護学科)

{図的}
小児看護技術の研究は，高度な技術や知識を必姿とするに
も関わらず，科学的根拠または論拠に恭づくものとは言い
がたい。本研究は山口 (2005)の撃事部浴が，リラクゼーショ
ン効采，入隊導入効采，ストレスの軽減に効来的である事
を明らかにする C

[研究方法}
対象 :A市保育関の健康な幼児10名
年齢:乎均年齢3議 6ヶ月
期間:2007年 6 月 18 日 ~7 月 17 臼
場所:保脊閣内多民的室
潔境平均温度26.6'C・王子均湿度49.4%
評価指標:
体潟;日本テクニメッド社製サーモフォーカス
脈拍， SP02 ;コニカミノルタセンシング社製PULSOX-3
ストレス指擦;I議液中クロモグラニンA
実験予顕:

(1)ケア30分前に詳倣指擦を測定する(ケア前のデータ)
(2)統制若手，法試苦学，弊部j谷若干ェいずれかのケアを実施する。
ケア後着衣し評綴指擦をiJ!U定する(ケア直後のデータ)
(3)ケア30分後に評価指綴を測定する(ケア30分後のデー
タ)
分析 :2姿関 3水準の分散分析を行い，危険率ρ<.05を有
滋去をありとしたc

倫理的配癒:Iヨ的を絡設長と保護者に口頭と議砲で説明し
研究参加の関7誌を得た。子どもにはケアの手!綴とケアの効
果(体をきれいにする，気持ち良いなど)またま設な時はい
つでも11:.められる事を口頭で説明した。
[給条]
体温は，撃事部浴苦手のみケア前…ケア直後に有主主に上昇しゅ
<.001)，ケア直後一ケア30分後に有意に減少した (ρ<
.001) 0 

脈拍は，ケア直後に統秘書宇一治拭践統制群…弊部浴群と
も有fi:(ρ<.05)なケアの差iJ{見られたc 脈拍はケア30分
後にも統是非j群一法拭若手，統制裁一弊部浴務に有意 (ρ<.00
なケアの援がみられた。務部浴群の方が済拭春季より!派拍数
は{訟でしたが，ケア30分後の浴拭若手一持部浴群の践に有意
なケアのまをは見られなかった。
SP02Iま，ケア直後とケア30分後に統制若手一幣部浴群 (ρ<
.01)， iJ1Hえ1洋一瞥部浴群に有意 (ρ<.05)なケアの廷が見ら
れた。弊部浴群はケア自立からSP02が上昇しケア30分後ま
で持続したc

CgAは， ケア前の統i泌総一撃事部浴群表拭群一管部浴若手に
有慈 (ρ<.001)なケアの笈がえられたo 統制若手奇拭群に
比べ弊部浴群にはギrfi:なストレスの上昇がみられた。ケア
夜後，ケア30分後には有意なケアの蓬はみられなかった。
{考察}
替部浴ケアlえ 2分間のj鼠熱刺激と援助者の接触刺激によ
り，滋湯浴後に翻交感神殺が優位となり，子どもにリラク
ゼーション効梁がある奈が示唆された。
務部浴ケアは昆湯浴夜後のi楽部体温の上昇と，ケア30分
後の深部体滋の低下により，降板導入効果のある事が示唆
された。
脅部浴ケアは，ケア前のCgAが他のケアに比べ有意に高
かった。子どもは見慣れないケアに対して精神的ストレス
を受けた事が考えられ，ケアを行う直言の介入方法により子
どものストレスを軽減しケア効果を潟くできる可能性が示
日2をされた。
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45)言語と知能に障がいをもっ子どものための言語捕訪ソ

フトウエア“Uribowγalk"の活用

大脇万起子(滋賀県立大学人問看護学部人隠看護学科)

鈴木育子(山形大学医学部看護学科)

法橋尚宏，小林京子(神戸大学大学i到来健学研究科)

{毘的}

本研究の日的は，知的障がい克の言語認知と社会性の発達

を支援することであり，支援のために開発した言言語補助ソ

フトウエア"じribowTalk" (以下，むす)の活舟による子ど

もの変化を明らかにすることである O

{研究方法}

じTの開発:先行研究の対象であった理解言語野よりも表

出言語野に障がいをもち，手指の巧綴性が{尽く，市販の言

語補助機器は使用困難と考えられた 3名の子どもの母親に

期待する言語補助機能について開き絞り鵠査を行い，先行

研究で得た子どもの説祭情報と合わせて検討し使用可能

と考えられるUTを開発した。 UTのインストール機器:機

-大きさともに携帯負担が少なく，低い巧綴性で

も館用可能で，入手が容易な市販最軽量のFU]ITSむFMV-

P8210を採浴した。対象へのアブローチ :A市・ 8市・ C市

の療育機関・保育臨・学校にじT使用に適する子どもの悲

喜善の有無とじTの試用協力の可否を問い合わせ，協力可能

であった施設を訪問して職員と希望する母親にUTの説明

をして対象を募ったG 得られた対象児は療官接関で幼!.'C.4

名，保育協で幼児 1名，まさ護学級で中学生 1名であった。

じずの使用:使用する職員がじTを適切に作動して子どもに

使用させられるかを確認した後，対象児とi絞員は現場却の状

況に合わせて使いたいn寺に自由にじTを使用することとし

た。データ収集と分析:対象克の基礎情報，じTを使用し

た場面，対象児の様子の観祭記銭を月議員に依頼しじTに

よると考えられる対象克の変化や根拠に隠する開き取り諦

を仔い，(1)対象見の言語認知と社会性に関する変化，

(2) UTの活用状況を質的に分析した。倫理的配慮 :D大学

倫理審査委員会の承認を得て，対象者に文書と口述により

依頼内容と倫理的な保証を説明し了承を得て実施した。

{結果]

療育機関では挨拶や要求に使用して<相手の返答や表情に

反応する>， <コミュニケーション場留を理解し楽しむ>

などが，保育関ではそれに加え.他児が機器に興味を持ち

関わることで¥対象児が普段の場面ではもつことが困難な

<他児との場面共有>， <言葉を発する必然性を子どもが

感じる場を生み出すこと>などが.養護学級では保護者や

i隊員のみが理解可能な対象見固有の言葉を<一般社会で通

じる言葉へ置き換える>教育に用い霞換が認められたf也

授業中に<能面様の表情が消失して穏和な笑顔がみられる

ようになった>， <多動が消失して席に座っていられるよ

うになった>，昼休みには<引きこもらずパソコンで遊ぶ

ようになった>が認められた。

{考察]

ライフステージからみたむTの活用範囲は1よく，各発達段

階に応じた言語認知と社会性の発達支誌にじTが貢献で

きる可能性が示唆された。
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般演題

(口演)

8月21日(木)の部



第3会場 13群

46)産額事故防止における自己モニタリング強化による効

5震の犠証一注射業務に焦点をあてて一

石国るり子，坪芥良子(関捺医療福祉大学大学技)

{研究目的]

日常生活上で習'模化された行為について自己モニタリング

機誌をTraining(以下強イりする事によって j主射に関わ

る看護行為の確認作業で自己モニタリング機能を発揮して

実施するようになるかを明らかにすることが本研究の話的

である O

{対象及び期間]

実数鮮 :A・8病院看護師43名，対熊群 :C病院看護締38名，

Hl9年 2 丹 ~7 月

{研究方法}

実験群:自己モニタリングの概念と特徴及び研究方法を説

明し同意を得た看護蹄に 3週間自己モニタリングの強化

を行なった。終了i直後と 4ヵ丹後に注射に関わる篠認行為

9項自の自己モニタリングについて 5段階のj仮序尺度でア

ンケート諒査した。分析は自己モニタリングができていた

者を対象とした。対照群には同じ質問を 3遣問おいて行

なった。間若手の統制はとれていた。

[倫理的記窓]

研究の趣旨と参加中断の自由，援名性の保証について書面

を沼い説明し承諾を得た。

{結果]

実験群強化前と直後:全体の比較自己モニタリングが fあ
るjは増加し fないJ，ま 3分の lに減少した。 r全くないj

はO.O~らとな札強化直後には自己モニタリングがおまる事

が明らかになった (p口 O.OOFriedman)。

品名確認などの 6項目は強北前から自己モニタリングが向

く，直後も高い傾向を示した (p= 0.01 Wilcoxon)が.終了

時薬品名篠認など3項自は低く，直後も低かった (p= 
0.05~O.l4) 0 低い群の比較自己モニタリングを点数化し 3

群に分け比較したところ. 1まい群は 1点が5点に上昇する

など効果が顕著で，全ての項目で注射に関わる確認行為の

自己モニタリングが強化された (p= 0.02 or 0.03 

Wilcoxon) 0 4ヵ月後自己モニタリングの機能は減少する

傾向がみられたc j主体的な変化「“私は仰を設にどの位ど

のような方法で投与した"という自分の記憶に自信が持て

るjなど自己モニタリングを発揮した記述がみられた。立す

!提訴 :9項目で有意差はなく (p= 0.06~ 1.00 ¥Vilcoxon) 1 

回自の調査が3週間後に影響しなかった。

{考察}

強化に関わらず注射業務で自己モニタリングが高かった背

設には，看護行為の確認の重要性を学び，指悲し確認を

践しているなどが考えられる。今Iill.強化することで自己

モニタリングを活用できることを実証できた。特に自己モ

ニタリングの抵い者の強化の効果は大で，早期に自己モニ

タリング機能と有府性を笑感できる学習の機会を設ける

で，新人看護締の援療事故を減少する苦手に繋がると期待で

きるO しかし強化で高まった自己モニタリング機能は

4ヵ月後に低下する傾向があるため，機能を持続させるた

めに定期的な湾刺激が必要である。強化しでも自己モニタ

リングが抵い環臼があり，今後確認方法について検討する

必要がある G

47) Nursing Work Index-Rの信頼性・安当性の検討

中島美津子(聖マリア学院大学)

森111美知子(広島大学大学説保健学研究科)

{目的}

働環境調査諜NursingWork lndex (NWI)は

Kramer & Hafn己r(1989) らによってマグネットホスピタ

ルの組識研究から開発された看護労働環境尺度である。看

護部を惹きつけ看護の専門性を生かすことが可能な組識特

性を可視fとする尺度として Kramer& Schmalenberg 
(2005) らによって改訂されたものがNursingWork Index叩

Revised (NWI-R)である。現在各国で擦準化が試みられ

ているが解釈は研究者によって奥なる。本研究では日本語

翻訳版の標準化を作業中であった日本語版NV町長を研究

者の許可を得て使用し安当性と信頼性を検討ーした。

{方法}

個人的情報網による協力病院5施設の看護服1193名を対象

とし郵送による無記名自記式質問紙調査とした。構成概

念の検討:平均値と標準偏差，歪授と尖度，相関係数の算

出と由子分析，正規性の検定を実施し下位尺度の因子数は

スクリープロットにより '1'1]lIfrし悶子分析を実施した。因子

抽出法は最尤法，ブロマックス回転，多持性一尺度化分析

としいずれか一項目のみに悶子負荷量が0.4以上である壊

時になるまで協子分析を繰り返した。なお削除により行列

が大きく変化する項院や看護労働環境として重要と判断さ

れる項目は出除しなかった。信頼性:NWI司Rの全体的な

Cronbachのα係数及ひc下位尺!交のCronbachの日係数を求

めた。 総数関連妥当性の検討.職務満足度尺箆と蓄讃的疲

労殻絞IndexJミ境とのSpearmanの111tI位相関を検討した。

統計解析にはSPSS14.0を使用，有意水準を 5%未満としたc

[ {i命理的配癒]

研究の趣旨と意義，プライパシーの保護，研究参加の任意

性と中断の自由及び結果の公表の仕方等を研究協力者に文

を用いて説明し文書で詩意を得たc 本研究は広島大学大

学院保健学研究科倫理審査委員会の永認を得た。

{結果}

回収数は366. 回収率30.7%. 有効回答率30.7%であったc

多持性一尺度化分析の結果本調査察の構成概念は6国子，

23項自を採用した。 23項目全体の日係数は0.861.第一関子

(看護管E思考のマネジメント能力)日 =0.879.第2因子(自

律した審議提供環境)α=0.733.第3因子(看護r.m-底的

関係)α=0.802.第4因子(人員配置)α=0.759，第51恭

子(キャ 1)ア・アップ支援)α0.763. 第6母子(組織運

営参幽)a = 0.514であった。基準関連妥当性の検討の結

果，総じて正のキI~r認が認められたc
{結論}日本販NWI択の構成概念は 6閤子，各国子の内的

整合性も0.500以上であり信頼性を権保できたと考える。

妥当性については他尺度との基準関連妥当性を検討し総じ

て庄の相関が認められため構成要素としての妥当性が符ら

れたと考える(本研究は向志社大学医療政策経営研究セ

ンタ-r医療組識の費改善に関する研究jおよび諮賀県離

戦時止プロジェクトの一部である。)
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48)新本看護師の寵鶴状況iこ関する研究ーアクチグラムに

よる評髄を用いてー

津本美千代，大島千住，藤本悦子(石川際立看護大学)

有国広美(福井県立大学審議編後学部)

{目的}

新卒審議長ijiの早期高i誌を要部の一つに，不規則な勤務など生

活習慣の変化への遥応関毅が指議されている O 新卒看護郎

が社会的変化への遥誌や疲労国後にIjj艇は援めて重要であ

ると考えられる G しかしこれまで醸艇など身体機能の観

点から新卒者護服の状況を客観的に詳似した研究はみられ

ない。本研究は，交代制勤務の開始に伴い新卒者護締のi陸
奴がどのように変イとするのかアクチグラムを用いて調査し

た。

{方法}

対象者は 3月卒業後直ちにI病院へ絞殺し通勤30分以内

の一人暮らし 3交代都勤務務棟(集中治療箆や外来を除

く)に所属する新卒看護師9名である。識変内容は1.ア

クチグラムを用いた隣阪に関する測定と. 2.翌日の勤務

に対する心配について自由記載の費開紙である。交代制勤

務は5月開始のため，調査は開始前の 4月，器始後の 6月，

8 月 .11月に行い，各月の欝査日は第 2~3 連日の j怒に前

日が深夜勤または準夜勤ではない 2日連続日動日を選定し

た。アクチグラムは謁査1日目 8時より招待問手首に連続

し 1日El17f待から24時間のデータを分析した。笈関

紙は議査 1B自に記載としたc 睡眠状況について交代制勤

務時始前後は丹と 6月)の比較をWilcoxon符号付き額栓

検定で，交代制勤務開始後 (6月・ 8月・ 11月)の比較を

Friedmani倹定で仔った。賞j関紙は記述統計
φ とした。倫滋

的配患として偶人が特定できないよう配醸し I病

倫理委員会と本学倫理審査委員会の本認を得た。

{結果}

1.アクチグラム;睡眠状況として.11釦慌時間・ 11量日及効率・

入限潜時・中途党鰻時間1に注呂した。交代制勤務開始前後

(4月と 6月)の比較では，睦i限時間，極限効率，中i主党援

時務iには有意表はなく，入眠護持(中央値:4 fJ 15分. 6 
月7分)において6月に有意な減少 (p 0.035)が認めら

れた。すなわち. 4月が有意に長かった。交代制勤務開始

後 (6月・ 8月・ 11月)の詑較で、は全て有志;差はなかっ

また. 30分以上の入総潜持は入眠障害と考えられ. 4月に

30分以上の入獄器時を示した者が3名あったが. 6月以降

は認めなかった。

2.質問紙;翌日の勤務に対する心記では. 4月に心恕の

麓類と人数が最も多かった。

{考察}

交代制勤務開始前後の比較では入奴溶時を徐く隠液状況に

有意な変化はなく. 5月の交代制勤務開始は臨限状況の悪

北に大きな影響を与えないことが示唆された。また. 4月

の入総潜時は 6丹よりも有意に長く. 30分以上を示す者は

3名あったc 以上から騒限状況の悪化は既に 4月に起こっ

ており，就験による影響が大きいI可能性が考えられる

交代制勤務開始以降の変化をみたところ有意な変化はな

く. 6丹の状況は少なくとも11月まで続くことが明らかに

なった。

49)糖神科病棟での安全配慮~患者移動時の審議舗の行動

と意見反映との関係

土産八千代，内田倫子，は!悶美幸，緒方昭子，矢野朗笑

(宮鵠大学匿学部看護学科)

[目的}

精神科での事故i坊止を検討するために，看護婦の安全配議

行動とその関連盟子を探索しているc 今田は患者の入選i淀
や転入出等の移動時における安全配壌の笑態と.移動に対

する看護部の意見反映との関連を明らかにするO

{方法}

対象者:会留の務衿科勤務の看護殺を母集団として，参加

協力の得られた194擁設から鵠収された有効問答の中から.

60歳未満のスタップ4.376名を解析対象とした。調交項目

は1.基本的議性及び経験年数，所属病棟(開設・部分間

放・閉鎖病棟) 2.事故発生要因と判関分析から誠治・

戒した調査表から.r入・退院転入・出等の移動jに伴う

13項自について，いつもしている (5 点)~していないは

点)までの S段階評定で得点化した。統計処理は5

水詩怒主でで、¥， 王乎ド均{依i夜巨の差の検定 (K位rむ山ska討i

i関羽矧f係系数で無相関の検定(低E双1仏ALWえ万紅?迂I以N7わ) を行つ

{結果}

女性3.314(76.6%)名，男性1.014名，年齢は40議代が最多

で28%.看護経験年数は14.8作 10.2)年，精神科9.0(:l: 7.7) 
年，開放病棟12.7%.部分lj言放病棟279弘閉鎖病棟60%で
あった。1.安全記議行動で最高値を示したのは〔医師の

指示の確認J4.6 (土Oお点であり，次いで、〔鵠報(特に自

殺念壌や全国. f白書事件等)収集〕と〔自{刻也答に関する

罷報の医療チーム掲での共有〕で、あった。…方，最低僚は

-受持表護隔の紹介J3.9 (会1.3)点であり，次い

で〔サマリーへの安全記長室に関する犠報の記載J. (移動に

伴う患者行動の変化を予iJ!iJした観察〕も基点代前半であっ

2.年齢が潟くなるほど.看護及び精神科経験年数が

多くなるほど，得点が高かった。特に精神科経験において

は全項呂関様の傾向を示した。所議加で有意な差があった

のは3項認で. (所持品・持参品のチェック〕は関鎖病棟，

-受け持ち審議締結介〕は部分調故病締!.(入段・

転入に対する患者自身の受け止め方への配蕗J，土器故病棟

で有意に高かった。 3.患者移動に関する看護締の意見反

映は3.6C土1.0)点で，安全記長室項自との相関はr口 0.24であっ

た。

{考察i
患者移動に箆しでは医師の指示確認がされ，その他の事項

も4点代の実施であったが，患者の状況を一番把握できて

いるはずの看護締の意見は患者移動にはあまり反映されて

いなかったc これらの関係は若干相関衛係が示されたこと

から，看護締の安全配議行動をi弱めるには，意見が反映さ

れる必要性が示唆されるc また.今回の設定で4点代前半

では6都軽度の実施となるが.認知機能レベルや良協他害

の危険性のある対象者への安全配長意義務は，援療過誤判例

では医療側に求められていることも念頭に危険性を予測

し事故を回避する行動をいつも実施 (5点)に近づける

必要がある。
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50)わが国の助産師養成可能数!こ欝する一考察

前関樹海，北i幸美佐緒(長野県看護大学者護学部)

増田 綾(長野祭看護大学大学院)

太田勝正(名古屋大学産学部保健学科)

{自El9]

社会問題化している助産締不足に関する基本統計として.

8本援師会や厚生労働省は「者護関係統計資料集(白木看

護協会出版会)J記載の助渡部課程の 1学年定員8，324名

(2006年度)を以て助産師養成数としている。この公称値

において，大学の助産師養成数は助産部コースを持つ大学

の1学年定員と同僚であるが，研究者が所属する大学も含

め，助産自国コースが選択制であることを考えると， 8，324名

を助}室長ifi養成数とするには無理がある。本研究のB的は助

産指li養成可能数を明らかにすることである。

[方法}

者護系大学の助産締コースの定員は，唯一医学ご書践SP諜の

~1ll~I 調売による者護学校便覧に掲載されているが，会ての

大学がIITI答しているわけではない。そこで，過去10年分の

者議関係統計資料集より，大学 (A)と大学以外の機関 (B)

加に助産師養成定員を分け，大学新卒者の助渡部関試受験

者数 (D)をに置き換えることで助産郎i養成可能数試

算総とした。

{結果}

表に示すとおり，公称値 (C) と，試算節句)とのtHJには

大きな差がみられ.その2をは年々拡大傾向にある。公称値

(C)はこの10年で、fif以上のfrllびを示すが，今IfjJの試詐飽(E)

では特別な変化はないっ

[考察}

(C)と (E)の差は.大学の 1学年定員と助産師コースの定

員との;ffE離に起i還する差であり，今回の試算僚は助産締の

養成実態を比較的適切に反映した数字と考えられる。入学

と同じ年度内に国試を受験できる他の 1年111リの助産締養成

機関と異なり，大学における養成定員は 4年後に影響する

数字であることを考寵すれば，国試受験者数を以て養成可

能数とする考え方もあるc しかしながら，教育機関の機能

を考える上では， r受験者数jという出口管理だけでは不十

分で¥看護政策上，稼働率やドロップアウト等の実態のわ

かる助産締養成定員および実養成数についてもきちんと把

しておく必婆性があると考えるO

表.わが国におけるここ 10年間の助産郁養成数の公称値と試算億

1999 2，950 1，685 4，635 152 1，837 
2000 3，370 1，588 4，958 212 1，800 
2001 3，980 1，488 5，468 260 1，748 
2002 4，615 1，343 5，958 312 1，655 
2003 5，240 1，250 6，490 511 1，761 
2α04 6，249 1，265 7，514 448 1，713 
2α05 6，684 1，200 7，884 523 1，723 
2006 7，169 1，155 8，324 560 1，715 
2007 7，663 1，077 8，740 699 1，776 
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51)新人看護部採用時iこ病説管理者が求めているコンピテ

ンシ…

立石和子(久留米大学涯学部看護学科)

谷浄i託子(杏林大学探健学部看護学科)

前田由紀子{関南女学院大学保健福祉学部幸子護学科)

[13的}
新人看護執看護系大学生に駿務上に必要なコンピテン

シー(知識・技術・能力)についての調査を行い，臨床で

要求されるコンピテンシーは技術よりも知識に対する要求

が高いことがわかった合本研究では，採用仮IJである病院管

潔者が要求するコンピテンシーを明らかにするためにイン

タビュー誠査を実施した。

{研究方法}

期間:2007年 8~12月，インタピューの対象者は総合病誌

の看護管理者 3 名，学構造化面接とし時間は120~150 
分/名であったc 内容は，掠用時に重視する点H

締に求める能力，看護養成課認の大学fとについてなどで

あった。分析方法は次銭を作成しその後，資的滞納的

に分析したc 倫理的記慮:インタピュー対象者に対し趣

皆およびi笠名性の保証，参加が自由意志であること，途中

で辞めることが可能なこと，本研究以外に使用しないこと

を文章にて説明し承諾を得た。

{結果;

に求めているもの者護技術は実践の場で

身につけられるため招待はしていないJ思考過程や基本

的な知識，特に臨床におけるエピデンスの導き方，解剖生

理学から導き出す患者のニーズの捉え方などと，機務遂行

能力，社会人としての態度，言語的コミュニケーション能

力などであった。〔採用時に霊認すること]社会人基畿力

という部分で，柔軟性，適応能力，チームワーク，協調t1.
コミュニケーション議力，ストレス対応

能力，自己アピール能力と自己分析能力，問題解決能力で

あった。(コンピテンシーで重要認するもの〕リーダーシッ

フ¥援先月員殺を考えること，一殺的知識，特定の分野で必

要な方法論や分析方法，コンピュータを活用する力.開題

解決の能力.チームの中で仕事を遂行する能力，協議性で

あったc

[考察}

験場不適正、や人i湾関係が築けないことによる

などにより，各施設は新卒看護締の掠舟にあたり.掠用慨

が求めているコンビテンシーとしては，技術穏ではなく，

いわゆる社会人基礎力の部分であった。看護の専門職業人

としては，自己コントロールできる力としての自己分析・

自己表現，ストレス対忠能力とチームで業務を遂行するた

めの協認性や知識に裏付けされた行動力を求められている

ことがわかった。採用1lt1Jの求めているコンピテンシーは，

大学教育におけるカリキュラムだけで獲得できものではな

く，務地実習や課外活動時，また日常の社会生活の中で育

まれるものである。すなわち，他者への関心とその関係性

の中での自己洞察し人間関係を築きながら，自らを伸ばし

ていく力を育てることが重要である。今回は.研究の途中

であり.全体を述べているわけではない。(平成17~19年
科学研究費・基接続究C助成を受けた。)

52)新卒蕃護師が抱く鞍務継続への思いのプロセス

大江異人(金沢大学大学院医学系研究科保建学専攻)

西村千恵(富山大学的属病践)

塚原節子(岐阜大学医学部看護学科)

[EJ的]
の不足により多くの病院等で十分な看護職員の確

保が臨難になっている。また，新卒看護鱒の緩絞率がi高率

であることから，その看護験員不足が助長されているO そ

こで本研究では，新卒看護締が職務継続への思いを抱くプ

ロセスを明らかにすることを目的とした。

[研究方法}

議査対象は平成18年3月にA大学を卒業し戸i年4月から

大学際属稿!誌に勤務する新卒看護師としたc 調査期間は平

成18年 9 月~1O月で.調査は半構成的弱接法を行い逐語で

したc 得られたデータはM-GTAで分析したc 倫理的

は.面接前に対象者に文香および口頭で研究の趣旨，

目的，インタビュー内容は研究以外には科用しないこと，

参加はいつでも拒否が可能なこと等を説明し間窓を得た。

また大学看護学科での倫理審査を受け承認された。

{結果および考A祭}

新卒看護締の職務総統への患いは〔看護できる実感;をコ

アカテゴリーとし〔医療の現場に飛び込む党情職業とし

よさピア関係としての先輩看護締の存夜]

[気分転換[理想、の者議長ilii象へのアブローチ;という計6

鱗のカテゴリーを抽出したc またこれらのカテゴリーはそ

れぞれ15儲の概念で構成されていた会抽出されたカテゴ

しあい，その認を行き来しながら

を重ねていき，戦務継続への患いを抱くプロ

セスが進められていた。つまり

思いのプロセスでは，就職以前ーから持っていた〔医療の現

場に飛び込む覚悟]や勤務の中で自覚することのできた{ピ

ア関係としての先輩看護翻の存在三[気分転換}に支えら

れながら[看護できる実感]へとつなげることができてい

たと考えられるc また. 日々の勤務のなかで就職以前には

予想しなかった[職業としての看護職のよさ〕を実感する

ことでな審議障という職業への肯定的なイメージを持つ

契機を得ていたと考えられる。それらを実感しながら{理

想の看護締像へのアブローチ]への歩みをスタートさせる

ことで駿務絞続への思いを強関にし看護部という

おいて自己実現を自指していけることがより一層意欲を高

めていたと考えられる G つまり対象者は.自分自身の中で

ある程度の看護織としての覚情をもって飛び込み，自分も

さると実感したとき，殺業人としての看護の良さを

しさらに慰留にいる先議遠からも仲間として迎え入

れられたと感じることで，自己の自指す者護舗道への模索

が始まるのではないかと考えられる。さらに今閣の議査

は対象者の就職後約半年の時点で符った。このことより，

これらのカテゴリーで示される状況はネい段階から起こ

り，カテゴ1)一間を行き来することで，総務継続落;患を高

めていたのではないかと考えられた。
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53)病練移転による看護部の韓務状況と職場定着!こ関する

調査

高見知世子，藤野みつ子，多JII晴美，餅悶敬湾，小野幸子

Ci設賀医科大学病院)

中島美津子(翠マリア者護大学看護学部)

{目的}

新病棟への移転経験の有無による看護蹄の戦務状況の比

較，および職場定着に関係する組織コミットメントについ

て記援する。

{研究方法]

対象 :S県の 1大学病院に勤務する看護師・助産師470名。

調資期間 :2007年10月。調査方法:質問紙調査。調査項目:

新病棟移転経験，組織コミットメント， Nursing Work 

Index-Revised，職務満足度，蓄積的疲労徴候等。倫理的配

慮:広烏大学大学院保健学研究科看護開発科学講座の倫理

審査委員会で必要な手続きを行ない，参加の自由，協力拒

否・参加撤閥による不利益のないこと，無記名，データ取

り扱いに対する倫理的配患，結果の公表等を説明した。

{結果}

有効回答258名(有効回答率54.9%)中，移転群124名，非移

転群134名。労働意欲の鼠下や慢性的疲労に表される蓄積

的疲労徴伎では雨若手で得点の}II真伎はほぼ同じであったが，

移転静で‘疲労が強い得点だ、った。肴護環境では，移転群で

円ー分な者護締配置Jr患者へのケア時間が確保できるJ
門看護mriや認定看護伺iの配ii!Urt針京総長が有能で、ある

仰との関係性良好でチームワークがよいjと感じていたc

-方で，非移転'Iltは「新しい機器選び rコストコントロー

ルができているよ f人員不足jと認識していた。お1識コミッ

トメントは，全体的に低い結果となったが， r~効く必要があ

るからJr病i誌を去ろうと思っても実際は難しいjといった

継続的コミットメントは高かったc

{考察]
新病棟移転経験の有無による 2若手間で各尺度に大きな差は

なかった。詳錨では，移転群が日々移転に向けて行ってき

た業務整理やそのための医療スタッフ問でのコミュニケー

ション，管理職のリーダーシッブなどといった移転の経緯

の中で，疲労感を強く感じながらも悶僚意識や協働意識の

紐帯の強化が図られたと考える。一方.非移転群ーでは看護

ケアの質向上に係ることに関しての想いがみられた。組織

コミットメントの下位尺度の継続的コミットメントが言語い

ことは職場の臼襟，認識よりも他人の功利的あるいは打算

的皆様を強く認識するといわれており，移転経験にかかわ

らず離職に消磁的な状況にあると時時に，綴織全体として

のまとまりが欠けてしまう可能性が浮かび、上がった。近年

の者護に係る臼常業務の煩忙な状況で「議長殺しないJとい

う事象は，働きがいがあるから「離殺しない」という看護

への積極的な動機付けから起こる事象とは奥なるものであ

ることが示唆された。(本研究は向志社大学援療政策・経

営研究センター， s立療政策・経済ユニット「援療組織の質

改善に践する研究jの一部である。)

54)看護部の自律性と看護部および師長のリータ‘ーシッブ

との関連

山口桂子(北見医r，iIi会看護専門学校看護学科)

{目的}

看護専門職としての自律世形成の示唆として，看護輔の自

律性と看護輔自身および郎i長のリーダーシップとの関連を

明らかにする

{研究方法]

1.対象:総合病院 1施設に 2年以上勤務する看護機ス

タッフ128名 2. 調査方法および倫理的配癒:対象者に

は調査目的，内容，権利擁護，自由意志参加などを明記し

た依頼文とともに無記名自記式質問紙，返却用封僚を配布

した。回収は者護部一括習め置きとし調査への悶意は回

答をもって確認した。 3.讃査内容:看護師の自律性は

“認知能力"“実践能力"“具体的判断能力"“抽象的判断能

力"“自立的判断能力"を下役項目とする f看護職の自律性

測定尺境jを使用した。看護蹄および締長のリーダーシッ

ブは“対人関係力"“スタッフへの指導力(以下，指導力)" 

“病棟の管理運営力(以下，運営力)"¥曹、者・家族への記長室

とケアカ(以下，ケアカ)"を下位項践とする「看護師長の

リーダーシッブ尺度(短縮抜けを使用した。 4.分析方

法:r宥護師の自律性jを従属変数とし関連由子を多変量

解析による霊園婿分析をエグセル統計ーにより実施した。

{結来]
者i悲sijiの自律性と審議自mのリーダーシップとの凋速におい

て“認匁同iE力"と"ケアカ"がp<0.05で、関連を示したc “実

設能力"と 1旨導力"“運営力"がp<O.Olで関連性があっ

た"具体的判断能力"と “指導力"がp<O.Ol，“運営力"

がp<0.05で、関連を示した会“お11象的判断能力"と・1吉導力"

“運営力"がp<O.Olで関連性があったc 看護郊の自律性と

師長のリーダーシップとの関連性は見出されなかった。

{考察]
“認知能力"と“ケアカ"に欝速が示されたことは，“ケア

カ"は行動的科学実践であり，その積み重ねが対象理解と

看護の必要性の認識の高まりとなり，看護実践が科学的な

ものでなければならないとする専門織としての自覚につな

がっているのではないかと考えられる o 3つの自律性下位

項目と“運営力"が関連を示したことは，職場環境が肴護

の質を左右する要国であることを理解した上で，環境に対

する積極的な取り組みができている看護師はお律性が高い

傾向にあり，“指導力"も同様に，教育や指導行動がとれて

いる者護締は自律性が高い傾向にあると解釈できる O 者護

却iのリーダーシッブの下位項目の複数が自律性を形成する

要閣であることが判札看護部のリーダーシップの向上が

自律性形成における一助となることが示唆された。また，

師長のリーダーシッブとの関連において，本研究における

者護締は自己の自律性をあくまでも個人の資質によるとこ

ろが大きく，組織からの影響を全く受けないものであると

考えているといえる。
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55)キャリア開発ラダーに晃た A病院スタッフの自三評

髄の特徴

早川美故子，木村弘子.菅野峰子，井上恵美子，松本奈美，

山口鈴江，藤原理津子，近藤優子，村松知子

(兵庫県立塚口病院看護部)

宮出久枝(園田学国女子大学)

{沼自主}

A病院における看護舗の偲入居擦管理シートの記載状況を

調去をしスタッフの自己評価の特殻を明らかにする

[研究方法1
1.方法:平成19年4丹1日に所属する金者護締211名(看

-委譲部長.~主体・育休者を徐く)が詑絞した個

人自擦管理シートを対象とし量的に処理をしたc 2.調

査内容:1)対象の年齢・経験年数 2)キャリア毘発ラ

ダーにおける自己評価と看護部長との詣接時における評価

3 )個人呂標管理シートの記載状況

{倫理的配議}

調査対象者には研究の懇皆とともに結果は研究のみに使

用することの了ゑを得，結来は統計地理され個人を特定し

ないこと，協力が得られなくても何ら不利益はないことを

文議:で説明し向窓を得た。病院に対しては了承を得た。

{給条}
表参照c 平均年齢は36.0銭。平均勤続年数は9.8年であっ

た。自己評備が高くかっ詩擦の記載がなかったのは 2・

62.0九次いで、 3 : 28.0%であったっ自己評舗が…致してい

るが詩擦の記毅がなかったのは 4 : 48.0%であったc

{考察i
A綴i詫スタッフの自己評価は高い傾向にあったっこのこと

は従来からキャリアを勤続年数で詳徹していた経緯が大き

く影響しているc また. 2・3は日常業務の主たる寅任を

負うために，業務の煩殺さにより自己の呂壌を立てにくい

状況に臨っているのではないかと考える G 勤続年数が長け

ればキャリアがあると判断され，業務に従事していたこと

が自己評価に彰饗しているといえるc

表1 A1言段差子議郊のラダ}別分類における gjE詳僚と 8擦の記義名(%)

¥ ¥  自己聞と; 緩い ; …致 ; 郎、
¥¥¥日繁5有さきし一

jラダー¥¥同一齢脱出会j記綾なしの総会

o 16(88.9) 2(11.1) 
P18 0 2(12.5) 0 

II …;……型何{j. .QL...L-.号4(40長ー
n=ωo  11(30.5) 15(62.0) 

震 3(2.8) 64(60.4) 39(36.8) 
M06 0 子瓦0) 守

N L.....3.(J .. 4).....L. ..25.(9~ .. 6).....1 。
n= 27 0 12(48.0) 。
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56)人工股関節全置換箭を受ける患者のクリテイカルJ¥ス

についての検討一審護介入嬰屈に焦点をあてた分析一

山口今日子(佐賀大学医学者F>li(1属病院)
佐藤和子，藤田君支(佐賀大学医学部看護学科)

[目的}

本研究の目的は人工股関節金援換術(以下THAとする)を

受けた患者のクリテイカルパスを基に，アウトカムとバリ

アンス嬰閣の関連を明らかにする O 特にアウトカムと看

護主iIiが介入したバリアンス姿閣の関連について検討するこ

と

[研究方法]

匿擦における片溺らのアウトカムとバリアンス要閣の分類

を参考に，アウトカムは，臨床指標として退院基準補助具

での自立歩行に要した日数.在!詫日数は術後在i淀臼数，経

済指襟は自宅退院の有無と診療費とした。 バリアンス要

留は.患者要国として基本属性と下肢機龍及びADL.術後

関連とし看護婆閣は看護介入要因としたc

対象者はS大学[家学部隊属病院の整形外科病棟で， 2006年
8 月 ~20昨年 7 月の期間に初回片1l!iJTHAを受けた患者で，
骨切り術併用や人工!露関節全置換術後等の特殊例を除外し

た195名で‘ある C

クリテイカルパスと電子カルテの記銭から，アウトカムと

バリアンス要因について情報収集を行ったc

{命型的配慮については. 1!lil人情報保護法報関内での入院期

間中のデータは. 5)誌を施設の院内規定で医療の質の向上の

為に使用する事を，入院u守に研究対象者に説明し同意を得

ている。また実施施設での倫理委n会での永認を受け研究

は行った。

{結来1
4 つのアウトカム(退院基準補助兵での I~l 立歩行に要した

臼数，術後夜i注目数. 自宅退読の有無と診療費)すべてに

相関 (r= -0.271 ~0.767. p<0.05~0.0l)が見られたバリ

アンス要閣はー心疾患. ]OAスコア歩行能力，術後日b値.

術後鎮痛剤使用総数，事故j坊止に関する看護介入期!誇.看

護締見守りで、の歩行訓練期間で、あった。

4つのアウトカムに共通したバリアンス要時間での相関

は，事故防止に関する看護介入諮問と看護部見守りでの

歩行ll!11*壊期間が，すべてのバリアンス要問と紹関 (r=

-0.298~0.459. p< 0.01)が見られたc

]OAスコア歩行能力 S点以下.術後日b依8.0g/dl以下.術後

鋲痛剤使用総数3個以上，事故防止に関する看護介入有か

看護制見守りでの歩行訓練j出現 6日以上では，退i淀基準補

助JLでの自立歩行に要した日数や術後在!淀日数が長く，転

院が多くまた診療費も高かったc

{考察}

術商ir心疾患の合併や歩行能力低下があり術後貧血や終痛が

強い患者は，それらの要留により術後の歩行龍力改諮に時

間を婆しアウトカム達成が遅れたと考える O

事故j坊止に関する者護介入部悔や看護~iIî見守りでの歩行訓
練期間が. 4つのアウトカムすべてに相関が見られ，また

バリアンス要因問でもすべてに給関が見られた。このこと

は者護介入の内容が，患者の身体的また精神的状態に適し

たものであった為，バリアンス要留のなかでも重要な要閣

となったと考える。今後も看護介入の継続した検討はアウ

トカム達成に重要である。

57)リハビリ看護が充実した聾霞一業務改善を遇して一

江村{主主主，森 純子， 1産;金麻生，大蔵真由美，荒巻洋子，

重兼恵子(独立行政法人間立病院機構福井病院)

{はじめに]

筆者らはこれまでの研究 f者護郊のリハビリテーションに

関する認識J(Hl8年)で，リハビリ看護が充実していない

要毘として，看護師の知識不足と他職種との連携不足をあ

げた。今年度はカンファレンスと勉強会を実施し理学療

法の見学ができるよう業務調整を行った。 H19年諒査で

は， リハピリ看護に充実感をもて，理学療法士との連携が

図られているという結果が待られ，チームワークも築くこ

とができたc 病棟では同時期に「働きやすい職場環境jを

目指して業務改養を行っていた。そこで， リハビリ看護に

充実感をもてた要因を業務改善の給条もふまえて考察し

た。

{自的}

看護締のリハピ 1)看護に充実惑をもてた要留を明らかにす

る。

{研究方法}

A病棟スタッフ21名(師長を除く)に対し質問紙j去にで

調査を仔った。調査内容は業務改善や勉強会.人間関係に

ついて 5段階評価にて数義fとした。
[ 1iIiiJJl[的配慮t]
対象者に調室長の趣旨を説明し調査内容は研究以外に使用

しないこと，匿名性の総13ft11u1人情報の保護について文書

で説明した 3

{結来}

勉強会・カンファレンスの参加率は良く， リハビリ者ー護へ

の活用はできているとの給染が待られた。業務改善につい

ては.良いと答えたスタッフが大半であり，いい評価が得

られた。時間外勤務は入院患者数，手術件数.重症者数で

左右されるが， 18年髭より 154時間縮減された。 問題や疑

掲が生じた時には.すぐに相談できる環境であるという結

果が得られた。

{考察}

勉強会・カンファレンスの運営については，チームで話し

合い，担当者，内容.進行方法などを決め，自分たちで考

えるための時間と環境を作り実施した。その給来，参加率

が良く.意見交換することで考える力がつき， リハビリ看

護へ活熔できるようになったと考えるc 業務改一替では，情

報共有の徹底と役割分拐の明確fとを行ったむその結来，時

i間外勤務が縮減され業務の能率があがり，スタップの身体

的・精神的な余裕が生まれ.リハビリ看護に対する意欲の

向上に繋がったと考える。またアンケート結果で¥問題発

生時.誰にでも相談できると答えていることから，人間関

係も良好になってきていると考える。

[結論1
1)ハピリ看護に充実感をもてるようにするためには.r働
きやすい職場環境jと「良好な人湾関係jが必須で、ある。

その上で勉強会やカンファレンスを行うことで知識を向上

させることが重要である。
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58)開眼で姿勢保持することが脳活動iこ及iます影響

林浴子(北海道大学大学院係健科学院)

[ElEl9] 
背顎掲放底{立(以下，感{立)は， 自律神経活動の挺進に有

効であり，寝たきり患者や意識瞭害患者の刺激として注自

されている。意識障害患者への剰設の効采として期待され

るのは，持続的で自発的な行動であるc つまり刺激に応じ

た意留的な反応を決定し行動を指示する前頭葉の活動で

あるC しかし駿{立を持続することによる前頭葉の活動へ

の影響についての報告はない。そこで本研究では. ~人位や

漆位姿勢を保った場合の前頭葉の活動について検討し

識i濠害患者への審議について考察した3

[研究方法i
対象者は，口頭と書面での説明に同意した成人で害賠損傷

経験のない者40名(女子29名，男子11名，王子均年齢25.3土

6.8歳)とした。課題は，開腹臥{立(関臥)，龍眼底控(部

~)，開眼践f立(関康)をランダムに 5 分間毎保持した。 測

定はイーオス製の簡易型脳波計ブレインモニタE対S-100を
用いて，国捺10-20法に開札左前頭一葉 (LF)はFP1とF

7に右前頭葉 (RF)はFP2とF8に相当する{立震にペー

ストレス型電援を貼用し双極導出したc 不弱電極は窟隠と

した。データは刺殺により発現が増加する F波とし

14~30Hz苦域フィルタにより F 波成分が抽出され. 3秒

間毎に数値北翁分植し定量化された僚を発現数としたc ま

た，関墜を基準とした結対的な変化率と. 5分間の発現数

の推移を近似式で求め傾き値を算出した。分析はデータに

個人差があるためじ…T在況を用い，危険率 5%とした。

{結果1
5波の発現数は，関臥のLF7.04土6.50.RF5.46土6.59.関康

LF7.30土 3訓. RF5.60土 4.64. 罷座の LF14.77土 8.46.
RF15.35土 6.53であった。平均値において各課題における

LFとRFとの関には有意義はないが，開康は陪銀、と関康の

各間で有意差 (p<0.05)が認められた。開践を基準にした

変イヒ率では，開臥のLF-0.59土0.37.RF-0.70土 0.20であり.

閉経のLFで0.49土0.35.RFゅ0.04土1.32であり，有意援はな

かった。 5分間の推移値では壱関E子、のLF心β12::t:0.008. 

RF-0.0l3土0.059であり，関経のLF-0.0l3::t: 0.184. RF-0.0l5 

士 0.080. 開~のLF-0.0l6 土 0.153. RF-0.006土 0.109であった

が，有志:差はなかった。

{考察}

刺激によるお前頭葉の活動は同等であった。潟践は他よ

り発現数が多く，生理的変化と同様の総菜であった。開眼

の臥{立と怒位は発現数に差がなく，発現数の割合も同様、で

あ札姿勢保持した場合の発現数の推移は溺減していたむ

以上より，旬、{立も接投もその姿勢を保持し続けることは.

前頭葉の活性が!誌ですると示唆されるc よって，

患者への看護として弘位から控位の変化は必要であるが，

座{立を続けることは脳活動が抵下するため，感{立時に他の

刺殺を加える必要があることが示された。

59)人工設関箆症患者が重視する QOL額域の溝足度と影

響要調iこ鑓する研究

藤田君支(伎賀大学援学部看護学科)

上杉裕子(神戸大学院学部保健学科)

{白的}

先行研究において，股隠節疲患者が価値をおく QOL領域を

明らかにするため，生活の中で重要な領域と鐙先度

した結果.年齢や性加により相違があった。今関i之患者

が選んだ各生活領域の満足度を明らかにしその影響要留

について検討する。

{方法]

人工設関節金置換策予定で調査に戸Jj意が得られた対象者

に，自記式調査票を術前と術後6か月に調査した。先行研

究で多くの患者が選択した重要な生活銀域のア項おについ

て.各々の満足度を 6段階の関答形式で尋ねた。さらに

それらの影饗婆罰として，性，年齢，術式，術後の身体機

能や終痛，ソーシャルサポート.社交との関連を調査した令

身体機能と終痛は WesternOntario and McMaster 

Universities Osteoarthritis Index.潟鴎の支援及び社交は

Ar油 ritisImpact五1easur羽 nentScale 2の下位項践を

使用したc 分析は各術後満足度得点を従属変数，

を独立変数とした窓際婦分析ステッブワイズi去を行った金

調交協力はプライパシーの保護を説明し研究者所属施設

の倫理委員会で承認後に実擁した。

[結采}

分析対象者は434名で.女性が全体の85.5%でに 65歳以、よの
高齢者は35.3%だ、った。 113分の健康 r家族との交流jなど

7領域の満足授は全て術前より術後の方がかった。術後

満足と影響喪協との関連については， どの領域にも共通し

た要因は術後の身体機能と社交で¥年齢と術式は全く

しなかった。歩容と友人・知人とのつきあいは女性の方が

講足凌が低かった。

{考察}

術後満足には股関節術後の身体機能障害が少ないこと，外

出や活動が多いことが影響し歩容やっき合いなど fきれ

いに歩く jことをま立視し友人等との十分な交流を希望す

る女散が多いことが示唆された。生活領域の中で，他人が

重視する領域を含め満足度や影響要闘の検討をすることは

偲関の者護支援に有用と考えるc

表 1 QOL綴域の瀦i毛皮と影響婆悶
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60)点滴静眠注射技術における新人審護舗の特徴

炭谷正太郎度蓬JII良子.議崎恵美子

(望号、主クリストファー大学者護学部)

{目的}

実経に看護締が行う点滴静紙注射技術の実態調査により新

人看護師の静寂注射技術の現状と開題点を明らかにするc

{研究方法]

対象は看護師経験1年未満の新人看護締20名，看護師経験

4年以上の看護部(以下ベテラン看護締)指名，計65名。

所要時間，失敗の旅田，実施成功率を 2群で比較する。

綿な分析のために，静紙技射シミュレーターは用いず，有

資格者ーである者護締が2人 1組で看護締役，患者役を交互

に拐い. 0.1秒単位のデジタルビデオ銀顧を用いて観察し
守恒

， ~C 

l倫理的課題]

人体への影響を最小波にするために，留謹針の刺入は 2閉

まで¥輸液は生理食塩液を使用，神経症状など生じた場合

は予め研究協力を承諾している臨床援へ連絡し対応を講じ

る体制を整え，本学の倫理審査委員会の承認を得て実施し

た。また，研究手法の法的擁護解釈および研究内容を口顕

と託:耐にて対象者に説明し同意を得た。

[結果i
1)誌記事備J1留i註針刺入部位の選定JI留i詮鈴刺入JI刺
入部{立ドレッシング .um定Jli荷下調設J片付けjにおい

て事/i'入者設r:iliはベテラン看護自立iより有意に時間を要し

また，新人看護mliの f合計Jì封筒j と f官 1?'I:~HU入J Jl寺i湾が

相関していた休日関係数0.74)0 2)新人看護r:mは失敗131'1:
のうち，係閣は f刺入iI寺に逆JIllなしjが9f!1二をIfiめた 3 ベ

テラン看護ftiliは失敗11f'l二のうち iJliU入時に逆liIlな LJ3 fq:. 
f内針抜去時にi生成なしJ3件，汁1U入11寺に腫脹J2件であっ

た。 3)点滴静}既設射の 1関目の実施において新人肴護郎j

は成功率35%. ベテラン看護部76%0 2間以内の成功率は

新人看護締65%. ベテラン看護制93%であった。

[考察]

新人看護締が時間を要する主な厳密は，所要時縄全体の

69%に相当する f実施準備Jr刺入部位ドレッシング・国定J
「片付け」の手技にあふ手技効率を図ることが可能な項目

であると考える O 新人看護締は実施成功率が低く，合計時

間の長い新人看護fllliは「留翠針刺入jに時間を要しているc

矢i伐の係閣は f刺入時に逆血なしjが69%を占め最多であ

f). Wlf!l):針刺入の最も初期段賠である「留置針を血管内に

挿入する j ことが器禁í~である。新人看護郎は「留置針刺入

部位の選定J.1留霞長i刺入Jに時間を要し不適切な手技

であることが明らかとなった。 pベナー(1984)はベテラ

ン看護邸が直感的に状況を把握するのにたfし新人レベル

の状況判断は教わった規射を思い出すことに集中しなけれ

ぜならないと述べているc つまり，新人看護部は手艇を追

うことに註意を払うため時間を要し「留賓室十刺入部位の

選定J.1留置:針刺入Jが未熟なため実施成功率が低いと考

えられる O

{結論}

新人看護師は f実施準備J.r刺入部位ドレッシング・邸定J.

「片付けJにi時間を嬰し「留置針刺入部伎の選定J. r留置

針刺入jが未熟なため実施成功率が低いc

61)排尿ケアを提洪する泌尿器料病擦看護師の意識に関す

る研究

上山さゆみ(明治国際医療大学看護学部者護学科)

{研究沼的と意義}

泌尿器疾患患者に対する研究では.患者の心理・蓋恥心に

関する研究やケアを行う看護師の意識に対する研究は少な

い。そこで，今国泌尿器科病棟でお1:尿ケアを実施している

看護側iの意識を明石長イとすることを目的としたc また，明ら

かにすることで泌尿器科病棟の看護締の排尿ケアについて

教脊的示唆を符，排尿ケアの質の向上のー効になると考え

た。

{研究方法}

研究デザインは，質的帰納的研究方法で半構成的質問紙で

の個人面接法。研究対象者は.A市地域密義型中核病院の

泌尿器科病棟で泌尿器科患者の排尿ケアを実施した看護締

で.研究の主旨を説明し協力の得られた10名。分析は，

データから逐語録を作成後ラベルにしさらにラベルを分

類整理してーその意味をカテゴ1)_化した。倫理的配慮と

して，施設長，看護局長，看護締に研究概要を説明し協

力は，参加者Aの自由意志とし調資対象者の伺意を得，同意

2き[;サインをもらい，一部を研究協力者，一部を研究

者が研究が終了するまで保有する O 研究協力者の希望に従

い業務に支昨がないよう，さらにプラ千パシーを保護した令

所属する施設の倫理委員会において.承認を得た。

[結栄}

面接待問は59~66分で王子より雨接時間 62.55 :!: 2.88 (SD)で

あった。 符られたラベル数は680件で，ラベルを分類した

ところ40の1ftカテゴリーと 8つの大カテゴリーを抽出し

8つの大カテゴリ一;はま {I夜立接ケア実施時の配慮〉{対E志s 
必l時待にi注主j意主していること什;泌必i尿t求:器疾怠及びび患者の特徴}<針;泌

尿器科科，看護郎としての姿勢病}床示環i境境意識的な記!慮慧の

不足}<矧おF尿の白立にi問日潟Jj，l怒立のある恋
看護師としての忠L、冷》であつたC 泌尿器科での排尿ケアに

特鍛的な意識として泌尿器疾患及び患者の特殻}泌尿

器科看護部としての思い(泌尿器科看護郊としての姿勢》

を抽出した。 他科の排尿ケアに共通する意識として，

議ケア実施時の配慮)(病床環境〉く対応に注意しているこ

と)排尿自立に問題のある患者の気持ち}意識的な配惑

の不足》を抽出したc

{考察i
大カテゴリーの中の《直接実施時の記長室}(病床環境)対

応に注意していること排尿自立に問題のある患者の気

持ち意識的な記長室の不足〉は，他科の排尿ケアにも必要

な共通する意識と考える。〈泌尿器疾患及び忠、者の特徴》

く泌尿器科審議締としての思しウミ泌尿器科看護部としての

姿勢れま，泌尿器科に特徴的な意識と考えるつ〈意識的な記

長室の不足》は，現在実施できていないが.配惑が必要と気

づいている意識で、あり，今後，実践できていなかったケア

に対し振り返る機会を意間的に設け，排尿ケアの震の向

上に努める必要があると考える。
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62)臨床看護締のフィジカルアセスメント!こ関する現状調

査

梶原i工美，i青村紀子，高橋Ej3枝，皮肉!島i捻子，井手裕子，

伊藤草子(西南女学涜大学)

[El的1
A地[Kの臨床看護師におけるフィジカルアセスメントの実

態を明らかlこするc

{研究方法}

2007年 8 月~1O月に人地底看護者rs長会所属の46病臨に勤務

する臨床看護蹄1383名を対象に，フィジカルアセスメント

の認識について留軍き自記式笈j湾紙調査を実施した。測定

用兵は，山内らが開発した34項自のフィジカルアセスメン

トについて知議長・ f吏用額境・ニーズの3側面から S設i替
で回答を求める費関紙を許諾を受けて使用した。なお，

読ままは大学{命潔審査委員会の承認を経て実施した。得られ

たデータは，記述統計最で整理しフィジカルアセスメン

トの認識について統計学的に検証した。

{結果}

関収率は62.4ちらであり，そのうち有効活答で、ある859名を分

析対象とした(有効関答率99.5%)。
対象は，男性27名，女性828名で，年令分布では25~34議が
全体の 4 をおめ，王子均審議締経験年数は12.9:f宇治D8.5)

であったc

34~妥陵中，パイタルサイン議レベル.茂!議病変手腫

の有無"呼吸音聴取の 5項自は， 70%以上が「絶対必要で

ある(ニーズ)， I適に 1関以上行うJ(1'愛用頻授)と問答

し知識最も約90%が?自分で行える 11fh人に教えること

ができるJと期答していた。一方， 50%以上が f必婆ないj

fどちらともいえないjと問答した項目は，券経の視診.腕

鵠部打診，心尖揺動制:診，乳謡触診，筋力測

定，表在知覚，振動党.体幹の平衡機能. i楽部轄反対の10

闘であった。

各項自の知識登/使用類史，使用務度/ニーズ.ニーズ/

関連性をスピアマン)1頂{立和検定で検討した結果，

34項g全てで、係数の高低に隠わらず関連が認められたむ相

関係数が0.6以上だ、ったのは，知識最史沼頻援では，鞠音rs

腹部打診，歩行・歩容の3項13，l'史渋頻度/ニー

ズでは，凌腐緊張度，歩行・歩容の 2項目，ニー

自は認められなかった。また，知識翠:・使用

頻度・ニーズの各2変数問の係数が0.4以上だったのは，皮

膚緊張境，眼球結}撲の説診，鼻腔の視診，口!持・喉頭の視

診， J淘謡音声振鼓，腹部触診，表在知覚，歩行・歩容，失

失行の1O~夏日であった。

[考察1
34項自全てで，知識蚤/使用頻境.使用頻度/ニーズ.ニー

ズ/知識量の関連性が認められ，1)フィジカルアセスメ

ント項呂の知識量が多ければ徒用頻度がt脅し 2) 

践で使用頻度が高いほど必要性が潟いと判断し 3 )必要

性の認識が高い項告は知識量も多いことが明らかになっ

た。このことは，知識の接待がフィジカルアセスメントの

必要性の認識や臼常での実銭へ繋がる可能性を示唆してい

るc 更に70%以上が絶対に必要であるとの認識を示したち

項誌は.山舟らの調査結果と…致しており，

いてこれら 5項設の必要度がおいことが検証されたc

63)高血圧外来における設置型自動車正計，審議蹄，患部

による串任潤定櫨の比較検討

光，重松裕二，岩田英信

(愛媛大学大学院産学系研究科肴護学専攻)

{目的]

高血在外来における血圧測定は現在，際締，者護締および

設置製自動血圧討により行われているが，僅締に比べてi墓
前以外による測定値は有意に{底値とされている。そこで，

設置i鼠在討，者護締， B重郎による外来血圧測定値乞家庭

血症との相関，自衣現象の頻夜， r存在詰襟達成率について

比較検討した。

[研究方法}

1)対象:人病段通j安中の法Sl鼠J:E患者のうち家庭血庄を測

定している100名。 2)研究期間:20昨年 7 月~1O月。 3)

方法:受診患者に次間受診日の研究参加を依頼した。

日に来段した対象者の血圧をまず設設鼠在討でis.IJ定し )1又

縮鶏血圧 (SBP)，拡張期血在 (DBP)，朕拍数 (PR)を記

したc 次いで外来処霞護にて S分間の安静康設のの

議自需が血在を?J[1j定し 2践の深呼吸後に符測定した。その

後.対象者は医締の診察を受け，医締の測定した血庄飽は

カルテから転記した。生)倫理的記惑本所

究は人病誌の臨床研究倫理審安委員会の承認を受けて実擁

した。対象者には研究の話的.意義，方法，カルテを

すること，辞退しても不利益がないことなどを説明

による同意;を得た。

{結果i
1) SBP， DBPとも医締>設設Ifn.庄計>看護sffi(深呼吸

前)>者議締(深呼吸設)の綴にお僚で，医締と看護締(深

呼吸主主)のSBPの主主は14.2rr立nHg，DBPの蓋は9.4mmHgであっ

2)各is.1j定i去による外来血圧のSBPと朝の家庭政庄の

SBP関にはいずれも松関を認めなかったが，外来政J:Eの

SBP裕互関にはいずれもお3関係数が0.6以上の正の頼関を

認めた令 3)白衣現象;丸庭部の測定では男女lJljでも， 65 

議以上と未満の年齢夜分間でも 3割前後に認め

の測定では女性が1都未満. 65議以上が59&未満と医師の

測定に比べてそれぞれ有意に少なかった。 4) r~年庄日

成率は，医部の測定では 4 割強，看護蹄の測定ではア ~8

訴でいずれも男女差を認めなかった。 65歳以上の年齢[K分

では医蹄の測定に比べて看護締の測定では手に達成主容が

高かっ

{考察i
外楽Ifn.J:E測定は「少なくとも 5分以上の安静座{立の状態で、

行うjとされているが，診察窓で血症を測定する怒りすべ

ての受診者にこれを適応することは現実的には関難なこと

が多い令また.白衣現象による一過性の鼠圧上昇は底部に

比べて看護締では程変が軽く 5分後には安定するとされ

ているc このような実状を考慈してか， 2005年の日本主主叡

圧学会総会において「もう僅締は診察窓でi鼠圧を測定すべ

きではないJというタイトルのデイベートが行われたO 本

研究の結果，治療中の高温庄患者では対面後5分以上の安

静産設を待って審議蹄が鼠在を灘定することにより，白衣

現象をかなり排除できることが明らかになったc
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64)畏期臥床患者の拘縮のある手指への効提的な清潔ケア

の検討

中国弘子，小林宏光， JII島和代(吾川県立看護大学)

[EI的}

長期義人床患者の拘絡した手指への清潔ケアの頻度，洗浄方

法に関連した衛生状態をATPi法により明らかにしより効

果的な清潔ケアの方法についてネ食言すした。

{研究方法]

対象者は，療養型病床群を持つ施設(病床数500床)に入院

中の65歳以上の患者で，本人または家族に研究の趣旨を説

明し同意書に署名を得た35名(I群:長期限、床で;-=fに拘絡

がみられ週2関入浴の12名21手. 豆若手・長期臥床で手に拘

織がみられ週 1間入浴の12名22手， 直若手移動し臼常的に

手洗い可能な11名目手)とした。皮膚上の汚染度の評価は，

ATP7.去を用いたo ATPi去はアデノシン三 1)ン綾 (ATP)

をエネルギーとした発光量から結i蕗を含む有機物の量を求

める方法であるc 手指汚染度は専用スワブにて手掌，指間，

指般の皮腐表面を拭き取り，ルミテスタ PD-lON
(Kikkomanおにて測定したc 実態調査として， 1. II . 

m群が通常の清潔ケアを受けている状態での連続 1週間の

汚染度を測定し ADL，手指の拘縞のグレード，入浴田数

で比絞した。介入誠資として，rt洋に対し通常の選2回の

入浴に避 1間の手議を迫加した状態と.;l!il2関の入浴の内

11汲は入浴時に入念な手指洗浄を実施した状態での述絞 1
週間の汚染度を測定し通常の遡2閣の入浴と比絞した。

{卒者来}

長期限、床患者の持続手は， 日常的に手洗い可能な患者の手

指に比べ汚染疫が有志~ (p<O.OOl)におかった。また，拘

議liのグレードが高い手指ほど汚染度は有意 (p<0.05)に高

かった。入浴回数では，週 1回と遅2ill1の入浴では. どち

らも汚染度が高く惹はなかった。入浴時の入念な手指洗浄

の1手あたりの王子均洗浄時間は，手浴に比べ約 113程度

で、あったo 1若手が各法諜ケア(通常の入浴.手浴，入浴時の

入念な手指洗浄)を受けた前日と当日ケア後において，手子

(手i谷p<0.05.入港時の入念な手指洗浄p<O.Ol)に汚染

度が抵下したが. 1 i盟院の汚染度の平均値では差は見られ

なかった。

[考察]

先行研究における締語学的な諦査結果では，長期臥床患者

の拘絡手aは顕著に汚染していると言われている。本研究の

ATPj去による調資でも同様の結果が得られ，さらに拘縮グ

レードによる違いも明らかとなった。入浴間数と汚染度の

関係では.入浴が選 1留と 2回では汚染度に違いが見られ

なかったことから，たとえ週2回の入浴を実施していても

拘給した手指の衛生性は十分で、はないと言える。手j谷もし

くは入洛時の入念な手指洗浄はどちらも効果が見られた

が，所要時間や人数を考慮すれば入浴時の手指洗浄がより

効率的であった。また，これらのケアの実施により…時的

に汚染度は鮭下するが，選 1屈の実施では衛生性が持続す

るまでには歪らなかった。これらの結果から拘縮した手指

の衛生牲を確保するには入浴時の入念な手指洗浄を逓2回

以上実施することが必要であると思われるC

65)ホットタオルを用いた下技の加温とマッサージ、による

心身への影響

竹下万泉子. {;左藤友伎，設絵美子(久習米大学病院)

井口拐子(国家公務員共済組合連合会浜の町病院)

飯野矢{主代，力ll'l克美恵(久留米大学医学部看護学科)

{限的}
ホットタオルを用いた下肢の加識とマッサージの生程的側

面および主観的側面への影響を検討することである。

{対象1
21~23歳の健康な女子学生で，本研究へ悶意が得られた 9

名。期間:平成19年 8 月 6 日 ~8 日

{研究方法;

体格や衣賊などの条件をほぼ一定にした対象者に，加j晶・

マッサージ前後は仰臥{立安静駄床としホットタオルを用

いた下散の加溢とマッサージ‘を腹主人{立にて行った。測定内

容は，体温(深部議モニター・コアテンプ・テルモ)，脈拍

(デジタル紙拍計 .pじ703. NISSEI)，鼠庄(デジタル自動

血圧計.HEM-740・オムロン)，呼吸(腕事1;の動きを 1分隠

日iRlJ)で，前後に自記式のマッサージ用リラクセーション

評価も行なった。手順は.足底~下腿までフェイスタオル

2枚による10分開の加溢後，軽擦・採援などのオイルマッ

サージを10分間行った。右足から左足の111妥に行なった。ケ

ア終了15分後まで測定した。分析は，生理的組IJ商は安静臥

床時の値を基準値とし主規的側面については実験前後で

比較した。統計処殺はt検定， Willcoxon検定を用いた。倫

思!的配慮:は対象者に十分説明し拒否や中断が可能である

ことや目的以外でのデータの使用がないことを約束し向

をf:iAたc

[結来}

1.生理的側面1)体議は，力Ili晶・マッサージJ:tは基準値

に比べ罷く経過し右下!技力日混n寺のみ有意表が認められた

(p = 0.015)。終了後は徐々に上昇し 15分後は基準値より

高い傾向にあった (p= 0.083) Q 2)紙拍と血症は，ともに

マッサージ中に有意に減少していた(服拍右下紋p=

0.0093，左下肢p=0.044，~又縮期政圧右下!技p 口 0.052，

下肢p= 0.035.拡張期鼠EE: :右下披p= 0.011.左下Jf支p=

0.0065) c 終了後は，血在は徐々に上昇し基準値より有意

に高くなった(収縮期鼠在p= 0.00085，拡張期11立正p=
0.013)0 3)呼吸は，加温・マッサージ開始から終了後にか

けて有意な変化は認められず，わずかな変化にとどまったC

2.主観的側面主観的には，心理的快感国子 (p= 0.0045)， 

身体的快感出子 (p= 0.0046)は有志;に増加し心理的不快

感j君子 (p=0.028)，身体的不快感原子 (p 0.0076)は有意

に減少しリラクセーション評価が高かった。

{考察]

下肢の加議により皮腐血管が拡張するが，さらにマッサー

ジを行ったことで.部交感干111経を刺激して抹消血管が拡張

した結果，血圧および脈拍が低下したものと考えられた。

体識は.深部識を測定したため有意な変動は認められな

かったが，ケア終了後に体誌上昇の傾向がみられた。これ

ら生理的反応、および主観的側面の結果から，ホットタオル

を用いた下殻の加議とマッサージは， リラクゼーション効

果をもたらす可能性があることが示唆されたc
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66)看護部の持続的出液浄化療法 (CHDF)Iこ対する不安

!こ焦点を当てた支援の効果

七尾美綴，坪出先i美，浦田千賀子，小林さド子，重松理恵、

(富山市民病院)

上野栄一(福井大学医学部看護学科)

{践的]
β病院のCHDF(持続的政液浄化療法)管理は関銘の綴み
立てや機械のトラブル対処・日中の回収，子専問の操作は臨
床工学技士が対処している。しかし夜間や休日は院内に
医師や臨床工学技士が不在であり， 24時間オンコール体制
ではあるが，肴護締はCHDFiこ対する不安が強いc 本研究
では不安姿悶を明確にし独政の学潔支援を実施，その効
果を明らかにする。
{方法1
1.研究期間:平成四年 6月~同年9fJ 2. 対象 :β病院
にじ肴護騎23名3. 方法:対象は看護蹄23名 1)CHDF 
に対し抱いていると考えられる問題点に対し対象者護締
23名に実施し不安妥協を評倒した。 2)アンケート結よ誌を
もとにアラーム対処マニュアル fアラーム言JlIJと関j以操作
手綴をぬ影したDVDを作成 o 3)学習支援前後の不安の
程度を言H泌するひ〔倫理的配慮〕鶴資対象の看護締に本研
究の趣旨およびプライパシー保護の滋守を伝え向;訟を:j4j，
た。
{絞染}
不安!交が潟かったのは「圧が上昇したときJr返政できな
かった持 r看護締が緊急回収するとさきjであった3 学習支
援の効采は，ほとんどの項目で有意援が認められた(表1)。
関係分析の結来ではDVDを見た関数と不安軽減皮数，及
びアラーム誇11の見た鵠数と不安軽減皮数との問には，イ干支ま
な関係を認めた (P<O.05)。
{考察}
本調査結染から.多くの者議員iliがCHDF中の活設に不安を
持っていた。教脊支援として「溺i収操作DVDJと「アラー
ム誇IIJを作成，学潔したことにより明らかな学'tA効果がみ
られ，不安が続減されたc これらのことから，今後，新人
数7ぎや言113警災勤務lこ対して研究結よ誌を生かし CHDF指導
に役立てていく必婆がある。また，スタッフ一人一人が政
党と笠主任を持ち，恭礎知織の腎得，技術.銀総の向上をお
指し学留を重ねていくことが重要と考える。

表l

67)経由水分摂叡撃の周到に倖う誤差と容器の性賓の関係

関村 竜([認立病院機構独立行政法人三重病暁)

深綴浩樹

{目的]

零護舗にとって観祭は極めて重要な看護行為である。その

ため観察は正確に行う必要がある。しかし感覚に頼った

観察がなされることもしばしばあり，その妥当性に関する

先行研究が存在する。ところが，経口水分摂取最の目測に

関する先行研究は少ない。日測を測定器主主とみなした場

合，ぞれの持つ誤差を知ることは重要である C 本研究では

看護職者の経口水分摂取量の毘測における誤差と，誤差の

関連要閣を実験的に検証するc

[ffl認の主主義}

経口水分摂取最の呂測:自主義りが付いていないか， もしく

は50ml毎程変の領土手なめもりの付いた容器で，厳密な水分

管理が不要な，患者が摂取した水分量を自分長で把握するこ

と

{方法1
11名の看護職者を対象に，約八分自まで水分の入った容器

の水分量とそこから水分を減らしたときの水分の減少量の

2つを目測してもらう実験を行った。実験に用いる容器

は， A [透明/50mlごとのめもり有/能状]， B [透明/め

もり無/箭状， C [不透明/めもり無簡状]， D [不透
明/めもり然/上広がり， E [不透明/めもり無/曲面〕

の5つの容器とした。ElifflJはすべての容器に対し二度ずつ

行い，誤差の絶対値の平均を観iniJfl直とした。分析として容

器の議殺を要i混とした反復測定一元配設分散分析を行い.

容器開の差を検討するため多重比較を行った。統計解析に

はR2.6.lを使用し有意水準をp<0.05とした。実験におい

て紙顕により間意を得るなと会倫理的記惑を行っ

{結果}

誤差の平均値土標準偏差は，小さい綴に，八分民の実験で

はA4.3土2.1， C19.7土19.7，D25.3土17.0，B34.5土20.7，E48.0 

土25.0(単位mJ)，減少量の実験ではA4.1土2.2， C21.5土14.9，

D24.8土15ふ B31.1土 19.3，E58.l土28.3，であるc 容器の韓

を婆関とした反複測定一元配霞分散分析により，いずれ

の実験でも有意差 (p<O.OOl)を認めた。多重比絞 (Ryan

法)を行った結来，八分自においてAB，AE， CE， DE関

で，減少食の実験で容器AB，AE， BE， CE， DE隠で有意

認めたc

{考察i
Aの誤差4ml程度をさらに減少するためには毘測では難し

く，寧ろ測定器具で正確にはかる必要があると考えられる。

しかもその誤差は，一段的な成人の一日に必要な水分摂取

量と比較しでも 1%に講たない。それゆえ，透明で、50mlご

とのめもりのある箭状での容器の自測は妥当性があると考

えられる。しかしE[不透明/めもり無/路面n主人の10倍

以上の誤差があるc これは他の筒状の容器に入れ替え自測

するなど，平易な操作により有意に減少で、きる。それゆえ，

不透明でめもりのない曲面的な外形の容器での自測は望ま

しくないと考えられるc
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第3会場 18群

68) IC了を活用した人工設関節全撞換術後患者への義護支

援

佐藤政校.JlI口孝泰(筑波大学大学院人間総会科学研究科)

竹谷英子，中村恵子(名古屋市立大学看護学部)

{目的}

人工股関節会議換術 (totalhip arthroplasty : THA)後患者

が健康な生活を営むためには専門職による教育・支援に加

え，患者が望めばいつでもどこでもアクセス可能な情報交

流の場が必要である O 本研究では.ICTを活用したTHA後
患者への看護支援システム汁HAケアネットjを構築し

その効果性について検討を狩った。

[研究方法}

文献検討， 2000~2007年の先行研究の成果および臨床知を
もとに，研究者とTHA後患者のケア・治療に精通した専門

(看護締，医師，理学療法二日が話し合い，汁HAケア

ネットjのシステム構成および内容を決定した。データの

公i話lこ伴う倫理的記麗:については，対象者への十分な説明

を仔い，本人の同意を得た。写真データは麹像の加工等を

行い，個人が特定されないよう十分に記長室した。

{結果]

ケアネットjは知識・エピデンスの提供}rTHA 
ケアネットについてJr研究の成果Jr股関節のしくみと働

きJr投 OO~ííの病気J r人工股関節全置換術」と， (個別対応、

の支援 r手術後の生活についてJrあなたの日常生活を

チェックJr生活に役立つ道具の紹介Jr事例の紹介jから

構成された。偶別対応の支援 fあなたの日常生活をチェッ

クjでは30項自の質問を設定しrJ苦住環境・生活野間j

活動作・活動量Jrセルフケア能力H瑚践のサポート体制J
の評価から. 16タイプの肴設支援を提示した。看護支援に

はほJ.例Jr生活に役立つ道具jの箭報を反映させたc

[考察i
rTHAケアネットjは，エピデンスを踏まえたTHA後患者

への教育・支援ツールとして有効であり， ICTを活用した

情報交流とこれらのデータマイニングおよびデータウェア

ハウスが，看護支援の質の保証に繋がることが示唆されたc

さらにTHA後患者を対象とした試験導入を行い，実践で

の活用有効性および内容妥当性を検討することが今後の課
題である。

関1 rTHAケアネットjのディレクトリ構成
本研究i久平成18-19iP文科学研究室著者IiWJ金球数研究(C)議長主宰r号:18592328 

?人工段総長信金援長宅街後忠義?の潔筏移行に伴う慾E詩集活支援プログラムのI期発j

の銭1"主を受けて行った統究のー郊である会

69)病棟看護管理者の EBP(正vidence-BasedPractice) 

実践の認識と研究成粟の収集に関する調査

浅沼{愛子，遠藤良仁， W内…史，伊藤 牧

(岩手県立大学看護学部)

{目的}

積極的に学習を行っている病棟看護管王患者のEBP実践の認

識と文献・情報収集の実捺を調去をし臨床におけるEB討を

進の課題について考察する C

{研究方法]

東北地方3県の認定看護管理者ri!lJj境教育課程のファースト

レベル，関セカンドレベルの受講者に対する質問紙による

集合調査。内容はEBPに関し(1)関題明確化・丈章化， (2) 

クリテイカルパス等の患者適用事前検討， (3)実施後の客

競評価，の各実施頻度， (4) EBPの必要性の認識， (5)臨床

実践の科学的根拠の情報源ベ6)情報検索サイトおよびデー

タベースの認知・経験・職場での利用可能性の有無の6項

目，および臨床実設における研究成果活崩の担答要因30項

目 (Funk，S.G.，遠藤訳)の該当の程度c 本研究は岩手県

立大学看護学部研究倫理委員会の承認を受け，無記名，償

却問意書を屈叙して実施したっ

[結果1
1)思答者概要:悶答者112名のi段位毎人数と平均年齢(SD)

は看護納長94名， 46.7歳 (4.86)，制看護締長18名. 45.1歳

(4.98) 0 

2) EBPの実践および認識:(1)問題明確化. (2)事前検

討. (3)客観評舗で「いつもしているJは各37.5%.21.4%. 

13.4%0 EBPの必;提出:は全体の 8割が「全くそう思う j

と[回答しているが，その割合は闘看護部長 (61.1%)より看

護締長 (85.1%)の方が有意ゆ=0.025)に高かったo (5) 

もっとも活用頻度の高い情報iJjj(は雑誌 (30.4%).身近な同

僚看護蹄 (17.肝心，同僚以外の者護師 (11.6%).医締

(10.7%)の版で、多かった。 (6)主なデータベースの認知度・

経験度・職場での利用の可否は，それぞれ震学中央雑誌が

72.3%.23.2%.36.6%.最新看護索引が48.2%.17.9%.17.9%，

]Drξam2が46.4%. 26.8%， 31.3%であったc

3)研究成楽活用の阻害要国:30項目中円余くあてはまるj

f中程度あてはまるjで6舗を超えたのは?外盟諸文献の幾

度 (88.4%)1新規実践のための時期不足 (80.4%)1文獄

検索器難 (69.6%)J 研究結果の検証不足 (68.8%>1研究

クリティーク能力の欠如@';(63.1 %は，以下?論文抄読時間

不足研究に関する情報過多設備・環境不十分統計

の理解国難同僚の研究相談者不足jがS却を超えた。

{考察i
EBPは8割が必要であると認識しているもののクリテイカ

ルパス等の事前の妥当性検討と実施後の客観的評価の実施

定着率が低仁科学的根拠に挺する情報収集も定期購読の

雑誌程ocに習まっていた。各データベースの認知度，アク

セスはともに 5割未満であり. r損害要盟でも文i訣検討の沼

難に関する項目が上位であった。病棟看護管理者がEBPを

推進するため，者護言1-閣やアウトカムを容認的に評価する

ための文献へのアクセスを確保する組織的・施設的な取り

組み等の必要性が示唆された。
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70)入読患者の矯報プライバシーに対する認識の全国鏑護

(第 1報)

太出勝正.新賓タ香理.藤井儀也，鈴木千智

(名古腫大学涯学部保健学科)

井口弘子(中部大学生命健康科学部)

浅rBf:愛子，山内一史(岩手県立大学者護学部)

中村 恵，喜吉田樹海(長野県看護大学看護学部)

問弁貴子(愛知県立審議大学看護学部)

[臼的i
IT新戦略に基づく.援療・健康・介護・福祉分野の横断的

精報化が進む中，患者矯報の施設内および擁設を超えた共

有が選んでいるC しかし個人情報保護法の施行とともに

社会の個人情報の取扱いに対する関心は飛躍的に高まり，

医療においても鵠報共有と患者弱報の探護の筒立が求めら

れているc 今関.その検討の基礎情報を得るために，患者

の情報プライパシーに対する認識の全鴎欝査を行ったので

結果の一部を報告する。

{研究方法]

調ヨをは，入院患者のプライパシー認識尺箆 (PIPS)を用い

た無記名自記式質開紙言語査によって行った PIPSは，病名

や検査結糸など9項毘の治療関連務報 (F1)，名訴や生年

丹日など6項告の属性情報 (F2)，騒限習慣や食生活など

4項自の日常生活行動関連i吉報 (F3)，倒龍観や家計の問

題など5項践の私生活関連鵠報 (F4)の4因子，計24項目

からなる尺度であり，スコアが低いほど窓、者の偶人靖報に

対するプライパシー窓識が23jいことを示す。精神科単科を

除く全国200床以上の念病院から半数そ無作為に抽出し

協力をお額いし協力の持られた62病院(協力率 5%) 
3449名の患者を対象に調資を行ったc 所議施設の倫理委員

会の承認を得て，対象者への調査鶏皆や在意の協力依頼の

よる説明等，十分な倫理的配惑のもとで行ったっ

{結来i
第一次留答期賎までに， 1017件(間収率29%)の鴎答があ

り，今留はその中のデータ精錬が完了した837件の解析結

果を報告する。問答は男女学々で¥平均年齢57才。主要疾

患は，がんが30%を占めていた。 8訴が複数の入院経験が

あり，今簡の入院期賠は平均30日であった。陸子分析(プ

ロマックスIill転)の給条，上記と同じ4関子構造を確認し

た。 PIPSによりスコアを測定した結果，最もプライパシー

窓識が潟かったのはF4群 (6点満点の3.5)点)であり，次

いでF1群 (4.0点)， F 2群 (4.3点)， F3群 (4.6点)のffl買に
プライパシー窓識は低くなった。スコアに地域，性関，疾

患の韓類などによる差は特に見られなかったゆく0.0目。
{考察]
全体の約 2割の回答に欠損があるなど， PIPSに使用上の捕

も見られたが，田子構造やスコアの傾向は先行研究と一

致しており，尺度としての妥当設が再確認された。また.

地域差等が見られなかったことは，今後，患者偶人レベル

のプライパシー意識の程度をPIPSによって把握出来る可

能性を示唆し援療上の必要性だけでなく患者の意向に配

した情報の取扱いに活用されることが期待される。本研

究は，文部科研基盤研究 (B)(課題番号18390571)の補助

を得てf子った。
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第4会場 19群

71)虚弱高齢者の外出額度とその関連主主題

中村恵子，山部紀代美(名吉窟市立大学看護学部)

{目的]

本研究の自的は，高齢者が閉じこもりに至る初期段階から

早期発見・早期介入できる予防策の確立に向けて，虚弱高

齢者の外出頻度と身体・心選・社会的要留との関連を明ら

かにすることである O

{研究方法1
A県郊外に在住している歳弱高齢者を対象に，身体機能の

計測と開き取り調査を実施した。諦査内容は.1.身体機

能の計測;視力.聴力，強力・体力，眼健力. 2 開き取

り調査;a.基本騎性.b.身体的項目:日常生活動作，移動能

力，転倒経験，認知機能.c心環的環話:主観的健康感，う

つ傾向，転倒不安.d.社会的項目:高次生活活動能力，ソー

シャルネットワーク，社会活動，交流頻度である。倫理的

については，本学看護学部の研究倫理委員会の承認を

受け実施した。分析は，外出頻震の規定要留を明らかにす

るため，重留婦分析(ステップワイズ法)を行った。有意

水機は 5%以下とし分析にはSPSS12.0]を使用した。

{結果1
2007if~ 4 月 ~8 月までの龍資期間中. 61名(男性12名，女

性49名，平均年齢81.3土6.2歳)の研究協力を得た。対象者

のうち.公共交通機関を利用した外出ができる者は33人

(5，1.1 %)であり，一週間!の外出頻度は平均5.5会1.9日であっ

た。外出類箆と各変数との行i関をみた結果.r性別J.fI苦往

年数J.r近所への外出J.r体力J.r諮カJ.n!沃伊l経験J.r転
倒不安J.r近隣ネットワークJ. 交流頼度jの9変数と有

な相関が認められた。その後，重限必i分析により.r性別j

(s = .372. p<O.Ol) J. r近隣ネットワーク (s=.324. p 

<0.01) J. r近所への外出 (s=.295. p<O.Ol)ム「転倒経験

(s .219. p<0.05)J. r交流頻度 (s= .207. p< 0.05) J 

が規定要閣として認められ，男性であり，連絡を取りあう

近瞬が存在し近所への外出が可能であり，転倒経験がな

く，交流臼数が多い人ほど，外出頻度が多いことがわかっ

た。

{考察]

調査対象である虚弱高齢者は，虚弱であるにもかかわらず

極めて外出頻度が高く，先行研究で定義される「閉じこも

りjには殆ど該当していないことがわかった。外出頻度が

多い要件のうち，性差に関しては，男性は自家用車の運転

が可能な者が多く，移動手段の確保が男性の外出頻度を高

めていると推祭されたc その他の要閣については，外出の

背i奇襲悶として既に指摘されており，先行研究を支持する

結来となっている。ただし対象者の多くが頻繁に外出し

ているとはいえ，約半数の移動能力は捷歩圏内に限定され

ており，外出範屈は主に住まいを中心とした近隣であるこ

とが推測された。今後はさらに縦新調査を狩い，虚弱高齢

者の特性をふまえたよで，外出行動と諸要国との因果関係

を分析・検討することが必要で、あるc

72)子校代を還して見た高齢者の生活に関する調査

江口被美子(出i奈匿療福祉大学)

山本君子(東京匿科大学看護専門学校)

湯沢八江(凶器産療揺祉大学大学説)

{日的}

医療従事者は高齢者の生活を懸念することが多々あると思

われるが，高齢者らは自分なりに自立していると感じてい

るのではないかと推測する。今践の研究目的は子世代の自

を通して，殺である高齢者がどこでどのように生活してい

るのかを明らかにすることとした。

{研究方法]

親の健康状態や生活の様子や生活形態が明確になる項吾を

自己にて検討し調査用紙を用いて誠査した。回収は郵送

で、行った。研究の対象は，親が生存している年齢40歳以上

の164名であった。

{結果]

問答者の男女の内訳は，男f生69名.女性91名，王子均年齢54.7

歳(範囲42~75). 親の平均年齢80.3歳(範回66~98) であっ

た。親の生活の場は自宅が146名，その中で誰かと向居が

82%であった。親と会う頻震は，ほほ毎日が32%. 親が元

気であると感じる程度は， とても元気が22%. まあまあ元

気が53%であった。子世代が惑とる親の生活の様子の中

で，日的を持って外出するは79%. 周簡の環境に興味があ

るは73%. 自力で健燦管理ができるは75%. 生活全般につ

いて自分で決めるは76%. 立ち皆振る舞いに不自由がある

は71%. 一人て、おいておけるは76%であった。親が自分の

体の調子に関して話す殺授は，時々話すが41%.よく話

すが29%であった。親の生活を見ていて気になる程度

は. fl寺々あるが40%. あまりないが27%であったc 親の元

気であると感じる穏度と生活の様子や形惑の関連性を

CramerVで、みたところ.自宅で~lí~かと河居であること，会

う頻度.体調を話す程度との関連性はなかった。

{考察]

今閣の調査対象の親である高齢者は誰かと時居している者

が殆どであった。ただし高齢者が自宅で誰かと向密であ

るかと元気である程度との関連はなく，健康状態は間活す

る理由となっていないようであるc 高齢者の生活や健康管

理などの自立度に関する質備に対する詔答では，高齢者の

自立が偶える鴎答が多かった。これらは高齢者の元気の程

度と関連があ札今回設問に挙げた生活活動や意思決定な

どは子世代が健康状態の指標としていることが分かる。ま

た，高齢者はその子供に自分の身体についての話を多くし

ており，子世代が親の生活が気掛かりであることが分かっ

た。しかし殺は体調不良で、あるから身体に期する話をす

るとは探らず，高齢者と子世代との会話の内容が身体に関

する話題が多いと示唆されるo 一方で，子世代は裁が元気

であっても気になることがあることも分かった。これらよ

り，多くのお齢者が子世代と身体に関するコミュニケー

ションをとりつつ密立した生活を送っていると考えられ

る。

{研究の限界]

王子成同年の国民基礎謁査では独り暮らしの高齢者の割合は

21.9%であるため，この研究対象考は親との関係が良好で

ある方のみが返信している可能性が高い。
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73)高齢者を看護・介護する職員の Burnoutと護措管理

の取り組みの関係

頭部桂世(愛媛県立援療技術大学)

中尾久子(九州大学)

周辺恵子(東北福祉大学)

[目的}

24持関の高齢者者護・介護の職場に勤務する専門職員の離

尊重率は高い。そこで，本研究では，高鈴者を看護・介護す

る職員のBurnoutの実態と援用管理の取り組みの関係を明

らかにし Burnoutを防ぐ験場環境改義の手がかりを得る。

[方法}

分析対象 :4か所の高齢者施設勤務の看護郎・介護士210名

中，研究協力が得られた154名(内 3名は無回答が多く分析

除外)のうち， 24時掲看護・介護を行っている一般正規磯

良部名(男10/女日，看護締21/介護士44，王子均勤務年数

7.7土4.li:ι年齢:29歳以下24，30代23，40議以上18)

方法:無記名虫記式質向紙を個別配布し記載後は側部封

舗を用い，留誼j去にて諮I1文(有効密答率71.併合)。議査内容:

l. ~毒殺(性成年齢思勤務年数，綾種，勤務記霊). 2. 
Burnoutの実態は，久保・出尾Burnout尺度 (3領域17関:

l.情緒的消耗感5民税人格化6間，悩人的達成感6関，

各1-5点を与え設問数で徐し得点が低いほとεBurnoutと

改変)， 3.役立つ雇用管理の取り組み意識は，堀田作成の

15項目を用い，どの程度ストレス解消に役立っているか(各

1-4点，抵いほど役立たない)で構成。分析:Burnout得
点は中央値を参考に.領域別に低い群 (2.0以下)，中開群

(2.0超-3.0).高い群 (3.0超〉に分け，低い群と高い群のみ

抽出し役立つ援用管潔の取り組み意識との関係をt検定

にて比較したけp<.05. (* *p<.Olにて示す九倫理的配

癌(:所感大学の看護学・保館学研究倫理審査専門委員会の

永認後，対象者に文書で説明し同意を得たc

[結果・考察]

全体のBur・nout尺疫の平均績は，鵠緒的消耗惑3.8土 0.8
(1.6-5.0). J浪人格化2.9土0.8(1.0-5.0). 個人的達成感2.8

土0.7(1.5-4.5)であり，心程的疲労惑は少ないが.

煩わしい人間関係を避けたり，仕事に伴う達成惑や喜びが

少ないことが推察できた。各綴域Burnout得点の高抵別に

役立つ雇用管理の取り組み意識を比較した結果，情緒的消

耗惑の高{廷では取り絡み項自に惹はなかったc 脱人格化得

点(高n=26，低n=10)では，

たc 個人的達成感得点

n=15.低n=11)では，勤務体制を決める捺，職員の要援

を開く機会の設定け，看護・介護能力の向上に向けた研修

ゲ，認知抜への理解を深める研修げにて.低い群に役立

つ意識がiまかったc 今後のBurnoutをj涜ぐ駿場環境改惑で

は，職員側々の力を積緩的に認めていることや上司への相

談・照題共有の効泉の実感，仕事に伴う達成惑や喜びを通

し高齢者ケアの充実惑が自覚できる対応の検討が必要で

あるc
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74)認知症高齢者の Qualityof Life の特性!こ関する研究

島田とくよ(元佐袈大学大学院修士課程)

佐藤和子(大分大学援学部看護学科)

藤田君支(佐賀大学医学部看護学科)

{目的}

認知症高齢者によるQOLと代理人によるQOL評価を併せ

て仔い，その有用性を検討することを呂的とする。

{方法}

施設に入所中の認知疲高齢者 (MMSElO以上)46名を対象

に{也記式費跨紙調査及び、観祭調査を在った。認知症高齢

者による QOLは， Brod (1999) らの開発したDementia

Qualityof日feInstrument (DQOL)を，鈴木ら (2005)が，

日本語版DQOLとして作成したものを用いた。<自尊感

矯><常定的精勤><否定的情動><所属感><美的感

覚>の下{立5領域からなる。代理人によるQOL評価は，鎌

自ら (2001)Yamamotoら (2004)が開発した日本人のため

のむOL尺度 (3領域24項呂)， QLD]を用いた。<潤閣との

生き生きとした交流><自分らしさの表現><対応器難行

動のコントロール>の下位3領域からなるc 対象となる認

知症高齢者と施設職員及び代理人へ研究の趣旨，概婆を文

と口頭で説明し本人または保護者から間意書を得たc

{結来}

認知i症高齢者によるQOLと代理人によるQOLの完全な一

認めなかった。認知症高齢者によるQOLの<自尊感

情>と<肯定的i1'i動>のみ.代理人によるQOLとの関連を

認めたc 認知症齢者の<自尊!郎官>や<1')'定的部重JJ>を

客説的な鋭察を通して.部分的にt足えることが可能であっ

たc

[考祭i
認知症高齢者によるQOLは，情動を詳細liし代理人による

QOLは.表情やii1!i1Jを評価しているため，認知症高齢者の

異なる函を測定していることになる O 情動と行動が認知障

害のため，一致するときもあれ試しないときもあることが

認知症高齢者の特後でもある。代理人によるむOLは，どの

ような認知レベルの対象者でも測定できるという特酸があ

る。しかし認知高齢者によるQOLは，認、知症高齢者の心

理や行動を理解する補完尺度として使用すべき重姿な評価

R.I支であることがわかった。

まミ l

Q!cDJのカテゴリー

間関との生き
議足しているように見える 0.339窓 0.405師

生きとした交流
ユーモアがある 0.300* 0.306事

tl三JJやj舌毅jの殺など絞げている 0.342' 
身だしなみに気を主主う 0.299本

自分らしさの表現
j肱の人に祭器己ちをえ示す 0.30ア
音楽やテレどを際発筏jに楽しむ 0.298本

行動のコントロールすぐ怒った号する 0.303事

Spc訂rnan綴佼組問関係数締ヲく白。∞1. '下く0.01.ヂpく0.05

75)護たきり高齢者のおむつ交換時龍の評価一おむつ交換

時毎と持続的な鰐脱内最重の灘定を 1挙制に試みて

尾伴:1禄理佳

(金沢大学大学説医学系研究科保健学専攻博士前期課程)

泉キヨ子，平松知子，正源寺菜穂

(金沢大学大学院医学系研究科保健学専攻)

i践的}

施設でおむつ交換を受ける虚弱高齢者の現行のおむつ交換

時間と!接続内尿設の関係を評価するためにおむつ交換時

毎の務脱内尿の実態と勝統内尿釜の継時的変化を明らか

にする。

{研究方法]

事関:看護師に尿意が陵味と判断されおむつ交換を受けて

いる寝たきりで認知症のある84歳女性c 高血圧症，脳血管

障害の既往， 2 @]の出産歴がある O 方法:1)定時のおむ

つ交換時 (9: 30. 13: 30， 16: 30， 21: 00， 4: 30)毎

に超音波時抗画像診断装置BladderScan奪BVI6100を用

いて務校内援護を測定しおむつ内鼠量を量った (A法)。

2)長時間尿動態データレコーダゆりりん寄USH-052を
用いて， 9: 50~20 : 30の筒，持続的に務耽内尿量を測定

した侶法人 3)測定中，事関の生活状況を参加観察した。

分析方法:Ai去で、定時のおむつ交換時の!接続内尿意:の実態

を把握し Bi去の結果と観察された生活状況から，勝統内

尿最の変化と生活状況の関係について検討した。 倫理的配

感:家族に紙面と口頭で研究の怒旨を説明し了承を得た。

装症のi認定は通気性の良い依料激のテープを使用し iftlJ走

中は接触調印1]閣の能祭に留意した。

{結果i
A法:定時のおむつ交換時は.おむつ内尿量302g，103g， 

122g. 187g， 185gに対して.I跨諮如!杭此内i冴鼠言求とf蕊量長設企はいず

Omlで、あつたo 1酎3封i泣j去ミ:)勝跨傍即11統庇出!内村尿最は， おむつ交換とおむつ

交換の関に複数抵増加と減少のパターンを複数部繰り返

していた。また最大勝脱j人j尿は158mlで、あった。排援は

必ずしも最大勝JJJt内尿設に到達後に起こっているわけで、は

なかった。参加観察を通してほとんど自力体動がみられな

かった事例であったが，最大!接抗内成量まで到達せずに排

尿したときの特設的な生活状況は. r上半身がねじれて体

役交換施行Jr欠伸を 2回した」であった。また， 111:椅子坐

位をとっている開.測定値の増加はみとめられなかったc

i考察}

Ai.去の結果から.現行のおむつ交換時間とこの事例の跨枕

内尿最の変化は合致している，または，この事問の蓄尿機

能は著しく低下しているI写能性があると考えられた。しか

しさらにB法で勝校内総長を持続的に測定したところ，

!践校内尿量はo-160ml軽度の増減を繰り返しており，そ

の変化は，定時のおむつ交換時間よりも.むしろ，体動と

関係している可能性があると考えられた。今聞は 1事例の

み報告であるが，今後事例をま設やし.体動と跨脱内尿翠:の

変化の関係について.さらに検討を重ねたい。
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76)人工投開蔀全欝換術を受けた患者の生活状況と活動議

!こ関する研究

赤木京子(福岡県立大学看護学部)

藤田君支，佐藤和子(佐賀大学涯学部審議学科)

知的]
人工投罷節全量換術(以下，投開節術)を受けた患者l丈

人工開宣告による合併疫に対する長期的なセルフケアが必要

とされ，患者への生活指導には，在宅での生活状況に正、じ

た偲間的な支援が求められる。本研究では，股関節衡を受

けた患者の在宅における生活状況を明らかにし活動量の把

握を行うことで¥手衡を受ける患者への支読について示唆

を得ることを自的とするC

{研究方法]

初鵠の投溺節術後111三宮の患者に認査を依頼し書留で同

意を得た15名を分析対象者とした。在宅訪縄による

化函接を行い，得られた逐語データを年齢と社会的役割の

関係で比較し術前後の生活体験の相違について特畿を分

した。臼 Iやの活動禁は，面接持に10日i湾を自安にライフ

コーダEXの装着を依頼し間意を得た者に装着方法の説

明を行い郵送法で間続し算出したと調査期簡は2006年11月

~2007年 8 月であった。本緋究は，対象者の怪意の協力に

基づき，間意を確認したc なお.本研究は故賀大学誌学部

の倫理委予査会の承認を得て実施し

{結果・

対象者は，男性 2名，女性13名の計15名で，年齢は37歳

~85歳(平均年齢出 64.3 土 13.2歳)であった。フルタイムの

4名であった。術前後の生活体験を年齢と社会的

背景の関係で比較すると.<後期高齢者>.<前期高齢者・

壮年期の主婦>. <壮年期のフルタイムの有戦者>の 3つ

のグループに分類され患者の背設によって術後の活動への

議足感には相違があることが示されたc またー術後 1年目

の活動量伎をETs'時)を 3つのグループ;二分類し中央値

を比較した結果，後!弱高齢者は1.23.前期高齢者・壮年期の

主婦は2.41. ~士年期のフルタイム存毅者は4.63であった。

後期高齢者は，痛みが出失しADLが改善したことに喜んで

いるが，老化による体力の低下などから，活動の拡大には

諦めを惑じており，歩行していたとしても弱い身体活動を

行っていることが示されたc 前期高齢者・壮年期の主婦は，

痛みや歩容が改議ーしたことに議足し社会的活動を拡大し

ている者が多いが，活動:廷は半数の者が家事のような弱い

身体活動にとどまっていた。壮年期のフルタイム有験者

は，術後 1年自までに仕事に復帰しているが，仕事・中の股

関節露出制限の不自由さ，税自の不安やf出演が継続する者

もあった。 中強夜以上の身体活動を行う者が多いが，活動

lまばらつきが大きく.戦穂によっては強い身体活動を

行っている者もいた。

[まとめ}

股関節術前後の生活状況には患者の年齢や社会的役割と

いった背景による相違があり，術後 1年目の活動頚;にも関

連していた。手術を受ける患者の背景を考惑しそれぞれ

の活動や認識に応じた支援の必要性が示唆された。

77)祷護保有者の安静時における祷擢の霜みと関連要閣の

検討

平木久美子(機B立製作所目立総合病i涜)
高橋和子，山部嘉明

(宮城大学看護学部・大学践者護学研究科)

[目的i
樗癒保有者の安静特における袴癒の痛みの有無と強さを把

し袴療の痛みに関連する因子を検討することにより，

得議保有者の痛みに記慮できる看護への示唆を得る

{研究方法i
-絞病院2施設で研究開意を得られ，袴癒を保有している

患者50名を対象とした3 質問紙を用いた面接によりデータ

収集を行い，痛みの有無と強さを瀧交したっ痛みの強さの

把擦は，これまでVisualAnalog Scaleの信頼性・妥当性が

認められている。得癒の痛みを灘定した先行研究におい

て. Visual Analog ScaleとFacesPain Rating Scaleの相関

が高いこと. Faces Pain Rating Scaleの方が高齢者に理解

されやすかったと報告されていることから，本研究では，

Faces Pain Rating Scaleを用いることとした。分析は，

癒の繍みの有無に関連する因子を採るために.二項ロジス

ティック間滞分i抗痛みの強さに関連する関子を線認する

ために}ij印字留婦分析を尽いた。総理的記長室として，対象者

に目的と方法，研究協力の自由意志，澄名性の保持につい

て説明し文書で問;立を得た。

{結来}

対象者の王子均年齢は71.8土 13.4歳で，男性36名，女性14名の

合計50名だった令袴癒ステージは訪~26%. IIは48%.立I以

上は24%で不明が2%であった。安静特に採癒の痛みがあ

ると鴎答した対象者は50%であったc 袴癒ステージは，痛

みの有無，および痛みの強さに関係を認めなかった。安静

時における袴癒の痛みと関連が示された項日{え痛みの有

無に持議の路間皮腐色の変化，痛みの強さに原さ 5cm前後

の上敷きウレタンマットレスであったc

{考察]
ステージは袴癒の様みと関係を認めなかったことか

ら，袴癒保存者には，損{認の寝度に関係なく得癒の痛みの

アセスメントを実施し痛みがないと決め付けず審議を提

供することが必要である。得議周期の皮藤色は組議損騒が

拡大する時に変化を示すことが多い。組織に炎症が生じる

と痛みを感じやすくなることから樗擦の痛みの有無と関係

を認めたと考えられる。祷癒Ji!iJ簡の皮}議色が変化した場合

比患者に祷癒の痛みを確認し祷癒管理の方法を再度ア

セスメントする必要性が示唆された。ウレタンは，長期の

使用で劣化が生じるc 劣化した代替ウレタンマットレス

は，体庄分散効果が損なわれることが報告されていること

から，劣化したウレタンマットレスの使用で体圧分散効果

が十分で、なく袴癒を毘追し祷癒の痛みの強さと関連が認

められたと考えられる。ウレタン素材の体圧分散寝具を使

用する擦には，劣化を見極め，適宜，新しいウレタンマッ

トレスと入れ替えるなどの対策が必要であるO
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78)全国の病棟看護舗における在宅審議の認識と関連要因

に関する研究

策藤郁子(慰問法人三友金病院看護専門学校)

小林淳子(山形大学陸学部看護学科)

[罰的]
全屈の一般病院の病棟看護部を対象に，在宅看護の意識と

実賎に関する認識を把握しその関連要閣を明らかにする

ことを目的とするや

[研究方法}

1.対象者:2003-20例年販病院要覧から無作為に抽出し

たー絞病院のうち，者護部長に用意が得られた88ヶ所の病

院の病棟看護締5782名に質問紙を!I~;送した。閤収数は2777

名 付8.いち).有効回答数は1778名 (30.8%)であった。 2.

:邸送による自記式質問紙調査。 3.r.踊j査内容:

「在宅者護の意識J18項目， r在宅看護の実

16項目，退院計図の立案実施の有無，看護基礎教育に

おける在宅者議論の教育内容。 4.分析方法:r在宅看護

f在宅者護の実践jの関連安田の検定には， t検定

またはPearsonの稲荷係数を求めたむまた，有意となった

変数を投入し玄関帰分析を行った。データの統計f鉾析には

SPSSl1.5 for Windowsを用い，有意水準は 5%未満とした0

5. 倫理的記長室:対象者に研究目的，調査参加の自由意志、.

1笠名性.データ処理について文書で説明した。 山形大学涯

学部倫理委員会の承認を

{結果および考察;

1.在宅看護の意識jでは.18項目すべてが 7時々意識し

ている¥こ該当した。また.r在宅震の実践Jでは.16項

目1:1:111項目が々実践しているjに該当し 5 EIが

まり実践していなしづに該当した3 実践していない内容は.

在宅療養上の生活問題の対処方法の説明，退院前の家族を

交えたカンファレンスの実施.関連機関との連指，資源の

情報提供に関すること及び病院からの家庭訪問であり，病

棟看護側にとって，人的・時間的限界が大きいと考えられ

るo 2.在宅看護論の科目新設後に入学した対象者におい

ては，在宅看護の臨池実習で看護技術を実施した者は実施

しなかった者より f在宅看護の意識J.r在宅看護の実践J
の得点が高かった (p<0.05)。臨fi!!実習において訪部看護

r.iJiからの指導，助言を受けながら.実際に看護技術を実施

した経験が.在宅看護の認識を高めた可能性があると考え

る会 3.r在宅看護の意識Jならびに「在宅看護の実践jに

関連する要因は. r退院計画の立案実施の有J(p<O.OOl). 

ゆく0.001).r経験王手数J(p<O.OOl). (p<O.Ol). r田復期リ

ハピリテーションへの勤務有J(p<0.05). (p<O.OU. i緩
和ケア病棟への勤務有J(p<O.Ol).ゆく0.05)であった。

入院iゃから退院後の療養支援を視野に入れた看護言1-関を立

案することが在宅看護の認識を高めたと考えるC また'関

復期リハピ 1リjテ一シヨンや緩和ケアは在宅を志向するこ

とと'臨床蕃護の経験を蓄積する過程で

広がる干河可司可宇詑能，段が示唆されたc

79)継続看護につながる在宅移行時のアセスメントシ…ト

修正版の試用

樋口キエ子，葛西好美(JI頂天堂大学医療看護学部)

高橋フミエ(帝京王子成大学ヒューマンケア学部看護学科)

{目的}

退j定後の継続看護の円滑化に向け病諌看護舗による在宅移

行持のアセスメントシート(以下シート)の試用をしてき

た。今風継続する医療処法のある家族への支援に繋がる

ことを日的に修正したシートの試用状況の把揮をする C

{方法}

調査協力者は，関東地域2病院の看護締19名 (26-45歳・

経験2-25年)に，実際の患者f7tlに障するアセスメント内

容の記載とシートの評価を依頼した。記入したシート15部

(79%) .試用後の評価票17部 (90%)を回収した。1)シー

トの内容は，療養者の状態他 (24).家族の介護力 (5).涯

療処置管理，アセスメント後の課題，課題の連指先である。

2)試用後の評価は，家族の介護力等27項目を 5段階尺度。

3)調査票は，イ記入シートロ評価累ハ記入上のガイドを

1セット。調査期間平成19年 1月中旬から 2月中旬。倫理

的配慮:記入は無記名.患者および看護蹄が同定されない

形で実施む協力者の選択は所属長に一任。本研究の実施

は.シート作成の間体の了解を得た。

お古来1
1.シート記入状況・患者の属性lえ年齢70 90・臓血管

疾患7名他.家族アセスメントの状況:介護者・介護協力

者の有無・介護不安の有無・残された課題の明確化7書uで¥
自身についての記入は少なかった。 2. 試用後の評価

は，家族アセスメントに関する評点(5段階評価)は平均

3前後であった。

[考察}

シートの家族アセスメントは全良記入しており，課題の記

入もあった。一方，家主主のl¥HilIiy主にはバラツキがあった。

理由は，家族との関わり方，退i刻表の1':i舌の予iJltlに1IliJ約が

あると考える。 f在宅移行持アセスメントシートjの目的

は退院特に課題を明らかにし病院と地域の継続看護の円

滑化をはかるために作成した。訪[潟肴護との実捺の連携が

~*題で、ある。
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80)在宅療養移行時アセスメントシート(試案)を試みて

2報一看護蹄の皮応一

高橋フミエ(潟:京王子成大学ヒューマンケア学部看護学科)

樋口キエ子 (}I頂天堂大学誌療審議学部)

{研究自的}

在宅にむけた療養移行持の継続アセスメントについて試案

を作成してきた 3 今間 関東地鼠2病践の病院審議師に試

案モデルを試み，療養者の状態と審議経験によるシート使

用後との関連を分析しアセスメントシート実用を留ること

が自的である

{認交対象1
1令部市300床以上の病i詫看護姉19名にシートに基づき調査

したc者護隔は14名(有効数)，経験年数は 2-25年間/王子

均13.5.平均年齢37.55歳である。療養者の有効数は14名，
寓牲は年齢70-93歳， 5号S名，女4名，他米記入。平均年

齢80.77長評悩得点等の分析はSPSS12.0]を使用 fi命壊的

:記入は怒記名，患者，審議締が同定されない形で実

施c 協力者選択は所属長に一在。シートの作成の間体の了

解を得た。調査;境問は平成19年1月一 2月中旬。

{結来i
1.在宅移行者の状態と介助度:安定の者が14名中71.4%
。。名)，寝返りできないが57.1%(8名L感設や起き上が

り婆介助が78.6%(11名λ介護度の組答が50%(7名}あ

り. 6名が3-5境，平均3.991:主寝たきり度B.ランクで

あった。 2.審議輔が把握した毘療処霞管理など・処置を

有する替が14名ヰ350%(ア名)(11&511.経管栄養3.
1.インスワン1，消毒等1)0 3. 者援締のシート試用

後評価との関係:シートの評価綜合点(125点を100%換算)

と審議長1Iiの経験年数との相関係数は0.695で相関があっ

シートが役に立つの工員話と家族の退院指導に役立つ，家族

との関わりを議するとの相関係数が0.548，経験年数とは

0.652で関連があり，者護経験が10年以上の者が役に立つと

いう関答であった (pearsonのカイ 2采p<0.025)c4‘訪

開審議の継続性:訪問者護が必要と駐i答した者が14名rl3
64.3% (9名)であったc考察:病棟審議長l!iによると在宅移

行者の平均年齢80歳の 9名は翁状が安定しており.訪偶者

を婆すると関答したものが14名ベ364.3%，介護不安有り

が50%であった。シート評価項自の中で記入の仕方につい

てが低得点であり，家族への退院指導・関わりの意識の評

{闘は 3-4で， 10年以上絞験年数のある審議部は70%;おり，
シートが役に立つという自答から，療養者・家族への退i淀
持，在宅支援を示唆していると考えられる(相関係数

0.652)。今毘，家族支援のガイドライン作成・ブレテスト

を経，者護締の拐答を試みたQ その結果，者護体験の10年
以上の考が家族支援・退院移行時の生活への意識化に役立

つという反応，諮問者護の継続性が確認できた。さら

用化が課題である
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81)訪問看護ステーションに新入職した訪問者護部の育成

支援に関する諸問題

小森直美(福岡県立大学看護学部家族・在宅肴護学講座)

[13的}
本研究の自的は，訪関看護ステーションに新入総した訪開

看護師ヘインタビュー謂交を実施し新入!被訪問看護締の

多様な背景及び訪問看護ステーション内における事rr入職訪

問看護締の新人教育の実態から，新入職訪問看護締教育に

関する諸問題として明確化しどのような育成支援が求め

られているかを分析したc

{研究方法]

諦査期賠:平成19年11月から12月まで。務査対象:新入職

訪問看護締(入戦後 1ヶ丹以内)3名。調資方法 :3名各々

に半構成的インタビュー調査を実施した。インタピュー

は，一人 1時間桂皮とした。 I得意を得てテープ録音し逐語

銭を作成し訪陪看護師として入職後の体験や不安・負担

られている意味内谷の類似しているものをカテゴ

リー北する質的・帰納的方法で分析したc データ分析の信

頼性と妥当性を高めるために 得られたカテゴリーの全て

を新入駿訪問者護師へ提示し述べたことの条約として間

立が得られるかを確認したc また.分析の過程において，

スーパーパイズを受けながら進めていった。

[1命翌日告守護由選u
調依頼持に日的を明示し研究宮的以外にデータを使用し

ないこと.訪問看護ステーション管煙者に開示しないこと，

プライパシーおよび澄名の厳守を文書・口頭で説明し了承

を得たc また，途中辞退も可能であることを説明し協力の

陪なとした。分析終了後は.分析結果を提示し公表の了解

を得たc

[結果}

訪問看護ステーション倶ijの陪題として，1.各訪問者護ス

テーションが小競模で、あるため，新入絞訪問看護師のため

の脊成支援が出来にくい， 2，既存訪問看護隔が，新入職

訪問看護蹄のために育成支援を行うだけの時間的余裕がな

い， 3 新入職訪問看護師の採用時期がばらばらであり.

俄別に対応することが難しい， 4 ，新入Jú談訪問看護~iff が，

ベテランの域に達している看護師が多いことから，育成支

援を行う側の既存訪問審議締が，新入~i設訪関看護輔の戸惑
いや不安な点をわかりづらい。次に新入織訪問看護師鎖ij

の開題として，1.新入織訪陪審議締が，訪問看護蹄とし

て必要とされる知識，問題解決能力と技術に不足がある，

2，新入機訪問看護師は，独立して業務を行うことの負強

感や不安がある等であった。

{考祭}
事rr入Jl設訪持看護師の脊成支設に関わる諸問題として 6点が

抽出された。その諸問題は，訪問看護ステーション側の4
つのi問題と新入l絞訪問看護締側の 2つの問題にカテゴ

リー化できたc また，新入]絞訪問看護部は，訪開看護ステー

ション内で既存訪問看護師による育成支援教育を求めてい

ることがわかった。その育成支援教育とは， 6つの問題を

解決できる方法が望ましいと考えられた。

[研究の限界}

3名の新入職した訪問看護締から導かれたものであり，吏

に多くの訪問看護ステーションの現状を誠ヨまする必要があ

る。

82)在宅襲症心身需がい児者の実態と保健室療福祉サ…ビ、

ス利用状況に関する鵠鷲

根本和加子(名寄市立大学保健福祉学部看護学科)

北村久美子(旭川医科大学看護学科)

[目的}

在宅重疲心身障がい児者(以下，重症児者とする)の実態

と保健医療福祉サービスの利用状況を明らかにし介護者

への支援について示唆を得ることを自的とした。

[醗究方法}

対象者は重症児者を介護している主たる家族介護者とし

たc 調査方法は無記名自記式費関紙調査哀を用い，研究趣

旨を口頭と文書:で説明し説査協力を依頼したc 識変項目

比介護者の性別・年齢・重症児者との続柄・介護期間お

よび1日の介護時間と，重症;患者の性別・年齢・障がいの

涼関となる疾患の診断名・身体i濠害者手絞および療育手帳

保有状況・日頃の生活および介護状況・家庭で受けている

毘療的処置・夜間受けているケア状況・通関通所利用状況

および移動手段・保健医療福祉サービス利用状況等であっ

た。苦言査期間は2006if三8月-11月であった。主な分析は各

項目間においてSpearmanの拐関係数を算出した。

[ 1i命理的配癒i
プライパシーの厳守および¥対象者には不利益が生じない

ことを説明し向意の確認をした。

{結果;

は275部配布し(回収率50，5%)，102部を分析対象と

した(有効問答Z千s37.1%) 0 主たる介護者は全員が母親であ

り，年議官{玄関-59歳が46.1%で、最も多かった。介護期間は

19-29:ff~47.1 %， 30年以上17，6%. 7 -12年10.8%，16-18 

:ff-9.8%. 0 -6 :f.ド8.8%. 13-15:fド5.9%の}II買に多かったc

1 Bの介護持関は12時間以上が76.5%，9時間-12時間未

満と 8時間以内が各々 11.8%であった令重症克者の性別は

男性52.0%，女性48.0%であった合年齢は l歳-42歳まで

であり，内訳は 1歳-18歳27.5%.19歳-29歳50.0%，30歳

以上22.5%であった。重症鬼者の年齢と介護期間との間に

は有意な相関が認められた (r=0.84，p<O.Ol)o 通関・通

所施設利用者は89.2%であり， 1ヶ所利用50.6%， 2ヶ所

利用33.0%， 3ヶ所利用15.4%，4ヶ所利ffll.l%であった。
保健援療福祉サービス利用者は77.5%であった。保健医療

福祉サービス利用状況と 1日の介護時間との問には有意な

相関が認められた (r=0.29. p<O.Ol)c 科用しているサー

ピスは，捜期入所63.3%，ホームヘルパ-44.3%，訪問看護

師17.7%，保健郎iの訪問3.8%，医師の訪問2.5%. その他

21.5%であった。

{考察]

重症鬼者は通関盈所施設や，銀期入所等の保健医療福祉

サービスを利用し自宅で生活をしている傾向が明らかと

なった。このことから，家庭内の介護力だけでは在宅生活

は成り立たない状況にあることが推察された。重症担者と

家族が共に在宅で生活を続けていくためには，憶がいの程

度に対応した保健康療福祉サービスの充実と，家族の健康

問題を考慮した支援が必要で、あることが示唆された。
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83)在宅で生活する脳由管欝害後議痕者のポジティブな現

在展望獲得のブ弓セス

稲援吏英子(富山大学1>1潟病院)
塚原節子(岐阜大学医学部看護学科)

盟十竹美子代(富ul大学医学部看護学科)

[日的}

脳血管i滋害後遺症者において，退院後も生き生きと生活し

ていくことは大切である。本研究の民的は，日高j血管障害後

遺症者が自分の人生においてどのようにポジテイブな現在

を接待しているのかを「楽しみjをキーワードとして

明らかにすることであるc

{方法]

対象者 :X県内の協力が得られたデイサービスセンターに

j議所する縞鼠管隊等後遺疲者のうち片麻線をもっ者とし

用意を得られた 4名とした。データ収集方法:学構成的面

接i去によりインタビューを仔った。インタピューガイドを

参考にしながら，現在の楽しみや自分の将来について自由

に諮ってもらった。 内容は許可を待て全て1.Cレコーダー

し逐語録を作成した。分析方法:木下による修正

版グラウンデッド・セオリー・アブローチを潟いた。 倫理

的記惑 :X大学の倫理泰三塁委員会の承認を受けた。また対

象者には本研究の百的，参加は儲人の自由意志、とすること

など.口頭と容認で説明したc また個人が特定で、きないよ

うに叡践したc

{結果および考察i
カテゴリーを[ ]で示す。脳阪管障害後進症者が f楽し

みjを獲得するプロセスは， [自己存在への閉しすをコアカ

テゴリーとした 9つのカテゴリーが抽出され，各カテゴ

リーは 1~3 の概念で説明されたo r楽しみj接待のプロ

セスには [Bc存在への関い]がZ主要となる O そのために

られた過去の自己{鉛を回想し[J諮問からl:j.

えられる心の支え;を基に[自己苓在への陪しつを行う c

また〔現状況への悲嘆〕を実感しながらも{過去への反省)

をすることでポジティブな現在へと窓議を向けているs こ

のように〔自己存在への関ぃ;を仔っ

者は， [務極的行動]を起こし〔良一己への失望〕を経験しな

がらも上手に〔折り合いをつける〕ことを繰り返しながら

現在の f楽しみjを接待していくというプロセスがあった。

またはド自擦的将来援護〕は現在をより楽しもうという

議へと影響を与えていた。更に抽出したカテゴリーを現

在・過去・未来に関するポジティブなものとネガティブな

ものに分類したところ.ポジテイブな現在展望を獲得する

ためには過去とのつながりが強いという特識を見いだし

た。 過去のネガティブなカテゴ1)ーもある程度許容するこ

とでポジテイブな現在へとつな汗ていくというプロセスが

あった。脳1IIl管障害後遺疲者は常に自己の存在の確認を

行っているものと考えられる。 過去の反省をも含め思想、す

ることで，俄性を表す「楽しみjと現実の状況での格差に

し自己の存在の確認をしていることが推泌されるo

そして今できることを模索しながらどこまでできるかわか

らない将来があるからこそ現在をより楽しむという意識が

生じてくるものと患われる。
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84)魁卒中センターに緊急入読した患者の配偶者の心理週

号室

五輪恵里(富山祭済生会富山病j完)

{目的}

緊急入院し危機的状態にある患者の記偶者がどのような

心理的変化をたどりその状況を受け入れていくのかその変

fヒプロセスを明らかにすることを目的とした。

{研究方法}

対象は突然発症した50ftの脳卒中患者の記偶者であり.本

研究の趣旨を口頭と誉回で説明しi得意を得られた者とし

た。調査は半構成的面接法による千ンタビューを行い，発

症s寺からひとつの転帰-である転碇までの患いの変化をでき

るだけ自由に諮ってもらった。インタビュー内容は許可を

得て全てICレコーダーにて録音し逐語録を作成した。分

析方法は，逐語で記錯したインタビュー内容から，その意

味を深く解釈しサブカテゴリーを生成した。そのサブカテ

ゴリーを類似性と差異性に住告しカテゴリーに分類し.

ブインクの危機モデルを参考にカテゴリ一向の関係を検討・

した。抽出したカテゴリーの関係を結果関に示し脳卒中セ

ンターに緊急入院した患者の自立偶者の心理過程を明らかに

した。倫理的配慮は.研究の主旨や研究以外には一切使用

しないこと，口頭および文章にて説明し承諾を得た。

お古来および考察}

，思考の自己i潟者トから会lIWさ*1-たカテゴリーは. [ショックヵ、

らの混乱][存命への安心感][他者への心遣い](心の支え

となる近親者] [アブローチによる安心感予筏への不安

{今f後麦の生i活首への不安] [T前}詰I向きJ志ι剖j肉h勾]への自己努力] 8 

のカテゴリ一で

:はまそれぞぞ、れ1から 7のサフブ守カテコゴ9 】リj一 (討計占25日)が含まれて

いたC フインクの危機モデルを参考に分析するとf自殺の段

階では，突然の発症により[ショックからの混乱]を受け，

パニック状態となっていたが〔存命への安心感〕や〔他者

への心づかい]があった。 前衛j的退行の段階では.辛さを

自分…人では受け止めきれず〔心の支えとなる近殺者]の

存在があった。承認の段階では，新たな不安が出現してい

る。〔アプローチによる安心感〕から徐々に前向きな姿勢

へと変化し始めているが. [予後への不安感] [今後の生活

への不安]から防御的退行の段階へ戻ることもみられた。

適応の段階では.[心の支えとなる近親者]の影響も受けつ

つ比例勾き志向への自己努力]へと肉っていた。このよう

に対象者の心理過積は，衝撃の段階から適正、の段階までの

4つの段階を行き来きしながら適応の段階へと向うことが

きf討された。本研究では承認の段階で<援療者のアブ

ローチからの安心感><自分を受容してもらたことでの勇

気づけ><混乱状態脱出への援助><前向き感慌形成への

援助>のサブカテゴリーが示すように積極的に介入してい

た。そのことが適応の段階へと進むことに効来的だったと

考えるC 家族の心理過設を知るためには，コミュニケー

ションは不可欠であり，そこから信頼関係が形成されるこ

とで効果的な者護介入へとつながることが示唆されたc

85)手術療法を受けた食道がん患者の退院後の生活の主観

的評儲!こ影響する主主題

自由久美子(大阪市立大学医学部看護学科)

{目的}

食道がん患者に一般的に行われている手術療法は，がん躍

の切除と食道再建であるc 手術範閣は広く，相対的にみて

治療後の障害の程度は大きく，手術療法を受けた患者は，

術後に起こるさまざまな波状により， 日常生活に支瞭が生

じると推iRlJされる O 手術療法を受けた食道がん患者の退院

後の生活の主観的評価に影響する婆閣を明らかにすること

は馬手術期ケアの向上につながると考える O そこで今回の

研究目的は手術療法を受けた食道がん患者の退院後の生活

の主観的評価に影響する安部を明らかにする O

{方法}

対象は，手術療法を受け退院した食道がん患者である。調

査方法は無記名の自己報告式質向紙調査で，外来通院時に

調査票を艶布し，回収は郵送法とした。調査内容は

MOS36悶ItemShort叩FormHealth Survey (以下SF-36).自

尊感情尺度，支援ネットワーク尺1Jt. 自己効力感尺度，予

備研究の結果に基づいて開発した溺定用具性別，術後年

数などのデモグラフィック変数とした。

{倫.f!Jl的配慮}

調査実施s寺は冊究倫理委員会の許可ーを得た。研究協力依頼

時は而で研究の目的や方法などを説明し研究参加の同

立を特命たC 研究への参加は自由意思であること.研究に協

力で、きない場合でも治療や者設には一切影響しないこと.

'l'tIIU紙は無記名であり，持ち帰り自治に記載し郵送法で

返送できること.さらにデータ分析時のプライパシ一保護

について説明した。質問紙の返送を持って向意が得られた

ものとした。分析，手術療法を受けた食道がん患者ーの生活

の主観的評1iIliに影響する婆閣は，ステップワイズの玄関帰

分析を行った。統計はSPSSVerl3を使用した。

[結果}

質問紙は159名から回収した(回収率94.1%) 0 食道がん患

者の生活の主践的な評獅に影響する要因については，ス

テッブワイズ霊回帰分析を行なった結来，標準化係数ベー

タは.r手術前後の知識jで0.280(p< (0.0001)， r支援に

対する満足感Jは0.240(P<O.OOOl). r周囲の不理解jは

0.315 (p<O.OOO1) ， r発声障害による不幸感Jは0.313(p< 

0.0001)の 4つの因子が選定された。重回帰係数 (R)は

0.769.決定係数 (R2釆徳川ま0.591.そして調整済みR2釆

僚は0.577であった。

{考察及び結論}

生活の主観的評価に影響する要閣は，手術前後の知識があ

ること，支援に対する満足感があること，周関の不理解が

ないこと，発声降客による不幸惑がないことが明らかに

なった。このように手術療法を受けた食道がん患者の主観

的な評価に影響する要因が明らかになったことから，手術

による身体的変化や身体疲状に対する患者教育を行い.支

援に対する満足惑を高めるように援助するとともに，手術

によって起こる患者の気持ちの変化乞家族や医療者が理

解できるように援助することが必要であると考えられた。
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86)中津失聴者の欝審の受容遺翠(その1)一衝撃の段揺

からの脱却一

思田和没(北海道美唄襲撃高等学校〉

{笥的}
情報のやりとりを基にして成立する鴻故系としての我々の

生活i丈規党・聴覚を欠いては困難である。中途失聴者は，

先天性失聴者と異なり，聴こえていた絞験があるだけに失

聴の衝撃は大きい。今回，中途失聴者の診断持の衝撃の段

i緩から脱却するまでの状況的危機初期段階の心理状態を分

析することを自的にまとめたので報告するc

{研究方法}

対象者の選択iえろうあ協会から紹介を受け綿加に交渉し

たG 対象者へは，研究参加・拒否・中断の自由.答えたく

ない質関の拒否の自由を保障し発表時の庭名殺を約束し

た。録音の承諾を受け手構成約質問を行い， ，~持V.A.S.で

その感靖のレベルを記してもらった。 Vλ.S.は10cmの線

で，今閣はや時点 (5cm)の{立援を Oとしそれより左へ

行くとマイナス，右へ行くとプラスとして感情のレベルを

あらわした。質期内容は，いつ境， どうして耳が関こえな

くなったのか，関こえなくなったときの気持ち，失轄を診

断されたときの気持ちなどである。インタビュー内容を逐

語録におこし本人の確認後承認舎をもらうことで内容の

信頼殺を1íi三保した令研究期開は2006年 7 月 ~9 月である

{結果]

対象者は50代女性c 失聴当時は30代前半で，当時の家族構

成;久夫と娘守夫のjil1j殺の 5人家族であったc

病名は両1C性感音難聴。原因不碗で，医郎iに聴神経が

ぼろぼろになっていると言われた (V.A.S.-3.針。宣告を

けて fショックだった。f!11も位、もない。信じられない。こ

れからどうやって生きていったらいいのか (VλSふ.0)J 
と不安で、泣き，自殺を考えた。家族に負担になるのではな

いか，離婚しなくてはいけないと思った λ.S.4.7)c夫

に話すと， r逆の立場なら離婚するのか。君は君，人が変

わったわけで、はないc 特加なことではないjといわれ思い

症すことができたc 小学金の援が母親を支えるため手話を

習い姑め，コミュニケーション手段の糸口を切り開いた。

[考察}

宣告斑後の衝撃の段階では，ショック，絶望という状況か

ら自殺を選択することもあるc 対象者も自殺や離婚を考え

ていたc 仕事も辞め，主婦としての役言語も十分に来たせず，

自分に無力さを惑じているつ失聴の精神的衝撃に加え，母

親役割喪失，役割緊張の状態にあり，ストレスがたまって

いったと考えられる。今まで持っていた身体の機能を失う

ことは完全性を損なうことであり，自己尊重はfit下し自

己概念は崩れ去る。家族にとって迷惑な存在ではないかと

負い日を感じ，自分から援を作り孤独を感じる日々が続い

た。!華客受容に向けて前向きになるまでには，穏当の時間

がかかっているc 看護としてそれを支えるには家族と協力

した精神的ケアが必要である。

{結論}

衝撃の段階からの税却には家族と協働し見守り

が重要で¥ぞれが受容レベルや脱却までの時間に影響を与

えるc

87)クリテイカル状況下における心麗痕患患者霊安藤の代理

意思決定要罰と代理意思決定iこついての気持ち

徳永美和子{東邦大学産療センター大森病院)

寺町援子(日本大学大学院文学研究科心理学専攻

博士前期謀殺)

{自主主}

クリテイカル状況下の患者による治療や処霞に対する意思

決定が菌殺な場合には「家族による代理意思決定jが背わ

れる。しかしこのような状況は家族も混乱した状態にあ

るとされており，代理意思決定は家族の負担を大きくする

と考えられるc そこで，家族の代理意思決定要問や代理宮、

忠決定時の気持ちを明らかにすることは，代理意思決定時

の家族へのよりよい看護介入に繋がると考え本研究に取り

組んだc

{方法}

A大学病院CCむ.ICじにおいて，研究践的・方法および研究

参加は自由でプライパシーを保護することを説明し協力

関惹;を得られた成人心駿疾患、患者の致命に弱る代理意思決

定を行った 5家族であったc 研究デザインは質的保熱的研

究で¥対象者に学構成的磁接を 2回行い，データ

とし，コードfヒ，カテゴ1)-1とし，カテゴリ一向の関連を

も寄進化した。

{結果}

代理意思決定時の決定要国は， r良くなる探誌が無いJr治
療後の見通しが無いJr治療の危険牲が高い r家族が行っ

て欲しいと考えることJr患者の気持ちの推察J匿締に相

の6つのカテゴリーで代表された。代理意思決定時の

家族は精神的危機状態にあり， r見通しが然く飼えられな

い気持ちjを表出し仁患者の状態、に対するあきらめjの気

持ちを持ちながらも f治療に対する期待Jr涯郊にすがる気

持ち援療者への信頼jの気持ちを抱き r困難な決断j

をきfgり越えて「代潔意思決定要因jと相互に罷連させ代

理意思決定jを仔っていた。また代理窓思決定後の家族は

f治療決定後の動揺jを示し f状態悪化への不満 r説明不

足への不瀧患者のニーズを無読する対正、に不満jを表出

し f状態閥復関難への不安jな気持ちを抱いていた。ぞれ

ゆえ家族は患者自身のミ幸福による苦手前の関窓を:希望してい

たc

{考察}

ft盟意思決定要器は，医療者側からの靖報告と基に判断され

る要器が多く，家族の1t~翠意思決定時の気持ちより，死生

観，価値観， J詩関の人の支援， も代理意思決定要閣である

ことが明らかになった。また家族は精神的危機状態にあり

様々な気持ちを抜いていたが，時間の経過に伴い気持ちの

変化が見られた。これは代理意思決定したことへの自費の

念を抜き動揺していたり，家族のニードが講たされていな

いことが不満，不安として繋がっているとも考えられる。

そのため底療者は家族に対し代現窓思決定時より重症患

者家族のニードを念頭に家族に応じた関わりを持ち，家族

が患者の状態を理解して主体的に代理意思決定を行うこと

ができるように配慮することが重要と考えるむまた患者自

身による事前の同意書をうることは，家族の精神的負担を

軽減することに役立つと考えられる。
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88)関節手討を後の安静保持に対する低反発棋の使用の検討

関本和子(兵庫霞科大学病院看護部)

高見沢恵美子(大阪府立大学看護学部)

{はじめに・践的}

術後の排骨神経麻揮は下11支の神経麻熔の中でも額疫が高

いc 特に関節術後， 1f\l見人位では排骨千111経府;~与を発症する報
告がされている O 原国として，仰邸、位で、臥床中に下援が白

然に外施f立をとっていることが指摘されているc そのた

め，下披が外施位となった特に下腿の除在がはかれるよう

な枕の工夫が必要であると考えられた。今閤ー低反発枕と

従米の枕を比較検討し今後の肢位国定について検討した。

{研究方法]

市販の低反発枕と提来の足枕ので肢枕にかかる臣をブレッ

スースキャニングエイド「セロjを使用し測定。 w
のf抵民反発枕をA許群‘としし.従来の足枕をB群とするc 測定は，

それぞれの枕で緋骨骨頭と枕があたる部位で行う c 測定時

間は，枕使用直後より 15分毎に75分までとし測定結果の

平均値より体EEの変化を調査。各々得られたデータはT検

定で分析。また，終了後に住用感， しびれ，癒みの有無に

ついて開き取り謁査を行った。倫理的配慮は，研究自的・

プライパシーの保護について明記した蓄積iで説明し参加

のi五Lむ;を得たc 兵庫j芸大倫理審査委員会の承認を得て実施

した合

{結果}

したようにA1tfとB群の枕において， f本圧は成後か

ら 60分までの1i~J壬は各ìJ!IJ定時 f!ll 4jJ に有;な差があり. B{~f よ

りA群の方が千に除在効来があった。しかし 75分時点

では有意義はなくなっていたっまた，使用!惑については.

A若手では安楽な状態が表現されたが.B若手ではやや安楽で、

ない状態が表現された。

{考祭}
抵反発枕を使用したA若手の体庄がB若手に比べ有意に低かっ

たことは，低反発枕の重力や庄力の吸収・分散という機能

から体圧がかかりにくいことを示している O また. 75分値

における膝骨骨頚の体圧の上昇iえしびれや痛みの訴えが

なかったことからも時間の経過と共に自然に外施していた

ためと考える。

mmHg 
25 

20 

15 

11.31 

5 

。
夜後 15分 30分 45分 60分 75分

89)手術室看護舗における専門職的自律性と臨床実践能力

との関連性

来由香(藷郡市民病院)

{羽的}
手術家看護の特性である f外間り j看護は，高度な専門的

知識と技術に悲づいた看護実践を遂行する能力が求められ

るO しかし数年の経験で、勤務ローテーションが行われる

施設もあり.熟達した臨床実践のできる手術室者護締がど

の程度獲得できているのか疑問を持った。そこで，看護専

門職における自律牲と手術看護部の「臨床実践能力の習熟

度段階J(キャリアラダー)との関連を明らかにすることに

より，手術室看護の専門牲を高める一政jとなるのではない

かと考えた。本研究l久手術家に勤務する看護締の外回り

業務に焦点を当て，専門職的自律性と外関り看護部の磁床

実践能力との関連性を明らかにすることを毘的としたc

{方法]

対象:手術家看護単{立を持つ施設に勤務する手術室看護師

(看護師長・説師長又は主任を除く )0調査期間:平成四年

8 月 ~9 月。苦言査内容:属性，手術室看護隔における専門

職的自律性37項毘と手術案者護部のキャリアラ夕、一「外回

りJ72項目。調査方法:対象施設に鵠査協力を依頼し承

諾の持られた42施設， 484名に調査察を送付し個別に郵送

で鴎叙した。分析方法:専門職的自律性37項目とキャリア

ラダ-r外側り J72項目を12;1子分析(主臨子法，パリマッ

クス1m転)しその後対象全体と手術室経験年数日日にそれ

ぞれどアソンの結率相関と I!在中日以jの検定をし有志;水準5
%未ii:l.jをもって有志;差ありとしたっ倫理的記慮:調査察に

日的，参加iや rjtlj針。)1~1[l!. 1変名性， プライパシーへの

配滋を説明した文芸?を同封し，調の回収をもって向意

ありとした。

{結果}

1Ei:1収数は308(回収率63.6%)，有効I[j]答数は201(有効問答

率65.3%)であったc 属性は.女性185名 (92.0%).男性16名
(8.0~ら) ，王子均年齢は32沼:t7.67歳 (21~57歳上手術室経験
年数は，王子均5.07:t4.01年。 1年以下が36名(17.9%).2 ~ 
3年以下が48名 (23.8%).4 ~ 5年以下が39名(19.4%).6 
年以上が78名 (38.8<?ら)であった。対象者全体の専門職的自

律性の王子均得点、は3.1土0.47.臨床実践能力の平均得点は

3.46土0.69で，そのi笥には正の相関が認められた (r= 0.622. 
p<O.Ol)。手術室経験年数では， 4~5 年において.専問

機的自律性の平均得点3.1土0.49，臨床実践能力の平均得点

3.52:t0.54で.その間に有意な相罷を認めた (r 0.67， p< 
0.01)0 2 ~ 3 年では専門職的自律性の平均得点が4~5
年よりも高かった (3.13土0.35)c 

{考察]

専門職的自律性と「臨床実銭能力の習熟度設階J(キャリア

ラダー)とのi潟には，関連性があることが明らかとなったc

手術室看護師は，手術室経験2年自から専門職的自律性が

形成されていた。手術家経験4~5年は，手術看護の専門

性を獲得する過殺において重姿な泣置づけであることが示

唆されたc 熟達した臨床実践のできる手術家看護締を育成

するためには，手術室経験が5年以下で、の配置交代が行わ

れないよう検討していく必婆がある。
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90)活動脈バイパス術患者のセルフケアに関する灘定摺異

の作成と信頼性・妥当性の検討

緒方久美子(袈隷クリストファ

高見沢恵美子(大抵府立大学審議学部)

北村愛子(りんくう総合医療センター市立泉生野病龍)

[13的}
認動原バイパス術 (coronar・yartery bypass grafting :以下

CABG)を受けた患者の日常生活に即したセルフケアを測

定するために，第 1次探究としてCABG患者のセルフケア

の内容を明らかにし第2次研究として第 1次研究結来を

基{ニセルフケアに関する測定用兵を作成し信頼性・妥当

牲を検討する。

{研究方法}

第1次研究 :CABG後 1年以内の外来通院患者19名

と口頭で研究の趣旨を説明して研究参加の間意を得たの

ち，セルフケアの内容について半議成的質問紙による部議

した。 語接データは患者の言葉をありのまま

記し質的保約的に内容を抽出してコードイとし意味内容

の類似性に従ってカテゴリーイとしたc 第2次研究:第 1次

研究結来の内容を基に4段[竣リッカートスケー}v形式で得

点を与える構成的資開紙を作成し 524名のCABG患者に

対し郵送i去による無記名の自記式質問紙議査を行い.問答

の得られた297名を分析対象とした(関収率60.7%.有効期

答率93.4%)会問答データはi羽子分析(友関子法，ブロマッ

クス関転)によって項自を精選して構成概念妥当性を確認

し Cronbach'α係数を算出して信頼性を硲認した。本研

究は大阪府立大学倫理委員会および研究協力施設の倫潔委

員会で承認された。

{結果}

第1次研究:CABG患者の-1::}vフケアの内容は日コードで，

f運動管理 r食事管潔H体議管理jなど7カテゴリーに分

された。第2次研究:第 1次研究で明らかにされたセル

フケアのコード51項自のうち，データに係りのみられた 6

項日を削除し品項誌について主協子解に基づく協子分析

を行い初期解における器有{践の減衰状況より 3出子を採択

した。国転前の第3民子までの累積寄与率は35.7%であっ

ブロマックス留転を行い， 1通子負荷が 1つの留子につ

いて0.4以上で，かっ 2因子にまたがって0.4以上を示さな

い30項目を選出した3 第1昭子は16項自で，討議・器部の

，第2国子は8項目で;食事内答の調整第3
国子は 6項民で f運動の習慣イじとそれぞれ命名した。

Cronbach'α 係数は下校尺度が0.75~0.88で分布し全体で

0.89を示し受け入れられる範関内であった。

[考察i
因子分析より 3国子30項目で最適解が得られ，因子的妥当

性が磯認された。また α係数値より尺夜の内的整合牲が確

認された。 CABG患者のセルフケアは心疾患患者に共通す

る運動，食事，ストレス軽減等の内容に加え， CABG患者

特有の器部保護や活動レベルに合った具体的な運動に関す

る内容が含まれており，このiHlJ定用兵はCABG患者の手術

後の国復状況を踏まえたセルフケアを測定できると考え

る。

91) ICU看護師の職場ストレスの実態と留人特性，対処行

動および鑓農産との関違

江崎美記(1岐阜大学医学部隊属病院)

竹内賛美子，松田好美(岐阜大学涯学部看護学科)

[研究B的1
1) ICじ看護師の職場ストレスの実態を明らかにし最も

ストレスと感じていることとその時の対処仔動を明らかに

する会 2)ICじ看護障のi議場ストレスの認知的評価に影響

を与える要溺として，俗人特性，ソーシャルサポート，ス

トレスフルな出来事に主主点を当て，ストレス対処行動，身

体的及び精神的健康度との関連を明らかにする

{方法i
対象は全密42国立大学病院のICじに勤務する全審議部1.260

名。測定用具・自作の費関紙，ストレス対処行動 (SCI)， 

偲人特性 (GSES)，ストレスフルな出来事(社会的再適応、

評悩尺境).健康調資 (GHQ60)分析方法:自由記述部分は

質的lこカテゴリ一分類を行い，他は統計学的分析を行う C

総理的配慈:大学の倫理委員会の承認を得た。

してICじ審議締偶人に間窓説明書?と質潤紙を記布してもら

い，路収iま開封した返活用封箭で各{隣人の郵送とする。

{結果;

有効回収率は20.5%(258名)であった。男性7.8弘女 性

92.2%で二年代は20議代が46.5%で最も多かった。 ICU記累

年数を含む審議締平均経験年数は9.7:t7.0年であった。1.

に熔いたGHQ60で. ICU看護締全体の平均僚は

20.9土 12.6点であり. ICじ審議自立日の約71%は不健康であっ

たc また.相関マトリックスで. GHQ総合と身泳症状，

不安と不i民投会的活動際若手，うつ傾向との全てに対して，

0.6-0.9というや翠授から高い正の報開が認められた。 2

ICU者護部の職場ストレス要留は人間関係J
の費jなど10カテゴリーに分額でき，人向関係を惑いと

1Il日した殺の方が，良いとした者よりも有意に健康度が抵

かった (x2 (1)ヰ4.65，P<.05) 3. 対処行動;之問題中

心型をとる者が約70%と多かった。 4. ICむ肴護締の約

70%はー毅性セルフエフイカシーが抵く，そのうちの半分

は20議代の若年壌であった。また，年ftが低い者ほ

性セルフエブイカシーが低いとう点について，

認められた Cx2
口 13ム P<.Ol)o 5. ICU看護簡は，

多くのストレスフルな出来事を:jfgえており.向こう 1年間

で病気になる確率が約 2訴という結果であったo 6. ICじ

審議r.lliのソーシャルサポート (SS)では， ICじ内に詰頼で

きる人がいる者は80%であり，そのほとんどが同僚であっ

た。

{考察}

約71%が不健康であるという結来より. ICむ者護締は心身

ともに疲弊している者が多いといえる O 同僚からのSSが
得られていても不健康な者ーが多いという結果から. ICむ看

護締にはSSを上回る強いストレスが存在すると推測され

た。これらより. ICじ看護r.mの心身健康度を高めていくた

めには，自らの認知傾向を自覚しストレスを肯定的に受

け止め，開題中心型と情動中心裂の対処をバランスよく

とっていくことが有効であると考えられた。
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92)成人入院患者の自覚症状ならびに認知的評価と心理的

反応との関連性

** 陽子(岡山大学病院)

や11原子比呂(神戸大学病続)

中村珠恵(鳥取大学病院)

森本美智子(鳥取大学涯学部保健学科)

{目的}

ストレッサーに直樹すると，患者には不安・抑うつなどの

心理的反応が喚起されるといわれているが，その過穏は十

分に明らかになっていない。本研究は，認知的評価とスト

レス茂応、を検討した先行研究に自覚症状を要閣として加

え.入院患者の自覚疲状ならびに認知的評価と心理的民花、

との関連J性を4会討することを目的とした。

{探究方法}

はT!県内の 3施設に入院している満20歳以上の患考

で.全項沼に回答した77名とした。自覚疲状は. Illness 

Percεption Questionnaireの12項目に. Cornell乱伐dical

Indexより抜粋した13項目を加え，計25~実告を質問項目と
した。認知的評価には，病気関連不安認知尺度目項目を使

用し心理的反 応の測定には区ospitalAnxiety and 

Depr・essionScaleを使用し得点化を行ったG 対象者には

研究の詩的・意義，方法，個人情報の保護について説明文

を用いて伝え，調査惑の剖収をもって研究協力の受諾とし

統計解析では，まず自覚症状の一次元性のri{li認を行い，

自覚波状および認知的評価と心理的反応の相関関係を検討

した。その上でー心理的反応を従潟変数とし自覚症状が

直接的または認知的評価を介して影響するとするli;J来モデ
ルを設定しそのモデルのデータへの適合性と要素間のIl¥J
係性乞共分散構造分析を用いて検討した。

[結果i
対象者77名の性別は，男性48名 (62.3%).王子均54.0歳 (SD

= 15却であったc 自覚症状の一次元化の確認を行ったと

ころ，尺度として使用できることが確認された。自覚症状

ならびに病気関連不安認知と心理的反応の関係を検討した

結来，いずれの変数簡にも有意な組関関係が認められた。

従属変数を心理的反応とし自覚症状と病気関連不安認知

の関連性を検討した結来，モデルは統計的許容水準を満た

していた。変数問の関連性は，自覚症状→心理的反応(パ

ス係数口0.283). 自覚症状→病気関連不安認知(パス係数

== 0.273). 病気関連不安認知→心浬的反志(パス係数=

0.672)であり，自覚症状から心理的反応への影響力は弱い

ものであったが，病気関連不安認知は心理的反応に中程度

の関連性を示していた。

{考察]

認知的評価と心理的反応のrctlに関連性があるとの結果は.

従来の報告と向様であり，本研究の結果は病気や生活に関

する認知的評価が高いほど，入院患者の心潔的なストレス

皮応、が高いことを示していた。自覚症状は認知的評価およ

び心理的反応に弱いながらも鴎速しており，自覚症状に対

する介入が心理的反応、の予坊にも寄与することが示され

た。入i完患者の抑うつや不安などの心理的反応をより軽減

するためには，自覚症状に対するアプローチとともに患者

偲々の認知的評価をとらえ，介入していくことが必要であ

ると示唆された。

93)成人入暁患者の心理的反応に惹異な与える要罰の検討

中村珠恵(鳥取大学病院)

林 i湯子(向山大学病院)

子111原子比呂(神戸大学病院)

森本美智子(鳥取大学医学部保健学科)

[13 E19] 
成人入院患者の自覚症状の数・桂皮・類史が彼らの心理的

反応、に差奥を与えるのかどうかを明らかにした。

{研究方法]

対象は.T県内の 3施設に入院中の満20歳以上の患L者

で，背景婆国，自覚症状. HADS (Hospital Anxiety and 

Depression Scalε)の項目全てに回答した76名とした。自

覚症状についてIllnessPerception QuestionとCornell

Medical Indexの25項目を用い.そのうち12項目を不安・抑

うつにより現れる可能性のある疲状として区別した。 8覚

症状の数については「全くない」と答えた考のみを“ない"

として扱った。軽度については“ 1選問を平均する症状の

強さ(程度)"を用いた。頻度については4件法で求めた。

心理的反応の評価にはHADSを使用した。倫理的配慮につ

いては.研究の目的・意義，方法.個人情報の保護につい

て説明し調査票の回収をもって研究協力の受諾とした。

分析では. HADS; 20点以上の不安・抑うつあり群と19点

J;l、下のなし苦手に区分し背景要低自覚症状の 2'/洋簡にお

けるよヒ絞をt検定• X2検定を}荘いて行った。

{結果}

対象者76名のうち，不安.j![lうつ状態と判断される者は11

名 04.5%)であったc 背景妥協では，不安.:JJ[lうつあり群

のほうが入院期限jが長く.ヲミー;む;去去を認めた (p=0.001)0 自

覚症状では，程在については雨lrr:に有意差を認めなかった

が，自覚症状の数，“uj:き気.¥1可決"の頻度については2

群問に有意差を認めた(吐き気:p=0.047.不眠;p =0.003)。

有意差を認めた数，頻度は.いずれも不安 .j:[11うつにより

現れる可能性のある症状であった。不安・抑うつにより現

れる可能性のある症状は 不安・抑うつあり群で平均8.5儲

(SD =2.4).なし群では王子均4.9倒 (SD= 3.0)であった (p

0.000) 0 またHADS下位国子についても不安・抑うつによ

り現れる可能性のある症状の数には有意還を認め.不安あ

り群・抑うつあり群で、症状の数が多かったc

{考察]

本研究では.成人入説患者の心理的反応に差異を与える要

国として入読期間の長さを示唆することが出来たが，自覚

症状が心理的反応にまを異を与えるのかどうかについては明

らかに出来なかった。ただし入院患者が多くの自覚症状

を有していること，また不安・抑うっと判断される患者は

“i吐き気¥“不滅"の頻度が多いことが明らかとなり，

者は患者が持つ多くの自覚症状を恕握し玄関的に介入する

必要があり，また症状の頻度については特に患者が訴える

吐き気や不服に対して焦点を当て，それらの症状を見落と

さないようにする必要があることが示唆された。
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94)一事備に見る定年退職蔀後の過ごし方の変化

生野かおり，宮島朝子，立川麻紀，若村智子

(京都大学大学院底学研究科)

擦問f左知子，近出敬子(密留学欝女子大学)

{目的]

王子B勤務者の多くは毎B'ま段決まった時間に通勤している

が，退職により通勤の必要がなくなると， 1日の過ごし方

は変化するむしかしどのように変化するかを明らかにし

た研究は少ない。本研究は，定年退職前後の2年間にわた

りl自の過ごし方を掠援し どのように変化するかを明ら

かにすることを目的に行った。

{研究方法}

対象者は平成16年3月末に定年退職をした女性 l名で，退

戦前は王子臼勤務を，退戦後は選 1~2 回の非常識をしてい

た。データは平成15年4月から王子成17年3月まで丹 1間1

選前ずつ継続して収集し， Acti¥¥引 chから恕床・就寝時刻

と活動量を，睡眠日誌から食事・入浴等の時痛を把握した。

解析にはActiwar巴告白pVεr.3.4と SPSSVer.15を使用し

た。研究に先立ち所属大学倫潔委員会の承認を受けると共

に，対象者に研究目的や途中辞退の説明を行い同意を得て

行っ

[結果]
退職前後とも平日の起床時刻は7持台，休日は8時ー台が多

く，退職前には分断騒Il誌が17B見られた。平均起床時刻は

退職前が7: 30念 o: 51.退戦後が8: 05土 1: 02で有意

られた (p<O，Ol)平均就寝持郊は退毅前が 1: 25 

土 1: 06，退職後は 1:20土 1:22で有意義は見られなかっ

たむ食事時間は税金が退職前は 6~1O時，退職後は 6~1l

持で\夕食は退職前の休日と退職後は17~20時，退職前の

平日は19~22持であった。 3 食を摂取しない日が退職前は

17B，退職後は13日あり，退殺後は税金と主主食を一諸に摂

取する沼が3Bあったc 入洛時間は退殺前の休王子臼と退職

後の王子日は24時台が多く，退職後の休日は23時と 1時台が

多かった。 B諜の犬の散歩は，退験前後・休王子日とも招待

合に多く見られたが，退職前は24時以降が11Bあった。退

職前後の 1Bの総活動量を見ると， ア~1O持と 22~24時に

動きの遠いが見られた。

{考察]
退職議後の過ごし方には，長食時間や犬の散歩など変化し

ないものと，朝食時間や夕食時間のように変化するものが

あった。起床時刻では退戦後も休日方が王子日より遅くなっ

ていた。これは退験後に非常勤の仕事に就いていたためと

思われる。一方，退職後に見られる特懲として，朝食と援

金を一緒に摂取する日があった。これは，恕床時刻が遅く

なったことがB京協と考える

起床時刻の後退や不規期な食事銭取が習'霞fヒすると，健康

開題につながる可詑性があるc 本報は一苦手iヲuの報告ではあ

るが，退職議後を通した過ごし方の変化から，より健疑的

な生活を講築していくには，就労の規制を受けなくなった

退殺後の過ごし方を，王手い時期lこ，少しでも競期的にする

よう管損イとしていくことが重要であるという示唆を得たc
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第5会場 26群

95)新人看護部の職業的成熟度に関する研究一現状および

職業継続意志との関係一

中原博美(国立国i漆医療センター)

亀岡智美(国立春護大学校)

U3l'lg] 
新人看護師の職業的成熟度の現状およびその職業継続意志

との関係を解明する O 職業的成熟度は個々人が職業生活に

適応するための準備状態であり，関心性・ 8律性・計画性

の3麓類の態度特性から成る。職業継続への影響と教育的

支援による向上が示唆されている。

{研究方法i
全国の病j淀58施設の新入者護締1327名を対象に郵送法によ

る費関紙謁査を行った(誠査期隠:平成19年2月から 3月)。

測定用具にはa.職業キャリア成熟尺度(坂柳， 1999)とb.対

象特性調査紙を用いた。 a(まJfi設業的成熟度を測定するため

の3下位尺度27項目の 5段階1)カート型尺度であり，信頼

性・妥当性を確保している合 bは看護職継続意志，所窮病

院における就業継続意志を掲う 2項目を含む質問紙であ

り，専門家会議とパ千ロットスタデイにより内容的妥当性

をぬ:保した。分析は統計ー学的に行ったむ調査は無記名，間

i況は{同別投i混とした。

{結果1
619名([吸収率46.6%)からmJ*'fを得，有効IEヨ答612在日を分析
した。対象者の性別は女性が577名 (94.3%)をoめ.年齢

;ま王子均23.5歳であった。 J終業キャリア成熟尺!支得点は平均J

92.9であり，下位尺度得点:え関心性(平均33ぷが最もがJj

く.以下，自律性(王子均31.6).計画性(王子均27.5)と続いたc

また，君、護l後継続意志、，所属病説における就業縦続意志の

強い者は.各々が弱い者よりもi従業的成熟度がおかった (p

<0.001)0 
{考察}

先行研究と比較した結来対象となった新人看護師の総菜

的成熟度は成人一殺と同程度であったc また，新入者護師

は，自己の職業に関心を持ち自律的に行動する姿勢を持つ

一方，職業上の宮擦を設定し計閥的に行動することを課題

としていた。研究結果は~裁業継続に対する職業的成熟度の

を裏づけており，この課題克服につながる教育的支援

が必要で、ある。また，職業的成熟度向上につながる教育的

支援の検討に向け，関係する出子の探索も不可欠で、あるc

;ld 機業継続意志と職業キャリア成熟尺度得点

;11>家"女人

': pく0.05.制 :pく0.01，悶 :pく0.001

きたい

N M(SD) 検定車道官tlま

401 96.4(11.6) t = 10.5開

2若手r.司の上七絞iこはt検定 3震予指j以上のJt絞iこはチューキーのHSD検定をIflいた。

96)看護師のキャリア発達の適翠に関する一考察一卒後2
年告と3年間の箸護蹄!こ焦点を当てて一

土i謬るり，石川美智子，天野勢子(戸田中央看護専門学校)

{目的]

本直後の肴護制iのフォロ一体制がシステム化されつつあ

り，その受け入れに早いところでは 2::9三日 .3年目があた

ることが多い。最近は新人よりもその受け入れに当たった

人の方が自信をなくしたり燃え尽きたりすることが表面化

してきており.問題となりつつあるc また，キャリアピジョ

ンの観点からも 3年自は節目の年である。そこで，卒後2
~白及び 3 年自の現状はどうなっているのか，どのような

サポートを必要としているのかを明らかにする。

{研究方法i
1.対象看護学校の卒後2年白及び3年告で，研修会に

参加した看護締2年岳部名， 3年呂26名o 2. データ収集

期防:07.12.223. データ収集方法1)集合研修においてグ

ループワーク形式での発言を古;記がメモしたもの 2)自記

式質問紙4.倫潔的配慮:他人が特定されることの無いよ

うに縮心の注意を払ったうえで，このデータはこの研究以

外には使用しないことを明確にして口頭で缶えた。

むき身ミ・考察]

十現状と期待されていることについての自己分析2年

日府間が見えてきたJr新人と比べてできている自分j

f看護が面白いJなどの意見が見られる一方で. r出来ない

からjaiいと思う r分からないことが向けないJrどうした

らいいか自信が無いJなどのな見もある。業務はうまくい

かず，肴設にも満足し、かない状況がみられる O 同期生との

交流や日燃になる先裁の存在.認められているという実感

や患者からの手応が支えとなっているc 業務をこなせるが

うまくいかないことも多く，自己の看護に満足できずにい

る 3年釘:自分の時間がもてないことや給与への不満が

ある会プリセプターや看護研究には負担感も伺えるが，上

司や開僚の協力により充実感を得られている。中堅という

意識が芽生え始め，意見を;jとめられているC 間僚との人間

関係が形成され，上司にも発言できるようになっている 3

腐踏の支えを得ながら役訴を遂行し後輩の支えとなろう

としている o 2.今何ができるのかという課題についての

a己分析2年目:r患者のニーズに応えるJr看護の質を高

めるJr失敗を活かして次につなげるjなど自己の看護の向

上に関するものが多い。 3年自:r看護学生への対応」河内

棟会議をj制定化させるJなど運営に模することが挙げられ

ている。 3. どのようなサポートを必要としているのか

2年自には看護モデルを提示するなど，看護することに自

信がもてる，満足感が自覚できるようなサポートが必要ーで

あるc 肴設することで自己実現できることが，その後の

キャリア形成に影響する o 3年Bは，指導法など発展的な

内容が求められる。 仕事漬けの生活と感じている入も多い

ので， リフレッシュできるようなサポートも必要で、ある C
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97)透析スタッフiこ教湾ツールとしてパス・アルゴリズム

を{受用した結果

高柳{圭忠(富山市立富山市民病j完南4滋病棟)

松木滋j告，古村和枝，竹林i湯子

(富山市立富山市民病混血液浄化療法科)

上野栄一(福井大学涯学部看護学科)

{目的]

今部，維持透析患者用クリニカルパス(以下パスとするト

アルゴリズムを作成し使用することで透析検査結采から治

療方針までの流れを見ることができるようにした。ここ

で，患者に能践する前:こi透析スタッフがその内容を熟知し

ていないと指導にはならない。そこで，パス・アルゴリズ

ムを教育ツールとして使用することで透;訴スタップにも教

育効果が現れてくるのではないか検諒した。

[研究方法}

対象は，当院血液i争fヒ療法科に勤務する選析スタッフ10名。
データの眠薬方法は無記名資開用紙を用い.潔解度を選択

回答方式で7段階とし点数化した。データの分析方法は

透析従卒年数別・設際別に単純集計とじ検定を用いて評価

した。研究をする上での倫理的記長室としてスタッフへの調

交の諮には綿入が特定されないようにし

[給条}
透析従事年数3年未満の 1由設平均は3.13点. 2四日平均

は3.70点， 3自民平均は5.08}立であった。また， 1期日から

2関8・1問日から 3問自の増加率は118%・162%であっ

た。 透析従事年数31ドJJ、上 5年未満の 1関日平均は4.90
点. 21ill El平均は5.65点. 3回目平均は6.42点であった。ま

た. 1回誌から 2[羽目・ 1回目から 3部自の増加率は

115%・131%であったc 透析従事年数ち年以上の II現時
均は4.36点， 2関設王子均は4.08点. 3朗自王子均は5.53点で

あった。また. 1 I環日から 2路島. 1留日から 3朗自の増

加率は93%・127%であった令

{考察}

透析において，患者指導を行う上で検査結果から治療方針

を伝えることは重要である。透析スタップは，詫事年数の

長い短いに関わらず患者に指導を行っていかなけれlまなら

ないっしかし新任スタッフが指導を行うまでの知識を短

期間で習得することは難しい。高瀬らは， rパスの導入の

1つの科点として，新人スタッフの教育ツールとして活用

できるということがあるJ と述べている。このことから，

新任スタッフはパス・アルゴリズムを使廃することで透析

治療の全体像の把握ができ，学習効来が増強されたと考え

られる。透析従事年数が5年以上透析スタッフの増加塁手が

低くなった原践として，今までの学習と経験から指導を

f子ってきたが現実の数字やコニピデンスのある理論を求めら

れると自信がないという状態にあったと考えられる会しか

し教育を重ねるごとに今までの学習と経験を利用し教育

効果が現れ，干等教育・再学習の良い機会になったと考えら

れる。

[結論]

1.教育ツールとしてパス・アルゴリズムは有効である G

2. 透析従事年数が少ないほうが有効である。 3. 透析従

事年数が長期であっても再教育・干写学管の良い機会となっ

たc

98)外来!こおける NSTリンクナースの活動

片野恵美子(千葉大学援学部隊属病i詫)

{話的}
外来における栄養不良となる得る 1)スクを持った患者の栄

養状態の現状を明らかにし教育を在った審議長ijiの患者の

栄養管理に対する認識を調べたので報告するc

[方法}

王子成19年 8~1O月，外来通院中の消化管疾患術後(歯口科・

小児外科)の患者化学療法(婦人科ト放射線療法施行中

(放射線科)の患者を対象にSAG(主観的忽括的評錨)を使

用し栄護スクリーニングを実施。また， jj江波データをカル

テより収集。平成19年10月~平成20年1月，外来学習会を

2図(第 1屈栄養評価の結糸，第2毘栄養アセスメントと

がん化学療法患者への食事支援)関鑓しそれぞれの学習

会に参加した外来看護蹄(第 1留10名.第2関9名)に対

して学習会の内容に関するアンケート調査を行った。分析

方法:日本静j民経鵠栄養学会の栄養スクリーニングの判定

を参考に栄養不良患者の抽出。また，

養不良患者の客観的データに基づき，務l長経!揚栄餐ガイド

ライン等を参考に栄養介入必要主主鰐を選出合さらに，

度・中等度栄養不良・栄養介入必要疲例の特性と疾患を分

倫理的記議:対象者にインフォームドコンセントと自

発的参加の保証を行い開設を得，対象者の身体的・諮神的

苦菰およびプライパシーの保護に努めた。

{結果i
SAG調査を実絡した全対象者数は108名で，カルテの客観

的データから判断した対象者数は40名合診療科部の内訳

は，強口科60名，故射線、科41名，婦人科39名.小鬼外科7
名。対象者の栄養状態別の内訳は，良好101名，軽度不良部

名，仁t等!支不泉15名，高境不良O名で，その内栄養介入必

要疲{船主 8f到しまた，性問は，較度.f:t等度不良が男性21
名，女性23名，介入必要疲部が男性5名，女性3名。

は，経!支・中等度不具が平均57.3議，介入必婆疲開が王子均

60.5歳。疾患分類では経度・f:t等夜不良が日!控癌20名，卵

巣搭17名.子宮檎.?湾北器系議各2名，腹膜癌・腕癒そH
名，介入必要症間が口睦癒3名，卵巣癌 3名， ?誇化器系癒

2名。看護締に対してのアンケートは第 I綴 9名，第 21ill
8名から関収されたc 第1隠では，学習会の内幸子を理解で

きた者が9名(100%)で，その内8名 (89%)の者が学習

会で学んだことは現場で役立つと留答したc また， NSTに

興味をもった者が8名 (89%)で， 9名(100%)の者が別

のNST勉強会にも参加したいと答え，今後，外来でのNST
の活動が必要だ、と患っていた。第2留では，学習会の内容

を理解できた者が7名 (78%)で，また. 7名 (78%)の

者が栄養アセスメントとがん化学療法患者への食事支援に

興味を持ち，その内6名 (67%)の者が実践に生かしたい

と思っていた。

[考察i
NST リンクナースが外来患者の栄養管理への看護介入が

必要と認めた症前は， 0腔癒術後やイヒ学療法を受けている

患者であった。また，ほとんどの看護蹄が患者の栄養管理

の重要性を認識しており，リンクナースがスタッフへの情

報提供や指導をしていく必要があると考える。
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99)勤務配置交代者の読内研修の効果について考える

一フィッシユボーンを使用してー

矢錫i仁，森北裕美子

(独立行政法入国立病院機構福井病院)

上野栄一(福井大学医学部看護学科)

[13的}
勤務記置交代(以下，配置換え)は看護師にとってキャリ

アアップに有効な手段と言われている。しかし Y病院で

は慣れない職場環境からストレスを感じ，機場適時樟害が

生じる看護師があった。この問題に対して教育委員会で取

り総み，病院で統ーした配援換え者マニュアルを作成。勤

務配置交代者(以下，配置換え者)を対象として特性要問

題(以下，要因臨)を使った研修を行った。記麓換え後の

適応、に関する先行研究では，配置換え者の院内研修内容に

対しての報告は少ない。本研究では実施した研修効果を測

定することをg的とした。

[研究方法1
1.対象:看護職員10名で配置換え後2遊間から 1ヶ月経

過の者。 2.識変方法:自己置換え者対象の研修後のアン

ケ…ト調資・研修で使用した要国間用紙。研修は要因酪に

基づくグループワーク。個々に用紙を持ち帰り問題解決に

向けて取り組んだ。 1ヵ月後に取り組んだ問題が解決に

ったカ¥問題解決状況の調交をおこなった。研修の効楽

については，アンケート結来より iJlIJ定。 3.倫理的配慮:

研修を過して明らかになった記誼換え者に関する向題点の

研究であることを紙同上に示し研究への参加は自由であ

ること匿名性は確保されることを説明した上，同;立を得た。

{卒者来]

各グループr'顕れない環境による不安J.配霞換えによる適

応降客jという問題に要国図をおこなった。「環境」月号識

不足H安全J3カテゴリー.r専門Jr人材H業務H環境J
4カテゴリーから太校・中校・綿校へ記入され，組校に対

して個々に解決に向けて取り綴んだ。その中で fコメデイ

カルとのかかわりJr配置換え時期H夜勤が不安H仕事内

容の変化・不安Jr人工呼吸器の取り扱いに不安Jrスタッ

フへの遠躍ur業務応援の依頼ができないJr人間関係が築

けないjなどが偶々の問題と捉える看護師が多かった。

[考察}

配夜換えに対する問題では，個々で解決できる照題と組織

全体でなければ解決できない開題があることがわかった。

個々で解決できる問題に対して対人関係・意思疎通・相直

理解・チームワークが大切でコミュニケーションが重要と

考える。その一つに配寵換えマニュアルの作成は事前に学

習する内容が明確になる，自己置換え先の上司からの子おかげ

があり不安軽減になるなど効果があった。記置換え後の研

修では同じ患いをもった看護締が要因躍を使用したこと

で.漠然と抱いていた儲々の不安や問題を表出し整理でき

たこと，要国屈での問題取り緩みの変化を上司に示すこと

でコミュニケーション材料となり精神的サポートともなっ

た。組織全体の取り組みとして考えられるものとしては，

配置換え時期などローテーションの工夫と要間関を用いる

などの院内研修の更なる促進が挙げられる。
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100)謹健審議学実習開始蔀における学生のストレス

宇野綾子，小松妙子， 塚涼節子

(岐阜大学医学部看護学科〉

[13 E191 
は，学生が看護過程を展開し初めて患者に

対して者護援助を行なう実習である。その基礎看護学実習

前における学生のストレスについて明らかにする事を目的

としたc

{研究方法}

の2
開始前)

レス・コーピング尺度を用いてアンケート調交を行ったc

:本研究では，尺!支の中のストレスに関する

自由記述部分について分析した。自由記述部分のデータ

乞一文章一内容となるように整理しその中から窓球内

容が類似した文殺を条約してコードfとしカテゴリーを作成

した。データの信頼性と妥当性磯保の為に共同研究者と共

に分析を行い，一定期間をおいて再度見直しを行った。各

カテゴリーにおけるデータ数の大小については，評価に加

えず分析を行った。 5. 倫理的記慮:本研究は， A大学窪

学研究等倫理審査委員会の承認を得て，対象者には自由窓

よる参加であること，研究の参加ー不参加や悶容の結

果は成総に&.1決しない事等については頭と紙額上で説明し

たc その中で同意が得られた学生のみを対象とした。

[給条}
アンケートの閥答者数は61名， @I ~x1'容は77，2%，その内の

有効回答者数は59名，有効悶答率は74.7%であっ

自由記述部分から96項目のデータが得られた。それらは.

1.知識・技術の未熟さ， 2.実習前の準備による時間的

余裕不足， 3.初めての実習における実習目標達成への怠

僕!~， 4.初めての実習への切迫惑， 5. 身体の不調， 6 
初めての実習に対する心構えの不十分さ， 7. 対人篠j係で

の不快感，の7つのカテゴリーに集約されたc

[考察]

ストレスを.信頼性・妥当性が

検証された尺度で測定した研究は少ない。そのやでも.

~の臨地実習のストレスにおける先行研究からは，本研究

結来より導きだされた 7つのカテゴリーに類献した，

実践，対人弱係，健康維持・鑓康管主主等の項目が学生のス

トレスとなっている事が示唆されている G 本所究ではその

他に 3.初めての実習における実習日標達成への匙倶感，

4.初めての実習への切迫感， 6.初めての実習に対する

心構えの不十分さ，のストレスが摘出できた。これらのス

トレスから，恭礎看護学実習が初めて患者摺人との関わり

を持つ実習であるため.実習内容が具体的にイメージでき

ないこと，それが上手く采り越えられるかということ，そ

して実習に向けての準備不足が，大きなストレスとなって

いると考えられる。またこれらのストレスは基礎看護学実

習特有のストレスであると考えられる。

101)基礎看護実習における学生のストレスとコーピンクも

の関係

塚原節子，宇野綾子.小松妙子

(岐阜大学涯学部看護学科)

{自的]

本研究では学生の 2遊関の基礎看護学実習で，実習前から

終了までに抱くストレスとコ…ピングがどのように変化す

るのかを明らかにすることを目的とした。

[研究方法]

調査対象はA委譲系大学の学生で基礎看護学実脅を実施す

る79名である。調変方法は.実習前と実習 1:i嬰日(以下2
関践に 2:i盟百(Jよj、下3随呂)の帰学日に関様の察関紙察に

無記名により閤答を得た。調重苦内容は堤の鹿大}援Clinical

Stress Questionnaire (CSQ)と，竹内の看護学生局ストレ

ス・コーピング尺疫のコーピングの部分をfflいたo CSQ'ま

円主戦Jr:rr寄jの認知的評簡を感f員二の軽度でmu定し

ようと開発されたものである。また，竹内の開発したスト

レス・コーピング尺度は ri寄緒潟撃的Jr懇援的鴎避的j

コーピングの下{立概念で欝成されているc 分析は統計ソフ

トSPSSver.l5 for ¥̂lindowsを用いた。倫理的配識は， A

会で承認を得，その後学生に

と脅:話で説明した。また，本研究の参加は任意であり，

しないこと等も説明した。

{結采および考察}

調資禁題担当さは実習前75.9%警 2関誌48.1%， 3問自41.8%
であり，それぞれ独立した集部として比較した。 向賠の有

無では，実習前. 2@113， 3図日いずれの調交でも約家数

がひとり暮らしであったc いずれの時期においてもストレ

スとコーピングに有意義はなかった。実皆前， 2国自， 3 
践活の認まをでストレスとコーピングがどのように変化する

のかを下位概念毎で詑較すると， r脅威jにおいて実腎誌が

もっとも高く， 2鴎践は 3匝自の調査より高かった(いず

れもp<O.Ol)c また立諸調撃的Jコーピングが21羽13，

3問自の認まをより実習前で有意に高かったゆく0.00 こ

のことは，学生は実習に対するよミ体的なイメージづくりが

ため，それが「脅威jとして現れていたと考えられ

る。その結果，気分を紛らわせるなど何?緒言語整的jコー

ピングFが高かったと考えられる。ストレスとコーピングと

の相関を見ると，実習前では f挑戦jの認知的評織と

極的jコーピングに正の棺関を認めたゆく0.01)会しかし

2関自の諦査では相関はなく， 3鶴自の調査で再度廷の相

関を認めた (p<0.05)。このことは，実習前では，初めて

の実習に立すする意欲とやる気が f挑戦jという前向きのス

トレスとして表出され，実習に向けての自己学習や，技術

に取り組もうとする f務極的jコーピングである行動

を高めたと考えられる O また 3顕告の調査では，患者との

関係性ができ，患者把握ができるにつれ，実習前向様，前

向きのストレスが表出され接援的な状況となったと考えら

れる。今後は，実習前， 2留日， 3関詩の全てに調査部答

を得た僚々の学生での経時的変化の検討が必要と考える。
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102)看護部と審議学生の共感性に影響をおよぼす要態の

検討

太自治子(独立行政法人関東労災病説看護斎!日

本国裕美(長崎大学医学部付属病院)

{目的}

教育課桂の違う 3年課程の看護学生と 2年課程の看護学

生，臨床経験がある看護部を対象とし共感性の速いを比

較検討し共感牲に影響する要思を明らかにする

{研究方法]

看護専門学校の 3年課経3年生75名(平均年齢21歳)， 2年

生78名(王子均年齢19.8歳)と 2年課程3年生74名(平均年齢

24.7歳)， 2年生49名(平均年齢26.4歳)と臨床経験のある

看護sili59名(平均看護部経験10.2土.82年)の335名を対象と

し 1)共感認知と情動を測定するためにDavisの多次元

共感性期定尺度の日本版 (IRI)， 2) 共感態度を ì~1j定する

ためにKiss-18(Kikuchi‘s Social Skill Scalε ・18項官版)， 3) 

自己開示を澱定するためにLennoxand W olfのセルフモニ

タリング尺度 (RSMS)，4)他者への関心を測定するため

に辻の他者意識尺度をシャツフルした質問紙74項gと性

別，就労経験の有無，ボランテイア経験，高齢者との閑話

の有無高齢者と議する機会など8項目のフェースシート

で構成した質問紙を作成し共感性と社会性を測定した。

分析方法SPSS11.0を使い 4尺度およびそれぞれの 9つの

下位尺度の平均依とれ1関係数の拝IJ¥し一元配i泣分散分析

とt検定を行ったc

{倫理的配掻;

シ…;f}~ I、大学倫務審査委員会の議査を

を得たうえで、実施しているc

{結果i
共感性にi幻述する影響!双子として. 4え}支の相関係数をお:

出した結泉，セルフモニタリング尺度(自己呈示)がすべ

ての尺茂と相関を示し特にKiss輸出尺度(共感態度)と比

較的強い相腐を示した。さらに 9つの下位尺度において

Kiss-18尺度(共感態度)と共感情動において負の相関を示

したc また，下位尺度の平均を検定した結采，有意差を認

めたものは，各対象の尺度王子均，学生の年齢.学生の就労

経験の有無，ボランテイア経験の有無，看護師の経験年数，

肴議長iIiの現在の配置科であったc

{考察}

共感性に影響を及ぼす滋子として，セルフモニタリングつ

まり，相手に自分自身のことを伝える能力が大きく関与し

ていること，さらに，共感態度，いわゆる対人関係を悶滑

iこするために必要な能力に影響を及ぼす因子であることが

わかった。一方，共感情説jつまり，同情的な感情が高いと

共感態疫につながらない傾向にあることも考えられる C ま

た，共感牲に関連する影響悶子として，学生の年齢，就労

経験，看護郎経験があり.共感性を高めるために考E宣する
点が明らかとなったc そのなかでもボランテイア経験があ

る者は他者への内部への関心が高い傾向があることがわ

かった。

103)署護実銭能力育成に向けての技術演習の眠り紐み

一学生参加型技術演醤 fPeerEducationJの導入一

悲喜和江，松岡史子，森下品代(神戸市看護大学者護学部)

[民的}
看護実践能力の育成を臼的に行なわれる2009年度のカリ

キュラム改正を受けて多くの者護基礎教育機関が学内での

技術演習のあり方を検討している。本学においても，看護

実設場阪を意識したいくつかの学生参加型の技術演習を行

なっている O 本研究の召的は， 2007年授から導入した教育

方法 rPeerEducationJについて学生評価から検討するこ

とである。

{研究方法1
l.授業概要:基礎看護技術演習の f寝衣交換jの技術を

事前に練習した学生が演習の時間にfデモストレーションj

および f技術指導jを行なう演習形態。 2.評価:デモス

トレーションをした学生とそれを受講した学生各々が評価

するむ 3 評価内容:満足度，達成感，関心，爽味，悶難

惑， 自己の課題~禁解，工夫などについて f非常にそう思

う」から「全くそうは忠わないjの4段階言干偲および感想、

の自由記述む 4.研究対象者:入者護大学 1年生80名のう

ち承諾の得られた77名 (96.3%) 5. 分析方法:記述統計

ならびに自由記述の内容分析を行った。 6. 倫理的配慮:

文書を応いて研究の趣旨.参加の自由意思および壁名性の

保説，成績評議Iiとは無関係で、あることを説明し.著名にで

得意を

お古来}
デモ学生25~1 (96.2C)ら).受講生52名 (96.3%)の rPeer

EducationJに対する満足度はそれぞれ75.7%.86.5%であっ

た。J.主成感や技術への関心のおまり，教えることの難しさ，

自己の課題に気づくではデモ学生の約90%，教えることに

興味を持つは75%がはp常にそう思うHまあそう思うjを

合わせた;そう思うjと回答していた。受講生では，技術

の理解，教える二仁夫，技術への関心，教え方の参考などの

全ての項目で95%の学生が;そう思うjと関答していたつ

また，内容分析ではデモ学生は反省などの振り返りととも

に「満足感Jr工夫の成果JI教え方のポイントJr学習姿勢J

「興味関心の高まりJなどがみられた。受講生の記述には

教員へのi主文や役割への不安とともに f技術への親近感J
「学習意欲の喚起Jr教授方法への関心Jiデモ学生への労いj

などがみられた。

[考祭}
学生が少人数i!i!Jで互いに教え合うといった演習方法によっ

てデモ学生は寅任感や主体性が高まか達成感や技術への

自信を感じていた。また，受講生は同じ目線で行なわれる

技術の指導を通して，看護技術の理解の高まりとともにデ

を通して課題技術だけでなく教授方法などについて

も学んで、いたっ教員のデモストレーションを受けた後に

課題に沿って練習する学内淡習の方法に比べ，技術を教え

合うといった体験は，学生同士が共に高めあうといった共

感関路を刺激する学習環境を形成していた。また，学生は.

看護技術の習得を高めるだけに留まらず，指導技術につい

ての関心も高めていたc

166 EI ;;js王寺号護研究学会会ffr誌 Vol.31 ~o. 3 2008 



104)看護実践能力湾成に向けての設備演寵の取り紹み

一地域住民ボランティアの模擬患者による技指演習

の効果一

森下品代，登喜和江(神戸市若護大学看護学部)

{目的}

昨今のi装療技術の進歩や療養機関における多麓多様な変化

により，患者のニーズも複雑化多様化してきている。その

ような中で，者護基礎教育機関にはあらゆる場商で適切な

アが提供できる看護舗の養成が求められているc 本

研究では， 1)アリテイのある審議実設場面をイメージでき

るように導入した，地域住民ボランテイアの模擬患者によ

る基礎看護技術演留の効糸を検討することを目的とするc

i方法}

A看護大学夜学中の 1年次郎名の学生を対象とし 2つの

クラス(午前組，午後組)に分けて同じ演習内容を閣議し

た 180分の演習の最後約30~40分にi察官の成条を発表す

る学生デモンストレーション(以下学生デモ)を行ったo

f体温・眠拾・呼吸の測定と護法Jr血圧測定Jr寝衣交換j

の単Jeの学生デモ(午a前組のみ)に地域在民ボランテイア

による摸疑患者を導入しすべての学生に対して，学デモ

における看護技術への興味・関心，集中皮，困難度， 1)ア

jしさ，緊張感等についての詳{取しおよび自由記述によるア

ンケートを行ったc アンケート絡采は，地域住民ボラン

ティアによる模擬患者を導入した若手(以下地域枝氏群)と

教員による模擬患者を行った若手(以下教員群)の記述統計

とMann-Whitney検定，および自由記述の内容分析

を行ったc 統計にはSPSS14.0]を用い，有意水準を 5%と

したc 対象者への倫理的記長室は.研究の趣旨，参加の自由

意思および匿名性の保i執成毅評価とは無関係で-あること

を文舎にて十分説明したこと，その上で署名にて向窓を得

たことである。

[結采}

分析対象は，研究の承諾が得られた61名分 (76.3%)[地域

住民若手33名 (54.1%).教員辞28名 (45.9%日のアンケート内

容であり，どの上手元においても“技術に興味が持てた"“技

術の関心が高まった"“集r.tできた"“難しかった"

商で役立ちそう"“過度に緊張した"“自分の課題に気づい

た"の 7項自で雨若手に有意差を認めなかった。しかし

生が初めて地域住民ボランティアに対面した f体堪・蹴蛤-

i呼吸の測定と審法jの上手元で、は，“1)アリティがあった"の

項自でま&波投民若手の点数が有意に高かった (p口 0.002)。
闘自記述ではコミュニケーションのとり方，大切さを学

んだJr臨機花、変さが必要Jr予期せぬ索開に答える索荘を

感じたj等の感想、が地域住民群に特設的にみられたc

{考察}

地域住民ボランテイアによる模擬患者は，看護技術への興

味・関心，演習への集中，自己の課題の気づき等，演習の

ねらいにおいて，教員による模擬患者と効果がさほど変わ

らないとみることができるc 地域住民ボ、ランテイアによる

摸擬患者導入の効来と考えられるのは，看護場商での緊張

感やリアリティが演出できたということであろう c
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105)非経口摂取患者iこおける口控ケア回数と細醤数!こ関

する犠器

釜麗洋子，坪井良子(国際医療福祉大学大学院)

[ 1はじめに}

脳血管障害患者や高齢者の肺炎は，口)控内常在閣を誤i践し

て起こる誤場合性肺炎が多いc その予防には.口腔1)ヨの清潔

が重要であるが，口腔ケアの回数と効果との関連性には一

定の見解は得られていない。

[2目的}

経管栄養やIVHが長期!間施行されている患者における適切

な口腔ケアを検討することを目的とし，口腔ケア前後の組

関数の経時的総定を行い，日腔ケア関数や細菌数との関連

性について検討した。

[3 }Jilゴ
は，長期療養製病院に入読し経管栄養あるいは

IVHによる栄義管理を受けており，自力で口腔ケアが出来

ない怠者50名。細菌は滅菌綿棒で口i控内全域から採取し

たっ持取の回数は，口腔ケア実施前，ケア直後， 30分後.

60分後， 2尚ft1J後， 4時間後， 6時照後の計7隠。 菌i夜の
h立法， lOf瓦 100倍， 1.000倍溶液を作成し普通寒天王子板培

地に識さ， 37~C で18~24時間培養後.出現したコロニー数

を数えて原液1:1:1の細菌数を求めた。倫理的配惑として.調

当たっては，対象者またはその家族に研究目的を

により十分に説明しデータの取り扱いについては，個人

拍手話保護に配!議することを説明し了示を符ュた j二で、実施し

たc

[4結梁i
l日当たりの口腔ケア実施凶数 1IiJI. 2/iJ1， 3図， 61mの
各群問で¥ケア前の口!控内務II関数に明言IIIな差{主党られず，

ケアの閲数を増やしても.必ずしも恒常的な菌数の減少に

はつながらないことが示唆さ7.1.たO しかしながら.ケ

施i回数 6 間の群{え{むの群:に比べてケアの 2~6 時帰後の

菌数が少ない傾向にあり，一時的にしろ日控内網磁数が抑

えられる可能性が考えられた。一方で， 1日l鴎のケア実

施群でも 8名中 3名はケア後6時間を経過しても菌数の著

明な増加は見られず，少ない回数でも効来を示す例がある

ことが示された。また，意識レベルの良し悪し会話，齢

的，舌苔.口!控内乾燥，口臭の有無などは江腔内細菌数の

多少に影響を与・える要因であることが明らかになった。

[5考察i
長期療護型病院に入践する非経o摂取患者においては，口

控ケアに侍して以下の点を考掻:することが適切であると考会

えられた。1)会話ーを行いi盛液分泌最が一定寝度線保され

ている場合には，口腔ケアの関数は多く設定する必要はな

い。 2)舌苔・口腔内乾燥・口臭など日控内に複数のリス

クを持つ人は.その程度に応じて仁i控ケアのIill数を増やす

必要がある o 3) 原疾患のために膜下r~害や口腔17'1乾燥

をきたす可能性のある薬剤を使用している場合には，その

影響も考癒し口腔ケアの出数や方法を考えなければならな

い。 4)脳血管i滋筈のある患者や高齢者では，不顕性誤燃

が多いこと，就寝中はi採i夜の分泌f設が減少し口}設内細菌が

増加傾向にあることを考えると，就寝古川こ口腔ケアを行う

べきである C

106)高齢者における脳覆暴発症危験関子の認識度調査

倉田貞美，麓有利代(浜松法科大学産学部看護学科)

[ EI的]
高齢化が進む現在，筋梗塞の予!坊は介護予i坊の視点からも

重要な課題である O 日出梗塞は食事・飲酒・ i52;煙など，生活

習慣と大きく関連し糖尿病・心疾患・ ~jl凪在疲などが危

故原子となるため， lJì~梗議の発癒率を減少させるには，高

齢者自身がその危険関子を王理解し予防行動を実践すること

が重要である。しかし高鈴者がどの程度， J]日梗差益の危倹

国子について認識しているか?に銭点を当てた研究は少な

い。そこで，自立生活する高齢者を対象に，踏梗家とその

危検問予の認識度を言語交したc

{研究方法i
A市B自治会の「老人憩いの家J参加者155名を対象に，倫理

的配惑について説明の後， 自由意志による自記式の質問紙

調査を行った。 膳梗雪量1注i倹因子についての費関内容は先行

研究に基づき，結果はSPSSを用い分析した。

{結果1
44名 (73:t7歳，女性63%)からIill答が得られた。踏梗遂

の認識度は fよく知っているjと「だいたい知っているj

が計'81%と高かったが， r心臓の病気があるとなりやすいJ
と f糖尿病があるとなりやすい」は「そう思うJが40%未

満と低かった。 57%が高血圧・高脂血症・糖尿病などで定

期的に通院中にもかかわらず，脳梗塞の情報源はテレビ

(55%)と新IiH(489&)が多く，看護自i[j.保健蹄(10%)と

i友flili04%)は少なく，かっ鴨これら医療者から情報を得

たと答えた人は誰も脳使容を fよく知っているJとは答え

なかった。生活習慣上の各f立政問子の認識度はいずれも

90%前後と高かった割には，その改殺に取り組む人は約半

数と少なかった。脳梗塞にj渇する健康教育は24%しか受け

たことがなく.自由記載摘にJ]送梗家に関する講習会開催の

希望が多かった。

{考察]

IJ断定塞についての認識度は高かったが，その第一のi官報源

はテレビや新揮であり，者護締や底的iなどの臨療者からの

情報提供が不足していること.高齢者は医療者からの情報

提供を望んでいることが示されたc テレビや新出の'1吉報は

一方的・画一的であり，誤って解釈しでも修正できないこ

となどから.正確な情報源としては開題があるために.危

険法けとを認識しながらも，行動変容に結びつくまでの理解

には至っていない可能性があるc 海外の先行研究で f年齢

が高いほど危険昌子に関する知識が乏しくなるJ. r脳卒~IJ

に関する意議や知識が不十分で、，危険因子や症状に(Igを

絞った教育プログラムが重要である」などが報告されてい

るように.危険凶子や痕:1:1(:，有効な予防方法などについて

高齢者一人一人が必要とする情報を底療者が提供する機会

や教育プログラムを磁立することが重要であると考えられ

る。研究の限界としては.調査対象が一地区の自治会活動

に自主参加するなど元々健康意識の高い集団であること，

他地域の高齢者や健康意識が眠い集躍における踏梗塞の認、

議!支を明らかにしていない点があげられるc
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107)特定高齢者!こ対する介護予防事業の効果の検討(第二

報)一水中運動教室室を実施して一

木家ゆかり.森祥子， o賀明美，高野陽子，堀川悦夫

(イ左翼大学大学技涯学系研究科)

関本京子(江北町地域包括支援センター)

{目的}

介護予防事業においては，その効果の検証を定期的に仔な

う必要があり.特定高齢者(運動機能向上)に対して笑施

した水中運動教室の効果を検討するつ

{研究方法i
A県B町において，王子成18年 9月15白から平成19年10丹26

日まで，選 1関から 2限，約30分間の水中運動を行なった。

水中運動隠始から 4ヶ月から 6ヶ丹関の効果を検証するこ

ととした。参加者は許24名であった。そのうち， 4ヶ月以

した者で，開始前と隠始から 4ヶ丹から 6ヵ丹後，

調方の体力制定および質問紙課査に閤答した者，男性4名，

女性12名，計16名について分析した。

年齢は72-85才，王子均年齢75，94才 (SD土 3.6)であった。体

力測定として，握力，歩行迷定 (5m， 10m)，歩行歩数 (5

m， 10m)，膝上げ関数 (20秒間入スクワット@]数 (20秒間)

などを行ったひ

質!湾紙は対象者の属性.老研式活動能力指標などを中心に

構成されている。

参加にあたっては，主治援の診療倍報提供設などを裁に参

加の可否の検討を行い，安全に記!慈して運動を行った。な

お，本調査への参加は自由であり，断っても不利益にはな

らないこと，得られたデータは研究の自的以外には使浴し

ない皆説明し了解を得た上で参加してもらったc

{結果]

体力測定の結果から， iJllJ定項自 7項目中 6項自において水

中運動教室参加開始前と 4ヶ月から 6ヵ月後の問に，

援が認められたむ

{考察i
水中運動数議の開始前と 4ヶ丹後または6ヶ月後の体力測

定において，利き手握力においては維持できているといえ，

その飽の項目においては省窓に体力が向上しており，特定

高齢者の運動機能向上への本卒業は有効であったといえ

るc 体力は向上していたが，本研究で用いた活動能力指標

における評定値は抵下していたことから，今後lえ汐u数を

増やしさらに研究を進めていく必要があるc

表 体力iHIJ定および送研式活動自主力指標の初1mと終問におけ
る王子均綴とその怒

5 
10m歩行遼s!:(秒、} 10.9 2.30 合.2 1.61 1.7 1.40 O.∞o 
5m走行歩委主(歩〕 9.7 1.49 8.3 1.25 1.4 1.15 0，(泊。
10m歩行歩委主(歩) 18.6 2.61 16.6 2.06 2.0 1.46 O.α∞ 
E率上(凶/20秒) 21.7 4.98 29.1 4.65 -7.4 4.i2 0.000 
スクワット(関/20秒) 10.1 1.98 13.8 1.52 -3.8 1.88 0.000 
老f!1f5完治勧告語力指綴(点} 10.8 2.54 9.6 2.66 1.2 0.83 0∞。
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108) 20~30 歳代女性喫建者の禁埋し難さ(1)インタ
ビ、ユー謂査を過して

松本泉美(白鳳女子短期大学)

[EI的}

青年期の女性の喫煙は，本人への健康影響だけでなく. f手

子保健の観点からも禁煙支援が重要である。先行研究にお

いて，女性の喫煙者は男性喫煙者に比べ，禁煙したいとい

う思いはあるが，禁;康成功率が低いとされている。このこ

とから，女性の f禁煙し難さjに焦点をあて，喫煙に対す

る考えや禁煙の経験会当事者の語りを通して明らかにす

るO

[frJf~'E方法]
対象:20~30歳代の女性現在喫煙者 6 名。対象者の把握は

複数の情報提供者より紹介を受けた。調査方法:自記式費

関紙による喫;壊状況の把握と質問紙の記載内容から，喫煙

に対する思い・禁煙経験について半構造化面接を行

い，呼気co濃度測定を行った。質関紙調査内容は，喫煙状

況・禁煙の有無・ニコチン依存度としてFagerstromTest 

for Nicotine Dependencε(以下FTND). Tobacco Dependence 

Screener (以ードTDS)・禁煙への意思等で、あるc 面接内容は

し逐語銭を作成，禁煙し難さを表現している語りを

抽出し統合化してカテゴリー化を行った。倫理的記患と

して研究の自的，方法，参加は窃由意志によるものである

こと等について文書および口頭で説明を行い，者:磁jで間意

を符=た。本研究は，奈良女子大学倫理委員会の承認を受け

た。

{結果1
6名とも夜戦者で20歳代が3名 30歳代 1名うち既婚者2

名で，全員に禁煙経験があり，糸、煉yVlI勾は 3Elから議長 1
年であったっ禁煙後喫煙本数は減少しており. 1 Elの喫煙

本数5本以下が3名であったo FTND王子均は2.3土1.8(SD) 

TDS平均は4.7土2.0(SD). 呼気co濃度はlOppm以下がS

名であった。また「喫煙は女性として良くないと家族から

言われているJ. r自身の身体や子供に良くないことだと自

覚しているJr禁煙への関心があるJが共通していたc 禁煙

し難さを表現するカテゴリーとして生活と一体化した

たばこの存在感の強さ禁;樫特に遭迭する事象への不安j

;身近な喫煙者のサポートが必要私はニコチン代替剤が

必要なほどのヘピースモーカーではないjが構成された0

[~祭]
今1mの調査結来から，喫煙女性にとって，喫煙本数が少な

くても喫煙行動が気分転換および報関行動として根強く定

者しており，ニコチン依存度やJlf気co濃度など生物学的

指標には現れにくい強い喫煙欲求とニコチン依存があるこ

とが示唆された。しかし喫煙本数が少ないことや長時間喫

煙しなくても我慢できることから，自分のニコチン依存を

過小認識しニコチン代替部などの使用を妨げていること

が伺えた。また禁;壊体験は，禁煙のデメリットの方が印象

づけられており，禁煙の必要性を認識しながらも，明確な

禁燦王理由が持てず禁煙行動の開始を回避しがちで，夫や恋

人などの身近なi契'理者のサポート要求につながっているこ

とが伺えた。今後さらに謁査対象者を広げ.分析を深めて

いきたい。

109)審議系大学一年生の性知識-3ヶ月閣の変化一

伊藤幸子，望月吉勝(旭川陵科大学低学部肴護学科)

{民的}
本訴究の自的は健燦教育の一環として者護系大学 1年生に

1"1と性感染症予防の講義を行い，その知識が3ヶ月間でど

のように変化するかを明らかにすることである。

[研究方法}

対象は看護系大学 1年生で健康教育に関する講義を受講し

た女子で、あった。期間は2007年 7 月~1O月，調査は1)授

業実施 1週間前. 2)授業終了後 2遊間 EI(夏休産前)， 3) 

授業終了後3ヶ月日(夏休明け)の 3簡であった。講義は

2時間半を使用し内容は f性とセクシャリティ Jr女性の

性周期・月経についてJr性感染疲予防と避妊についてjで

構成した。調査内容は正誤を開う 25項目(女性の投周期，

避妊方法，性感染症について)とした。倫理的配患として，

謂査趣旨と協力依頼，震名性の確保，成績評価には一切関

係しないことを口頭と文書ーで，毎閤説明した。部容した調

査票は学生個人が封筒ーに入れ密封した後，間収しこれを

もって，同意を得たこととした。分析は統計ソフト

SPSS12Jを使用しカイニ釆検定を行い.有意水準を 5%

とした。

お古来}
会体の王子均正答率は授業fIIj(79.1%)と比較し 2週跨後

(91.6%に 3ヶ丹後 (87.8%)は有意に上昇していたっ 2週

間後と 3ヶ月後の間には有意はなかった。各項目におい

を授業前と 2遊間後， 3ヶ月後と比較し有意に

と昇した項自を去に示す。 2週向後から 3ヶ丹後

に有志;に正答率が上昇した項目はなかった。

{考察}

全体の正答率は授業IIITと比較し有意に上昇し授業の効果

であると思われーそれは 3ヶ月後まで維持されている項目

が多かった。しかし有意差はないが3ヶ丹後に正答率が

抵下した項目から，性周期や性感染抜に関する誤解は講義

を受けた直後は訂正されるが.その後知識は援事長になって

いると思われる O 従って知識を行動につなげるようなスキ

ルの指導や，ピアレクチャーなど学生が教える立場となっ

て知識を蓄積していけるような展開が必要と考える。

差是 正答本の変化

I良日 i搬前作
災 =32

2返IlU後川 3ヶ月後(%)

メ=35 I N =21 
クラミジア感染症にかかると妊; 65.6 94.3 90.5 
援できなくなる事がある 軸 特

潟校生大学生の加山 i65.6 88.6 85.7 
は処方されない(談)

移

次伎の性感染後は子22:と外↑生;務; 75.0 97.1 90.5 
だけの問怒である(談)

望参

タフミジア感染症は献が綴れi62町5 94.3 90.5 
;こくい 特

性感染疲の議派体l域 紛 糾 こ だ : 84.4 97.1 100.0 
l土手子主Eする(i渓) =盆

子宮内燃疲と問機iまi械がある i59.4 97.1 95.2 
料亭

排卵白l主義総体温でそfisIJできる! 6.3 77.1 33.3 
(誤)

*事

のク男ラ性ミlジこ多ア慾い染(誤者E)l土問-20主主ftI 9.4 54.3 28.6 
料等

カイ二粂検定 ， pく0.05，紬 p< 0.01.悶 pく0，0告1いずれも主霊祭}誌のj(答率とのi七絞
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110)簡易服瀬進的筋弛緩法プログラムと CD教材の製作

プロセス

近藤由香(潟鵠健康福祉大学看護学部)

小板橋喜久代.小林しのぶ(若手馬大学法学部保健学科)

金子有紀子(群馬大学大学段博士後期諜程)

[臼的}

;報道的筋弛緩法(以下PMR)はJacobsonによって開発され

た1)ラクセーション技法で J主体的な身体感覚が捉えやす

いことからストレスマネジメントの方法として広く用いら

れている。指導舟の教材として，民内では荒川が作成した

16筋群のP羽交が詔介され，症状緩和などの有効牲を検証

した報告が行われている C しかし臨床適用場面としては，

病気治療やの患、者への指導習得を保していく機会が多く，

プログラムの複雑さと隷習時間の長さなどPMR饗得に関

して揺難さを感じるという意見も多数あげられているo よ

り一層の臨床での活用を促進するために，簡易版PMRの

プログラムとCD教材を製作したので，そのプロセスと内

容について報告する。

{研究方法i
ログラムの評価:がん患者15名を対

に2週隠のPMR練習を行ってもらい，その後にインタ

ビューを行った。 PMRの習得プロセスで常定的に感じる

さを感じる意見として，全体の 2
割iこ，疲労惑が残る，時鍔が長いと感じる，身体感覚が捉

えにくく練習しにくい部{肢がある，継続できず中盤rrした，

などが挙げられた。 2. fIìj易版P~侃プログラム

セス:先の結来と先行文献 (Bernsteinらのア筋若手の

PMRなど)を参考にして 7結群のプログラムとCDを製作

した。簡易販の段擦は，対象者の身体的負荷を軽減しリ

ラックス惑を得やすくする，継続続習意欲を持続させ，生

活の中に定着しやすくする，その結果セルフケア能力を高

めることであるひ主要な練習ポイントをや心にプログラム

内容を繋理・簡略化し練習時間の短縮化を怒った会 CD製
作においては，ナレーションはブロのアナウンサーに，

の集銭とBGMの編集は音楽楽者に依頼した。

{結果および考察i
簡易販プログラムlえ先行文献Bernsteinらの 7筋若手など

を参考にして製作したが，患者に負夜がかからないことも

したc その結果. 1吏服する筋は. 16務群の内<綾部.

腰部，腹部，泣顔(舌.[]辱) >を省略し. 7務群<前

腕・上競.T腿・大騒部(前面，後頭).)胸部，関.顔{額

と日・顎)>とした CDの時間も約28分から約17分間と短

縮したむ CDは2トラックとし前半に簡易版，後半に16筋
群のプログラムを集録し状況に応じて自由に選んでユ線習

できるようにした。 PMRは継続して実施することによっ

てウエルネス感を高めていく中長期的効果が期待されてい

る。体力が消耗しているがん患者や多忙な臼々を送ってい

る人々が，継続的に練習し十分なリラクセーション反応、を

得ることが出来るか，費得しやすいかについて，本プログ

ラムの有効性を検討中であるc 本研究の一部は王子成19年境

科学研究費補助金基盤研究 (C)ー殻課題番

19592549を受けた合
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111)中学生における抑うつ額向の男女の比較

中村裕美(国立国捺医療センター悶府台病段)

森 ニ子鶴(筑波大学大学院人間総会科学研究科)

{目的}

中学生がさしかかる思春期という時期は，抑うつが発症し

やすい時期であり，事fJうつ性障害の増加と低年齢化が指摘

されているが，この時期の抑うつ傾向は}語圏から見逃され

やすく，早期発見が行われにくいという現状にある 1)c

また.この傾向は男子より女子に多くみられるとの報告も

あるい。そこで本研究では，中学生に抑うつ傾向につい

て調査し男女の比較とその姿留を検討することを目的と

した。

[frJf究方法i
A県内の中学校3校の全校生徒1495名を対象に抑うつ傾

!匂についてCDSS引を用いて調査した。 CDSSは総得点で

時点以上を抑うつ傾向があると判断する。倫理的配惑とし

て，間立看護大学校の倫理委員会の承認を得た。対象者に

は者:函を用いて研究の趣旨・研究方法・対象者の権利等を

説明し回答をもって同意とした。乱予め学校長に説明

を行い承諾を得た。

{結果}
有効回答は1348名 (90.2%)であった。この調査における

日係数は0.81， CDSSの平均値{え弟子11.27土 5.35. 女子

13.04土 5.93であり女子の得点が有意に高かった (x2= 

30.3.ρ<0.001)。各学年でCDSSと判定された生徒の舗合

{之 1年生は男子16.6%.女子28.79ら(x2=9.45，ρ=0.002)， 

2 1j::~1ミは，男子22.0丸女子33.3% (x 2 7.54.ρ=0.007)， 

3年生は，リj子22.0%. 女子38.3%(x 2 13.40.戸<0.001)

であ i 各学年ともに女子にさ日合が多かった。

{考察]

子どもは，社会である学校での生活にストレスを感じなが

らも適応しようとしている 3)。しかし中には適応しきれ

ず，抑うつ反応を起こすこともあるのではないかと思われ

る。中でも中学3年生の女子は，身体的変化に伴って，対

人関係や恋愛感情，学業成績などにおいて理想的な自分と

現実の自分とのギャップに悩むことが多いのではないかと

捻察されたc したがって，中学生における抑うつ傾向の現

状を把握しそれらに対する対策を検討する必要性が示唆

された。

{文献1
1)1与問健三 (2004):わが留における子どものうつ病の現

状，臨床精神楽理， 7 (10)， 1567-15770 

2) Birleson. P (1981) 0 The validity of depressive disorder in 

childhood and the development of s巴lf-ratingscale. ] Child 

Psychol. Psychiatry， 22 (1) ，73-880 

3)出中麻未 (2007):中学生の学校適応と抑うつ傾向との

縦断的関連について， 日本教育心理学会総会発表論文集，

49， 323. 

112)うつ病高齢者の自己効力感と関連要盟

浅沼 燈(冨立看護大学校)

森 二子鶴(筑波大学大学院人間総合科学研究科)

{自主守}

高齢者のうつ病は，診断がつきにくいばかりでなく，治療

上も難しい問題がある。またうつ病高齢者への看護も現在

のところト分確立されていないのではないかと息われる。

特に退院した後，再発を予紡し生活できるような援助が重

姿になるc またうつ織の孫発予防には「自己効力感jを高

めることが有効で、あり，さらに様々な要図が関連すると考

えられたc そこでうつ病高齢者の自己効力惑を把握し関

連する要因を明らかにする事を本研究の民的とした。

{研究方法}

対象者は精神神経科外来に通i完治療中で65歳以上のうつ病

高齢者77名である。「自己効力感Jはうつ病の自己効力感

尺毘 (DeprεssionCoping Self-Efficacy Scale : DCSES 1) ) 

を用いて評価し関連要罰として年齢・性別・家族環境・

健康感等を調査した。本研究は関立看護大学校及び対象施

設の倫理委員会の承認を受け実施した。対象者には口頭と

文書で研究の趣旨を説明し間意書:への署名をもって関意

を得た。

[卒者来]

対象者は男性32名 (41.6%)，女性45名 (58.4%)，平均年齢

74.16土5.82歳であった。 DCSES(range 0 ~ 100)の平均値

は83.42土 11.03であった。自己効力感に関連すると考えら

れた姿1~1 について平均僚を比較したところ.年代・性別・
うつ病以外の身体疾患の有無・学歴・家族環境・経済状況

の違いによる有意な総連は示されなかった。一方自覚的健

康感の平均僚は，健康でない (79.38:t13.56)，あまり健康

でない (78.29:t12.05)，まあまあ健康 (86.27:t9.04) ，非常

に健康 (91.67:t5.20)であり， Spearmanの相関係数から自

覚的健康感が良いほど自己効力感も高まるという相関関係

(r・=0.384p<O.OOl)が示されたc

{考察]

対象者のDCSESの平均値から，外来治療中のうつ病高齢

者の自己効力感はある程度高い状態と考えられた。また年

齢や生別，社会的背景である家族環境や経済状況と自己効

力感は関連が認められなかった。一方で自覚的健康感との

相関から，実際の身体疾患の有無よりも自覚的健康感が良

ければ自己効力感はおまるという関連性があると推察され

たc このことからは，高齢者特有の健康に対する心潔的特

徴や， rうつ病j自体が与える健康感への影響が自己効力感

に反映することが考えられた。看護としては高齢者がもっ

心理的特徴に配慮しうつ病の状態に沿った自己評価の振

り返りと:再編を図る援助が自己効力感を向上させ， うつ病

の再発予防にもつながると考えられたc

[文献1
1) Perraud， S. (2000) 0 Development of Dεpression Coping 

Self-Efficacy Scale (DCSES). Archives 01 Psychiatric 
Nursing.l5 (2)， 276愉284.
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113)統合失語症者の病識と鰻薬態震との関連

阿部裕美森 (筑波大学大学院人隠総合科学関究科)

[話的}
統合失調症者の再発婆留に服薬中断が50~70%を占め，再

発予i坊に服薬継続が主主婆である 1) Weidεnらは服薬中断

の要盟に自己の疾痛の否認を抽出しており 2) 病識と総

菜態度には関連があると考える。したがって，本研究では

病識と服薬態度の関連を検討することを自的とするc

{研究方法]

対象者は主治医・担当看護部より承諾を得た上本研究の趣

旨を潔解し了解を得られた統合失務主主者18名。謁交内容

は，病議評価尺授として信頼性・妥当性が検証されたThe

Schedule for Assεssment of Insight ] apan CSAI-J)を，服

薬態度尺度は報薬に対する本人が抱く感情と信念の強さを

それぞれ24項目 5段階で評{隠する尺度3.<1)を用いた。競

薬態度尺度の使用はわavidhizarより許諾を得た上で使用し

たc また，本研究は 3結fIll科病院の倫理委員会で承諾を得

た上，対象者には書面を用いて説明し文苦手での間意を得たc

{結果}

対象者は男性10名，女性8名，平均入院期間は5.5土 8.0年

Crangε30~8766 B )， Crolpromazine換算1708.82土610.38mg

であった。各尺度は， SAHがa 0.95，殺薬態度尺度α

0.89であり，信頼竹:があると判断したc 線薬態変尺度は合

計点王2土 18.9点，信念合計点2.7念 11.2点，感箔合計点2.5

9.7点であったc 能楽態度尺度合言十点とSAH合計九 SAI-]

下{立項目毎にSpearmanの瓶投相関係数で、招i誌をみたとこ

ろ.SAI-]合計点13.5会1.5，点 (r=O.72)， i治療と服薬の必要

性J4.7土 2.0点 (r= 0.78)， i自己の疾病についての意識J4.2 
土2.2点 (r口 0.76)， i務争¥1症状についての窓議J2.1土1.6点

Cr= 0.73)で有な相関が認められた。

{考察}

本研究より，病識と競薬態授には強い関連があることが分

かった。報薬態度とSAI-]下投項目全てと強い関連が認め

られたことから，報薬の必要性を伝えると共に，自己の病

気を捉え方，結対i症状の認、織の軽度などを把握することが

なると考えられる O このことから，病識をおめる関

わりが統合失調症者のIJ員薬態度を員立子にする可能性が示唆

された。

{文議}

1)畑田けい子他 (1999)・服薬コンブライアンスと分裂病

の長期転帰，臨床精神医学， 28 (6)， 609-614. 

2) Weiden P. eds (994) : Rating of medication influence 

(ROlvII) Scale in Schizophrenia. Schizophr在niaBull 20 (2). 

297-310. 

3) Davidhizar. R Austin. ] & fv1cBride. A. (1986): 

Attitudes of Patients with Schizophrenia tov王rardtaking 

medication Reserch in Nursing and Health， 9. 139-146. 

4) Davidhizar. R (1987): Belief. f，εeling and insight of 

patients with shizophrenia about taking medication. J. Ad. 

Nur. 12. 177-182. 

114)構神障がい者セルフへjレプ・グループの活動継続・活

性化に関する訴究

谷本千恵(石JII県立看護大学審議学部看護学科

(金沢大学大学院保健学専攻博士後期諜悲)) 

[背景と践的]

わが簡において精神障がい者の地域生活を支える環境は十

分整備されていない中，セルフヘルプ・グループはソーシャ

ルサポートとして有望視されているが.活動絞絞の顕難ざ

組織力の弱さ等の問題が指摘されている。そこで，本研究

ではわが留の精神障がい者セルフヘルプ・グループの活動

が継続・活性化するための要国ならびにグループの活性化

を促進する専門職の関わりを明らかにすることを自的とす

る

{研究方法}

8つの精神障がい者セルフヘルプ・グループのリーダーに

半講成インタビューを行った。データ収集期間は平成19年

7月から 9月であるc インタビュー内容は.活動状況，サ

ポート体制.グループの基本属性等である。インタビュー

の記録または録者したテープをもとに逐語録を作成し内容

を分析した。

[倫理的記長室}

対象者には喜子部と口頭で研究の趣旨を説明し議:護iまたは

口頭で同窓;を得た。インタビュー内容は了解を得て記録ま

たはテープに録音A した。研究討磁段階からNPO法人全国

精神経害者間体連合会の役員にアドバイスを受けている

金沢大学倫理委員会に審査を申請し了承を得ている G

[結采と

8つのグループのうち，不主主校の若者等のフリースペース

であった 1つを除いた 7グループについて分析した。1)

精神障がい者のセルフヘルプグループ活動が継続・活性化

するための要協について 対象とした 7ケースのうち，現

在も活発に活動しているのは2ケースであった。 両者は共

にすぐれたリーダーが存在し民主的なグループ運営がなさ

れていたむまたメンバーが順調に増えており活動の幅が広

がっていたむいずれも専門駿のサポートを受けていたが，

当事者の主体殺を尊議した関わりがなされていた 2)
争¥11惑がい者セルフヘルプグループの活動上の課題について

残りのちケースは，長年活動を継続してきたものの環在活

動が停滞していた。いずれのグループにも長年活動を支え

てきた熱心なリーダーが存在し現在，高齢イヒやパーンア

ウトのため世代交代の時期を迎えていたが，世代交代は上

くいっていなかった。原践として長期間リーダーが閤定

化することによりメンバーはリーダーに依存的になりグ

ル}。フ舎は活気を失ってしまうと考えられたc その他，受け

てきた箆療の時代背景が異なること，統合失鵠疲の副作用

や陰性主主状，対人関係の困難さ等による人間関係の難しき

も一員と思われたc このような課題を抱えたグループに対

して，専門殺は次期リーダーの育成やグループメンバーの

人間関係の調整等でサポートしていくことが重要であると

忠われた。
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115)構神科零護時の患者への感情変化のプロセス

薮国 歩，辻口喜代i怠長瀬臨美(富山大学的弱病院)

関十竹美千代(富山大学)

岩城直子(石川県立看護大学)

駒見恵子，大橋達子(富山赤十字病院)

(1j寄生会富山病院)

横道博子(富Ll!~ま療嶺社専門学校)
開発}Ij夏子(厚生連高岡病院)

村本百子(元南磁市民病院)

塚原節子(岐阜大学)

{話的]

精神科者護において看護隔の患者に抱く感fおま重要担さ
れ，先行研究においては，精神科看護飾の陰性感情に着呂

した研究が多くなされていた。本研究の話的は，精神科看

護障の様々な惑情に蒼白しj岳措が患者との対応のなかで変

化していくプロセスを明らかにすることとした。

[研究方法]
対象者 :A大学病院の精神科病棟に勤務する看護蹄5名と

した。

データ収集方法:印象に残る場面をできるだけ自由に語っ

てもらう半構成的面接を行い，逐語銭を作成した。

分析方法:木下のM-GTAを用い，逐語録から生成した概念

をカテゴリーに分類，カテゴリ一刻の関係を検討した。

倫域的配慮:潤ま半構成的面接法を行い逐語で記錯し

デ…タはたi心TAで分析した。 倫理的自立掻は，面接言Ijに対

象者に文書:および口頭で研究の趣旨践的を説明し同窓;を

得た。また，インタビュー内容は研究以外には利用しない

こと，参加はいつでも拒否が可能なこと等を説明した。

{結果]
緒子111科看護仰の抱く患者への感情変化プロセスは，く精神

科との出会い子部特11科者護締役割の模索(対応i忍 R~tな思
〈理想、との葛藤者護郎iの変化}(精神科の特殊性》の

6のカテゴリーと 14の概念で説明された。(カテゴリーは

概念はく〉で示す。〉

《精神科との出会い》では〈もっていた精神科イメージとの

ギャップ)<異なる世界観をもっ患者への戸惑い) <患者へ

の具体的援助方法の不明確さ)<患者を悪化させな

選び〉の概念が含まれていた。〈看護師役割の模索》ではく援

助効果の不明確さ)<繰り返される入院への虚説感〉が対

応図難な患者?ではく患者の想定外な言動から受ける衝撃〉

〈疎通の棺五性がないことへの顕惑)<気遣いがない患者〉

が護舗の変化》では〈患者に巻き込まれない自分の確

〈精神科経験による自分の変1~). 付言令Þ'flの特殊性》で
はく危険を伴う戦場として再認識><他科とは違う〉が含ま

れていた。

[考察}
精神科看護隔の抱く患者への感情変化プロセスは，看護郊

がくもっていた精神科イメージとのギャッブ〉の発生を基

礎とした《精神科との出会い》から始まるむ看護締は，

護師役割の模索?と《対応器難な患者への関わり》を繰り

返すことで〈理想との葛藤》が生じると考えられた。さら

に葛藤することで《看護師の変化〉がもたらされるO 者護

師の感情変化は，葛藤と変化を繰り返すプロセスが考えら

れたc また《精神科の特殊性》は，会プロセスを過して存

在し継続してそれぞれの概念に影響を与えると考えられ

た。

116)看護服が捉えた精神科個室病棟における看護実践

井手敬昭，片j潟三佳，橋本麻白星(蚊卒県立看護大学)

古111)¥重子，伊藤光美，山内美代子(養南病院)

{目的}

精神医療や日本人の生活緩式の変化などに伴い，精神科病

院における側窓化への傾向が高まっていくものと思われ

る。そこで¥より偲室環境を活用した看護実践の展開を目

指して，今闘は精神科儲室病棟に勤務する看護締が捉えた

看護実践上のメリットとデメリットを明らかにし

{研究方法}

1.対象.精神科偲室病棟に勤務する看護締のうち開意の

得られた15名む 2.揺問:平成19年10月-12月。 3. デー

タ収集および分析方法:半構成閣議(面接持問は平均39.9

分)。関連する文眠を抽出し要約し 1データとした。 1

データに要約された意味内容の類似教に従い分類しその

分類を反映したカテゴリーネームをつけて摘出した。デー

タの信頼性と安当性は研究者間で検討した。 4.倫理的配

慮:口頭と文議で趣旨，援名性と守秘の保証，参加掠否や

中途拒杏の緩和iについて説明し同意を得た。

{結泉]

個室病棟における看護実践上のメリットは.[プライパシー

の権保][府間を気にしないJ[個にあわせた対応J[休息・

安心感の確保][個室を活用した援助]の 5カテゴリーに大

別された。[プライパシーの確保;には〈プライベート空間

のliu日来)<プライパシーの保護). [間関を気にしなしつには

つ怒閣を気にせずに請すことができる)<周囲を気にせずに

対応できる). [飼にあわせた対応)には〈個々にあった対

応)(1対 1の関わり〉など. [休息・安心、!惑の確保]には

〈休息をとる環境の磁保) <安心感が得られる). [個室を活

用した援助〕には〈話す場所の選択)<患者把握の視点〉な

どがあったφ デメリットは， [fft[.如交の高さ] [一人になっ

てしまうこと[安全と休息のバランスJ[看護蹄の苦醸]

L患者の負担J[入院践的の変化;の 6カテゴリーに大別さ

れた。 [11立強度の高さ]には〈危i後度の増加) <自の届きに

くさによる急変持の対応、の遅れ). […人になってしまうこ

と〕にはく他者との交流の減少)<一人になる不安感)， [安

全と休息、のバランス]には〈夜間の巡視時の休息の妨げ〉

〈休息の場の提供と観祭のバランスの難しさ〉など，

締の苦痛tJにはく患者との距緩のとり方の難しさ)<病棟の

広さによる移動の大変さ〉など. [患者の負担]にはく私物

の持込による負担><患者同士の情報交換による負担).[入

院罰的の変イむにはく入院目的が変化する〉があったG

{考察]

偲室の活用によって患者の休息が得られ，側にあわせた肴

議実践ができていた。一方，患者との関わりでの苦労や個

室になることで危険度が上がかそれらをカバーしようと

看護締が奔走し苦慮する姿がうかがわれ，より俄室環境の

活用への課題が示唆された。
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117)実翠指導者が口一ルモデルを示す効果の検討

明者jI-i告(医療法入社関和敬会谷野呉山病院)

ーノ出盛河(寄出福祉短期大学看護学科)

上野栄一(福井大学援学部看護学科)

)11野雅資(東京慈恵会i芸科大学援学部看護学科)

[1389] 
実習指導者(以下，指導者)は実習において学生のロール

モデルとしての役訴を担う c 学生に指導者と患者の対臨場

面を鶴察させ，そこで生じた現象などについて学生に応じ

た指導と説明を行うことは実普の不安や緊張を和らげ，恵、

との関わりの糸口を見出す機会になる。 α県内A務神科

病院では上述の実習形態をロールモデリング実習と称し

その効来を検証するために実努前の学生の不安や実習に対

するイメージ，実習後の感想についての自由記載を求め，

実習前後の変化を比較している G 本研究では実習前の不

安警実普後の変化を抽出しその妥協を明確にすることを

目的とし

{方法i
Q 県内B者護専門学校の 3年次に精神看護学実習を接修

し研究への向窓が得られた学生40名とした。分析は，

習に対する学生の不安，イメージを実習前後の自由記載文

(データ)からの拙出とロールモデルの効采を得るために

Krippendorffの内容分析を参考にして行ったc カテゴ1)1と

については研究者関で意見が一致するまで検討した。

[f，命潔的自己鐙]

学生に研究の滋忠対象者の権利および実習評価に

しないことを臼頭及び書:閣で説明し署名にて同意を得たc

また，俄人が特定で、きないように配癒したc

[結果}

実習前の不安要践として〔対象への接近間難住)(対象から

受ける威圧・圧迫性)(看護選手宝展1mの難易?立つのカテゴリ

が:fill出でき，実習後の不安は戟減傾向を示し〔関係性の保

持) (親密性)(回定観念の打破〕のカテゴリに変イとしてい

た。対応場面の設祭が実習後の不安軽減に寄与しており.

仁患者・指導者と箆わりやすくなり，特に患者とのコミュニ

ケーション持に緊張がなくなったjなどに類似した内容が

みられ，学生の85%が不安軽減について記述していた。ま

た，学生はコミュニケーション(技術・能力)に忠告が持

てず，患者との対Le}、に戸惑い不安を抱いていることが特識

的であった。

{考察]

実習溺の患者に対するイメージが関わりへの鴎難性につな

がり学生の不安要国となっていた。実習後lえ体験したこ

とを基に患者のイメージが常定的になり実習がjの不安が軽

減したと推察されるc コミュニケーションに必要な知識や

態度について学習する動機づけになる教材の提示が必要で

ある C 若者のコミュニケーション諮力の低下が指摘されて

いるが.4引こ指導者との関係が学習環境には重要なポイン

トであると考えられるc 本研究結果においては，ロールモ

デルの効果として患者及び指導者との関係づくりに有効で

あることが示唆された。今後の課題としてロールモデリン

グ実習の定義=とその形態を整えるために，段;床と教育の立

場ーから評価していくことが必要である。
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118)摸擬患者による解釈モデルの説明が零護学生に及iま
す彰饗

篠崎惑美子度遺I11夏子.坂田五月，炭谷正太郎

(聖隷クリストファ一大学看護学部)

{日的}

前調査で「看護基礎教育において摸擬忠、者が解釈モデルを

説明する効果J(篠崎ら， 2007)を検討した結果， 4カテゴ

1) -15サブカテゴリーが明らかになった。今屈は模擬患者

(以下sP) による解釈モデルの説明が，看護学生に及ぼす

影響を検訴する。

{研究方法]

対象:春護系大学2年生151名中.同意が得られた140名。
方法:r看護過程jでフィジカルイグザミネーションを含む

看護面接のsp参加型演習を実施し，セッション終了直後の

spによる解釈モデルの説明前・後に質符紙調査を実施。質

問項目は前述の鵠査結果をもとに作成した15項目， 4段i務
のリッカート評定尺度を用いてi<<1J定。分析方法:解釈モデ

ル説明前・後の2群問でt検定 (P<O.Ol)c 倫理的配慰:研

究の主旨，参加の自由，成績には影響しないこと等を口頭

で説明し間窓を得た。

{主主来}

解釈モデル説明後に得点が有意に高くなった項目は， r自
分の描いた患者像と真の患者像との不一致に気づく Jr自
分の描いた患者設と真の患者像との一致に気づく悩報

収集の悶難さJrアセスメントの不十分さJif凶接場面の振

り返り Jr~ 己の課題の IYJ様化J r信頼関係を築く悶難さj

であったc 一jj，r解釈モデjしを理解する重姿性 r技術の

不)Ji.J1，患者の立場にたつことの重要'投 r信頼関係を築く

重要 性 収 集 で きる'1さ殺のi渋界jは説明後に得点、が低く

なったc

{考察]

解釈モデル説明後に「自分の識し、た患者像と真の患者像と

の不一致に気づく Jr自分の描いた患者像と真の患者像と

の一致に気づく Jr情報収集の臨難さJrアセスメントの不

十分さJr面接場面の振り返り jの得点が高くなったことよ

り， SPによる解釈モデルの説明を総く事で，学生は8らの

患者像と慣らして，真の患者像に一致した点と不一致な点

がそれぞれ明確となった。つまり， SPによる解釈モデルの

説明は.学生が思い描いた患者像と真の患者像とを一致さ

せる上で、有効と考える。また学生は説明後に「面接場面

の振り返り jを行い.r信頼関係を築く濁難さjを認識する

と同時に「自己の課題の明雑化jができたっ一方， r解釈モ

デルを理解する重要性Jr患者の立場にたつことの重要性」

関係を築く重要性」は説明後に得点が低くなった。

説明前が高得点であったことも考えられるが，今閣の淡習

が，フィジカルイグ-tJごミネーションを含む看護面接であり，

アセスメント技術に対して学生の意識が傾いた結采とも考

える G したがって， r看護過程jでSP参加型演習を実施す

る時には，段階をおって穀み重ねていくような淡習の方法

を考癒していくことも必要で、あると考えるc

[結論}

spによる解釈モデルの説明{え学生の自分の描いた患者像

と真の患者像との一致を促し自己の諜;濯を明確にするこ

とができる。

119)オ…ブンキャンパスの活動を還した学生の体験の意

義

宮本佳i!!乃，土i繋るり，石JII美智子

(戸剖中央看護専門学校)

{目的}

オーブンキャンパスは新入生を獲得するために関龍され，

参加者Lを対象としてプログラムが組まれる。そのプログラ

ムに受け入れ側として参加する学生の働きは，大きな効果

を発揮している。そこで，受け入れ1l!IJの肴護学生にとって

はオーブンキャンパス活動がどのような体験の場になって

いるのかを明らかにする O 看護学生にとっても意味のある

経験となっているならば 意関的に教育的な場として位置

づけ活用することが出来ると考える O

{研究方法i
l.対象:07.4月から07.11月まで、に行われたオープンキャ

ンパスに参加した者護学生で，主旨に賛同し自主的にイン

タビュー，自記式質問紙に花、じた学生 2. データ収集期

間:08.l月 10日-2丹20B3. データ収集方法:インタ

ビュー後自記式質問紙を回収した。 4.倫理的記患:

皆説明時，学業には一切関係しないこと，協力しないこと

が今後の学校生活に影響を及ぼさないことを明言した。

データは匿名で，この研究以外では使用しないことを明言

した。

{結果・考察i
総データ数359項討を体験の意味内容毎lこ分析した結果，

下位カテゴリー20.サブカテゴリ -9.上位カテゴリ -4
を拙出したc 以下上位カテゴリーに治って述べる。l. 自

覚の深化.者護学生は.参加者に自分自身の過去を重ね合

わせ.先設を見ることで現在の自分の方向性を見つけよう

としていた。自己を見つめ成長している自分を自覚してい

くことは，自己を常定的に評価し自信へと繋がっていると

る 2. ステッブアップへの意欲:学生生活を参加者

に説明するという機会を符て e わかりやすく伝える事の難

しさを体験しながらも， r伝えることができたJr貢献でき

たjという体験はステップアップへの意欲となり，自己実

現に向けて一歩踏み出すきっかけとなっている令青年，!iJjに

おける学生にとって自弓表現の場を得ることは，アイデン

ティティの確立につながる重要な機会であるということが

できるo 3.役諮意識の高まり :3年生は上級生として，

下級生や参加者に関わろうとしていた。無意識のうちにも

リーダーシップを発揮し役説行動をとる体験の場となっ

ている。さらに.他学年を評価して看護学生としてのある

べき行動を再確認しておかそれぞれの役割意識を高める

ことができているo 4. 関係形成の円滑化:日常の学生生

活の中で培うことのできる関係形成に比べ，オーブンキャ

ンパスの活動は不安や戸惑いなどの由難を克服し最終的

には fうまくいったJr楽しかったjという1*験で終わるこ

とができ.関係形成の掬冶の場となることができている O

{まとめ}

オーブンキャンパスの活動は自己表現ができる場となって

おり，発達課題であるアイデンティティを強化する体験や

自己実現に向かうプロセスを体験することができている。
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120)基礎看護学実習蔀に社会性の教育を実擁した学生の

社会的スキルの成果

清水由恵(関山大学大学院保健学研究科博士前期課程)

油田敏子(関山大学大学院保健学研究科)

[自的}

社会段の未熟さは実習学習を国難とさせるc そこで社会性

に務自し基礎看護学実習前に態度やマナー等に関する教

育を行い実習をさせた。その成采を社会的スキル測定尺度

を沼いて明らかにしたc

[研究方法}

対象 :Q大学震学部保健学科若護学専攻2年次生82名。諮

問:20昨年12月 13 臼 ~2008年 2 丹 22 日である G カリキュラ

ム:恭礎審議学実習は2年次後期 2丹に実擁され，初めて

の病棟実習であるc 実習前教育として，議度やマナーを中

心とするVTR教材を作成し 90分授業を行った。

法:謁交は教育前，実習後の 2回行った。協力者には関収

ボックスに投函してもらった。額資内容属性及び校会的

スキル測定尺境 (KiSS-18，5 :できる~ 1 :できない 5

f牛法)である。分析方法:教育前，実智後について社会的

スキル得点の分布，議後の比較にはv検定を用いた。統計

処理にはSPSS13.0Jを使用した。

[1i命現的記惑}

学習や評{泌に関して不利益を及lまさない，協力は自由意志

であることを口頭及び文京で説明し質問紙を詑布した。投

磁をもって研究への詩意を得られたものとした。

野倫理審査委員会の承認を得た。

{給条i
教育前は62名問4又(関収率75.6%)，実習後は59名器収(関

i民主幹72.0%)であった。議後の社会的スキル得点の分布は

関に示す。前の得点の平均点(標準偏差〉は59.95(10.16). 

後は63.86(11.72)であり， t検定は (t= 1.97， df = 119， P = 

0.052)であっ

{考察i
教育所Jよりも笑翌後の方が全体的に潟い得点の方に偏って

いた。前後の比較でもほぼ5%水準で有意と言え，

育及び実習を仔うことによって学生の社会スキルが向上し

たと言えるC この成来から教育方法についてさらなる検討

をして学生の社会牲の向上に努めていきたい。

(人}
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10 
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6 

4 

2 

。
34 38 42 46 50 54 58 62 66 70 74 78 82 86 (点)

実習吉年後の社会的スキル得点の分布

121)ナラティブで「心!こ獲る看護場面jを語ることの有用

'1全

ノj、111美幸，出援 恵，乃生敏江，二木由加里，仁村11裕美子

(兵庫県立加古川病院)

{目的}

{個々の者護障が印象に残った看護場面を語ることは，その

場預から教訓を導きだす機会となり，他の看護場面に適用

できると言われているc ~I誌では，ナラテイブで心に残る

看護場面を語る発表会を行っている。この発表会の意義が

あったのかを，文献をもとに明確にすることを目的とした。

[研究方法]

ナラティブで心に残る審議場面を発表した17名の発表者に

対して，1.経験年数， 2.心に残る看護場面がすぐに患

い浮かんだか. 3.発表に室った経緯， 4.発表後の看護

観の変化 5.満足度. 6. 自由意見について，発表会に

参加者107名に対して.1.穏験年数， 2. 満足度， 3. 今

後の看護活動に活かすことができるか， 4. el自意見につ

いて，アンケート謁交を実施したo 1i命渡的配磁:アンケー

トは無記名とし研究の主旨や，誠査結果は鏑入が特定さ

れないように取り扱うこと，研究詩的J;l、外には利用しない

こと調査に協力できない場合でも，業務に支障がないこ

とを説明し同意が得られた人に実践した。

{結果}

アンケート調査の毘収率は，発表者100%，参加者74.5%で

あった。発表者の発表内容に対する満足度は，r満足J59%.

「普通J41%であったc 自由意見では f振り返ることで.足

りなかったことがたくさんある事に気づいたJr発表後に

共感の意見を頂いて，同じ患いでみんな頑張っていること

がわかり.意欲につながったjという前向きな意見があっ

また f看護技術の主主体的な方法を教えてほしいJrチー

ム向の協力体制はどのように行っているかJ終末期のケ

アやカンファレンスで大切にしていることjなどの窓見が

得られた。参加者の発表会への満足度は， ri霞足J65%，

)1喜J14%. r不満J1 %であったc また， 78%の人が今後の

看護活動へ活かすことができると問答した。自由意見で

は感動したJrまた頑張れそうな気がしたjなどの意見

があった。

{考察}

ナラティブは自己の看護を振り返る機会となり，審議の質

をi認めるために有効とされているc 川島は，ナラテイブを

語る意味を. 1. 1むの看護場面や{患の看護締への適用.2. 
開題意識の顕在北， 3.他人の経験から学ぶ姿勢という 3

つの視点で述べていると今回の発表会で得られた自由意見

をそれぞれのカテゴワーに分類すると，その結果から. JII 
島の述べるナラティブを語ることの 3つの視点と一致し

今屈の発表会は意義があったものと考える。また発表会の

満足度は，発表者は，緊張したが部署ーから捻欝されたこと，

意見交換の中で自分の行った看護が認められ，満足感や達

成惑につながっている。参加者はナラティブを聴くこと

で，自己の審議場面にも適用するなど新たな学びとなり，

今後の看護実践への窓欲やエネルギーとなり，看護の質の

向上につながる機会になったのではないかと考える。
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122)学童期の 1型糖尿病をもっ子どもの学校生活選応を

めぐって母親が望む支援

桜井久忠服部淳子，山口綾子(愛知県立看護大学)

[践的}

学童期の 1裂糖尿病患児をもっ母親が，患児の学校生活に

おける療養行動に伴い体験していることを明らかにし母

親への看護支援を検討する O

{研究方法}

対象者は小児糖尿病の専門外来受診中の学童期の 1理糖尿

病患克13名の母親。研究承諾施設の陸部から紹介を受けた

母親に対し研究者が研究の主旨・参加の自由などを口頭

と文書で説明し用意を得た。本研究はA大学の倫理審査委

員会及び研究承諾施設の倫理審査会の承認を得て，プライ

パシ一等に記惑して実施した。データ収集は学構成的間接

法で苛い，二足木のグラウンデッド・セオリー・アブローチ

に基づいて分析を行った。

{結果]

学窓:期の 1型糖尿病をもっ子どもの母殺が体験した学校関

係者などとの相互作用の結果から.[1型糠尿病患児の母

親が忠克の自己管理の見通しをつけるプロセス〕をコアカ

テゴリーとする. 12のカテゴリー}と34のサブカテゴ

リーく 〉を抽出した。 母殺は〈予測渋みの母親の不安》

をもって入学前に担任，養護教諭などへ〈母親の働きかけ?

をしていた。患児と母親の意向を汲み取った子どもの発達

段階に応じた〈担任の理解ある対応，丈忠児の〈救援で

のjWJ定や注射への慣れ><抵血糖への対応方法の習得〉など

自己管壊の受容》につながっていたc 一方でミ担任の無尽![

解な対応、》で、患児{丈〈自己管理![への忠児の嫌悪感) <人iIIj

での注射への抵抗感〉を強くもつなど，ミモi己管理に伴う患

児の負担》がうかがえた。《養護教諭からの支援》には，

校l隊員への病気の既知)<低血糖予兆時の測定の予言かけ〉な

どの対応がみられた。母殺は，患児が学校で行う i註務管理

の毎日の積み重ねが，次に迎えるく思春期の困難への臼々

の対応><将来の合併症への不安〉への準備段階で、あると捉

えていた。

{考祭}

学窓である 1型糖尿病患児は外来受診のみによって援療者

と関わることになる。一方，学校生活で患鬼が行う療養行

動への担任の理解と縮かい記!f.は，患児の自己管理の獲得

にIrすかう支援になることから理解ある担任を得ることが必

要であるC 医療者は担任の教締をはじめとする教育現場に

対し j主体的な方法を提示する働きかけが必要である。特

に，外米審議師は患児の学校生活には様々な状況があるこ

とを理解し担任の交代やクラスの詩編成が行われる年度

当初の様子を見ながらアセスメントを毎年繰り返して状況

変化を把握し対応するサポートをする必要がある C また.

母親は養護教諭を学校での理解者.協力者と期待しており.

医療者と学校関係者，保護者が積援的に関わり，三者の連

携を密にして効来的でよ主体的な支援方法を見出すことが重

要であると考える。

123)口器製・自蓋裂児の母親が出生蔀告短時!こ受けた支援

と気持ちとの関連

中新美保子(JII崎援療福祉大学医療福祉学部保健看護学科)

{目的]

本研究は.D辱裂・口蓋裂児の母親が出生前告知将に産科

領域で受けた支援と母親の気持ちの関連を明らかにするこ

とを目的とした。

{研究方法]

対象:出生前告知を受けた口唇裂・口蓋裂把の母親31名。

調査方法:自作の調査票を用い手渡しで依頼後，郵送法に

より国収した。調査内容:母親の属性，病状説明の実施 (5

方法.2件法).出生前告知時の支援実施行0項目， 214法)，
看護職者の支援実施 (5件法)，告知fI寺および出産直後の母

親の気持ち (Droter，D. らが示した「先天奇形を持つ子ど

もの誕生に対する正常な親の情動的反応の段階Jのfショッ

クJi否認Ji悲しみ.怒りおよび不安Ji適応Ji:再起」の

各反応、に 5f牛法で閤答， 1点--5}誌に得点化)。分析方法:

単純集計後，病j状犬説明の方法.支援項呂.看護職者の支援

と母親の気持ちの関連についてMゐ加a剖nn
<0.05日)を行つたO 識査期関 :2却O∞O邸5年 8 月 ~2却O∞Oω6 主年ド 8 月。
f倫命湾疎!的酒寵己慮:公募ポス夕一にて対象者を募集し 石研j庁f究の選趣s 
E設忠ぎ乞，研究参加の自由性， プライパシーの保護，研究成来の

公表について口頭と香前を用いて説明した。本研究は}III崎

医療;縞社大学倫理委員会の承認を得た。

{絡来i
f必1':1::母裁の年齢はlO1tから40ft，告知時期は28JlM~32遇

未満は32.3%，36週~出生前日は16.2%， 16週~22選未満は
9.6%であった。 jA見の年齢は O 歳~3歳であった。支援と

母裁の気持ちの関連1.病状説明において f話のみで説

明j を受けた母殺の出産f!lI l~J惑応、の得点は3.5lL i病状と

手術後の両方の写真右?佼mした説明jを受けた母親の告知

時再起は4点，出産直後適応は S点で各々有意差があった。

2. i治療説明jを受けた母親の11JilIi夜後のショックは 2
点・否認は 1点・悲しみは 2点，出産i任後適正、は 4点で各々

有意差があった。 3.i公的補助(育成霞療)説明」を受け

た母親の出産夜後の適応、は4点・荷:起は 5点で各々

があった。 4.i自助グループ(親の会)の説明jを受けた

母親の出産直後再起は S点で有意差があった。 5.i看護

Jf義者の支援jを充分とした母親の出産直後適応、は4点，受

けてない母親の2.5)点と比較して高い傾向(p=0.066)にあっ

た。

{考察}

出生前告知を受けた母親は.病状説明時に病状と手術後の

を矧いて実施された場合に，告知特産に頑張る気持ち

を抱き，出産夜後の適応につながり，話のみで説明された

場合は，適応、が殺しくなることが示唆された。また，告知

特に産科法療者から治療説明や育成寵療，親の会の説明を

受けることは，出産車後の母親の気持ちを常定的に変化さ

せることが示唆された。看護験者の支援を充実させること

は今後の課題といえる
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124)小児監察におけるブリバレーションに関する懇の認

識の実態

西谷内雅統，関!育英恵，佐々木香，伊藤紀代，佐藤洋子

(北海道大学医学部保健学科)

[はじめに}

近年，小児医療においてブリバレーションに臨する取組み

が注目されているc しかし先行研究によると，小児領域

と他領域の者護締ではプリバレーションの認識に違いがあ

t) .実践内容も不適切であることが指摘されているO この

ような背景には，わが慣の子どもに対する親の認識も凋係

すると推測される G そこで.プリバレーションに践する殺

の認識を明らかにすることを罰的として.満 2-15歳まで

の子どもの父母を対象に実態を調査した。

[方法]

総合病j誌に入段ー通院する議 2-15歳克の父母に，プリバ

レーションに関する殺の認識にrMl速する独自の笈関紙を作

成し説明後記布鵠叙したな器開:20昨年8月-9月)(有

効毘答数161.有効回答率95.8%し本議査は文書と口頭で

趣旨方法. I変名性と機留の自由のi呆諮について説明後，了

解が得られた対象者にのみ紫I湾紙を記布し無記名

封印後関ij又した。

{結果i
U 対象者平均年齢は36.0会 6β1歳であったc 子どもの入

院経験はある 83.2%.rなしJ14.9丸無関答1.9%で

あった令

2) ブリバレーションという用誌について.開いたことが

「あるJ3.1%.ない 96.3%. 無illli答06%であったむまた.

どもがブリバレーションを受けた経験はある 18.69ら，

fない 78.3%であった。関経験持のブリバレーションツー

ルは口頭 211牛. r絵本・紙芝皆J6件. r人形・玩具j

41牛ポスター・パンフレット・写真 31牛. rピデオj

l科二.rその他J1件であった{譲数爵答n口 36)。また，問

実施者は.r医師J151*. r者護自 21衿.rその他J4 f牛で
あった(議数回答n=40)

3 )子どもに対する説明の必要性については.r必姿J96.3%.

f不要J3.1%.無関答0.6%であったc 必要jの問答理由は，

f納得してスムーズに進むJ112件説暁を諮く議事Ijがある

46件殺では子どもに上手く説明できないJ21件. rその

飽J4件であった(複数回答n=183)0また.r不要jの潔

白は子どもに理解できないJ1件.r不安を増強させるj

4件. rその他Jlf~l:であった(複数Illi答n= 6)0適切な

ツールは.r絵本・紙芝居J721牛.r口頭J53件.r人形・玩

481*. r~スター・パンフレット・写真J 17件. rピデ

3件.rその地J6件であった(譲数問答n 19針。

切な実施者は.r医師J84件.r看護締J641'牛.r毅自身J67 

件.rその他J13件であった(後数問答n=228)o

{考察]

ブリバレーションが十分に普及していない背設には，毅の

認識に誤らず陸療提供者誤uの問題などの婆協も考えられ，

小児i豆療における看護郊の配設やケア時間などの工夫に関

する検誌の余地が示唆されたc 今後，小児医療におけるブ

リバレーションの兵ー体的取緩みを浸透させることが重要と

考える O

125)小児看護における付き添い家族溝定度尺度の作成

伊藤良子(旭川大学保健福祉ー学部保縫看護学科)

{研究目的}

小児審議における付き添い家族の満足度尺度(以後家族満

足度とする)の信頼殻・妥当性を検討することを目的とし

たc

{研究方法}

1.対象:会留20の研究協力が得られた病院に入院してい

た子どもに{すき添っていた家族485名c

2. 調査諮問・ 2007年9月から11丹O

3 質問紙の作成:安全・安楽なケア，看護ケアに対する

患児と家族の議足，患者理解. [緊療チームの連携の4視点

22項自の貿関紙である 3 この際近浮ら(1998)の看護ケア

の貿の結果指擦と測定用兵の開発の研究，長J-島(1993) と

尾正(1999)の混合病棟における研究を参考にした。

4. 調交方法:然記名自記式郵送法で計った会

5.分析方法・内容的妥当殺と表添的妥当殺を小党看護の

導持家と検討した令構成約妥当性を22項践の質関項母を用

いて泊予分析を行ったc 主国子法，題有値 1以上により箆

しノ'¥1)マックス閲転を行ったc さらに，問時的

妥当牲として，一段イとされている患者講足度との比較から

独自で作成した質問項目の妥当性の検討を行つ

6.倫理的配露、:各協力施設における倫理規定の判定を受

け，飼加施設が特定されないように統許処理を行った。対

象の家族へは，趣旨・研究民的，得られた結果は研究民的

jグタトには使用しないこと.個別データが溺れることを時ぐ

方法ならびに結果を公表する場合も個人名は…切出さない

ことと本研究への協力は強斜ではないこと，協力に戸i窓が

得られなくても何ら不利益は生じないこと，また，いつで

も研究参加を辞退でき中止したことによっていかなる不利

益も被ることはないこと.返送により階窓とすることを紙

面にて説明した。

[結来・考察}

国子分析の結染，

62.4%で、あったc 第1

子「尊重された対応J.第3
ムの連携第5密子 f安全・安楽なケアjとIN子名

を決めた。さらに患者溺足度とのPe註rsonの犯関係数は

0.787で有意な正の相関が認められ (P<O.Ol).問時的妥当

性が確認できた。信頼性係数Cronbachのα係数は0.898で

あ;丸信頼性のおいた疫であることが確認できた。独自に

作成した家族満足境尺度は 信頼性・安当性の検討におい

て高.い値を示し小児者護における賓の結果指諜として可

能な尺度であることが示唆されたョ

{引用文献]

. -1な潟なをみ(1993):小究者護管理の実態一入院環境を考

えてへ小見審議. 16 (6) : 738‘744. 

-塔花由美子 (999):混合指擦における小児看護の実践:

その問題と将来箆望，小児看護. 22 (10) : 1307-1310. 
-近j翠範子.1.擦係裕美子，小林藤江他 (998):審議ケア結

果指標と測定尽兵の開発，看護研究. 31 (2) : 59除65.

日本委設研究学会事i宣言主 Vol.31 災0.3 2008 181 



126)障害をもっ子どもの家族における「続・家族の会jに

関する文献検器

市江和子(翠隷クリストファ一大学看護学部)

[研究自的}

わが関の欝答をもっヲこどもの家族にとっての「貌・家族の

会jの役割について，文献に焦点をあて研究の現況を把援

する O

[研究方法1
1.対象:1983年から2007年に発表された文獄を.r涯学中

央雑誌Web(ver.4)Jから検索した。キーワードは. r疾
患iTHor障害iALJand r家族の会iALJ.r殺の会iALJ~こ
ヒットした文献を選択した。 2. 分析方法:文献を，年次

郎，分野郎，内容5Jljtこ分類し研究動向について検討した。

ついで.論文の内容について概観し際害をもっ子どもの

家族における「毅・家族の会Jに関する研究課題を考察し

た。

{結果および考察}

1.研究内容加の分類

1)文献数と研究分野:文献は69件で， r研究報告 (ml著論

文等)Jは35編. r解説・総説」は34編であった。

2)年次推移.文献の推移では， 20例年より増え. 2006年
13編. 2007年10編， 2004年7編のJII真であった(関1)0

お研究対象:対象の中で最も多いのは.r障害児・霊症心

(者)J 31編.rLDJ 12編.r自閤疲の児J6編のJII買

であった。

4)研究内容:対象は. r研究報告(原著論文等)Jの35編
とした。見出庁究27編，質的研究が8縦であった。

2 看護li耳究のlJi)jl匂
最初の論文は. 1984:"1三に実施された研究で，権利保障に段j

し障害見の親の会を対象として実施されていた。 90jF.1t
は，降客をもっ子どもへの処遇.親への支援に関した内容

が多かった。 2000年以降，母親の障害受容， QOL，サポー

トシステムの構築への取り組みに関する内容へ変化してい

たc 母親，家族を含めた援助の必要性が認識されてきたこ

とが捻察される。

[まとめ}

障害をもっ子どもの家族における「親・家族の会」に関す

る文;訟は. 1984年からまとめられ，近年の解説・総説が増

加していた。対象としては， 1穆答児をもっ親・家族に対す

るな議探査が実施されていた。

本研究は， 日本赤十字社看護師陀方会研究効成を受けた一

部である。

文献数

12 

10 

8 

6 

4 

;jLE;自;τ

ロ研究報告

磁解説・総説

♂'，，，'#0，，許c戸、q外ずc併殺。ダ今戸、年
マヂぷ、F

図1 文献推移

127)金盟 NICUでの母子間愛着形成の取り組みに関する

現状調査一母親とその家族の視点で望むこと一

古f子部美(藍野大学l2I療保健学部看護学科)

谷口美智子(松本大学人関健康学部)

[EI oj] 

2006年NICむの現状から毘療者側からの視点で問題を明ら

かにしたが，今剖の研究では， NICむに子どもが入院中・退

院した兜の母親と家族の視点で. NICじでの援助の現状を

調査し親支援のあり方を検討した。

[研究方法}

前年度の研究結来を送付したj民協力を符ーられた41の調査

協力病院に各30音1¥ずつ郵送し NICUに入院中・退院した

どもを持つ母親と家族を対象とした質問紙調査を行っ

た。調査期間は平成19年 9 月 ~12月末。質関内容は出生時

体重(lOOOg未満等4領域で選択L感じた負担感など31項

目。大学内倫理審査の承認を受けた後，協力病院並びに対

象者に対し紙面で倫理的配惑(無記名・研究への自由意

志協力など)を記入した。

[結果}

返送114(関収率10%)，有効回答114(100%). 出生時体重

で最も多かったのは1499~2499g (34.2%)，入院中56%・

退院44%であ札退院した児の在院平均日数73日。入院ゅ

に感じた負担感では.ll寺前的負担感・経済的負担感が多かっ

た。 NICじに望むことで、はり面会時間の柔軟性2)赤ちゃ

んへの緩助をよ設やす.などであった令入段した当初の気持

ちとして“路警が残らないか心記"“子どもに申し訳ない"

が多く，殺の関係性の変化では“よく話をするようになっ

た"“成長した"が多い…方で¥“自分を責めた"という関

もあった。自寅の念を持つ親とそうでない毅では，経済

的・家族関係の負担感を有窓に持つことが分かった。

{考察]

児の入院で感じた負担惑は，時間的 (57.9%)・経済的

(44.7%)が“負拐感あ 1)..と解答していた。その内容は，

毎日面会 (62.3%)が多く，片道月If要時間平均26.6分であっ

たo NICUに望む第一位に“面会持関の柔軟性"を挙げて

おり，病院訪問しでもすぐ面会できるとは浪らず，負担惑

に繋がっていると捻祭される O 子どもが入院した当初の殺

の気持ちとして，“子どもに申し訳ない"“自分を支-めた"

など自主ーの念を抱き，ぞれが経済的・家族問係の負担感に

も繋がっていた。自責の念は;将来の虐待の要閣に繋がると

いう結采も報告されており，母親の自寅の念を取り除く支

援が大切となる。その支援のーっとして NICむに望むこと

に“母親同士が患いを共有できるチャンス"とあり，入院

している児と家族への対応だけでなく，陪じ患いを抱く母

親が語り合う機会(自効)への支援も考えなければならな

い。被虐待児の40%が低出生体重児であるという報告もあ

り. if/Jl加の家族状況に応じた支援が必要である。
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128)潜水による器譲素性脳症児の母親の心理的プロセス

羽熔正孝.鈴木ひとみ(宇ljI戸常盤大学保健科学部看護学科)

熔ア博世(諮賀監科大学涯学部看護学科)

{底的]

溺水による低毅素性脳症となった克の，入院から現在まで

の母親の心環的プロセスを明らかにし母毅への匿療者の

支援のあり方を検討するc このことから，溺水のような不

惑の事故により，突黙不可逆的な滋害を負った児の在宅生

活を円十号にするための母親への支援について震要な示唆が

得られる O

{研究方法}

諒水による抵殻素性磁症児の母親4名を対象に，学構成的

千ンタピューを 2問実施し質的滞納的に分析した。研究

の実誌にあた弘施設長より承諾を得，推薦された対象者

に議:頭にて研究自的や方法，参加の{壬;音性を保障するなど

の倫理的配慮について説明し承諾を得た。務査時には対象

者の表稽や言動を十分観察して心境の変化に留意;した。

査中にも対象者の様子から調査の中断，中止を考援し調

査終了後の対象者への精神的フォローについても検討し

た。氏本研究は議質密科大学倫理委員会の承認を得た。

{結果}
インタビュー内容から，湯水による抵駿素性脳症児の母親

の心理として〔突然の出来事による滋沌とした状況[病状

態援への頴望] [自分しか守ってあげられない]児ととも

に過ごす生活へのチャレンジ] [生活の再構築の可能性に

かける] [出来事が残したしこり[前向きに生きることの

の7つの大カテゴリーが抽出され，大カテゴリーは

おの中カテゴリーから構成されていた。また弱水による

低費支素性脇抜児の母親の阜、いに関するアつの大カテゴリー

は，互いに独立して存在するのではなく，それぞれが前後

または様の文!慌をもちながら存夜していた。

{考察}

児の〔突黙の出来事によるj邸宅とした状況〕を抜け出すと，

〔病状摺復への願望]を持ち続け，自分で頑張って埠を者て

いこうという[自分しか守ってあげられない〕という思い

でつ巴とともに過ごす生活へのチャレンジ]という前向き

な姿勢をもち.[生活の:侍講築の可能性にかける〕ことをし

ていた。また，母親の[生活の再構築の可能性にかける]

ことに向けて勇気を与えてくれた夫や毅類，友人や看護締

などの援療能事者，向じ境遇の人が〔前向きに主きること

の支え]となっていた。しかし母裁は，患者会のような

語らいの場がなく，閉じ患いを分かち合うことができない

まま，児に起こったj噴水による〔出来事が残したしこり]

を潜在的に持ち続けていた。看護者は，母殺に対して児の

病状間援への願援をもち続けている思いを尊蓑しながら関

わり，また.母親の語らいの場を提供していくことが必要

であると考えた。また，今閣の鶏査では，克の海水の要閣

による母毅の心渡的プロセスに相違はなかったが，今後の

検討課題であると考えるc

日本看護研究学会雑誌 VoL31 No.3 2008 183 



ポスター金場 1 34群

129) B市における4か月児の栄養!こ関する実態調査かう，

母乳育克支援のあり方に関する検討

山内まゆみ，伊藤幸子(1t!!JlI援科大学医学部看護学科)

河村奈美子，松村寛子(札幌市立大学看護学部)

{目的}

母乳育児支援の充実を目的に 4か月児の栄養に関する実態

調査を行った。そこで，乳児の栄養状況に関連した結果か

ら育児支援のあり方について検討した。

{研究方法]

調査期間は2007年 7 月 ~8 月で，調査場所はB市保健所で

の4か月健診会場であった。調査対象は健診に訪れた母親

であったc 寵査方法は無記名自記式費開紙法で閤収は郵送

法で、行った。分析は記述的単純集計を行った。倫理的配慮

として，本調査は札幌市立大学倫理委員会の承認を得て実

施された。協力施設から錦査協力の同意を得たG 対象者へ

のぷ協力依頼は，研究者が対象者へ調査の主旨を江頭で

説明し協力の間意を得た後，援名性の厳守，誠査協力の途

中辞退によって今後に受ける保健サーどス内容になんら支

!漆の奴いこと，など口頭・文書:で再度説明し行った。その

後調査用紙と返送用封筒を渡した。

住吉来;

記布数は健診米訪者216名全員で，回収数は138部(回収率

63.9%)，有効[m答数は137部(有効関答率99，3%)，平均年齢

は30.9~長であったc 母乳栄養への関心、は「あるjが94.2%で

あった。乳児の栄養状況は「母乳のみjが57.7%. r混合栄

が24.1%. r人工栄養jは18.2%であったコ乳汁以外に

与えているものは f来十iゴ38.7%. r来ij-~j，)t~J 19.7%. 

えていないJ16.1 %であった。 f5]::lL縦続希認n寺WJについて，

希望時期を記述した廷は34.9%. 自然今:乳希望が必.79"6

であった。希望時期はrI2ヶ月jが66.7%. r13 ヶ月 ~24ヶ

丹jが11.1%であったc また，母乳育児希望のきっかけは

f病臨・助産所の指導jが47.3%と，他のきっかけより高い

割合だ、った。

{考察]
平成19年度厚生労働者 f平成17年度乳幼児栄養調交Jから

生後 3か月の母乳栄養率は38.0%であり， B市のそれは全

国平均より高いと判断した。 4割近くの母親が乳児に果汁

を与えていたが，離乳の賂始前の手'し克へ来汁の与えること

への栄養学的意義が認められていないことから. 6か月ま

での乳児における適切な栄養指導の充実が望まれるc

UNICEF/WHOの母乳育児に関する勧告では，母乳育史の

継続期間は生後6か月以降に適当な補食食品を用いながら

2年・あるいはそれ以上でも勧めている。乳児のニーズが

考惑された自然卒乳を望む母親が半数いる一方で¥母乳継

続時期を限定する母線も半数おり，中でも多くの母親が

fl2ヶ月Jとi浪定したことから，母乳継続期開の考え方につ

いても兵体的な皆殺の提供が重要と考える。出産予定施設

からの保健指導は母親に向けた有効な情報発信源で、あるた

め，母乳育児支援の更なる充実にむけて，上記保健指導内

容について現状の母親教案，産後の退院指導内容の再検討

も有効と考える O

130)ダウン症児をもっ母親と父親の惑悟に関する研究:I聾
警告知と立ち痘りの時期

阿南あゆみ(産業腹科大学産業保健学部看護学科)

[目的}

ダウン症は周産期医療の現場で遭遇する機会が多く，出生

後早期に児の隊等が告知され，新しい生命の誕生と障害の

告知が重なる。裁が現実を如何に受けとめ立ち度るか.医

療者が障害告知のn守閣と方法を配5註すれば，親の悲i撲を軽

減することも可能で、あり，如何に介入すべきかは重要な課

題であるc 本研究では.ダウン疲見をもっ父親と母裁を対

比させて，児に対する感情，援療者の対応に対する感情，

告知の時期と立ち直るまでの期間などを検討ーした。

{方法1
6歳以下のダウン症児83人の母殺と父親を対象に，花沢の

対児感情評定尺度，妊賑中及び出産後における医療者の対

正、に関する質問. I筆書告知から立ち直れたと感じた時期な

どを調査した。立ち夜りに関しては. r楽しいことを考え

るようになったJ.r食事を美味しいと感じられるように

なったJ.rよく限れるようになったJ. r新しい家族がふえ

たと感じられるようになったJ. r告知のショックから立ち

直れたと感じるようになったjのS項自に対してその時期

を「告知後すぐに立ち直った(1点けから「まだ、立ち註っ

ていない (6点)Jまで6段措で鴎答を得た。本研究は.産

業薩科大学倫理委員会から話司ーされた研究計画に沿って実

施され. 1fQl人情報の保護等を遵守したっ告知特の悲嘆の想

起があり得ることを調交依頼に明記したが.悲嘆の想起

されず， カウンセリングの必裂はなかった。

{結果}

83家族のうち58家族からi回収されたが，除外規定に該当し

た8人を除き. 50ペアを解析の対象とした。ダウン症児50

人の平均年齢は2.5土1.8歳であった。父母の一対がそれぞ

れ示した対克感情(接近得点.民Jjj生得点，措抗指数)につ

いてWilcoxonJl1町立和検定の結果母親の接近得点は父親よ

り有意に高く (p<0.05). 母親の措抗指数は有意にf廷かっ

た (p<0.05)。接近得点及び回避得点の 2変量と立ち夜り

の時期に関する 5変量との関連を，エ伐材自関分析で解析し

た結果，母親の場合にのみ有意な正準変数が得られ(え=

0.52. p<0.05). r新しい家族が増えたと実感したJ(構造係

数=0.743)と接近得点(構造係数z …0.958)との問に強い

負の関連牲が存在した。しかし立ち直りの時期が早いほ

ど得点は小さいので.接近得点の高い母親は，立ち直りが

王手いことを意味する。ダウン疲告知の状況(父母同席・自

分単独告知，自己偶者単独告知)が立ち夜りの時期に及ほす

影響について.分散分析後に多重比較を行った結果，父母

同席告知群が有意に立ち直りが竿い (p<0.05)ことが判明

した。

[考祭i
児に対する接近感情が高い母親は，立ち夜りまでの期間が

短いことが判明した。ダウン症の告知は父母同席を涼倒と

し母親が克に接する機会を多くして，児に対する肯定的

な感情を高めさせるケアが重要と考える。
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131)看護学生における母性!こ関する認知

松村恵子，植村裕子，築玲子

(香川県立保健援療大学保健毘療学部看護学科)

{目的]

母殻看護学の講義，演習，実習の学習過程における母牲に

関する認知を明らかにする。

[研究方法}

対象はA大学看護学科49名.議査期間は2006年6月~翌年

11丹.調査方法は自記式費関紙欝査を 1関gは3年次の母

性器護学の講義後， 2間設は母性器護学の演習後， 3回目

は母性看護学の実習後， 4路島は4年次の会ての実習終了

後の4持期とした合調査内容は f女性特有の母親の性費

る行動様式保護・育成志向jの3関子で構成され

る松村の母性に関する認知足度16項(35段賠評定としたc

分析は記述統計および4時期の比較は分散分析，多重比較

を行った。イ命現的配癒は調査に捺してA大学倫理委員会の

承認を得た。 11ill(3の識変時に研究の要旨，不手IJ設がない

こと綴断欝変の意義などを説明した。了承後，同意書の

記入と学籍番号の記載を求めたc 偶人が特定されないよう

データイとし情報の保持には十分記長室した。

{給条:

対象のうち 4時期の鴎答が得られた42名を分析した 41埼2

j弱における母性に関する認知尺度全体の揺綴係数は

0，79-0却であった。 4時期の協子別に比較すると;女性

特有の母裁の性質jは有意な楚はなくぎてる行動様式j

[F (3.123) =5，02， p<，OlJ.保護・育成志向j注 (3.123)
=4.27， p<β1]は有意な還がみられた。 5育てる行動様式j

lま3年次母性肴護学講義後，実裂後より 4年次は有意:に抵

く保護・脊成志向jは3年次母性看護学演習後，実習後

より 4年次は有意に低かった。次に，各項呂を比較すると

5項目で有意な差がみられた。特に「子どもとの鴇わりか

ら育つ愛情や慈しむ気持ちjは (3.123) 出 5，88，p<，OlJ 
で¥ 3年次母性器護学の講義後寅笥後，実習後の 3時期

より 4年次は有意にi誌かった。またJ社会学的，生理学的.

惑積約な統一体のi手と子J，立町 (3.123) =4.22， p<.OlJ 
で， 3年次母性看護学演習後より 4年次は有意に抵かった。

{考察]

いて3年次では母牲者護学の講義，演習.

を通して，母性に関する関心も高まり母性に関する

知は先行研究の一絞女子大学生より潟く維持されていたc

また， 3 年次-4~三次にかけての f女性特有の母親の性費j
という認知は変わらなかったが育てる仔動様式

-育成志向jという認知は変化することが明らかになっ

たc このことから，母子に関する認知は知識や経験を過し

て変イとするが，母性特有な認知はそれだけでは変化しない

ことが示されたc 今後，母性に関する認知に変化を及ぼす

要閣についての検討が必要である。

132)母親のりうクセ…ションを取り入れた子嘗て支援講

躍の実銭報告

夜頭知子，鎌田佳奈美，生々木くみ子，芥端美奈子，

古川彰ニ，石涼あや，古山美轄，小山恵~，量w白

米原紀美代(大阪府立大学看護学部)

[(3的]

乳幼児をもっ母親の身体的疲労やストレス緩和を話的とし

て，母親を対象にリラクセーションを取り入れた子脊て支

援講座を実越し若子の効果を得たので報告するc

{方法i
A保健センターとB子育て支援センターに来所中の母親に

案内を配布した。議度終了後の質問紙調査への協力依頼と

倫潔的記惑について説明し承諾を得た合 1屈の議康は20分
間のミニ講義， 30分隠のリラクセーションマッサージ(以

下，マッサージ)の体験， 40分間のおしゃべりタイムで講

成され， 3留の議践を 1クールとし 2クール実絡し

どもは耳目家にで保育した。ミニ講義では，子育てで大切

にしたいことや子どもの病気への対応，関わり方のコツ

について話した。マッサージは，モデルを示しながら，母

親開士がペアになり実施してもらった。日常生活への取り

入れ易さを考惑しオ千ル等は使用せず街伎な方法で実施し

たc おしゃべりタイムでは，互いの経験談等を自由に話し

合った。 3拐の講座終了後に無記名自記式質問紙欝査を実

施し絞染を単純集計にて分析したc

[倫理的配露i
研究参加は自由意志であること 短否による不利益はない

こと，偶人が特定されないようデータ処理を行うこと

参加者に説明した。本学の研究檎潔委員会の審査にで承諾

を得たな

{結果]

参加者22名!=T21名から問答を得た。母親の平均年齢34歳，
子どもの数は平均1.7名.第 1子の平均年齢3議らヶ月，第

2子 1畿 8ヶ月であった。核家族が90.5%.場:築主婦が

71.4%で.76.l%が3人以上の育児協力者がいるとし 33.3%
は普段のヲこどもの没話を 1人で行っていた。受講の動機は

「保育つきであることJ76.l%.内容に興味を持ったJ71.4% ， 

げいこ出る機会になるJ33.3%であった。最もよかった内容

としては.ミニ講義，マッサージ，母親問土の交流が66.7%
から挙げられた。マッサージの継続に関しては90.5%が脊

定的に考えていた。受講後の育児や気持ちの変化について

は， 90.5%がfとてもあったJfあったjと期答した合変化の

具体的内容は. f心と体がリフレッシュでき子どもに援し

くなれたJf気が晴れたJf2人目がほしいと患ったJf自分・
子どもを賞める気持ちが減ったjなどいずれも肯定的なも

のであった。

[考察}

マッサージは心身のリラックスのみでなく，初対面の参加

者同士の会話を慢し議援の雰関気を和やかにする効果も

あったと考える 3 今留の譲渡では概ね肯定的な評価が得ら

れ，この講惑が母親たちの気分転換を促し育児や気持ち

に前向きな変化をもたらすことに有賂であることが示唆さ

れた。今後，その要留について明らかにしより効果的な

講康プログラムの確立へ繋げたい。
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133)母性看護学学習遍謹iこおける対兜感情の経詩的変化

植村総子，柴玲子，松村恵子

(香川県立保健医療大学保健医療学部看護学科)

[自主g]

赤ちゃんと身近に触れる経験が少ない環境の中，看護系大

学生の赤ちゃんに対する感罷は講義および実習を履修する

ことでの推移を明らかにする。

{研究方法}

対象はA大学看護学科49名。言潟査期間は2006年6月~翌年

11月。調査方法は自記式費関紙調査を次の 4時期に行っ

1回自は 3年次の母性着護学の講義後. 2囲自は母牲

者護学の演習後. 3回呂は母性看護学の実習後. 4朗自は

4 i[o，次の全ての実費終了後とした。調査i内付容は花沢の対児

感般l'i
i散技分析'多重比較を行った。倫理的配惑は鵠査に際してA
大学倫現委員会の承認を得たo 1凶器の諦査時に研究の要

旨，不利益がないことなどを説明した。了承が得られた者

は.用意舎の記入と離断調査であるため学籍番号の記載を

求めた。 個人が特定されないようデータ化し情報の保持

には十分記醸した。

[結果}

対象のうち 4時期の関答が得られた42名を分析した。ま

ず，接近14項目の合討を接近得点とし回避14項自の合計

を関避得点とした。 41l幻視の接近得点は講義後40.4土6ふ

淡習後39.7土アゑ実習後40.1太6.6. 4年次36.8土6.8であっ

た。回選得点は講義後22.1土4.5. 炎習後23.0:!:4.4.実智後

22.0念 4.6. 4::ド次21.5土4.5であった。それぞれ4時期の比

較で、は有意な差があか緩近得点は講義後，演習後.

後の 3時期より 4年次は有意に低くなった。回避得点はi察
官後より 4年次では有意に抵くなったc 次に各項目の4
時期の比較では12項沼で有意な差があったc そのなかの

「あたたかいJ.rうれしいjは実習後より 4年次は有意に低

くなった。また.rういういしいJ.rやさしいjは講義後.

i実習後，実習後の 3時期より 4年次は有意に低くなった。

{考察]

接近得点と回避得点では接近得点が全ての時期において高

く.者護学生は赤ちゃんに対して好意的であることが示さ

れた。また，接近得点の比較から講義後.演習後，実習後

に比べ4年次には得点が低下することが明らかになった。

り性者護学の講義で赤ちゃんをイメージ化し演習で赤

ちゃんを擬似体験して，実智では実際の赤ちゃんと触れた

り抱っこすることができるO これらの経験は赤ちゃんを身

近に感じることができ，赤ちゃんに対する好意的な感情を

高めることに繋がった。しかし 4年次では赤ちゃんとの

接触する経験が乏しく，好意的な感情の高まりに繋がらな

かったのではないかと考える。以上のことから，対児感情

は. 3年次の母性看護学講義.演習，実習では好意的な感

情が高まり維持するが.4年次では感舗の抵下がみられた。

したがって，赤ちゃんに対する感情は赤ちゃんを身近に思

い感じられることで好意的に高められることが推察され

た。

134)沫浴・ドライテクニックに関する母親の患い

阿部範子，志賀くに子(日本赤十字秋田短期大学看護学科)

塚田純子，田村こずえ(秋出赤十字病院)

{践的]
新生児のi水浴は現在ルーティン化されているが，必要性の

見直しが行われドライテクニック(以下DTとする)を導

入する施設が見られるようになった。 DTのメリットを検

証した研究も見られるが，一般化されておらず，検証を重

ねる必要がある。問時に，習慣イとされている f泳浴jに代

わる方法への抵抗感も考えられ，母親の思いを傾聴する必

要がある。本研究はDTに対する母親の思いを明らかにす

ることを自的とする。

{研究方法}

2007年 9 月 ~12月 .A病院で実施した泳浴 .DTのメリッ

ト・デメリット検証の諦査の際，協力が得られた母親に対

し産袴48自にアンケート誠査を行った。調査は趣旨を説

明し偲入の特定がされないこと，目的以外に使用しない

こと，協力できなくとも不利益にはならないことを説明し

開意が得られた母親に依頼した。 DTでは見の顔と，皮腐

の2窟が接する部分のむを拭をする。膳部lま消毒を行い更衣

を行った合

[結果i
i木浴実施48名. DT64名，間収事はそれぞれ81.3%.68.8% 
であった。入院HiHこDTという言葉を開いたことがある母

は9.6%. ない母親は90.4%であった。実踏にDTを実施

した母殺は「保湿Jr清潔!'g;JrにおいJr湿疹jについて，

24.0%がプラスイメージ. 24.9%がマイナスイメージ，

29.6%がどちらとも言えないという思いを抱いていた。そ

の他 f子どもにとって良いのならJ9.0%.プロの仕事なの

でまかせる2.3%という意見もあった。 j水浴を実施した母

親は f今後どちらを希望するかJの1mいに.r泳浴J38.5%. 
IDT J 21.1 %. rわからないJ38.5%と答えていた。泳浴を

希望する理由はf清潔感J60.0%. r気分転換になるJ40.0%.

IDT効果よくわからないJ33.0.他行本浴によって愛{育が高

まる感じがするJr皮}習に良さそう j等，それぞれ6.7%で

あった。 DT希望の王理由は「スタッフ勧める良い方法J
75.0%. r赤ちゃんのもつ生命力を最大限に引き出してあげ

たいJr乾燥気になるからJ等12.5%であった。わからない

とした理由は f実績しらない・有名で、ないJ46.7%. r産科

のブロが選んで、いる方法ならJ20.0%. r赤ちゃんに一番良

い方法がよいJ13.3%等であった。

{考察i
DTを実施した母親の持ったイメージは「保湿Jr清潔感j

「においJri毘疹jについてだけ見てみると fプラスjが24.0%

と最も少なかった。泳j谷を実施した母親は次にどちらを希

望するかは.ri*i谷Hわからないjが冊数であった。 DTに
対するメリットを明確に実感できることは少なかったが，

rllfi科のブロが選んで、いる方法ならJr赤ちゃんに一番良い

方法がよいjを合わせて30%以上が答えていることをあわ

せると，医療者による明確な指針と情報の提示の必要性と

笠任を感じた。
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135)家族介護者!こおける由記式睡眠調獲の Actigraphに

よる妥2皆性の検証

福間思砂，牧本清子

(大坂大学大学i詫医学系研究科保健学専攻)

塚崎恵子(金沢大学大学院震学系研究科保健学専攻)

{目的]

家族介護者を対象とした自記式行動調査による援眠状況の

データの妥当性をActigraphのデータと比較し検討する C

[研究方法}

調査期間は2001年9}jから2006年2月の簡で，調査日は，

自の過ごし方，騒眠状況，介護内容などが臼常に近い一

日を対象者が選定したc 対象は家族介護者とし選定基準

は，(1)家経内で中心となって介護を行っている， (2)要

介護者が在宅で生活している， (3) 40歳以上とした。デー

タ収集は，学講造化面接， 24時間の自記式行動調査および

24U寺関の活動最調交を行った。データの妥当性の評価指標

として，データの一致率および:1'εarson相関を用いた。本

研究は，金沢大学援学系研究科等援の倫理委員会の承認を

受けて実施したc 対象者には口頭および文書にて調査方法

を説明し文書にて間意を得たc

{結果i
分析対象者は98名で.平均年齢は66議，女性が76名であっ

就寝持表u.起床時刻の一致率を表に示した怒就寝時刻，

超床時刻の完全一致率は，それぞれ81%，6Hらであっ

議寝時刻では， Acti釘 aphより算出されたi時刻より遅く申

告する傾向がみられ，起床時刻は王手く申告する傾向がみら

れた。総繰眠時間の完全一致本は51%であった。ピアソン

相関では，就寝時刻.起床時刻，総羅11役時間のいずれもr主主

0，90であった。

{考察]

不眠症J患者を対象とした先行研究に辻ベ，自記式行動説査

とActigraphのi縫11蕊データには強い相関がみられた Q ま

た，就寝時刻，起床時刻ともに，一致率は80%とおかったc

ゆえに，家族介護者においては自記式行動調査による騒絞

データの精度は高いものと考えられる令

就寝!時刻・起床時刻の一致察(災=98) 

136)入読がもた5す家践の肯定的要因を探る

鈴毘勝子(蒋郡市民病段)

{研究話的]

入院がもたらす患者家族の肯定的側面をサポートするた

め，入院によって生じた患者家族の肯定的構絡部の実態を

明らかにする

[研究方法}

対象:中核規模病院の内科系および外科系病擦に，予期せ

ぬ入院をした患者の家族12名。期間:平成19年8丹から平

成19年10丹C データ収集方法:磁接により，入院によって

生じた患者に対する思いやりや愛矯，患者に対して「何か

をしてやりたい。jなど前向きに対処しようとする意欲と

行動などの翁緒的変北を尋ねた。内容は了解を得て録音し

た。分析方法:録音内容を逐語鋒にし常定的精絡の内容

を抽出してコード化し議似したものをサブカテゴリー，

さらに諭象fとしたものをカテゴリーとしネーミングし

(サブカテゴ1)ーは〔 工カテゴリーは[ ]で示す)。 倫

理的記長言、:調交の主鼠研究対象の人権擁護，研究への参

加・中断は自由意志であることについて醤:簡と口頭で説明

し同意書にで承認を得た。

{研究結果}

対象者の平均年齢は53.75会 13.92或性別は女性11名，男性

1名であり，乎均面接持!!号は31.6分であった。入段がもた

らす肴定的精緒として Sカテゴリーと11サブカテゴワーが

抽出された。[ありがたさを感じた]というカテゴリーで

は. [存在に感謝J[過去に感謝;の 2サブカテゴリーが，

Mミけがえのなさを惑じた]では. [大事だ‘と感じた][大切

だと感じた]という 2サブカテゴリーが抽出された。また，

[尽くしたいと感じた]というカテゴリーでは. [出来るj浪

りのことをしたい]望みを叶えたい[気にかけてあげた

い]の3サブカテゴリーが. [辛苦を環解したいと惑じた]

では.[気遣いをさせたくない]反省を理解してあげた

の2サブカテゴリーが抽出された。[家践の結びつきを感

じた]では， [家族の距離が近づいた[家族が自立した]

の2サブカテゴリーが抽出された。

{考察}

入院経畿が患者家族にもたらす靖裁は吾定額だけでなく，

脊定認もあることが明らかになった。入院は患者の存在を

強く意識する機会となり，毎日の生活の中では意識してな

かった感鵠がもたらされ.家族の終を確認している様相で

あった。又，患者に対して何かをしてやりたいと前向きに

対処しようとする感積もうまれ，自己意識に変化をもたら

していたz 看護者は入院によってもたらされる患者家族の

宵定的精絡をしり，常定的情絡を挺進させる必要があると

示唆された。
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137)訪問零護を受ける患者の主介護者の介護負担惑に影

饗を及!まiす要因

北原信子(自践女子短期大学総合人間学科)

藤原尚子(兵庫大学健康科学部)

坊坂友美(近畿大学姫銘)

[自的]

本研究は，訪問者護を受ける患者を介護する主介護者の介

護負担惑に影響を及ぼす要留を明らかにし家族の介護負

拐を軽減するための看護援助を考察することを目的とし

た。本研究における介護は，病人を介抱し日常生活を助け

ることと定義した。

[研究方法i
2004年 7~8 丹までの関に地方都市にある救急指定病院に

されている訪問看護室で訪問看護を受けている患者の

家紋64名に対して，個人面接による質問調査を行った。調

自は. r主介護者の属性jと主介護者の「介護負担感j

(Zarit介護負担感尺度日本語販以下]-ZBI).r介護の状況J.
f健康状態J.r介護に掬する思いJ.訪問看護を受けている

患者の「介護必婆度JCBarthel指数).主介護者の「介護負

担感JIこ影響を及ぼす要閣を霊回帰分析により検討した。

研究者は，主介護一者に研究目的，意義，方法，プライパシー

が守られること，調査に協力するか否かはその後の医療

サービスに全く影響しないEぎを伝え，関空Eに対して向意が

符られた家族において調交を実施した。

{む手結吉来}

主介護名者.の互乎子均f年ド齢は6臼2.6土 l臼2

ぞ名i(な21.9併9%らω)，女性50名 (78.1%)であったな患者-から

介護者の統制{点配偶者ー31名付8.4%に子供21名 (32.8%)，

嫁10名 C15.6'fら)，その他2名 (3.2%)であったG

は.47名 (73.4<}ら)が健康に何らかの気がかりを抱えていた。

訪問看護を始めてからの期間は，平均59.1ヵ丹であったが，

その分布にばらつきが見られた。夜間の介護が fほとんど

必要ないjと回答した主介護者は20名 (31.3%)に対し「か

なり必要とするJと回答した主介護者は18名(28.1%)であっ

た。患者のADL許ー倣に用いたBarthel指数は平均38.1，点，介

護負担惑を表した]-ZBI得点の平均値は32.0:t15.4点であっ

訪問養護を受ける患者の主介護者の「介護負拒感j

を及lます要閣を明確にするために霊回帰分析を行っ

主介護者の「健康状態J(s =.402. p<.OOl).患者
の f介護期隠 1~3 年J (s口一.287，p<.Ol)， r夜間介護j

(β ぉ .255.p<.05)が有意なものであった。このモデルで

分散の29.4%が説明された。

{考察]

今関の調査により，訪問看護を受ける患者の主介護者の介

護負担感は，患者の日常生活動作より主介護者の要留が影

を及ぼしていることが示された。 r介護負担感」を軽減

するために訪関看護をする看護部l之主介護者の「健燦状

態jおよび訪問看護を始めてからの f介護期間J. r夜間の

介護Jの状態を把握し必要に応じて多機種と連携して社

会支援を提供することが在宅での病人の介抱を支援するた

めに重要であると考えられた。
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138)クラシック苦楽と自黙音による安静臥床中ストレス

の抑制効果

河村彩花，祁I随 意l，i楽器美香(鳥取大学医学部保健学科)

{目的i
音楽療法の分野では，クラシック音楽を用いた研究は多く

苛われているが，自然音については，客観的指擦を用いた

研究は少ない。そこで，クラシックと自然昔による安静臥

床中ストレスの抑制効果を検討することを目的とした。

{研究方法i
研究の自的，方法について説明し研究協力に対する同意

の得られた健康な女子学生10名を対象とした。クラシッ

ク， 白熱音， コントロール(無音)を}~草次無作為に割り当

て，異なる尽に 3問実験を行ったc ストレス指療として

State倫TraitAnxiεty inv在ntory (ST AI)および profileof 

moodst抗告s(POMS)短絡!援を用いた。唾液中コルチゾ-

}v議度は欝議免疫総定法により測定した。心拾のR-R跨隠

の}藷波数解析を行ったc また，E主腐血流棄を測定したc

対象者はPOMS及びSTAI記入後，ベッド上で安静臥床し

i隆法採取.心電図モニターを装議した。実験前・データを15

分間測定し続けて実験を開始し音楽を 1時開流し

然資の場合は，音楽を流さなかった。実験開始から30分後

に，対象者はSTAI状態不安を記入しその後再び起人床し

l 時障の実験終了後，唾液採取，実験後データ測定を

15分間行った。最後にPOMS及びSTAI状態不安を記入し

終了したc 聴取楽曲は，クラシックはプランデンブルグ協

奏曲(バッハ)，愛の夢(リスト)，白熱?まは}IIのせせらぎ

や波の音を使用した。 2若手の比較にはt検定 3群の比較

には分散分析を用い.有意水準は 5CJ6とした。

[結巣]
状態不安は， 3群ともに実験前中後の飽に有意な惹は認め

られなかった POMSの

クと白熱昆 ;抑うつ・落ち込みj

の項日ではクラシックと無音において実験前よ

り実験後の値が有意に減少した。

i詮議中コルチゾール濃度僚は，実験前に比べて実験後にク

ラシックと自然音では減少し無音では増加しており，ク

ラシックで有な減少が認められた3

HFおよびLF々 症は 3群の群隠変動，それぞれの若手の群内

変動に有意な援を認めなかった。 血流量は，クラシック

楽と自然資のそれぞれの若手の群内変動に有意な差を認めな

かったのに対し無音ーでは実験開始35分後から実験終了ま

で鼠流棄の手王室;な減少がみられたc

{考察]

自然音では緊張・不安 rtrpうつ・落ち込み疲労jの

気分が低下し心潔的ストレス反応、を軽減する効果が認め

られたG また，クラシックとa然資は，ストレス刺激によっ

て引き起こされる礁液中コルチゾール分泌， 1船恋愛減少を

緩和し生理的ストレス反感を綾和する効果があることが

明らかになった。自然音は，クラシック音楽と問機にスト

レス反応を軽減し心理的ストレス良忠に対しては自然音，

生理的ストレスfi.応に対しではクラシック音楽の方がより

効来的であると考えられた。

139)リラクゼ‘ーション効果詣擦としての唾液中バイオ

マーカーの妥当性の検証

小川俊夫，同本佐智子，国野}vミ

(埼玉県立大学保健援療福祉学部)

[13自主}
唾液に含まれるコルチゾール(生理的ストレス指擦，以下

Cor)とクロモグラニンA(心理的ストレス指標，以下CgA)

は非寵襲的に採取できるため，簡易的に定最測定できるス

トレス指標としてその有用性が期待されているc しかし

研究は緒に就いたばかりであり，妥当性を示すためには，

生体反応の変化に関するデータベースの構築が不可欠であ

るO 本研究は，これらバイオマーカーの日内変動とハンド

マッサージによる変動を明らかにしストレス指諜として

の妥当性を検証し涯療殺のリラクゼーションコントロー

ルに寄与することを日的とする

{方法}

1)ハンドマッサージによるリラクゼーション実験:20歳

代ボランティア 2名に，ベッド上で軽度ギャッジアップし

た仰罪人{立にて，右手20分，左手20分の計40分間ハンドマッ

サージを実施。実施前，実施中，実施直後の 3詞 録 法を

採取した。

2)主観的 1)ラクゼーション言語定:VAS (Visual analogue 

scale)を潟いた。

3) 白内変動測定:20殺伐の成人5名を対象に，休日のリ

ラックスした 1日に自宅で， 8時 .111待・ 14持・ 17時・ 20

持・ 231待に唾液を採取，保存した0

4)リラクゼーションマーカーの定量:採取種法は-25tで
定量斑前まで凍結保存したc 号表液は融解低迷心(l5，OOOg，

20分， 4
0

C)にてデブ1)を絞り除j 上清を定最に供した3

は後述のEIA定量キットを用いたo Corは， Cortisol 

Enzyme Immunoassay Kit (Assay Designs， Michigan)， 

CgAはHumanChromograninA EIA (矢内原研究所)であ

る。

日倫渡的記騒:被験者には，研究の践的と参加は白出意

思であることを説明し間意書にサインを得た。

{結果]

ハンドマッサージ施術では，ミ主綴的リラクゼーション効果

は親祭されたが，ストレスマーカーであるCorとCgAの変

動は， VASに伴った消長としては鏡察されなかった。

Corの白内変動は， 24時間周期を認めたもの 2名，認めな

かったもの3名で，いずれも， CgAとの連動が見られた。

{考察}

Corは臼内変動(コルチゾールリズム)が緩察されるとの

報告が多いむしかしここでの給条からは，日内変動が観察

されない場合も有った。一方，心理的ストレス指擦とされ

ているCgAは，コルチゾールリズムとの連動が見られ，ス

トレスの指標としての可能世が認められた。しかしながら

VASとの相関は明確では無く，ストレス軽減の指標として

はさらに検証する必要があると考えられたむ
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140)肩凝りの自覚と，自覚症状iこ関する主観評価および生

理的反TE¥の関係

秋山知也，本田智子(長野県看護大学)

楊箸隆哉(非営利活動法人健康科学研究開発センタ

{践的]

肩凝りは不良姿勢や運動不足などを原因として慢性化しや

すく，平成16年震の厚生労働省性別有訴者率で女性の総数

一位であり有訴率が高い。しかし肩凝りのメカニズムや症

状の定説となる報告は器内外でも少なく，不明な点が多L、。

そこで我々は，肩凝りの自覚の強さが異なる人を対象に.

肩凝り自覚とその身体状態を 主観評級および生理的指擦

を用いて言tmtlし，明らかにすることを目的とした。

{対象および研究方法]

健常な年齢18~28歳の成人女性22名(罵凝りの自覚がほ

とんと。無い人7名， EI覚があり苦痛を感じている人15名)

を対象とした。肩凝りの頻度.自覚症状内容，症状を悪化

させる因子，対処行動について，質問紙に回答を得た。ま

た， EI覚症状の強さをVASスケールで測定し，生理的計測

指標に筋硬度と皮膚体表温度を用いた。被験者は一定環境

の実験室内で，上部僧轄筋への負荷や肩Ef!骨可動をiI1lJ御す

る統一した姿勢を取り実験に参加した。肩凝りの体表上の

位Ireを測定し上部f時中自主10館所で限設と綾臥{立姿勢の筋

硬授を計測した。また皮j誇体表j昆!交を 5分間継続して計

測した。倫理的配慮:として，被験者ーの自由意志を尊重し

研究の怨旨，tn丸リスクと対処を文書と口頭で説明し，

て了承を持た。なお本研究は，長野県看護大学倫

理委員会の承認を得た。

{実験結巣}

自覚症状は「痛みJ，立さJ I張り感J(こ大加され.液状

のある人のみが，対処行動を取っていた。症状を悪化させ

る調子は.I長時間IfIJー姿勢J.Iパソコン作業jおよび f冷
えjなどであった。自覚の強さが異なる群で，皮!脅体表温

度の有意差は無く.主観評価の強さと筋硬度の高さに相関

は認められなかったc しかしながら，自覚がある群での肩

甲骨内側上部の筋硬度が有意に高くなり (p<O.Ol)，肩凝

りの部位は，傍IP首筋の一定範間に位置していた。

{考察i
f)の自覚には.肩甲管内側上部の筋硬度が影響してい

ることが示唆され. VDT作業動作などの間一姿勢や繰り

返しの作業は，症状悪化の民子となっていた。肩凝りの位

置は，特定の筋に疲労を起こす生活動作が関係しているこ

とを示したが，症状が乏しい人は対処行動を取らない可能

性が示唆されたc そして，症状の主観評価と筋硬度の高さ

は一致していないことが示唆された。

141)成人看護実欝における看護技術の実施状況-WEB

を用いた評髄一

池田倫子，古賀明美，安悶加代子，黒豆|三智子，仙波洋子

佐藤和子(大分大学)

徳業洋子(長崎大学)

{自的}

(佐賀大学)

路地実習では，患者の安全上，学生が診療に関わる看護技

術の多くを実施できていなし、本研究は.成人看護実留に

おける看護技術の実施状況をWγEB上で把援し今後の看

護技術教育上の課題を明らかにすることを自的とした。

{研究方法]

看護学科3年生65名を対象に，成人看護実習中に経験した

看護技術の調査を行った。看護締教育の技術項自と卒業時

の到達度(以下到達度とする)に準じた13の大項自と，研

究者らが作成した135の小項目からなる「看護技術評倣表j

による自己評価は， I一人で実施できるJ.I指導のもと実施

できるJr医師・看護郎の実施を見学J，r経験なしjの4

段階とし WEB上で入力を依頼したc 到達度I~IIを反映

する f一人で患者に実施できるJr指導のもと患者に実施

できるJの人数から実施率を，また「陵締・看護師の実施

を見'学jの人数から見学率を計算した。対象者には評価に

関係ないこと，結果の公表に関しては文書および口頭で説

明し出立を得た。

{結来i
i可;なの1f}.られた62名の記録を分析対象とした。 WEB上で

入力した学伎の実施状況は.エクセル上で一元化して閲覧

し項IJ7JJjに実施率と見学卒を求めた。実施率より見学率

が高かった項目は，経管栄養ilミ.床上排j肢の介助尊尿，

J潟{史完勝.ストーマケア，関節可動域訓練，酸素吸入，

口腔内吸引，能傷処置，樗iiIJケア，経口薬の与薬(，主薬の

与薬，尿検査， J客疾採取. 12誘導心電閣検査であった。実

施率より見学率が高かった項目のうち，到達度I~IIに

する項自は，経管栄養法. J氷上拶I:i祉の介助，関節可動域訓

練.酸素吸入，袴創ケア，尿検交であった。

{考察]

学生の見学率より実施主容が低い技術項呂と，到達度I~立を

満たしていない項目が明らかとなった。見学率より実施率

が低い項目 l之習得することが望まれる看護技術であるが，

侵裂を伴うため無資格である学生は体験しにくい項目が多

い。学内演習で、モデル人形の活用による技術の習得を促す

ことが必婆である。到達度I~IIに該当する項呂は.仁患者

に実施できるjょう，臨まtl!.実習において実施する機会を作

ることが必要である。教員と滋地実智指導者やは，患者との

調整や指導体制などの諸条件を整える必要があると考え

るo WEBツールを汗jいて看護技術を評価することで，実

施本と見学率の情報を一元fとして間覧できた。成人看護実

習における看護技術の評価と，臨地指導者と指導体制など

の調整に活用できる資料となると考える。しかし WEB
ツールとしての十分な機能を有しておらず.携帯電話の

メール機能を活用した入力方法の検討，双方向学習支援環

境整備.データからグラフの自動的評価表作成に向け，コ

ンテンツの充実を回る必要性が示された。
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142)弾性ストッキンク‘着掃に関する研究一定諮み運動が

もた5す影響について一

鈴木玲子(埼玉県立大学保健医療福社学部看護学科)

[目的1
2種類の弾性ストッキングえま用中の足踏み運動による

を局所在迫や末梢血流から分析し安全・安楽な弾性ストッ

キング着用方法を検討する基礎資料とする。

{研究方法}

(1)対象

被験者は下肢運動にi湾題がなく，皮熔損傷のない青年女性

20名である。実毅の主旨と方法，参加協力への拒否権利な

どを番頭で説明して同意を得た。

(2)実験の方法

2麓類のストッキング(ハイソックスタイプ:日群，ストッ

キングタイプ :S群)を着用し立{立での足諮み運動を 1分

間実施した。運動前後での下放政1流量，下肢EE追億，ポジ

ションマーカ一位抵の変化援 しわ出現の状況，着用!惑の

官詑詳{衡を行った。着用在は，下殻2箇所(足首部，ふく

らはぎ部)を簡易型接触圧測定器 (AMItかで計iRlJした。
淑流最は大!陸部(膝蚤脅中央部と上前騒骨科、を結ぶ痕線の

上 li4のi立援)， fヨ:指(銑骨末節骨上部)の2箇所をレー

ザーlUl流計ALF21(ADV ANCEお:)でil!!J定し，立{立での 3
分間のi鼠流を10秒絡に測定し王子均僚を算出したc 器用状

況は，足誌と膝下部に印されたポジションマーカーの位置

を電子ノギスで計制ししわ出現状況とずれ感など

の官能調査をVASで評価したc 分析1ま，ストッキングの穣

類肱足首とふくらはぎ潤夜加に下11支在追fnな下絞j船恋愛，

務用状況について基本統計を算出し Mann-Whitney検定，
WilcoxonのJn町立検定で比較した。

{結来]

ストッキング着用サイズはSサ千ズ8名， :tv1サイズ9名， L

サイズ 3名であり，足説。筏の分布はSサイズ範関 7名， M
サイズ範関11名， Lサイズが2名だった。ストッキン

グ謹頚加の比較足諮み運動前後の動作での局所在迫億で

比足首部での臥床安静，立i立，運動後において日群落用

者が高く (P ，000 P ，000 P ，009)，ふくらはぎ部も関様

であった (P= ，009 P = ，027 P = ，008)。末梢鼠流量:について

も足諮み運動議後での変動はみられなかったc 足首部の務

用{立置変化量は， H群着用者4，0土 3.3蹴， S群着用者2，6土

2，3mmで，爵ストッキングタイプともに足替部は足先方向に

ずり下がることが多く，ふくらはぎ部はその反対に大腿側

にずり上がる傾向があった。またしわの出現はH群15件，
S詳9件で大艇部分まで着用するストッキングタイプに出

現が多い傾向があっ

圧迫感の自覚では， H若手藩用者が安静臥床時のふくらはぎ

部で3.5土1.7，運動後に5.l土2.4と庄追を強く感じる傾向が

みられた。 (2)着用サイズ部の比較 S'Mサイズ群関での

比較では， ともに足踏み運動前後の足首都，ふくらはぎ部

での局所在迫僚や末梢血流量に変動はみられず， しわも同

程度の発生状況であった。

[考察]

立{立での足踏み運動では，ハイソックスタイプは局所在迫

舘が高く，着用時に庄迫感を生じやすいことから着用状況

の了察な観察の必要性が示唆される令

143)冷翠j去の効果!こ関する実験的犠討

大坂卓.中瀬雄大

(1湾出県立大学大学院保健福祉学研究科署護学専攻)

中井隆彰(地方独立行政法人間出精神科毘療センター)

村上生美，奥111真由美

(関山県立大学保健福祉学部看護学科〉

[(ヨ的}

臨床では解熱効采を期待して冷護法が笑擁されているが，

否定的な報告も多い。本研究では冷壌法が身体に与える影

を検証する G

{方法]

被験者は男性13名，実験環境を一定にした。被験者はセン

サー，サウナスーツを装務しこにアロバイクをこぐc 核心識

が38.0tまで上昇後，ベッドに玖床し冷護法(再絞議動援

部と両大腿勤続部，頚部)を実施した。実験終了は核心混

が37.0
C

Cもしくは臥床後40分までとしたG 測定項呂は核心

j昆自律神経lHighfrequεncy(磁交感神経指襟，以下HF)，

Low frequεncy (以下LF).交感神経指擦LFIHFf， VAS ('I~と
冷感，痛み)とした。検定は対応、のない℃検定と Mannω

Whitneyのじ検定を浴いた。被験者に説明し開室;を得，

中辞退ができるよう保証した。 得られたデータは被験者が

特定されることがないよう処理，保管した。

[結来}

核心i誌の変化は偲人援が大きく 37.0tまでの低下に時潤を

要す苦手(以下長時開襟)と要さない群(以下短時間群)に

された。核心j誌は持間関(実験務)において，冷翠法

後 O~5 分・ 8~1O分で、長時間紛争が有意に高かったc

においては快，冷感が O~35分で実験群が有意に潟かっ

快を 11寺 i海部にみると実験群は O~20分で長時掲群が有意に

快迭であったc 長時間若手での実験群と対照[群の比較におい

ては 5・25・30分で実験群の方が有意な快適さであった。

冷惑は経過時間の会てにおいて実験群が有意に高かったc

長時間訴において実験群がほとんどの時間管で，短時i渇群
では O・15・20分で実験裁の方が有意に冷たさを感じたひ

自律神経においてHF!主将群共，臥床30分までは緩やかな

上昇傾向，LF/HF!ま実験若手と対照許ーのよと絞で斑後と30分

のみ有意設が認められ，実験群が交感神経有意な状態で

あった。

{考察}

核心識は長時間若手の実験群が草子意に高備であるが，更衣Iこt

の体操変化が影響ーした可能性があり，冷翠j去が核心j昆の低

下を鎚進するとは考えにくい。主観において，冷護法を実

施することで快迭さ・冷たさを感じていた。実数群では，

時間の経過に伴ってより快連さを感じる傾向にあったこと

から，冷護法を長時伺実施する方が快適で‘あると推察され

る。時間関(実験群)の比較において，長時間群が有意に

快適であり，長時間群が冷たさを感じる傾向にあったc こ

れは長時間群の核心議が高値であったことが影響している

と考えられるつ自律神経において， LF/HFでは有意表が

認められたが，冷器法の実施により緊張状態になったこと

していると推察されるc
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144) A累の著護簡の就業継続の意思とキャリアアップiこ
関する意識調査

大}II百合子，長友みゆき(宮崎大学法学部看護学科)

[13的]
看護姉不足の問題は控目されて久しいが地方においては

人員確保のみならず，看護の質の維持・向上も重要な諜題

であるっそこで， A!県内の看護締の就業継続意思やキャリ

アアップに認する意識を明らかにする O

[方法l
A県内の調査の承諾が得ーられた59施設の看護~fIiを対象に，

自記式郵送法にて基本属性，今の職場での就業継続の意思、

について， A県でキャリアアップしていく上で困難なこと

などを調査した。データは単純集計とクロス集計を行っ

たっ記述データは類似した内容ごとに分類しカテゴ1)化し

た。データは個人の特定がで、きないように処理することを

文書で説明し調査票の返送により研究参加の意思がある

とよもなした。

[結果i
有効ITIJ答数1495 (39.5%) で女性が1377名 (92.1%)を占め

た。互い均年齢34.1歳 (SD:t9.8)で¥既婚者は667名 (44.6%に
子供がいる者は645名 (43.1%)であったc A県出身者は

1339名 (89.6<1ら)であったc 一時退職を含め働き続けるとし

た者が1264名 (84.4%)であった。今の職場で就業継続の意

思のある者は663名 (44.3%)，意思のない者は713名付7.7%)

で¥就業継続の意思決定の理由は<自己のライフスタイル

の適合性><キャリアアップの可能性><年齢との折り合

い><病続組織の体制・条('j'>にカテゴリイとで、きた。自己

の最終目標は就業継続意思に I~Jわらず看護簡のままが 6í切

であったが，次に多かったのは，就業継続意思ありでは管

理職，就業継続意思なしでは認定看護締や専門看護舗で

あった。移動許容器と最終日擦の関係は，九州問内で看護

締のままが502人 (70.4%)であった。 A県内でのキャリア

アップで関難に感じることは，距離・金・時間，病院関の

競争がない，研修が少ないなどの〔地域性〕に関するもの

と病院・上司の理解がない，子育てサポートがない等の

〔組織の支援不足〕によるものであった。

{考察i
A祭看護師は子育てや生活の基盤を形成するために地元で

の就業を望み， ~己の看護織としての最終日擦も 6 割以上
が肴護郎のままとく地元・家族密着安定志向〉という特般

が窺える。就業継続意思の有無の理由を，組織コミットメ

ントを構成する継続的・情動的・規範的の3要素1)でみ

ると，就業継続意思ありは，継続的・情動的要素を含み，

就業継続意思なしは3要素とも含まなかった。く地元・家

族密着安定志向〉というA県看護師の特搬を活かし継続

意思決定に捕する項目やキャリアアップを関難にする〔地

性域J(組織の支援不足〕を改善することで.継続意思に最

も関連する情動的要素を充足し組織コミットメントの強化

に繋がると考える。

1)上野恭子看護師における<組織コミットメント>.

看護研究， 38 (2)， 2005 

145)患者かうセクシャルハラスメントを受廿た女性看護

踊の対応方法に関する検討:身体接触型

大震タ希子，荒川 結，三上裕子，商島吉紀，青柳道子，

良村貞子(北海道大学法学部保健学科)

{呂的]
セクシュアルハラスメント(以下SHとする)被害は，看護
輔の11政務満足やケアの質の{段下をもたらすといわれている

ため，女性看護締のSH被害とその対応及びその王室自につ

いて調査し身体接触型の場合に焦点をあてて効巣的な対
応、方法令検討する。

{研究方法}
調査期間は2007年 9 月 ~10月，対象者は同じ設置主体の 6
病院の女性看護師1，222名。先行研究を参考に自由記述 2

項目を含む計15項目からなる質問紙を作成しプレテスト
実施後に留置法及び、郵送法で、行った。倫理的部癒:参加及

び拒奇の選択は自由であること，データは本研究の自的以

外には使用しない旨を誉面にて説明したc

[結果]
費関紙閤収数は903名(回収率73.9%)で，有効回答数は787

名(有効関答率64.4%)であった。 SHを受けた看護姉はそ

の場で〔不快感〕を持ち不快であることを伝えるj等の

〔麓極的態度〕を示すことが多かった。また，その場から離
れてとった対応の理由も 7他の看護蹄も被害を受けないよ

うにj等の[積綴的態度]が最も多かった。

{考察]
身体接触恕SHの場合自分の身の安全を守るために紡徳的

態度をとる人が多かったが，その後もSHが続いた事例が

非常に多かった。これは患者の特性もあると考える O また
SHが継続したのは，不快感が患者に伝わっていないため
と考える。本調査では f，tl者の言動が不快で、あることをそ

れとなく示したj場合は， iむの対応とよとべそれ以降SHが起

こらなかった割合が高かったっこのように患者との関係を
良好に保つようなフィードパックが必要と考えるc また，

その場から離れて?他の看護自fIiも被害を受けないよう

fチームに相談したj人が4割以上であった。しかし対応

策を決め実施している事例は少ないため，病棟全体でSH
への対応、策を統一し，実行していくことの必要'性が明らか
になった。

表 身体接触裂SHの対応、の内容及びその後の結果
n = 389 

対応、後のS行事例の紡糸(複数回答)

長をも不快な
同同両|?日辛れはか以起っ附たこそ同か受の後も

位の看罰
事例

対応のi均等 じ患者 節がSH
らSHを受けた エ、の他

けた

f司も無かったように芸員鋒っ;: 11名 ;; 6名 11名 131.; 
そ た 36名(17.6%) 1(30的)i (16.7%) i (30側 (36.1%) 
の 身体の向きや{立擦を変えた; 8名 I 7名 i 22名 17名
3曇 45:?b (22.0%) I (17.8%) I (15五%)! (48.9%) (37.8%) 
vピペ

手を払うなどの防衛 18名の 23名H 
対応 交)をぶした 73名 (24.596) 

手
(28.8%) I (43.896) (31.596) 

jやE事 .m者のZ言語主が不t*であるこ 12名 I 8名 i 9名 5名
とをそれとなく示した (46.296) I (30.896) I (34.6%) 

尻触なE 
) 然関μ 

26:?b (12.7%) 
(19.2%) 

l路 5名 ;5名 8名
その他 2545{122%) {40%〉 {20%) {20%) (3296) 

たそ 符閣もしなかった 焔 22名 ;23名 22名
れら 対応 の 78:lヨ(38.0%) I (30五%)I (28.2%) I (29.5%) (28.296) 

た
露護士主か暴 織の械チムl二織しI(is3~) I (;2~名 i44名 27名

た針。名付3.9%) I (25.696) I (22.2%) I (48.9%) (30%) 

2名05 
肋とm;警H てら

索後'eH型奪還.jiJr総長lこ卒霊祭 12名 7名 19名 10名
した 36名(17.6%) 1(33.3%) I (J9.4%) I (52.8%) (27.8%) 

52.7 と が起こらI(2~ 名 3名 15名 4名。%
つ ないよう対策を決め災行し (25.0%) I (37.5%) I (62.5%) (5096) 

た 8名 (3.9%)
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147)看護嘗理者は臨床実践における研究成果活用の臨書

霞子をどのように認識しているか

146)患者か5セクシャルハラスメントを受けた女性看護

師の対JiEi方法に関する検討:発言製

遠藤良仁(岩手i県立大学看護学部)

布施淳子(山形大学産学部零護学科)

青柳j草子，卒ゴk
q口，見上裕子，iJ.9烏吉紀，大屋タ希子，荒川

良村貞子(北海道大学医学部保健学科)

{民的i
i羊の東西を陪わず，研究成采が臨床で活用されていないと

いう「臨床と研究のギャッブjの開題が指摘されている C

この問題は綾織的取り組みが必要とされるが，組織の中枢

を拐う者護管潔者の視点にたった研究はほとんどみられな

い。そこで，本研究では看護管渡者が認識する研究成果活

用の阻害留子を明らかにしたので，その結果を報告する令

{研究方法]

1.対象:全国400床以上の一般病説看護管理者722名令 2，

方法:~送法による白弓記入式質賂紙調査 3. 調査項
目:1)所属病院属性， 2)看護管理者認性。 3)Funkら

が開発した研究成果活用の担害要因評価尺度BARRIERS
Scaleに関する 30項目の該当窓境 4.分析方法:

SPSS14.0を用い，路子分析. KMO値， Cronbachの Q係数

を算出した 5.倫理的配露:山形大学援学部倫理委員会

の承認を受け実施した。

{結果}

1.対象者:回答者139名(罰収率19.3%)のうち分析対象

者128名(有効問答本92.1%)0 2.所議病i淀E毒性:15大都

市21.9%，公的援療議関50.8%，平均病床数590.2土183.5床。
3.看護管現者属性:女性:98.4%，平均年齢54.0土4.2議。
審議管理者援3.2念2.8年o 4.研究成果活用担容器子:30 
項告の因子分析(主関子法，バリマックス際民間子負荷

量0.4以上探用)の結果， 41羽子24項目が抽出された。各路

子名は，第 1由子 5看護蹄の研究能力と認識，役割の限界j

(9項目，日出0.83)，第2国子 5人的サポート環境における

学習意欲不足 (7項目， α=0.69).第3由子;研究成楽活

用性の検討不足 (5項目， a =0.69)，第4沼子 5研究成采

の収集と実裁の穣境的昔話i賠 (3項目， a =0.60)としたc

KMO鎮0.74，閤子寄与塁手41.1%，全体では α=0.89であっ

た。

{考察]
今関分析対象の400床以上の大規模病院は15大都市以外の

地域と公的医療機関の割合が高く，また，審議管理者E毒性
は病院基礎看護諸表と比較して.会閣の病院看護管理者と

類似していた。

看護管理者が認識する研究成来活用臨害因子の講成概念

は，組議・システム・人づくりの管理・活動とそれぞれの

関連牲に関する看護管理学的な講迭を呈したと考えられ

る。つまり，看護師が研究成果を活用した看護実践を行っ

ていく上で，看護部組識が看護師の能力や認識を高める組

織として機能していない(第 1由子L管理者や窪師など院

内のさまざまな人材が，協力的かつシステムとして効果的

に者護締の研究成果の活用に機能していない(第2顕子)，

看護郎にとって研究成果そのものとその活用性の検討能力

が不十分で、ある(第3関子Lそして，者護部の業務実態や

病院内の研究成巣の蓄積，設備など施設の環境揺が非効率

的である(第4因子〉といった 4つの担害因子の存在が示

唆されたc

(本研究は，山形大学大学院医学系研究科に提出した修士

論文の一部である。)

{民的]
セクシュアルハラスメント(以下S廷とする)被害は，

締の職務満足やケアの質の低下をもたらすといわれている

ため，女性看護締のSH被害とその対応、及びその理由につ

いて調査し発言型の場合に集点をあてて効果的な対応方
法を検討する。

{研究方法}
識査期間は2007年 9 丹 ~10月，対象者は向じ設護主体の 6
病践の女性看護郎1.222名。先行研究を参考に自自記述2
項目を含む計15項目からなる質問紙を作成しブレテスト
実施後に器霊法及び、郵送法で'1Tった。倫理的記惑:参加及

び拒否の選択は自由であること，データは本研究の目的以

外には使用しない旨を書面にて説明した令

{結糸}
質問紙期収数は903名〈回収率73.9%)で，有効毘答数は787
名(有効回答率64.4%)であったc S況を受けその場で対応
をした看護師の考えには?仕方がないj等の〔消極的態度

(逃避刀が多かったっまた， [;患者との関係性を考露)して
いる看護締が多く， r 1可も無かったように振舞ったj中には

[SHがエスカレートしないように]と考癒している人もい

た。その場から離れて汀むの肴護縞も被害を受けないよう

等の〔積極的態度〕を示す審議SfIiが多かった令
{考察}
発言裂SHの場合， SHのエスカレートをi防ぐという考えの

もとf何もなかったように振舞ったj後， SHが起こらなかっ

た事例が多かった。これは日々の看護築設において， 1可も
無かったように振舞うことが，その患者や場に適した結果
となることを予測できたためと考える。その場では f話を

そらしたjなど不快感を直接患者に示さない対応の理由lこ
は{消極的態境(逃避)Jや〔患者との関係性を考惑〕があっ

た。この場合， SHが続く例も多く見られた。したがって，

患者との真の信頼関係の構築のためには，患者の特性も考
しながら，発言型SHに対する方針の明確化が必要と考

えるc

表

議室も不淡な

多若者

の
…
議
室
一
夜
わ
れ
た
)
的
品
名
(
如
%
)
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148)看護師の職業継続意欲に影響する要因

田村夜子，西日知子

(公立学校法人和歌山県立医科大学的属病院)

山田一朗(臨床研究支設センター (OfficeAKI)) 

{研究目的]

臨床現場においては看護締不足がしばしば話題にのぼり，

その職業継続意欲を高める方向殺が模索されている。そこ

で今回，看護姉の職業継続意欲に影響する要因を明らかに

することを自的として本研究を行った。

{対象と方法i
A病i完に勤務する看護締441人に対して， 20昨年四月に無

自記式調査を実施したc 調交に先立ち，対象者には「研

究の退官Jr個人情報の保護Jr自由意思による研究参加J
主離脱の自由Jr勤務評定には一切無関係であることJ
ι協力の承諾を得たc

iJ総務満足度 (20項目)J rパーンアウトスケール;

BOS (21項目)H社会適正、度(芝a・111低 2007:36項目)J

f職場環境評備は7項呂)J ( 5ないし 7段階のLikertScale) ， 

行機業継続意欲 (0から10までの問鵠尺度評価)Jに「基本

を加えて構築した。これらの項日群は，いずれも高

い信頼性と妥当性が保証されている。

分析にあたり，まず「職務満足疫Jr社会適正、度JiJfi技場環

境評価jの各項院群に主成分分析を施し，主成分数hへの情

報の集約を試みた。そのうえで，各主成分得点とBOS得点

ならびに戸ド命令Jr臨床経験年数jを説明変数，

意欲jの得点を罰的変数とする重罰帰分析 (stepwise法)

を行い，各要A 出の影響力を評価した。

{結果と考祭}

1.基本属性:対象者の年荷台の中央総は29，0歳 (21-60)，

臨床経験年数の中央値は~，7年 (0，6-41.6)であった。

2.重回線分析の結采:有意な説明変数として採択された

項自のうち， r職業継続意欲jに正の影響力を有していたの

は「仕事が楽しい(総務満足度); s出 0，411， p<O，OOlJ r1患
者からの評価が気になる(社会適応震); s = 0.113， p = 
0，003J r休暇がとりやすい(戦場環境評価); s =0.107， p= 

0，012J r看護部の姿勢(職場環境評価): s = 0，094， p = 0.03lJ 

f向上心(戦務満足度); s口 0.076，p = 0.039Jであった。一

方.fjミの影響力を有していたのはfBOS得点 ;s = 0.182， 

p<O.OOlJ r待遇への不満(J段務満足度); s = 0.142， p< 

O.OOlJ r短絡的思考(社会j慶応度): s = -0.091， p=0.0l5J 

であった(カッコ内は情報源の項自群，sは標準化回帰係

数)。

以上の結果{点先行研究や研究者らの経験知と合致したも

のであった。このなかで「他者からの評価が気になる」こ

とは，通常「自己に対する否定的評価」の投影と解釈され

ているが，今回の対象者は f他者評価」を自身の職業継続

意欲へと前向きに転換していることが示唆された。

149)新人看護舗の職場適応とソーシャルサポートとの関

連性一機能と提供者に焦点をあててー

天野勢子(戸田中央肴護専門学校)

[罰的i
新人看護締がI銭湯適応、していくために必要と思われるソー

シャルサポートについて1.職場におけるソーシャルサ

ポートの提供者， 2. ソーシャルサポートの機能の側面か

ら明らかにすることを語的とした。本研究では職場で得ら

れるソーシャルサポートに限定した。

{研究方法]

対象:看護側免許取得後， 1年未満の新人看護蹄70名，調

査期隠:平成19年 7 月紅白 ~8 丹 20B ~潟査内容:1.年

齢，性別，勤務する病i誌の規模，特撮， 2. ソーシャルサ

ポートの機能(情緒的サポート.評価的サポート，情報的

サポート，道具的サポート)ソーシャルサポートの提供者

(上司，先議開僚) 3.職場適応、(人への適応，仕事への

適応，職場への適応).分析方法:察関紙各項gの王子均得点，

標準偏差，検定(ノンパラメトリック χ二乗検定)を実施

した。倫理的記慮:調査の協力は自由意思，調査の内容は，

研究以外の罰的には使用しないことを調査票に明記し承諾

を得た。

[結果}

誠査書配布は65名，間収数46名(回収率70.8%)1.平均年

齢23.0歳.性別は全員女性，勤務する病院の特徴. 78%が急

性期， 2. サポートの機能では，情緒的サポート，情報的

サポート，道具的サポートとも悶様の得点であり評価的サ

ポートがやや低い点数であった。サポートを提供する対象

では.同僚が情緒的.詳細的，道兵的サポートの 3つの機

能で重姿な役割を来たしており先輩は，情報的サポートの

機能で、新人看護締を支援しており仕事への適誌に関して大

きな役割を果たしていた。上司は， 4つの機能で得点が低

かった。 3. 職場適応では，人や仕事より Jfi技場そのものへ

の適応が低得点であった。

{考察}

新人看護締が，職場適応していくためにソーシャルサポー

トが重要であることはいうまでもないc 病院という組識の

運営上，上司である科長や師長は，病棟の管理者としての

存在であることが多い。看護姉たちの業務では.チームで

看護をすすめている現状があり先輩は，新人看護締にとっ

て大きな存在としてサポートの提供者になる O 一方，上湾

は一般企業の上司とは異A なり十分機龍していないことがう

かがえた。事rr入者該部は，自分の存夜価値が認められる評

価的サポートが必要と感じているが，評価的サポートは，

受ける対象により大きなちがいがあり同僚から受ける評価

的サポートと先輩殿場の上司から受ける評価的サポート

は，同じであるとはいえない。 f評価的サポートjは，相手

を受容し価値あるものと認めるもので自己効力感をあげる

ものとしても存在し重要なサポートでもある O 新人看護締

の職場適応では，上司の評倒的サポートが，重要であるこ

とが示唆された。
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150)中察審議鵠のキャリア開発支援を考える-40・50代

キャリア開発支援講産を還して一

横山恵子，長谷川真美，兼宗美幸，林絡栄

(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

{羽a91
40・50代を対象とする小集団での中堅看護締キャリア支援

講盛(以下，講座とする)の実絡を通して，参加者の変化

と講践の果たす役割を検討する。

[研究方法}

大学の専門職講座として40代以降の中襲看護師を公募，参

加した 7名を対象に 3回の講座を実施。講座内容は自由

な話し合い，ポートフォリオを用いた自分史の発表，

(コーチング).情報提供， ち年後の自分計部の発表。調資

期間は王子成19年10丹-12月む議駿の前後でアンケートを実

施。発言内容は了解を得て銭音，逐語捺を作成した。対象

者には研究自的を口頭と文書で説明し同意;を得たc デー

タはID番号で管理，プライパシーの保護に記長室したむ

{結来}
対象者の年齢は38-58設で，平均年齢が46.7議.平均経験

年数21.3:9三.全員が女性だ‘った。参加動擦は上司の勧めが

半数で. El信のない自分を見つめ直したいというもので

あった。初留からうちとけあって諮られ，共感しあう姿が

見られた。綾場環境への不満はほとんど出なかった。キャ

リアを含めた自分史を，それぞ?れがポートフォリオにして

物語のように豊かに語り合ったc 最終認では，者護者とし

ての知識や経験，何よりも看護が好きあること，育鬼や介

趣味など，自分の強みが諮られ，それぞれが自分

の描いた将来の姿を発表し合った。会員が5年後の目標が

明確になり，そのための第一歩が具体的になったと答えた。

{考察i
これまで. 5年目以降の中堅看護締として. 20-30代の看

護摘を対象としてきたが，今回は30代後半-50代を対象と

した講座令実施した。自信が持てないという悩みは共通し

ていたものの，開世代の仲間と語り合うことで，仲間の体

験に共感し自分の人生を承認されたことで，これまでの

体毅が自告に変化していった。そして，残されたキャリア

人生をどのように締めくくるかを思考するようになって

いったc 毅場における40・50代の看護締の姿勢は，職場の

活性化に大きな影響を与える O この世代が生き生きとEl{言

を持って働く姿は，肯定的なジェネラリストモデルともな

弘中堅看護締のキャワアの選択肢としても捉えられ，自

読を持って歩むことができると考えるc 中堅看護部のキャ

リア開発においては， 自分自身を定期的に振り返る機会が

不可欠であるc 本講座は，陪じ課題を抱える仲間と自由に

語り合い，振り返る場を提供すると共に，プログラムを活

用することで¥参加者の段階的・効来的な自記調察を犯し

たものと考えるc

151)中盤看護舗のキャリア発達支援プログラム開発一他

者の影響からみたプログラム要素の検器ー

長谷川真美，横山恵子，兼宗美幸，林裕栄

(ij奇玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

{底的}
中堅看護師のキャリア発達を支援する教育プログラム潟発

に向けて，審護蹄が他者から受けたキャリア発途上の影響

とその意味を明らかにすることにより，プログラムに含ま

せる要素を検討する。

{研究方法]

対象:30-50畿の中堅看護部9名データの収集:半構成的

弱接調査。分析方法:逐語録からイ患者およびその影響を抽

出し整埋するc 影響はその内容を抽出し分類してその婆

をまとめ，要素ごとに典型的な影響の具体関を明らかに

する 3 倫理的記長室:データの収集にさきたっては，研究の趣

冒および匿名性の確保について説明し同意書をもって研

究参加の承諾としたむ

{結果1
1)影響を受けた他者は.r家族(両親・克弟・配偶者・

ども)Jr職場の看護蹄(師長・先輩・看護部長・向僚・設

J r職場の看護部以外(医締・患者・コメデイカルスタッ

フ・友人汁であった。 2)他者からの影響を示す142飼の

内容から34鍛のサブカテゴリーと 10~留のカテゴリーがおHち
された。カテゴ1)ーは. r努力自擦の提示Jr自己の零護に

対する承認Jr成長のきっかけの提示Jr自己の看護への課

題提示Jr与えられた立場からの要求Jr後輩に詰えたいと

いう患いの誘発Jr自己の看護に対するサポートJ
ら訴えられた看護の本愛Jr家族の承認Jr看護を続けたい

という思いjであった。 3)王手期に自己のキャリアの自

が獲得された者護締では，他者から影響として f自己の看

護に対する承認J.特に f上司からの承認jや rEl
に対するサポートJr成長のきっかけの提示jが多くあげら

れたが，早期獲得できなかった看護締では，これら

が少なく，一定期間他者からの影響が表現されない期間が

存在した。

{考察i
キャリア発達を促進するためには，自己のキャリア呂擦を

できるだけ早期に獲得することが必要である。このために

は.I自己の肴護に対する承認jや「自己の審議に対するサ

ポートJr成長のきっかけの提示jが必要である。これらの

科教は，自分自身を認め，自己の看護への自{言につながる

と考えられる。自己を承認できることで¥看護婦は自己の

看護を発展させ，さらなるキャリアを成長させると考える C

また，彰響は継続して受けることが重要であり，刺激の持

続は行動を継続させ，キャ 1)ア発達を促進する方向に働く

と考えられる。プログラムに含ませる要素として. r自己

承認を促す内容JI継続したプログラム提供jの必要性が示

唆された。
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152)中堅雲護師の職務満足度と個人的皆註との関係

中西真由美(JA北海道厚生連網走厚生病院看護部)

{目的]

全毘の中堅看護姉のJ~設務満足度と俗人的属性との関係を明

らかにする。

[研究方法]

全国14額所の500床前後の国公立を徐いた総合病院に勤務

する中堅看護師で臨床経験4年日以上10百以内の678名を

対象に， Stampsらが作成し尾崎らが翻訳した看護師の職

務満足度尺度を用いて，中堅看護部の個人的属性(年齢.

総床経験年数，勤務形態，勤務場所，最終学歴，体調，柱

居形態，配意者の有無，子供の有無)との関係を分析したc

(2変蚤はMann‘Whitney，3変量はKruskal-Wallisを用

いて検定し有意差をp<0，05とした)

なお倫理的配惑として，質問紙は無記名で行い，対象は本

研究の主旨を文書:で説明し悶意の得られた考とした。また

尺!支は許可を得て使用した。

{結果}

本研究において職務満足度の高い項践は「看護締関相互の

影響Jr職業的地泣Jr専門J[，誌としての自律jのJII実であり，

均台与Jr看護業務jに対する職務i前足度が低かったが，同

じ尺度を使用し施設内で調査した他の先行研究よりも，全

国を対象にした今回の潟査では総体的に職務満足震がおい

結果であった。

偶人的属性との関係では「給料Jには f勤務場所J， r最終

r1主語形態jが， r医師との関係jには「臨

床経験王手数J， i勤務場所J， r体調jが，刊誌業的地位jには

「体調J， r住居形態jが r看護f詰;JllU(こは f体言む， r住居

形態Jが， r専門織としての自律jには f体調Jが， r看護

業務jには「勤務形態J，r勤務場所J，r体調」が， r看護師

向相]iの影響!fJには f体調Jが有意な関係を示した。特に

「体調」は全ての環gにおいて有意差を認めた。

{考察]

対象は11裁務満足度が比絞的高かったことから，チームワー

クの良い福利厚生の整った環境で勤務しており.中堅とし

て承認や支持を得ていることが捻測された。職務満足度が

最も挺い「看護業務」に関しては，臨床における看護師業

務の複雑・煩雑化が反映されていると考えるが，r勤務形態J
や f勤務場所」と有意に関係を示したため，意間的な記置

転換や:業務整理.業務改善に着手する必要性が再確認され

また， r {;本部J，立会ての職務満足度に有意に関係しており，

メンタルヘルスを含めた体調管理がや竪看護部の1法務満足

度向上につながることが示唆された。

153)中堅看護者の体俄変換技術の実態と自律性!こ関する

研究

小林朱実(弘前大学医学部附属病続)

開 明美(弘前学説大学)

(虎ノ門病i淀)
西沢義子(弘前大学大学院保健学研究科)

{目的}

貿の高い者設の提供が求められている臨床現場において.

最も多数を占めるジェネラリストの資質を向上させること

は看護管理上重要な意味を持つ。特に指導的役割にある中

堅看護者の資質を高めることは，綴織の看護実践能力向上

の牽引力となる。本研究では看護実践能力育成に隠する示

唆を得るため，中堅看護者の体位変換技術の実態と自律性

との関連について明らかにすることを自的とした。

[研究方法1
1.対象:臨床経験全手数5年以上の看護者35名を対象とし

た。 2，方法:1)者護者のプロフイールと自律性:質問

紙により調査した。自律性の調査には.認知能力，実践能

力，具体的判断能力，抽象的判断能力，自立的判断能力の

5つの下位尺度からなる「看護婦の自律性測定尺度(菊池

ら1997)J47項目を用いた。 2)体位変換技術の実態看

護場認を設定し模擬患者への体位変換の様子をVTRtJ官影
し認知領域・情意領域・精神運動領域の側面で分析した。

3，データ収集期間:20昨年 8 月 ~9 月中旬に実施したC

4，倫理的配窓:実施には弘前大学大学院涯学研究科倫王室

委員会の示認を得たc 対象者および模擬患者へ目的，方法，

プライパシーの保護等について文書で説明し同意書の提出

を求めた。

{結果1
1. 自律性の各下{立尺度得点は，認知能力3.79土0.54.実践

能力3.65土0.61.具体的判断能力3.80会 0.63，抽象的判断能

力3.29土 0.62，自立的判断能力4.06会 0.51であった。経験年

数による有意な設はなかった。 2.{本位変換技術の実態:

看護者の自己評価得点は30.5:t6.1であり，自律性得点との

砲に有意な関連 (r= 0.643， p< 0.01)が認められた。模擬

患者の評価得点は16.3土 2.2で，痛み・振動の得点が低かっ

た。自律性得点との関連はなかった。 VTR詳倣得点は26.2

:t 4.6であり自己評価得点と軽度の関連 (r= 0.404， p<0.05) 

が認められた。-，育意領域では f説明・声がけJを重要視し

適切な対応ができていたが， r同意の確認j等で不十分で、

あった。精神運動領域で、は「安楽性H安全性Jに配癒して

いたが， VTR分析結果からは f安楽性H安全性Jの面で不

十分な点が散見された。認知領域はアセスメントに活用し

た情報数や内容には偶人設があった。

[考察}

中堅看護者の体位変換技術の実態は自己評価および模擬患

者やVTRの詐偽ーから情意領域・精神運動領域・認知領域の

各領域で課題が認められた。 f本位変換技術の力量に自律性

が関与していることから，中堅看護者の看護技術の力量を

多面的に強化していく看護継続教育の必要性とともに自律

性への働きかけが必要で、あることが示唆された。
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154)病院職員が患者とその家族かう受ける襲力被害の内

容と雲寺欝

三木明子，赤晶鮎美(筑波大学大学院)

友田尋子(甲南女子大学)

{践的]
対人暴力被害の近年の研究を概観すると，病院駿員になさ

れた実態等の報告は少ないc さらに患者やその家族からの

暴力の実状や暴力被害がもたらす労務等への影響は十分に

検討されていないc そこで本研究は病院職員を対象に，

場で発生した患者と家族の暴力の被害内容と仕事への影響

を明らかにすることを自的とした。

{研究方法i
20昨年11月，入大学病院の研修会に参加した職員149名を

対象としたε 研修会で研究目的，無記名，研究目的以外で

使用しないこと，プライパシーを厳震に保護すること等を

口頭・文書で説明した。暴力の被害経験がない場合，被害

場面を3主体的に挙げることができない場合は，質問紙の提

出をしなくてもよい皆，説明したc 貿照紙の内容は，最も

対16、が難しかった事例を一つ挙げるように指示をし

を受けた殺員，暴力発生時の状況，相談の有無と相談113手，
仕事への影響について，自由記述で問答を求めたc

{結果}

47苦手簡を収集し家族からの暴力は 5例で残りは患者から

の事例であったc 被害を受けた職員は看護蹄41関，毘蹄・

研修夜[7例，検資技磁21例，放射線技締 1例であった。

カの種類は，身体的暴力30í~I:. 言言葉の暴力25件，ハラスメ

ント 3件，脅し 2件であったc 身体的暴力は，機みつく，

つねる，引っ掻く，たたく，殺る，競る等が多かったが，

杖やナイフを使つての暴力も認めた。暴力場磁は，診察・

処置・日常生活ケアの時，飲酒した患者や家絞と関わる時，

夜間帯であった。相談有りは指名であり，格設相手は上司

29名.同僚11名，医締・主治医 8名，患者サービス 2名，

2名等であった。校事への影響は，胸倉をつかまれ暴

吐かれ殺されるかと患い精神的に不安定になった(毘

締).x線撮影の度に暴言をltl:かれ愛欝(放射線技師)• 
諾暴力の夜後は恐怖があり精神的回復に数8要した(検査

技師).患者に磯まれ局所性終痛症候群となり治療中

締).患者に平手で段られ精神的に落ち込んだ(者護師)

であった。

[考察]

先行研究では言葉の暴力の被害件数が多いと報告されてい

るが，対誌に難しさを感じている暴力の援類は身体的暴力

であることがわかった。暴力は，診察やケアの時.飲溺者

と関わる時，人数が少ない夜間帯で発生しており，どの病

院職員においても暴力に対する知識と身体的暴力回避技術

が必要であると忠われたC 暴力の仕事への影響は，数日で

精神的部復を認める者から後遺疲を残し治療やの者まで被

害内容は多様であったが，暴力発生時の対応手順，連絡，

通報等を周知徹底しておくことが重要と思われたc また被

害状況の把握，被害者への身体的・心理的ケアを行う体制

づくり等，暴力のリスクマネジメントを推進していく必要

性が示された。

本研究は日本学術振興会の助成を受け実施した(務茅研

究:19659562)。

155)訪問審議ステーションに勤務するスタッフナースの

職務満足に関連する要E

仁科祐子，乗越ニ子校(鳥取大学僅学部保建学科)

谷垣静子(1湾出大学霞学部保健学科)

宮林郁子(袈マリア学院大学看護学部)

{目的]

本研究は訪調者護に従事するスタッフナースの職務満足に

鵠速する婆閣を明らかにすることを自的とした。

[研究方法}

A県内の訪問看護ステーションに勤務する訪問看護締180

名を対象に，無記名自記式費関紙調査を郵送法にて実施し

た。有効閤答数は105名で，管渡者以外のスタッフナース

(刀、下スタッフ)82名を本研究の分析対象とした。議査は

2007年7丹に実施した。調査内容は総務満足尺度(独自に

作成L対人葛藤尺度的IOSH機業性ストレス寵査察のグ

ループ内対人葛藤尺度上社会的スキル尺度(菊池が開発し

たKiSS-18).上司サポート尺度，同僚サポート尺度(独自

に作成).基本的背景(年齢，勤続年数，非常勤か常勤か，

1 Bの訪拐件数. 24時間連絡体制による夜間待畿の有無〉

であったG 殺務満足尺度は仕事内容，仕事量，給与，人間

関係の4項目を設定し各項告に対してどの程度満足して

いるかを尋ねた。満足していないは点)~満足している

は点)の 4件法とし合計得点を瀦足度得点とした。分析

にはSpearmanの鍛位稲関係数，強制投入法による重回帰

分析を用いたc 童図婦分析では非常勤 O.常勤 1のダ

ミー変数を与えた。倫理的配惑として大学内の倫理審査委

員会に研究討阪舎を提出し承認を得た上で実施した。対

象者への説明は質問紙に添付した説明書で行い，個人i宵幸誌
の保護，研究参加への自由意思を尊援することなどを明記

した。調査用紙の返信をもって研究参加意思を確認した。

{給条]

分析対象者の平均年齢は44.4土8.0畿看護職経験年数は

18.7土8.1年，訪問看護経験王手数は5.9土5.3年であった。職務

満足と有意な挙相00が認められたのは，夜照待機回数 (ρ

= -0.287)，非常勤か常勤か (ρ=-0.219).対人葛藤〈ρ

0.512) ，上司サポート (ρ=0.290)，同僚サポート (ρ

0.284)であった。すなわち夜開待機が少ない，非常勤，

対人葛藤が少ない，上司サポートが多い，開僚サポートが

多いほど職務満足が高かったc 験務満足に有意に関連して

いたこれらの変数の中で夜間待機関数と非常勤・常勤およ

び上司サポートと間僚サポートはそれぞれ共線、性があっ

た。よって非常勤・常勤，上司サポート，対人葛藤の 3変

数を独立変数，職務満足を従属変数として重留婦分析を

fiった。その結果対人葛藤 (s= -0.506)，非常勤・予言動

(s -0.241)が有意に関連していた。調整済みR2は

0.356であった。

{考察]

震回帰分析の結果，非常勤で対人葛藤が低いスタッフほど，

職務満足が高いことが明らかとなった。常勤よりも非常勤

スタップに殺務満足が高いという結采は，訪問看護舗を対

象とした先行班究と同様であったc (本研究は文部科学省

科研費補助金の助成を受けた)
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156)要退院支援患者のリスク要因に寵する判別分析

樋口美紀，牡丹朋子，辻景子，小原直子，山下みゆき.

梶尾智子， 島本}II震予，東主季代子 (NTT西日本大i攻病院)

rlJ問一期(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

[研究目的]

某病院では，監部の退院許可が下りているにもかかわらず，

笑捺には退続できない患者(要退続支援患者;以下要支援)

が.全入佐患者の約 1説を占めている (2006年度)。こうし

た要支援患者のリスク要因を分析し退院に向けた支援活

動を早期に開始するためのアセスメントシート(退院支援

ハイリスク検討票;以下検討業)の作成を目的とした。

{対象と方法}

某病院に2004年5丹から2008年2丹中旬までに入院した患

者から，要支援群63人，対照群88人を無作為に抽出し， r性

別Jr年齢J，r自立境Jf認知症jの程度， r緊急、入院JfMRSAJ
f余命半年以内Jfl殿下関難Jf侵襲度の高い医療処置(以下

霞療処置)Jra虫活Jf施設入罷Jf支援者Jf介護者Jr介護

保険Jr慢性期疾患Jr急性期疾患ur惑性疾患Jr援締によ

る退院見込みの記載(以下記載)Jの有無に関する情報をカ

ルテから抽出したc

f要支援であるか否か」の属性を自的変数，その他の項諒群

を説明変数とする判別分析を行い，各説明変数の判別係数

ならびに判別的中率を計算したっ

なお，カルテからの情報:j:[tll1iは病院内倫現委員会の承認を

得て行った。

{結果と考察}

1.対象者の認や;属性

攻:支緩i出土男38人，女25人で，年齢の下1:1央11立は73歳 (46
98)，対照群{立男50人，女38人で，年齢の中央{[I立は68i't:t(21 
-90)であった。

2.判別分析の結*

Stepwise法による判別分析の結果，要支援となるリスクを

上昇させる要悶と判断されたのは「記載なし (s 0，662) J 
f悪性疾患 (β=0，593)J 子慢性期疾患、 (s= 0.484) J r年齢

( s = 0.291) J r介護者なし (s= 0.291) J仁急性部疾患 (s= 

0.276) J r支援者なし (s口 0.240)J r援療処置 (s口 0.225)J 
f軽境認知疲 (s=0.220) J 刊誌下関襲1~(ß=O.l98)Jr一部要

介助 (s=O.l91)Jr余命半年以内 (β=0.169) J r全面要介

効 (s 0.162) Jであり，これらはいずれも研究者らの臨床

的経験知と合致した (sは標準化判関係数人一方，リスク

を下降させる要関と判断されたのは「独底 (s= -0.238)J 
fJj:J J主認知症 (s忠一0.144)Jであったc これらの項目がr1) 

スク下降袈悶」と判断されたのは， もともと独賠生活を営

む力を有していたと考えられること.また認知症は中疫の

方が重度よりも症状の波が大きく，対処に困難をきたすと

いう経験知と同様の結果となったc

なお，これらの項目を用いた判別的中率は94.0%であったc
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157)パソコン出前講座のエクセルに関する故頼内容の検

討

金i'悦子(東北大学病院)

{自的]

王子成15年度より院内でパソコンt弘前講座(以下，出前議控)

を仔っており.平成19年4月~平成20年2月までは58件の

依頼に対応したむ特にエクセルに関するデータについて

は，データ収集後の依頼が主であった3 今回，従来の依頼

内容とは異なり，データ眠薬前より依頼を受け，目的に沿っ

た内容を検討しよい結果が得られた。このことから，出前

講座のエクセルに関する依頼内容を検討し今後の出前講

座のエクセルに関する活動に役立てることを目的としたc

i方法]

王子成19年4月~王子成20年2月までの期期内での出荷講座の

うち，エクセルに関する依麟を受けた24件について，デー

タ収集前後の依頼内容の検討をする。

{結来i
J 期間.平成19年4月~王子成20年2月までの11ヶ月間。

2. エクセルに関する依頼件数:24件 3. データの収集

前と収集後の依頼件数:収集前9件，奴築後15件。 4.実

施時間:全体1325分，平均部分/毘， )1文集前745分・平均

82.8分/国.収集後680分・王子均48.6分/開。;).依頼人属

性:年齢・ 40歳代 1名，開設代22名， 60歳代 1名c 役殺:

看護街li長，説看護部長，看護部長各怒ベ人数11名， 11名，

2名o 6. データ収集後の依頼内容:

データ整理，図表作成者'0 データ収集前の依頼内容:1)

務署のクラークと看護締の業務是認査の実施に伴い，呂的

と方法の事前打ち合わせを行い.データ入力の自動計算

フォーマット作成の依頼を受けたむまた，業務;量調査結A果

の溺表作成の依頼を受けたc 2)手渡し予定物品一覧(指

表では，指導管浬科の点数と手渡し在宅物品の

と金額の表示.差し引き金額の自動計算表を作成したG

3)会議に提出する資料作成では，入力されたデータを 2

つに区分し比較検討できる自動計算表を作成した。

{考察]

エクセルに関する出前議路では，従来データ収集後の依頼

が主で.データの集計や関表作成の依頼，アドバイスがや

心となっていた合そのため単簡であり平均時間も48.6分と

データ収集前の依頼に比べて短かったc しかしデータ収

集前からの依頼では，依頼人との呂的や方法の打ち合わせ

を事前に行い，データ入力と得時にデータの傾向が可視化

できるようなお動計算フォーマット作成という要望を受

け，打ち合わせに多くの持問を費やしたことから，実施時

間がデータ収集後と比較して約 2倍の時間を要したといえ

る。また，結果を恭にした国表や会議への提出資料作成で

は，依頼人の要議に沿った内容となった。さらに，手渡し

物品についても向様のフォーマット作成であったことか

ら，要望に沿った内容だ‘ったといえる t弘前議践の依頼人

は40~50歳代の管理職が主であったことから，今後事前に

打ち合わせを行いデータ入力と同時に百円見化できるような

自動計算機能を備えたフォーマットの作成が必婆であると

考える C

158)介護労働者の介護態麗評部iこ影響する警部

谷垣静子(隠山大学大学院保健学研究科)

乗越千枝，仁科祐子(鳥取大学霞学部保健学科)

{目的}

介護保険施行後，第三者機関において“介護サービスの質"

評価が実施されている。質の評鏑内容には，施設設俄や人

員詑援といった内容，そしてその結果及び結果における利

用者満足授から評価されるものが含まれているc これらの

ことと同等にサービス実施者(介護労働者)の視点も欠か

すことはできない。これまでの介護労働者の研究において

は，介護労働者のストレスや介護負担に関するものが報告

されているc しかし介護労働者の介護態度の評価に関す

る研究はされていない。そこで.介護労働者の自分自身の

社事に対する介護態度に設践するo 本研究は，介護労檎者

の介護態変評綴に影響する婆留を明らかにすることを践的

とするc これらのことを明らかにすることは，介護労働現

場に必要とされる介護評価指針のー資料となる。

[方法}

対象は， A団体に加盟する66の特関養護老人ホームに勤務

するま規議員又は非常勤フルタイムの介護職員1.570名で

ある o A関{ねこ力n恕する特養は，会鴎24探ーであるc 団体:ぇ

路設長関の意見交換・交流の場として活動している

は，殺畏を対象とした郵送虫記式で， 2006年 1月に実施し

た。有効回収率は， 65.0%であったc 調査の項誌は，基本的

社満足度， リーダーシッブ，介護態変評価ーなどで

あるお介護惑度の自己評価については音山らの介護態疫を

にした 5環自の質民を行った。回答は「充分にで

きているJ(5点).だいたいできている (4点)， rどち

らともいえないJ(3点). rあまり出来ていない (2点)， 

f全く出来ていないJ(1点)の 5つ選択散とした。それぞ

れの合計・得点を介護態度評価持点としたc 介護態度評価得

点について介護労働者の属性や，仕事状況との関連を検討

しさらにこの介護態度評倣得点を従潟変数，儲人属性，

労働環境などを独立変数とするロジスティック回帰分析を

行った。 倫理的記長室::研究参加者には，研究への参加は自

由意思によるものであ仏中断・拒否を採誌，データの匿

名散を確保しプライパシーの探護に努め，データ

に管理する旨を説明しアンケートの送付をもってi得意と

みなした。

{お主結告来]

対象者の玉平子均主年ド鈴(;擦準i縞謡差)Iはま幻3お5.9(土1口1.9ω)議でで、あつたc

対象者の7π7

たc 介護態皮評i倒師f得尋点は， 17.9 (土3.0)であった。介護態

境評価得点に影響する要閣は，非正規職員である，利用者

の立場に立つ.入居者に憎しみを感じない.誇りを持つ，

認知症の行動には意味があると患っているであった。

[考察}

介護職員の態度評舗には，高齢者の理解や介護に対する常

定観などが影響したっ今簡は，介護職員側の態定評綴で

あったが，今後は，利用者領Jjから見た態度評価について取

り組み，介護評価の指針を提言したいと考える
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159)成人前期の初回献由者が署護師に期待すること

徳田菜緒子(福間県北九州赤十字血液センター)

河原田栄子(日本赤十字北海道看護大学)

{自的}

近年欲血者数は減少傾向にあり，特に成人前期の献血者

が減少している。 2006年度では，成人前期の初回献血者が

70%以上を占めており，初年度の年間献血関数が多いほど

翌年以降の献血継続率が高い傾向にある O 献血者を確保す

るための研究はあるが，成人前期の初回献鼠者が看護師に

何を期待するかを，献血者自身の言葉で捉えた研究はみあ

たらない。よって本研究の自的は，成人前期の初囲献血者

が看護闘に期待することを明らかにするであるO

{研究方法}

成人前期を，ロビンソンのライフステージを参考に

20~39歳までに操作的に定義したむ対象は， A施設で

400mLi款血を受けた初回献鼠者6名で¥平均年齢、22.8歳(土
2.3)，男性3名.女性3名であった。初回献血後に十分な

休憩をとっていただき，インタピ、ユ一室で半構成的菌接を

行った。倫理的配意として，研究の主旨や方法・所要時間，

プライパシー保護・権利の擁護などについて説明し向意を

おお茶i
f学られたデータから，成人前期の初開獄取者が看護締に期

ることと判断できる内容を逐語化すると， 279のコー

ドが線認できた。これらのコードを，開質と判断できるも

のにグループ化すると45のグループとなり，それらをネー

ミング化しサブカテゴリーとした。サブカテゴリーをrut存
の文献を根拠にグループ化すると. 6つのグループ{こ類自IJ

fとでき，これらを成人前販の初回献血者が看護側に期待す

ることの概念とした。それはわかりやすい説明i
であること援しい態度丁寧な言葉遣い痛くない穿

京出向在実な穿科jであった。

[考察1
5わかりやすい説明jには， r採血終了までの流れを説明し

てほしいJr採血後の日常生活について説明してほしいjな

どが話合された。初めての献血であり痛くない穿制打確

実な穿刺jとともに，不安や緊張，恐怖感からこの概念が

抽出されたと考えられるC また清潔であることj立愛し

い態度j円A 寧な言葉遣いjは，初回献血による不安や緊張

に加え，看護師のイメージに由来するものでもあると考え

られる。本研究で明らかになった成人前嬬の初関献血者が

者護Olliに期待することは，初剖献血者がどのようなことを

肴護師に期待しているかを把握する一つの指標になる。初

めての獄1fn.を無事に終え，快く帰路につけるならば獄血継

続への意志も強まると考えられるO 成人前期の初出獄血者

が継続して献血することは，安定した献血者確保につなが

り，それは輸血用血液を必要とする患者にとっても，安心

して鹿療を受けられることになる O 本研究結果をもとに，

現行の看護を見直すことで，より質の高い看護の提供につ

ながると考えられることから，肴護実践に活用できること

が示唆された。
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160)新卒看護師の看護技術到達度iこ関する研究(第2報)

ブリセプター・看護鯖長の看護技術到達度の期待

中矢晃子.当g雅代. 野口英子.竹内千夏

{香川大学涯学部看護学科)

{自的}

新卒看護蹄の卒業時の看護実践能力と謀床で求められる

護実践能力の誰離が開題となっている。そこで，ブリセプ

ター(指導者)及ぴ看護婦長が新卒看護蹄に期待する

技術到達疫を明らかにした。

{研究方法}

調査対象は，中国・西器・近畿地方の総合病院6施設の指

導者150名と看護部長90名。調査期荷は平成18年 5~6 月，

各誌設の看護部長宛に貿関紙を送付し配布を依頼した。

調査内容は，看護技術導ガイドライン水準2以上の者護技

術品環器で，回答設を f採用時ずで、に一人でできるj

以内に一人でで、きるJr一年gで指導があればできるj

年自で、は一人でできなくてもよいJr機会がないjとして，

該当肢に関答を求め，各自答肢を45点講点として集計をし

た。 倫理的配惑として，議査は無記名自記式とし研究8
的，匿名性，守認、牲を調査察に明記し調査用紙の返送に

より悶を得た。

{結果}

回収率は指導者74.6%(112名)・締長81.1% (72名)

技術45項自に完全協答を得た指導者指名 (65.3%)・締長57
名 (63.3%)を解析対象とした。平均年齢と性別は，指導者・

29.0土6.0議女性97名 (98.9%)・男性1名(1.1%).部長49.2
土4.7畿で全て女性であった。看護技術45項gのうち.r採
用時にすでに一入で、できるjと期答した項目は，指導者は

王子均2.9土4.6項怪 (min0 ~max 22項目).師長は平均4.7土

5.3項自 (0~21項目)であり，新卒看護締が「採用時すで
iこ一人で、できるjと期待する技術が一つもないと回答した

指導者は47名付8.0%)，締長は19名 (33.3%)であった。

年以内に一人で、できるjは，指導者平均24.9土7.9項自(2 
~42項目) .郎長王子均22.8 土 7.9項自 (2~40項自)， r一年目

で指導があればでできるjは，指導者王子均8.6念 6.7項目 (0
~35項目).師長平均10.3土6.5項目 (0~31項話). r一年目

では一人でできなくてもよいjは指導者平均2.3土 3.3項呂

(0 ~18項自)，隊長王子均2.7 土 3.4項毘 (0~18項白)， r機会

がないjは，指導者平均6.3土6.1項詩 (0~26項自に締長平
均4.4会生7項目 (0~24項目)であったc

{考察}

採ffl時の技術期待度から指導者および看護部長iえ基礎看

護教育に看護技術水準2以上の高度な技術の習得を期待し

ていないことが示されたc また，半数の項目に対して指導

者および部長は新卒者護舗に「一年以内に一人で、できるj

を期待していることもわかったc 今後，基礎看護教育から

卒後教育の連携した新人教育プログラムの謂発及び充実の

必要性が示唆されたc

161) IT活用で「母性看護とお産文化jの K大と:大の地

域情報化の遠隔講義の実践

内藤直子，片山理恵，佐々木睦子

(香川大学誌学部者護学科)

揺島裕子，野口恭子(岩手県立大学看護学部母性看護学)

[目的]

母笠看護からお議文化を考えK大とI大の遠路講義を実践

し大学と地域をつなぐ情報化を試み.参加者の声からIT
活用の教育方法を検討するC

{研究方法}

遠溺講義参加者に終了後.自記式質問紙による調査を仔っ

たc 倫理的配惑は，対象者に事綴に研究自的と方法及び研

究協力は自由で，拒否しでも不利益は一切無く，途中辞退

も可能であり，情報の務密は厳守され，研究終了後データ

破棄を説明し解答をもって間意とみなしそれを分析対

象とした。対象は 2大学で75人 (K大学44人の平均年齢は

25.3SDl1.3哉 IK大学27人の平均年齢21.7SD6.5議)であっ

た。調交内容は，参加の動壌や今後の希望，自由記載等で

あった。記述集計は.エクセル2003を使用した。 IT活用

は， r決{象伝送装援 (DV-CじBE)と]GN2を用いてポイント・

ポイント接続〔帯域は40Mbps程度〕を行い，向持に

のインターネット関線とTV会議ソフトを用いてT市助産

施設と接続したc また， TV会議の顔面も]GN2で双方向

に転送した。

{結果}

遠隔講義は， 2部で構成し第一部は学生対象迷路講義を中

心に，1.玄踊講義の意義と位援づけ， 2. TV会議， 3. 
学生プレゼンテーション 第二部は，1.かがわj玄関殴療

ネットワーク. 2.遠野市における医療・看護・福祉の鵠

報北とした。中心話題は，お産文化とf育報化，稀県の産科

医療の現状であり，特に，部!思の助産j訟の取り緩みはすV

した。学生相互のプレゼンテーションでは，1.

助長芸能で出産した母殺の出E主体験における満足度の検討.

2.防護院で分娩に立ち会った夫の思いの検討， 3.助産

院と総合病践の助産締;意識であった。学生の紫疑応答も活

発であった。講義受講動機では，最多解答は，

関心J21人 (28.0%)，rお議文化に関心Jl9人 (25.3%)，r助
産腕になるのをめざしているからJ14人 (18.7%)であっ

た。

{考察]

今国の逮縞講義は.事前議整を十分に行ったため，当日の

講義の映{象，音声とも良好で、あったo ]GN2を用いた場合，

TV会議システムとの磁i象，音声の品質と比較し従来の

ものより差がみられ.高速際線は有用であることが確認で

きた。 通{言環境の充実により際問と東北地区で何時に遼臨

講義-が出来助産文化を比較する等のイベント内容は，参加

者に興味深いものであ札動機づけは高く学習効果は十分

達成したと考察するc

{結論}

遠隔講義は. 2県の助産文化を比較する等のイベント内容

に学生は強い興味を示しその趣旨は十分達成したc 参

加した感想でも，今後の関壌を希望しており，さらに新し

い教育方法を用いた講義で.グローパルに人々の健康とリ

プロダクテイブに貢献するよう.IT活用のWeb講義や新し

い者護教育方法を試み必婆があると結論づけたc
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162)まちの保健票実習における学生の学びと学びを支援

する要因

i也llli悦子，真継和子.堀田佐知子，大野かおり，

佐々木八千代，中島美総子，近出敬子

(盟関学関女子大学人防健康学部人間看護学科)

[目的}

まちの保健室実習は，地域貢献と教育を一体化した実践的

に取組む実習である。本研究では，まちの保健室実習にお

ける学びを学生の認識から明らかにし今後の実習におけ

る指導に資することを白的とする。

[方法]

王子成19年度まちの保健室実習を履修した学生82人に，実習

終了後に無記名の自記式質関紙調査を実施した。質問内容

は，実習体験のうち印象に残った 1場面の選択と，その状

況で、起った出来事・考えた内容 '1子動内容・学びであった。

分析方法は，学びの記述内容の要約之内容の類似牲に基

づいて費的に分析した3 本研究は.A大学生命倫理委員会

の承認を得て実施した。

{結*1
設IBi紙の閤i江主容は.67%であった。分析の結果実習によ

る学び学びを支接する要盟jの2つのカテゴリーが抽出

できた。さらに?実習による学びjは fまちの保健室の意

f米室者ーの理解Jr運営上の留意点Jr連携・協働の重要

性j同EI手を Jt~主主した態度J r看護者としてのコミュニケー

ションに求められるものJr事前学習・グループワークのm
姿'段Jr実践することの重要性Jr状況に対応するために必

姿な力Jr自己の課題のIYJlI在化Jの10つのサブカテゴリーで

構成されていた。また学びを支援する~I主は

内容の活用J1学生・救良からのアドバイスJr窓見交

換の場があることJr学生・教員との関係性の良さJ リフ

レクションすることJrリフレクションする時間の確保jの

サブカテゴリーで構成されていた会

{考祭}
まちの保健室実習は，学生にとってはじめての実習であり，

身体計波乱血圧澱定，談話コーナーでの対応，健康教育な

どの役訴を教員の指導を得ながら，実施することを通して

学んでいるc そして.教員や様々な機関や職撞との連携・

ttiJII!効による運営となっているため，教員や協力者の活動を

としてのモデルとして捉えることもできる。これら

のことが，者護者としての自己に向き合わせ，看護織とし

ての基盤となるカの育成やまちの保健室の運営に関する

び. 自己の課題の明Ti{ii化等の学び、につながったものと考え

る。また，実習中には. 日々終了後に行う運営についてと

内容についてのカンファレンスを実施しさらに記録

によるリフレクションを行っている。今回の結果は，この

カンファレンスと記録によるリフレクションの有効性と共

に安心でき，フィードパックが得られる人的環境と，リ

フレクションする場やそのための待問の篠保が必要である

ことを示唆していると考えるc

163)まちの保鰻票実習における著護実践能力の育成第

1報

往々木八千代.大野かおり，堀田佐知子，真継和子，

池西悦子，中島美絵子，近回敬子

間学関女子大学人間健康学部入問看護学科)

i目的}

まちの保健室実習は{むの大学に類を見ない独自の実習科沼

で二地域賞献と教育を一体化した実践的に取組む実智であ

る。本研究では，まちの保健室実習での体験が，学生の看

護実践能力の育成にどのような影響を及ぼしているのかを

評価することを罰的とする。

[方法}

平成19年度まちの保健室実習を履修した2年生82入を対象

に，実習終了後に無記名の自記式質問紙調査を実施した。

質問内容は，これまでのまちの保健室のボランテイア参加

回数や奥t詮代者との交流状況，看護実接能力を構成する19
項目であり，看護笑践能力に焦点をあて，学生の学びを評

価した。本研究は，所属大学の生命倫理委員会の承認を得

て実施した。研究協力者に，研究の自的，研究への参加は

自由意思であり，研究への協力が評倣とは無関係であるこ

とを説明し質問紙の投函をもって問意を得た。

[結果]

質問紙の詔I1文率は. 67% (55人)であったc 看護実践能力

を構成する19項自において，理解レベルおよび実施レベル

に関わらず「ょくできたJまたは fまあできたjと答えた

ものの割合が多い項gは，健五長の保持増進と健康i怒答の予

i坊にInJけた支援41人 (77.れら).多様な年代や立場の人との

援効的人間関係の形成41人 (75.9%).人の尊厳の重視と人

権擁護を法本に捉えた援助行動39人 (72.2%).来案者の慈;

忠決定を支える援助37人 (68.59ら)，高齢期にある人への健

康生活の援助課題の判断と支援31人 (59.6%).看護Jf後チー

ム・保健・匿療・福祉チームで、の連携j初動31人 (59.6%)で

あった。また，健康の保持増進と健康障害の予防に向けた

支援15入 (28.3%に多様な年代や立場の人との援助的人間

関係の形成14人 (25.9%)は.他の項認に比べて fょくでき

たjと答えたものの割合が多仁実施レベルでの評価となっ

ていた。

{考察}

まちの保健室実習では，特に，健康の保持増進と健康障害

のそ予i坊に向けた支援，多綾な年代や立場の人との按助的人

間関係の形成について，実施レベルで学べている。これは，

まちの保健室の楽室者が，比較的健康レベルが高く，年代.

生活背景，米家目的が異なる地域住民であることや，学生

が来室者ーのニーズを把握しニーズに恭づく健康教育や関

わりを実践していることが影響していると考えられる。さ

らにさまざまな機関や職種と連携協働してまちの保健室

が運営されていることから，多戦麓との連携協働について

理解レベルで学べているC これらの学びは.看護実践能力

の育成において.まちの保健室実習における特能的な学び

であるといえよう O これらの特殻的な学びに加えて，個別

に来室者と関わることを通して，対象者の尊厳を霊読し

意思決定を支援するという者護ケアの主主設についても学び

を深めているc
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164)安全安楽な移動動作援助の提供!ζ関する学生の考察

一統合実譲における学生の学ひもを通して一

芥)11i青香，夜間さおり(広島盟捺大学看護学部)

{はじめにi
看護基礎教育における看護技術は，各技術の表基本的手技と

根拠，議劾の安全性と安楽性，援助上の倫潔的配惑などの

習得を民指しているc 本学では，各領域実習を終了した4
年次生を対象に 2週間の統合実習を実施しているc 本学に

おける統合実習の位霞づけは，各領域実留のまとめを意と

しており，自己の課題追及に向けて主体的に取り組むこと

で，看護実践能力を高めることや専門職としてのアイデン

ティティー育成を主な日的としているつ学生が課題追求に

向けて実習し自らの肴護技術を見薩すことは，審議の意味

を捉えなおすことにも繋が札看護実議議力の向上が期待

できる。本稿では， 8名の学生が f移動動作時のボディメ

カニクスの考察jという移動援助の看護技術に怒点をあて

たテーマで統合実習に取り組んだ。学生の統合実裂におけ

る学びの発表内容から，その教育実践について検討した。

[研究方法]

学生に対する倫理的記長室として，研究目的，方法，プライ

パシーを守ること， 1可窓の有無が実習評価に影響しないこ

とを説明し同意を得た。侍意を得た 8名の学生が，ボディ

メカニクスを考えながら移動動作の援助を行い f安全につ

いて考えた場面jとf安楽について考えた湯原jを毎日カー

ドに記述した。学生はカードに記述した内容から安全，安

楽の構成要素をKJ法によって分類した9 分析において，指

である研究者2名がスーパーパイザーとして参加

と研究者および研究者向での合意が得られるまで

し分析内容の怒頼性と妥当性が確保されるよう努め

たむこれらの構成要素を統合実智の学びと慈して学内発表

会で発表した。

[結果と考察i
学生は f安全について考えた場面jを<看護部の要盟>

<患者の要協><環境要閣>の 3カテゴリーに分類した。

学生が安全という抽象的な概念の中にある呉体的な意味を

KJ法で表現することで，看護技筏の一つ一つには，その根

底に意味があり，ぞれらを踏まえて個別に応じた実践が求

められることを考察した。 r安楽について考えた場面j

は，<看護蹄の倫理観><安心感><安定性><説明>

<指頼関係><患者のベース>の 6カテゴリーに分類し

たG 学生は，安楽は地人が決めるものではなく.それを体

験している患者自身が感じる主観的な感覚と持まえた上

で，安楽は形としての存在ではなく，感覚的な状態だとま

とめた。領域別実智では，受け持ち愚考の看護過程の展開

が主であるため，自ら諜認をもち，それを主体的に追求し

た行動にまで主っていないc そのため，最終学年の統合実

習で，学生が移動動作時のボディメカニクスを通しながら

安全・安楽について考察することは.総合的な看護実誤龍

力を高める一助になったといえよう。

165)学内演翠における口控ケアの効果評髄ー蛍光色素

CDAPI)を掃いた口控内細菌と口腔内水分譲かう一

檎はj明子暴井幹樹，山本美紀.休波茂子

(日本赤十字北海道看護大学)

[13的}
口控ケアの重姿性がますます言語まる中，ケアの実践や評価

の具体的方法が検訴されている。建康な学生侍士で実施す

る口控ケア演翠では，ケアの効采がわかりにくい現状にあ

るO そこで本探究では.学内演習における学生の口腔ケア

の評価を綿菌のDNAを蛍光染急する色索。iamidino乙

phenylindole (以下DAPI)を用いての組頭数と印段内水分

議によって検許したので報告するつ

{研究方法}

A看護大学の日常生活援助技術演習を受講する 1年生11名

を対象とした。学生同士で実施する口授ケア演習

ブラッシング)の前後に口腔内総i藍iの採取と口腔内水分量

のifid定を行ったc 採取方法は，口腔内 3カ月号(舌の上，

の内額.IJ.上下簡の表面)をそれぞれ清i誌な綿棒で拭った後，

題定液(ホルマリン)入りの瓶に入れて保存した。 持取し

た検体は，シリンジフィルター(ポアサイズ5μm，ザル

トリウス， ドイツ)でろ過しその中から1O，u1を採取，ス

ライドグラスに滴下し 10分ほど室議で乾燥させた。水洗

後， DAPI水溶法 (10μg/ml・1)ン駿緩衝生寝食主義水，

SIGMA)にて染色を30分行い，水洗して蛍光顕微鏡で観察

した。さらにその結果をコンピューターに取り込み組頭数

を計測した。組菌数は， 1視野 (0，13混ぜ)あたりのすべて

の繍菌数を討測し 1サンプルあたり 5視野(O，65mm2) の

合討を算出しその平均数土SDで表したむ口腔内水分量

i之口腔水分計 fムーカスJ(LIFE社)を用いて，舌の上と

頬の内側の 2カ所"を測定した3 倫理的記長室、として，

は研究の自的と方法を説明し研究への参加は白山窓患で

あること，個人が特定されないこと，不参加により不利益

を生じないことを説明し同意を得た。

{結果および考察i
1境野あたりの口腔内灘語数は，ケア前で最も少なかった

人は3.00(土0.71)，最も多かった人は23.80(念8.lわであ

り，ケア後ではそれぞれ4.60(土1.52)，16.80 (土5.89)で

あったc 口腔ケア後に細菌数が減少した学生は 7名，増加

した学生は4名であった。口控内水分最は，半数以上の学

生が口腔ケア後に“中等度乾燥"から“やや乾燥"に変化

していた。口腔ケア後の縮議数の増加は，ブラッシングに

より街の表磁の獲得被膜や歯垢といったバイオフィルムが

剥離しその後の合彩、が十分行われていないためと考えら

れる。臼控内水分最の変化も含めると，学内淡習における

日経ケアでは，半数以上の学生が適切な口控ケアが実越さ

れたといえるc しかし口腔ケア後に縮蕗数が増加した学

生もいることから，学生の習得状況に合わせた教授が必婆

であるむ DAPIを用いた縮葡観察は筏使で1iJ視fとできるこ

とから.今後は，効果評価の結果を学生にフィードパック

し学生が適切な口腔ケア技術を習得できるよう検討して

いきたいと考えるO
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166)患者との対人関係場面で生じる問題点とその層面

山本奈奈(高知大学大学院医学系研究科看護教育・

管理学専攻修士課韓)

藤間倫子(高知大学医学部看護学科)

{研究目的]

入院患者と接した看護学士課稜の学生(以下「学生jとい

う。)の患者に接した場面での学生の反応、の中で，患者の話

をしっかり聴くことができなかった場面を明らかにするこ

とで，患者との対人関係場面で生じる問題点を明らかにし

看護学実習における教授・学習支援に役立てる。

{研究方法}

研究者がインタビューガイドを作成， 8名の学生に入院患

者の話を聴き，わかったこと・感じたこと・思ったことに

ついて半構成的質問用紙に記述してもらった後，半構成的

Hii接を行ったc 調査嬬関は2007年9月であった。学生に許

可を得て面接内容をICレコーダーに録音し，内容を学生自

身に確認してもらい，データの信頼性を確保した。 ICレ

コーダーで錯音したインタビュー内容をもとに逐語録を作

成し患者との対入場衝において学生が患者の話をしっか

り聴くことができなかった場面について語られている文肢

を抽出した。次に，ローデータを読み取りながらコード化

を行ったc コード・サブカテゴリー・カテゴリーへと fしっ
かり漉くことができなかったj場面を示すカテゴリーを導

出しカテゴリーにネーミングを行った。倫理的配躍とし

て，本研究にあたっては高知大学医学部倫理委員会の承認

を得た後.学生に説明書:と口頭で説明を行い.

名を得たc 面接はブラ千パシーの総保できる場所で行っ

た。

{結来・考祭}

[学生は患者の話しを聴けない[患者の言っていることが

わからない] [患者の話しを開き流した] [他のことに気が

閤らなかった]の 5つのカテゴリーが抽出された。〔患者

の言っていることがわからない]の中の「違う言葉が頭の

なかにあるjや〔他のことに気が間らなかった〕の中の「パ

イタルサインを測るのに精一杯で他のことに気が罰らな

かったH意識していなかった」という答えは f強い緊張を

る状況に陥った場合，脳会体が過度な興奮状態となり，

不必要な情報が頭の中を勝手に飛び交う状態になるjとい

うLindsleyの学説にあてはまる O ノfニック状態を呈すると

正常な判断力が低下し適切な情報処理活動を行うことが

できなくなる。これらの学生の問答内容は 7フェイズ4一

過緊張一注意の作用-1点に臨執ーパニック状態一誤操作

比率・ 10分の 1以上jの嬰注意があてはまるケースといえ

るc 看護学実智に臨む学生は慣れない環境のもと常に緊張

しているため，容易に身体的・物王型的要国がパニックの引

き金となる O パニック状態を聾すると.判断力の低下から

2次的事故を引き起こすといわれている。このことから，

学内演習のゆに看護学実習で起こりやすい事故の事例を参

考にした状況を設定したロールプレイングを導入すること

で，学生が引き起こしやすいパニックや事故の防止に努め

ることが必要で、ある。

167)学士課程学生の看護基本技術i経験の実態と今後の課

題

笹川寿美，藤田淳子，民鍋えみ子，岩脇陽子，福本 恵

(京都府立援科大学医学部看護学科)

{目的}

看護基礎教育における看護実践能力向上のため，平成21年

のカリキュラム改正では審議締教育の技術項目と卒業時の

到達度(案)が詳細に提示された。そこで，看護基礎教育

における看護技術の教育方法を検討することを呂的に磁

地実習において学生が行う審議技術の水準(Hl5年日に照

らし学士課程学生の技術の経験度を調査したc

{方法}

対象 :A大学看護学科で平成17年10月から19年7月に領域

別j実留を終了した 4年生140名。回収率は127名90.7%で

あった。研究方法:調査内容は 7臨地実留において看護学

生が行う看護技術の水準 1~ 3 122項自である。経験状

況は全領域実習終了時に「学生単独で実施Jrt設導者の監督

下で実施Jr指導者と共に実施Jr見学Jr未経験jで学生の

白日評定とした。倫理的記癒・対象者へ研究の主旨，法名

性の保証，研究への協力は個人評価や成績評価とは無関係

であり，協力しないことで不利援を被ることがないことを

説明し協力を求め，回答のあった者を向意がある者とみな

した。

白書来}
水準 1の技手r.j51項羽のうち.環境調整会項目，食生活支援

以外の食事援助 2項目.入Il氏・綾鼠と安静の援助以外の活

動・休息援助4項社消i翠・衣1:i舌会項話，感染予防会王室

el.リスクマネジメント刀、外の安全管理3項自，リラクセー

ション以外の安楽線保2項目.体温調整の援効の言j-32項告

は f学生単独もしくは指導者A の監督下，または指導者と共

に実施jした学生が75%に達した。排池援助，呼吸・循環

を整える技術，創傷管理，与薬や症状・生体機能管理の検

査時の援助の経験は少なかった。水準2の33項自では，泳

洛，移送(ストレッチャー)，酸素ボンベの操作，衣生活援

助，点滴静JlJR内注射の管理の5項自が「指導者の監督下も

しくは共に実施jした学生が75%以上であったc 水準 2で

f見学jを含めると75%以上の学生が経験した項目は，呼

吸・循環を整える援助，与薬，疲状・生体機能管理の検査

時の援助以外の13項目であった。水準3は援療機器の操作

では f見学jが50%翠境あったが，他は「未経験Jが90%

であった。

[考察]

水準 lの日常生活援助，波状観察，感染予防，安全・安楽

管理の項自はA大学ではその水準を維持できていると考え

るO しかし f教員や看護師の指導・監視のもとで学生が実

施できるものjとされる水準 2の技術は「見学jが多く，

これは.実習の大部分を特定機能病院で、行っているため，

日常生活支援を必要とする患者は重症イとしている傾向にあ

か学生が実施できる技術攻自に制限があることが推祭さ

れる。臨地実習において看護技術を実践できる条件づくり

の必要性と経験できない技術のフォローアップの時期や方

法が課題として示唆された。
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168)看護学生の f子ども理解jと小児看護学教育濃度に伴

う変化-r子ども理解J評嫡尺産開発iこ基づいて

西原みゆき(あじさい看護搭社専門学校)

山口桂子，眼部淳子(愛知県立看護大学)

[13的]
看護学生の「子ども理解jを客観的に評価するための

ども理解j評飾尺度を開発しそれにより看護学生の「子

ども壊解jに対する実態を調査し個人長毒性，学習i遇税

実習進度等，影響要国との関連を明らかにするc

{研究方法i
1.認査対象者 :A・3県内に所在する看護専門学校 (3年

課程)11施設に在籍する 1~3 年次の審議学生1456名。 2.

調査時期:2007年 6~7 月 o 3. データ収集方法 :2~3

週間の留め霞き法による質問紙謁査。 4.倫理的記長室:調

査の依頼に際し億人及び学校名が特定されないことに箆

する置名性の保持，参加の自由，不参加による不利益のな

いこと等を文書にて説明したc また，本研究はA大学の倫

理審査委員会の承認を得て行った。 5.識変内容:1)

ども浬解j評価尺夜用のmu定項1352項目 (4段階評定).2) 
綿入属性要罰. 3)教育要指令 6.r子ども理解j評価尺度

の開発:文獄検討により費問項誌を列挙し質問項目の構成

を行った。襟成概念妥当性を昭子分析により検証し

Cronbach's aの信頼性係数の算出により内的整会性を確

認、信頼性を検証し尺度項日を決定した。尺度構成後，各

質問項闘について基礎教育経毅のある専門家に検証を依頼

し内容的妥当性を確保した 7.分析方法:SPSS15.0Jを

用いて一元配置分散分析.t検定，重期滞分析，数f量化理論

I類による分析を行った。

{結来及び考祭}

閤収率は69.1% (1006名).有効回答率は92.5%(931名)で

あった。看護学生の「子ども現解Jに関する尺度構成の結

果〔知的・情務・社会機能の発達] [健康障害のある子とと

もの体験] [身体生理の特徴] [窃律性〕の4下位尺度，合

許30項践の講成となり，下位尺度J.lljの日係数は.862~.751

であった。〔知的・情緒・社会機能の発達] [自律性〕に関

する潔解は，学年やカリキュラム進行iこ伴った理解の高ま

りはみられず.r年齢、J.r子どもへの湖心J.r子どもへの好

嫌の程度J.r子どもへの世話の頻度jについて有意な楚が

確認され，学生の過去における子どもと関わった経験や関

心度など，個人属性による影響が強いことが明らかとなっ

たむ〔健康障害による子どもの体験] [身体生理の特徴)に

関する理解は，億人属性及び:カリキュラム上の履修状況

や実習経験において有意な差が確認され，カリキュラムに

関連した学習を積み重ねることで，修得度が高くなること

が推察されたむ以上より，小売看護学教育として，学生の

過去における子どもとの接触経験や関心を引き出しすで

に実感している子どもの特鍛に加えて，学内での講義，実

習経験を重ね，子どもの理解を援助に活用できるような教

育内容・方法を検討していく必要がある。

169)看護学生のところの健麗と人間関係およびストレス

コーピンク‘との関連

光石伊公子，渋谷徳子，務ーで 光

(関山大学大学院保健学所究科)

[日的}

看護学生は親元から自立し実習・勉強などで生活・情緒が

不安定になりやすい。そこで看護学生のこころの鐙凝(気

分の落ち込み，怒りっぽさ，イライラ，キレるの4側龍か

ら総合的に評価しこれらの精神衛生によって判断する)が

入防関係やストレスコーピングとどのように調達している

かを明らかにすることを目的とした。

[方法}

1.対象は地方都市の看護学生2年の86名。 2. 07年 7~

8月に無記名古記式用紙を配布し習め置き法で留収した。

調査演目は独自で作成した基本的属性と小口の人間関係尺

度(オーブナー・スケール，下位2尺度〔なごませ扇子〕

[共感関子〕の10項目).尾関のストレスコーピング尺度(下

{立3尺度. [問題採点嬰][情動会卒、点型][回避・逃避型〕の

14項目)及び原田のこころの縫康尺度(下{立4項目〔気分

の落ち込みJ[怒りっぽさ][イライラ][キレる〕の8環13)
を用いた。 3.倫環的配患として，害関にて研究話的およ

び壁名性の確保について説明し同意を得た。 4. 分析は 2

群簡の平均値の比較にt検定を用い，有意水準は5%以下

としたc 統計ソフトはSPSSver 13.0 for windowsを使用し

たG

{結果1
1.看護学生の年齢は19~21議が78名で、あった。一人暮ら

しが56名であった 2. 人間関係はよく話を関かされるが

43名 (50%)開き上手が41名 (47.6<t心であった。 3. スト

レスコーピングは現在の状況を変えようと努力するが汚名

(91.8%)自分を励ますが62名 (72.1%)先の事を考えないは

78名 (90.3%)であったo 4. こころの健康は気分が落ち込

むが84名 (97.7%)すぐ怒るが66名 (76.8%)イライラするが

80名 (93%)キレるが26名 (30.3%)であった 5. こころ

の健康の得点が抵い学生は陪題集点型のストレスコーピン

グと義援的コーピングが潟く有意義がみられたひ 6. 人間

関係の得点の高い学生はこころの健康のなかのイライラの

得点が高く有意差がみられたc

[考察}

1.こころの健康がおい学生ほど自分自身を冷静に見つめ

る傾向があると考えられた。 2. 入信1関係の良好な学生は

他人に対しイライラしたり腹立たしく感じることが少な

い。それは，友人との安定した親宮、な関係を築いているた

めと考えられた。これらのことから積援的にコーピングを

行いストレスに上手に付き合うことがこころの健康にもつ

ながることが考えられた。 <BR>以上のことから看護学生

に対して，こころの健康を良好に係ち良好な人間関係を構

築することを記慮する指導が重要で、あると考えられた。
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170)著護学生の家族雲護観の分析一学部課程終了時の変

化一

内出久美. 111日裕子，大j察平高(熊本保健科学大学)

[自的i
本研究のg的は，看護学生の学部課程終了時点の家族看護

観の分析を行い，基礎看護実習後，領域別実習後からの比

較を行うことで，学生の家族看護観の育成の状況を知るこ

とを話的とする。

{研究方法}

対象および持期 ;4年制大学看護学生104名の学部課寝終

了時点。基礎・領域別実習後と縦断研究を行っている O 調

査方法.質問紙調査。内容は.1.家族と考える範囲. 2 

患者の家族との対面経験および3. 会話内容. 4.患者の

家族からの情報の必要性およびS その理由. 6.患者を

生活者として捉えているか. 7.学生や家族の入院経験の

有無と 8.家族看護への影響，の自由記載を含む8項目 O

分析はExcelにて行い，自由記載はHansonらの4つの家族

の焦点(a.背景としての家族， b.クライエントとしての家族，

c.システムとしての家族. dネ土会の構成要素としての家族)

に分類し数量化した。分類は信用性を高めるために4人の

研究者で精読し検討した。倫理的自己慮;本学倫環委員会の

承認を得た。

{結果および考察]

質問紙仮i収率は100%(有効阪i答数100%)であったc 調査

内谷では，親(100%).兄弟 (98%)が最も多く，次いで祖

母 (76%).祖父 (69%).ベット (47%).親域(19%に友

人 (1%)で，学生が家抜と捉える範閣に変化はみられな

かった。患者の家族と会話した学生は98%で.その内谷を

Hansonらの分類でみると. aが68%.bが18gふ cが4九 d
が3%とわずかではあるが円士会の構成要素としての家族j

の内容がみられた。これは在宅看護実習の影響が伺える内

容で、あった Q 学生は実際に患者の生活をみなければ「社会

の構成要素としての家族jを提えることに閤難があると

える。それを反映するように，家族からの情報が必要だと

答えた学生が98%であるが，その理由としてaが53%. bが

22%. cが22%.dが3%であり.rクライエントとしての家

族Jrシステムとしての家族jが増加しており，対象を生活

者としてみることが出来るようになっていたc しかし患

者の家族の存在を意識している学生は96%.家族は他人の

健康に影響を及lますと答えた学生が98%であり，学生は患

者を生活者として知識では捉えることが出来ても，実際に

'ti'f践を取る際には f背景としての家族」が前面に出てくる

内容であった。 86%の学生が家族または自分自身の入院経

験があり，そのうちの44%がその体験が家族への看護に影

を及ぼしていると答え領域別実習と悶様に基礎看護実習

の61%よりf誌でした。学生の家族看護観を育てるには，

護の対象を“患者“と捉える前に“家族の中に生まれ育ち

生活する人間"として捉えることを実習の場で再認識させ

る必要があると考える O

171)審議技術教青における実技試験方法の濃いによる学

生の皮応の分析

永峯卓哉，氏由美知子，吉田恵理子

(長崎県立大学看護栄養学部看護学科)

[El El9] 
看護技術の実技試験において，教員によるチェックと

同士によるチェックの 2方法を経験した学生を対象に，そ

れぞれの方法の利点，欠点を調資し実技試験方法の違い

による学生の反応を分析したc また今後の技術習得促進の

ための実技試験方法について検討した。

{研究方法i
S大学看護学科2006年度入学生犯人を対象に 20昨年7月

の;看護の技術j講義終了後に自由記述による質問紙読査

を実施した。対象学年は，設業で笑技試験を受け.教員に

よるチェックと，学生向士によるチェックを絞験した。前

者は，教員 3人が詩人の学生を教員作成の評価菜で、チェッ

クした。 1関に，教員一人につき二人の学生を担当する。

後者は， 1グループ四人で構成しグループ単位で評価票

を作成し(教員が一度自を通し内容を確認)，その評価票で

チェックしあった。一人が実施しているときには.他の三

人がチェックする O 調査内容は， 2方法の利点と欠点，お

よび今後どのような方法が良いかを質問した。学生が記述

した内容をもとに同じような意味内容のものを分類した。

は.調査前に調査の趣旨および、成績には一切関係な

いこと，個人が特定されないこと等を説明し了承を得た。

[紡染}
互教員が評価する場合の手目点は的石硲{在tでで、適切な評{価悩Jr公司平

公正な員誇詳、1千l'市嚇仮似悩iEijf厳ししい、冷v悦己芯討、1吋 !

欠点は「詳価悲当準i;エが分かりにく"いdρミづJrは字教文員によつて言評干{価価が呉

なるH緊張しすぎる r自分たちでで、考考』えないH時潤カが宝効カか、効カかミ

る」などカがfあつた。

学生向τとが評{服する場合の利点は「技術のポイントが分か

るHメンバーと意見交換ができるJr適度な緊張感があるJ
f自分たちで考えて学習するので，理解も深まるJr学習意

欲が湧く Jr複数でチェックするので¥縮かい部分まで評価

できるJr他人を評価するため勉強するようになるjなどが

あった。欠点は f評価が甘くなるJrグループによって評価

基準が奨なるJr自分たちがしていることが正しいか分か

らないJr気が緩むJr緊張感がないjなどがあった。今後

の方法としては，教員がチェック 3人 (5.2%)，学生同士で

チェック36入 (62.l%)，教良と学生が同時にチェック 8人

(13，肝心，分からない11人 09.0%)であった。

{考察1
6都以上の学生が，実技試験の方法は. 自分たちでチェッ

クしあう方法を選択しており，その理由も利点欠点を総合

的に判断して技術習得のためにはお互いに評餓しあう方法

が効果的であると感じている O 実技試験は，学生が技術晋

得に向けて真剣に学習に取り総むきっかけになることが重

要な詩的であるc そのことから，実技試験方法は学生同士

が技術チェックをすることによって，自分たちで考えて練

習できる環境を作り.公王子公正な評価ができるような方法

が望ましい。
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172)審護職への動議付けとなった学げについて一基礎看

護学実習:終了後のグループレポートの分析一

JlIJニあずさ，近藤裕子(兵庫大学健康科学部看護学科)

{自的}

基礎看護学実習Iの終了後に学生が実翌日擦に関連する

内容について，グループで討議したレポート内容を分析-し

学生の学びが審議に対する動機付けとして， どのように迷

勤しているかについて検討し今後の実習内容や指導の資

料とするc

{研究方法}

1年生62名が笠録した基礎看護学実習Iの終了後に

おいて.グループで自擦に関連する項呂を討議したレポー

トのまとめ部分から.学生の学び部分をおjl/:l:lした。分析は，

学生が学んだと記述している文ii'i:~仁議数の研究者で締出
し類似内容ごとにカテゴl}-1とを行ったc 信頼殺の確保

には，複数の研究者でカテゴリー名について検討した令そ

の結采から，学生の学び、が，看護の動機付けにどのように

しているのかを検討したむこの実習は，施設における

患者の生活環境や.格設で生活を送る人々のヘルスニーズ

や，者護活動を見学する 1遊間の実習である。学生を 7鞄

設， 13グループに分け，学生は指導教員および鵠床指導者

の指導のもとに実習を行ったc 倫理的配癒:学生には.レ

ポートの分析は評点提出後であり，評価とは燕関係である

こと， 1個人名やグループ名は特定されないこと.結采を次

年度の指導に活用したいことなどを説明し承諾を得た。

{結果i
学生が学びについて記述した件数は， 33件であった。これ

は11のサブカテゴリーに区分されたc その項自は(I)多

における審議毒委員の対応(lOf~二).コミュ

ニケーション時に注意しなければならないこと (8件にな)

私は将来こんな審議締になりたい (5f午λ (心実習が白号

成長につながった (41キl.チーム医療による利点 (2
持:)， (6)今後の学習に対する窓織の変化(21約， (ア)f言
頼関係の築きは.よい孝子護につながる(2件)， (8)自己の

限界を認識した(11'1二人 (9 )患者にとってナースの存在

の大切さは ('1:)，(10)新たな看護への提言は件)，はじ

る患者のJ思いけ件)，であった。このサブカ

テゴリーの中で，審議に対する動機付けととれる項目は，

(3)私は将来こんな看護締になりたい. (4)実習が自己成

長につながった， (6)今後の学習に対する意識の変化. (8) 

自己の臨界を認識した，であった。

{考察i
看護郎が患者の健康レベル向上に向けた看護活動

から.詰頼関係を築くことの重姿性や，コミュニケーショ

ンの重姿設などを学んでいるc そして，看護部をモデルと

して捉え fあのような看護締になりたいjと， 自らの将来

怒と同一化し動機づけられ.看護部志向を高めている G

さらに学生{え患者や医療者との関わりの中での学びを振

り返り，自己の成長を自覚するとともに，これから行う

習に対する考え方も変化しており，初めての臨地実習の中

での学びが.学生の看護職への動機付けとなっているC

173)看護領域における研究檎理教育・研修!こ関する文献研
η内，

;:11， 

(~と最大学看護学部)

[13的}

近年，看護研究の実施・公表において倫理的配慮が必ず言

及されるようになったものの，大学院生や臨床審議師の研

究指導，学内の研究倫潔審査等による本研究者の経験から

は，表護部の研究倫理に対する潔解は未だ十分でないよう

に感じられるc これは，看護学生や臨床看護締に対する教

育-研修の中に研究倫理が系統的に取り込まれていないこ

とに原因があると推測した。そこで文獄検討を通して.看

護領域における研究倫理教苦手・研修の現状を鳴らかにし

る研究倫理の理解，倫理的姿勢の

育成のための効果的な教育を検討する暴礎資料を得ること

を話的とし

{研究方法]

2007年10丹に文献データベース f陵中誌WebJを用い研

究倫理/研究・倫理的記長室Jr審議/敦子守・研修・

を検索語として，文獄の諮問はi浜定せず. 1983 
年以降の全年検索を行ったc 分析は. r文獄の穏l]IjJ
のテ…マ(研究倫理教育をどのような位霞づけで、扱ってい

るのか)J 取り上げられている数脊・研修の対象jについ

し検討を加えたc 分析に使用した文識は発

表時に著者名のほか書誌事項を明記することで，倫理的に

ることとしたc

{結来]

1)検索語により抽出された42f牛のうち，

研究上の倫潔的配慮会毅.研究倫潔審査，論文・抄認内で

のf命現的記惑の言及を分析項目の 1っとする研究動向の文

献検討，が主テーマであるものを除外した。結来，本研究

る文獄は11件であったo 2)文践の種別は，

6持こと最も多く. I家著論文及び解説が各21守二，報
告が11*であった。 3)文献のテーマは，看護碕究研修の

一部として研究倫理教育を扱ったものが3件，

育の一部として研究倫潔教育を扱ったものが2持:で，研究

倫理教育あるいは教育に向けた対象の認議把握を主テ…マ

とした文献は6件であったっ 4)この 61'1二の内容は，
経験と倫理的配惑の実i祭を調査した学会抄録が1件，対象

の倫理的自己惑の認識を調表した学会抄録が3fネ疫学に関

する倫王室教育の実践報告が11*，研究倫理教育の必要牲を

述べた解説が1件であったc 5)取り上げられている

脊・研修の対象は，看護学生(大学教育，保健婦教育を含

む) 6 f牛.臨床看護部4件.対象が設定されないものlf!lこ
だ、った。

{考察]

今関の結果からは，看護研究における研究倫滋の重要性は

時ばれているものの，倫理的姿勢の育成につながる教育方

法・内容について明確化した文献やその教脊効果・評fI誌を

取り上げた研究はないことが明らかとなった。今後，

師養成擦問や大学院，研修センタ…等で行われている研究

倫理教育の実態務査や，受講側の意議・教育ニーズの調査

等を実施し看護織に対する効果的な研究倫理教育の方法

を明確化する必要性が示唆された。
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174)筋肉内注射技術修得における学生の認識と技術評髄

の関係

鈴木真由美，伊藤洋子(飯間女子短期大学者護学科)

弁野恭子(産業医科大学産業保健学部者護学科)

{目的]

筋肉内注射における技術修得の課題については先行研究で

も述べられているが，学生自身が閤難と気づいた点と技術

評価との関係性について報告はない。本研究は.課外練習

時に学生自身が認識した f気になった行動」を自由記述さ

せ，実技試験での評価状況との関係から学生の認識の傾向

を明らかにし教育方法を検討した。

{研究方法}

対象 :A女子短期大学看護学科 1年生45名。期i笥:王子成19

主j三12月~平成20年 1月。分析方法1.課外練習で学生が

記述した f気になった行動jから154枚のラベルを抽出し，

K]?去でコーデイングした。 2. 実技試験の評価項目につ

いて，学生が実施できた割合を記述した。 倫玉虫的配惑:研

究狂的と成績評価に無関係で、あることを口頭で説明し，署

名をもって研究協力への間意を確認したむ

{結果}

分析方法1.の結果「気になった行動Jとして学生の認識

が多かった項容は汚[11経損犠の確認をしない 04ラベル)

;薬液注入時四定ができない(14ラベル)正確な刺入がで、

きない 03ラベル)注射部位の選定ができない(12ラベ

ル) 3 I司(5R)の線認が不足した 00ラベル)であった。

2 の実技試験で実施できた話会が抵かった項目は

7実施内容を記録する (66.7%) 注射吉i司会:の選定・名称の

説明 (77.896げ必袋物品の (80.096バ手洗いれ82.2%)

;注射の践的・方法の説 (82.2%)であった。技術修得で

閤要f~であると認識し尖技試験においてもその修待状況が

抵いのは.h主射音lif立の選定・名称の説明jの1境目であっ

た。

{考察}

;注射部{立の選定・名称の説明jは，注射部{立に関する解剖

生理学の去ら礎知識が求められ，学生はそれが不足している

か. もしくは長期記'誌として活用できていないといえる。

般の項告に関しでは，学生自身は困難性を認識しているが

J支持干の修得状況はよいc よって学生は関雑性を認識する項

院に関しては，より意識を向けて技術の修得に臨む傾向に

ある。しかし課外練習時に認識していなかった 7記録jや

づは既習学習内容であり.学生の認識の欠如と教員

の指導の必要性に対する認識も低くなっていた。学生が確

実な知識と技術を修得できるための教育方法としては，倒

別性を踏まえた指導を繰り返し実践しながら，学生にその

学習内容を振り返らせることが必要で、ある O その過殺を通

じて学生の主体性と自発性を培うことができると考える。

175)筋肉注射技術修得過程における学生の患い

井野恭子(産業医科大学)

鈴木真由美.伊藤洋子(飯国女子短期大学)

{目的]

本研究は課外練習時に学生が認識した f気になった行動j

と fそのn寺の思いj に焦点を~て.技術修得過程の学生の

思いを明らかにする。

{研究方法}

対象 :A短期大学看護学科 1年生指名。 期間:王子成19年12
月~平成20年1月c テデ矛一夕i収i艮又集方法:i注主射モデjルレで

3間の課外線習の際に学生が記述した「気になつた行動j

fその時の思しい、づjカか、ら，本研究に関連すると思われる文脈を

抽出しデータとした。次に抽出した文肢を意味が類似して

いるものに分類し集約したまとまりをサブカテゴリとし

その後カテゴリを生成した。 倫理的記慮:研究目的，方法

およびプライパシーの保護の遵守を口頭で説明し署名を

もって間意を得た。

[結果・考察}

技術修得に対する学生の患いとして139のデータが得られ，

23のサブカテゴリ< >から 9のカテゴリ(が鵠出さ

れ. 3のコアカテゴ1) [が生成され，カテゴ1)関連盟

の試案を作成した。カテゴリ開通商の試案からは，学生は

(ゆれうごく気持ち)を抱えながら技術練習に臨み

して〈ままえていたことを忘れ〉てしまい[あいまいな知識]

となるc 逆{こ〔あいまいな知識]からく自信を持て〉ずに

れうごく気持ち]が増i揺され. <うっかり〉忘れてしま

う。さらに{ゆれうごく気持ち]のまま技術練習に臨むと

しまい. <手技を忘れ〉て[ぎこちない行為]に

なり，また[ぎこちない行為]であることを意識したとき

に気持ちが〈焦りく手技を忘れ〉て気持ちが揺れ動く O

この 2つのカテゴリには双方向の関連性がいえる。そのJ:t

で[あいまいな知識]と〔ぎこちない行為〕は一方向の関

連性であり. [あいまいな知織]のために〈手技を忘れ〉て

しまい〈確実な手技〉ができずに{ぎこちない仔為]とな

ることが明らかとなったむ今後は学生の総加性を踏まえ

て，その学生が国難と認識している点に介入を試み，学生

の成長を支援する必要がある O

臨調誼韓:忘れる

。 ~II... / 
\....~ "ltlt‘ ![ぎごちない行為}

[あいまいな知終} ¥."  -lt"， I 
..r -~年三設が1\主 lこ(riJ いて;忘れた子

えていたことを忘れたれ r 
i 轟轟聾畢盟国盟国国 E
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176)血圧測定技術の習得度と学生由記評髄との関連性

上姿尚子，篠田美貴(九ナH者護福祉大学)

{目的}

看護学生のi鼠庄測定技術の習得度と技術に対する学生自弓

評価との関連性について検討した。

{研究方法}

1.諮問:20昨年 5~6 月 2. 対象 :A大学にて血圧測

定技術(以下.技術)履修後 1年経過した学生47名 3. 
詳備方法.氏家の「蒸礎看護技術jをもとに22の項自を設

定し「できる(たけ 1点 fできない(かったり O点の評

価表を作成したc 学生は.lfn.在測定実機前に技術の自

舗を仔った(測定前学生自己評価Lその後患者および肴

護締役となり， リパロッチ製水銀扇l在討を用いてお互いの

取在を測定した。 測定後に各自の技術を自己評{闘した{指

導前学生自己評錨)。教員より技術指導を受けた後，再度

技衡を実施し自己評fi惑を行った(指導後学生自己評鏑)。

教員は，共聡;沼産主;診器を用いて学生とともに1Ul在を測定し

指導前後において各学生の技術を評徹した(指導前・後教

員評価)0 4. 分析方法:測定前学生自己評{聞と指導前教

員評価との設を3去に妥当評悩群・過大評価若手・過小評価群

に分類し 各i時期の学生自己評悩，教員評緬と学生および

教員が認定した鼠!王i誌の平均点を算出したc 5.統計処

理:データは，各誌{道iの比絞にはクラスカルワー 1)ス検定

とウイルコクスンの符号付瀬{立検定，血圧1iなの比較にはふ

testを用い統計的に処理され.P<0.05をもって存怒としたc

{倫理的記長室}

偶人が特定されないこと，研究参加に間意しない場合も何

ら不利益を被らないことを口頭および主主面にで説明し同

窓を符たc

[幸吉井ミ}

妥当許fi混群は18名 (38%)，過大評価群は22名 (47%)，最

小評繭群は 7名(15%)であったo J!最大評価群は，指導前

教員評価では{告の 2'f洋に比し有意な抵{貨を示した。指導前

自己評価では3群簡に有意援はみられず，過大評価群

において教員評錨と一致した自己評価をしたものが13名で

あった。指導後教員評織では，過大詳{綴群は 3群の下!Jで最

も{ほかったが，教員評価に比し過大な自己評舗をし

は1名のみであったC 血EEfi自は. 3群とも学生と教員i穏に
有意差はみられなかった。 3群とも学生がiJ!1]定した拡張埠

血圧は教員のiJ!IJ定値に比し高い傾向がみられた。

{考祭i
l年前に技術を習得した学生はi塾大評価する傾向にあり，

過大な自己評{阪の者は技術の習得度が低い傾向にあること

が示唆された。これは.学生は 1年前の学習経験は記留に

残っていても，技術そのものは 1年の問に志、却しているこ

とに気づいていないためであろう。しかし技術を実施し

教員から儲別指導を受けたことによりほとんどの学生は自

身の忘却に気づき最大評価を修正することができたと思

われる。学生の血圧iJ!IJ定技術を一定レベルに維持するため

には，学生自身の技術の忘却を実感することを動機付けと

して定期的な技術の振り返りの機会を設定していく必要が

あると考えられるc

177)国内外における看護実践能力に関する研究の動向

ネ卒採裕子，荒川千秋，佐藤原月子，吉野由紀江.JII仁村叔恵，

杉本龍子.~根龍子(自白大学看護学部審議学科)

{日El0]

看護実践能力に関する盟内外の文献の動向を把握し

基礎教育に活用できる資料を得ることを民的とする C

[研究方法}

1.文献検索 1)!vIEDLI:-JE検索期隠をrI950toPresent 

with Daily update Jとし. 2007年8丹1BにMEDLI:-JEで

キーワード nursingpracticeJ. r competency J. r educationJ 

で検索を行った。その結果. 821'Tが抽出されたc 2)涯学

中央雑誌検索対象年をrI983年-20昨年jとし援学中

央雑誌webvεr.4でキーワード「看護実践ム「能力J. r教
で検索を行った。その結果150件が締出されたo 2. 

文献検討方法 まず，文献を年代別に研究テーマ，研究

目的.liJf究方法，研究対象，結論の項目で整理した。その

後.1)看護実践能力とは何か. 2)看護実設能力をどの

ように測るか. 3)看護実誤能力を育成する敦子守方法，評

{腐とはどのようなものかe の3つの観点から検討したc

{結采]
検索された看護実設能力iこ関連する和文文献150件，英文

文献82持:のうち，最終的な研究対象文獄数は，和文文献88

件.英文文献e58件となったc 1. 関内外の研究動向の概

要:看護実践能力の誹究が始められたのは，圏内では1997

年頃，閣外では1980年頃からであった。研究践的は，関内

では看護築設能力そのものを明らかにしようとする研究が

多く.~外ではj主体的な実技領域の研究が多かった。研究

対象は，養護学生，肴護締，看護教員などで共通していた

が.看護学生や者護締の背景には各留の事情が反映してい

2.者護実践能力の定義:和文文i訟のやで看護実践能

力を定義している文献は. 88件J:t141'T(16%) と少なく，

内容はさまざまだった。 3. 看護大学生と看護締対

象の研究目的の動向:看護大学生対象の研究では，老年，

母性，地域者護学などの特定の領域における春護実践能力

の解明や教育評価にi認する研究が行われていた。また，

護技術チェック表の活用状況を調査した研究もあった。

人看護蹄対象の研究では，新入者護部の成長過程や修得過

設を解明する緋究が行われていた。看護締対象の研究で

は，日常の看護実識の中から審議実践能力を解明住用とす

る研究，看護郊の教育ニーズや課題解決のための学習方法

を解明する研究が行われていた。者護実践能力の尺度館発

研究は 11キのみであった。

{考察}
看護実践能力の研究は，器内外でその動向に速いがあり，

者護実践能力をめぐる各国の事情が反咲きれていると考え

られた。密内では，看護実践能力の定義を明確にした研究

は少なく，内容もばらばらであったことや，看護師を対象

とした者護実践能力を解明する研究が多く行われていたこ

とから，看護基礎教育の成果として求められる看護実践能

力を解明する必要性が示唆された。
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178)紙上事例麗開演習にピアレビューを用いた学習効果

と今後の課題

生島祥江(神戸常盤大学保健科学部肴護学科)

{自的]

本学の成人看護学では，紙上事伊jを用いた 2~Jf.WUの者護過

程を展開する。昨年. 1事例目に偶人ワークを主体とした

波留後. 2事例目にピアレビュー演習を取り入れた。そこ

で¥億人ワーク後のピアレヒ、ュー淡習の学習効果と今後の

課題を明らかにする O

[方法]

対象:短期大学2年生40名。データ収集方法 :2紙上事例

のアセスメント.対象の全体像の把握，看護者1-闘の立案の

を行った。 1事隣自では，学生儲々の学習内容をプロ

セス11):に教員がレビューし 2苦手{予UEIではアセスメントを

どアレビューし対象の全体像の把握，看護計閣の立案は

グループワークとした。ピアレビューの方法は先行研究を

もとに. 1学生につき 2名のレビューワとしレビューワ

とのやりとりを 2悶行った。また. ~霊名で行ったc データ

は. 2事例目の看護過程展開の演習終了後，無記名でA5

サイズの用紙に自由記載してもらい，収集した。分析方

:ピアレビューに関して記述された内容を，コー1"1とし
カテゴ1)ーを抽出したc 倫理的配癒:研究の主旨とデータ

は飼人が特定されないように処理し学会等で発表するこ

と記載された内容は成総とは無関係であることを説明し

た後，記入用車a~を配布した。

{結果}

31名 (77.5%)から返答があり. 104のデ…タが得られた。

( ) r々はデータ数。 収集したデータは.1. レピューする

ことに泌する内容は9).2. レビューされることに対する

内容 (37).3 両者の立場からの内容(18)に分けられた。

L に関しては. [視野'が広がるJ(11) [役に立ったJ(9) 

〔自分の内容を振り返ることができるJ(4) [学習姿勢に刺

激を受けた](3)のような効果と[レピューが難しいJ(ll) 

[時間がかかるJ(7)のような影響が抽出された。 2. に潤

しては.[説野が広がったJ(6) [適切なコメントが役に立っ

たJ(5) [学生にレピューされるので学習に力が入った](5) 

のような効来と [2名のレビュー内容に差があるので閤っ

た(7)[レビューワからほしいコメントカマ尋ら;11-ない](5) 
のような影響が抽出された。 3. tこ関しては[刺激を受け

[視野が広がった](2)のような効果と〔教員から

のコメントがほしい] (2) といった要望が抽出された。

{考察]

ほとんどの学生が体験したことのない学習方法であった。

学生にとっては， レビューするために他者のレポートを

めたことが.プラス効果をもたらした。これは，自分のア

セスメントに自信がもてない結果と考えられる O それは，

レどューワに不足部分を的確に指擁してほしい意見や教員

にコメントを求める意見からも伺える。今後は評価項目を

兵イ本的にしてレビューワによる差がないようにするなどし

て続けていきたい。

179)実智能!こ保育所実習を体験した学生の翠礎雲護学実

習 Iに対する授業評価

岩{t，旨幸恵.JII磁千恵美，安原由子，高井:恵美，奥田紀久子，

IJ詩戸啓子(徳島大学医学部保健学科)

[13 自的守}
A大学でで、{はま丈' 入i税;涜完J患z忠L者の療養環境及び

ことと， 看護i活苦裂動jの場場今と内容を滋併解ゐすることを自的に基礎看

護学実習IW以;ゲ兵J，、下基礎実習)を実施しているO この実習は病

棟看護締と 3日開行部jを共にする見学実習であるO それに

先立ち，学生はヒューマンコミュニケーションという基礎

分野科毘で週1間・通算7日間の保育所実習を体験してい

るc この科目は.継続的な乳幼児との箆わりの中で.ホス

ピタリティー・マインドを実体験として学び¥自らの人間

関係を見詰め症す機会とし将来，患者と向き合える霞療

従事者となることを目指したものである。本研究では，こ

の保育所実習の体験が基礎実習に対してどのような影響を

及:ましたのか明らかにする。

[研究方法]

基礎実習終了後に学生による授業評価としてアンケートを

実施した。基礎実習に対する興味・関心，満足度は3設階

評定法とし学び，要望，及び保育所実習の影響は自由記

述としたc なお，倫理的配惑としてアンケートは無記名と

し研究の話的，成績には影響しないこと，提出は任意で

あることを説明し研究への参加!の是非を磁認した。

{結果]

主主礎実習の!段i傷者は68名であった。その内67名からアン

ケートの提出があり 57名から本研究への使用の承諾を得

た。実習開始前の興味・関心は fあったJ42名 (74%).I普
通だったJ12名なかった 3名(5%)であったc

実習後の満足授は「満足であるJ47名 (82%).I普通だっ

たJ9名 (696). I不満足だ、ったJ1名(2%)であった。

学びとしては「これから学習することがわかったJ. I将来

{象が描けた」等これからの目標や者護締像を明確にするこ

とができた答えた学生が13名と一番多く.次いで、「実際に

見ることで知識が増えたJが8名であった。保育所実習が

役立った点としては f路線を合わせるj等といったコミュ

ニケーションの方法を挙げる学生が指名と一番多かった。

II名が「相手のことを考えながら行動するj等相手の気持

ちを潔解し行動していた。また.1者ー護綿一患者間のコミュ

ニケーションについて注臼したJと8名が答えたc 11会拶j

等の基本的マナーについてを 9名. I苦手で、あったコミュ

ニケーションを克服して認めたj等を 3名があげていたc

，戸惑った点としては15名の学生が「何もできないの

がもどかしい・つらいjと問答した。

[考察}

保育所実智で身に者けた基本的なマナーやコミュニケー

ション能力が，基礎実習で患者や看護締とのコミュニケー

ションにも役立っていた。また.基礎実習で、患者一看護締

のコミュニケーションに注目することにつながっていた。

築礎実習にもどかしさ等戸惑いを感じたのは，基礎実習は

見学が中心で保育所実習は幼児と直接関わり援助できたか

らであろう。
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180)新採用審議蹄の就業前後における点濡静脈注射演習

の比較

往々木由美子，白川秀子(秋阪大学i歪学部総属病i淀)
阿部総(秋田大学産学部保健学科)

{研究目的}

点滴静競技射は，臨床看護実践のやで患者浸襲の高い行為

の 1つであ札者護実裁の少ない新諜用看護郎に対して，

安全に実施する為の教育が必要になる。 A主病段で:は土各記属

先で

ンの集合教育に1取良;り)入れ.就業する前と就業した後の 2つ

の時期に分けて実施したむ今回災習終了後のアンケート

結果を基に. 1察習時期の違いについて検討したc

{方法i
対象は，人病院選rr採用看護部49名で.採用決定後，就業前

の3丹に演習を実施した看護学生24名を就業前群(以下A

群).就業後3遊間経過してから演習を実施した審議師25

名を就業後務(以下B群)としたc 演習は，看護学生または

看護蹄3名と指導者護師 1名を 1グループ構成とした宅

内容は，新採用看護締が難しいと言われている一連の動作

の統合ができるよう，準備から実施，後片付けま

締役.患者役.観察者設で体験するロールプレイとしたお

演習終了後，独自に作成した費関紙を用い，難しかったこ

と印象に残ったこと.全体を通して感じたことの 3項目

について無記名の記述式調去をを行った。 f命渡的配態とし

て，個人を特定せず¥結果は研究以外に使用しないことを

説明し間意を得たc

{結果}

難しかったこととして.A群では，静!採穿刺・鼠管蝕知が

最も多く，次にアンプJv.バイアルから薬液の吸い上げ.

8許ゅでは，アンプル，パイアルから薬液の汲い上げが最も

多かった。 印象に残ったこととして.A群では，薬液の吸

い上If. 静販塁手~iU ・鼠管制!知.B苦手では.輸液ポンプの操

作・築主支吸い上げのコツ・務総注射の流れや観察を挙げて

いた。全体を通して感じたこととして.ABi洋共，少人数で

質問し易かったこと・数盟繰り返し実誌できたので理解を

深められたことが挙げられた。 B群からは，病棟で実設す

る前に演習したかったという記述があったむ

[考察}

しかった項留として. ABl洋共に薬液の吸い上げを挙げ

ており，経験の少ない時期には高度な技術であることが分

かった。 印象に残った項自として，入若手では，薬液の吸い

上げ・言争E長穿刺などi主射という看護行為のやの単独技衡を

挙げていたが.BfI!f.では，注射手技の流れ・周辺機器への潤

心など投射という看護行為に対する統合的な捉え方が伺え

た。これは. AB群の濯であるi滋床実践経験の有無を長映

していると考えられる。全体を通して. AB群共に肯定的

感想、が挙げられており，注射実技演習の新探用者プログラ

ムが有効であることが確認できた。しかし B若手から就業

前に開きたかったという記述があったことから，実技i寅翠
は病棟配属前に実施することが望ましい。また，就業後議

床実設を経てから実技演習を行う捺には，数日間であって

も，その内容を考慮した教育内容を検許する必要がある

181)初学者が着眼する観察部位について

米倉燈弥(翠隷クリストファ一大学看護学部看護学科)

[13的]

身体審査としての f観察jを米学習の学生はどこを観祭す

るかを知ることにより.フィジカルアセスメントを学濯す

るときに強化して教える部分を知ることを目的とした。

{研究方法i
l年生152名に泰セメスター持議の生活援助

方法論1の導入として f60分間前一体位の保持jを実施し

たc 学生は患者役と観察者の両方を経験し患者役はタオ

ルケットを掛け60分間できるだけ体動をしない条件で好み

の体位で臥床した。観祭者{ま経時的に観察記録した。今回

は観察者が観察記録したものを間収し分析したc 回収する

にあたり，研究の毘的・提出はa由意志で良いこと・提出

しなくても成綴等には反映されず不利益は被らないことに

ついて紙面と口頭で説明し了承した学生のみが観察記録

を提出した。分析は先に観察者をした群(先若手)とあとに

した群{後群)に分け5分毎に皮切り，舎かれて

いる内容について観察項自ごとに切片fとした5 データは

ExcεIIとSPSS.l6Jで分析した。

{給条}

関意が得られ提出された親祭記鎮の枚数146枚(人)の内，

先若干・79枚(人).後群67枚(人)であったc 念切片数は1293

で，先若手の合計は606. 後若手の合計は687で.後群の方が多

かった。集めた切片をフィジカルアセスメントで多く使尽

される部泣部に分け比較した"全体(茂J誇・爪・顔急・

J 40切片 (3 fEl (!接れ・充血・規採・眼球の

動き・瞬き等)J392切片 (34%).f鼻・ 3干・口・顔合体 (J平

の急・形・ 5ネ汁・口容の乾き・口の毅jき・国間のしわ等)J
64tJJ片 (5%). f呼吸(深い・浅い・速い・荒い・くしゃ

み・ I~支等 ) 126tJJ片 01%) 本動(手先，足先を動か

す・全く動かない等)J 333tJJ片 (28%).r観察者の判断(仮

そう，手そう. 1議そう等)J228切片(19%)であった。ま

た5分絡の12ピリオドに分け先群と後群の切片数を比較す

ると. 6~1O分. 30~35分. 55~60分の 3 つのピリオドで

t<0.05で有意に後若手の方が多かった。また部伎では f自

が有意確率0.00でイ愛若手が有意に多かった。

{考察}

タオルケットを掛け弘床しているので，観察者が直築設祭

できる部位はほぼ顔だけに臨られる。しかし学生は掛け物

を通して見える「呼吸状態jや f手足の動きjも観察でき

ていた。初学者はrI舜きjや rf本援IJ.r呼吸jといった f裂j

きjは比較的観察数が多く，反対に「史腐や爪Jr口容の乾

燥Jr自の充血jなどの「動きのないものjは欝察数が少な

かったc また，体験が観察項目の増加につながるのか，後

群の方が観察数が多い傾向がみられた。縫康の交定のため

の親祭と，鉱床している人の親祭とでは親祭の百的が呉な

るため一概には言えないが，身体診査の観察としては「動

きのないものjの強化の必要性が示唆された。
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182)初学者の看護技術i理解のための試み

長会木由香，塚本尚子，野村明美

(横浜市立大学医学部看護学科)

[!ヨ的}
看護技術は単なる技術実践ではなく，その対象を理解し技

術を選択・実施することで，初めて看護技術として成立す

ると考えられるO 学生がこのことを理解することは，者護

実践の発展にとって非常に重姿であるc しかし現在の看

護基礎教育のiニドでは，あまり意識されていない面でもあるC

そこで今回，看護の初学者に看護技術についての知識を教

授する前に，複数の基本的な看護場面を見せこれは看護

技術カせという陪いをすることで¥学生の看護技術に対す

る認殺の育成を試みたc これによって学生の認識の現状と

による効来を評価することを呂的とする O

[1好究方法]

対象は， A大学者護学科の看護学概論履修者80名であるc

淡溜実施後，研究の意図について説明しデータ使用につ

いての求諾を全員から得た。不都合のある場合には申し出

てもらうこととし倫理的記惑としたc 演習では，教員が

看護om投となか教室にベッドを配霞しそれを間むよう

にして務席した。場面は， 1. f仰臥{立から側旬、位への体位

変換(指一本.声かけない， 2，全介助での準椅子移乗，

3，口頭指示と見守りによる準締予移乗， 4，新liHの読み

出かせ 5 プリン絞取の全介助， 6. 7，患者の依頼へ

の対応. 8.泣いている忠す!?の昔話にいる.の 8つであるc

学生には規定の用紙を詑;(riし動作終了勾;に時間をとり.

見た事実と「これは看護技術であるかどうかjについて自

分の考えを記述するよう指示した 8. までの動作終了

後，者設技術についての講義を実施したc 講義後，1.か

ら8.の看護技術について符考し，間様に看護技術である

かどうかについて記述し翌選提出とした。講義前後の判

断の変化および判断根拠について内容分析を行ったc

{結果と考察}

講義前には看護i却が対象者に何らかの行為を実施しかっ

日常の場面で見ることのない1.2.は，多くの学生が看護技

術であると認識していた。しかし 5. のように家族でも

実施できる日常生活援助は者護技術ではないと考える学生

が約半数いた。一方3.4.6.8.のような肴護師が夜接何かを

施しない場街は，看護技術ではないと考える学生のほうが

多かった。 JIIDは看護における種々の技術は手段の 1つで

あり，看護援助の対象者を生活者としてとらえ，どのよう

な対象にどのような生活場耐・状況で援助を行うのかを考

!慈して初めて看護の技術となりうると言っているc 講義

後，例えば1.では「技術ではあったが.看護技術ではな

かったのではないかjと表現され，技術と看護技術の差異

が認識され，また)11口が指搭したように， 1つの技術が看

護技術として成立するかどうかはー患者の状況によるとい

う認識へと変化が生じていた。 以上の結果から，今回の新

たな試みは，初学者の者護技術への理解を深めることにつ

ながったと評価できる。

183)小グループによる口一テーション実器そ取り入れた

「ヘルスアセスメントJの謹業評冊

関戸桜子，安原由子，高井恵美(徳島大学医学部保健学科)

[釘(19]

より効来的な授業方法を検討するために，小グループによ

るローテーション実習を取り入れた「ヘルスアセスメントj

の授業評価を行い，諜認を明らかにするc

[研究方法}

1. rヘルスアセスメントJのJ受業方法:一斉に行う講義に

加えて，系統別に実施するフィジカルアセスメントについ

ては，系統別に担当教員を決めて.学生が小グループでロー

テーションしながら実習する方法をとっているむ系統加に

事前に予習諜題と江頭試問の課題を提示しており，実習が

ひとつ終了する度に学生は予習課題を提出しかつ仁]頭試

需に合格しなければならない。系続出フィジカルアセスメ

ントは「呼吸器系Jr神経系jなどの 7項目に大別して実施

している。 2. 対象学生:看護系大学の 1年生(後期間講)

である o 3.授業評価の方法:2008年1月「ヘルスアセス

メントjの授業が終了した後に行った。授業評価般紙は無

記名で，評価項告は19の質問で構成した。回答は「思う j

から「思わないjまでの 5選択肢で求め， r思うJから}II買に

5から 1点を配し得点化した。 4.倫理的配慮:研究の趣

旨を学生に説明し授業五千住Ii用紙を配付した。研究への協力

は 1~1 Etlであること，成績とは関係ないこと，結来は研究と

して発表することを説明し研究への協力に同意した学生

{丈授業詳細用紙を提出JlJ絡に入れるように依頼した。

{給月~]
託業前市liJIJ紙は， 67人:こ配付し56人が提出(期収率83.6%)

した。 授業の内容に対してはが~9 割の学生が「満足Jli5tに
「わかりやすいJr興味が持てたjと問答したG ノトグ

ループによるローテーション実習に対して賛成の学生は34

人(賛成務λ そうでない学生(反対il'f:)は22人で、あった G

碍群で設業評価の項目加に王子均偵を比較したc r予習課題

が難しすぎる(賛成若手2.65土0.84，反対群3.27土0.91)J r口頭

試開が難しすぎる(賛成群2.76:!:0.97，反対群3.50:!: 0.89) J 
「予習課題は不要(費成群1.47:!:0.56，反対群2.36:!:0.98) J 
f口頭試開は不要(賛成群1.79土 0.90，反対幹2.64土 0.88)Jの

質問に対しては，反対群は賛成il'f:よりも有志;に得点が高く

ゆく0.05)，本授業の方法を否定的にとらえていたQ

[考察}

授業内容に対する満足.役に立っか，わかりやすざ興味

については高い評価であったが，本授業の特慢である小グ

ループによるローテーション実官に対する評倣はわかれ

たc しかしこの方法に賛成の学生とそうでない学生で授

業評価をよと絞した結采をみると，反対の理由は予習諜題と

仁i頭試問が負担になっていることであったと考えられる。

開講時期が1年後期であることを考癒して， 1むの教科の進

行状況等を境確認しそ予習課題と口頭試問の内務につい

ては.持検討の必要があることが示唆された。
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184)新卒看護師の審議技術到達震に関する研究(第 1報)

野呂英子-当時雅代 竹内千夏，中矢晃子

(呑JlI大学涯学部看護学科)

{自的}

新卒看護締の卒業時点と臨床で求められる孝子護実E芸能力の

議離が問題となっている。そこで新卒看護蹄の卒後 1年隠

の看護技術到達度の現状と到達度に影響を与ーえる要留を明

らかにしたc

{研究方法]

調査対象は中国・照留・近畿地方の総合病院6絡設の 2年

目看護締165名で，調査諮問は平成18年5-6月であり，各

施設の看護部長宛に質問紙を送付し病院での記布を依頼

したz 調査内容は，パーンアウト尺度 (Sちら狂的 20項目，

自己志向的完全主義尺度20項目看護技術指導ガイドライ

ン水準2以上の看護技術品項目であった3 看護技術項目は

関答肢を f諒照時すでに…人で、できるJr一年以内に一人で

できるJ指導があれば一人でできるJr一年以内で、は一人

でできないJ機会がないjとして該当項目に閤答を求め.

各詔答股45点満点として集計した。倫理的記壌は，調査は

無記名自記式とし研究目的，匿名性.守秘性を明記し調査

用紙の返送により間意を得たむ

{結果]
留収率は64.2%(106名)で看護技術項13.SBS即日p，
議尺度のすべてに完全問答が得られた92名 (86.8%) を解

析対象とした。

審議技術品項宮中 f採用u寺すでに一人でできていたjの関

答は平均1.8会 3.8項目 (min0 -max25項自)で¥諜用時一

人で、できる技術がないと問答した者はお名 (57.6%)であっ

たo r一年以内に一人でできるjは平均18.2土9.0攻日 (0

-36項目)， r指導があれば一人でできるjは平均9.4土7.5項

自 (0-28項自)， 1 ij三以内では一人できないjは平均1.9

土 2.6項目 (0-12項 13 )，機会がないj は王子均13.7 会 6.4~翼

民 (3-36項目)で，機会がない技術が20項段以上は15名

06.3%)であった。

パーンアウトは平均62.7土 17.6点であり， r一年以内では一

人でできないj技術が多い者ほと寺パーンアウト状態が震

かった。自己志向的完全主義尺度DP(完全でありたいと

いう欲求)17.7主主I点， PS (自分におい自擦を課する傾向)

18.3土4ム点， CM(失敗をi過最度に気にするi傾頃向)1臼5.9土4

D (自元分、の行動に漠?熱f栄ミとした!疑疑いを持つi傾傾i向苅)20.4念 4.0点

でで、あ iりJ.r指導があれ江一人でできるj技術が多い者ほどD

が高く， r一年以内では一人でできない r機会がないj技

術が多い者ほどPS，CMが抵かったc

{考察]

看護技術項目の到達度では，半数以上が f採用時…人でで‘

きる技術jは一つもないと問答し卒後一年.日では

がないj技術も多くみられた。これは看護技術水準2以上

が比較的高度な看護技術であり，基礎看護教育では充分に

習得が密難であることや，卒後一年を経過しても記底部署

によっては経験する機会がないことを示している。つまり

未経験な技術を多く抱えたまま二年忍を迎えていることが

示唆されたc

185)成人看護学における実習前学内演欝ブロクラムの宥

効性

原国秀子， 問中間王子，張替直美

(出口県立大学看護栄養学部看護学科)

{目的i
で経験の機会が得られにくい技術の習得のためには，

学内での淡習の強化および技術習得に向けた効果的な教育

方法の検討が必嬰であるc そこで看護実践能力の育成にむ

けて，学内i実習プログラムを新たに実習夜前にも実施する

ことによる有効性を明らかにすることを笥的とし

{研究方法i
A大学看護学科3年生のうち研究の趣旨に向Zました指名を

対象とし急性期実智縄始寵言ijの2日開(いずれも夏期休

11良中}学内演習プログラムを実施したo 1日経の演習内容

は，関手術拐の事例をもとに，術後のフィジカルアセスメ

ント，術後ベッドの作成，翰液管理，劉協処置，

中の管理を実施し 2B日は重症患者の察側をもとに，フィ

ジカルアセスメント，人工呼吸器装着ゅの管理，吸引を

施した。参加者を小グループに分け，ローテーションしな

がら各演習内容を学習できるよう場の設定を行った i災饗

終了後に演習の評価及び学習した技術の自己評{阪について

の費関紙調査を実施した。 倫理的記慮として淡潔への参加

は自由意思であること，実智評備には影響しないこと

生に事前に説明し

{結来1
1日践のみの参加が25名 2日間参加が19名であった。質

問紙の路JI:x.数および間収率は10名 (53%)であったむ演習

プログラムの評価として，演習時期は全員が適切だ、ったと

路答していたc 演習時間，淡習項民 i実習方法は 1名を除

き適切だったと問答していた。各演習項践の学習臼擦の到

達境評舗が高かったものは，術後の党躍状態のアセスメン

i¥術後の痛みのアセスメント，総液のi南下調節，

和!支の測定であったむ認知領域の学習目標の到達度評価が

高かったものは，駿素療法の適応がわかる，人工呼吸器の

呂的及び適IZ.1:士組み・各機器の働き・使用rf!のi主意点・

アラーム時の対誌がわかる.気管内吸引の目的及び適正、が

わかる，総液ポンプの適応・使用方法がわかるであったs

自由記裁のうち，忘れていることも多くよい譲裂になった

と4名が関答していたc

{考察}

演習プログラムの詳舗は概ね高かった。これは実習開始藍

前という学習の動議づけが高まる時期だ、ったこと， 1 Bで

る内容を設定し小グループ学習にしたことで，

生の塑解度を確認しながら演習を進められたこと，実習で

遭遇しやすい事関を用いた演習内容としたことで，状況に

応じた技術の活用という実践的な学習ができたことが影響

していたと考えるc 演習の学習日擦の到達度評fI環が高かっ

たものはいずれも基本的なものであり，これまでの学習の

強化につながったと考える O 人工呼吸器管理や翰液ポンプ

管理は，これまでの演習の中で十分取り上げられなかった

が.今関の演習を通して知識の強化につながったと考える G

演習内容が実智に活用できたかどうかの詳細を行うことが

今後の課題である G

日本看護研究合全会雑誌 Vol.31 災0.3 2008 213 



186)平成21年度カリキュラム改正に向けた審護技術の卒

業時到達度の実態

布施淳子，王子資愛美(山形大学医学部看護学科)

{目的]

平成19年に厚生労働者からの f看護基礎教育の充実に関す

る検討会報告書jを受け，王子成21年4月から改正後の保健

師助産郎審議郎学校養成所指定規則が施行される旨が通達

された。この規則改正の教管内容の改正の主要な柱の 1っ
として技術教育の強化として.者護郎教育の技術項自と卒

業時の到達度が明確にされたc 本研究では.改正前の看護

法礎教育の看護技術教育の実態に着目し現在の看護技術

の脆弱な部分とその課題について検討したc 今回は先

原生労働省より通達のあった技術項目の卒業時の到達

授に対する肴護師養成所の実態について報告する。

{方法]

!渇:2007年 9 月間日 ~10月 22日，対象:看護師養成

所 (3年課程)81校，調査内容:養成機関の種類，設護主

体.教員と学生の収容規模，演習読覚教材の有無寅饗の

技術詳細の有無.卒業時の部透度指標の有無看護技術12

誤域の卒業時の到達度(厚生労働省提示の全壊呂(141)の

よi布石坂昆:全員到達.，まらつきあり・到達が期待できない)， 

倫理的記長室:文書ーにより研究の趣冒とデータ処理により特

定施設がi浪定されないこと等を説明し間意を得たc

{結果i
設置主体は.国立系3.7%，公立28.4%，私立34.6%.その他

13.6%，不明19.8%であった 1学年定員は45.4 17.5名，
教員数は9.9名，演習参加教員は4.7土2.7::f:tであった。淡資

の規i抱党教材は98.8%を有していたc 淡>;JJ111与の技術評価

は.項目全部14.8%. 環自の~1'r1\8 1.59ふ紙3.79らであったっ

卒業時到達皮有は48.1%であった。

者護技術12領域(141項目)の卒業時の到達度:全員達成の

評価JJlEIで. 70%以上を示した項目{え環境調整技術3項

目中 2項目(以下 2/3度目と示す)，食事の援助技術 1110
項13，活動・休息援助技術 1114項立清潔・衣生活設助技

術 5/15環日，症状・生体機能管理技術2/14項目.感染予

防の技術 1/7項巨であった。 30%以下の項毘は，食事の

援劫技術5/10項目排法援助技術7/13項目.活動と休息、

援1I)J技術 3/14項13.清潔・衣生活援助技術 3/15J支自呼吸

{抗殺を設える技術8/15項社袴癒管理技術4/7項自，与

薬の技術16/25項目.救命救急処置技術418項目，症状-

~I:.体機能管理校術 8/14項社感染予防の技術 2/7 項 13.

安全育理!の技術2/8頃日であった。

[考祭}

到達!支の低い項自の特故は診療の補助にi勾連するアセスメ

ント，一般検査・処霞に関する援助項目であった。今度提

示された看護技術卒業時弼透度の項自について看護締養成

所の実態は，学生全員が各項目に到達して卒業することは

難しいと捉えていることが示唆された。平成2年度のカリ

キュラム改正に向けて.到達度の低い項討を説野に入れ，

充実した看護技術教育が望まれた。

187)保鍵蹄助産師看護時実習指導者講習金(特定分野)に

おける「義護場語を教材化jによる指導方法の評錨

村部尚主主;， (関立病院機構把前精子111医療センター)

i今村美子(九州厚生局)

{目的}

平成19年度に診療所，保健所に勤務する看護締等を対象に

保健締効皮flITi者三芸術j実習指導者講習会(特定分野)の開催

が厚生労働省反政局長より通知された。本講習会は39時荷

という短時fMiであることから，教育方法の開発が必須であ

るC そこで、Schoの f反省的実践家jの考えを基盤に.受講

生が看護実践をありのままにとらえ.学生の体験を活かし

た実習指導ができる方法を検討したG 本研究は「者設場面

を教材化jする指導方法の効果を明らかにすることを目的

とするc

[方法}

自記式費関紙調査法c 対象:講習会において「実習指導の

実際 1・2Jを受講した受講生39名c 調査時期:平成19年
11月初日 ~12月 I 日。調査内容.講習会の効果を評価する

自作の調査察を用いたっこの調査票は， 39項自を 4段滋

リッカート尺度(百定的表現項昆は反転採点)で評価する

(クロンパック α係数0.845)。分析:謁査禁の下f立尺度毎の

合計得点を算出し受講前後を比較した。比較には

Wilcoxonの符号付順位検定を用いたc 倫理的配援:研究の

趣旨 i笠名性の!殺す士.研究1]的以外でデータは強用しない

ことを説明し同立を得たO

[紡:fI~]
弱性:平均年齢仰がえ，実習指導経験有りは30名。有効関

下校)~I支 1Q~ に合計得点を受講前後で比較し

におく兄られたのは，内全び合う関係の再構築J(z= 

-4.503， p< O.OOll，打出米ないことjを?指導内容，こ転

換させるJ(z=…3.012， p<O.Oll I看護実践の間百の探求

にかかわるJ(z= -2.078. p<0.05)である。「発動性を促

す実習指導jおよび fありのままに鈍えるjでは受講1背後

の差は認めなかった。

{考察]

本講習の指導方法として学生の行う看護場面のビデオを用

いたことによって.行為の中のリフレクションを容易にし

一瞬の者同議場面の中に教育内容が1!tlt;にあることを確認で

きたといえる O また，ビデオの仁pの学生や患者の経験から

学習可能な教育内容を思考することで，学生の「出来ない

こと」が指導内容に転換できることを納得できたと考えるご

そして，設定した学習可能な教育内容の効果的な指導方法

を模索するなかで¥指導者はただ単に知識を硲認したり与

えたりするのみではなく.学生とともに看護実践の知の探

求する関係にあること.また，この関係性において!臨地実

習は学生一指導者aの相互の学習の:lJ;}であり守学び合う関係

の再燃築につながったと考える O しかし経験をありのま

まに捉えることと発動牲を促す実習指導は，受講後に変化

が見られなかった合これは指導一学習のパラダイム変換が

必婆であり.さらなる指導方法の検討が必裂と考えるc
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188)模提患者を導入した審議技術演習iこ関する研究一第

1報:少人数で行ったク‘ループ学習の効畏と課題一

田村幸窓.竹野ゆかり，三輪王手話，J11島和1-t.藤本悦子.

大島千捺(石川県立看護大学)

諮江由紀子(金沢社会保設病院)

橋本幸子江(金沢医科大学)

{目的}

本研究は少人数グループで行った模擬患者(以下SP)
入した演習(以下SP淡習)の効来と課題を学生のアンケー

トから明らかにすることであるc

{研究方法}

対象は2008王手2fJに実施した“SPi実習"に参加した人県立

1年生(以下学生)83名。 演習体制は学生 3~

4名のグループにSP1名と教員 1名を配置し演習内容は

肺炎患者事部を想定したパイタルサイン測定とシーツおよ

び寝衣の交換等の実施であった。対象者には研究の趣旨を

説明した上で協力に同意する学生のみ淡習終了後にアン

ケー i、の提出をしてもらったc アンケートの内容は，

での役割， SP演習の学習のねらいに沿って独自で作成した

イメージ (3項詰緊張感 (2項目

(6項目学習効果 (4項呂コミュニケーショ

ンの学び (2~互設の 5つの概念からなる 17の質問項民

自由記載とした。朗容は f全くそう思わない~ r~l::常に

そう患うJの5設時評定で得点イとし総合得点 (85点満点)

の平均値および各概念ごとの平均値を算出し学生の投割問

で比較した。自由記載は窓味内容がが、ているものをまとめ

した。

[結采]

77名から問答が得られた(関)1又E卒~92.8%) 17~妥自

点の平均は71.4会 6.2点で学生の投割問に

たc また概念7JIJの平均点では

土0.8点緊張感 3.4土1.3点，

4.8会 0.5点コミュニケーションの学び三 4.6念 0.6

点で学生の役観閲に有意設はなかった。

{考察}

学生の演習に対する全体的な評価は非常に肯定的であっ

た。総合得点の平均値，概念加の平均億ともに役割問での

なく，自由記載においても見学役の学生から f見
学役は冷静な読点で観察や窓克ができるjという見学役な

らではの利点の他 f共感ー立場変換することの重要牲Jr年
どによるパイタルサイン・体格のi幸いjな

での演習では学べない賃設な学びについても審議学生役と

変わらない内容が記載されていたむこれらのことから学生

3~4 名にSPが 1 名という少人数での演習はグループ内

での学びを共有しやすく，見学役の学生にも看護学生役と

変わらない有効な学びができる体制であることが示唆され

たっ今後は淡管の充実のためにspn在保への取り組みが課

題となるc 緊張感;が抵い得点となったのは，自由記載内

容と黙らし合わせると，学生にとってSP淡習が初めての体

験であり過緊張となる傾向があったためと推測できるc 緊

張することは学生にとっては臨場感ある体験ともなるが，

S円安習をより有効なものとするには過緊張に対する記長室

も今後の課題と考える。

189)模擬患者な導入した審議技術演習に関する研究一第

2報:模擬患者かう見た学醤効果と課題一

竹野ゆかり，田村泰恵，

大島千佳(石川

諸江由紀子(金沢社会保険病i淀)
矯本智江(金沢医科大学)

[沼的}
本研究の罰的は，摸擬患者 (S引を導入した審議技術淡習

を評価し今後継続していくための課題を明らかにするこ

とである。

{方法}

対象は. Al思立看護大学 1年生の淡習に参加した，模援患

者ボランティア会の方11名c 年齢は50代後半から70代で，

男性6名，女性5名であった。 演習は，学生4名に対し，

SP 1名と教員 l名を記霞会初老}習の肺炎患者という事関

を設定し臥床状態の患者のパイタルサインを測定.その

後リネン交換を行ったむ演習痘後に学生とのデイスカッ

ションを行い，その…連の流れを 1クールとしそれを 2
クール行った。授業終了後， SPll名をこつのグループに分

け， 1時間程度のインタピューを施行っインタビュー誌なに，

その詩的と方法を説明， また倫理的記長室として.偶人が特

定されないこと，参加は自由であることを口頭にて説明，

悶窓を得たっインタビューはテープに録音しその内を

5つの演習概念と!怒らし合わせ分析した。

[結果}

SPから見た演習効来として学生のi察官に取り

と. rspへの記蕗という二点が明らかになったっ…点目

の姿勢に関しでは，演習中に学生!汚土で助け合う姿や，他

グループからの学びを自分たちの淡習にすぐに取り入れて

いたこと，また直後のデイスカッションのt1Jで，できなかっ

た部分や改善方法などを学生関士で指摘しあっていたこと

が，SPには学習意欲の潟さと思!とっていることがわかった。

しかし学生が予1Jの疾病iこ出してしっかりと把握するこ

とができず，演習に十分組み込めていなかったのではない

かという指描もあったc 二点目の配搭については，援しく

をかけてもらった，説明が十分にあったなどコミュニ

ケーション技術のおさが強議されたな一方，ベッドの作り

かた，物品の扱い方などに関しては，特に何も感じなかっ

たという意見が多かったや学生の中には，技術謝に集中す

るあまり戸かけが少なくなった例もあったが，それも演習

に対する熱心さの表れではないかと， SPには肯定的に映っ

ていた。

[考察}

普段の学生向土の演習では室長室や領れから真剣に取り緩

む姿は少なく，声かけなども省略していることが多かった

が.SPを導入したことにより臨場感が高まり，緊張感を

持って，学生時土佐がお互いにいいものを作り上げていこう

とする意識へ変わったのではないかと考えられる G 今期の

演習はSPから見ても肯定的に映り，自己の有用惑を得てい

た。このことから，今後このような演習を継続していく上

で¥協力を得られる可能性が高まったのではないかと怠わ

れる。学生に疾病に関する知識不足があったことから，演習

時期の見夜しゃ事前準備のさらなる必要性が示唆された。
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190)臨床実醤のカンファレンス場面における看護学生の

コミュニケーション不安の警部

加藤久子(北里大学病i詫)
伊藤まゆみ(昭和大学保健援療学部)

{目的1
lvIcCroskeyによれば，コミュニケーション不安(Communi-
cation Apprehension : CA)とは，単数ないし複数の他者と

のコミュニケーションやその予期に対する個人の恐れ，不

安のレベルである1)日本の女子大学生の特性CAは，諸

外国に比べて高く，なかでも看護学生は，一般女子大学生

に比べても高い傾向にある C このためか.臨床実習におけ

る事例検討のためのカンファレンス場面でも，看護学生は

きなかったり，意見が交わらなかったりする傾向が

ある。本研究の目的は，臨床実習における事剖検討のため

のカンファレンス場面で， CAを喚起する要留として.カン

ファレンスでの役割に伴う発言最の違いと教員や学生指導

者の介入の有無によるCAの違いを検討することである。

[研究方法1
A看護大学の 3年生80名を対象とした質問紙調査であるc

質問紙は，カンファレンス場面を役割(湾会，事例提供.

参加者)の 3条件と教員と指導者の介入の有無の 2条件

で，合わせて 6場面設定。 6場面ごとに CAを

五iIcCroskeyの場面コミュニケーション不安尺度

(Situational Communication Apprehension lvIeasUl・e:
SC入試)1) を用いて測定できるように担寵した。調査}諮問

は2005:fjo10-12月で，成人の臨床実習で事関検討のカン

ファレンスを経験した後に.質問主~~íこ記述を依頼したc 倫
理的記婚:は.対象に苫:而と口で調査の恕旨.調査はJ!!fiije
:?'J で個人が特定されないこと，参加は !~I 111で参加の有然は

成績には…切影響しないとドを説明したっその上で1，すなが得

られたj揚合に記入するように依頼したc

{結果i
最終的な分析対象は53名，王子均年齢は20，91歳 (SDO，90人性

別は全て女性であった。教員・指導者参加の有無と役割の

違いを要国とする 2要閣の分散分析を行った結果， 2要毘

のいずれにおいても主効果が認められた。 SCAlvIは，教
員・指導者参加では.不参加に比べ参加で有意に高く (F=
56，78， p<，Ol) ，役割では，事関提供者が最も高く.次いで

可会者，参加者のJIIQに有意にi脅かった (F=10，98， p<，Ol)o 

{考察}
カンファレンス場面でのCAは，役割の遠いと

・指導者参加の有無で有意な変化があることから.

カンファレンスにおける発言量の多~，自分よ
り地位が高いものの参加が.場面CAを喚起する要因にな

ると考えられる。これらの結果は，前年度の特性CAの研
究において，者護学生は小グルーフ3で、のCAが高かったこ

ととも関連し自らの発言が求められる必然度への予期，

公共の場や低い地位での発言における緊張感がCAに影響

していることが示唆されたc

[文献l
1) lvIcCroskey， J c. : Validity of the PRCA as an ind巴Xof 
oral communication Apprehension， Communication lvIono-
graphs， 45， P192-203， 1978， 2)加藤ら:者護学生のコミュ

ニケーション不安，日本看護研究学会雑誌30巻3す P255，
2007 

191)臨地実習における看護事故陪止ガイダンスのあり方

一技術演習の効果一

岩瀬裕子，田中英子

(熊本保健科学大学保健科学部看護学科)

{目的}

今問，ガイダンスで取り入れた技術淡普の効来をガイダン

ス直後と臨地実習中の調査結来の分析から明らかにし看

護事故防止ガイダンスのあり方を探る。

{研究方法i
1.ガイダンスの実施状況1)日時・平成19年4丹，臨i忠

実習産自ij，180分 2)対象:3年次生109名， 3) 目的:

看護事故訪止について， 自分が行動に移せる具体的な対策

を述べることができるc 4) 内容:(1)先輩の実習中のイ

ンシデント・アクシデント諜査結果報告， (2)リスクセン

ストレーニング(以下「トレーニング」と言う)では， 2 
場面 (1臨療安全ワークブックJ)11村， 2004から選定)を用

いてそれぞれに溶む危険鶴子を予測しその理由や根拠，

予測される事故，および具体的事故防止策を考えた。 (3)

技術演習では， 2場面のうち 1場面「ベッドから車椅子へ

の移乗介助中の転倒の危r~剣で予測した危険を回避した援
助が実捺にできることを目標としたc 先ず，移乗における

援助技術の原理・涼期に則った方法で実施し次に (2)
で考えた fベッドと車椅子の距離が遠いjなど5つの危険

を設定し実施した。技術演習で、は事故が起きないよう

教員が;在、図的に関わった 2，質問紙調査:ガイダンスの

効染とその翌日出について.ガイダンス実施誼後(以下，Ij亙

援jと百う}とi訟11忠実ifi中IlIJ(以下， I~I寸前j と言う)に調

実施。カ、、イタンスの効来については「課査結果報告J，
fトレーニングム「技術i演長炭{習Jのそれぞ

度を)fJおい'理jおについては自由記述で回答を求めた。 3，

分析方法:単純集計，記述については研究者2名で内容検

討しカテゴリー化した。 4，倫理的記騒:口頭と文書で研

究概要.他人が特定されないことについて説明し同意を得

た。

{結来}

1.囲収率・蕊後98名 (89，9%)，中間88名 (92，6%)2， ト

レーニングについて，夜後「役に立つ」と答えた学生は66%，

実習中 f役に立っているjと答えた学生は49%であった。

役に立っている理由については， 1様々な危険因子に気づ

くことができたjなどがあげられた。技術演習については.

夜後「転倒防止について理解できたjと等えた学生は58%，

実宮中 f役に立っているJと答えた学生は84%であった。

役に立っている理由については， 1注意すべき点がよくわ

かり，実習で活用できたJなどがあげられたc

[考察]

実智rl:l r役に立っている」と答えた学生は， トレーニング

では49%であったが.技術i実習では84%と高かった。これ

までのガイダンスでは， トレーニングで危険を予iJ!Uする論
理的な思考の訓練でとどまっていた。しかし今関， トレー

ニングで理解できた危険国子を含んだ技術淡習を取り入れ

たことにより，危険を回避することの重要性，さらにIEI避
するための具体的な行動が実感でき，実習で活沼すること

ができたと考える。
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192) A県下の病続における看護研究支援の実態と諜題

跨王子倫子，宮芝智子，大塚久美子，坂下玲子

(兵庫県立大学審護学部)

{日的}

者護奇[1が自施設の看護締に対して仔っている看護研究支援

の実態を明らかにしよりよい支援体制構築に向けた課題

を検討する。

{研究方法}

対象 :Al県下367病院に所属する看護研究推進担当者また

は看護部長調変方法・郵送i去により調査を実施したG 議査

には文献検討に基づき作成した自作費関紙を用いたc 質問

紙は看護研究支援状況を関う選択問答式質問18項目から成

り.その内容的妥当性は研究者間の検討により確探した。

倫理的配惑:兵庫県立大学研究倫理委員会の承認を得た。

研究の概要・研究協力への自由意忘の尊重・笹名牲の穣保

を文書で説明し偲7J1j投留による郵送j去を照いて質問紙

を凶~又した。

おき采]
質問紙の揖~又数は132 (隠収E卒¥i35.9%)であり，病i誌の概要

は一般病院がおは3.9%).急性期病j誌が34(25.8%)であっ

た。1)院内教育を主な日的とする審議研究を実越してい

た総説は招待9.79ら)であった。 2)院内教育を:i.な目的と

しない看護研究を実施していた病院は66(54.59心であった。

刀、での項自 は譲数回答とする。 3)院内教育以外の研究お

的は業務改善・患者サービスの向上50 (75.8%)が最も高

く，次で審議長信個々の知識技術の向上46 (69.7%)であっ

た。研究の支援体制は，研修会間接24 (36.4%人

設25 (37.9%)であった。また研究時間は，業務時間外中

心が50 (77.0%)であった。成果発表は全毘規模の学会発

表31 (47.0叫，論文投議14 (21.2%)であった。 4)文献

検討の方法はインターネット(文献データベースを除く)

115 (87.1%)が最も高く，次で定期購読の和雑誌105

(79.5%)であった。一方，定期購読の洋雑誌1400.6%)が

も抵く，次で無料文隊データベース35 (26.5%)であっ

た。ち)臨床研究を進める上で不足していると考えている

要素は病設内の研究指導者103 (78.0%)が最も高く，次で

研究法に関する知識，データ分析に関する知識・技術，研

究への意欲，研究時間67.4~68.9%であったc …方，資金，

文献検索の手段，文献を取り寄せる手段は22.7~30.3%で

あった。

{考察}

病院内の研究指導者・研究法に関する知議・研究時間等の

不足，文獄検索の十分な環境が整っていないにも関わらず

それを不足と考える病院が少ないことが明らかになった。

これは鵠床看護隔が病説で研究活動を托うために病院内

で研究を支援する体制を整える必要'性，文献検索の意義を

周知する必要性を示唆した。また，臨床研究は業務改善や

看護郊俄々の知識技術の向上を目的とし人的資源，時間

に制約があることが明らかになった。そのため今後，目

的や制約された環境に応じた繍床研究の形態を検討する必

要がある

193)看護学生の五感の鐘位性iによる感性の実態(第2報)

一「病者と霊護者jの写真の印象評鏑一

坊垣友美(近大姫路大学)

[目的}

五惑の使い方には森一五感の擾f立性ーがあることに若手自

し第2報では「病者とi哀療者jの写真の印象評鏑から五

感の鐙位性の特設を報告する O

{研究方法}

本研究は2006年 7 月 ~9 月. 1年次の臨地実習前の看護学

生214人に，無作為に質問紙を配布，無記名の返送をもって

間意とされる168人(@]収率78.5%)の質問紙のうちの記入

擦れがない152人のデータを分析した。五感の譲位性は，

第1報での分析結采，設党型 (37人).触覚型 (47人)，聴

覚型 (30ALデジタル裂 (38人)としたo 病者と匿療者j

の写真はiヨ巣で被写体が無表慌の外人の磁像1枚を寝殿し

て. 29ベアの感性ワードの7段階SD尺度からなる質問紙

による印象評価をしてもらった。この質問項目を用いて因

子分析(主因子法，国有徳 1以上の国子数，ブロマックス

回転)を行った。五感の援位性の関連性は，時子得点王子均

{践を算出しクラスタ分析した。またMannWhitneyのじ検

定により感性ワードの平均値を比較した。統計処理は

SPSS14巧 forWindowsを使用した。

{結果}

宝子真の印象許{部は，間子分析の結果，国子負荷が 1つ以上

の樹子について0.40以上を示す12項日を選出し 4つの留

子が採択された。第 1凶子は，写真の空間や病人の印象を

意味する感触時子ふ第2出子は病人の心身の状態に関す

る淳子{波j!z;J子第3出子は病人の活力の印象である

境調子第4関子は病気の頻度である;現実性協子jと

釈された。五感の擾{立性は. 4国子得点の乎均値は近似し

ており，また感性ワードの能動的な，よくある，敏惑な

な，楽観的な，撃った，において有意設があった。関

子得点平均値のクラスタ分析の結果.視覚裂と触覚型，聴

覚裂とデジタル製が部:合されたc

[考察]

境党型は f感触由子jの得点が高く，偽光などの明暗によ

る感触は印象づけられやすい。また清潔な，

見える事実のワードの平均得点は高いが活動性関子jの

得点が抵く，見えない患者の活力や病気の現実性は印象評

価されにくい。触覚型は現実性器子jの得点がもっとも

潟く，病気は身近に存夜するものであり評価協子jと

動性関子，ま低く，病状はよくない。そして触覚裂が擾{立

に使尽する f感触因子jについては評価されないG 聴覚型

は 5現実性器子;の得点が高く，病気は縁遠い存在あり，

とも{尽く，病状はあまりよくな

く生命力が消耗している病人をイメージしている。デジタ

ル型は;感触節子jの得点が五感の優位性の型の中で最も

低く.f7言動性郎子jの得点は会ての裂でもっとも得点が高

い。デジタル型は感覚的に写真を捉えるのではなく，病人

の生命力の強さや病状を肯定的に捉えており，暗黙知や想

像牲の関与が披il!Uされた。統計的には視覚型と触覚毅，聴

覚型とデジタル型は類縁性を示したc
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194)看護学生の臨地実翠における電話・ナースコールの対

応に関する研究

青木久恵、(学校法人福同女学院協調女学説看護大学)

{目的}

新人看護師が臨床にてナースコール及び電話への対応がで

きないという臨床現場からの声があり，線地実習の中で対

応できる能力を育成するため.ナースコール及び電話の対

応に関する淡習を実施した。その効果及び課題が得られた

ため報告する。

{研究方法}

1.対象 A看護学校3年課程3年次の学生指名 2 識

査期間平成18年 5 月 ~12月 3.調査方法質問紙法

4. 質問項臼 臨地笑習てれの経験の有無，対応において

留った内容，今後の課題，演習の効来の有無とした。 5.
手続き・倫理的況感 実習準備ーとして，電話及びナースコー

ルの対応に関する淡習 000分)を行った。演習は，電話が

かかってきた際とナースコールが鳴った際にどのように対

Eちすればよいか代表の学生に実淡させ，全員で意見交換し

どのような点に留意すべきか整理したc 鵠査については，

質問紙による調査前に本研究の趣旨・協力は自由意思であ

ること.成績などの学業評価とは爵係がないことを説明し

質陀紙を記布，回収した。 6 実習病院への説明電話・

ナースコールに学生が対応することについては，病棟ス

タッフ及びコメデイカルに説明し必姿fl主学生には看護

Jliliに交代することを告げるようにし

[卒者持~]
1.丘話の対応 1昔話の応対を絞験したうえ主主は56.4%で¥

そのうちうまく対応出来なかった学生がア0.8%. 対応に

回った学生は 25%であったc その主な内容は 話 を

とる勇気がなくてi期的がかかったJ相手が早口で，何li:iIも
11百き直したJI電話の内容を伝えようと看護陥iを探すのに

呼出がかかったjであった。 59%の学生が今後の課題があ

ると答え，その主な内容は f王手口でも鯖き取れるようにな

るJIためらいなく電話を取るJI開き撮らしがないように

するjであった。 演習は役だ、った学生は77%であった。 2.

ナースコールの対応 ナースコールの対応を経験した学生

は 80.6%で，そのうちうまく対応できなかった学生は

77.4%.対応、に鴎った学生は26%で主な内容は.I内容を伝

しようとしたが看護師が捕まらなかったJであったむ演

習は役だ、った学生は93%であったc

{考祭]
もナースコールの対応も 担当者がjたまっていて経験

できなかったり，勇気がなくてできなかった学生もあった。

しかし相手・内容の確認及びメモは確実に行い連絡の不

備は生じなかった。これは.淡習によって，撃理された事

項が実捺場面に役に立っていると判断できる。対応への勇

気が必要であったことについては，失敗しでもフォローが

できる環境が必要だったのではないかと考える。いずれも

看護蹄への伝途方法が課題であり，これは.学生だけの課

題ではなく，臨床現場でも課題になる事項であり対応が必

要であると考える。

195)看護者の感情認知の実態一患者の姿勢iこ着閉して

(虎の門病院)

関 明美(弘前学続大学)

沼沢義子(弘前大学大学院保健学研究科)

{目的]

看護者にとってコミュニケーションは基本的で還要な看護

技術である。姿勢は対人感惜等を伝達するとされるが，

護学領域では非常詩的コミュニケーションである患者の姿

勢に着目した研究は皆無である。本研究では看護者同様に

高度なコミュニケーション能力が求められる養護教諭を比

較対照とし看護者が患者の姿勢からどのような感情を認

知しているのかを明らかにすることを白的とした。

{研究方法1
1.対象:看護者195名，養護教諭40名。 2. 方法 :B作の

刺激図版を用いた。料j数回!援は基本.不安，落胆，緊張，

興味，怒り，喜びの 7つの感情念表している姿勢をカメラ

で撮影後，顔の表情を削除しイラストイとした。全39偶のイ

ラストから最も感情を表していると考えられる姿勢を各感

情につき椅坐位1111!1.端坐f立または長坐{立 1個を採用した。

対象者ーには科激国版を提示しその患者がどのような感情

状態であるかを坂野らの気分調査票を用いて評価した。

3. 1命程的配窓:本研究は弘前大学大学院医学研究科倫理

委員会の永認を得て実施した。対象者には研究の主E1 プ

ライパシーの謀議等について説明しrnJ5窓舎の提出を求め

たc

[手fi来}
1.総本姿勢・扱うIU札長空IH立とも看護者.養護教諭の阿

1i!i:ともに不安!惑がiifljかった。 2 不安姿勢:椅主主役.長坐

位とも者護者，護護教諭の商務ともに抑うつ感や不安惑の

得点が高かった。f，を坐位では看護者の抑うつ感，不安感，

長主任{立でも看護者の疲労感，約iうつ感，不安感が養護教諭

よりも有意に{廷かった。 3. 落胆姿勢:椅坐位では雨群と

もが[Jうつ感と不安感が高かった。若護者の疲労感，持うつ

感，不安感が養護教諭よりも有意に低かった。端坐{立は阿

群とも抑うつ感が高かった。 4. 緊張姿勢:椅坐{立では両

群とも不安感の得点が高く，看護者の緊張と興奮，不安感

が養護教諭よりも有意に低かった。端坐{立では雨群とも爽

快感の得点が高かったc 5. 輿味姿勢:椅主坐長{段立でで、は肴護者

のf祷得寺寺.点{は土 1日5~1口7点で

が高かつたO 長坐位では科群とも緊張と興務の得点がお

かった。 6. 怒り姿勢:総~位.端坐{立ともに阿群とも緊

張と興奮の得点が高かった。 7.喜び姿勢:椅坐位では雨

群とも不安感の得点が高く，長坐設では看護者の爽快感，

養護教諭の緊張と興養子の符a点が高かった。全姿勢で看護者

の感情認知得点が養護教諭より低い傾向にあった。

{考察}
不安，落!1ft姿勢は看護者，養護教諭ともに抑うつ感や不安

感が高く，これらの感情を適切に認知していると考えられ

るo 1つの姿勢でも複数の感'出認知得点が高く，特定の感

情だけを認知していないことが示唆された。看護者と養護

教諭では感'1実認知得点に差異があか姿勢から認知する感

情が職業により異なることが考えられる。

218 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No. 3 2008 



196)体位変換iこ関連した行為表現の分析第二報

大黒理窓，ニ宮彩子.林真紀子，後藤孝子，務藤やよい

(東京涯利・歯科大学大学院保健衛生学研究科)

[13的]

文字媒体による情報伝達は，時照的，空罰的制約をさほど

受けずに行える利点がある。しかし問ーの行為が河ーに表

現されるとは限らず，議:き手が意関した行為を読み手が正

確にイメージし持現できないという限界がある。そのた

め，文字媒体による情報誌遼精度の向上には.特定の背為

に対する表現の多様性の実態を明らかにし読み手の知識

に依存せず，誰が読んでも同様の行為を再現できる表現

方法を検討する必要性があるc 前回の発表では，体位変換

に関連した行為表現において同…行為を表現する動詞の多

様性を明らかにしぞれが読み手の共通理解を妨げること，

行為の具現化に影響を及ぼす可能性があることを考察し

そこで本研究では，前iほと同様の行為表現を対象に

文字媒体を具現化する捺の主語，述語及び目的語を詩絹に

説明する語句に注呂しそれらの投j!lIJと使用の現状を明ら

かにすることを目的とした。

{研究方法i
体{立変換技術はどの看護技術を提供する捺にも活用するこ

とが多く，他殺韓も行う議会のある技術であるc 日本で広

く諜泊される「基礎看護j又は「看護技術jのテキストか

ら体佼変換に関する記述のないものを除外した 9誌を対象

とした。さらに 9誌の記述のうち，者護締叙Jjに患者を倒し

て側問、位とし底接的に飽きかける方法を分析対象とした。

分析は資的帰範的分析を行った。対象の記述から主語.述

語及び狂的諮を詳離に説明する詩句を抽出したc 抽出した

はその説明内容の類似牲により分類しカテゴリ -1と
した。カテゴワーの信頼性を確保する為，分析は研究者3

名の協議により行った令

[結果}

1)抽出した諾勾は529あり.15コードJ.5 [カテゴリ

された。 2) 行為の主体]には 1コード f所有者J.
[タイミング]には 2コード?条件jとfm員番J.働きかけ

る部iむには4コード「部{立の説明カを加えるきf¥泣j

持する部{立 f支持する領域行う理由;には Iコードf13
的J. [やり方)には 7コード f力を加える方向Jf力を加え

終わった後の綾子J手段Jf付帝状況Jf:f量や程度付加

状況Jr感覚jが該当したα f感覚jのみ説明内容が主観的

であり，書ーき手の怠いや心持ちを示した。 3)各コードの

説明内容の抽象度は様々であった。

{考察}

以上のことから次の 3点が示唆された1)多;様性のある

動認で表現された行為は，抽象!交の抵い5主体的な説明内容

のコードを使用した場合，再現される可能性がある。 2)
抽象授の高い説明内容のコードを龍用した場合.多様性の

ある動認で表現された行為を再現するのが摺難になる。

3)ただし抽象度の低い3主体的な説明内容のコードとと

もに抽象度の高い説明内容のコードを使った場合は，再現

される任為の質を高める可能性もある。

197)非言語的メッセージに対する看護学生の感受性の研

究一模援患者とのコミュニケ…ション場菌を遇して…

高林範子(関l11l巣立大学保健福祉学研究科者護学専攻)

村上生美{関山県立大学)

[!ヨ的]
非言語的メッセージに対する看護学生の感受性志

者とのコミュニケーション場留における非言語的行動，

擬患者の満足度を通し明確にする。

[研究方法}

20昨年8月から 9月.A大学看護学科女子学生 (4:9三生)

29名を対象に者護学演習窓(病家設定)で実施した。デー

タのI1又集方法(1)看護学長のノンパーパル惑受性はノン

パーパルスキル尺度(和協1992)を使用し自己詳定と友人

3名の他者評定を行ったっ (2)者護学生の非言語的行動は

とのコミュニケーション場揺を10分間ビデオ

画した。カメラは相互作用が真横から見える故笹，学長の

摸探患者の上不完全体が見える{立壁に 4
擬患者は 1人，場面は入j淀2日程，乳癌で明日の手衡をひ

かえ不安のある患者とした。学生には不安があることは訟

えず社会的背景と病状のみ伝えた。 1官報は立五接直前に提示

し学生認のi官報交換は禁止した。 測定項目は身体動作(額

j 凝読，表情.!lr振札姿勢)と空j昭子動(対人距離に

(3)模擬患者満足度は関illSP研究会評縞表を一

部改変し穏用。本研究は大学の倫2理委員会にて承認を得，

対象者に研究日的や途中辞退の説明を行い同意を得て行っ

たむ

[結来・考察i
ノンパーパル感受性自弓評定は一段青年よりもi設い結果

よりおい結果であったむ自己評定と他

は有意Z査が認められ約80%の学生において自

定が{廷かったなコミュニケーションの自己日諜の高さ，不

安，自信のなさ，謙遜などが推祭された9

校{象最初の 2分i討をカットしその後の 3分開を分析対象と

したc ノンパーパル感受性の自己.1也者評定問， さらに自

己・使者評定共に非言語的行動および患者満足度との相関

は認められなかったが，自己.1患者評定高抵群ごとの組問

をみるといくつかの椋潟が認められた。ノンパーパル感受

性が鉱いと自己認知している者は発言時路に伴い銭きも場

える傾向が示された。他者がノンパーパル感受性が高いと

認知した者はfIIi1隠角度が深くなり身振り(身体接触)が増

す傾向が示された。地者がノンパーパル感受性が抵いと

知した者は発言時時が増えると領きも増える傾向が示され

たc 患者瀦足度の高い者は微笑みの時期が長く対人距離が

短いことが認められ，さらに対人範離が緩くなれば体の傾

きは深く身体接触の行為が多かったc 患者満足度のほい者

は発言時間が増えれば鎖きも増える傾向が示され一方向の

送信が推察された。議擬患者がはド言語情報を見分けられ

たjとした満足群は対人!J!g離が短かった令模擬患者が被験

者の非言語懐報を見分けられたとした要因，患者満足度を

高めた対人!J!g離の要留についてのパラ言語や言語内容の分

析を含めた検討が今後の課題である O
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198)医療用語・書式の病院賠較差に関する醗究第 1報
近畿・東海爵揖院における予備的実態調査

王子 陽子.槌国務子(新宮市立医療センター)

山田一朗(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{目的}

臨床場関で用いられる医療用語・書式には.病院関較差が

存在することが経験的に知られているc こうした較差は，

医療ミスの原田となりうるものである。そこで今関，援療

用語・議:式の較差の実態を知るため，近畿・東海闘病院に

おける予備的調資を実施した。

{対象と方法}

共開研究者が主催するProjectAKI研究会の参加者61人を

対象として， 2008年1月から 2丹中勾にかけて無記名自答

式の調査を実施した。調査票には.r院内l略語集の有無熱

型表の呼称Jr体温と服拾の色分けJr勤務帝による看護経

過記録の色分けJr医療行為・薬品名の韓併記「援療用語・

書式の較差に起留する医療ミスの経験jに関する項目群を

盛り込んだ、。なお対象者には， r研究の趣旨Jr偲人情報の

「仁1"途離脱の自由jについて口頭で説明を行い，調査

票の提出をもって研究協力の意思を確認した。

[あけミと考察}

1)所総施設の所在地:近畿関が4914，東海関が12件であっ

た。

2 )院内略語集の有無:I昔話詩集が用意されているとの問答

は38件 (66.79ら)であった。

3)熱型表の呼称主主主1表J47件 (78.3%)，r 1利益去J5件

(8.3%). r主主表 41'1二 (6.7%).ri!illJ史君主J2 n (3.3%)であっ

たc

4) r f本j昆jとrJ院在IJの色分け:体iJf!til{r育J.紙拍が「赤j

のパターンが3214(53.3%)，その逆のパターンが281'1:
(46.7.0%)にほぼ二分された。

5 )勤務帯による「看護経過記録jの色分け:r日勤帯」は

全数がf黒jであったが，準夜勤者?は「赤jが39件 (63.9%)， 

「黒Jが19件 (31.1%)， r脊jが3件 (4.9%)，深夜勤帯は

「赤jが43件 (70.5%に f黒jが18件 (29.5%)であったC

6)医療行為・薬品名の略称:r1更を観察する行為」の略称

は「観使」が35件 (57.4%)，その他は「略語は使わない」

であった。 r便を描出する行為Jの略称は， r摘使J59件
(96.7%)， r使鏑J3件 (4.9%).rr呼吸の異a常音jの略称は

511午(83.6%)，rJli1iラ音J9件 (14.8%)であったc

f語交化マグネシウムjの略称は「カマグJ41件 (67.2%)， rカ
マ 16件 (26.2%)， r注射用蒸留水jのi略称は fワッサ

351il二(58.3%に「蒸留水Jll件 08.3%)ri主蒸水J4件 (6.7%)
であった。

7)涯療用語・書式の較差に起援する医療ミス経験:寄せ

られた総計16件の事例のうち， rミスにつながりそうになっ

たj事部が7件付3.8%)に及んでいたc

以上のように近畿・東海爵内という限定された地域でも，

医療泊語・書式には毘療施設問較差が存在した。次の課題

として，全自レベルの調査を行って地域間較差の実態を明

らかにしていく予定である。

199)侶人 PCのウィルス対策の現状調護

演出美喜子(関西医科大学F付属枚方病院法療情報部)

{目的i
本院では，業務系と学術系のニつのネットワークシステム

が稼働しているO 業務系は電子カルテシステムをはじめと

する病院情報システムであり原則的にはインターネット議

続はされていない。学術系は教育・研究・診療を支援する

ものでインターネットに接続しオンラインサーピスや文献

検索が可能であるc 近年ウィルスやスパイウェアの脅威は

高まり，業務や学術とも感染にさらされる機会が多い。看

護師は病i完外で作成した文語:ファイルをじSBフラッシュ

メモリで移動する機会が多いため，学術系ネットワークを

利用することになっているがしばしばウイルス感染が確認

される状況にある O 今回個人PCの管理状況を把握し今後

の毘療靖報部の教育計画の課題を明らかにすることを告的

としたc

[研究方法}

(1)対象者:当践に勤務する看護締696名(回答率97%)(2) 
調査期間:平成20年 1 月 ~2 月 (3) 調査方法:質問紙誠査

倫理的記躍として調査は無記名で行い，収集したデータは

厳重に管理した。[研究結果]個人のPCの所有率は，持っ

ている (94%)持っていない (6%)であった。インター

ネットの利問状況は，している (75%)していない (25%)
であったc じSBのウィルスチェック方法は，知っている

(44%)知らない (56%)であった。ウィルス対策ソフトの

導入状況は，はい (54ちら)いいえ (10%)わからない (36%)
であった。ウイルス対策ソフト及び、ブロノくイダチェック

サービスの2種を干IJJlJしている人は26%であった。ウィル

ス対策ソフトの更新は，している (58%)していない(15%)
わからない (27%)であったc ウインドウズアップデイト

の更新は， している (39%)していない 01%)わからな

い (50%)であった。病棟関でのウイルス対策ソフトの導

入状況をみると.格差があった。ウィルス対策で知りたい

事は，ウィルス対策の具体的方法，じSBのウイルスチェッ

ク方法，感染したPCの状況とその対処方法，各ウイルスソ

フトの特撮と価格，感染しないダウンロードの具体的方法

などであった。

{考察}

当i誌における看護師のPC所有率はおく， 75%がインター

ネットを行いPCは普段の生活に欠かかせないものとなっ

ている。しかし今期の調査結果からウイルス対策に関する

知識が低く，約半数はウィルスの危徐にさらされたままの

状況で使用していることがわかった。 PCJ!jlj'入n寺に接続し

た無料サービスを更新しないまま接続しているケースや.

インターネット接続していないから感染しないという誤っ

た知識を持つ者護締が多い。今留の調査結果を踏まえ早急

に病棟管潔者を対象にウイルス対策に関する研修会を実施

した。今後は者護i険金員に実施しウイルス均衡!の知識を拡

大する必要がある。
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200)看護学生に対するゲル状逮乾性襟式手指渚毒剤穫期

!こ関する指導方法の検討

吉井美穂，坪器恵子，西谷美幸

(富・山大学医学薬学研究部(涯))

{自的]
速乾性擦式手指i肖毒剤によるラピングj去は簡便で確実な除

蕗方法であり，日本でも広く普及している手洗い方法であ

るG その中でも特にゲル状のものは液ダレしにくく塗り広

げやすいという特設があり，多くの施設で龍局されている

ため，者護学生への適切な指導が重要で、ある。今関.本学

学金が臨まlT，実習時に使用するものと同様の消毒剤を用いて

乾燥までに要する時間と意識して行った点および、感想、につ

いて調査し指導方法についての検討を行ったので報告す

るc

{研究方法}

研究の趣旨を説明の上，用意の得られた本学看護学科 1年

次生58名を対象に平成19年11月に手洗い演習を行った。方

法としては.速乾性擦式手指沼毒剤の使用方法についての

説明後，実際に手指j持議演習を行い，完全に乾燥するまで

の時間を計測しその際に意識して行った点および感想を

窃由記載してもらった。また倫理的記長室として，学生には

口頭でプライパシーの保護と成績に関係しないことを説明

したc

{結果}

擦式手指消毒剤を用法通りはブッシュ)領泊した際:こ，

るまでに要した時間として最も多かったもの

は40-49秒であり，次いで30-39秒¥50-拍手少が続いた。

また今様使用したゲル状速乾性接式手指浴毒剤は，塗 r)広

げてから乾燥し終わるまでにお秒かかる:設を用量としてお

りlブッシュで適量となっているが，実器に{史}苦した結果

では，乾燥するまでに全ての学生において20秒以上の時間

を要していたc さらに.意識して行った点としては「爪の

中や指街までしっかりと行ったjという意見が大多数を占

め.r怠ったよりも乾燥するまでに時間がかかったJ乾い

ているかどうかの判断に菌ったJr最が多いと思ったJなど

の意見が罰かれたっ

{考察]
以上の給条より，用法および用量を線認し使用することは

大切であるが，本来の目的である「確実な除醤jを行うた

めには完全に乾燥するまで擦り込むということをエピデン

スとともに教育していく必要性が示唆されたc また，汚れ

が落ちにくい額所を意識して手指摘毒を行えていたことよ

り，ポイントとなる点についての指導は適切であったと

えられるが，指導直後の回答であったため，継続して教育

していくことが必要である。さらに，「乾いているかどう

かの判断に溜ったjという感想がみられたため. より確実

に行えるような指導確認の方法についても今後検討してい

くことが示唆された。

201)看護師の感染症のリスクイメージaと影饗要因

室井洋子(福井大学医学部附属病院)

岩国語子(福井大学医学部看護学科)

{目的}

薩療現場では.さまざまな状況で発生する感染症が脅威を

与え.日頃からの組織や個人の危機管理が求められているC

しかし看護締の感染予防行動には偶人差がみられ，これ

を左右するのは不安や恐怖といったリスクに対するイメー

ジが影響しているのではないかと考えたc 本研究では，

護師の感染症のリスクイメージへの個人や集団の特性など

を検討し感染予防行動教育への示唆を得ることを

目的とした。

{研究方法}

対象:感染管理活動を行っている 2総合病践に勤務する

理者を除く看護師483名。データ収集:配布は依頼，出Jlx.は

本人が直義郵送の費関紙調査。調査;器開:20昨年8月6日

-8月31日。調査内容:12の感染痕に対するリスクイメー

ジはTeigεnらの尺度を参考にSD法によるイメージ9項目

を使用し 7段階評定。影響要国は属性，感染症の知識，

準予防策の教育を受けた場所ー感染症の議蝕経験，鎌原ら

のLOC尺度。分析方法:感染症のリスクイメージは項目ご

とに平均点を拝出，影響要留については.t検定，

分散分析，リスクイメージを従議変数とした童図婦分析(ス

テッブワイズ法)により検討した (p<0.05)。倫理的記掻:

各病臨の委譲部長に了解を得た後，対象者に臼的，方i去を
文書:で説明，回答によってi得意と判長rr会

{結果}

陸~又は408人 (84%). 有効問答数342人 (84%)0 対象の平

均年齢は29.2歳で20歳代の全体におめる割合は. 68.1%で

あった。感染症のリスクイメージの平均得点 (432.9土

53.07)は，感染症の知識，接触経験，教育の「あり j群で

有意に抵く，集中治療室勤務が他の勤務場所に比べ有意に

{ほかった。重i副読分析の結果では，感染症の知識得点 (s

-0.121. p<0.05)と集中治療室勤務 (s = 0.162. p< 

0.00が感染症のリスクイメージに影響のある婆悶と予ifflJ
された。さらに感染疲ごとにリスクイメージ項目郡平均

得点の比較を行なった結果，エイズが「自発性j得点が一

番抵く脅威J]tJ致命J]tJ得点が一番高かった。特殻の

類似した感染症の比較で、は.恐ろしさをイメージする項目

の平均得点に差が見られた。

{考察]
集中治療室看護部は.急、性揮で重症な，患者の集中治療室看

護において，感染予防についての感心が高いことが推測さ

れ. l'むの勤務場所に比べ，感染主主に対するリスクイメージ

に影響する要国となったのではないかと考える。また.惑

染者去の知識，教育，勤務場所の違いで，感染症のリスクイ

メージ得点に差が見られ，看護部の感染抜のリスクイメー

ジを捉えることは，適切な感染予訪行動を実践するための

認識や教育の評価として有効な資料となると示唆された。

日本表後研究学会雑誌 Vol.31 No. 3 2008 221 



202)手洗いによる手指衛生の評髄!こ関する検討

岡本佐智子，田野ルミ，小川俊夫

(埼玉県立大学保龍医療子高校学部)

{目的}

手洗いは院内感染対策の基本であり，盟療現場でも手指衛

生のためのガイドラインをもとに手}I僚を作成し院内感染

予i坊に努めている。手指衛生の評価は，ガイドラインや手

JI読の作成の重要な根拠である。本研究の話的は.手洗い後

の経過時間に焦点を当て. I徐関率の評価を行う際に考癒す

べき条f~こを明らかにすることである c

{研究方法}

1.対象:Iヨ視上，手荒れが認められず，実験参加の承諾

が符られた者。

2.実験期間:2007年 9 月 ~10丹

3。実験方法:1)洗浄剤と流水による手洗い実施後，ヲ三

指を乾燥。 2)手洗い直後. 1分後. 3分後. 10分後. 30 
分後にパームスタンブチェック (SCD寒天培地)を用い

てー利き手をスタンブ。 3)スタンブ後，鮮卵器に入れ37CC
の環境で48時間培養後.縮菌コロニー数をカウント O

4. 倫理的配惑:対象者に研究の趣旨と，参加は自由意思

であることを説明し文書:で同意を得た。

{結来]

手洗い後の綿関数の経時的変化では.洗浄剤および112燥方

法の手にかかわらず.手洗い治後から時間の経過に従い

網開設が減少し 30分経過するまで減少が続いた。手洗い

夜後の手1lI1者数とよと絞して. 30分後は. 9 ~;U}~.U二の殺I1 1fî 数の

減少が見られた。また手洗い後. Ui¥'ilUを空けず 51m述統し

てスタンブを実施した実験では，部ri4数の減少は見られな

かった。

{考祭]

手洗い後の縮菌数は，見かけ上手法い直後が多く.時間の

経過に伴い減少したことから，手洗い後の経時的な細磁数

の減少を考癒:に入れなければ，手指衛生の評価を誤る可能

性が高いことが示唆されたc 以上のことから，手指衛生の

評価iにおいて評価時泌を標準化する必要があると考えられ

た。
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203)救急外来における看護舗のケアリング行動と感情労

散との龍{系性

丸田美和(Jlli崎臨科大学[i付属病院)

村上生美(関山県立大学)

{目的}

救急、外来の患者は突発的な外協や発病あるいは髄性疾患の

急性増惑など，いわゆる急性・緊急対応のニーズを持つ。

先行研究では救急、部門の審議部はー綾部門よりも外傷時の

ケアリングの知覚について，心理社会的・全体論的な側面

が抵いと指摘されているc 救急外来では救命のための効率

的な処置が最擾先さ礼者護締の惑靖労働は高くケアリン

グ行動は低いことが予測される C そこで¥救急外来春護l郊

のケアリング行動と感箔労働の関係を…毅病棟看護邸との

比絞において検討する。

{研究方法1
2007年 S 月 ~7 月，同意の得られたや・問盟主主方の300床以

上を有する救急、告示椀l誌の救急外来看護部(以下

633名，ー絞病棟看護陶(以下 f一般看護締J)631 

名を対象に.馬性，自弓概念(相互独立・指互協調的自己

認尺疫トケアリング行動(ヒューマンケア行動調資票ト

感情労働(者護部の感稽労働測定尺度)の自記式質問紙を

郵送法にて関i反した。 倫理的配は締山県立大学倫理委員

会の承認を得たc 分析方法{主義性，関係妥協を独立変数に

ケアリング総得点を従属変数として主に霊園帰分析を用い

{結果}

有効爵答率は救急者護布li382名 (60.3%に一段肴該部411名

(65.1 %)であり，平均年鈴は救急看護繭36.5議，一殺看護締

33.3歳，

あった。救急者護制と一段若護締のケアリング総得点を従

とする童図婦分析を行った結果，ケアリング在勤へ

の彩響力が強い瓶に感箭労働の「探索的潔解J(s =0.489) 
アの表現J(s =0.260) 深層i車部J(s口 0.250).

(s 0.144).自己概念(s=0.140)が線認されゆく0.05).

所属による差は認められなかった。またケアリング行動の

おい者は感懐労働がおく自己概念は棺互協調的であった。

{考察]

救急、若護騎と一段審議sjjiのケアリング行動が最も影響力を

もっ 3変数，すなわち感↑苦労働ならびに自己概念，経験年

数はケアリング行動の予iJtIJに重要である。また救急と

看護締の自己概念，感情労働，ケアリング行動において所

属による蓋は認められず，両者のケアリング行動が高い者

は感情労働が高く自己概念は棺互協説的であった。このこ

とから救急告示病院の一般病棟における救急化がすすみ救

急と類似の看護締の様相を呈していることが推測されたc

救急外来のみならずー殺病棟におけるケアリング行動のた

めには<感情労働>への注目が必婆であると考えるc

204)重症患者における血糖管理一看護部と監錦への意識

調査の結果かう

清水孝宏(独立行政法人都議市立病院)

[践的]

近年，集中治療領域における厳密な取機管理は合併症の羅

患h 予後改慈効果が示唆されている G 当i淀ICじは各診療科

主治医紛で二血機管理に統一性がない。そこで，置蹄・

護師の鼠糠コントロールlこ対する考えを知弘看護自信の教

育，血糖菅理マニュアルの作成を8的とする G

[研究方法}

研究期間:2007/121 1 ~ 20081 1 1 7研究対象:内科・外科・

JI前外科・麻酔科・救急医の計34名ICじ所属者護締24名 デー

タの収集方法 看護師・記述式アンケート調差是医締:構成

的面接法

{倫理的記長室]

当践の倫理委員会の承諾を得た後，対象者に研究の目的.

方法，本研究協力の有無による科議・不利益がないこと.

個人憤報探護を説明し承諾を得るc

{結来]

看護締へのアンケート謁資結果では. ICじにおける良好な

呂擦副総綴は80~100rngl dl . 100~ 150rngl dlがそれぞれ50%

だった。窃i鼠務?の弊害について記述式での関答は易感染，

も多かった。厳密な胤糖管理をおこな

う強化インスリン療法については38%が知っていると留答

した。 陵師への構成的耐義法では， 自擦血糖値はDM患者

が血糖値200昭 Idl;J!:'DM患者が鼠穏健150rng/dlとの問答が

多かった。インスリン投与は鼠糖値が200rng/出w、上で投与

するとの回答が54%であった。千ンスリンによる1fIl瀦コン

トロール方法は関欠的成下注射が36%.持続的静!採注射が

36%と過半数を占めたc 強化インスリン療法を知っている

と国答した底的は55%だったむ

{考察1
2001年Berghelこより積援的にインスリンを用い血務総

80~ 1l0rng/dlで管理することでICじ在室期潤や死亡さ容を抵

下させる強化インスリン療法が報告されたc この強イヒイン

スリン療法の認知度は看護蹄が低く，陸部が高いという

果となった。しかし諒襟血糖僚は看護締がi践し援陣は高

い傾向を示していたことから強化インスリン療法を正しく

している医師は少ないことが考えられる令看護締.富

郎両方に紫隠した高血織の弊害については感染性合併疲の

リスク，部{譲治癒遷延などで共通していた。このことから

高取糖の弊害については両者が理解していると考えられ

る。しかしインスリン投与方法については間欠的皮下注射

と持続的静脈往射の選択に医師により桔遠がある。一絞的

にま重症患者は末梢循環不全の頻震が高いため， インスリン

の皮下注射では血糖コントロールが不確実で持続的な静続

投与が挺奨されている。重症患者では侵襲に対しストレス

ホルモンや炎疲性サイトカインによる影響がインスリン抵

拭性をもたらしお鼠絡を呈するc 高風糖の故霞{ま!殿器組織

i際容の遂行を招き，迅速な対Jt，が要求される。当院のよう

な各診療科主治援制のICじでは統一した血糖管理マニュア

ルが必要であり今後，マニュアルに期った血糖管理を実施

しICむ在家期間や死亡率を評価‘していきたい。

日本肴護研究学会雑誌 Vo1.31 .:--Jo.3 2008 223 



205)内容分析を用いた院内急変碍の蕃護蹄の対応分析

井上理恵，高111裕喜校，川上三千穂

(福井大学医学部附属病説)

上野栄一(福井大学法学部看護学科)

{自的i
X病棟では.Y年10月から院内設、変において院内救急コー

ルを実施している。 Y+2年8月までに33件の婆請があっ

た。蘇生処置を施行した患者は. 17名で11名が気管挿管を

行い. 1名が社会復帰.11名は死亡となった。先行研究で，

急変時の発見は看護蹄が多いとされ，実I~祭X病棟でも発見
者のほとんどが，看護締であった。しかし最初に発見し対

!忘することの多い看護輔の行動や思いは，明らかにされて

いないっそこで本研究lえ院内急変持に第一発見者の看護

締がどのような対応をしているかを明らかにすることを E
Gきとした。

[研究方法i
Y+ 11"三 6月-Y+2J，ド1月に急変対応した17名の看護郎へ

の耐強調査を実施したc 分析は，クリッベンドルフの内容

分析をJTJいた。又，コロケーション解析により意味内容の

ある類叡の文章をカテゴリ化した。<倫理的配播¥>対象者

に研究の趣設を説明し研究参加は自由であること，途中

楽権の白血データはすべてコンビュータで処潔されるこ

とを説明した。 同意の得られた者護師にインタビュー誠資

を行いデータの解析にあたっては.国有名認，地名が出て

きた場合は記号化し個人が特定で、きないようにした。

{結来]
全文を解析した結采. 77021阪の形態素に分析できたっこの

形態素解析された 1:1:1から単語(名詞，動詩)を抽出したc

さらに句読点，空1~， m5分を省いた6679誌から.名詞，動訴
を分析対象とした。務自した動詞のコロケーション解析で

符られた制限の行動については (11印後の行動〉く者護邸と

しての責任院内救急体制の認識不足)(研修・実践との

ずれ》の 4つのコアカテゴ1)が生成され， 12のカテゴリ，

54のサブカテゴ1)が抽出された。次に. I淀内急変時の看護

部の行動について形態素解析し名詞を意味内容の類似し

たものをカテゴリ化した。その結果，院内急変持の看護師

の行動については.<対人関係>， <状態の観祭>， <実

践>， <学留経験>， <組織の体制>， <時間>， <場

所>. <量>， <感情>の 9つのカテゴリが摘出できた。

[考祭}

院内で起きる急変時に.<組織の体制>の中で，

<時間>と<場所>という波られた空間において.患者の

<状態の観察>をしながら.<学習経験>を活かした仕事

の<笠>を<学習経験>に基づき調節しながら<実践>を

行っていたc さらに，看護師は，様々な<感情>を持ちな

がら実践をこなしているという実態が明らかとなった。

患者の急変時には，特別多・実裁とのずれ》を感じながらも，

O出瑳の行動》で患者状態の観察を実施し〈看護郎として

の責任》を果たそうと努めていた。しかし《院内救急体制

の認識不足研修・実践とのずれ》から不安を抱いている

ことも明らかになり，今後の院内BLS研修や，新人教育の

改善点について示唆された。
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206)急性期満院において寵性期意識鐸害患者をケアする

看護揮の心理の明穣化

小林秋恵(香川県立保健医療大学)

{目的}

意識障害からの路援には様々な感覚刺激が必要といわれて

おり，看護腕の関わりは重要である G 本研究は，急性期病

院において，Iill復可能性を持つ罷性期意識障害患者をケア

している看護部の心理を鳴らかにすることを毘的とした。

{研究方法}

A県内の急、性期病院3施設に勤務する看護師19名に半構造

化部援を行い，グラウンデッドセオリーアブローチを参考

に分析した。 倫理的配慮:として，対象者の研究協力・中断

についての自由意思の保j設置名牲の維持とプライパシー

の保持を口頭と文書で説明し時窓;を得た。なお.本研究計

i図書は研究者の所属機関の倫理委員会で承認を受けてい

るつ

[結果]

パシーへの I~ちりと引き戻というコアカテゴリーと

11偲のカテゴリーが抽出された令;ァパシーへの諮りとヲi
き渓し;は，仁患者との意思疎通が沼難jな状況における若

護締の仁号、者に関心を持つjとrJ，患者への記惑を欠く jと

いう二つの心理状態の関の変北を表している。本研究では

アパシーを，患者やそのケアに向けられる心構えが乏しい

状態と定義したo ァパシーへの結りjは，看護部の楼牲期

関心やケアに対する顎極的な患いが乏し

くなっていく心理状態である。この心理状態には?ケアの

効果が譲れない r悶設は期待できないJrケア環境は不十

分Ji急性期病院でできるケアをi決定するjなどの，患者と

そのケアに対する認識，ケア環境に対する不満足感などが

関連しているc このような心滋状態において， rケアは必

要最低援の繰り返しjと認識する。一方;ァパシーからの

引き戻しjは，乏しくなったケアへの犠緩的な患いが以前

の患いへと戻されていく心理状態である G これには「患者

の好ましい予懇外の反応を感じるjことや，家族や悶僚看

護締など「他者からの刺激に対して反応するjことが関連

していた。そして，看護締だけでなく家族やコメデイカル

の力を活かし現状の「ケアを充実させたいjという思い

が生じていた3

{考察}

看護隊は言語的に意思疎通が関綾な患者に対して関心を

持って関わろうとする。しかしケアの有効性を実感でき

ない状況や入院期間の短縮イιまた急性期患者が優先され

るケア環境では，間接に時間を要する意識障害患者に十分

なケアが提供できないと認識するものと考えられるc そし

て患者やケアに向けられる心構えが乏しい状態になり，必

要最抵摂のケアを繰り返していると思われるC 一方，患者

のよい反応や家族・開僚看護締などの熱意は，看護締の心

理を刺激するものであり，患者やケアに対する心構えが初

郊の心理状態に戻ると忠われる。この研究結果から，患者

のIill諜可能性を信じてケアすることの必要性，家族やコメ

デイカルと，患者自擦を共通認識することの重要性，患者の

回復を実感できるような地域連携の推進が示唆された。

207)血液透析患者の口渇や対処方法の実態

道重文子， f中自主美由紀(京都播大学看護学部)

佐名水宏美，偶美智代(群馬大学援学部保健学科)

[目的}

透析患者の心不全や腕水腫などの合併疲を予防するために

は，水分管潔が重要である G 水分管理のコントロール不良

の要民のーっとして口渇が上げられているが.透析患者の

口渇の要閣は複雑である。それぞれの要鴎に適した口渇を

緩和するケアの実路には，透析患者の口渇や対処方法の実

態を知ることが必要と考え調査を行った。

{研究方法}

1)対象者 :Aクリニックにて昼関の血液透析を受け，本

研究に関意の得られた患者30名。男性16名(平均年齢70.3
土 7.1絞)，女性14名(平均年齢63.5会 10.9議)。透析}震は，

1ヶ月-30年で. 王子均7.3土6.5年。
2)調査項百日常生活に濁すること， KDQOLTtv1疾
患特異的尺度の下位尺度(症状)，口j誌の音11{立，口渇持の対

処方法などで構成した調まま紙 (2) 口経内湿潤度 (3)唾法

務: (心体重増加率

3 )調査時期および方法:2007年9月，調査紙は透析中に

罰き取りをした。訂腔内湿潤授と唾液量の測定l之透析 終

了30分前lこ，湿潤度をiWJ定後，唾液翠:をiUlj定した。口腔内

湿潤授は，シルマー試験紙を下顎前歯奇11口腔前庭の綴頬移

行部におき 1分後のi盛主主浸透設を測定した。理ffi液翠:は，
Salivette孝のロールコットンを舌下部に挿入し 1分後の重

量を測定した。本研究のお依方法，偶人箭報の保護の内

容を説明し向窓を得，倫理的に詑惑し

4)統計約処理 :0渇の有無と口!控湿器!度や唾液:誌の比較

はt検定を，口渇者の対処方法による比較はf検定をおこ

なったc

[結采]

日や喉の渇きを訴えていたのは17名 (56.7%)であった。口

渇を訴えない人との比較では，年齢，性別，涼疾患，透析

;盤調度.需を液;量に有意差はみられなかったが，水分や

塩分の摂取に対する注意では，口渇を訴えない人の方が有

に高かったゆ =0.03針。口ゃ~.誌の渇きに対する対処行

動(援数拐答)では， r水を欽むjが9名 (52.9%)r氷}十を
含むJ5名 (29.4%)， rうがいをするJ3名 07.6%).rア
メをなめるJ3名 07.6%に保湿布!の使服者はいなかったc

f泣くを欽むj人(以下，飲水群)と他の人 w、下，非欽水群)

のよと較では， 自尿，原疾患，体重増加率による有意義はみ

られなかったむ水分や塩分の摂取に?かなり詮意しているj

が非飲水群ではち名 (62.5%)に対して飲水若手で、は 2名

(22.2%)であった。

{考察}

今自の調資結果からは，血液透析患者の詰渇に関する傾向

を持定することはできなかった。口渇に対しては，半数以

上が欽水や氷片などの水分補給によって対処しており，水

分摂取の指導や対処方法の開発の必要性が示唆されたむ

(本研究は科学研究費基盤研究 (C)課題番号:19592543に
よる)
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208)中年期にあるパ…キンソン病患者の生活体験の構造

出村佳美(福井医療短期大学看護学科.) 

岩田浩子(福井大学底学部看護学科)

{岳的i
パーキンソン病は運動機能障害が進行するため生活上の課

題は大きいと考えるc しかし生活体験の検討は十分では

なく中年期を対象とした研究も少ない。そこで本研究は.

中年期にあるパーキンソン病患者の生活体験の構造を明ら

かにすることを目的とした。

{研究方法}

1.対象:ステージ 2-3で，強い欝がなく会話が可能な

40-59歳の通院患者10名。 3つの病院で実施した。 2.
データ収集及び分析方法:半構成的面接でデータ収集し

修正版M-GTAを用いて分析した。分析テーマ「発症から

現在迄パーキンソン病と共に生活する中で感じたり考えた

りしたことjに照らし概念を生成し意味のまとまりによ

りカテゴリー化して関係性を検討した。パーキンソン病患

者の看護・費的研究に精通する複数の教員よりスーパーパ

イズを受けた。 3 倫理的配慮:自己決定，不利益を受け

ない，情報公開.プライパシー・霞名性・機密性権保など

の4つの人権擁護について説明書を用いて説明し同意書:

への署名を依頼した。各病院の倫理審査委員会の承認を得

たむ

{結ヰミ及び考察}

対象の平均年齢は53.4歳で有Jr~者は 6 名 3 全員が家族と伺

していたコ分析により〔診断治療に誤らくつ{動かなく

なる身体への苦悩] [人と関わることの1!i'1'i泌げ二きる1il1i1i泌
を喪失する恐怖]ド本来の私"でありたい[仕事ーの意味を

転換する] [家族が病いの伴走者] [今の自分にlilfifrliを見い

だす]の 8つカテゴ1)ーとおの概念が生成された。これら

は肯定的な体験と否定的な体験として位詮づき桔互に関連

し会っていた。<思い通りに動かない歯捧さ>や<動かな

くなる身体への落距>により〔動かなくなる身体への苦悩]

が存在していた。この苦悩は体験の中村iで〔人と関わるこ

との苦悩〕や〔生きる倣伎を喪失する恐怖〕の源になって

いた。運動機能が際害され自律性が喪失することで，身体

の苦絡が大きく生きることが脅かされる体験だ、ったと考え

る。また外観が変化することで他者のまなざしを自分に差

し向け苦悩していたと考えられる。さらに診断に賂部を要

し進行性であるため〔診断・治療に揺らくつと考えられる。

は援r，ijiと患者の調整役になると共に，温かいまなざ

しを向けケアする必要性が示唆された。その一方で患者は

〔“本来の私"でありたい]と忠い〔仕事の意味を転換する;

ことで職業を継続していたc 生産f世代にある中年期の患者

はこのように常定的な領ij磁から自己を捉えていたと考え

る。苦悩が深まる中で〔家族が病いの伴走者]であると感

じ[今の自分に飯値を見いだす〕自己へと変化していた。

家族は患者の支えになる一方で，共に揺らぎ苦悩する存在

であることが明らかとなり，家族介入の必要性が示峻され

た。

209)慢性看護!こ携わる臨床審護師が抱く患者教帯への思

い

産成洋子(新潟県立春護大学)

{目的}

臨床の場で，糖尿病，心服病.腎!殿病. )J翠原病などの慢性

病者の看護(以下，慢性看護)に携わる看護締の患者教育

についての思いを明らかにすることを呂的とした。

[研究方法i
質的締約的研究デザイン O データ収集方法は病床数500床
以上の総合病!院の2施設において.慢性看護に携わる看護

師11名(平均16.5年，勤務場所平均4.7年)に，患者教育につ

いての姿勢，考え方や思いについて.学構成的部議を行っ

た。伺意を得てインタビューの内容を録音し，テープから

逐語録を作成した。データの分析は，作成した逐語録の内

容から類似したものを抽出し類型化を進めカテゴリーを

抽出した。

[イ命理的配車i
研究協力施設へは，本研究の趣旨と方法を文書と口頭で説

明した。研究参加者へは，研究の呂的.方法，プライパシー

の保護や研究参加が自由意思であることなどについて，文

書および口頭で説明し間意書によって承諾を得た。

{結果}

慢性器護に携わる臨床者護師が患者教育に抱く思いは.[J患

者の全体像を捉えることへの思しっと[患者主体のアプロー

チについての思い〕の 2つのカテゴリーが抽出された。〔患

者の全体段を捉えることへの思い]は.<患者の生活や生

き方を捉えることの必姿'性>. <患者の治療や療養法につ

いての把滋>. <患者の思いや価値についての尊重>のサ

ブカテゴリーからなり患者主体のアプローチについて

の思い]は.<患者との場の共有のあり方>. <患者との

関係作りの評価>. <患者に関する情報をチームで共有す

る必要性>. <患者との関わりに手ごたえを感じられない

ことによる難しさ>のサブカテゴリーであった。

{考察]

慢性看護に携わる臨床看護師が抱く患者教育への忠いは，

患者の生活や生き方を捉え，思いや価値を尊重することや，

治療や療養について生活体験を共有するというポジティブ

な思いが明らかになった。一方，患者との関わりに手ごた

えを得られないことによる留難さなどのネガティブな思い

もみられ，このような思いから患者数宵が患者への教育効

果につながりづらい現状を現わしていると忠われる。以上

のことから，臨床者護締は病を持ちながら生きる患者の捉

え方やその患者との関係のあり方などを評備することが必

要であると考えられる。また，患者のエンパワーメントが

促進されるような関わりの検討や.患者の治療や療養生活

への意識や行動を前向きに変化させることができるような

総床看護制への支援の重要性が示唆された。
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210)護性許疾擦患者の病気の認識とセルフケア能力との

関達

江 口美子島中央病院)

佐藤みつ子(山梨大学大学院)

{目的}

?受性肝疾患患者の病気の認識とセルフケア能力との関連を

明らかにし効果的なセルフケアへの看護支援を得る会

{研究方法]

調資対象 :A病院の外来通I~題性肝疾患患者135名。

i器開:2007年 7 月 ~9 丹 s データの収集方法:用意の得ら

れた患者に配布する。誠査内容:基本的属性，疾患に隠す

ること病気の認識9項目，セルフケア能力 4下{立尺度29

1立EL診療銭から転記:診滋名，擢病期間c データの分析

方法:各?調査項呂の基本統計最の算出。属性別に病気の

認識とセルフケア能力との各項目の関連について， t検定，

一元記積分散分析， Pearson讃率相撲i係数を行ったc 統計

処潔は， SPSSI2，OJを用いたc 1i命潔的記長室{:研究の怒旨，方

法，底名性， 1壬窓性，中断の自由を説明し承諾を得たc

{給条・考察]

i滋収率124名 (92.9%九平均年齢62.6土 11.2歳，有i銭者61%.

無職者39%，欽ii!li者31.7%であった。知りたい情報は治療

48.4%. )j干験46.8%. 治療・検査の給采41.9%で\tl~報i僚は医

師96%. 看護締13.7%であったc 医師から報を得るには

受診持関が誤られており，看護師からの稽報提供がさらに

必要とされるため，看護者は患者の知りたい鵠報を把握し

患者のニーズに合う助言ができる時期を確保することが必

要である。病気の認識について，治療法は効果があるとい

う認識は男教が有意に殻く (t= -2.82. p .006)，男性の

中でも肝炎が52.9%と多かったG 男性肝炎患者には十分な

治療・検査やその結果などの情報を掠供し患者の理解を

把揮しながら治療効果の説明が必要である。

機能に効果があるという認識は1:な支援者を雨殺とする

(F口 2.74，p .022)・飲酒者 (F 2.21. p .029)・喫'壊

者 (F= 2.21. p .029)が抵かったことから，病状の進行を

紡ぐために禁酒・禁燥など生活調整の重要性を家族と共に

確認し指導強化する必姿があると示唆された。セルフケア

能力について，有験者は体調の調整能力 (t=3.56.p=.OOl) 

と健康管理法の獲得・継続能力(t口 2.57.p口 .012)が低い

ことから，仕事しながら活動や休怠の鵠撃が閤難と考えら

れ，観祭記録や経過表を利用しj言動f去を示しながら生活内

容を検討する必要性が示唆された。病気の認識とセルフケ

ア能力の鰐連については，生活識撃が好機能に効果がある

認識が幾康管理法の獲得・継続能力 (r= 0.45. p< .001)と

有効な支援の獲得能力 (r= 0.41. p<.OOI)に強い関連があっ

たことから，生活調整が好機能への効果になるという

が}詰屈の支援を得る行動へ強く影響していることが明らか

になった。

211)隠好品を鰐接されている患者の我壇!こ関する研究

金正貴美，さ当毘雅代，野口英子.竹内千夏，中矢晃子

(養JlI大学産学部著護学科)

{民的]
たばこやアルコール・塩分など一部の略好品iえ病気発症

の影響婆悶であるが格好品を我慢することは難しいc 医療

者は患者の我'設を理解することで患者指導を考議できる令

そこで監療上の呂的で格好品のニーズを制限されている患

者が. どのように我壌をしているのか，その内容を明らか

にする

{研究方法]

対象は虚血栓心疾患・腎鱗疾患.?詰化器内科疾患のため，

内科的あるいは外科的治療目的で入院あるいは外来通践し

ており.医師から稽好品を翻接されている患者である。

査内容として筏性， FTND (Fagerstrom Test for Nicotine 
oεpendεnce). もしくは久里浜式アルコール依存置テスト

であったc また半構成的質関紙において晴好品の習壌やさ主

活のr:tでの必要性，我髄について百五接言語表を行った。

期間は2006年 7 月 ~9 月である c 分析は，木下の移ïE販グ

ラウンデッド・セオリー・アブローチを用いた。倫渡的記

として.香川大学民学部倫理委員会で研究のゑ認を受け，

対象者には研究g的や参加・中断する自由など文書で説明

し
[結果]

対象者は15名(男性14名，女性 1名)であった。主として

治療が行われている疾患名とその患者数;ふ虚血税心疾患

9名.アルコールttsf硬変2名詰息2名，ネブローゼ2

名であった。平均年齢は60.6議 (20歳-70議代)であったc

分析の給条，“i塔好品を議Ij思するための我器"として4つの

カテゴ1)- rl常好品を制限した後の離脱症状，ストレス.

欲求制限の箆動に離える r自分に合った方法を探してや

りすごすJr略好品への飢えを絶えず意議するJ晴好品の

ない環境に身を霞きあきらめるjが明らかになった。また

格好品を総臨することができなかった場合，“病気の悪化

や入読などの環境による一時の我髄"として 4つのカテゴ

リー「ある時間・場所だけだと思うと認すえられる r入院環

境を利用して自分の限界まで頑張るJr我慢したくないが，

規制されているJr体がしんどいときには摂取しないjが明

らかになった。患者はこれらの我髄を行いながら，なぜ格

好品をやめられないのか郁子品が本当に自分にとって容

といえるのか， どのような人生を送りたいかという問いか

けを行い，格好品がやめられないと気づきまた略好品をや

めたい思いも生まれていたc

{考察}

患者は離脱症状，ストレス.熔好品への銚え，制緩される

ことに対して，我慢をしていた。また離脱症状に謝えられ

ず，格好品を再掲した患者でな病気の慈化や入i発などの

環境による一時の我慢を行い，これらは晴好品を制限する

ための我慢でみられたような葛藤は低かった。本研究の結

来より，人にとって何をどのくらい謝えられるのかといっ

た我慢を考惑した患者教育や，できている我慢を肯定的に

捉え自信につなげる援助もできると考えられる。
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212)高齢者が認識する家族機能と家族機能の低下

谷間恵美子(古f訪問i務大学者護学科)

家族機能が抵下したと一般に言われるが，高齢者はどのよ

うに認識しているかを理解することは重要で、ある。

{自的]

家族機能と家族機能の低下に対する高齢者の認識を明らか

にするc

[研究方法]

誠査内容1)属性と家族関連項目 2)家族機能・家族機能

低下。対象は自己記入できる65歳以上の高齢者 2007年7
-9月に実施。調査の了解の得られた調査員44名に身近

な高齢者の男女各 2名を依頼。五!高査前 1時間のオ 1)エン

テ…ションを実施。意図，利用の限定，統計処理し個人不

特定を文案で説明，了解を待た者のみに実施依頼。留め霞

き， 自由意志， 自己記入，後日間訳。

{結果}

了解して回答した高齢者は163(回収率94.2%)であった0

65から89歳で二平均年齢74.2歳，男女は49.1%， 50.9%であっ

11居地はJ:t関地方46.0%，近畿地方が2お3.9%でで、あつたc

二人苓らしが3お6.2%で¥五人暮らしが1時6.0%0三i没苦笠:代が
4必4.2%と多くついで一世

}用I菩!者者~，はま6.7%であつた。家族機能をたずねた。森開11守美ら

家族機能を参考lこ作成し経済基盤，介護機能，対外機能，

生活基猿，情緒安定e 養手了機能.文化機能の7JIHlを1.

思う-4.忠、わないで問答を求めた。家絞段能は1.580.40

-1.73)とすべての項自で役割がある傾向の問答であっ

同じ尺疫を使い家紋機能の低下ーがあるかとたずねた 2.02

09.3 -2.11)でいずれもどちらかと詰ーえば鉱下があると回

答していた。共分散構造分析で，その影響力をみた。 3:rJ'l 

Bと「いとなみJ，4項目と f発展」を説察・潜在変数とし

て構造fとした。c.R.は1.96以上， GFIO.96， AGFIO.92， 

CFIO.98， RMSEAO.06， AIC50.73であり採用した。襟準化

推定依は0.64~0.88であった。 影響力が高い項告は.靖絡

の安定が0.88，ついで介護機能が0.75であった。家族機能

低下について時様に構造化しやや不安定であった。

[考察i
核家絞が進むなか，対象の高齢者は，どちらかと蓄えば閉

会の入が多く，子や孫との河簡が多い傾向が見られたc 地

域性による誤惹が考えられる。男性，女性の割合はほぼ

であった。性別による誤差は少ないと考えられる。家

族に対して，今までの日本が持っている家族意識を持って

いる傾向があると忠われるC 結果もそのようであったc

家族機能について，構造から見るとi定絡の安定や介護機能

の影響力があり，高齢者が直面している現状を物語ってい

ると考えられるc 家族機能の{足下についてはーなんとなく

危倶している様子であった。この調査をとおして，家族の

あり方を符確認したとの意見があった。同様に家族機能の

抵下に関しては構造化がやや難しく.高齢者の認識では多

様性があり，まとまりにくい傾向が読み取れる

213)高齢者の親と中高年になった子供古代との交流

山本君子(東京毘科大学看護専門学校)

江口裕美子(菌際医療福祉大学)

湯沢入江(国i祭医療福祉大学大学院)

{目的]

一般的に高齢者に対するイメージは， ~~い者，介護が必

要な者などと抱きやすい会しかし個々に充実した生活を

送っている高齢者も存夜する。本研究の罰的は，高齢者の

殺と中高年になった子供が，どのように触れあっているか，

医療者の自には見えない日常から，その今日的関係を探索

することであった。

{研究方法}

協力を得られたスポーツクラブ-生涯学習サークル等への

参加している40歳以上の中高年男女の協力を得，親が存命

している164名のケースを対象とし次の 2つの質問につ

いて自由に記載してもらった。質問内容は番最近会っ

た特に交わされた会話の内容jと「親の生活状況で気になっ

ていることjであったc 分析は，研究者3名が意味・内容

が変わらないように要約し類似する内容をカテゴリー化

した。また意味している内容を明らかにするためにカテゴ

リー名をつけた。 信頼性・妥当性の確保のために研究指導

者によるスーパーパイズを受け検討を重ねた。倫理的配惑

は.自発的に協力してくれる者のみ対象とした。またすべ

て情報を関名fとし研究者以外には操れないようにした。

{結来]

男性的名)女性91名 (56%)去!Hヨ答4名 (2%)で

あ 仏 内 f同居jが116名 (71%)であった。父，母と一番

たときの話題は家族関係の話[健康状態の話)

吋I:W.の話] [交友関係の話]などであった。特に多かった

のは.孫の発育.発達についての卒・孫の生活態度につ

いて・孫に自分のl待代の経験を聞かせていたなどであり家

族関係の話であった。父，母の殺の生活状況で気になった

ことは， [病気の経過] [健康状態] [タバコの程度[アル

コールの程度][運動不足[認知症の程度]などであった。

[考察]

子澄代との会話では.特に自分自身の辛い話をしている者

は少なく，子世代の生活を心配している会話が多いc この

ことから，高齢者は介護が必要である，寂しい思いをし

悲しんでいるのではないか， 日常生活に国主ltを抱えている

のではないかと考えがちであるが，自立した生活をしてい

ることが明らかになったc また，子世代から見た親の生活

状況は，健康状態が気がかりであり健康障害をきたす恐れ

のある喫燦や飲j践の多さを気にしていることが分かったc

健康状態を維持するためには.喫煙や飲酒について子役代

が気にすることは当然である。しかし高齢者自身は，好

きなことを続けているからこそ自立した生活ができている

とも考えられる O 研究の限界は，対象が一部の地域の者で

あり，親との関係が良好で‘ある者が問答しやすかったこと

である。
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214)高齢者の老いに対する患い-Successful Agingの

視点かうの検討一

松本啓子，若崎淳子(JII鯖i玄療福祉大学医療福祉学部)

{目的}

主に的;米においてその概念を用いた研究が主流となってい

るSuccessfulAgingの視点から，高齢者が老いに対してど

のような思いを抱いているのかを，明らかにするための示

唆を得たいと考えた。 SuccessfulAgingについて，加齢変

化に上手く適正、するための自己の諮撃と捉えられるc そこ

で高齢者の老いに対する患いを. Successful Agingの読点

から認査項目を設定し質的留子探索的に分析-を実擁した。

[方法}

ボランテイアとして研究協力者を募札倫環的配慮を記し

た紫関紙への鴎答を以って関;立を得たとした65歳以上の高

齢者56名〈女性39名，男性17名，平均年齢71.9歳)を対象と

した。現夜の生活等. Succεssful Agingに障すると研究者

らが判断した，現状を関う自記式質問紙を作成し記付後

郵送i去にて部)1又したc 識査内容から.内容分析の手法を参

に類型化を進め，コード，サブカテゴリーを作成して，

抽象度の高いカテゴリーとなるよう修正を繰り返し生成し

た。カテゴリー化のプロセスにおいて定期的に者護学・資

的研究の専門家におけるスーパーパイズを受けた。

{結果i
総数441コードにおいて.17サブカテゴワー. 6カテゴリー

〈縫康)<満足)<r当日保存><参加)<チャレンジ><自負心〉

が抽出されたc 稜康に関しては， 日々生活で気をつけてい

ることが. I今日が健康で過ごせるように食事などに気を

つけていますj等，段級iな日常生活においても健康を

している現状が明らかとなった。また. r死ぬまで縫康で

いたいj等，淡々と過ごす中でも殻康に執着する表現もあっ

た。満足に関しては.rまあまあ良いj等.i漏り無く中路に

業しく過ごしていた。自己探存では. I健康で長生きした

いjと表現していた。死について考える時.Iひeんぴんころ

りと遊きたいjと表現していたc 参加に関しては.r#ラン

ティア活動が生きがいj等，他者や社会との関わりに重き

をおいていた。チャレンジでは，任命けるうちは福祉の仕

事をj等と，前向きな様が，自負心では.I人の世話になら

ない老後j等と，高い自己評価の維持を今後も望む表現が

されていた。

{考察}

これまでの人生を淡々と生き，満足もしている。そのよで，

現在の生活を維持させていくために，元気で、暮らすことに

執務している G 老化の過程において，夜己の可能性や役割

を信じて活動を続け，その時が来たら安らかに逝きたいと

いう患いも説いていた。本研究によって抽出されたカテゴ

リーを通して，若年期という編広い期尚において， 自己の

加齢に上手く適応するために身体のよ主会に記慮しながら

もチャレンジ精神旺盛な様が窺える C 老いに対する患い

をSuccessfulAgingの説点から分析した結果，よりエンパ

ワメントの可能性を秘めた高齢者像への示唆が得られたと

考える C

215)在宅における後期高齢者の口睦ケアの実態

JlI上彩子，土田忠荻あや子

(1海山県立大学保縫福祉学部看護学科)

[沼的]
在宅における後期高齢者のにi控ケアの実態を明らかにする

ことで，口腔ケアの諜題を見出し QOL向上を自指した看

護ケアの一助にしたいと考える C

{研究方法]

A県内にある 3か所の訪関看護センターの利用者のうち，

75歳以上で家族もしくは本人に面接調変が可能な高齢者31

名を対象とした。議査期間は王子成19年 9月中旬から10月
で，家庭を諮問し爾接調査と口腔内の観察を行った。得

られたデータ;点項13mにExce12007で集計し自立度.0

腔内の状況，口腔ケアの実施状況，議科受診行動について

分析した令稔理的配惑では，議安部に研究の目的・方法や

訪需看護サービスとは無関係で断っても不利誌を被らない

こと等を説明しi可意を得たc

{結果}

対象者は男性12名，女性19名で¥平均年齢は82.9念 6.6畿で

あった。独弱者は4名，老夫婦役苦は 9名で. 18名は家族

と間居し家族の平均人数は3.6名で、あった。食事は93.5%

が経口から摂取していた。寝たきり度はB Cランクが約

6溺を占め. 71%が中等度以、上の認知症を有し日常設活

上で介護が必要な状態であったc 口腔内は，歯が1本以上

ある者が45.1%.このうち20本以上は6.4%で，平均本数は

4.6本であった。口控内の;ちれば歯が67‘8%. 口腔粘膜が

71%で.~お垢・食物残i査が悶立ち. J習の大半l土建議長!ll.

状態であった。 58%に口臭が見られ，舌の汚れが日

が多く，歯肉の炎症や痩せている者もいたG 対象者の

83.9%が義}惑を装着しその 9割以上が毎日義歯洗浄を

f子っていたが口腔内は汚れていたc 歯がない者では88.2%

が全く口腔内のケアを行っていなかったc

9割が義歯を洗浄する諮ブラッシングのみで. 65.3% 

したまま就寝していたc 歯科受診を行ってい

は3.2%で¥義務装若者の約 6識に義治不j窓会の訴えがあっ

たにもかかわらず，治療は行われていなかっ

対して実擁されている歯科保健対策を知っている者はほと

んどいなかったc

[考察}

義歯、洗浄はよく行われているが，口腔内{ま歯垢・舌の汚れ

が自立ち，清潔に銘たれているとはいえない状態である G

また義哉の正しい取り扱いや管理方法を潔解している者も

少ないといえる。在宅における後期高齢者では，口殴ケア

は身だしなみや爽快感を得るものとしての認識が強く，口

腔ケアの必要性を十分に認識できていないことが，口腹ケ

アが疎かになっている婆器ではないかと思われるc 在宅後

;弱潟齢者に対するお:会資滋は緩めて少なく，今後，適切な

口睦ケアを日常的に行うためには，家族や周囲の協力が必

要不可欠であり，家族とも接することができ，後期高齢者

の日常生活を内側から支え，援助することのできる

が求められているのではないかと考えられるc
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216)施設における認知症高齢者と館者の患11染みの関係維

持の様椙

米津啓介，大町弥生，平木尚美(麗聖子大学)

{話的]
施設で生活する認知症高齢者が，どのようなコミュニケー

ション行動を用いて他者と関わりを持ち. ~III染みの関係を
維持しているのか明らかにしより良いケアのための…劫

とすることを目的とした。

{研究方法]

1.データ収集期間:2007年8丹の8日間.時間帝は対象

者の生活の場を様々な視点で捉え観察するため，朝，昼，

タである C

2. 研究対象者.介護老人保健施設のユニットで生活して

いる認知抜高齢者.寝たきりでない.コミュニケーション

が可能である。

3 データ収集方法:施設内のホールをゆ心に，対象者が

他者と関わっている場面を参加観察し，メモをして記録し

たっ

4. 分析方法:K]法を用いて分析した。分析は共同研究者

で意見が一致するまで検討した。

5. 倫理的配慮:対象者と家族には，者護主任の協力によ

り向窓舎に署名してもらった。記識は個人が特定されない

ようにし，研究目的以外には使用しないことを保証したG

[結来]

3名(女性)であり，対象者に関わる高齢者は 6
名である。観察した40場面から，対象者・の窃11染みの関係の

内容を去す100のコー vをあげ，訟のサブカテゴリ…. 6つ

のカテゴ1)…をおIll:Hしたわ

{考察}

認知抜高齢者と他者ーの恕11染みの関係維持は， 山手予を窺う

(気遣う] [手助けをする[他者と距離をはかる] [分かち

合う)の Sつの関係を表すカテゴリーがあり.[思いを素直

に表出する〕という lつの感情を表すカテゴリーがあった。

恕11染みの関係を維持する上で， リーダー的存在が重要な役

割を拐っていた。また他者を気遣い，手助けをすることが

できる社会的な能力が存在していた。スタップは認知症高

齢者の残存能力に働きかけ，相互作混として他者との関わ

りが広がるように心地よい環境づくりに努めていくことが
重要で、ある。

図1 認知症高齢者と他者の恩11染みの関係

維持のコミュニケーション行動

217)施設入摂認知症高齢者にみられる BPSDへのケアに

欝する質的分析

九津見雅美杉浦圭子，山田綾，伊藤美樹子，三上洋

〈大阪大学大学院医学系研究科保縫学専攻)

[目的}

施設入所認知症高齢者にみられるBPSD(Behavioral and 

Psychological Symptoms of D巴mentia:不安，妄想などの

心理閣の主主状と攻撃，ヌド認.tJ付随などの仔動部の症状)

へのケアの実際を明らかにすることを日的とした。

{方法1
2005年1月-5月に大阪府東大阪市の介護保技施設に勤務

するケアスタッフ15人(介護聡11人，者護職4入。男性5
Ao年齢23-58歳。経験年数8ヶ丹-14年)を対象に学構

造的面接調査を実施し. Grounded Theory Approachを参

考に質的分析を行った。本調査は大医大学法学部倫理委員

会にて承認を得た。また対象者へ苦言査協力の依頼持に研

究目的・方法，調査への参加及び中止は自由であることに

ついて文書および口頭で説明し文書で悶意を得た。;

はカテゴリー. < )はサブカテゴリーであるc

{結果および考察}

BPSDへのケアにはく養育的ケアト(共感的ケア〉を下控概

念とする;接近型ケアjと. (関避ケア). <身体拘束ケア〉

を下位概念とする;非接近型ケアjの2つが見いだされたc

1.接近~ケア: <主主清志的ケア〉とは母親が子どもに接す

る!奈の関わりに似ているもので、認知波高齢者の自発的在勤

にまかせるというケアで，付き添う，行動を見守る，訴え

を傾聴する，否定したり強制したりしない，ケアスタッフ

自身の気持ちを誌やかに保った上で接するなどがみられ

た。く共感的ケア〉とは認知抜高齢者の，忠いに近づき，心に

り添おうと努力し自分がされて嫌なことをしない.本

人の考えを取り入れるという視点にたったケアである。執

劫な訴えに対して間違いを指摘することはかえってBPSD

を長iJlかせる可能性があるため，事実と異なることであっ

ても訂正や叱賞したりせずに認知症高齢者に向認してい

た。 2. 非接近型ケア:<回避ケア〉とは)訪問の入所者の

安全管理を来たしつつ. BPSDのみられる認知症高齢者に

必要最低限の関わりは持つが自分からは進んで、近寄らない

ようにするケアである。 具体的にはBPSDをやり過ごす，

見過ごす，対処を先延ばしするなどがみられた。〈身体拘

束ケア〉とは対象者の f伊府をとめようと Lたら拘束とか

にるつながっ γιfラノという言葉が示すように行動制限

を指すo J主体的にはベッドを櫛で閤う，ベッドなどに体幹

や関}肢を縛るなどがみられた。

{結論i
BPSDへのケアには 5接近型ケアふ日ド接近現ケアjが見い

だされた。ケアスタッフはこれらのケアを行うことで認知

痕高斡者のみならず認知症のない問題の入所者が安賞与に施

設生活を送ることができるよう努めていた。本研究は平成

16年度財毘法人総合健康推進財団の助成を受けて実施され

た。
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218)地域における高齢者の社会参加と精神纏震度

一原由美子{香JlI県立保健援療大学看護学科)

uヨ的}
本研究は，高齢者の地域社会への参加， 日常生活における

近隣地者との交流と精神健康度との関連を明らかにするこ

とを底的としたc

{研究方法i
A県内在住の65歳以上の高齢者272名，男性105名，女性167

名を対象とし費照紙調査を実施した。精神縫燦度調査は，

日本綾GeneralHealth Questionnaire-28を使用した。倫理

的記惑は，関答は無記名とし国答しなくても回答者が不

利設を被らないこと，調査結来はすべて統計的に処理し

本研究の呂的以外には使用しないこと，研究結巣は専門の

学会，学術雑誌に公表するが，その際は~名性を厳守する
ことを口頭と文章で説明し了解を得た。有意差検定はt

検定用い，有意水準はp<.05とした。社会参加項目近隣

地者との関連項目 GHQ-28総会得点はx2検定を行ったc

GHQ-28総会得点のcut-offpoinUえ 5 6点とし

i主主采}
有効問答者の平均年齢;え 72.6念 7.2歳であったっ i汚}苦家族
は一人暮らし30.5%. 夫婦 2人暮らし22.l%. 3人以上

47.4%であったo 社会活動への参加状況は，全体の65.4%

は何らかの社会活動に参加していたひ男性は f自治会の行

(59.2%)が最も多く，女性は「趣味 (51.7%)が最も

多かった。社会参加j得点は全体平均14.6土4.9)主，男性平均

13.7土3.2.女性乎均1お5.6土5

潟かつた(句p<.05訪)0交流のある関年代(近隣地者)の人数

は，男性 2~4 人j が39Mら，女殻 15~7 人j が42.5%

と割合が最も多く，男性より女性が有意に多かったゆく

.05)0 GHQ 28の総合得点は，全体平均7.6土5.7;点で，男性

平均8.6土4.8点，女性平均7.l土4ム点で，女性より男性が有

高く (p<.05)いずれも儲界点 (5 6点)より高かっ

た。千J:会参加得点と紛争11健康援については. I社会参加得

点高群(16点以上)のGHQ-28総合得点は，平均6.4土4.3

点，月士会参加得点低群(15点以下)JのGHQ-28総合得点

は，平均10.6土 3.9点で¥士会参加得点高若手Jより f社会参

加持点抵群jが有意に高かった (p<.Ol)0 

[考察i
GHQ得点の抵い者の方がおい者より社会参加活動が活発

であった。この傾向は.男性はおい年齢階級ほど強く，女

性では低い年齢、階級ほど顕著であった。高齢者は;地域への

愛着や関心が強く. I司年代の近隣f患者とは活動参加への誘

いや日常的な関わりなどの「地域共生意識jを深める機会

にもなっているからだと思われるc 社会との関わりの中

で¥「高齢者の社会参加jは，外出頻度をま設やし物事への

績様性や主体的な生活への関心を深め，近隣他者と接触す

る機会を維持するのに重要であ 1)，精神縫康度との関連投

が示唆された。

219)認知覆高齢者ケアへのライフモデル適用の可能性に

ついての検討

小松光i-t， 関山寧子(京都府立医科大学医学部看護学科)

{目的]

老年者への者護実裁では生活過程を支えることが重要で，

特に認知疲高齢者に対しては，尊厳を保持し生活野良

価値に基づく生活過窓の理解.包括的なアセスメントが，

その人らしい生活実現に向けて不可欠である。

本論の底的は，錨人，家族のケア充実から地域ケア体制の

構築を8指して保健・匿療・福祉等の職種が共有できると

推察される社会福祉援助モデルの一つライフモデルの概要

と認知疲高齢者ケアモデルとして適用できる可能性を示す

ことである

{方法}

法学中央雑誌Webl援にて，高齢者(老年)看護，理論，モ

デル，ライフモデルをキーワードに検索し該当文献は 11牛
のみであった。そこで.本論では，ハンドサーチによる

1980年代以降の田内外の主要文獄l1ft1二から，
j護用範関および実践過程と評価を通して，本モデル適

用の1lJ詫性に言及するc

{結果・考察}

1)ライフモデルの定義:このモデル{之 1970年代に生態

学的被綴を潔議基盤としてGermain.C.B.が提唱したもの

で¥人間と環境の接融面(インターフェイス)にある

!おな交互作用(介入課題)解決のために人間と環境の両者

に働きかけ，人々の成長・発達を促し適応能力を潟める

とともに，環境の応答性を増大させる実設方法と定義でき

る。基本概念は，人民環境.適応，交互作用，対処，自

己概念，ライフコース等である会介入課題は，生活ストレッ

サーに起関する環境からの在力，対人関係の不通16，
を含む. 2)理論装議:ライフモデルは， システム理

よびSεIyeH.の危機理論， Er・iksonE.H.の発達理論，

Hartman Hの逮応モデル等が統合されているo 3)適用

範囲:介入初期の観察・アセスメントの読点から，自己決

定までの過程，偶人・家族・地域をパートナーとしてエン

パワーメントする遜軽を含む. 4)実践過設と評価:人間

の成長と遊正、への港在1lJ龍性にi惑わ札援助媒体としての

を動かす，埠境の要素をかえていく.実践j品在は，ら

せん状に設楽を繰り返す. 5)認知症高齢者ケアへの

用:認知抜高議会者は，認知~章容に伴う生活i障害と加齢変化.

疾患など多くの不自由を抱えて生活しているc この不自由

さを高齢者と環境のインターフェイスにある生活しづらさ

(介入課題)と想定し高齢者，家族，潔境，地域へと各専

門職が多側面から働きかける。この結果，生活しづらさが

軽減し新しい適正、に向かうことができるc 具体的には，

苦痛や不安の軽減をめざす環境調整やコミュニケーション

技術および地域ケア体制の構築など，職種を超えて共有で

きると考えている

{まとめ]

ライフモデル{点者護の実践モデルではないが生活志向の

認知症高齢者ケア実裁に適用できる可能性があり，関連職

種開で共有することにより，統一された質の高いケア

につながると思われる。
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220)記偶者そ亡くした高齢遺族の Spirituarityについて

の質的研究

生田奈美可(山口大学)

康瀬春次(山口県立大学看護栄養学部)

{目的}

高齢期は，社会における役都の喪失，配偶者や近親者の死

という身近な関係性の喪失，自らの身体的機能の喪失など，

さまざまな喪失を経験する。本研究では，高齢期に配偶者

を亡くした高齢遺族がどのようなSpiritualityをもつのか

ということを資的に分析し明らかすることを毘的とする。

{研究方法}

配偶者が死亡した後. 3 ヶ月 ~l 年 6 ヶ丹の高齢遺族研究

参加者15名を対象に，半構成的面接調査を行い，質的帰納

的に分析したや面接に捺しては，対象者には拒否できる権

利と.プライパシーの保護についての説明を行い，承認が

られた後，向意書にサインしてもらっているc 本研究は，

対象病i淀の倫理委員会より承認を得ている。

{結果i
!'t!.11:lされたカテゴ1)ーは. (生きる意味・自的) (自分自身

に問うこと)(故人との新たな関係)(繋がりの実惑がある)

(感謝の気持ちをもっ)(超越したものの存在に気付く)(新

たな fわたしj意識)の7つであった。

配偶者を亡くした高齢者は.詑偶者の死によって(生きる

意味・民的)を向い夜し同時に(自分自身に問うこと)

で，高齢期である I~J らの死や今後の伎について考える。そ

の過程において，故人に問いかけた札故人が成仏するよ

うに!頼ったりと，夫婦であった(故人との新たな関係)を

築くむそして.子孫や友人などの他者との(繋がりの実感

がある).さまざまなことやものへの(感謝の気持ちをもっ)

ことや(超越したものの存在に気付く)ことで，夫婦でな

くなることへの喪失惑か弘一歩踏み出し(新たな「わた

しj意識)をもつようになる。

[考祭]

高齢遺族は，長年連れ添った夫婦の喪失により，自らの今

後の生活上の開題字精神的な支えを失うというSpirituaおけ

を絞殺する。そのなかで，夫婦としての自分から個人とし

ての fわたしj意識を覚濯していく

また，特定の宗教をもたないことが多い日本人の

Spiritualityの特殺として， 日常の生活や自然との関わりの

なかで心の平安を保ち，拠り所にしていることがわかった。

高齢遺族が生きていく意味を再構成していくことにおいて

重姿な婆素は，繋がりの実感であり.故人の死後，子孫や

友人，その他局閣の人々との関わりを保つことが重要であ

ることが示唆された。

221)療養型病棟で療養する重介護高齢者ケアに用いたア

ロママッサージが介護家族に没iます影響

人見裕江(香川県立保健医療大学)

小中綾子(近大姫路大学)

中村陽子(甲南女子大学)

i度透恵理子.松尾美子子，松本美恵子(大田市立病院)

中平みわ(グ1)フイス大学)

三村洋美(昭和大学)

江関税子(チャクラ)

{目的1
2012年より療養型病棟は介護保険上の施設でなくなること

から，入続中の療養者がどこに落ち着けるのかという過渡

期にある。重介護高齢者ケアに，アロママッサージを用い

ることが，本人のQOL(松本ら.2008)及びケア提供者の

態度(松尾ら. 2008)に影響することが示唆された。本研

究比制度改正による，療養の場に不安を抱く介護家族の

気分(渡遜ら. 2008)に及ぼす影響を，明らかにすること

を日的とした。

{方法1
1.対象:アロママッサージケアの準実験研究に参加する

介護家族である 0 (1)療養型病棟を利用する医療ニーズの

高い要介護4. 5度の高齢者を，ケア介入の方法別に 3群

に分ける C アロマハンドマッサージ群，ハンドマッサージ

詐.対照燃の 31洋に無作為に協力参加の依頼をし，問;患を

とる。 (2) 1)アロマセラピーとハンドマッサージは，専

門家の指導を受け，統一した手技で行う o 2)スケジ、ュー

}vは. Li自[1¥]のウオッシュアウト後6週間の介入(介入 1
[m [[)を行い. 33塁/Hjのウオッシュアウト後.符度6週間

の介入{介入2関白)を行い. l:i竪lHlのウオッシュアウト

とする合 2. 調交内容:介護家族の気分として，対象の高

齢者にアロマハンドマッサージを行う，介入前，介入後，

介入終了後の 3か所で調査票を用いて調べる。介護に対

する思い，気分，介護家族の気分(気分プロフィール尺度

POIvIS) .身体的精神的および社会的主親的な状態.ソー

シャルサポート(野口.1990)についてである。 POMSは，

McNairらにより米で開発された。気分を評価する質問紙

i去の一つで，気分の変化は，緊張ー不安感 (T-A). 抑う

つ‘落ち込み感 (D-D)，怒りー敵意感 (A H)，活気 (V)，

疲労 (F)，および混乱 (C)の6つの気分尺度を向特に測定

できる o POMSには，気分を表す言葉ーとして， 65項目. 30 

項自のものがあり，それぞれその妥当性が検証されているっ

ここでは30項目のものを用いた。 3.分析:介入 1回目前

後，介入2ill1銭前後で¥平均値をWilcoxnのじ検定を用いて

比較検討する。

{結采および考察}

介護家族の気分の変化は，緊張一不安感 (T-A). .jJ[!うつ

叩落ち込み感 (D D).怒り一敵意感 (A-H)，活気 (V)， 

疲労 (F)，および混乱 (C)の6つの気分尺度は，アロマハ

ンドマッサージ群で，緊頚一不安感 (T-A). 1f[!うつ一落

ち込み感 (D-D)で，介入 1面白前後，介入 2[:HI自前後で

いずれも低下し有意差が認められた。アロマハンドマッ

サージ群において.介護家族の緊張や不安感，抑うつやお

ち込みを軽減させることが示唆されたc
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222)在宅介護サービス軒鰐下での子世代介護者における

続柄自立の介護経験の特徴

伊藤美樹子.杉浦圭子，九津見雅美，三上 洋

(大i設大学涯学部保健学科)

{目的}

日本臨内の境存の介護者研究では，対象の 8~9舗が女性

であるとされ，男性介護者についてはサンプル数が少ない

ために徐外している研究もあるc しかし一方で，介護に関

して日本では男性介護者が増えつつあるもののまだ十分な

実態や状況は明らかではないc 我々はこれまでに女性介護

者の方が介護期間が長く，介護内容が多いことを明らかに

したが，他の研究でも，身体介護を行う割合や介護時間の

長さなどにおいて女性の方がストレッサーが高いという研

究がある。これに文対すし男性介護者において;はま高

待，アルコール依存の危険性が高いことが示唆されているc

介護保段制度が整えられたとはいえ，米だ家族介護者は在

宅ケア継続の鍵であるのが現状である。本研究では介護者

の特-散を跨まえた詳絡なニーズの把握を把握するため，居

宅介護サービス利用i長帯における子世代介護者の続柄別の

介護経験の特畿について検討し

{方法}

2002:fドに要介護度加に穏化抽出された東大震え市在住の介護

保険下の援宅介護サーピス利用世-替2020件を対象に自記式

費関紙を送付した。国)1又惑は63.7%(n = 1287)であった。

このうち，主介護者の続舗が息子 (n=86).娘 (n 259). 

息子の姿 (n= 176)について分析を行った。研究の手続き

は大阪大学医学部稔潔委員会の承認を得て行った。対象者

へは依頼状を送付し調査察への記入をもって鋳査協力の

開意を得たものとした。また匿名データのみを用いて分析

した令

{結果i
介護者の平均年齢は. 53.5 54.4殺で有意差はなかったが.

子世代介護者が介護する要介護者の年齢比息子の姿が

85.2歳で，息子の81.3議，妓の82.1或より i弱かった itt帯収

入が年間300万円を下関る割合は娘62.1%.息子46.9札怠

子の姿29.8%であった。介護者の就労率i久留、子が67.7%で有

意に高く，娘50.0%であった。副介護者がいない諮合は娘

が4分の lを越え，息子の姿，息子介護者と比べて有意に

おかったc 介護サービスの利用は，怠子の奏ではデイサー

ビスの利用の高さに，また娘ではショートステイ利用が少

なさに特殻が見られた。また介護ストレスに対する対処は

汁育緒的支援追求jスコアが娘 (2.3).息子の妥 (2.7)に比

して息子0.9)が抵い点に特畿が見られたむ持うつ境(CES‘

D)は，息子5.4.娘6.8，息子の姿7.1で怠子は低かった。

{考察]

息子の姿介護者は経済的に恵まれており，伝統的な家督相

続と関連した介護役割であることが示唆された。娘介護者

は経済的に最も厳しく，また副介護者に頼れない状況にあ

ることが明らかになった。息子介護者は抑うつ度が患かっ

たが，これは配偶者介護者における夫介護者と同様で男性

の抑うつが低かった。今後，介護状況やストレス対処が抑

うつに及廷す影響の性差を検許する必要性がある。

223)北海道のへき地・離患!こおける看護体験からの学生の

学び

i暴田成子(枝幸町弱民健康保険歌登病院)

藤井智子，杉山さちよ.北村久美子

(旭川i援科大学審議学科)

{自的]
地域匿療の担い手となる看護殺の役割を考えること，

職縫保が必須の課題であることから.宗谷地域看護管理者
の会と旭川援科大学看護学科との共同で看護体験学習を食
磁した。夏休み 3日間を使い，北海道宗谷管内 7市町村に
学生を 2~4 人配置し産業， 1呆縫福祉施設の見学，病院
で審議体験を行った。この体験で学生が学んだ内容を明ら
かにする。

[研究方法]
対象:平成19年度の看護学科学生32入。方法:玉平i子z成1叩9年8

月老
由記毅させi内勾容を分析したG 学んだことを抽出し 1内容 1
婆素となるよう区切り l件のデータとしたc それらを類似
性に従い分類しカテゴ1)-1とを試みた。倫域的記長室とし
て，研究の趣旨，澄名性が{呆たれること，目的.l-j、外の科用
をしないことを呂頭で説明しj可意を得たc

[結果}
データ数197を抽出しサブカテゴリ -27，カテゴリーアに

された。最もデータ数が多かったカテゴリーは「地域
の謀罷・医療・福祉施設の役割jで58.rへき地の保健産療
被社体制の特讃jと?者護者の役割jが35，地域の特殻j

が28，r地域の健康課題jが19.r将来への関心と
が15，rr袈療識としてのあるべき姿jがアだ、った。(表)

{考察i
現地に潜在することで¥自然の:豊かさと同時に地理的条件
の殺しさを杭で感じていた。基本自むな保健.Bま療・福祉お
よび審議者としての役援の地iこ，へき:!tl!..離島ならではの
医療体制の厳しい制約のやで最大浪校民の健康を守るため
の看護の特?記工夫の仕方を学べた。それらのことから，
医療機爵のゆだけではなく地域全体を視野に入れ述撲を大
切にした地域医療の担い手の役割を考えることができたc

表看護体験からの学生の学び

カテゴワー j ータ童文
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224)外来専従 HIV/AIDSコーディネーターナースの患

者アセスメントと実践

阿部千草(自治医科大学的属病院)

島田 恵、(閤立国捺底療センターエイズ開発研究センター)

霊光やよい(臼治医科大学看護学部)

{はじめにi
HIV/AIDSコーデイネーターナース(以下CN)は，入院

中から関わり外来で継続審護を担い，その患者アセスメン

トや実践は縞広く行われているc 者護職の活動する場がさ

らに広がるための一助となるよう， CNの患者アセスメン

トや看護活動を明らかにしたいと考えたc

{研究日的]

CNがかつて経験した病棟での看護活動とCNとしての看護

活動との遠いを明らかにするc

[方法]

病棟勤務から離れて比較的年数の少ないCN3名に対して

個別に学構成的インタビューを行った。倫理的配慮とし

て，事前に研究の趣旨，目的，方法などを説明し同意を得

てから行ったc 内容を逐語録に起こす段諮で個人情報や

CNil人の情報からその個人が特定されることのないよう

i長名化するなどの処理をした。分析は貿的帰納的に行い，

分析結采は協力の得られたCNに閲覧を依頼し了承されて

いる

{結果}

インタビュ…11寺111J'ま一人30分前後であり，合計局 lf待tlJJ30分
であった。得られた情報からお111ちされたコード数は53，抽

出カテゴリーはげとなったc その17のカテゴリーは病1*勤
務11#の肴設， CKの知織と指導体i/lU，CNの者護実践の 3つ

に大別された。病棟勤務lI~iの肴設で、は， 1 疾病111心，2. 

ゆとりある看護で， 3.社会資源や患者教育はあまり使わ

ない，であった。 CNの知識と指導体制で、は， 1. HIVや新

薬に対する知識， 2. マンツ…マン， 3. ビデオを活用し

ての指導体制， 4. 患者対応のスキルを学ぶカンファレン

ス. 5.他者からアセスメントの助言. 6. HIV疾患・社

会資源についての知識.であったc CNの看護実践では.1.

i隊業・交友関係・家族関係が療養に影響. 2.家族が安心

できる知識の提供.3. 治療グループの一員としての家族，

4. 自分のこととしてとらえやすいようなコミュニケー

ションー 5. 病棟看護から脱却し全国ネットワークの活用，

6. 忠、者が健康管空!!をできるように関わることが最も閤

7. 浪られた時間の"1:1で対応していく速いテンポと技

術.8. 次にう長てもらえるようなアプローチ，であった。

{考祭i
今回の結栄から.病棟看護締から外来で活動するCNにな

るための患者アセスメントと実裁について.特徴的であっ

たのは f指導体制jである。ビデオを活用し患者対応、の

スキルや知識や社会資源についても学習した上で他者A から

の助言を得るという体制は. CNの活動を支え患者を支え

ることにつながっている O 病棟での入院患者の健康管理は

身体中心であるが，外来では短時照に日常生活状況を把握

し情報のや核となるのが職業・交友関係・家族関係であ

り，治療継続のために家族のサポートが大きいことが明ら

かになった。短時間で受診を継続させるような働きかけを

するスキルも特徴的であった。

225)在宅神経難病の介護者への退院指導の実態報告

松永洋子.酒器美子，矢野主主永

(共立女子銀期大学看護学科)

{践的}

本研究はや1I経難病患者の介護者に向けた退院指導の内容の

実態を明らかにして退院指導のあり方の検討を行った。

{研究方法]

対象:協力の開設を得た在宅神経難病の患者の介護者5名。

調査部開:王子成18年 6 月 ~8 月。調査項目・1.退院前合

向カンファレンス(以下，合間カンファレンス)， 2.相談

窓口の紹介， 3. 24時間の介護体制および在宅療養がイ

メージできるような退院指導， 4. 緊急時や災害時の対応，

バッテリーの予備 5. その他の指導内容についてインタ

ビューを録音しテープ起こしを行った。倫理的配患とし

て本学者護学科倫理委員会で承諾を得たのち.研究に向意

が得られた者のみを対象とし研究の趣旨研究結果は本

研究以外に使沼しないこと等について文書および口頭で説

明し承諾を得た。

{結果}

〔対象の概要〕介護者は30代~70代の夫，姿，娘であるひ療

護者は40代~70代の筋萎締性預u索硬化症などのや1I経難病で

ある。全員.気管切開子しからの吸引を必要としその内人

工呼吸器装活者は 2名である。1.合同カンファレンスは

3事例が行われていたc 参加者は家族，主治監，看護締，

ケアマネジャー，訪I!Jj者議長ifj，保健締などであったc 2. 

キ1]談窓口については 3:tJqyUが病院職員や保健部，ケアマネ

ジャーなどから福祉事務所や保健所などを紹介されてい

1 ljf. jj1Jは退説指導ではなく患者会からの紹介であっ

たc 3.24時間の介護体制と在宅療誌のイメージは 2事部は

夜間の療養状態や介護者を夜間に鎖繁に起こすことへの介

護者の介護負担のイメージができる説明をうけた。他の 2
事例は退j涜指導ではなく.病院への泊り込みの介護体験，

在宅療養者宅を訪問してイメージをつけた。 4. 緊急時の

対応では， 2 例は連絡先のメモを準備‘したり，病j完や訪

問者護陶iに連絡することを打ち合わせてあった。また 4

例がバッテリーの確保をしていた。しかし人工呼吸器装着

の2事例は緊対応の説明は受けていなかったむ

{考察}

介護者が受けた主な退院指導は保健所や福祉事務所などの

相談窓口や在宅開始後の千メージがつくような説暁，入浴

の注意点などであったc 特に相談窓口の紹介では， 3事例

は保健所，指祉事務所などの相談窓口を病院職員や保健脚，

ケアマネジャーなどから紹介されている G 神経難病は医療

費助成制度や，地域における保健医療福祉の相談，支援な

ど行政によるサービスがある。そのサーピス活用のため，

介護者は保健所，福祉事務所ーなどの行政の相談窓口を知っ

ておく必要がある。また患者会や家族会も在宅療養を支え

る大きな存在であ札情報源である。審議締は行政の相談

窓口を介護者ーに紹介することと患者会・家族会に関する鵠

報提供を行う必要があると考える O 看護師は社会資源の'1議

報収集を行ったり，在宅療養の現場を見ておくと，効来的

な退院指導が行える。
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226)終末期がん患者を審取った議族の死酷の悲嘆過還に

おける問題解決決意要霞の影翠

岡本双美子(大阪市立大学医学部看護学科)

中村裕美子{大阪府立大学審議学部看護学科)

[目的}

Aguilera (994)の危機関題解決モデルを用いて，終末期

がん患者を看取った遺族の死期の悲嘆過程における問題解

決決定要践の影響を明らかにする

{研究方法}
対象は，在宅で訪問看護を受けながら終末期がん患者を肴

取った遺族とし終末期がん患者の年齢が40議以上75歳未

満である者としたc

データ収集方法は，半権成的貿情i紙を用いた面接法である g

llii議時閣は対象者の負担とならないよう60分程J3tl間とし

たc 研究期間は2006年12月から2007年2月までであったc

倫理的記長撃については， A大学看護学部研究倫理委員会の

承認を得た。

おき糸]
対象者l久男性2名，女性6名の計8名であったむ平均年

齢は65.4歳であった令続柄は，姿5名.夫2名，娘 1名で

あったc 看取りから剖接日までの期間は 4 ヶ月 ~12ヶ月で
あった。

本研究では. 8名r{J，A氏をはじめ6名は， 3つの問題解

決決定要留があり死は終わりではないjと，大切な人と

の終を新たに結び夜し f生活を楽しむ気持ちが渓ってき

たjと，危機を回避していた。しかし G'H氏の 2名は.

問題解決決定婆協が…つ以上欠けており， r寝ているだけ

でもいいからいてほしいjや f突うことができないjと，

生存中の終が維持され， r 1可もかも止まった状態で前に進

めないjや「まだ気持ちの整理ができないJと，複雑な悲

践にiおっていたc

{考察:
事例に見られたAguileraのfft諮問題解決モデルによる開題

解決決定要協の…つである知党は，現実的なものもあれば

ゆがんだものもあり，遺族の感情は揺れ動いていた。複雑

な悲嘆に陥った言Jf9tlだけでなく，匙壌が回避できた事測に

おいても問題解決決定妥協にならない嬰躍もあり，設雑な

悲嘆に陥る危換性がみられたc そのため.危識的避がス

ムーズに行われるような問題解決決定要協の適切01とを支援

する危機介入プログラムが必喜きであると考えるc

関1 iE~1jの悲i援談穏における問題解決決定姿阪の彩饗

227)訪問看護鵠の f感染管理における基礎的技術jの修得

状況

前田修子(金沢法科大学看護学部)

滝内陸子，小松妙子(妓阜大学援学部看護学科)

[研究毘的]

我々は「訪詞看護締を対象とした感染管・理教育プログラム

(本プログラムけを館発し研修会を毘催していると本プ

ログラムの第3回(会12毘げ感染管潔における基礎的技術j

の研修会開龍にあたり，受講者のレディネス把鑓と研修内

容と方法の検討を尽的に事前質問紙調査を実擁した。

{方法}

1.対象・ 2ヶ所の詩碑看護ステーションに勤務する訪前

零護陣15名 2. 調交方法:笠間紙調査を20昨年12月

施 3.調査項日:訪i怒審議締の属性， r手袋・マスク等感

染防護沼兵の取扱いJ15項目.r在宅における議議・滅菌方

法 9項院の修得状況，訪問看護の実践を通して関ったこ

とや身につけたい知識技術(自El31El答 4‘分析方法・

属性は総結集計.修得状況は項目毎に?全くできないj点

~円品分できるJ5点として項目f手の平均値を露出し修得

度とし E毒性で¥マンホイットニーむ検定と一元首5置の分

散分析.自由回答は内容が類似しているものをカテゴ1}1と
し命名 5.倫理的記長室:訪問看護師に研究の遊旨，研修

会への参加，費関紙誠交への賎答は校意であること，綿入

が特定できないように処理することを口頭と文書で説明

し文書による

{結果]

対象の殺種は全員看護部.勤務形惑は常勤66.79ふ年代は20

1t26.7%， 30代40.0九 401t33.3%，訪j珂看護経験年数は5.1土

5.0年，審議機経験年数は10.2会 6.5糸最終学授は専門学校

86.79ふ短期大学13.3%であった。修得度は会環自で3.3

0ゑ点手袋・マスク等感染防護用具の取扱い 3.4土0.8点，

ける消毒・滅欝方法J3.1土0.8点であった。

では所属機関~Ijで，手袋の特徴と感染拐護沼よもの続護者・

家族への指導に関する 2つの項践で有意差 (p<0.05)が

あった。自由問答では 5名による 11文案の記述があり，

知りたいこと・身に付けたいこと 8文章，闘ったこと 2文

疑問なこと l文章であった。知りたいこと・身に付け

たいことのうち， 7文章は?商議・滅留の兵体的方法や家族

への指導内容・方法に関するものであった。

{考察}

研修会では，修得授の低かった項目をや心に会項Bを学智

内容として譲り込む.家族による使用を規野にいれてその

と選択基準，適応場面を内容に盛り込むこと.また在

宅における消毒方法は，自ら実施・指導できるように演習

を設けていく必要がある(平成19年度科学研究費補助金

基盤研究C195925830001)
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228)訪問者護師の f感染管理における纂礎的知識jの修得

状況

滝内経子，小松妙子(蚊卒大学i玄学部審議学科)

前田修子(金沢医科大学看護学部)

{研究自的}

我々は f訪問看護部を対象とした感染管理教育プログラム

(本プログラム)Jを開発し研修会を開催している。本プ

ログラムの第2関「感染管理における基礎的知識」の研修

会開催に先立ち，受講者のレディネス把接と研修内容・方

法の検討を臼的に質問紙調査を実施した。

{方法}

1)対象 :2ヶ所の訪問看護ステーションに勤務する訪問

看護rlili15名 2)調査方法・費関紙調査を2007年12月に実施

3)潟交項毘:訪関看護師の斡性.i感染管理における基礎

は(1)[感染源と感染経路] 3項El. (2) [スタン

ダ…ド・ブリコーションズ]4項目. (3) [在宅における感

染夜の治療] 5項目. (4) [感染症新法]4項自で計4つの

殺類で16項呂の修得状況，訪問看護の実践を通して隣った

ことや身につけたい知識・技術(自由回答)4)分析方法:

脳性は単純集計。 11多得状況は項自毎に 7全く理解していな

1 点~十分理解している 5 点として項目毎と(1)

~(心部に平均値を算出し，属性でマン・ホイットニーじ

検定と一元記i註分散分析. 自由問答は内容が頚似している

ものをカテゴリー化し命名 5)倫理的況感:訪問看護締

に研究の趣旨，研修会への参加し費関紙調資へのml答は任

意であること. 11M人が特定できないように統計的処理する

ことを口頭と文書で説明し文書:による同意を得た会

{結果・考察}

対象15名の機種は全員肴設自iji.勤務形態は常勤66.7%.年代

は20代26.7%.30代40.0%.40代33.39ら，訪問看護経験王手数は

む:t5.0年，看護職経験王手数は10.2土6.5年，最終学歴は専門

学校86.7%.短期大学13.3%であった。 f感染管壊における

基礎的知識」の11多得度は会攻自では2.8土0.9点. 4つの穣類

別では高いものから艇に[感染源と感染経路]3.8土 0.8点.
[在宅における感染症の治療]3.1土0.8点. [スタンダード・

ブリコーションズ]2.6土0.9点. [感染症新法]2.1土0.7)点で

あったo Q.毒性では所属機関部で¥〔在宅における感染症の

治療]の感染鍛伎の早期発見に関する 3t民自で有意差 (p

<0.05)があった。訪持者護の実践を通して留ったことや

身につけたい知識・技術は. 6名による12文章の記述があ

りは;[1識の獲得] [他殺換の知識不足] [連携〕の3つのカ

テゴリーになった。以上の結果から研修会では.予定して

いた 4種類16項自を学習内容として盛り込む.また修得度

が3点未満であった〔スタンダード・プリコーションズ〕

[感染症新法]は，最近10年で内容が改定もしくは制定され

ており， 30・40代は看護基礎教育等で履修していない可能

性が高いことから，概念の理解と合わせて訪問看護におけ

る実捺場面での活用例を提示する等の教育方法の工夫が必

婆であると考えられる。(平成19年度科学研究費補助金基

盤研究C19592583000 1) 
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229)若年女性の冷え疲者と非冷え症者における冬期と菱

賠の身体的特性

山田典子，吉村裕之(愛媛大学大学続医学系研究科

健康科学研究室， NPO法人食品治療学研究所)

郡吉寵子

(大阪府立大学大学院看護学研究科精神看護学分野)

{自的}

冷え症は，若年女性にも顕在イとしており，集中力や仕事効

率の抵T，陸眠障害警情動変容などの背景妥協と考えられ

ている。しかし冬期に冷えの愁訴が多いことから，冬拐

における報告が多く.季節援を視点に入れた研究はほとん

どなされていないc 本研究では，冷え症者と非冷え症者を

対象に夏期における冷えの愁訴の程度，客観的な身体的

指擦の差違，寒冷刺激に対する反応性の差違などを冬期と

比較した令

[方法i
研究同意を文書;で得た女子の大学生を対象にまず.冷え

の自覚の有無により，冷え症若手と非冷え疲群に区分し，さ

らに，演者らの判関分析による冷え疲の識別方法(山限ら，

2007)で確認した。冷え症質問紙(精神的愁訴，身体的愁

訴，冷え潟速愁訴)への窃答と，身体的特徴(体重， BML 
体脂!出来筋肉率，基礎代謝昆 JI又縮j現政夜，拡張摺鼠圧.

1長拾.絞銭j昆疫)，サーモグラフィーによる皮癒表面温)Jt，

非接触現レーザー鼠流計を用いた末純血流動議(血流量

血流速度，血液頚:)，毅和な寒冷ストレス (20tの冷水に 1
分間両手詩まで没す)負荷後の皮腐表面識度の経時的変化

などの測定色冬期(外界温度20t以下)と夏期(外界温

度25
C

C以上)に偶体内比較のデザインにより 2回実施した。

本研究は，研究倫理規定に認められた研究計額に沿って実

施し他人鵠報を守秘・保護するため資科をID番号化した乙

{給条}

冷え症愛関紙へのi問答を検討した結果，冬期及び夏期とも

に，冷え関連愁訴の得点は，冷え症群が非冷え症若手に比べ

て有意に潟かった。冬期では，冷え症群の血流量，血流速

度， I抵拍，中指の皮綴表街j晶度などが，非冷え症若手に比べ

有意に低かったが，駿綴と中指との温度差は冷え抜群が有

意に大きかったc しかし夏期では，託証流最，脈拍，

表面温度に有意差は認められなかった。その他の身体的特

援には，いずれの季節においても，冷え疲群と非冷え疲若手

との関に有意差はなかった。緩和な寒冷ストレスを負荷す

ると，冬期では，冷え症群の皮!誇表甑誼度及び儲f長率の経

時的変化は，非冷え症群にi七ベ，路復が有意に遅延してい

た。夏期では，皮!誇表題j鼠度の綬時的変イとに有意義はな

かったが，負荷前の皮膚表面温度を加味した閉複率では，

冷え疲群に有意な間復遅延が認められた。

{考察]

冷え症群は.冬期には末梢循環動態が悪く，中指度腐表面

識度も有意に抵いが，夏期には一定の末梢循環血流動態が

維持されていることが示唆された。寒冷刺激負荷後の皮膚

表頭温度の回復率は，冬期及び夏期ともに冷え抜群が明

らかな遅延を示し夏婦の冷罵 (20t以下)が冷え症者に

身体的なストレスとなる可能性が推察される。

230)小学校6年生児童の鑓震観とセルフケア行動の理由

塚本尚子，野村明美，松木AF呑
(横浜市立大学涯学部看護学科)

青木昭子(横浜市立大学的属病段)

[EI Bヲ}
これまでの研究で，セルフケア能力脊成における，認識へ

の働きかけの重要性を指摘してきた。その一環として本稿

では， 6年生児童の健康観を探索し日常生活行動の理由

との関連性を検討することを自的とする。

[方法]

小学校6年生90名を対象に質問紙誠交を実施した。健康

観は健康をどのようなものだと患いますかjという関い

を作り自由記述とした。日常生活行動は，食事，排il!t，運
動，衛主任動の11項目について，実絡の有無，理由につい

て自由記述としたc 学級ごとに配布し 1選閣の留め蜜き

後一斉関i反した。研究は，学校長からの許可を得た後，

校長名で保護者宛に所究依頼文書:を配布し了承を得たc 児

童には苦言査の目的，協力は強制でないこと，成毅に関係し

ないことをわかりやすく説明し倫理的記惑とした。

{結果}

健康観の記述から146項話を抽出し分類した。「元気なこ

とJr病気にならないことjという状態で健E誌を捉える記述

は40，6%，r遊べることJr好き嫌いをせず食べることJrネ
早起きをすることJなど行動として捉える記述は29%

であったo r毎日楽しいJr体と心が龍践であることJr毎日

明るくすごすjといった精神状態を捉える記述が5九 f大
切なもの r幸せなことjなど容器的，概念的なものとして

捉える記述が4%だった。日常生活行動の漂白では.

き嫌いせず何でも食べるjの理由では「バランスや健康の

ためjが最も多く 30%，次いでとまりだからjだ‘つ

まった時開にトイレにいくjの理由は， r健康のためJ.

f行きたくなるからjのJq託行かない理由は「出な

いからjが12%だった。今期の結果からは，健康観と日常

生活仔動の理由の間に，一貫した関係性は見いだされな

かったc しかし f子動の一部と健康を担える;号室は，行動

の理由にその場の状況的要留をあげる傾向があった。例え

ば食事では f家でのきまりだからJ.外におることについて

はf議内にいてもつまらないJ，薄着については「寒くないj

などであったc

{考察}

健康観には，二元論的健康観完全主義的健康観，連続的

幾康観，儲7]IJ的健康観，会人的健康観の5つがある O 今罰

対象とした児窺の 4舗はニ元論的健康観を持っていた。一

部分の行動を健康と捉えている先輩も 3部おり，この段階

はニ元論的健康観が形作られる前段階と考えられる。健康

観が未成熟の児主主i丈 日常生活行動の理由にその場の状況

的要閣をあげる傾向が強くみられ，異なる状況におかれる

ことで行動が変化する可能性を示唆しているc 先行研究に

おいて.より高次な健康観は.ポジティブヘルス行動と関

連があることが示されており，健康観の育成は望ましいセ

ルフケア行動の喚超や継続にも関連していると考えられ，

今後さらなる検誌が必要である O
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231)下設のむくみに対する蒼正ストッキングとと。ツブエ

レキパンの予訪効果

尾崎有香，鈴木敦子(関西医科大学舵属男山病j完)

山田一期(臨床研究支援センター (OfficeAKn) 

{研究活的}

手術室や外来に勤務する女性看護隔は，一日のうち少なく

とも 8時閣は立伎のまま業務に従事するため，下肢にむく

みをきたしやすい。某医療施設においては，むくみを予防

するために「着任ストッキング(以下着庄)Jを使用してい

る審議総が約 8割に及んでいる。しかしながら， i藩庄jの

むくみ予妨効果は経験的に知られていたものの，実験的な

検証はなされていなかったc

そこで今風下肢のむくみに対する「着庄jの予劫効果を，

一般に血流改善効来があるとされている「ピッブエレキパ

ン(以下エレキパン)Jと対比的に検証することを自的とし

て本研究を行った。

[対象と方法}

対象は，某病院予術室ならびに外来に勤務する女性看護部

8人で、ある。 iflき??の中央僚は39歳 (29-56)であった合対

f着在jのは'j'ffl若手 (n= 4)Jとf非若用群 (n 4)J 

一分し， í~ド恭Jjjl洋 J ~こは「通常の1ftft-ドj を着用してもらっ

また下旬群ともに「足三三塁Jのツボの位霞に「エレキバ

ンjをJ!討すすることとし連続する 5日間について同ii付J
とはlol!M'JJを交互に反援した。

f始業前Ji1主体護!前Jr5ミ休憩後Jr終業時jの4時点で

くらはぎjと「足首jの周径を測定し各個体ごとには台

の1f~( を基準とした2去を求めた。

レキパンのlhlj付jを実験条件年齢Ji前
1:1の欽j商法(純エタノ-)Vff~[に換算)J iBMIJを儲体要関

とし fふくらはぎJi足首」潟授の変化にもたらす実験条

件の効果を.反復測定分散分析によって評倒したc

なお，実験に先立ち対象者には f研究の趣旨説明jならび

に f中途離脱の自由Ji個人情報の保護jに関する誓約を行

い，研究協力への同意を得た。

むき来と考察]

会対象者のデータを用いた集計からは， i一年齢Jの効果のみ

が有意 (p口 0，049)と判定された。そこで，対象者のうち

30代以下の 4人だけを選択して符度集計ーしたところ， i蓑
を非着用の場合には，は合業時Jから f終業時jにかけ

て fふくらはぎJi足首Jともに， I怒径が単調増加していた

のに対し， i義二用群jでは関経の増加が抑制され，双方の変

化のパターンの関には有意差 (p 0.004)が認められた。

また fエレキパンの貼付jの影響力は， i着庄の義:朋jより

も小さなものであった (p 0.049)。
以上から， i潜在jは年齢の影響を受けるものの，少なくと

も30代までの対象者については.一定の予防効来を挙げう

ることが示唆された。

232)中富における更年期女性の自覚症状の評価尺震と自

己効力感

蘇 静，中;塚晶子，山田典子，吉村裕之

(愛媛大学大学院医学系研究科健康科学.

NPO 法人食品治療学研究所)

{目的]

本研究は， 日本人を対象に開発した吏年期女性の自覚症状

測定尺度(中塚・吉村. 2006)を中関語に翻訳し中閤人

を対象とした場合の構成概念妥当'投を検証的関子分析と信

頼性分析を用いて統計学的に検証した上で¥自覚症状の特

性を明らかにしようとした。さらに，一般性自己効力感も

測定し更年期女性の自覚症状と自己効力感との関連を正

準相関分析で検討したc

{方法}

中間酋北部の都市部に居住する40~59歳までの女性を対象

とした。研究設的を充分に説明し理解を得た上で.研究

向意を文香で得た。本研究では，属性調査用紙.閉経周辺

期自覚症状測定尺度.一般性自己効力感測定尺度(坂野・

東線， 1986)を使用した。 rm経周辺期自覚症状ifilj定尺度は，

性機能疲状，務干l!l的症状，対人的不安症状，良律神経症状，

その他の自覚症状のち因子60項目で構成し， 7段階SD尺

度で回答を符ーた。一般性自己効力感測定尺度は， 5段階

SD尺度で回答を得たo ~~q主i語への翻訳には，日本活性の

中間人教授らによる校閣を繰り返し受け，さらに中部語訳

から日本語に変換して同一性を確認した。

{総来}

350人を対象に実施し 310人から回答が得られ，除外規定

に該当しない281人を解析対象とした。最近 1年間におけ

る月経回数に恭づき.I;;j経前期群178A.移行期群41人，後

JU]群62人に区分した。 [;;j経周辺期自覚症状測定尺度につい

て，検証的医i子分析を用いてモデルの構成概念妥当性を検

証した結:W.:.遥合度指標RMSEA 0.075 (CFI口 0.714)と

いう値が得られた。各国子を構成する質問項毘の内的整合

性をクロンパックの α係数を用いて検討した結果，すべて

の国子及び尺度全体において， 0.870以上の値が得られ.充

分な信頼性が認められた。閉経移行部若手及び後期群は前期

群よりも自覚症状の程度が有意に強く，開経移有期1別立精

神的症状と自律衿経症状が雨期苦手より有意に強かったっま

た，閉経周辺期自覚症状と一般性 I~I 己効力感との関連性を
lEi李相関分析で検討した結果， 1つの有意なlE準変数が存

在し(A = 0.468， P< 0.00，構造係数で両者の関連をみる

と.閉経周辺部自覚疲状の精神的疲;1犬( 0.895).対人的不

安症状( 0.839)，自律神経疾状(-0.725).その他の自覚

症状(-0.641)と自己効力感の失敗に対する不安 (0.969)

との関に強い負の関連が認められた。

{考察i
Eド掴語に綴訳した更年期女性の自覚症状測定尺度は， 日本

語版と同様に妥当性と信頼性が確保されており，中国にお

いても有用であることが示唆された。今後.さらに対象者

数を増やし統計学的検証を進める予定である O
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233)中年有職者を対象とした疲労潤定尺度の開発:疲労の

翠震と自我状態との関連性

山本11喜子，中塚晶子，吉村裕之

{日前]

(愛媛大学大学院医学系研究科健康科学，

NPO法人食品治療学研究所)

疲労l主主観的に感じるものであり，その疲労惑が讃み重な

り解法されない場合，意欲や注意力の減退，情動変容，接

触や睡眠の障害などが引き超こされる。疲労の測定尺度

;之従来，身体的及び精衿的な嬰留に強点があてられ，認

知的あるいは対人的な頭を含むものは少ないc 本研究は.

身体的疲労，精神的疲労，認知的疲労，対人的疲労の4関

子から講成する疲労測定尺度を新たに作成しその構成概

念妥当性を検証的関子分析と詰頼性分析により，統計学的

に検証した。さらに，対象の自我状態もiWJJ:草して，疲労と

の関連性を正準相関分析を用いて解析した。

[方法]

対象は.年齢40-59歳，既婚の男女有験者とし文察によ

る研究参加の向意を得た 559人に関答を依頼し 549人か

ら図収でき，徐外規定に該当しない445人(男性218人，女

性227人)を解析の対象者とした。疲労の程凌は， rまった

く感じない(l点けから「非常に感じる (7点けまでの

7段磁SD法で評鏑した。自我状態は，新販TEG2を用い

たc なお，本研究は，看護学専攻碗究倫理競走に認められ

た研究許額に沿って実施し資料はID番号化して個人矯幸長

会守格・保護したc

i結果i
検証的国子分析の結果適合度指按mMSEA= 0.067 (CFI 
= 0.810)が得られ，適用した疲労測定尺度は，充分な内容

的妥当性を確保していた。各国子の内的整会殺に関す

毅殺をクロンパック α係数を用いて解析すると，身体的疲

労 (0.840)，精神的疲労 (0.882).認知的疲労 (0.789)，対

人的疲労 (0.819)，尺度全体(0.945)といずれも高い植が得

られた。疲労得点は自我状態により異なり， AC 員Eちした

子どものタイプ)若手では，認知的疲労の得点が他の自我状

態群に比べて有意に高いことが明らかになった。疲労4国

とお我状態5タイプとの関連性を正準格関分析を用いて

検討したところ，第 1正準変数(え=0.549，ジ<0.01)では，
襟準化関係;係数がAC群(-0.873)と務神的疲労(-0.797). 
認知的疲労 (-0.907).対人的疲労(-0.910)との間に強い

正の関連が認められたc 第2lE添変数(え=0.357， p< 
0.0りでは.NP (養育的な殺のタイプ)群(-0.704)と対

人的疲労 (0.382)との間に弱い負の関連が認められた。

{考察]

本研究で作成した中年有毅者の疲労測定尺度は，統計学的

に充分な妥当性と信頼性を確保しており，中年有験者の疲

労の稜度を計f量的にiRU定するのに有用と考える。その諮

に. ~我状態タイプを問時に測定すれば，疲労を軽減する

ための方策を構築する上で重要な手掛かりが得られるiiJ龍

性が示唆されたc
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234)女性脊髄損欝者が体験している移動動作上の国難

i竜下幸栄，笛田直子，岩脇陽子，松関知子，山本容子

(京都府立医科大学医学部看護学科)

鈴木ひとみ(神戸常磐短期大学看護学科)

{自的]

脊髄損傷者が社会で快適な生活を送る上で移動動作の問題

を解決することは重要である。そこで，脊髄損傷者が体験

している移動動作上の関難とその対処法を女世脊髄損傷者

の語りの中から明らかにする。

[方法}

地域で生活する女性脊髄損傷者4名に対し学構成的面接

(約60分)を行い分析した。調査時期は.2007年 2 月 ~4 月.

jijj認では基本属性の他.ADL (Barthellndex)及びGWBS

{主観的良好状態評価一覧:日本語瓶)の状況，移動動作上

の関難点と対処法について尋ねた。倫理的配患は対象者に

研究の呂的・方法を説明し書留による問主主を得た。また所

属大学の倫理委員会の承認を得たc

[結来]

平均年齢、は53.0:t13.0歳，受傷後の平均経過年数は18.3土 3.3

~I三であった。 損{毎部位はいずれも胸髄撰傷で¥受傷原閣は

交通事故3名，病気 1名であった。 ADLの王子均得点は62.5

点. GWBSの平均値は66.0であった。就労状況は，就労者

2名，専業主婦2名であったc 諮りを分析した結果家庭

生活を送る上での移動動作の問要!t!と?社会生活を送るヒ

での移動動作の沼野lijの2つのコアカテゴリーが抽出され

た。1)家庭生活を送る上での移動動作の関議のコアカ

テゴリーには. I波容に合わせてトイレやJif!t呂場・玄関を改

修.1j[¥，、す用にドアや機器を改善，家事を可能にする工夫

をしたとする「障害に合わせた家康の改修Jのカテゴリー

と専門家と共に準備をして慎重に住宅改修をしたことや家

庭生活に適応するためにスキルの獲得が重要である，家族

に合わせて生活スタイルを選択した等の f快適な住環境線

保のための努力jのカテゴリーが含まれた。 2) 社会生活

を送る上での移動動作の臨難jのコアカテゴリーには，歩

道の構造が王手いすには不便で危険に満ちていることやエレ

ベーター・エスカレーター利用時の危険や煩雑さの f屋外

での移動における危険」のカテゴリーと，手助けさえあれ

ば屯京などの公共交通機関は利用可龍であること，身i筆者

用トイレは数が少なく混雑しているため利用しにくいこ

と恥いす用駐車場に健常者が率を止めるため，不伎で慎

りを!長じていることなどが諮られた「公共物利用における

闘滋jのカテゴリーが含まれた。

{考察]
女f生脊髄損傷者の移動動作では， 自宅及び屋外のそれぞれ

の潔境で困難点があることがわかった。自宅においては.

障害に合わせて住宅設備の改修を縮かく，また慎重に在っ

ていることや，快適に生活するために障害者自身がスキル

を獲得したり生活スタイルの説整をしていた。屋外におい

ては，身F章者用の設備があっても利用しにくい状況や身隊

者用の整備がない環境では様々な危険があることが明らか

となった。これらの改善と支援の必要性が示唆された。

235)女性脊髄損傷者が体験している社会生活における閤

難

鈴木ひとみ(神戸常盤短期大学看護学科)

i主下幸栄，岩脇!湯子，酒田直子，松関知子，山本容子

(京都府立底科大学涯学部看護学科)

{践的}
脊髄損傷者の快適な社会生活への支援の方向性を明らかに

することを目的として.女性脊髄損場者が社会生活を送る

上でどのような困難を抱えているのかを語りの中から抽出

する。

{方法]

地域で生活する女性の脊髄損傷者4名に半構成的面接(約

60分)を行い，分析した。調査時期は. 2007年 2 月 ~4 丹

である O 面接では基本属性の他にADL(Barthellndex)及

びGWBS(主観的良好状態評価一覧:日本語版)の状況，社

会生活において何に関難を感じるか.その圏難にどのよう

に対在、しているかについて尋ねた。倫主主的配患として対象

者に研究の趣旨を説明し同意を得た。また所属する大学の

倫理委員会の承認を得た後に実施した。

{結果}

王子均年齢は53.0:t13.0歳，受傷後の王子均経過年数は18.3:t3.3 

年で¥損傷部位はいずれも胸髄損傷であり，受傷厳密は交

3名，病気工名であった。 ADLの王子均得点は62.5，点，

GWBSの平均値は66.0であった。就労状況は，就労者2名，

2 名で.家}j?，~ と向指が 3 名，独居が 1 名. 3名が

患者会に所属し 14ちは所属していなかった。語りを分析し

た結果踏とのri立さ合い方障害による人間関係の変

5訪日iりfj7去の習得道程における[l難jの3つのコアカ

テゴリーがお111ちされた。1)との向き合い方jのコ

アカテゴリーには，欲張らずにあきらめる心の持ち方や，

障害を持ちながらの生き方について諮られた打線寄との折

り合いの付け方jのカテゴリー，受傷当初の混乱について

語られた「射的な変化へのとまどいJ.I慾害に理解のない発

言や持続する痛みのつらさの「障害と向き合わざるを得な

い体験の日常性J.r今後の健康状態の変fとへの不安J.r経
済面の不安jのカテゴリーが含まれた。 2) 猿害による入

院関係の変fじのコアカテゴリーには，家族への負担，家

族との関係性の変化について語られた「降客を負うことで

生じた家族機能変容jのカテゴリー，患者会の「仲間との

交流の効果Jや f不安定な戦場環境Jのカテゴリーが含ま

れた。 3) 排池方法の習得過程における閤難jのコアカテ

ゴリーには.排便コントロールの難しさや惨めさの f意の

ままにならない排法との苦闘jのカテゴリー，入院中の「排

出2言語:への看護の格差jへの不満.r降客に応じた排准方法

の習得jの必要性のカテゴ1)ーが含まれた。

{考察}
女性脊髄損{話者は，社会生活においてどのように自分が擦

と向き合い生きていくか，障害によって生じた人間関係

の変化にし崎、に対応するかという罰禁Itを絞殺していたc ま

た注目すべきは，意のままにならない排波方法の習得に踏

襲!t.を抱えていた。以上から，障害を受けてからの家族関係

の調整や，排地方法習得への支設の必要性が示唆された。
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236) C型許炎かう肝縮砲がんiこいたった患者の生活の体

験

前自美紀(済生会横浜市東部病院)

{話的]
本研究の日的は， C製好炎からE干締砲がん(J;J、下がんとす

る)にいたった患者の視感から人生のなかで肝炎と診断さ

れてから現在までの生活の体験を明らかにすることである。

{研究方法}

研究参加者:局所療法で入続中の患者4名。データ収集:

半構造化関接を行い，面接内容は参加者の馬意を得て録者

し逐語銭とした。分析:データから人生の出来事・とその時

間に接点をあて婦約的に分析しテーマの締出及びライフ

ストーリーを講戒した。倫理的記長室:静調i巣立大学及び、研

究協力施設の倫理委員会の承認を受けたc 参加者には醗究

の趣E1プライパシーの保護の説碗を口頭と文書で行い問

を得たc

[給条}

A氏はC型肝炎で通続中，健康に気を露日る生活よりも「した

いことjをしてきた。がん診断後，日々を大切に生きょう

としていたが.がんによりこれまでの生活がi迫害されるよ

うに惑じていた。よってA氏のテーマはくがんを自分の一

部として取り込むよう努める》であった。 B氏はがん診断

後にC型i仔炎ががんへ移行する病気と知ったため， C灘肝

炎で遊説t:tにがんを予防できなかったことへの怒りや綾悔

があった。現在，一綾の望みをかけ，がんを予院したいと

活路を模索していた。よってお氏のテーマは

を求めて. もがき?をしむ》であった。 c氏は病気の原悶を

結婚生活の苦しみによるものと意味づけていたが，

きっかけにC氏を苦しめてきた人々と分かつことができ

た。現在，括部と治療によって生かされた命に感議する

日々を過ごしていた窃よってC氏のテーマはく苦しみから

の解放，考させと思える日々?であった。 D氏はがん診断を

契機に死を党惜したが，治療後 f元気で、いられるjと感じ

たり，家族の支援により，がんを受入れ，治療を繰返しな

がらも穏やかに生活しようと努めていた。よってD氏の

テーマはくがんと共に静認な生活を送る?であった。

{考察1
4名のライフストー 1)ーから浮かひ。上がってきたのは，が

ん発症を契機にこれまでの生活を振り返り，がんと共に生

きることを関い続けてきた過程であったc がん患者の多く

は，がん発疲を契機に価値競の転換や生活の変化を経験す

ると言われている。しかし 4名は符発・治療を繰り返し

ながらも説作用が軽減すると次第に死に対する不安が緩和

され，がん発症前と同様の日常生活を送ることができ，自

己の儲値観や役割を取り突していたc しかしがんへ移行

したことへの後悔や'憤り，死に対する不安が高まるとこれ

までの生活が額奔されたり.拘束されたりし生活が波立ち

揺らいでいたっこの死に対する不安の潟まりは，治療思だ

けではなくありふれた臼常に突然起こり，その多くは地域

で生活しているときに見られた。そのため，地域で生活す

るがん患者がゆらぎを抱えながら生活していることを理解

しそのゆらぎに寄り添い，継続した支援をしていく必要

がある合

237)がん鴎痛詑にみる，患者が不快に感じた他者の言動

魚、見和江(愛-媛大学法学部F付属病i淀)
香川由美子，岩田英信

(愛媛大学大学院法学系研究科看護学専攻)

{話的}
がん患者は長期間にわたる隠綴のストレスから盟組なこと

でも不棋な感情を抱きやすく，監療従事者は患者により良

い療養環境を整えることが求められる。そこで，がん患者

の率産な感情が表土ちされていると思われる関病記を対象に

して，患者が不快に感じた他者の言動について分析するc

[研究方法]

A大学医学部F付属!調書鎮の蔵書:から，がん体験患者本人の

手記による間病記641l昔を読み，他者に対する不快な感鵠と

それを引き走塁こした他者の言動が記述された一段落を抜き

出して記録単位とし舟島の f費的研究への挑戦j第2賎

(医学書院2007)を参考にお記relsonの方法論による内容分

析を仔ったむなお，がん告知の場面と病院環境およびシス

テムに起留する場萌に関するものは除いたc

{結采および考察1
64掃のうち281l苦から64記錦戦設が得られたっこれらは16の
サブカテゴリに分類され，最終的には4つのカテゴ1)に集

約された(表1)不快な感情を引き起こした係閣の半数

近くは，先行研究と開謙仁患者の人搭・人権・

を欠いた言動jであったc 闘病t:tの患者を取り巻く援療状

況において，医療者が一番に器援しなければならないポイ

ントと言えるc また，先行研究にみられないカテゴリとし

て「なじみのない宗教の出現jが得られた。宗教とのかか

わりが日常的でない日本人にとって.宗教によるサポート

は懐柔に行われる必要があると考える。

表1 忍者が不快に感じた偽造ぎの言動のカテゴリ

カテゴリ:名 ;記録挙佼数(64)I サブカテゴリ名(6)

5 総務的なZ言動
5 撃手老若約 ~î言動

4 子ども緩い/見せ務扱い
4 思いやりのない家族のぢ援金
4 j状況にそぐわない言動
3 I乳房を残したい綴渓の安定

ヲ後手な緩い
J:tEをき警援したE主義護者間会
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238)がん未告知の患者とその家接に関わる零護部の思い

山田理車、(大津赤十字病院)

瀧内彩子(京都府立医科大学11ft属病院)

光木幸子，毛利貴子(京都府立密科大学医学部看護学科)

がんの告知を行なうことは一般的になっているが，がん専

門病院以外の一般病i完では告知率は高いとは言いがたい。

また，病名告知を行ったとしても，予後告知がされなけれ

患者は残された時間の過ごし方を考える機会を得にく

く，どのように過ごしたいのかを8己決定することが関難

となる。加えて未告知であることは患者だけでなく，その

家族とケアする看護郊にも大きな影響を与える。

[EJ的]

米食主11のがん患者に携わっている看護締が援助を通して思

い抱く患いを明らかにし患者の自己決定支援や告知をし

ないと決めた家族への看護の充実に向けた基礎的資料とす

ることであるo

{用語の定義}

未告知:病名と予後のそれぞれの米告知を意味し病名を

告知されていても予後告知されていない場合も含むc

[研究方法}

対象者は，がん看護に携わる経験年数10年前後の総合病院

に勤務する者護師で，本研究の主旨を説明し同意、を得ら

れた 3名である O 調交方法は半構成的質問紙に基づいて未

告9;fJのがん患者とその家族と関わるときに抱く患いを語っ

てもらったっ 60分程度のインタビュー内容はテ

しそれらを逐語録にした。分析方法は，思いを去している

と思われる言葉を抽出し意味の類似'11:を考!慈しながらコー

ド化しカテゴリー化した。倫理的援己犠{之対象者に本研究

の話的・守秘義務・途中待選が可能等を口頭と苫:雨で十分

に説明した後，文書で、Ifq立を得たC

{結果]

対象者lえ全員女性で，王子均年齢38.00土1.7歳，経験年数

16.00念 3.4年であった。未告主fJの患者とその家族と関わる

肴護臓の思いは， <ジレンマ>後悔(後ろめたさ>不安》

く満足感》の6つのカテゴ1)-， 12の〔サブカテ

ゴリー工 27の f構成内容jが抽出されたc

{考察}
未告主11がん患者に掲わる看護締は，患者に真実を認してい

ることで， r本当のことを詰えられないJrl雄をついているJ
という〈後ろめたさ》を常に感じながら看護実銭していた。

特に患者との対話においては病名や予後を悟られないかと

いう〈戸惑い〉と《不安?を感じていた。そのような思い

を指きながらでは患者と充分なコミュニケーションをおこ

なうには支俸をきたすむ未告知である為に，看護締は残さ

れた時間の過ごし方を患者自身がどのように考えているの

か確認できないままにf本当にこれでよかったのだろうかj

という《後悔》の思いを抱かざるを得ない状況が常に存在

していたと考える O その一方で，患者とその家族の希望を

支えられた時に満足惑を得られていた。看護抑は，自分自

身がこれらの思いを有していることを理解し患者とその

家族の希望を支えられるように援助していく必要がある。

239)子宮全描出術を受けた有記鵠者の患者の体験に伴う

感矯iこ関する研究

間村美穂，大森美津子(香川大学)

[13 的]
本研究は，記偶者のある子官会摘出術を受けた患者の体験

に伴う感情を明らかにすることを呂的とした。

[研究方法i
子宮全摘出術を受けた患者3名を対象に学構成的街接を行

い，逐語録を作成したc 分析は， Sh呂verの感'1育の系統閣を

参考lこ，患者の体験に伴う感情を摘出しライフサイクル

的な時開戦に沿って，ライフヒストリーに構成した。信頼

性と妥当性は，信頼可読tt.移i伝可能性，明解性，確認可

能性の確保をもって行った。倫理的部議は，香川大学医学

部倫理委畏会の承認を得た。協力者には，研究参加と拒否

の自由，匿名性等を説明し蓄預で同意を得た。また，がん

患者に感情に関する質問をするため，不安定時に俄え精神

科援邸にアドバイスを依頼し面接時は心身の状態の確認

を行った。

{結果}

子官会摘出術(以下，手術)の体験を過し，全協力者に，

愛・楽しさ・驚き・怒り・悲しみ・恐れの 6つの基本感i首
を認めた。ライフサイクル的な時間からみると，結婚から

子宮がん慌忠までは，全協力者が配偶者-への怒りを抱いて

いた。子宮がん探患後から手術までは，子宮がん罷忠，転

移，進行への予iJ!1j.手術によって自分らしさを失うことに

き・悲しみ・恐れ・怒りを感じていた。このようなネガ

テイフ'な!退任問とは別に，感i'11fを配偶者に表出したi祭，配偶

者に!改められ愛を感じた若や，配偶者の恐れる態度からい

たわりとして愛を抱いた者がし、たc 手術から現在までは，

自己偶者の励ましゃ周関の無期解に怒りを感じていた。ま

た，性生i吉に応えられないことや化学療法による脱毛の悲

しみ，病理給条や手術後の身体の変化の予測，社会復帰に

対し恐れを感じていた。一方で、，税毛の悲しみを配偶者に

表出し受け入れられたこと等で楽しさや愛といったポジ

テイブな感'簡を感じたり，抱いていた。

{考祭i
子宮がん擢患後から手術までにおいて愛の発生に速いを認

めたっ前偶者の気遣いや態度から愛を感じたのはe がん治

療という特別な体験を配偶者と共有する中で，今まで気づ

かなかった記偶者の気遣いに気づいたためと考えられる

一方で，配偶者の恐れる態度からいたわりとして愛を抱い

たのは，記偶者の不安な態度が自己の脅威となったためと

考えられる O また，子宮がん擢愚前にネガテイブな感.，官を

感じていても，子宮がん罷患後にポジテイブな感情を認め

た。これは，子宮がん罷患や手術の体験がきっかけとなり.

子宮がん陸忠後も女性としての存夜があることに気づいた

ためと考えるc

{結論1
1.配偶者のある子宮会描出術を受けた患者の体験に伴う

感舗は，全ての協力者lこShaverの6つの基本感情が見られ

たが，愛の発生に遠いを認めた。 2 子宮全議出術の体験

を過してネガテイブな感情を感じながらも，ポジティブな

感情も認めた。
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240)終末期がん患者の義取り経験の中!こ存在する看護部

の心の壁の検討

坂下恵美子(愛媛東立涯療技術大学)

東サトニこ，長友みゆき(宮崎大学涯学部看護学科)

津由紀子(元宮崎大学援学部看護学科)

{呂的i
看護部が終末期がん患者と爵わる過設で生じるエンパワー

メント!損害要協としての f踏み込めない・逃げ出したいj

時の看護隔の状況を明らかにする

{研究方法}

参加者は一段病院の一殺病棟に勤務する臨床絞殺5年以上

の看護nITiで，研究の主皆について同意が得られた18名。小

児科病棟や緩和ケア病棟の看護師は徐外した。データi収集

方法は半構造北インタビューi去を用い， r諮み込めない・逃

げ出したいと感じた経験Jを諮ってもらったc 語りの内容

は承諾を得てLC.レコーダーに録音し逐語fとしたc 分析方

法は留子探索型費的研究法である修正綾グラウンデット・

セオワ…・アブローチの手法を用いた。そして，

妥当性を高める作業を行った。 倫理的配議は研究者所属大

学の倫理委員会の承認を得て，研究依頼・研究対象者への

を行った。

{給条}

踏み込めない・逃げ出したい状況について諮られた内容を

分析したところ f混沌とした不安不一致のジレ

の4概念が抽出され，それらは

蹄自身の心の議》として 1カテゴリーに条約されたc

部は終末期がん患者が全人的痛みを表出する状況に直面し

た持，自身の心が揺れ動き頼りない気持ちが目見沌とした

とな札患者の詩;向に添えていないと感じて

致のジレンマjを抱j 患者からのさまざまな姿求による

負担惑で自分の気持ちが惹くなり f霊在感jとなったっそ

の状況が持続した特に，心も体も泊耗し?心身の疲労jと

なっていたc つまり，この一連のプロセスで金成された看

護郎の心の状況がく看護締自身の心の嬰〉となり

向きに関わることを顕離にする，エンパワーメント

鴎となっていたと考える。

[考察i
終末期のがん患者が表出する状況は，患者が死を受容する

逃濯で生じるさまざまな感情と考えられる G つまり，終米

販のがん患者に起こりうる状況と潔解する必要がある。し

かし表面化している患者の状況が看護部に強く影響する

場合や，患者の内簡を含むすべての状況が潔解できるため

に看護締自身が辛くなり，無力感から心身の疲労会きたし

前向きな気持ちが槌害されると考えられる。看護姉に生じ

るこのようなネガティブな感情こそが看護婦自身の「心の

であり看護締と患者の関のギャップ(隠たり)となる令

審議郎自身がそのギャップを捜める手立てを身につけるこ

とが惑を超える力となると考える。

241)長時間化学療法を受けるため持続点満装異をつけて

いる患者の日常生活のディストレス

両陛郁子(富良野協会病院)

[!ヨ的i
d立液疾患により化学療法を受けている患者は，他の疾患に

よとベ治療内容が多剤併用の多最抗癌剤投与であり，長時間

持続点滴装具をつけることを余議なくされている。治療設

には，少しでも終了時間が早くなることを議み治療関始時

認を気にして落ち着かない在勤をとる，緊張感のた

師に対し少し威圧的な緊迫した態度をとる患者もいるc そ

こで，長時隠化学療法を受けるため持続点滴装兵をつけて

いる患者が入段生活おいてどのような身体的・精神的な苦

痛・苦情であるディストレスを抱えているか明らかにする

こととしたむ

{研究方法}

対象者は白鼠病・悪性リンパ鍾で長時間イヒ学療法を受けて

いる患者男女6名合研究デザインは質的研究で，データ収

集方法は学講成的面接法を適用した。倫理的記惑として，

病院内の倫理委員会の承認を受けたのち，本人ヘミ幸福にて

研究の包的，プライパシーの保護等について説明し用意を

得た。

{紡糸]
※合カテゴ1)，く〉サブカテゴ1)を示す長時間化学療法を

受ける患者の臼常生活のディストレスの現状として， 14サ
ブカテゴ1)から 6カテゴリが抽出されたc 治療中多量拭癒

郊jを{愛用しており何か異変が生じるのではないか，点滴の

管が抜けたりすることで感染の危騒が高くなるなどを不安

に患い，怒さ上がる・寝返りするなどの動作を極力強える

く治療中動かないようにしている苦務〉点滴スタンド・

ポンプなどを片手に移動することで動きづらく〈点描の

ンブによる体動・動作潟難〉による〈体動・動

作の妨げ長時間同一体{立による腰痛などのく身体的苦痛〉

抗癌剤への恐怖から動けないく精神的苦痛〉などの

味覚異常・臭い刺激による不快などのく食事摂取行動の器

さ〉食欲不振による栄養状態鮭下が予後へ響くのではと

いう〈食欲不振による不安〉などの{食事の欲求不会主く入

際協幾による苦痛)(熟縫臨難による苦瀦)<不眠による

神的不均衡><不i彼時の環境コントロール留難惑〉などによ

る{不眠指示により入浴できず感染への不安に結びつく

〈入港できない不様感〉脱毛・治療中の発汗の増イとによる

兵・寝衣汚染による不快感〉などのむ青諜保持関難による

不快感乞〈便秘による不安〉治療やはかなり多尿となり関

数も類関となるためトイレの確保への不安・指先のしびれ

がひどく掠尿も関難であるという〈頻尿による苦痛〉など

の矧ド法行為への不安}などがあっ

[考察i
長時閥抗癌剤投与を受けている患者は持続点満装兵などに

拘束されることで行動制眼されるとともに，自分でも意図

して動かないようにしているなど身体的側面に誤らず様々

なディストレスを抱えていることが明らかになったc 今後

これらのことに治療する側も留意して接することがその軽

減，ひいては患者のQOL向上にながると考えるc

日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No. 3 2008 243 



ポスター会場2 51群

242) HCUにおいて後旬の残ったターミナルケアに対して

看護師自身が折り合いをつける過程

秋山ゆかり(富士市立中央病院)

{目的i
HCUにおいて癒えミ期患者退議後 f何もできなかったjとい

う後協が残ったケースを通して，看護師が侭を患い最終的

にどのように自身に折り合いをつけるのか，振り返りの過

程を明らかにする。

{研究方法]

対象:外科病棟にあるHCじに勤務する看護郎7名のうち研

究者を徐き用意の得られたら名。対象者に研究目的，援名

性と情報の保護，自由意志での参加，拒否・途中中止によ

り不利益を被らない事について文香と口頭で説明し悶意を

得た。説査方法:癌末期患者退室から数日後， rその人らし

く生きることを支えるために何ができたのか…今どう感じ

ているでしょうか?Jと問いかけ自由記述形式で調査を

f子った。分析方法:@答を意味が通じる最小の文脈に区切

り104文を抽出し次に類似の文脈をグループ化しサブカ

テゴリー.カテゴリーと分類しさらに国子(振り返りの

に分類した。

[結来及び考察}

対象者の平均年齢37:t10歳，看護締経験年数15.2太 10年，
HCU経験年数は皆10ヶ月であった。 HCUにおけるターミ

ナルケアの振り返り過程において， 34の〈サブカテゴリ

から16の〈カテゴリー〉が抽出され，さらに 6つの“悶子"

(振り返りの姿素)がお11出された。会fYOが，

行った看護)(実際に行わなかった看護〉のi可否討を提示し

“看護師としての夜J くケアが十分できなかったことに対す

る患者-家族への申し訳ない気持ちと看護自i1iとしての不満

足感〉という看護師として今感じている心痛から振り返り

が始まる。“患者"くそのとき私が把探していた患者の状況〉

“家族"くそのとき私が把握していた家族の状況)(今自分の

身に援き換えて推測される家族の状況〉から患者・家族の

心痛を想起し“者護締としての私"くそのときの私の状況〉

“ケアの場"(HCむの特性〉“援締の治療方針"(患者の身体

的状態とのズレ)<家族の思いとのズレ〉からケアが不十分

となった原閣を探る。さらに， 1闘をi添き.このような状

況下におけるく看護の可能性)<看護の義務〉及び〈ターミ

ナルケアで大切なこと〉を挙げた上で， <今の私の状況〉

ターミナルに関わらず今の自己の看護の見つめ寵し》を

して，最終的に〈今~未来への私の幸子護の姿勢〉を見いだ

している。ベナーは.看護部自身がまずその心痛に背まれ

ている事を認め.心療の体験に意義を認めることによって，

自分の気持ちと折り合いをつけ看護締として成長できると

述べており，本研究対象者もこの経過をたと守って自身に折

り合いをつけていることがわかった。参考文献1)パトリ

シアベナー他著，難波卓志訳 5現象学的人間論と看護j涯

学書=i珪， 2000 

243)がん患者をもっ家践に対する看護師の役割~がんで

家族を亡くした遺族のインタビ、ユ…を遇して~

勝見英H!.子(独立行政法入国立病院機構京都匿療センター)

大fUr弥生，宮地真遊(議野大学)

{目的}
がんで家族を亡くした遺族へのインタビューを通しがん
患者をもっ家族へのケアの評価を家族の視点から分析・検
討する O

{方法}
1.対象 :Aグリーフケア (SHG)の会員で，がんで家絞を
亡くした人。 2.データ収集方法:2007年 S 月 10 日 ~5 月
21日の問。 面接ガイドを用いて約 1時間の菌接を行った。
審議師の対応、で、印象に残っていること.看護師に望んでい
たが口に出せなかったこと，看護師に望むこと他である。
3. データ分析 :KJi去に基づいて，逐語銭より看護師に対
する患者・家族の患いが語られている部分に務自しカテゴ
リー化をした。

{倫理的配癒]
本研究の趣旨を説明し，面接は儲室で行う，病院名，個人
名は記号化する，面接開始後，萌究参加を中断できる.銀
音の悶意を得て，銀音媒f本は研究終了後，出去すること
を説明し間意書に署名してもらった。

{結果1
5名の逐語録から分析した結染， 161のコード， 23のサブカ
テゴリーが抽出された。〔がんと死はきってもきれない]
〔死をそ予期して忠、考も家族も揺れ動く] [家族が患者にでき
ることは何でもしてあげたい[医療者に患者の命を委ね
るしかない] [医療者には言いたいことが言えない] [患者
の死に底面している家族の思いに気づいてほしい]の 6カ
テゴリーが抽出されたc (表1)
{考察]

患者・家族の思いに沿おうとするあまり，客観
視できず危機への対応を誤ってしまう場合がある G 家族を
観察し家族の状況をチームで話し合うことが必婆である。
また，家族は患者の状態を知っている人と話をしたいと盟、
い，者護締の何気ない一言lこ，J文われることがあるc 家族の
予期的悲嘆を想定して関わることや.がん患者と家族に対
するサポートグループについて情報提供をしていく必要が
あるc

表1 がん患者を持つ家吉元の思い

カテゴリー サブカテゴリー

がんと死はきってもき imllbに犯を突きつけられた

れない 告先Ji時は際空tt't'も終えている

iちょっとした緩f読者の慾!廷に敏感になる

j占、考・ 2誌をう;の不安定な気持ちの総れ劾き

死を予期して総れ効く 君子先Iをしていないので怒者に綴をつかなければいけない
家主主i立a立~Ztと i友誘さままとの fHJで核iまさみになる
思お家族はおIIいを気i立い合う

委託族も霊主主請している

できることは何でもし
l淡られたi湾問を少しでも怠者と一事者iこいたい

余命を匁!っていてもi術者してしまう
てあげたい

言宗談も医療チームの-}1となれた

;しんどい11幸こそゆっくち診てほしい

医療者;こ絞殺の命を婆 もっと治療をしてほしかった

ねるしかない 議jみに対して何とかしてほしい

緩和ケアをして良かった

Il[主義者:こは設いたいこ
殺しかけにくい繁華E気

とがえない
Il[i若者ーには設いたいことを主主えない

阪fmiの説明は-m:では毅然しにくい

E主主祭者が悠者ー室長淡の添いiこ気づいてくれた

思者fの死;こ[立ffiiしてい E三f疑者iま滋Hflをγ こしてくれた

る家主主の怠いに気づい 医療器開でも述書官・も?卒塁共有をしてほしい

てほしい ま?議r.mから室長族へp干かけをしてほしい

後しい者一淡fmiがいい
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244)看護者のこめ5れたタッチは患者の心身にどのよう

な影響を及ぼすのか

井口朋子(関家公務員共済組合連合会浜の町病説)

盈絵美子，竹下万里子，佐藤友香

(久腎米大学医学部付属病院)

加悦美恵.飯野'矢{主代(久留米大学法学部看護学科)

{底的]
審議者のこめられたタッチは患者の心身にどのよう
を及lますのか，余命わずかと知らされた患者と看護者の対
応場頭を設定しそのふりかえりと患者の紙拍数の変イとか
ら検討する。

{対象}
50議代の男性模擬患者2名

{調査期掲}
平成19年8月

{方法}
余命わずかと知らされた，患者と看護者が対応する場面を設
定し者護者である研究者が患者との関わりの中で患者に
タッチを行った。場函終了後に学構成索開にて
タッチについてふりかえりを行った。また対応中の患者の
張拍数をそニタリングした。ふりかえりの内容については
質的保続的分析方法を用いて，データをカテゴリーイとし構
造留で示した。

u命怒的配窓]

研究の主旨内容について口頭と苦手蕗にて説明し了承を
得た後，同意書および謬約議:にて署名を交わした。

{結果1
1.余命わずかと知らされた患者は〔治らないことや死を
自の当たりにした思い〕があり， [患者は感協を外に出した
しっと感じていた。そのような患いの中で看護者に対して

は窓、者の気持ちを察して子討をかけたり触れたり，
傍にいて支えてほしい;という思いがあった。触れること
に関して(看護者は患者に触れることについては，タイミ
ングを考える必姿はあるが，触れることに関してはそう悪
い感じはない]という考えを持っていて，また， この状況
設定時の看護者とのかかわりの中でのタッチについて〔看
護者の触れる部{立や触れ方はとても自然だった]と感じて
いた。また看護者に対して〔患者は看護者に開き役や持欝
しすぎる態度ばかりではなく世間話や明るい話で気を紛ら
わしてほしい;とも感じていた。その患いがありつつ〔零
護者は死を度前にした患者に話題を引き出したり明るい話
をしたりするのは難しい]という思いもあった。このよう
な様々な患いを感じている患者に対する看護者のタッチに
ついて〔看護者が触れることは患者の言葉を導き出すこと
ができたり，お瓦いの思いを伝えたりすることができる]
と感じていた 2，紙拍数については， 1入呂は〔タッチ
持]に[タッチ前)より脈拍数はよ奔しており， 2人自は
〔タッチ前〕より〔タッチ持〕の方が瞭拍数は低下していた3

しかし l人自， 2人目とも変動が標準偏差内であり，看護
者のタッチによって患者の服拍数の変化はみられないと

えるc

i考察}
1.さまざまな思いを感じている患者に対する看護者のこ
められたタッチは，患者自身の言葉を導き出したり，お互
いの思いを訟えたりすることができる o 2. さまざまな患
いを感じている患者に対する看護者のこめられたタッチに
よって患者の眠拾数の変化はみられなかった。

245)終末期陸覆!こ対する夫婦の意向の一致・不一致と関連

要因

多田貴志(麗藤義塾大学病院)

佐藤みつ子(山梨大学大学説)

[EI 89] 
終末期i玄療に対する夫婦の意向の一致・不一致とその関連

要因を明らかにし今後の終末期箆療のあり方，終末期患

者本人の意向に沿った援助を行うための示唆を得る。

{研究方法}

A大学学生の碍親357組を対象に，基本的思性，終末期医療

に対する意向，死観尺度，宗教的態度尺度，夫婦関係満足

尺度について調査した x2検定，フィッシャーの正確確

率検定，一元寵援分散分析.t検定を行い，延命医療に対す

る意向の夫婦問での一致・不一致に関連する要国の検討を

行ったG 研究対象者には研究の白的・方法を説明し研究

協力は自由意志であること，参加・不参加によって，

の講義成績等に影響がでないことなどを説明し倫理的に記

した。本研究は山梨大学援学部倫潔委員会の承認を得て

行ったc

{結果}

間i民数は230通であった(留収率64.4%) そのうち，夫婦

一方のみの返信が18部あり.夫婦織って返信を得たのは

212部で，これを分析対象とした(有効問答率92.2%)。夫

婦の延命援療に対する意向による群分けを行った結果，rお
互いに一致J88*廷は1.5%).r不一致J56組 (26.4%)であっ

身近に延命監療を受けた経験がある者は，一致若手34名
(19.5%に不一致群10名 (9.0%)であり，一致群が有意に多

かったり2= 5.757. p 0.016) 心腕蘇生措霞や延命罷療

などの終求j割反療に対する意向では，不一致若手は.rわから

ないjや「その時の状況によるjなとなの問答が多かった令

死援尺度の「治福な来i!tJでは…致群が16.74土6.67，
致群が18.56土6.09であり，不一致群が有意に高かったゆ

0.024)。宗教的態度尺授の「向宗教性jでは一致鮮が28.26
会 6.18.不一致群が26.49土5.13であり，一致群が有意に

かった (p口 0.016)0 

{考察]

延命医療に対する意向がお互いに一致している夫婦が半数

しておらず，現状のままでは本人が意思表示できなく

なった場合，過半数の者は本人の意向に治った終末期医療

が受けられない可能性があると考えられた。 i芸療従事者は

この結采を認識し関わる必要があるコ患者本人の意向に

沿った終米期限Z療が行われるためには.出来る眠り事前に

本人が意思表示出来る環境を作ることや，身近な者が本人

の意向を理解しておく必要があり，リビング・ウィルの作

成を推進することが一つの手段であると考える O 不一致群

については，現実問題として終末期箆療について考えられ

ていないこと，終末期医療に関する知識や情報が乏しいこ

と実際の場面が想定できないことなどから，経!来な回答

となってしまい，その結来不一致になっていると考えられ

た令夫婦問の意向が一致するためには，延命佳擦に関する

公開講座や，経験者の話を開くことができる場を作るなど，

臨床現場に却した延命援療に関する情報を提供することが

有効である可能性が考えられる。
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246)身近な人を亡くした看護学生のクリーフワーク

堀端盟衣(京都市立病院)

大町弥生，宮地真澄(藍野大学)

[目的i
看護学生が身近な人の死を体験して.どのようなグリーフ
ワークを行っているのかについて明らかにする。

{方法}
質的研究方法を用いた0

1.データ収集期間
2007年 6 月 ~8 月 C
2.対象者
身近な人を亡くした経験がある看護学生.
3. データ収集方法
学構成的宣言接法を行い，承諾を得て録音し逐語録とし
データとした。

4. 分析方法
KJi1ミmいた。分析の過程で共開研究者と意見が一致する
まマ検討をした。

5.t命浬的弱cr.'-
対象者に研究の滋旨を説明し拒否の権利，蕗接内容は秘
資厳守すること，また，他人が特定で、きないように処理し
研究参加に間意後も中断可能であること，その上で了解を
符られてから同意書に署名をしてもらった。

{結泉}
対象者は4名であった。身近な人を亡くしてから今の気持
ちについてのデータから269コード.26サブカテゴリー. 9 
カテゴリーが抽出された。 表 1に看護学生のグリーフワー
クについて示した。

{考察i
身近な人を亡くした者護学生のグリーフワークは，
敵意・探悪感・受幸子に向けて自己イメージや価値観を築く
というグリーフワークと問じように行われていくことがわ

かった(柏木. 2006).本研究の肴護学生特有のグリーフ
ワークでは f看護師像が明確化されるjという職業に対ーす

る自擦を具体的に考えていた。対象者である審議学生は死
をみつめることの機会，グリーフワークの意味と重要性を
考えられていた。

表1 看護学生が身近な入を亡くした後から日採を見つけ

ていくまでのグリーフワーク

自分を災める

おう去のせいでは
ごとい

サブカテゴリー

-手Eが信じられない
-自分も死ぬことを考える
-f議みから終紋されて良かったと忽うようにしている
.自分のせいで亡くなったのではないか…
-亡くなる前iこf可かしてあげたかった
-亡くなった事実だけでも辛いのに追い打ちをかけられる
.犯のまを任を転嫁することで自分を楽lこする

日常の生ffi(こな 1.1諮りのベースについていけない
詰なか災れないト明るく主義る舞うことが辛かった

1 ・主主~(こ亡くなったことの実感 ・とにかく泣きたい
.…気な頃を思い出す ・亡くなった人のことを考え犯を受けとめる;

; ないようにする ・何も手につかない
のが学ぃ ; 

1.死を受け入れなくてはいけないといいきかせる
-立ちbまろうとしているから，思い践したくない

亡くなった人に!・私もエンゼルケアがしたかった
対して何か出来 1・j霞足のいくお葬式をしてあげたい
ることを探す いCくなった後行って良かったとJ思えること

と-rl."'!: 1 ・その時支えになったもの支えてほしい
九い除 νw ・5設かに気持ちをわかってほしかった

い前にj勾かつてき長きulす
死を穏に{請をi向く ・落ち五むいて亡くなった人のことを考えられるようになる

い死を身近に考えるようになった
日擦がæ~経る ・死をきっかけに自分がなりたい審議官事像がI問機になる
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247)新人看護蹄が体験する倫理的ジレンマとその対処法

について

伊藤千晴(中部大学生命健康科学部保健看護学科)

日野手束(総合上飯田第一病院)

太田勝正(名吉屋大学医学部保健学科)

[13E19] 
監療の高度化，複雑化.ならびに患者の権利意識の高まり

などにより，臨床現場では，入毅して簡もない新人看護締

においても様々な倫理的ジレンマに遭遇していると推測さ

れるc そのジレンマに対して解決のための手がかりを得る

ことは急、務の課題であり，本研究では，新入者護郊が体験

する倫理的ジレンマを明らかにしその対処法について検

討することをB的とする。

{研究方法}

最初に質関紙による予備的な議査を行い.次に磁接の同意

が得られた関答者に土手権成的立百接調交を行った。対象は，

愛知県内のA病院に平成19年4月に入殺した新人看護婦21
名であり，自記式索開紙調査では，基本属性，倫環的ジレ

ンマの体験の有無とその内容及び、対処j去について，土手講戒

的立百接言書斎では，紫関紙の回答についてさらに詳しい内容

を聴取した。同意が得られた対象者については録音し資

的締約的方法により内容を務理，分析したび

{倫理的配慮}

本研究における全ての手続きは，名古屋大学医学部の倫理

受け承認を得たのち行ったむなお，震関紙調査に基

づく面接調査のため，調査察をいったん連絡させているが，

内容の分析においては再び盛名化コードによる管理を行

い，匿名牲の確iおこ努めた。

{結果}
紫詞紙調査の対象となった21名のうち. 13名に対して学構

成約面接調去をが実主義できた。年齢は全員が20代であり，性

~iJは女性12名，男性 l 名であった。全員が 3 年課程の看護
門学校を修了しており，所属の病棟{之内科系が6名，

外科系が6名，手術室が1名であった。倫潔的ジレンマの

体験は12名が「あるjと密答し内容は.r転倒訪止の為，

抑制ベルトを使用しているが，私は新人なので何も言えな

いjなど，抑制の場面が51'牛.r脳死の状態で運ばれてきた

患者の家族に対しての対f.t;Jなど，告知・ターミナルケア

の場面が4件.r業務に追われ患者とゆっくり話が出来な

いjなど，患者に十分な看護ケアが出来ない場面が3件，

その他プライパシーの開惑が2件，看護締一医師との関係

について 1件であった。直接的な対処行動を取った者は誰

もなく，全員が挙後に同僚や上司などに相談していたが.

解決には烹っていなかった。

[考察・まとめ}

今回の対象者は，臨床の場面で様々な倫理的ジレンマ;こ遼

遇していたが，その場では医師や先輩看護締に何も

仕事を続け，あとで同僚などに棺談しでもなかなか解決で

きていない現状が明らかになった。新人審議師が，看護の

質を確保，向上し患者に安全な際療を提供する為に自

分の体験したジレンマについて，公の場で意見を述べるこ

とができ，監部も含めて皆で考えながら解決に向けて話し

合える機会を設ける事が必要であると考えられた。

248)精神科看護揮の倫理的鑑み!こ関する moraldistress 
尺産の開発(第 1報)

大西香代子，中野lE孝(三重大学監学部)

藤井薄英，大卒靖子，田中広美

(青森県立保健大学健康科学部)

北関和代(金沢医科大学看護学部)

{はじめにi
倫理的悩みは.]aD1eton (1984)により，看護締が倫理的価

値や原則に基づいて正しい意思決定をしながら，組織の方

針などの現実的な制約により実行できないときの悩みと

され，欲求不満や失望などの否定的感情を生じるとされ

ているc

本研究の自的は，精神科看護締の倫理的悩みを測定する尺

度を開発することであるc 今回はその第 1報として，

概要を報告する

{方法}

青森， 二子葉3県の6務卒中科病i誌に勤務する

議看護蹄391名を対象に留寵法にて紫際紙調査を行った。

質問項自は，倫理的協みを引き恕こす状況を述べたもので.

Corleyら (2001)の開発したMoralDistress Scaleのうち，

務衿科領域にも適用可能な27項自に. 1むの先行研究を参考

に16環関を加えた43項自を用い，悩みの殺度と頻度につい

て，それぞれ f全く悩んでいないjのOから.r非常に悩ん

でいるjの6まで7段階で践答を求めた。

倫理的記長室として，対象者に研究概要，路答が任意・無記

名であることを文書で知らせ，同意した場合にのみ回答す

るよう求めたG また，本研究は三重大学医学部倫溜委員会

の本誌を. MDSの使用・改変については. Dr. Corleyの許

可.を得ている。

[給条及び考察}

283名から回答があった〈鴎坂本は72.初心O 問答者は.男

74名 (25.6%).女209名(72.3%).審議部195名 (67.5%).
i後零護締88名 (30.4ちる).年齢は39.8土11.7歳 (21議-80歳)• 
看護薮験生ド数は16.0土10.9年，そのうち壱精神科経験年数は

10.3土9.2年であった。

f命程的悩みの程度で最も高得点，部ち最も大きい悩みであ

るものは. r安全が保てないjと思うような少ない数の看

護部で仕事をするjで.4.07土1.779であった合次いで.r病
状が謡ち若いていて日常生活に支際のない患者が入践し続

けているのに何もできないJ.r安全が探てないjと思う

ような設備や傍品しかない状況で仕事をするjであった合

また，クロンパック α係数は0.972であった。

倫理的髄みの頻設では，程度と詞様，庁安全が保てな

と思うような少ない数の看護締が3.82土1.825で最も得

点が高く，看護師にとって最も頻繁に悩むものであった。

次いで.rケア以外の日常業務が多く，患者と関係を築く持

隠がない験場で働かざるを得ないJ.r人員普己i遣が不足して

いるため，不適切なケアになる(俳御する患者を抑制する

など)Jであった。クロンパック α係数は0.960であった。

今後，妥当性の検討等を行い，尺度を完成させる予定であ

るO
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249)発達段階別の脳死・臓器移揺に関する意識調査

名越恵美(吉f訪問際大学保健科学部者護学科)

長部栂狸(大阪市立大学医学部i泌鵠病院)

松本啓子 ()II崎医療福祉大学霞療福祉学部保f患者護学科)

{呂的]

今日，脳死・臓器提供の知識が思民に普及している中.滋;

米に比べわが留で、は脳死からの臓器移植は進まない現状に

あるc そこで，本研究では発達段階別の脳死・臓器移械に

対する意識を明らかにすることを狂的とするc

[方法}

対象は.思春期・青年期・成人期・老年期各100名，合計三00
名。方法は，自記式銭関紙を配布し留置法で間収。調査

内容は.脳死・臓器移植への関心¥認識，理由を質問。分

析は.Excelを使汚し発達段階加に集計を行った。倫理的

自己織として研究の罰的やプライパシーの保護，秘密の保持

についてアンケート上で説明し記載によって了解を得た。

{結果}
有効問答数は. 336部(有効回答率84%) 各期の有効回答

数(有効翻答率〉は，思春期93名 (93%).青年期94名 (94%に
成人期77名 (77%に老年期72名 (72%)であったc 性7J1jは，

男tztl40名.女性190名，不明6名。王子均年齢は，思春期14
青年!PJ21歳c 成人期54歳，老年期85歳。 IØ活死に tl~H.、が

あるjは.213名 (63.4%)あ仏忠存期32名 (34.4%)，
JUJ 62 tJ (66')，，))，成人拐60名 (77.99&).若年期59名 (81.99ら)
であった。 関心理REEIは. I新II司やテレビで話題jが152名
(71.496) .であ fJ.各期ともに割合が高く.I家族で話すjが

訟も少なかった。日alEの認識では， I ~jミと死の IIUJ とする回

答が多く，思春!PJ25名 (78.196)・青年JUJ34名 (54.8%)・成人

部24名 (40%)，であった。老年期は f生きている入jが，

40名 (67.8%)であった。認識理由は， Iテレどから」が103
名 (48.4%)であり.思春期・青年期は30%.成人期・老年

期は50%を越えていた。「臓器移植に関心がある」は， 336 
名中257名 (76.5%)であり，思春期60名 (64.5%)，青年部79
名 (84.l%).成人部57名 (74.l%).老年期61名 (84.7%)で

あった。関心理由は. Iテレビやラジオで話題jが184名
(71.6%)であり.各期とも70%を超えていた。臓器移植の

結極的推進については.l'慎重jが203名 (60.4%).忠泰期46
名 (49.5%に青年期57名 (60.6%に成人期45名 (58.4%).老

年期55名 (76.4%)であった。推進できない潔出では. I脳
死'1'せ定に不安jが119名(33.9%)であり，老年j期笥5印O名(げ71.4%)
が f汁1Jl
i主i之も1f尽Eカか、つたO

{考察]
脳死・臓器移様への関心は年代が進むにつれて高まってお

り，自らの見方や考え方を明li{fiにし死生観を凝立してい

た。また，現在も!脳死は，人の死ではないとする考えが多

いc 若年期では.I脳死判定に不安jが他の年代と比較して

高い説会であり，踏死容認に否定的と考える。また. !践器

移植臓を進めるためには，日ごろから家族関で駿器移植・

臓器提供の意思を話合い，家族会員で意志を共有する必裂

性が示唆された。
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250)外来血液透析者の運動に関する自己効力感

柴閉しおり(神戸常盤大学保健科学部者護学科)

佐野かおり(京都大学大学説涯学研究科)

柴田真志(兵庫県立大学看護学部)

じまじめに}

血液透析者は， 日常生活における身体活動に何らかの制約

を受ける場合が多いが，その状況下においても定期的に逮

動を実践している鼠龍透析者も多数いるc 定怒的な運動実

践者における運動や透析管理などの自己効力惑が，運動習

墳のない透析者に比べて潟伎であるならば，運動療法など

を取り入れる価値があると思われる O そこで本研究;えア

ンケート調査から，定期的な運勤務績の有無とj鼠液透析者

の自己効力惑の関連について検許したので報告するc

[方法]

先行研究を参考に，運動 (5~妥自)，食生活(10項自)およ

び透析管理(15項目)，透析管理行動の主体性 (8項自)， 

透析生活 (12項自)についての質問紙を作成し都市部の

病i院において本研究参加への部意が得られた外来鼠議透析

者を対象にアンケート謁交を実越したっ鵠資対象者;ネ男

性42名女教20名の計62名で，その特性:ふ年齢26-83才
均62.7土 12.5). 1奴法透析歴 1-30年 (9.0土7.3)であった。

{結果および考察:

アンケート調査項目である，運動，食生活，

析行動の主体性および透析生活についての自己効力感

点fとし年齢および透析暦とともに，それぞれの単相関を

検討した。その結果年齢が潟いと食生活や透析恰:濯につ

いての自己効力感が高く，食生活菱折管理および透1Ji・-行

動の主体性はそれぞれ正の潟速が認められたc また，透析

生活と罷達したのは.運動の自己効力惑のみであり，遂製i

の自己効力j惑がおいと透析生活を前向きに捉えられている

可能性が示唆されたc また，本研究に参加した62名のうち，

現在運動習慣のある透析者は23名(運動群とする)で，年

齢61.9土 13.2才，透析暦7.1太5.8年であった令運動潔僚のな

い者から，運動群と王手斡および透析暦をマッチングさせて

対照群 (26名，年齢61.7土 13.0才，透析暦8.6:t6.5年)とし

運動，食生活.透析管理，透析管理行動の主体性および透

析生活について比較したc その結主義. どの項践においても

雨鮮に設は認められなかった。現在の運動習壌の有無は，

運動やその他の自己効力感の向上に関連しないと忠われた

が，運動を常定的に捉えられることと透析生活を前向きに

考えることができることに関連があることが示された。

251)子宮がん患者の街後誹盟簿警に対する島原題護への

譲崩

砂山明子，間辺恭子，高橋タ紀(東京都立総込病説)

清水裕子(首都大学東京健康福祉学部)

{告白g]

子宮がん患者:こ対する広汎子宮全摘出術の術後障害の…つ

は，排尿障害である。自尿綴復援助に関する研究では.自

尿毘復のパターン分類や影響留子についての報告があった

が， 自尿[0複が長;弱化する患者への心理磁を考慈した主主体

的な援助は.明らかにされていない。また，排尿障害への

導尿援助は，鶏院ごとに導長支持!誌の開iおや自己導尿移在へ

の時期が異なっている。そこで¥導綾の実態を分析し自

尿閥復までに長j弱化する患者への援助方法について検討す

るc

{研究方法}

広汎子宮全摘出衡を受けた子宮がん患者10名を

とし概ね入設中の看護記銘，診療記録などから， 24項自

のデータを収集した。分析は回帰分析，内容分析であった。

倫理的配惑として，俄加に研究の主冒と不j可なであって

も治療や養護に不利設がないことについて説暁を行い，用

意がえられたデ…タのみを使用したな

{結染}
分析に有効なケースは9名であった。調査対象者の平均年

齢は50.9議，入院日数は平均39.38.すべて女性であっ

退院までにおから87[0，王子均49.8低 110の勝

;え 30から7l7m!であった。分析の給:lft 自t誌の
回復パターンは，経過日によって 3群に分類できたc 自尿

関について.有意な増加を示すケースと，

さないケース (C)があった令

ケースには， 2:i塁間以内iこ残波が無くなる

と， 1ヶ月程程まで残E誌が残るケース (B)が

あったc 自尿;翠;ま経過日によってA，Bが有意な正の綴[認

を示し Cは負の相襖を示した。 Ffl夜はAでF= 19.450 
49.767， BはF= 8.670 102.664， CはF= 1.966 -5.611で A，

Bはすべて有意な回帰式がえられたc 手術に調達する

項目 lえ影響を与えなかった。また，看護記銭の内容分析

から.殆どのケースで自成閑寂の不安や心配，気分の落ち

込みなどを訴えていた。 Cの患者は退説後，自宅でリラッ

クスして排尿ができたために自援が増えたとの反応が得ら

れたO

[考察]

後藤らの分類に比べて，各段階で術後経過日の早いところ

で，新たな分類ができたc これは.白鼠自立，介助導尿，

自己i草原の援助が説明できる期尚と一致している C また，

B， Cでは，投探測定期間が長j弱化するため，精神的負担が

大きいことがわかった。精神的状況や退院などの精神的社

会的器子が白波留復に影響を与える可能性が考えられ，術

前に術後リハビ l}の方法についても説明する必要がある C

これは，患者の術後リハビ l}の段階において自己決定を促

す援助であり，患者の心理状態を改善できることが期待さ

れる C 本研究は， 9併と少数であり一般化には隊えないが.

分類の信頼性を高めるために今後も継続して調査する必要

がある。
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252)医接観察法病様における審議婦による疾患、教育導入

プログラムの効果

須藤淳，石崎有希，llJ田洋， 1.藤森塁突

(下総務争11腹療センタ

閉中留伊(国立看護大学校)

森 千鶴(筑波大学大学説人関総合科学研究科)

[目的}

統合失調症者は.服薬中断による再発が多いことが知られ

ている。そのため服薬を継続するために病識を高める必要

がある。特に援療観察法病棟では.病識を高め臨薬を継続

できるようにすることは再犯をj坊止する上でも重要であ

る。そのため軍師からのインフォームド・コンセントはも

ちろん，看護部による疾患教育プログラムを作成し対象

者に教育を実践している O そこで本研究では，疾患の理解

を促す教育導入プログラム(以下，プログラム)の効果を

明らかにすることを自的とした。

{研究方法]

調交対象:プログラムに参加している37名の統合失議症者

nCD-10 ; F20)のうち，研究の参加に間意が得られた33名

である。調査内容と方法:精神科通説摩・擢病期間などの

対象者の属性を診療録から調査した。また，病識 (SAI-])， 

能楽に対する態度 (DAI-lO)，自己効力感 (SECL)をプロ

グラムの実施前後に測定した。プログラムの参加は任意で、

あるc 内容は 1H医療観察i去の自的や，病棟生活について

知る 2)r疾患・治療の甥解を深める 3)r再発予i坊の

ための知識・技能を養うjで構成し見直すことが1可能な

パンフレットを作成している。平易な言葉で担当者護側が

説明し参加者がそれに誌づいてデイスカッションする形

式で全7回(毎週 11IlL60分)を行っている。分析方法・

プログラム実施前後に測定したSAI-]，DAI-lO， SECLの得

点を比較した (Wilcoxon検定)。倫理的記癒:本研究は対

象施設の倫理委員会において承認を得て実施した。対象者

には，研究の趣旨研究方法，プライパシ一保護，非協力

による不利設は一切生じない旨を口頭及び護:留で説明し同

意を得た。

{結果]

対象者は男性30名，女性3名の計33名であり，平均年齢は

41.6土 11.8歳で、あったc 対象行為はf努害12名 (36.4%に放火

12名 (36.4%)が最も多かった。 SAI-]の得点(商Hl.l土4.47，

後12.4土 5.4) (z = -2.262， p = 0.024)から病識が高まって

いることが認められたc 一方DAI-lOの得点(前1.38土4.03，

後一0.451土 3.89)(z口一2.168，p口0.030)により服薬に対

する態度は悪くなったことが認められた。しかし自己効

力!惑は上昇していたが有意な差は認められなかった。

{考察]

プログラムの実施により痛識が高まっていることは，疾患

の理解を慌すためのプログラムの有効性を示唆しているc

一方で線薬に関しでは不安を抱いていることが推測される

ことから，薬に対する不安を解消し，賎薬イメージを高め

る教育方法の検討が必要と考えられる。

253)覚せい剤精神病者に対する甑薬への援劫-6ステツ

ブメソッドを応用して一

問中留伊(罰立春護大学校)

森 二千鶴(筑波大学大学院人i湾総会科学研究科)

[ElElg] 

党せい溺依存症は根性の疾患であり，薬物を使用すること

で自己コントロールを失うため.断薬を継続することが重

要である。 fぎませい郊を止められそうだ」という効力期待

をもつこと，すなわち自己効力惑を高めることが.態rr薬の

動機づけにつながると考え， 6ステップメソッドの考えを

基に看護活擦を作成し援助を行った。本研究の毘的はその

効果を明らかにすることであるc

{研究方法}

党せい剤精神病の診断で，入院し退院した患者37名を対象

群とした。入院中に必要であると考えた，薬物に対する意

識，規則の遵守三服薬行動，入院に対する意識，精神症状

について段階的に日擦をたて，患者と共有しながら援助を

行った。入読後期に薬物への考え方尺度と自己効力感尺度

(坂野ら， 1986) (以下GSES)を実施したc 以前入院した患

者の中で¥年齢・張関等で 1対2にマッチングさせた70名

を対照群とした。本研究は対象施設の倫理委員会で承認を

得たあと実施した。

{結果}

対象ff下37名(労'性26名.女性11名.乎均年齢34.77歳)，対照

群70名(男性53名.女性17名.平均年齢33.73歳入薬物への

考え方尺度川口0.80)の得点は対象jf手 (4.02:t0.41)であ

札対)!引洋 (3.82土0.55)で有意にお1u立を示した (p= 0.045) 

対象llfが有意にお1ilむを示した下校項目は f依存している薬

物を止めた方が良い (p= 0.049) 0 n薬物を止めた方が健

康によいJ(p = 0.028) 0 r家族や友人のことを考えると薬

物を氏めた方がよいJ(p = 0.000). r薬物使用で、家族に迷惑

をかけているJ(p 0.033)， r薬物使用は家族のせいではな

いJ(p =0.034)のS項日であった。 GSESの得点は対象群

(8.14土 3.46)であり，対照群 (7.37土 3泣)で有意な涯を認

めなかった (p= 0.34) 0 

[考察}

6ステップメソッドの考えを基に看護援助を行うことで，

以前より薬物を止めた方が良いと考えられることが明らか

になったc これは看護師と呂襟を共有していくゆで，薬物

に関するi問察を深め，段階的に呂襟を考えることで¥入院

中に起こるトラフ守ルが減札薬物にたfしてより考える機会

を得られたと考えられる O 本研究では家族に関する看護目

標はたてなかったが，薬物への考え方尺度で有意差を認め

たものが多く.薬物に対して振り返る作業と家族の関連性

が明らかになった。t3己効力感を高めるような援助を行っ

たが，対照群と差異は認められなかったっこれより薬物専

門病棟に入読する~自体が.自己効力感を i認める事に関
わっている可能性が示唆された。

[文献]

坂野雄二，東i夜光彦 (1986):一般性セルフエフィカシー尺

度の試み，行動療法研究， 12. 73-82. 

250 日本看護研究学会羽生誌 Vol.31 災0.3 2008 



254)看護学生が持つ精神様害者に対するスティグマ

神看護学講義前後の変化一

風向翠玉虫中谷千尋(自白大学看護学部看護学科)

[背景;

精神医療の歴史は，精神路答者への偏見と差別の中で経過

してきたG 今だ約ア万2千人以上の精神障害者が入院生活

を送っているC その原田のーっとして，地域で生活してい

る人々には，精神註療の授史的背景やマスメディアの一方

的な情報による精神障害者へのネガテイプなイメージが作

られているためと推測されるc この誌なI札綴持1¥篭害者を

JIしく理解し社会生活を送るために必要な支援ができる

者護締を育てる役割が，者護大学の教員にはあると考えら

れた。そこで本研究では，精神審議学授業前と

護学生が持つ精神跨:害者に対するステイグマの変イとを明ら

かにし精神看護学実習に向け.示峻を得ることを呂的と

したc

{方法1
2007年~2008年，本学の看護さま:科 2 生94名を対象に精神

路害者に対するステイグマに関する課査を行った。精神着

後期に方法，演習とあるので¥

と方法の授業前(綴論の授業後とも捉えられ

るL淡習の授業後の計31現実施した。調査用紙は，学生の

とThejapanεse language version of Social distance 
Scale (SDSj)とLiεスケールで構成されている。学生には.

アンケートの趣旨，参加は自由意志であり，

ないことを説明し燕記名で図4xボックスをf克服し鴻iほし

たc また本研究は，目白大学の論理審交委員会で承認を

得ている。

{結来}

鴇収ヰさは 1留自が95.8九 2関白が97♂6.3問自が98.8%で
あった。 SDSjの 1回目から 3陸宮までの総合得点の分布

ると.11設i院は最頻{療が5)主もあり，分布iまばら
ばらであったむしかし 2鵠 13. 3問自になると正幾分布

に近づき. 3問自では.社会的距離が緩いほうに収束して

いることを示した。また，学生が設照iこ閤答する上でイ

メージした疾患名が 1節目は fうつ病J.r統合失調症jが

合わせて54%あまりで，他に，多重人格障害，摂食障害な

ど討24麓類もの疾患名があがっていた。しかし 3睦呂に

は 統合失調症J. 感鵠鰐害jが合わせて91%であった。

質問では.r精神疾患に握ったことのある教隔は，学校で教

えることを許可されるべきではないJの項闘に 1回話 (0.78
0.79)と3密告位記念0.61)に統計学的有意義 (p< 0.05) 

が認められた 3

{考察]

1回目から 3陸自までの総合得点の分布やイメージした疾

患名の変化は，精神障害者に模するましい知識が皆無の状

態から，精衿看護学概論，方法，演習そして精神霞学を学

ぶ中で，精神障害者，精神疾患への知識が強み重ねられた

結果と考えられた。また.教締が実施する授業内容は学生

の精神障害に対する考え方.捉え方について影響を与える

と思われた。精神看護学実習でな教師の態度や発言が学

を与えることを十分に考蕗して，指導に臨まなけ

ればならないことが改めて浮き彫りとなった。

255)精神科における暴力対処の教脊ブ臼グラムに関する

研究ー包括的暴力関止プログラム部修後の意識調護

谷本桂(1言ナH大学医学部保健学科)

{目的]

精神科看護において，患者の暴力に対する包括的介入法と

しての包括的暴力防止プログラム(Comprehensive 

Violence Prevention and Protection Programme 
CVPPP) 1) の教育が開始された。こうしたプログラムは

本邦初のことであり.その教育の方法論についての検証は

まだされていない。そこでこの研修の受講後の意識調査か

ら，暴力対処に関する教育について検許したc

{方法}

包括的暴力防止プログラムは 4日照で行われる研修であ

り，講義および演習，討論を含む。 2004年からはじまり，

現在までに36践1157名が受講している。本研究では2006年
から2007年に行われた包括的暴力防止プログラムトレー

ナー養成研修受講者722名に対して，爵資用紙に研修の感

を自由に記載してもらった。このゆから，研修

の学びや暴力介入に対する患いについて具体的に記述され

ているもののゆから，質的内容分析を行い，意味内容の類

似性によって分類しカテゴリーイとした。分析にあたって

は，内容分析に饗熟した研究者が行い.さらに専門家のスー

パーバイズを受け行ったっ倫理的配惑として，議選まを用紙を

研究者以外が関覧できないよう保管し分析にあたって偶

人が特定されないよう記長室し任意性・匿名1"1を保証するこ

とを口頭および文警で説明し同意を得たもののみ提出して

もらった。

{結果]

記述の内容は 8カテゴリーーに分類された。各々のカテゴ

リーは.暴力介入教育について毅場への普及を呂指す意欲

がよ脅したこと等を示す[取り組みへの意欲教育を受けて，

自信を持って暴力に介入できるようになったことを示す

〔暴力介入への自信身体的介入のみではなく，アセスメ

ントや言語的介入などを註括的に学ぶことの重要性に気づ

いたことを示す [cvpppの理解工暴力の研修を受けるこ

とでこれまでの自身の審議としての介入を見つめる機会と

なり気づきを得たことを示す[これまでの看護や自己の認

との対面による気づき工身体介入技術や言語的介入技

術についてさらに高めることの必要性を感じていることを

示す〔技術習得の必要性の認識工看護技術としての暴力介

入技法ーを確立させることを望んでいることを示す [CVPPP

の受け止め方工実践や普及にむけてさらに研鐙が必要に

なることを示す〔研修後に抱いた不安工研修内務について，

言語的介入の訓隷を増やすことなどの袈翠を示す〔研修へ

の要望;であった。

{考察]

暴力介入への教育は暴力に対処することに自信を与えるこ

とができると考えられたが，こうした技術を完全に習得す

るためにはより多くの時期が必要になると考えられたG

[文献}
包括的暴力防止プログラム

プログラムマニュアル.
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256)精神科看護師の患者関係とストレスとの関遠

吉国つばさ(出立精神・神経センター)

松本賢哉(明治部際匿療大学)

森千鶴(筑波大学大学技)

{話的}

精神科看護締は精神障害者との情緒的な交流が難しいため

に，関係を形成することが密難と感じているのではないか

と考えられた。そこで本研究では， *吉神科看護郎iの肴護締

患者関係とストレスとの関連を明らかにすることを話的

としたc

[研究方法i
対象者は 2カ所の精神科病院に勤務している看護師300名

である。調査内容は看護部一患者関係として，患者との関

わりに関する尺度1)(以下，関わり尺度)とSY式看護締

忠者関係尺度2)(以下，関係尺度)を用い，ストレス要

IJsI .強度として，精神科看護姉のi隊場環境ストレッサー尺

度3)(以下.ストレッサー尺度)を用いてアンケート諦査

を行い各尺度1mの関係を求めた。実施にあたり対象施設で

の倫理Il委員会の泳認の後.調査は無記名とし偲別に回収し

た。

[結果}

間J[又は201名(回収率67，0%)であり，対象者の性別は男性

44名.女性157各王子均年齢は36，7土 11.2畿であった。平均

看護制経験年数は12，6土 11.0年，王子均精神科-肴設flili経験年

数は. 7.1:!:: 7.2年であったc r者護を通しての内省J(α2 

0.797)は， r者該部への患者の否定的行動化J(r=0.302)や

仁忠者の自殺・自{与の体験 (1・=0.296)など全てのストレッ

サー尺度 (α 出 0.959)と正の十日間を示した。 関わり尺夜の

下位項目である「看護主iIiとしてのアイデンティティ J(αZ 

0.713)は.r者設flijil怒のi!iL諜 (r・ 0.306)や「審議flniへの

患者の否定的行動化J(r口-0.295)ほほ全てのストレッ

サー尺度と負の相関を示したc 関係尺度の「看護締として

の未熟性jは「幸子護介入の罰難さJ(r= -0.356).関係尺度

の仁皆、者に対する否定的感情J(r = 0.582)，仁患者に対する

母性的感情J(r=0.485)に正の相関を示した。

{考察}

を通して内省する傾向とストレスの状態はlEの関係に

あり，アイデンティティとストレスとは魚の関f系にあるこ

とから，内省とアイデンティティはストレスに筏=接な関係

にある司王が示唆されたc また， 自己を米熟ととらえる傾向

にある者，献身的に関わる母性的感慌の高い者，距離を置

いて関わる否定的感情の高い者は患者関係のストレスを感

じにくいと考えられたc

{文献}

1)芥上来子，ほか(1997)0精神科看護者の患者との関わ

りに拐する研究，横浜国立大学紀要， 37. 21 -36 2 )諜

井秀雄，ほか (998)0r母親逆転移」現象と絞業的アイデ

ンテイテイの関連牲に関する研究， 日本保健医:療科学会年

報 13.139 -156 3) 111崎安志子¥ほかは002L務神科

病棟における看護部の職場環境ストレッサーとストレス反

応との関連について， 日本看護研究学会雑誌， 25 (4) 

257)精神蕃護実習前後における精神科病棟に対するイ

メ…ジの変化

福岡倫子，笠宗一.古関伸一

(鳥取大学医学部保健学科地域・精神看護学識感)

[0的}

多くの人が，精神疾患患者に対してマスコミ等の報道によ

り否定的イメージを抱いており.学生も悶様なことが多い

と言われている。接触体験が少なく桃上の知識のみで臨床

実習に臨み.実習に対して不安を抱く学生も多い。そこで¥

今後の実習指導，学習援助の方j去を検討することを呂的と

して，学生の実智前後の精神科・病棟に対する千メージを比

較検討したc

{研究方法]

対象:看護学専攻の大学3年生48名，期間，調資内容:20昨

年10月 ~2008年 1 月の期間に実習前後で無記名自記式調査

表を用いて「精神科病棟に対するイメージjの鵠査を実施。

精神科病棟のイメージは， rn音い一明るいjのように前側に

皮対語をなす20の形容詞対を提示した。各環器でイメージ

が肯定的な選択肢が7点となるよう 7段階で評定し 1~ 

7点に得点化後，各項誌の平均値を算出した。平均値は，

Wilcoxonの符号付き1I反位検定で実習前後を比較し悶子分

析(1重み付けのない最小二五史認"パリマックス回転)を行っ

た。精神科病棟のイメージについては，看護学専攻4年生

10名と者護系教官5名から呈示された精神科病棟をイメー

ジして思いつく 45の形容謁のうち誌にでも理解できる感覚

的，直感的な形容認20対を決定した。倫理的記長意:議資票

の記入は任芯;とし研究沼的， I勾谷，匿名性の確保を説明

し調査の協力の有無.内容が成績に影響しないことを説

明し j員!なを得られたものをIITjJ試した。

{寿吉栄・考察}

議資用紙の部収は48名(間収率1009&)。男性7名，女性41

名で，王子均年齢21.0:!::0.84歳であった。実智議後の精神科

病棟のイメージは， 20項目のうち日項目で有意な悲がみら

れた。精神科-病棟のイメージは，媛かで広く明るいと実習

後に惑じる学生が多かった。 20項自のうちl2SI子負荷が0.40

以上で. 2因子にまたがって0.40以上を示すものを徐外し

た14項自で，因子分析を行った結采，間有{度2以上で2滋

子が抽出された。第 1因子を子i夫連さJ(在 =0.75)，第2田

子を「親近感J(日=0.667) と命名した。精神科病棟のイ

メージは.陽性症状の患者さんのイメージを反映する学生

もいれば，陰性症状の患者さんのイメージを反映する学生

もいるつ今後は，病i涜内の写真など視覚教材の利用や，現

場で働く看護持i!iの講義などを通じて，実習古trに情報を与え

ていくことが望ましい。また，イメージは主観的なもので

あり， ri来いjなどの項誌の内容について，学生自身がどう

捉えているのかをインタビューなどを通じて検討していく

必要がある。
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258)地域で生活を送る統合失調症患者の韻薬アドヒアラ

ンス基礎研究:1報一服薬信念冨子構造と関連尺度

の関連一

河野あゆみ

(大抵府立大学大学説看護学研究科博士後期課韓)

松田光信(神戸常盤大学保健科学部看護学科)

松原六部，深沢諮子(財盟法人松原病院)

{践的]
今日の精神医療において，患者の臨薬アドヒアランスの向

上は重要な課題であるc 本研究における臨薬アドヒアラン

スは，眠薬に関する患者の信念と態度からなる構成概念と

するc 研究目的広報薬詰念質問紙のi君子講迭の分析とア

ドヒアランス調連尺震との関連性を明らかにすることであ

るc

{研究方法]

:近畿・北陸地方の精神科外来に通院する統合失調疲

患者。データ収集方法:研究協力施設内の一葉を使用し

綴薬信念尺境 (BMQ)18項日，薬に対する讃えの尺度 (DAI-

10)10項乱疾病薬物知識度識変 (KIDI)20攻白からなる

虫記式質問紙への限答を求めた後，面接でデモグラフィッ

クスと機龍の全体的評悩尺度 (GA引を把握した。分析方

:BMQ会項闘の自子分析を行い，抽出された関子とその

他の質問紙との格関係数を算出したc 倫理的記長室・研究協

力施設内倫理審査委員会の本認を得た後，対象者に研究羽

的・方法・参加の自由・プライパシーの保護につい

と江頭で説明し同意を得たc

{結梁]
対象者数31名(男性22名;71%. 女性9名:29%に年齢

20-67議(王子均41.8土 13.1議)であったc BMQ全項目に対

して，主居予法による協子分析を行った。間有能の変fとか
ら. 2関子構造が妥当であると考えられ.持疫2盟予を仮

して主因子法.Varimax臨転による因子分析を行つ

累緩寄与率は必.68%であった。第 1顕子iえ薬物療法に対

する抵抗を示す内容の逆転項目が高い正の負荷量を示して

いたため築への安心感]国子と命名したc 第2関子は，

薬物療法の重要性を示す内容の項目が高いlEの負袴翠;を示

していたため. [薬の重要性)顕子と命名した。

Varimax回転後の調子得点を推定することにより議へ

の安心感)得点と〔薬の重要性〕得点を算出したc 次に

[薬への安心感]得点， [薬の重要性]得点と， KIDI得点等

との栴際係数を算出した。 KIDIと〔薬への安心感 .54，
ρ<.001)， DAI-lOと[薬の重要性J(r=.44.ρ<.05)が，有

意なまの相関を示した。

{考祭}

服薬および病気に関する知識を多くもつ患者:え薬への安

心惑が大きく，薬の重要性を高く認識する患者は，服薬に

対ーして肯定的な態度をとるものと考える。したがって.地

域で生活する続合失調症患者の眼薬信念を向上させるに

は.続薬や病気の知識を高めると悶持に，援薬の受け止め

を肯定的に変化させる議径約な支援が必要であるc このよ

うな支援により，眠薬アドビアランスの向上が期待できる

と考える G

259)地域で生活を送る統合失調症患者の報薬アドヒアラ

ンス基礎研究 :2報一眠薬信念タイプと関連尺度の

関保一

松国光f言。(神戸常識大学保縫科学部者護学科)

河野あゆみ

(大阪府立大学大学続表護学研究科博士後期諜殺)

深沢裕子，松原六郎(財団法人松原病院)

{自的i
地域で暮らす統合失調症患者の販薬信念タイプを分類し

綴楽器念タイプと眼楽に関する態授や知識，精神援能との

関係を明らか{こすることであるc

[1済究方法]

対象:近畿・北i箆:!i主方の精神科外来に通読する統合失謂症

患者c データi民集方法:対象者に，報薬信念尺度 (BMQ)， 

薬に対する携えの尺度 (DAI-lO).疾病薬物知

(KIDI)の自記式質問紙への拐容を求めた後，面接でデモ

グラフィックスと議誌の全体的評価尺度 (GA引を把握し

たc 分析方法:第 1報の結来から，親薬への信念尺度の

への安心感〕得点と〔薬の重要殻;得点を用いて.グルー

プ内平均連結法によるクラスタ分析を行った。また，各ク

ラスタによって， 1む尺EE得点が異なるかを検討するために

それぞれ 1婆関の分散分析を行ったc 倫理的配騒:研究協

力総設内論王禁容交委員会の永認を得た後，対象者に誹究説

的・方法・参加の自由・プライパシーの保護等について，

と口頭で説明し同窓を得た。

[結来}

対象者数は31名(男性22名;719ら，女性9名;29%)， 

20-67歳(平均41.8念 13.1歳入クラスタ分析の結果，第 1

クラスタ 19名，第2クラスタ 9名，第3クラスタ 3名の対

象者が含まれ，有意な人数比率の係りが見られたり 2=

12.65， df= 2.ρ<.01)。次に 3つのクラスタを独立変数，

[薬への安心感] (薬の重要性}を従議変数とした 1要沼の

分散分析を行った結采.ともに有意な務開差が見られた(安

心感 :F (2， 28) コエ20.67.ρ<.001.重要性 :F (2， 28) 

9.90，β<.01じまた， TukεyのHSD法 (5%水準)による多

重比較の結果，第 1クラスタを f従綴j群.第2クラスタ

を「抵抗感j君主第3クラスタを f信頼j計ーとした。

タイプによるDAI-lO， KIDI. GAFとの得点差に

ついて， 1要留の分散分析を行った紡糸， DAI-lOでは若手賠

の得点差が有意であり (F(2. 28) = 8.43，ρ<.01)， Tukey 

のHSD法 (5%水準)による多重比較でも， r抵抗感j群と

f従!綴j群. r抵抗感j若手と「信頼j群の関に有意な得点差

が見られたc しかし KIDIとGAFの分散分析結采は，

でなかったむ

[考察]
主体的に服薬している患者は少ないが，服薬に僕jする態度

という観点から捉えると，薬をf言頼している患者はもとよ

り，服薬に対して従頒でありさえすれ立良好になると考え

られるc しかし患者のQOL向上を呂指すためには，服薬

に対する信頼の向上を考慮{した看護活動が重要であろう O
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260)精神科長期在競患者の社金復帰!こ向けた連携に関す

る審議実践検討会の意義

片岡三三佳，井手敬IIB(岐卒県立看護大学)

{目的}

精神科長期在院患者の社会後僚に向けた看護実践を支援す

るために県下5つの精神科病院と大学教員が共同で検討会

(以下，検討会とする)を行っているC 平成18・19年度は連

携に焦点をあて，各施設から参加している看護職が自施設

の現状に合わせた諜題に取り組み.その過程を検討会(年

6間)で提供し参加者全員で、検討を行っている O 各施設

の現状を理解するには互いの戦場を知ることが有効である

と考え，検討会は各病院で行い，施設見学と検討会を合わ

せた形式で実施しているc より効果的な検討会を開催する

ために，参加した審議!被からみた検討会の意義を明らかに

する。

{方法}

:王子成18・19年度に検討会に初めて参加した

(男性5名，女性6名，臨床経験年数は王子均8.4
を対象に，その年末(平成18 ・ 19年度12~ 1月)に半

構成(1当面接を実施した。面接内容は参加者の承諾を得て録

し逐誌に転記した。逐語録を精読し検討会に関連する

文!肢を抽出した後米を変えないように要約し 1データ

とした。 1データに姿約された意味内容の類似性に従い分

しその分類を反映したカテゴリーネームをつけ

データの信頼性と妥当性は研究者出で検討したo 2.倫理II
的資己感:口頭・書面で研究の主旨 i変名と泌の保託，

加拒否や中途拒否の権利を説明し同意を持た。

{紡糸}

面接持出は王子均35.8分c 蘭接内容から Sカテゴリー支え

られる]視野の拡大] [変化を実感] [様々な疑問] [検討

会への期待)と27サブカテゴリーの検討会に関する意義と

諜題を抽出した。[支えられる]にはく読点が誌がる発言〉

〈間じ呂襟に向かつて活動している仲間の存在>(同じ病院

から参加している看護者の存在λ 〔調野の拡大〕にはく意

見・情報交換>(想像しなかったケアに関する知識の習得〉

〈具体的な実践に向けた知識の習得>(連携の重要性の再認

識><体験の広がり><良い耐の取り入れ><自施設の振り返

りλ{変化を実感)には〈連携や退院を視野に入れた行動〉

〈絞り組みに向けた前向きな気持ち>(スタッフの変化><自

分自身の向上>. [様々な疑問]には〈検討-内容への疑問〉

〈見当違いな質問内容>(県内病院における現状の違い>.[検

討会への期待]にはく検討会の運営方法><検討課題の設定〉

〈検討会に対する周閣の理解>(教員からの助言><検討会へ

の参加病読の拡大>(継続の必要性〉などがあった。

{考察]

施設見学を兼ねた検討会は看護実践に関する知識の習得を

支援するのみならず，長期間に及ぶであろう長期在説患者

の社会復帰に向けた看護実裁を行なう看護者の意欲を維持

する支えとなり，視野の広がる体験を過して自他の変化に

影響を及ぼすことで，看護者としての自己の再構築をする

場として機能していたc
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261)小学校高学年兜のストレス対処行動の性麓

小川佳代，三浦浩美• ffl'越和代(孝子JII県立保健医療大学)

{目的]

昨今の小学生はストレスフルな生活を送っており，適切な

対処が取れていないといわれているC そこで保健指導に活

刻するために，認知的発達の進む高学年児のストレスの対

処行動と性別との関連を検討するむ

{研究方法}

は公立小学校 5 校の 4~6 年生669名で\2007年 9 月
に独自に作成した自記式質問紙調査を実施した。 内容は

属殺. (2)心身の状況としてイライラ感や落ち込み，

JJ支おの有無(よくある~殆どないの 3段階).外遊びゃス

ポーツ活動(毎日する~殆どしないの 3段階)等. (3)文

献 1) を基に作成しプリテスト後修正した.イライラ時の

対処行動22渓百(普段よく取る行動を選択してもらった)

である。性別の有意差の確認は x2検定を行い，有意水準

は5%とした。統計ソフトはSPSS15.0]for Windowsを用

いた。

[ 1命理的習el.ll?:l
香川県立保健医療大学倫理委員会の承認を得て，事前に教

育委員会と各学校長の了承を得た。調資用紙の自己{すと罰収

は各担任に依頼し無記名で強illIJで、はなく成績には関係し

ないことを文芸?と口頭で説明してもらい，保護者宛の説明

と返{言矧の封筒を添えて配付してもらった。

{結果]

有効!ITI苓626名(有効回答率93.6%). 1。属殺:41f.生200
名. 51rô~t215名. 6:11三生211名，男児304名付8.6%に女児

322名 (51.4%にきょうだいがいる562名 (89.8%).核家紋

374名 (59.7%)で，性別に有意琵はなかった。 2.心身の

状況.イライラ惑がよくある138名 (22.0%).時々ある323
名 (51.6%).落ち込みがよくある59名 (9.4%)，時々ある

180名 (28.8%).腹痛がよくある59名 (9.4%に時々 ある277
名 (44.2%)等，イライラ感や腹痛等の心身の状況と性別に

有意差はなかった。外遊びを毎日する272名 (43.5%に時々

する276名 (44.1%にスポーツ活動を毎日する指名 (4.5%). 
時々する263名 (42.0%)で，外遊びゃスポーツ活動{土佐加

に有JJf:設があったc 3.対処行動と性別の関連:選択が多

かったのは<友達と笑ったり騒いだりする>で.性別に有

ったのは<体を動かす遊びをする>. <ゲームを

する>. <友達に話を開いてもらう>. <音楽を開く.~訟

を歌う>.<家族に話を開いてもらう>等14項目であった。

{考祭]
小学校高学年児の対処行動において，男鬼は外遊びゃス

ポーツ活動が多いためかイライラを解消する方法として体

を動かす遊びを多く選択した。それ}~、外の対処行動は女児
が多く選択しており，女児の方が選択のl隔が広いことが示

唆された。

[文献1
1) Rya任 Wengerぷλ.(1996) Children and the Stress of 
Illness. ]SPN 1 (3) : 126-138. 

262)小学生の心身の状態の知覚とストレス対処行動ー低

学年と高学年の濃い-

三iili浩美，労1・越和イ'-t，小川佳代
(香Jlll巣立保f毒症療大学保健医療学者r;看護学科)

{目的}

近年，小学生の生活費.t震の変化や，それによる心身への影

されている O 認知的発達の途上にある小学生の，

心身の状態の知覚とストレス対処行動に演する学年による

関連を検討するO

{研究方法]

対象は公立小学校ら校の 1~6年生1326名で. 2007年9丹

に独自に作成した自記式質問紙調査を実施した。内容は

(1)属性. (2)心身の状況 6項日…寝不足，腹痛，頭痛，

疲労感，落ち込み，イライラ感(よくある~殆どないの 3
段階). (3)ストレス対処行動…文献1)を基に作成しプリ

テスト後修正した22環器(普段よく取る行動を選択)であ

る。学年は低学年と高学年に分類し x2検定を行った。

有意水準は 5%とした。統計ソフトはSPSS13.0]for 
Windowsを用いた。

[ 1.命理的配滋}

香川県立保健註療大学倫理委員会の承認を得て，事前に教

育委良会と各学校長の了承を得た。調査F語紙の記{すと間~又
は各担任に依頼し無記名で強制ではなく成綴には関係し

ないことを文書と口頭で説明してもらい，保護者宛の説明

と返信用の封絡を添えて自己付してもらった。

{結果}

有効IITI答1228名(有効IITI答率92.6%). 1.庶性:低学年602
名，高学年626名.男児636名，女克592名，きょうだいがい

る1099名 (89.5号心.核家族728名 (59.3%)だ、ったむ 2.心身

の状況:寝不足を毎日感じる135名(11.0%).時々感じる

610名 (49.7%).IJ長痛がよくある104名 (8.5%).時々ある

509名 (41.4%).落ち込みがよくある100名 (8.1%λ 時々あ

る342名 (27.9%).イライラ惑がよくある230名(18.7%). 
時々ある599名付8.8%)だったc 心身の状況と低学年・高

学年では落ち込み以外の5項自に有意差があり，高学年の

方が心身の不識を感じる傾向がみられた 3.対処行

動:22項目中，選択が多かったのは f友達と笑ったり騒い

だりするJ712名 (58.0%).rテレどを見るJ626名 (51.0%). 
f寝るJ562名 (45.8%)等だった。低学年・高学年との関連

は13坂田で、有意差が見られた。そのうち「体を動かすJr家

族に話すJr家族にゐたるJrlul・ぶJr泣く jの5項目は低学

年が選択する傾向にあった。また「友達と笑ったり騒いだ

りするJr友達に話すJr者楽を開く Jrì~闘を読むJ rゲー

ムをするH寝るH友達にメールをするJr落ち着ーく場所に

行く jの8項隠は高学年が多く選択する傾向があったc

{考察}

高学年児は，抵学年児よりも生活パターンが多様化し認

知が発達することから心身の不調を自覚していると考えら

れる。そして，低学年児が家族に頼ったり感情を発散する

のに対し高学年児は友達との関わりや自分の好きなこと

をするという，発達に吃、じた行動でストレスに対処してい

ることが窺えた。

{文献i
1) Ry註n
III加n巴ss.]SP子N1 (岱3): 126-嚇138.
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263)小克の入読環境!こ関する安全管理の検討一安全管理

マニュアルの詑毅一

佐藤洋子，伊藤紀代(北海道大学医学部保健学科)

{日告さi
小児期の事故はその成長発途上の特故に起閣し小児は健

康不健康持にかかわらず多様な事故に遭遇する。また，わ

が協の小史死亡の死留では. 1歳以上の第 lf立を不議の事

故が占める O これに対し 1996年厚生省は「母子強イロ在進

特加卒業jとして，乳幼克の毒事故訪止を行政的に取上げる

ようになったっしかし小克涯療における事故報告は大部

分が医療過誤に関するもので.入i詫児の臼常生活上の事故

に注gされたものはない。我々は，安全な監療環境の提供

は，病克や家族のQOL向上を国る小克看護の発展に寄与す

ると考え.総合病院の小児病今棟の事故と保護者の認識につ

いて調査検討し第32関学術集会で報告したc 今留は，こ

れら施設における安全管潔マニュアルの内容につき，安全

管理対応について検討した。

なお，本議去をにおける事故とは.匿療行為に恕臨する

ではなく， 日常超こり得る子供ならではの事故(転部・転

落，誤欽窒怠・打撲外務・火器等)を指す。

{方法]

承諾が得られた3諮設の安全管理マニュアルにつき，事故

関する，予測ツールの態様，報告を求める項目，そ

の活報の管理，報告経路，などに長点を当ててよと較検討し

たc なお. jjf!i設より一部公開を制i設された項目や内容につ

いては，本検討には含めなかった。

{結果}

1.予測ツールの使用:会路設ともに転倒転務予iRlJツール

を使刻していた。 向アセスメントシートの項告は，日

f転向転落アセスメントスコアシートjが毘映され

小児に特fとしたツールを使用する施設はなかっ

た。

2.報告制度:1)報告項目:施設独自に当事者情報と

して身体心狸状況，事故発生による

告するもの. ~室療者忽IJの当事者靖報として，マニュアル内
の防止策についての認識の有無，事故後の経時的対誌の報

告を含むもの等があった。日本看護協会による参考マニュ

アルが参照されていたc 2) i育報の管浬:報告された事故

情報は. 1施設がPC管理し分析後活用していた。 2絡設

については，言李総iについては部外非公開であった。 3)報

告経路:通常勤務荷と通常勤務帯と夜間・休日勤務帯に分

けた対応施設が2件，重大事故発生時，転倒・転落事故発

生時の対忠施設が1件であったc セーフテイレポート・涯

療事故報告制度，小見科独自の対応・報告について定めを

置く施設があった。

i考察}

安全管狸マニュアルで示される基準，対応は，施設が小見

の事故訪止に取殺みの水準を示すものであると考えられる

が，カミされた基準には，小児に特イとした基準や対応、は少な

く，多くは成人を対象とするものであった。今後は，小児

専門病院における安全基準，兵体的な事故防止についての

検討を加え，小児期患者の生活上の特設に特イとした具体的

な事故防止の策定が課題のひとつと考える。

264)小児看護学実欝で学生が気づく愈績予知の鰻向

中野泰子，内藤 忍(裳ヶ丘厚生年金保健看護専門学校)

{目的}

小児病棟で実費する学生に f危険予知訓練(以下KYTリ
シートを使用した3 このシートにより，学生が危険の発生

に f気づく j苦手演が身にfすき適正な題避行動がとれるよう

になることにある O 今回は.このシートから学生がとらえ

た危険予知の傾向を暁らかにし今後の安全対策への指導

の示唆を得たので報告するc

[研究方法}

対象看護専門学校3年生の小児病棟実習中の学生27名c

議資期間:王子成19年 9 月 ~ll月 c 調査方法:学生の f気づ

きjは. KYT現状把j擦の r~なので(危険要関の状況や行

動)~になる(事故の型)J を龍って記述させ対策立案は自

由記述とした。実習最終おの 8B設にシートを回収したc

分析方法:全記述内容を111村氏のヒヤ 1)ハット

を参考に「日常生活の援助Jr治療処置Jr観察情報jの3

領域と28項自に分類しカテゴリーイとした。分析については

共問研究者間で検討を葉ねることで搭頼性の滋保を閤っ

倫理的配慮:識変は今後の安全対策の指導の示唆を得

る目的であること，評価とは無関係であること，プライパ

シーの保護を般守することを口頭で説明し間窓を得た。

{結来と考察}

総記述数950 シートの領域別分類の「日常生活の援助Jは

総記述数66(69.5%) r治療処援J11 (1l.6%) 

(18.9%)であったっ f日常生活の譲劫jでは転倒・

53 (55.89ら)で.<乳克服ベッド摘のあげ忘れ><l'存続子

に勝手に乗りスピードをだす>など小児の特緩や行動から

予測される危険婆協に気づいたと思われる。また，入浴に

関して;熱{艇では<シャワーの湯の議度>子食事jでは

<食器の葦の熱さ>などfi2:験要留を学生の身近な経験や知

識からも気づいたと思われる r治療処援jでは 5チューブ

が 9 (9.5%)で<畿液ルートが長く絡まる>

<点滴がllrr管からもれる>など機器類操作に関してjは，

<ポンプ充電の確認>など誌に見える気づきはあったが，

点滴の内容や方法，速の気づきはなく学生は治療の方

針や効果まで理解していたとはいえないc この分野は生活

の援助によとベ怠険への気づきは少なかった令経験の機会の

と学生の気づきを増やす関わりが必要と思われる

「観察情報jでは患者観察 6(6.3%)は<報告が遅れる

と重大なことになる><点滴後や内線のあと訪室しないと

部作用出現に対応できない>.家族へ説明jは<親がベツ

!ご栂をあげない>など観察や小見看護における家族への説

明の蓑要性に気づいたと患われる。学生が自由記述した対

策立案は，ひとつのfi2:検婆留に対し一対策で何も記述され

ていないものもあった。対策については，実習後に学内で

しあう場を設け，危険婆裂を様々な観点から考えさせ

複数の婆臨も関連していることなどを壊解させる働きかけ

が必要である。
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265)小児看護学実留における学生のヒヤリハットに影響

ずる要因

馬場口喜子，関田税代(京都府立産科大学援学部看護学科)

{研究話的}

本学では，子どもの安全に関する行動日襟として「対象の

成長・発達と健康状態から事故を予測し事故防止が実践で

きるjをあげ，平成18年よりオリジナルの「事故予郡シー

ト」を用いて，毎日，予測する事故を記述させている O 結

果，事故i坊止に対する認識が高まり，安全行動への実践に

繋がることを報告した。

今聞は，学生のヒヤリハット内容と発達段階，実留経過と

の関連について検討したので報告する。

{研究方法1
1 識査対象:小児看護学笑留中の学生79名。

2. 説査部間:平成18年10月~王子成20年2fJ 0 

3 調査方法:実習 2BBから 8日間，毎日実習終了時に

諜査し

4. 必至を内容:病室，プレイルーム，廊下，浴室，処置室

を ~I示した fシート j にヒヤリハットの内容(学生が子ど
もとの関わりで，事故に至る可能性のあった出来事)を自

由記述させた。記述内容を f打撲・外傷Jr転倒Jrベッ iご

からの転落Jr輸液ライントラブルJr滑るJr誤礁・誤飲j

ri弱水jに分類した。

5.解析方法.ヒヤリハット全件数を場所別(病室，プレ

イルーム，浴室廊下，処援護)に分類し頻度集計した。

ヒヤリハット内容と発達2群(乳幼児46名.学童33名). 

習経過との関連をカイ 2来検定を用いて検討した(統計的

有意差はすべて 5%とした)。

6 倫理的配慮:学生に研究の趣旨，調査方法，プライパ

シーの保護に配癒すること e データ分析は，実智成績の処

理後に行うため成績に影響しないこと.不利主主が生じるこ

とはないことを説明し同意を得たc

{結巣1
1.ヒヤ 1)ハットの概要:実習 8B隠での学生のヒヤ 1)

ハット総数は192件であった。 f病室JrプレイルームJr廊
下jの}IJ支でヒヤリハットの頻度が高かった。内容は「輸液

ライントラブルJr打撲・外協Jr転倒Jrベッドからの転落j

の順で、高かった。ヒヤリハットで. r輸液ライントラブルj

が多くみられたのは，その背景に，小児がんの治療で総液

をしている子どもが大半を占めていることにあった。

2. ヒヤリハットと発達段階:乳幼児，学童ともに「輸液

ライントラブルJr打撲・外傷Jr転倒jが多かったが，有

なかった。

3 ヒヤ 1)ハットと実習経過:実智が経過するとともにヒ

ヤリハット件数は減少した(実習 2B B34.9%. 3日目

23.4%. 4 B B9.9%)o乳幼克，学震でみた場合も実習経過

とともに減少していたが有意義はなかった。

[考察}

ヒヤリハットの件数や内容に乳幼児，学童で、差がなかった

ことから，小児看護学実翠においては，すべての子どもに

対して，安全への配惑が必要であると考える。実習が経過

するとともにヒヤリハットの件数が減少したのは，子ども

の安全，事故防止について繰り返し指導をすることにより，

事故防止に対する認識が高まり，そのことが安全への実践

に繋がったむ

266)小児看護学実習における学生の不安要思の検討

問問視代，馬場口喜子(京都1夜:立!支科大学院学部孝子護学科)

[研究自的]

少子化の影響から学生は年齢の離れた子どもと接する機会

をもたない者が多い。そのため，成人領域とは異なる不安

感や街難感が強仁実習が進むなかで多くのつまずきを経
験する。

そこで¥学生の子ども援や子どもの発達段階が，学生の不

安にどのような影響を及ぼすのかその関連を明らかにする

ために小児者護学実習における不安喪服について検討し

たので?報告するむ

{研究方法]
研究手法:質関紙i去によるアンケート鵠変。自記式無記名。

調査対象 :A大学看護学生のうち研究に同意を得られた

212名。
調査期間:平成16年10月 ~19年 7 丹 O
調査方法:小克看護学実習最終自に調査菜を記布・国訳。

調査内容:0)子どもの年齢，診断名 (2)子どもに対する

関心・苦手意識，世話の経験 (3)小児看護学実習での不安

の桂境，不安得点(オリジナjレ);得点が高いほど不安が強

いことを示す (4)不安婆邸の影響(10開，何れも「かなり

影響した・やや影響した・あまり影響しなかった・ほとん

ど影響しなかったjで回答九

解析方法:SPSS14.0]で統計処理c 得られた有効問答212名
(100%)に対して.0)不安得点を大きさの}IJ真に並べて 3
等分に分類 (40点以上・高群82名. 20~39点・中群70名，
19点以下.f.正常60名)不安得点と基本様性との関連;

分散分好 (3)不安得点と苦手立議.i校話の経験，発達段陛

不安妥協の影響との関連:カイ 2来検定。統計的有志:性は

全て 5%とした。

倫理的記長室:研究の趣旨，調査方法，擬査への参加は自由

意思、により開意しない場合も成訟など不利益が生じないこ

とを説明した。データ処理は成総処理後に行い，国答を本

研究以外で使用しないこと，プライパシーの保護を保醸し

た。

{結果}

平均不安得点は33.0土23.0点 (M土 SD)で¥高群57.2::t15.7 
点，中群26.1土5.0点，低群8.0土4.2点で，各税関で手差を

認めた (p<O.OO1)0 分散分析の結采，不安得点と子どもの

発達段措，子どもへの関心度・苦手意識，世話の経験との

調達では交互作用は認められなかった。

どもの苦手意識が強いほど不安得点は高く，統計的有意

差を認めた (p<O.OOl)。また，子どもの世話の経験が少な

いほど不安得点は高く，有意義を認めた (p<0.05)。子ど

もの発達段織では有意差はなかった。小児看護学実習での

不安要閣の影響は，不安得点がiおいほどfかなり影響したj

の頻度が高く. r子どもへの説明方法がわからないJ(p< 

0.001). r子どもの反応が捉えにくいJ(p<O.01). r子ども
の拒否が怖いJr遊び、方がわからないJr看護過程の展開が

わからないJr観察が難しいJ(p<0.05)で、有意差を認めたG

{考祭]
どもに対する苦手意識が強い学生ほど小児看護学実習で

の不安の程度は強く，関連が穎箸であったc すなわち，学

生の不安に.子どもの苦手意識が大きな影響を及ぼすこと

が示唆された。
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267)新卒小児看護師の 1年間の現場体験と看護基礎教育

による影響

村木由加泉(藤白保穫衛生大学看護専門学校)

出口桂子，服部淳子(愛知県立者護大学)

[目的]

新卒小児看護締の卒後 1年間の現場体験と，思考や行動に

おいて現場で活かされる考え方が看護基礎教育の影響をど

の様に受けているかを明らかにするc

{研究方法]

木下(1999)による修正競グラウンデッド・セオリー・ア

ブローチによる資的締結的方法を用いたっ対象は. A1県内
の7総合病i淀小児病擦の同意が得られた小見者護部17名。

学講成約蕗接の後，上記に従い継続的比較分析を行いなが

ら概念認を描きプロセスを明らかにした。結果はメンバー

チェッキングにより安当性検証を行った。倫理的記長室とし

て，対象者に，研究話的と参加の自EtI.長室名性の保証など

を説明しデータ収集においても十分に配醸して行ったむ

なお.本研究はA大学の倫理審安委員会の承認を得たc

[結果及び考察}

43の概念と17のカテゴリ oつのサブカテゴリーが抽出

され，新卒小克看護締が自分の詰指す審議の実現ために自

覚的lこ取り組めるようになるまでのプロセスが矯造イとされ

た。

新卒小児者護締i久子どもが好きなことや

で形成された小児審議のイメー

の教員の価{度額や実習体験から 5卒後の進路決定jを行い，

それらのF7定的なイメージから 5自分の隠指す小児看護部i

f象の理想化jをしていた。この背景には小克看護学の教育

方法の関連が示唆された令入戦後は，学生時代のイメージ

との違いに戸惑い;理想、より現実譲先jの状況となるが，

6ヶ丹後にはスタッフとの関係教が成立，子どもの扱いに

との調和による仕事の進展jにほとんどの者が

その後 6~9 ヶ月頃にはィンシデント・アク

シデントによるショックjゃ;新たな課題による

を体験していたが，それらをクリアし自信を得て，次の段

階へと移仔した。これらを体験しない場合は仕事に4噴れて

きたことで f自分の目指す看護実現への期待jを抱いてい

たc そして，時間内lこ仕事が終わる体験，チーム内で、の役

割を自覚，者譲を振り返る余裕を得て;仕事に対する余裕

となり患児閥復の喜び、を実感jすることで小児

看護部を自覚し 5自分の包括す小児看護締設が再浮上jし

ていた。その内容は，現場に沿った臼擦となり分の毘

指す審議実現への自覚的取り組みjへと移行していった。

また，現場の実態と目指す看護との差を感じ;現場の看護

に対する疑問jが主主じていたc 全体を通して;看護師とし

ての支怪の重さを自覚jしながらも.子どもの笑顔や家族

からの感謝や励ましである f対象から与えられるエネル

ギ-を受け子どもが好きjな気持ちを基盤にプロセス

が進んでいた。

以上の結来には小見看護の多くの特殺が示されたほか，

護基礎教育の小児看護領域での教育内容や方法に対する

接的な具体的示唆を得ることができた。
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268)親になる過程への支援から盟主盤師が受げた塁手饗要因

と必要と考えた支援内容

行田智子，河内美江(群馬県立県民健康科学大学)

今関節子(桐生大学)

{自的1
1.妊娠掛から産袴拐において親になる過程への支援を通

して助産締が受けた影響要国を経験年数加に明らかにす

るo 2.妊娠期から援袴期において親になる過程への支援

を通して必要と考えた支援内容を経験年数別に明らかにす

る。

[研究方法1
1.対象は総合病院は施設)に勤務している助産締15名

である。 2. 調査は平成18年 6 月 ~ll月に実施した。 3.

大学の倫理審査の承認後，倫理的配惑は研究協力希望者に

説明伺意識:を用い， 話的やプライパシーの保護.テーフ。録

i可意後撤恒!の自由など説明し研究承諾を得た。 4.調

査内容は殺になる過程への支援を通して助産締が影響を受

けた事，必要と考えた支援である。 5. II百接は病棟の一室

で，プライパシーが守られる場所にて 1 人30~60分行い，

内容はテープに録音した。 6.分析はBerelson.Bの内容分

析の言及項目分析に基づいて行った。逐語録を作成後，単

を記録lji.f立としコードイと.サブカテゴリー.カテゴリー

した。給条の信頼性を確認するため 2名の研究者で

分折を行い，スコットの式に基づいて一致率を算出した。

経験年数は 3年未満:AG. 3 ~ 9 51~ : BG. 10年以上:CG 

とし各5名で、比較した。

{給染}

1 対象の平均年齢はAG:24.4品 BG:26.6殺.CG: 40.6 

王子均経験年数はAG: 1.3:f1~. BG: 4.9:11三 CG:19.1年で

あった。 2. スコットの式による…致ネは87.9%であっ

た。 3.r助産部自身が受けた影響要国jではAG:<笑母

からの妊娠期や育児期の話>くなりたい劫産締モデルの存

在>などのカテゴリーが抽出された。 BG'CG:<家族・友

人の妊娠・出産・育児経験><自分自身のケアの振り返

り>が共通で、あった。他にCG:<自分の妊賑・出産・子

育て経験>をあげていた。 4.r必婆と考えた支援Jで

は.<退院後の母子との関わりの場を持つ>が共通であ

り. AG: <能力のある助産師になる>. AG' BG: <妊

娠期からの継続的なケア>， BG' CG: <挺娠中や産後に

ゆっくりと話す>， CG:<妊娠中や産後に母親同士の交流

を増やす>などであった。

:考察]

で， 3 if米満l主人格や能力を高めることが支援に

有効であると考えており，将来モデルとなる先輩助産輔の

存夜があり，その考えや支援方法を吸収することが重要で

あった。また， 3年以上では「自分自身のケアの振り返り j

があかこの方向をより発展させていく方法の開発が望ま

れる。必要と考えた支援内容では， 9年までの助産部は妊

娠拐からの継続的なケアの必要性，産後のケアにゆっくり

と関わりたいと考えていたc さらに10年以上になると妊娠

部から母殺悶ごとの交流の場を作り.話がしたいと考えてい

たc 主主義的な助産締の支援だけでなく.母親伺士の交流で

母親自身が気づき，成長出来るような支援をしたいと考え

ていることが示唆された。

269)生後3カ月以内の子どもを持つ父親の精神状態

山JlI裕子(佐賀大学後三学部看護学科)

(産業医科大学産業保健学部)

[研究目的}

本研究は，生後3カ月以内の子どもを持つ父親の精神状態

を明らかにし仕事のストレス及び産後の母親の精神状態

との関連を検討することを目的としたc

{研究方法i
F県内の産婦人科クリニックで平成19年 6 月 ~ll丹の期間

に出産した母親に対し退院時と産後 1カ丹健診時の 2回，

対簡で自記式アンケート調資を行った。基本的属性及びエ

ジンパラ産後うつ病尺度 (EPDS:4件法，得点が高い殺精

神状態が惑く 9点以上を高得点とする)を用い精神状態を

見た。子どもの父親に対しては，基本的属性に職業に関す

る項目を加え，同意のあった母親を通じ郵送調査したむ

[倫理的記慮}

対象者に，口頭と文書{郵送は文書のみ)で，研究の主旨

と方法及び個人名を特定しないことやプライパシーの守

秘，陪;窓の有無により不利益を被らないこと，研究と診療

は無関係であることなどを説明し回答をもって間意とし

た。

{結果}
父親88名(回答率35.7%)，平均年齢32，9歳(範囲21~47) ， 

父親の凶答があった母親88名を分析対象者とした。母親の

平均年齢は31.0歳(範国17~44). うち初産婦は40名 (45.5%)

であった。父殺の1m答期日;久子どもの生後平均40.6B (範

関6~9わであった。父親のEPDS平均点は4.57 :t 2.70点

(ij花liH1 ~12) で. 9点以上のif;j得点者は 8名であった。母

殺の退院時のEPDSは4.06土3.50点.高得点者11名，産後 1

カ丹時は3.84土 3.10点，高得点者10名であった。ストレス

が有ると答えた父親は， 55名 (63.5%)で，仕事のストレス

が有る父親は， 71名 (80.7%)であった。初絞別の精神状態

は，母親は有意な差が見られたが.父殺には差がなかった。

母毅の精神状態の高抵得点目日の父親の精神状態lえ 2時点

共に有意な惹はなかったが，高得点裁の母親の夫の方が精

神状態が悪い傾向が見られた。父親の精神状態と有意に関

連していたのは，産後 1カ月時の母親の精神状態 (r= 
0.216. p<0.05) ，ストレスの有無 (p<O.Ol， t検定)であっ

た。

{考察}

子どもが誕生後3カ丹以内の父親の精神状態は，母親であ

る姿の精神状態と相互に影響していることが示唆された。

父親の精神状態は，子どもを持つ体験の有る無しとは無関

係で¥社会的役割としての仕事に加えて，家族が増えると

いう家庭環境の変化のストレスが何らかの影響を及段して

いることが推測された。今後は，影響要留について分析方

法を変えて検討することが課題となった。
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270)乳幼児の母親の育党不安と家族機能・育児状況の讃討

玲子，松村恵子，様村裕子

(香川県立保健援療大学保縫医療学部看護学科)

{話的}

家族への子育て支援を検討するために乳幼克を育ててい

る母毅の育児不安と家荻機能および母親が霞かれている青

鬼状況との涛係を明らかにする。

[方法i
提娠期から産後 3eiドまでの諜断言号室をに関意・協力を得てい

る母毅80名を対象lこ，産後4年に識変禁を送付.都送調査

した。苦言査内容は，属性，子どもに関する心記や夫へのサ

ポート期待など育児状況に関する策報，育児不安，家族機

能である。育克不安は.牧野の育児不安尺境14項目 4段階

評定日特性:ー毅的疲労感，一殺的気力の低下，イライ

ラの状態，育児不安機候，育児意欲の低下)を用いた。家

族機能iふ法;諮らのFFFS釘本語瓶詰5項目を沼いた。育克

不安と家族機能充足度(総d得点)との関連はSpearman頗
{立板関係数，育児不安と育児状況との関連は 2要路分散分

析を行い，有意水 5%未;詩としたつなお，文書にて研究

詩的と方法を説明し議資協力の在意・中止の自

霞名・守秘につとめ対象者の不利主主とならないよう倫

理的に記長室した令

[結果]

有効回答72名(有効問答率90.09ら)。王子均年齢33議 (25-44

核家族84.7%(61名)，有職者51.4%(37名)，子ども 1

人26.49ら(19名)であった。予手先不安の平均得点は33.7

4.1. 5特性の各王子;均得点は一般的疲労感5.0土1.2，一段的

気力の抵下5.0土1.0. イライラの状態4.9会1.2，育児不安後

候10.1土1.6，脊鬼怒欲の抵下8.6土2.1であった。育児不安得

点、と家族議能総d得点は正の報関 (rs口 0.317，p = 0.007). 

5特性の各得点と家族議能総d持点では，一数約疲労感

=0.349， p口 0.003)とイライラの状態 (rs= 0.392. p 0.001) 

で正の相関が認められた。この2特性と家荻機能25項目で

は，特にー殺的疲労感は日本識が惑いこと (rs= 0.460. p 

<0.000)とf子どもが認を休むことJ 0.424， p<O.OOO) ， 

イライラの状態は f子どもがE裂を休むことJ = 0.451. p 

<0.000)でかなりの正の格関が認められたc そこで，

的疲労感，イライラの状惑の 2特性と育児状況の関係をみ

ると.一殺的疲労!創立子ども数と夫へのサポート揺待の 2
要留に交互作用担任. 68) = 5.39. p = 0.023)，イライラ

の状態は子ども数と就労の 2要因に交互作用 (FO. 68) 

4.92. p = 0.030)が認められた。

[考察i
乳幼児を脊てている母親の育児不安は，家族機能充足度と

の関連が認められ，母親と子どもに関する充足度が，育克

に対して疲労を感じたりイライラの状態になる要顕である

可能性が示唆された。これは，子ども数，就労，夫へのサ

ポート賎待といった母親の5まかれている育児状況の違いが

相互に額係し個別的な支援を検討する必婆があるc

271)妊嬢中の茂露症状の実態

松田かおり，良ー錦えみ子

(京都府立医科・大学法学部看護学科)

[EI的]
妊娠中には，掻捺感や妊娠線等皮腐;こ関するマイナートラ

ブ)vが生じる O しかしこのトラブルに関する報告は，sl.

j警科を受診したZ主主主疲{殉に限られていてその実態は切らか

ではない.そこで本諦究では，妊娠中にマイナートラブル

として自覚された凌腐症状の実態諮交を行ったむ

[方法I
A市内の産婦人科2施設を受診やの妊婦202名に対 し郵

送による自己記入式・無記名の費関紙調査を実施した。倫

理的記惑として，対象者には文書にて研究時的，調資内容，

参加意志の自由性の保i絃データ処理について説明し返送

をもってi可意を得た金調査内容は， n.毒性および妊娠中の皮

腐の変化(掻簿惑毘疹，妊娠線， しみ，発汗， f本毛など

の有無)と，発症遊数，発症者1;1立，議捧感やj認疹の疲状の

増強時および対処方法書また，掻捺感の殺度については

VASで時答を得た令分析には統計ーソフトSPSSverl1.5を用

いてx2検定を行い有意水準は 596としたc

{結果i
間~又率は 133名 (65.8%). 初妊婦85人 (63.9%) ，平均年齢

31.1 (SD出 4.2)歳妊娠選数12-40還で平均29.4(SD 6.9) 

妊娠時期は初期4.0%.中期32.3%.後期63.7%であっ

妊娠中の成!替の変化で{え掻捧感80人 (60.2%)であり，

毛の増加77人 (57.9%)，発汗63人 (47.4%にしみの増加49人
(37.49心，混疹31入 (23.5%)，妊娠線路人(13.併合〉であっ

た。

と湿疹の発症において掻捺惑のみjが52人(39.3%)

であり • n!a疹のみjが3人 (2.3%)， r掻捧惑と;毘疹ありJ
が28人 (21.2%)であった。これらから，妊娠に伴って発症

する成総症状では掻捺感の割合が多く. i蚤捧感を発症した

妊婦の35%に湿疹を併発することがわかった。掻捧感の発

生部{立は f腹部Jが多く f足・篠 rll毎Jr続・肘J背中j

f外陰部jと続いた令初発時期lえ初期30.6丸中期必.2%で

あったc またVASの結泉から議捧惑の殺授は平均5.0(SD 
=2.2)であり，範簡は0.9-9.2であったc また，掻捧感や

i昆疹の増強i待は， r入YJ-J 31人 (40.3%)， r発i子時 29人
(37.7%)， rストレスを感じた時 12人 05.併合)， f!淫限時j

s人 (7.2%)との田容を得た。議捧惑や湿疹に対する対処

法は.r1呆混クリームイ呆j量約を塗る 51人 (64.6%)， 

にするj詩人 (45.2%)， r薬を飲む・塗るJ18人 (22.8%). 

f入浴・シャワーをする 16入 (20.3%)， r1子を拭く J11人
03.9%) .クーラーなどで部擦を涼しくするJ8人 00.1%)
であった。

{考察]

妊娠に伴って掻捧惑は60%の妊婦に発疲し発汗の増加も

約50%の妊婦に見られた。このことは，妊娠に梓い，基礎

代謝の増加や.エストロゲンの上昇によって服汁援護が停

滞することにより，発汗作用と皮賭腺の活動性の増加が誘

毘になっていると考えられるc また妊婦にとって皮腐症状

の発疲やその程疫を把握し発症や悪化を予紡するための

対処法の確立が必要で、あることが示唆された。
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272)祷婦が抱く f退読後の寄児の心配事JIこ対する f母子

開票・異室Jr拐産・経麓jの影響

植田啓子，平 揚子(新宮市立毘療センター)

山田一朗(臨床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{話的]

昨年の本学会において， r母子同室・呉室Jr初~霊・経産」
の違いにより，袴婦の「母子河室への実感・期待感」

が生じることを報告した。今年度は，これらの要因が「退

院後の育児に対する心記事Jにもたらす差異を分析した。

{対象と方法]

共間研究者が主催するProjectAKI全国集会 (2006)の参加

者が所属する底療機関に2006年9月から12Jiまでに入指し

た祷婦で，事前に文書による研究の趣旨説明を行い，口頭

で協力への時意が確認できた312人を対象とした。このう

ち母子問窓群は200入(初産101人，経産99人)，異室群は

112人(初産37人，経産75人)であった。なお，調査時期は

産後 38から 7日以内とした。

構成探念:・内容的妥当性を識者と検討したうえで，退院後

の育忠に関する認識尺度 (5段階のLikertScale， 21項自)

を作成し基本属性に関する項目を付加して調査票を構築

した。全対象者の限答について主民子法による詔子分析を

施し抽出された各開予報!の国子得点を従属変数， r関室-

f初産・経産Jを要因とする分散分析を行った。統計

処理には SPSS for Windows 10.0Jを用いた。

[結果と考察}

1)対象者の年齢分布:母子同室詳の年鈴の中央値は31.0
(18 42歳).呉室群は30.5歳(18 44歳)であったむ

2)因子分析結果:由子分析の結果， r鴫乳瓶のj断言ができ

るかJr抱っこがうまくできるかJrおむつ交換がうまくで

きるかJが関与する第 1鴎子(育児全般)， r母乳をどれだ

け飲んだかJrミルクをどれだけ足せばいいかJr授乳の関

濁Jが関与する第2鴎子(授乳)， r順調に育っているかj

f体重が増えているかJr病気をしないかJが関与する第3

由子(児の発育)， r夜中に泣いたときどうしたらいいかJ
ri立いたときどうしたらいいかJrうまくあやせるか」が関

与する第4菌子(控いたときの対処)の4つの盟子が抽出

されたの

3) r同室・巽室Jr初産・経産」の碍婆国比較:第1茜子

得点(育児全般)については， r向室・呉室Jr初産・経産」

双方の影響力が有意 (p<O.OOl)であった。第2因子得点

(授乳)については， r同窓・異室」の影響力のみが有意 (p

<0.001)であった。これは授乳に関する心記は出産経験に

関係なく生じるもので，母子開室はその心記を減弱する効

采があることを示している。第3国子得点(見の発育)に

ついては， r初産・経産 (p<o.oo1)Jr同室・奥室 (p=0.027) J 

双方の影響をうけていた。第4因子得点(泣いた時の対処)

については， r初産・経産jの影響力のみ有意 (p<O.OO1)

であり，初産の方が高かった。これは，出産経験の積み重

ねによって，袴婦の対処能力が向上したことを示している。

なお.r調査時期」による各国子得点の護は生じていなかっ

た。

273)母乳育児意識と年代および出臆体験との罷遥

月前美鈴(故久大学看護学部)

武田江恵子(山梨大学大学院博士課程)

{自由主}
母乳育児支援として，よい出産体験と席問の支援というの
は周知のことであるc 周関の支援者として組母の存在は大
きく，社会の変化と伴に母乳脊児に対する意識もその影響
を受ける。本研究は，出産体験および年代と母乳育児意識
との関連を明らかにし母親と周閥も含めた母乳育児支援
について考察することを自的とした。
{研究方法1
2007年10月に，住民基本台帳から無作為に選出した25歳以
上の女性466名に自記式質問紙を郵送し返送して頂いた。
住民基本台帳法の手続きを行い，研究の主旨及び協力依頼
を書面に示し返送をもって間意を得たこととする旨を明
記した。回収170名，有効回答が得られた164名(回収率
35.2%)を分析対象とした。年齢.出産体験，母乳育児意識
について調査し• Cramer V， X 2検定にて分析した。
[結果1
1. 母乳育克意識と年代(表 1): r 3. あまり言われると
ストレスJV=.350 (p=.002) r8.安心するJV=.304 (p 
立 .012)であった。
2.母乳育児意識と出産体験:各年代の75%以上が肯定的
な出産体験をもっており年代間で差はなかった。出産常定
計二と奇定群では r7.繋がりを感じる」で有意差 (P<.05)
があった。
{考察}
65議以上は f言われるとストレスjと感じていなかったc

この世代が育児をしていた時期は人工乳が推奨され，
れることが少なかったと推測される。高年代では「母乳を
与えると安心jと育児の一部として母乳をとらえ勧めてい
ることが飼えるが，母乳への国執感はみられなかった。出
産体験合段定的に捉えていると，母乳に立すしでも仕方ない
というあきらめではなく，元気ならという良い方向へ考え
が転換しやすい傾向にあった。高年者は f安心・元気ならj
という思いで母乳を勧めていても，若い母親にとっては時
としてストレスになることから，両方の思いを尊重しなが
ら働きかけることが必要である O

表1 年代ごとの母乳育児意識

年齢 会員 25-34 3刊 4日 15日侃

母乳育児意識 139 走塁 長霊 長完 走塁 以ヒ

1)母乳は良いと思うが 65 7 10 12 
余母こだわらない (46.8%) (日0.0%) (40.0%) (4.4%) (54.1 %) I (44.4%) 

2)母乳は良いと思うが
118 24 33 29 足りなかったらミルクを

足してもしかたがない
(84.9%) (71.4%) I (88.0%) (8.9%) (89.2%) I (80.6%) 

3)母乳とあまり習われ 21 3 b O 
るとストレスになる(輔) (15.1%) (35.7%) (32.0%) (1l.1%) (13.5警告) (0.0誌}

4)子どもが元気に育て 81 10 I 18 12 25 16 
ばどちらでもよい (58.3%) (iJA%) I (72.0%) は4.4%) (67.6%) (44.4%) 

5) どうしても母乳をあ
33 3 4 8 7 11 げたいと，思っている

(23.7%) (21.4%) (16.0%) 州)(18.9%) (30.6%) 
(怒っていた)

6)母乳を与えることで
70 6 19 21 母校が発達すると感

じる(慾じた)
(50.4%) (42.9%) も10.0%)I (51.9%) (51.4%) (58.3%) 

7)母乳をi混じて子ども
96 9 19 28 と雲寺がっているように

長率じる(慾じた)
(69.1%) (64.3%) (76.0%) (70，4%) I (56.8%) (77.8%) 

引なんとなく母乳を与
33 2 

(23p .8努)
8 4 16 えていると2安心である

江主3%) (22.2%) (10.8箆〕 (44.4%1 
(あった) 約

9)その他 3 I 3 I 
(6.5%) I (i.l %) I (4.0%) (ll.1 %) I (8.1%) I (2.8%) 
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274)終末期におげるがん患者の家族へのケア

高城美希(富山大学大学院i護学薬学教育部修士課程)

長光代(厚生連滑JII病i詫)
八塚美樹(富山大学匿学部看護学科)

{目的]

病院に勤務し緩和ケアに携わっている看護締が，終末期に

おけるがん患者の家族に対してどのようなケアを行ってい

るのかを明らかにすることであるc

{方法}

病臨に勤務し緩和ケアに携わって 5年以上の経験を持つ

看護締6名に学構成的商接を実施して得られたデータを分

析した。分析方法には，情報を整理しわかりやすく要約

する側面がある内容分析を用いた令倫理的記長撃として，研

究対象者に，研究の主音やその方法，協力の在意栓や途中

撤閣の権利及び個人情報の保護を口頭と文書にで説萌し向

を得たっ

{結果・考察}

終末期におけるがん患者の家族へのケアとして175のコー

ドが抽出された。これらのコードは14のサブカテゴリーを

形成し最終的に〔家族の医療への参入を導く工〔家族の

流れに添う工[家族に安堵感をもたらす独りよがりに

ならないJ. [家族を受け入れる準備をする?という 5つの

カテゴリーを形成した。[家族の医療への参入を導く〕は，

家族が医療に参入しやすい状況を作り出すケアであった。

霞擦の中で家族;え自身の役i置付けがどのようになってい

るのか認識しにくい状況にある。そのため， [笈療者は家族

がケアの対象であることを認識することが出来るように関

わっていく必要があると考えられたむ〔家族の流れに添う

は，者議締が家族に必要なことを見滋めるというケアで

あった。今まで培ってきたその家族国有の援史に，途中か

ら関与することになる看護婦が，家族が何を望んでいるの

かを敏感に察知しようと関わり，ケアの内容 e 程変を調態

することが重要であると考えられた。〔家族に安堵感をも

たらす〕は，患者へのケアを家淡に示すことや， ケアに参

加してもらい患者との一体感と援療者との連帯惑を感じて

もらうことで家族に安堵感をもたらすというケアであっ

た。患者と死期した後の家族にとって，この安土器感は心の

バランスを保つために重要な意味をもっと考えられるつ

よって，ケアをしたという結果ではなく，どのようなケア

を議み重ねてきたのかそのプロセスが求められ， 1路 1留

のケアを了空手に行うということが議姿ではないかと考えら

れた。[独りよがりにならない〕は.家族のために匿療チー

ムが一丸となるケアであった。特に終末期では，一分野で

は捉えられない家族の疑掲や心配事，そして希望を捉える

ことができるように出来るだけ多くの註療者の日で捉え

ていく必要がある。〔家族を受け入れる準備をする]は.家

族へのケアをスムーズに行うための前段階としてのケアで

あったと考えられた。終米期では.病状の急変や時間の制

約があり， どのようなことに対しでも繰特に対応できると

いうことが求められることから，家族を受け入れるための

準備を普段から行うことが重要である

275)発達緯欝児の学校生活適応にむけた親の主体的な実

践とその意味

山田綾.伊藤美鶴子，三上洋

(大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻)

{目的}

発達障害児の学校生活遥$は殺と教締の連携が重要読さ

れ，これまで主として児を受け入れる教師や学技支援の視

点から両者の良好な関係づくりや，両者のコンクリフト要

留の分析なとeが行われてきた。しかし親支援の視点から連

携が児の学校生活適応にとってどのように機能しているの

かについて踏み込んで評価したものはない。そこ

害児の親が鬼の学校生活適応、のためにどのよう

えているかを，質的に把握し支援ニーズを明らかにするこ

とを自的とした。

[研究方法i
対象者は殺の会に所属する教師と良好な潟係にあると考え

る小学生の発達龍三害児の毅 6 名 (30歳代~50歳代)とし

2007年10月 ~11月に半欝造化磁議調査を飼聞に行った。主

な紫i関内容は，児の学校生活への関与.教締との関係形成

の為の実賎，見の家庭・学校生活の様子などであっ

研究について大阪大学経学部保健学倫理委員会で承認を得

た上で，調査協力のi汚:邸主，預接言立に文議で説明の上，

名によって確認した。会て逐語詩、に起こした面装記録を

GT法を参考に分析した。

[結采・考察]

を最もよく整えられるのは自分しか

いないと考え，次の様な実践していたo 1.学校生活への

関与:小学校入学時に特~Ij支援教宵モデル校を選ぶ。鬼の

学校生活に…臼 1~ き添う。学校の様子を知るためにPTA

役員を引き受ける，学校ボランティアに去を録する。克にあ

わせた開題に寝題をアレンジずるC 宿惑を仕上げるために

深夜まで付き添う。 2. 教締との連携での心がけ:aJ呂の
-家庭生活の様子についての豊富な靖報の

共有c b.教師とのお互いの立場を壊解し無理難題を押し

付けない。 a.とb.のため教締と話しやすい状況を作る。

は鬼の学校生活環境を整えるために1.の様な実践をして

いたが，それを教師に'3とく受け入れてもらえるよう 2. の

織な教締との関係形成に努めていたc この犠に親は児の学

習阪でのフォローや教締との関係形成において主体的な行

動をしていたが，それは親の児の学校生活の丸抱えではな

く，克の自立の百J能性を高めるための見守り姿勢と捉えた。

{結論}

殺が児の学校生活適応のために主体的に環境を整えている

事が明らかになったが，この主体的な実践は毅の f児の生

活を守るのは私しかいなしリという思いによってなされて

いる G また克の館書受容について否定と肯定の問で日々揺

れ動いていると考えられる殺が主体的に取り級むことは.

負担が多いと考えられる。親の行為の意味付けと連携の意

図を学校関係者に知らせ，また殺を支えることにより

をおく，第3者を含めた子どもと家族を支える支緩体制が

必要であると考えられるc 本研究は平成17年度財団法人i呉
進会の助成を受けて実施された。
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276)娘介護者における特徴的な介護体験…認知症の実母

の在宅介護体験かう一

藤本美由紀(兵庫県立がんセンタ

新井香奈子(兵庫県立大学看護学部)

{目的}

本研究の目的は，認知症である実母を在宅で介護する娘介

護者の特殻的な体験を明らかにすることであるO

{研究方法}

対象者氏家族会に所属しており，認知症の要介護高齢者

を在宅においてi司法で介護している女性で，要介護者との

関係が親子である介護者である。認知症の発症から現在に

至るまでの介護経験について.半構成的なインタビューを

行った。インタビュー後，その内容を逐語録にし質的に

分析を行った。倫理的記慮として，研究の呂的，方法およ

び研究への参加は自由意志、であることを口頭と書面にて十

分に説明を行い，間意の得られたものを研究対象者とした。

データ収集は，対象者が自らの患いをできるだけ語りやす

いよう，プライパシーに考産した環境を設定するなどの配

慮を行った。

{結来}

対象者は 3 名，全員女性で\年齢は40代~50代。要介護者
である実母は， 70代~80代。介護年数は 4 年~ll年であっ
J許、
/、_ 0

という関係から生じる娘介護者の特後的な体験を分析

した給来.“長年の親子の関係性から生じる関難“..~状犬態謡

化に{伴'1半iド5う将来への司不之安¥ “i選詮{伝云云討't性!生への不安

メ一ジの喪失と受け入れ"の4点がおi川1されたc

1児子関係から生じる介護上の関難介護生活のr:1:Jで， ~ミ
[:止と娘の人間関係は親子という長年の関係性に大きく

されていることが諮られたc 素直に心のJ;I;Jを話し合えない

ことによる介護上の関難や，反対に何でも遠穏なく言い

合ってしまうことで相手を髄つけるなどの人間関係上での

葛藤がみられた。

“状態悪化に伴う将来への不安先の見えない介護に関す

る不安について語られることは少なく，認知症の進行や状

態悪化に伴い在宅での介護が継続できなくなった場合への

不安が多く語られた。

“遺伝性への不安自分も将来認知症になるのではないか

と遺伝性への不安があった。

“健康な親イメージの喪失と受け入れ娘介護者が健康な

裁のイメージから脱却し認知症の親のイメージを確立す

るまでには怒りや苛立ち，悲しみといった精神的な葛藤を

伴い，時陪を要したことが語られた。症状を受け入れられ

ないことから介護上においても罰難を生じていた。また.

認知痕の親イメージを確立するまでには，セルフヘルプグ

ループが一つの助けとなっていたむ

{考察}

看護者が援助を行っていく捺に認知症の実母を介護する

上での娘介護者の特徴的な介護体験を理解することは，要

介護者，介護者が開題と感じ必要としている援助を浮く

察知するために参考となる Q 介護生活上での開題を祭知

し，的Wftな援助を行っていくことは，要介護者，介護者の

QOLを高める援助へとつながっていくと考える O

今後は，これらの特能的な体験に対する看護援助の方法に

ついて検討を深めていきたい。
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277)フアーラ一位時の鐸部慌軽減iこ効果的な膝上げ方法

の績討

遠藤明美(玉野総合毘療専門学校保綾看護学科)

押本由美，道繁祐紀恵，森 務長(関山県立大学)

小山恵美子(倉敷王子成病院)

{自的]

駄床時の持部の体在分散に大腿部の支持が重要と考え，大

腿部支持クッション(以下クッション)を製作し規格マッ

トレスで有効殺を検証してきた。このクッションを基に改

ゑ膝上げ機構ベッド(以下改良識構)を製作し 30度ファー

ラ一位における警部庄力の膝上げ方法による違いについて

3種類のマットレスを用いて比較検討した。

[研究方法}

被殺者:健常成人。マットレス:規格マットレス(ブレグ

ラ:以下?マット)， i正良発ウレタンマットレス(サーモコ

ントア:以下Sマッ!、)，及び高機能エアマットレス(ビッ

グセル:以下Bマット)0 }漆上げ方法:介護用ベッド

(KQ603)での膝上げ15度(以下従来機構)，クッションで

の膝上げ.及び、改良機構での膝上げ15度。路上げ後に背上

げ30皮を行い，背部から大腿後認の体臣分布をClin-Seat
(ニッタ)で30分間測定し接触ピーク在力(以下!主力)を

求めたc 研究協力者へは，研究居的・方法，参加・中断の

白山及びプライパシー保護等を説明し文章にて承諾を得

た。

{結采}

被験者は女性4名， 41.0会制裁，身長156.0土 7.8c殴，
57.1土15.5kgであったむ背部正力:え膝上げ方法による

いはほとんど認められず， Pマッ i、で40-50mmHg，Sマッ

トで約30slslHg，Bマットで20mmHg強であった。

EEカは， Pマットでは従来事実構約65mmHg，クッション約45阻

Hg，改良機構約30翻 Hg，Sマットでは従来機撰30mmHg~忌

クッションと改良機構は約25mmHg，Bマットでは全て20脚

Hg弱で，膝上げ方法による遠いは見られなかった。大総

後言語庄力は，どのマットも従来機構が10-15臨 Hg，クッ

ション20-25回日g. 改長機構15-20mmHgであったG

{考察]

背部EEカは，マットレスの機能による差異のみで.務上げ

方法による影響はないと考えられる。しかし幹部圧力は，

Pマットではクッションや改良様構は従来機構の約

1/2-2/3と抵値を示し Sマットでも，クッションや改良

機構の方が従来機構よりやや抵伎を示し大!陸部支持によ

り替部の庄が軽減されていると考えられる。大腿後国EEカ
は， 3マットとも向様の傾向であり .EEの高い蝦にクッショ

ン挿λ 改良機構，従来機構となり，務部にかかる任を大

鑓部へ分散していること示しているc マットレスの体庄分

散機能にもよるが，大腿部支持クッションや改長膝上げ機

講ベッドでの大腿部の支持は.大腿部に任を分散させ，

部への在の集中を軽減しファーラ一位保持への有効な援

助となると考えられる。 Bマットはひざ上げ機構による

異は見られず，マットレスの庄分散機能を発揮していると

考えられる。今後はさらに被験者を増やす予定である。

278)手掌接地した背商開放嬬座{立が覚醒度に及ぼす影響

梶原理絵(兵嫁県立大学看護学部)

来松貞子(愛媛大学大学院涯学系研究科看護学専攻)

{践的i
背在百潟放端~f立が覚醒度に及lます影響4 をRì~?皮と心電図，心
理反応をVisualAnalogue Scale (V AS)により解明した。

さらに掲手掌をベッドに接地し指先にカを加えた背頭開放

端座{立が覚醒度に及ぼす影響も解明したc

[研究方法]

実験は2007年10月-11月，人大学シールドルーム(護議

22t， 7毘境33.7%)で、行ったc 被験者は幾康女性16名(平均

年齢25.8:t4.1議)で，無作為に 8名ずつの 2群に分けたむ

ラテン方格法を用い， 1群は安静1m臥{立(以下，安静)10分
間~関手掌をベッドに接地した背面開放端怒{立になり，指

先に苦痛を感じない操界のカ(指先圧30榔 Hg)を加えた状

態(以下，強く接地)10分開~安静10分間~両手掌をベッ

ドに接地した背面掲故端康{立になり，指先に意鵠的に力を

加えない(指先EE9 mmHg)状態(以下，弱く接地)10分間

の!績に体{立を変えたc なお，指先庄は両手掌の第2指から

第4指の下に簡易体EE測定器 (Cape社製.Celloまうを

し謁節した。 測定は.各々の体伎になって S分後に脳波と

心電留を 4分間，その[刻表に鼠}王と心理反誌をVASで測定

した。 II群は， 1群と反対の願で実施，向様に11m定を行った令

分析に用いた覚援度の指擦は，縦波から右前頭援者li(以下，

Fp2)とお前頭部(以下， F4)のF波含有率，心電留から

心弟数.HF. LF/HF土仁血在値，心理反応として緊張感・

顕すっきり惑・眠気・安らぎ!惑であった。倫潔的配惑は，

被験者に研究について説明後，間意を書面で得て実施，個

人様幸誌の十分な{系議を行った。統許処理には. SPSS14.0J 
を用い，有意水準は 5%未満とした9 群向比較はMann-
Whitney検定，群内比較はE才riedman検定後Wilcoxon符号

付瓶投和検定を行ったG 心理反応、と各測定値との相関は

Spearman綴佼和相関係数を用いた。

{結采}

)j品波の s?皮含有率は. Fp2の強く接地. F4の強く接地と

弱く接地が安静より有意に高liさを示したc 心始数は，強く

接:!1!!と弱く接地が安静より有意に高飽を示した LFIHF
比では，強く接地が安静より有意に高値を示し強く接地

が弱く接地より有意に高値を示したc 拡張期血毘値は，強

く接地と弱く接地が安静より有意に高値を示した HFと
収縮摺血在僚は， 3条件慌に有意義が認められなかった。

緊張感は，強く接地と弱く接地が安静より有意に高値を示

し安らぎ感は強く接地の方が安静より有意に低値を示し

た。各測定値と心理民正、との相関は，いずれも認められな
治、つ

{考察]

背面掲放端座伎は安静ii拐、位より，党盤度がおまることが

自律神経活動のみならず脳波のF波含有率の増加， また心

湾民E与の緊張感の増加から明らかになった。さらに，背頭

痛放端康{立時に関手掌をベッドに接地し指先にカを加える

ことにより，交感神経活動や脳波Fp2のF波含有率の増

加，心理反花、の安らぎ惑の抵下がみられ，覚躍度が高まる

ことが示峻されたc
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279)鰐明の照度と色彩の違いが人簡に及ぼす生理的. I乙1
理的影響

松井美由紀(愛媛県立陵療技術大学)

来松貞子(愛媛大学大学説医学系研究科看護学王子ゐ攻)

{目的}

照明の照度や色彩の違いが人聞に及ぼす生理的，心理的な

影響を検証し療養生活におけるストレス状態緩和のため

の照明の工夫に関する基礎的資料を得る。

{研究方法}

笑験は20昨年9月-11月，重視25
0

C.i毘度55%に設定した

環境議度調整室で行い，被験者は健淡な19-28歳の女性12
名であった。照明の設定は.蛍光灯900lx(刀、下，無色).蛍

光灯200lx (以下，半透明色)，縁色セロハン紙で、覆った蛍

光灯200lx(以下，緑急)の3条件としたo 1名の被験者に

対して. 3条件の実験をaを霞いて実織しラテン方格i去を
用いた。手111真は15分間安静後に，精神ストレス負荷として

15分間のクレペリンテスト(内田式)を実施，その後各条

件の照明下で日分間安静にした。 測定は，クレペリンテス

トriiJ (以下，ブレ値).産後(以下，負荷時). 15分間安静

後(以下ーポスト飽)に実施した。用いたmlJ定指;擦は，生

理的強として心電国・ l援液中クロモグラニンA.心理的

拐罪としてリラックス感 (YAS)・日本版感情ブロブイー

日OMS)であったc 分析には，心電閣から

自律神経系活動指擦である心11'j数. HF成分パワ…依，

LF/HFよとを用いたっ統計処玉虫にはSPSSをJlJい. Friedman 

検定後.Wilcoxonの1"1:号f.J!llfi佐和検定を行った(有意水準

は596未満}。倫理的配慮として，対象者に研究説明後，さ;

耐によるi司立を得て実施.ff詩人'li'J殺のト分な記惑を行ったc

{結果]

3条件下ともに，心拍数.LFIHFJ:七において負荷n寺はブレ

倍より高債を示しポストf訟は負荷時より抵値を示した。

また.HF成分パワ一位において負荷持は低僚を示し，ポス

ト依は負荷時より高値を示した。リラックス感. POMSの

疲労は負荷時において高値を示し，ポスト値では負夜時よ

り低値を示したっブレ俵，負荷時における 3条件関に有意

差が認められなかったため.ポスト値の 3条件罰を比較し

た結来.HF成分パワー値は，縁f立が半透明色，無色より有

意にお1[1さを示した。 LFIHF比は，緑色が半透明色，無色よ

り千j¥立にf底値を示した。リラックス惑は，緑色，半透明色

が然急より有意に高値を示した。 I経;夜中クロモグラニンA

の数値は，ぱらつきが顕著であった3 緊張は総色.半透明

誌が無色より有意に{段位を示した 3 疲労も紘色.半透明色

が無色より有意に低{磁を示した。 混乱は緑色が半透明色，

!!在住より有意に低1[1立を示した。
{考察}

本研究において. n~t明の!!引支を200lxに抵下し，緑色にする

ことにより，生壊的影響として，副交感神経活動の促進と

交感神経活動の抑制が起こることが示唆された。また.心

理的影響として. リラックスj惑を高め，緊張・疲労・混乱

を低減しストレス状態の緩和が図れていることが明らか

となった。今後， さらに年齢・性別・視覚機能の偶人差・

色議定などを考惑した追究が課題であるむ

280)素材・角度が異なる体位支持異のす、れに関する研究

橋本みづほ.加藤咲子，山JIJ奇章恵

(信州大学医学部保健学科)

{羽的}
袴緩や呼吸器合併症のような安静玖床による弊害を予妨す

るために目的にあわせて角度調節した体位変換を行って

いる。しかしながら，ずれによる身体の移動で毘的の角度

が保持できない場泌を体験する。そこで，ずれが生じにく

い素材や角度を検討することを本研究の目的とした。

[研究方法}

3稜類の素材(羽根・粘弾性ポリウレタン・ポリウレタン)

を充填した市販の支持具を側i玖位時のき延滞角度が40度と60
度になるように充填物を増減させ. 6種類の体{立支持具を

作成した。健康成人23名を対象とし対象者を他動的に仮u

問、位にし10分保持した時の俗体移動量(ずれ景)・皮腐表面

に平行なずれのカ(ずれ力)・突iRIJ角度 'YASによる苦痛度

をiRlJ定した。 10分で、俗体はずれなかったため，その後対象

者に苦痛がなくなるまで故意にずれるよう依頼(領u凱位解

除)し同様に測定した。また，叙IJ~人{立解除/仮IJ臥位夜後の

角度比率を角度保持率として分析に用いたc 3韓類の素材

関の比較はA)fOYA， 2種類の角夜間の比較は対応のある

t検定を用いて分析し危険 5%未満で統計学上有意と

した。なお.本研究は本学倫理Il委員会の承認を得て行い.

対象者には研究の趣旨やデータの匿名性等について口頭と

文書にて説明し同窓

[結果}

角度を40皮にした際， 3種類の素材開で、有fA:な差があった

のは10分後の苦痛!支のみでポリウレタン素材が低い傾向を

示した会また. 601支の場合，全てのif!lJ定項自について素材

院での有意差はなかった。素材毎の角度による比較では，

羽根素材についてはずれ最と苦痛度で，粘~ììí性ポリウレタ

ン素材については解徐時のずれ力で，それぞれ60度の方が

有意に大きくーポリウレタン素材の角度保持率については

40度の方が有意に高かった。これ以外の素材と項自の組み

合わせについても，す、れ蚤・ずれ力・苦痛度は601支が40度

に比絞して大きい傾向に.また角度保持率では401支が高い

傾向にあったc また.額IJt玖{立産後が40度あるいは60度で

あっても，故意にずれた解除後の角度は，最小が26.0土7.8

度，最大が32.5:!:10.9度と301宮前後であり，この範闘が苦痛

の少ない角度であることがわかった。

{考察}

今臨の税i染から.ずれの発生は素材よりも角度に依存する

可能性がおく.角度が大きいほどずれが生じやすいことが

示唆された。また袴癒予坊に適しているといわれる 30度

は苦痛が少ない角成であることがわかった。しかし m奴

の支持兵を使用した場合の側臥伎の角度は301支を趨えるこ

とも多く，また体位ドレナージを呂的に60疫を保持する場

合もある。したがって，体段変換の捺には角度に配躍した

支持具を選択し大きな角度を要する倒u臥{立は短時間に強

める必要がある。今後.最長2時間までのデータを収集し

臨床に却した形で検討していきたいc
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281)飽職種への看護設計語教育一看護教員による医学生へ

の震療安全授業の試み一

野村境美，塚本尚子，給水由香

(綴浜市立大学援学部看護学科)

青木昭子(横浜市立大学的属病院)

看護殺が持っている技術を活用し地職麓と連携して安全

な医療への取り組みを行う試みは意義深い。看護織が他殺

種への教育に関わることは多いが.医学生の医療安全教育

に貢献している研究はない。移動に伴う転倒，転落事故は

頻度の多いj表療事故であるがこれまで民学生への実践的教

育はなされていない現状がある。事故の予i坊のためには，

に現場に議んでいる危換に気づく詑力を育てる

ことが大切であるっそのための方法として.体験学習から

ことが有効であると考える。そこで我々は，医学生が

車椅子，ストレッチャー移送時の患者役，介助者役を体験

する授業を試みた。

{自的}

による援学生への安全な移動技術教育の効采

備することを践的とし震学生が患者体験，介助者体験か

ら学んだ内容を明らかにする O

{研究方法i
A大学箆学部匿学科4年次主主指名;こ，車精子，ストレッ

チャーの基本的操作方法を看護教員がデモンストレーショ

ンした後，右片麻棟患者を想定してベッドから王手椅子移動，

ベッドからストレッチャ…移動を仔い，その後，廊下，エ

レベーター，盤上に設…置した筏擬道路(坂を含む)移迭を

体験する授業を 2コマ実施し体験学習後に若手故予防のた

るj立をエ長官毎に学生に記述してもらい.内容を分

析した。学生には，研究目的を口頭で結え永諾を得た。不

審1;合な場合は申し出てもらうことで倫理的配惑とした。

[結来}

ベッドから車椅子への移動では，患者の能力を把握し

助することの必要殺や.率綿子の設援場所，ブレーキの線

認し患側の保護などがあったo .1存続子移送中では，速度や

坂道での移送方法，段2を.前方確認など，ベッドからスト

レッチャーへの移動では， ストッパーの確認，ベッドとス

トレッチャーの高さ識整，患者の頭の保護，介助者の怠を

合わせる等があったc 移送中は，転落防止用の櫛やベルト

の使用，状況を患者に知らせることの大事さ，振動を少な

くする移送方法などがあった。患者の立場を経験して感じ

た危険場面等では，車緑子での下り;坂や段差が怖かった.

他人にすべてを委ねる不安等があがっていた。

{考察}

医学生は，患者役.介助者役を体験することによって，安

全な移動技術の基本と患者の心潔国を学んでいた。 1哀締一

患者の立場交換により，患者の気持ちを追体験する事がで

き，普段健康持には気づかない病龍環境や日常生活の携に

ある危散にも日が向けられていたc このことから授業の効

果は高いと許備できるC 看護技術は，安全，安楽に配醸し

た技術であることから，法療安全に支獄できる技術である

生活援助技術に関しては，看護織が医療のなかでイニシア

チブをとり，教育をすすめることで¥医療の場での安全が

高められると考える。

282)他専門職者との比較からみた看護専門職の対人関係

能力

総JIIつや子(吉備国際大学)

{研究目的]

本研究の目的{え看護の殺務遂行の基盤となる対象者や他

との良好な関係性の維持・発展に必要な対応の仕方や

関わり方を明らかにし者護締養成教育における対人関係

形成能力への示唆を得ることであるc

{研究方法1
1)対象:看護締・作業療法士・校会福祉士の 3職種が協

働して業務に携わっている高齢i者施設3箇所，各駿種3名

で合計9名。 2)方法:2006年8-9月に半講成的面接j去

を行い，開設を得て会話をレコーダーに録音し逐語記銭と

した。 3)内容;属性，業務の概婆，対象者との関係形成

で重要な項自(摺ったこと，気記りすること，

対象者の理解など).具体的対rt方法など。 4)分析;

記録での内容をKJj去で分類・抽出c 信頼性を高めるために

研究者防で検討し質的研究者のスーパ…パイズも受けた。

5 )倫理的配議，研究趣旨，調資協力の自由とプライパシー

の保護を香蘭と口頭で説明し承諾を得たむ 6)用語の定

;ここでは対人関係能力を，“関わりを築き，関係を卒，{t持

する力"とした。

{結果}

調資対象者の平均年齢は，看護締48.3議，作業療法士39.3鼠

社会福祉士30.7議，男教 1名，女性8名。爵査時間は60-

120分であった。 3駿謹は，朝とタの中しi去り
illiを共有していた。委譲締は3職議のゆでもリーダー自きな

存在であることが多く，管潔的役割を担っていたc 抽出さ

れた関わり技術(スキル〉は456で肴護側il41.
ll6. f士会福祉士199であったc 大項目は

ケーション状況抱強・分析ふ部j題への対正、ふ

を深めるjの生項自で.ゆ項目14，小項自44で、あった。身

体的援助活動を主とする審議締・作業療法士では，

関遊等の?恭本的コミュニケーションjにおいて関

わり技術を多く認めた。 関係議設業務を主とする社会福祉

士では.連結務整， ミーティング，連携，連絡等の

把握・分析jゃ?苦情を開くなどの?鍔題への対応jに技術

の多くを認め，戦韓関の違いが浮き彫りにされた。

{考察i
研究結果から，他殺壌との連携の多様さや関わりの範簡が

広いことが分かったc 看護専門殺者は，より対象者に近い

存在として，チーム医療や他殺謹と協織していく必要性が

あるc 特に高齢者施設においては，学生の実官教育の場も

共有することもあり，対人関係形成能力や維持のための効

果的な教育方法を検討することで，対象者へのケア提供の

貿をおめることにも繋がるのではないかと考える。本fVf究
l久平成18年度の科学研究費補助金(基盤研究C) (研究代

表者横山奈緒校)の助成を受けた3
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283)縦波・ Jl)笥題解析によるアロママッサージのリラク

セーション効果

j爵井康子(愛媛医療専門大学校)

来松貞子(愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻)

{自的]

アロママッサージのリラクセーション効果を，脳波・心諮

問解析および心潔反応、から検証した。

{研究方法}

実験は20昨年 8~1O月， 室j槌晶2お5ti混毘度3却0%に鵠節したA大

学シ一ル iドごル一ムで

(玉平子均21土 3歳)で，真正ラベンダー精油(プラナロム社)

令2%に希釈したマッサージオイル(以下アロマオイル)

に嫌悪感を示さず.アレルギー反応のないことを確認した。

した介入は，コントロール(何もなし以下A群).芳

香(アロマオイルを滴下した議紙を内側に貼付した活性炭

粉末処理のマスク装着，以下B群).マッサージ(徒手のみ，

以下C苦手).アロママッサージ(アロマオイル使用，以下D

l洋)で¥対象者を無作為に10名ずつに分けた。手}I僚は10分
間の安静臥床後に介入を10分間施行。マッサージは，対象

者の関下肢に冊一手法で施行した。介入前後に，脳波，心

電顕. POMS短絡Jt立. VASにてくつろぎ感を測定した。脳

波(箆11奈電緩配置法)と心電閣は Neurofax崩波計(日本

光屯)を使用して何時測定，解析はMemcalc法(五匂kin2: 

諏訪トラスト社)を用いた。分析に賂いた指襟は，脳波の

在 Is 11な. (e今 α) sfl点心111関の心拍数.LH!HFJt. HF 

成分パワー依. POMSの緊張一不安，抑欝一諮ち込み，怒

り一数意，活気，疲労，混乱の各標準fヒ得点と活気以外

の5尺度得点合計から活気を差しiJlいたTMD得点. VAS 

のくつろぎ感であったc 統計処理はSPSS14.0Jを使用し，

属性評価には一元配置分散分析とKruskalWallis検定，各

生理的心理的反応には共分散分析を用い. 4群拐の有意差

を確認後にTukey多重比較を行った(有意水準 5%未満)。

倫理的配慮は，対象者に研究について説明後に書留による

伺意を得て実施し個人情報の十分な保護を行った。

[結染}

潟性に有意差は認められず，無作為fとによる均等化は麗ら

れていたc 脳波(e十日 ) I s1u立でA若手と他群間に有意な増

加が認められた。心拍数でA群とD群の関に有意な減少が

認められたc POMSの疲労標準化得点でAf，!f-とD群の間に

手I立な減少.TMD得点ではD若手と他若手との問に有意な減少

が認められた。くつろぎ感でA'!tfと他群の関.B若手とD群

の関に有意な増加が認められたc

{考察]

脳波 (e+日)I s値とくつろぎ!惑で，芳香，マッサージ，

アロママッサージ，会てにリラクセーション効果が認めら

れた。特にアロママッサージには心拍数と疲労感を有意に

減少させる効果が認められ. TMD得点も芳香やマッサー

ジによヒベ有意に減少したc アロママッサージには芳香と

マッサージの相乗効果があり，リラクセーション効果が高

いことが示された。
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ポスター会場 1 59群

284) r看護研究計画審J(こ対する認識と特性的自己効力感

との関{系

大河弘子，吉川和美(JA秋田厚生連1U1北組合総合痛詫〉

{詩的}

外部議線を導入し看護研究計路寄与(以下，言十薗番)の研修

会が持われているョ計麗舎の必要性を基礎から学び，さら

には苦手意識をやる気へと意識変容が伺えた為，計画書の

必要性の認識を客銭的に把握するべきと考えたc そこで特

性的自己効力感尺度 (SE尺境)に着工践し言十図書に対する

認識とSE尺度との関係を暁らかにするためこの研究に取

り組んだ。

{研究方法}

相関関係検証研究(関連検託研究)(BR)対象 :S総合病院

看護締3日名。調査内容:シェラ}繍氏のSE尺度を用い S段

階評価とした。長船氏の言tTI奇書プロセスにそった内幸子に一

部修正を加え費関紙を作成，尺度を 5段階評価とし得点の

高い方を関難度が高いと判定した。対象者の主毒性などの質

問内容を加え，これらをプレテストし信頼分析は

Cronbachの Q係数にて0.723を得た。資開紙は無記名選択

政方式の留め霞きにでi滋答を求め初日後に封書にて罷叙し

た。分析方法:記述統計ーを露出後，棺臨海係を見るためSE
尺度の得点と計爾番関幾度の得点をPearsonの議率相関係

数にて推測統計を行った。分析は統計ソフトWindows瓶

SPSS Studεnt Vをrsion13.0Jを用いた。倫理的記長室:

にて研究の主旨や動撲を説明し経意参加であること，得ら

れたデータは本研究以外には提用しないことを加え

罰紙は無記名で{間人が特定されないよう封書にて問~又し

データは研究終了時点でシュレッター処理をした。公表の

際も儲人が特定されないよう考惑した。長飴氏の質問紙に

関しては研究への使用許可を得た。

{結果]

有効問答数及び践校率は272名 (76.8%)であった。 (BR)

対象の平均年齢及び標準偏差は. 33.0 (11.2).平均者護研

究開数は4.3(3.0)であった SE尺疫の王子均得点は71.3(7.4) 
で，計画書作成掴難度の王子均得点は58.200.3)であっ

言十願書作成プロセスの各項毘では fデータの分析方法jと

「詩意や倫理jに03難疫を占めた。 SE尺度の得点と

作成器難度の得点はr== 0.1で有意確率p<0.025で関係が

明らかになっ

{考察}

研究因数及びSE尺度の得点と計街議:作成留幾度の得点で

ともに有意差がみられたc このことは研究回数を重ねるこ

とで，計E奇書:作成過程での問題点が具体的な解決策として

見出されてくるからではないかと考える。つまり研究経験

の少ない者は，経験のある者より濁難さを感じていると

唆される。今後も関難とされる項践を把握し研究者に対

して計調書作成プロセスにそったゑ体的なアドバイスを行

うことでSE尺震の向上が図られると思われる。外部講師

による研修会の成果が計画書作成時に生かされ.r計画書j

に対する考え方や，研究の取り総みへの意識変容が留られ

たと捻祭されるc 今後の課題として，研究がストレスにな

らない環境づくりや研究者への指導のサポート体制の強化

が重要であると考える。

285)ブリセプターの役欝!こ対するブリセプター及び新人

看護鵠のニードの検器

久保江里(宮崎大学涯学部附属病院)

津由紀子(元宮崎大学医学部看護学科)

長友みゆき(宮崎大学医学部看護学科)

前部ひとみ(殻本大学涯学部保健学科)

{研究践的}

新人看護部への効来的な支援方法として，ブリセプター制

度が導入されているが，ブリゼプターの役溺について，プ

リセプターと新人看護線双方のニードを明らかにした研究

は少ない令本訴究の話的は，ブリセプターの役舗に対して

のブリセプターと新人看護師双方のニードを検討しより

良いブリセプター制度の援潟に寄与することである。

{研究方法]

研究摺簡は2006年8丹-10月。対象者は.A県で議査依頼

に同意を得ることのできた10施設に勤務する2005年疫にブ

リセプターを担当した看護締179名，新人審議締164名であ

る。調査内容は，基本弱性，ブリセプター自身の役割意識，

新人看護締からみたブリセプターの役割などである。分析

は，自由記述で符られたデータについて内容分析を行った。

倫理的記長霊として，施設への識査依頼は，看護部管理者に

文書で研究の趣旨や対象者の権利など説明し向窓を得た。

対象者には，害額で議室を内容の趣旨を説明し調査察は然記

名としたc 関税は，自由意思で研究に参加できる場合のみ

倍加郵送で闘技した。本研究は研究者所底大学の倫現委員

会の承認を得た。

{結果]

研究対象者は，ブリセプター54名(国収率35.8%).新人看

護締53名(閥収率35.4~ら).王子均年齢は，ブリセプター29.5 -と

6.3議.殺人看護婦24.2土2.9歳であった。プリセプターの役

割について，プリセプター自身から70件.一人から 1~3

ftの記述が得られた。その内容止件数の多い顕に〔精神

的サポート役J.独り立ちに向けての〔業務遂行のパート

ナー] [相談役] [伶関としてのサポート役〕などの役割を

来たす必要があると意識していたc 新人看護部からは68
件.一人から 1~3件の記述が得られたc ブリセプターに

対して，業務に密れるための〔業務遂狩のパートナー]が

最も多く，次いで〔精神的サポート役相談役] [付1f認と

してのサポート役]などを期待しているとのニードが表出

された。

[考祭}

ブリセプターは，新入者護側の一番身近な先議看護締とし

て，精神的なサポートを行うことが新人看護蹄の成長を促

す上で最も重要な支援になると考えていると示唆された。

さらに〔業務遂行のパートナー〕として新人看護師の独り

立ちに向けた支援も重視していると考える O 一方，新人看

護師はブリセプターに対して〔業務遂行のパートナー〕と

いう役割を最も期待しており，新人として業務遂行に視点

が向いていることが考えられるc 双方ともに〔相談役J[仲

間としてのサポート役〕を期待していることから，業務遂

行過程において，同じ自擦に向かつて成長していくための

協同的なパートナーとしての役舗を共に婆捜していると示

唆された。
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286)院内研修に関して研修センター設立がもたうした変

イ七

;難波浩子，若林たけ子，小池敦

小林美香子，石谷操，宮内部1-t
(山田赤十字病院研修センタ

{目的}

質を重視した医療の提供が求められている今日.病院職員

の資質向上は不可欠な要素である O 今留，地方の総合病院

における新たな試みとして，看護職員を中心とする研修セ

ンター(以下，センター)の立上げがあり，院内研修の充

実が臨られたc そこで¥センター設立前後の研修状況を比

較しセンター設立がもたらした変化について検討した。

[研究方法}

センター設立前後の研修状況に関し統一された視点から

されている資料は存在していなかったので，設立前の

平成16・17年度については病院の?年報研修会実績

5研修会総括看護部の活動jを用い，設立後の平成18・

19年度はセンター作成の f研修ガイド実績報告その

地各研修のアンケート結果に基づき，企磁・関龍の組織体，

研修コース数.持{産回数.参加人数等を諦査した。併せて

七ンター設立前後の新規看護職員募集に対する充足率を比

較した。 (fiJ. 当該板焼から研究への使用許可が得られた資

料のみを用いた。

民主来]
センター設立以前の院内研修について把握できたものに限

ると.liJffl多の食務i. Ijf.lf庄の組織体は委員会や部署等であり.

王子成16年度が8組織，平成17:ffミ!支が10組識であった。1iJffl基
は王子成16年度29コース.平成17年度31コースで， 間Ji/1([j1j数
は王子成16年度目Illi.平成17年度571111であった。その他各委

員会・部署内で勉強会等は間催されていたが，病院全体の

研修卒業として把握できるものはなかった。

一方.センター設立後の院内研修はセンターが全て統括し.

fコンピテンシー育成の指標jを基に.<全体研修><入

職・:fr三次別研修><管理者研修><課題選択別研修>

<フすローアップ研修>として体系化された。平成18

は全日コース計124間関催.総参加延べ人数は6.074人
であ札平成19年度 (20年2月現在)は.52コース計125閤

がされ，参加延べ人数は生367人で、あった。また，新規

る充足率は，王子成18・19年度がともに

60%台であったのに対して，王子成20年毘は95%である(平

成20年2月現在)。

{考察]

それまで委員会・部署によって散発的に開催されていた院

内研修が，センター設立後にはセンターの元に統括され.

研修の種類・開催回数などの側面で充実が関られた。さら

に体系化されたことで，各月議員にとっての 13，標や饗f与すべ

き能力，そのための受講プログラムが明確化したと考えら

れる O このような量的側面での充実が，どのような効果を

もたらしているか.今後さらに検討していく必要がある。

また， 思擦の新採用者数をほぼ獲得できたのは，センター

の構築した教育プログラムが，院内教育の充実を就職の判

断基準とする学生らにとって，就職先を決める際に有効な

判断材料となった可能性が考えられる C

287) 過去 10 年間 (1998~2007 年)の看護師の臨床判部研

究の文献レピユー

飯塚麻紀(福島県立医科大学看護学部)

鶴a玲子(国家公務員共済組合連合会東北公済病院)

{目的}

関内における 1998年~2007年までの過去10年間の看護蹄の
臨床判断研究の文献レビューにより，者護締の糠床判額研

究の動向を知り，今後の研究課題を明らかにする。

{研究方法]

:法学中央雑誌wめを用いて過去 10年間

(1998~2007) の関内の文献検索を行った。キーワードは

f看護師jを「臨床判断J.r審議判断J.rクリニカルジャッ

ジメントjにそれぞれかけて行った。さらに(1)看護系

学会誌，大学・短期大学紀要，または看護系雑誌に掲載さ

れた論文. (2)春護締の臨床判断に関する論文. (3)萌究

の体裁を整えた論文とし 19件を対象文献とした。

:研究論文を分析するための項自を設定しレビュー

シートを作成した。 量的に集計で、きる演目について記述統

計を行った。

[結果}

研究論文数は2001年まではOもしくは 1件のみであったが

2002年以降は 3件程度で横ばい傾向を示した。著者の数で

は単著が5件，共著が14件であった。対象看護師の領域で

は椅神科が最も多く (7件).続いて重症・救急 (3件). 

( 21'1こ)であった。臨床判断の定義は，論文中の

記載ありが12件.記載なしがア件であった。記載のあった

121'1二のうち，先行文献から引用したものは 9件，独自の定

用いたものは 3件あった。表題に示された，明らかに

する臨床判断の詳細は.r構造J(51牛).rタイプJ(l件). 

仁忠考パターンJ(l件).r影響要悶J(l件).r意思決定プ

ロセスJ(l件)であった。データ収集方法は，面接(10件). 

参加観察と爾接 (4件).質問紙 (3f牛)，その他 (2件)

であり. fiお査施設数が1施設のものが9件で約半数を占め

た。データ収集期間は2ヶ月 (5件)が最も多く. 5ヶ月

(31'1-)， 6ヶ月 (3件)と続いた。分析方法では質的分析

を用いたものが18件あり，統計処理のみによるものが 1件

であった。

{考察}

看護締の臨床判断に関する研究は数少なく，特定の領域に

i後られた傾向があった。また. ii百接i去を用いた質的な研究

が主であり，データ収集や分析に時間を要すること，信頼

性確保のために共向研究を行う場合が多いことなどが考え

られた。また.臨床判断の定義も一定ではないため，臨床

特設rrの記述の視点も多様になると考えられた。今後の課題

として，データ収集方法では.結果の一般化のために複数

の施設で行うことや，面接による看護部の記穏の想、超に留

まらず，実i奈のJ患者一看護締関係を参加綴察を通して詳織

に記述していく必要性などが考えられた。また，臨床判断

の構成婆素について再検討ーを行い，様々な看護場面におけ

るそれらの内容を明らかにしていくことが必要である。さ

らにその結果を活かした，看護師の臨床判断能力の向上の

方法を開発していくことが課題であると考えられた。
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288)零護学生・看護部の精神的鑓震と，親子関係・自我同

一憶の発達との鑓憲性

日野千束(医療法人愛生会総合上絞国第一病院)

小笠原昭彦(名E古屋市立大学看護学部)

[践的}
近年，新卒看護蹄の職場不適正、による早期緩殺や，陸療関

係者，とくに看護部の精神的健康が社会問題化している

そこで，今閣は，青年賠に採点を当て，精神的健康に影響

しうる親子擦係や，発達諜題である自我間一性の達成震と

の関連性を明らかにし精神的後E茶褐題に対処する示唆を

得る自的で検許した。

{研究方法]

議査対象:看護学生180名大学看護学部生115名，

専門学生65名に看護蹄92名であり，すべて25歳までのヲこど

ものいない未婚女子。調まを時~!Jj :王子成18年 5月c

法:質関紙識変。使用尺度:GHQ28 (諮神的健康). REIS 

(自我需…性).親からの独立意識(綾子鴎係)。倫理的記

慮:本研究{ふ名古屋市立大学者護学者f¥研究倫理委員

承認され，対象者には，文章で研究目的，方法，参加中断

の良市およびプライパシーの保護等を説明し問答をもっ

て開設とみなした。統計学的検定:SPSS Verl5.0 for 

Windowsを使用し

{結采i
対象者の王子均年齢審議学生20.2(土1.16)歳，委譲締22.7
(土1.2) 設であっ

審議締11.9と有意差が認められたゆ<.001)。また，下f立尺

度 f身体的疲状J.r不安と不n民J.r社会的活動際答jにお

いても宥窓蓋が認められ，看護締の方が，

i丘かったo REIS: REIS稔得点{え

272.5であり，有意義が認められた (p<.OOl)令また，下{立

尺度 f基本的信頼感対不信感Jr自主性対罪悪感J勤勉性

対劣等感Jr同一位対同一性拡散Jr親密性対孤立jにおい

ても有差が認められ，幸子議r，lliの方が自我同一性の達成度

は低かった。親からの独立窓識:下{投立尺!皮支の「独立?性生jμ;はま'
蕃護締3却O
が有惹窓;にf低迂カか冶つた(泊p<く.0∞01日)0 しかし 下佼尺度「親への

荻存殻Jゃ抗・内的混蓄しJ，丈関群に霊異は認められ

なかった。 3つの尺毘の関連性 :GHQとREIS.GHQとf独
立性jには，それぞれ立の相関関係が認められた。また，

GHQと f反抗・内的混乱jには，負の相関関係が認められ

たc 童図婦分析の結果，精神的健康は自我同一世の達成度

と殺からの独立意識に影響されていると考えられた。

[考察}

看護部は看護学生より精神的健康度がf尽く，自我間一位も

後退し殺からの強立意識も抵くなっていたc また，精神

的態E誌は， 自我向一性や親からの独立意識に影響されてい

ると考えられる結果であったc 表護師は駿:染性ストレスが

大きく，それまでに確立した自我問一性と緩からの独立意

識の後退がおこり，それが精神的健康を{まくしていると

えられた。

289)研穆センターiこよる新人看護部教育プログラム作成

に向けた陛療安全領域の知識習得度読資

小林美香子，石谷操，宮内有[1ft
(出回赤十字病院研修センター)

難波浩子，若林たけ子，小池 敦(三重県立看護大学)

{自的}

病i誌全体の研修体制の統括を担って研修センター(以下，

センター)が設立され，現在，看護毅員中心のセンタ一段

員によって，会ての院内研修の企画・運営が行われているc

その中で，早期離職が際題となっている新人審議締に対す

る教脊プログラムの構築は，重要な業務の 1っとして{立競

づけられる。新人看護部教脊プログラムの構築に当たっ

て，知識・技術不足に伴うとヤ 1).ハット事部への遭遇の

しやすさが早期離織の 1婆認であることを考え合わせる

と，特に霞療安全領域における知識・技術習得の龍進は，

離職防止の一策になり得ると考えられる会今関，

締の通常業務において匿療安全領域の知識がどの毅度接待

されるかを明らかにしその給条を新人看護部教育プログ

ラム講築に反映させたので報告するc

[研究方法}

新人看護婦32名に対して入戦車後と11ヶ月後に

領域の知識習得状況に関する調交を行ったむ倫理的記長室と

して，研究の趣皆・援名性の確保・参加の自由につ

閣で説明し参加i窓志を確認した。調査はJII村 (200却 を

新人看護締が選:i!iしやすいとヤリ・ハット苦手簡を

中心として r1摘す業務J翰j自工業務j等の12分野(全60項目)

について質問紙調交を実施したc 各項呂に対し nまい・い

いえjで回答を求め，各項自の正答率から分野毎の知識習

得者合を算出し

{研究及び考察}

関)1又数は入磯崎29名 (90%). 入総11ヶ月後は27名 (84%)

であったむ入戦時. 12分野の知識習得割合は全て80%米議

(21 %~77%) であり，入験時の知識習持状況は散水準とい

えた Q これに対して，入職11ヶ月後の知識穏得額合が80%

未満であったのは.11主射業務に用いる接器 (56%) 檎血

(42%)J r危設な持続的援療行為の観察・管潔 (67%)J 

養上の世話における 2群の事故のとらえ方と防止 (56%)J

I!伝部・転器 (78%)Jr誤牒 (73%) 異食 (65%)Jの7

分野であった。この結果から，センターが日援とする知識

習得レベルに達していない分野が多く，また分野でのばら

つきが見られたQ したがって.通常業務での霞療安全領域

の知識饗得には限界があることが示唆されたc このような

状況の中で，研修センターはローテーション研修を組み入

れた新たな新入者護締教育プログラムを計調しており.本

研究の結果はその導入に摂拠を与えるものと考えられる
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290)新人看護姉の職場適応促進介入プログラムの実施と

効果(第3報)-1年間のストレス状況の変化かうー

山口桂子(愛知県立春護大学)

白尾久美子(静関県立大学)

長田泰子(名城病院)

{目的}

らは，新人看護締の職場適応促進のための介入プログ

ラム(以下プログラム)に関する検討を続けてきたが.本

報では，プログラム実施前後の 1年間のストレス状況の変

化から.その効果について明らかにするc

{研究方法]

プログラムは，就職後6ヶ月の新人看護部を対象に，スト

レスj犬況やコーピングなどの知言訟をf是供し，彼ら自身が職

場適応への対応策をとれるようになることを目標に，研修

の一環として実施した。プログラムへの参加者-は協力の得

られた 9総合病院に平成18年4月に就職した新人看護締全

209人で、ある C 本研究は悶参加者を対象に，郵送による質

問紙欝査法(無記名)により，プログラム実施前(就殺後

3ヶ月)・後(問6ヶ月:研修実施から 3週間後)および就

職後 1年の計3間の調査を行い.分析した。讃査内容は1)

ストレス認知. 2)看護師職場コミュニティ感覚. 3)看

護f:i1if13ストレス反M5. 4)新入者護師自己評価. 5) コー

ピング〔神村のTAC静24]および6)対象属性とした。 倫理

的手続きは，研修会主催者である若護部門賞住者の泳諾を

持たのち.対象者へは文書で「研修は全員参加であるが研

究への参加は良市で、あるj等の説明を行い，研究参加への

同意は質問紙の返送により 13たものとした。(本研究はA

大学研究倫理若手交委員会の示認を得た。)

{結果・考察}

IITJ叙率は就職後3ヶ月66.5%.同6ヶ月69.3%.間1年67.6%

であった。

トレス認知jの変化では.r看護実践能力のfまさH業務

が就職後3ヶ月と 6ヶ月でともに高かったが. 1年で

はf業務量jがさらに上昇した。一方ストレス反吃、幻ま，

全ての下位尺度において 3ヶ月からJlI夏次減少したが，特に

1年後では大きく減少していた。この結果は，筆者らの 2

年前の諜査との比較においてもより低い値であったc ま

た.上記2変数への関与が指摘されている 5コミュニテイ

では. 6ヶ月. 1年と増加傾向を示し特に f同僚

への信頼感jが増加(6ヶ月 ;p<民)した。同様に 5自己

では「肯定的評価jが6ヶ月で一時的に減少するも

のの 1年では有意 (p<.Ol)に増加しまたコーピング

ではそのパターン数において 1年が最も多かった。すなわ

ちストレス認知jの増加傾向にもかかわらず，ストレス

反応は6ヶ月. 1年と減少していることからコミュニ

ティ感覚jゃれ肯定的)自己評価 rコーピングjの増加

がこれを緩和したことが予測された。以上より.プログラ

ムへの参加は自己のストレス状況や職場環境などを客鋭的

に見直す機会となり，同時にストレス反応軽減のための知

識獲得ができることから，ストレス反応のコントロールに

つながったと推測される。

291)新人看護締の職場適J;f;¥促進介入ブ5グラムの実施と

効果(第4報)一研穆2年自のストレス状況の変化一

白尾久美子(諮問県立大学)

111口桂子(愛知県立看護大学)

長田泰子(名城病院)

{民的]

新入者諮蹄の職場適誌を促進するための介入プログラム

(以下プログラムとする)を平成18年より実施し今年で2

年目となる。本研究は，平成19年に実施した研修の実施前

後のストレス状況の変化より研修の効果を検討する。

{研究方法]

プログラムは就職後6ヶ丹の新人看護隔を対象に，ストレ

ス状況やコーピングなどの知識を提供し新人看護締自ら

が適切な自己評価や対応策を考えられることを自襟とし

研修の一環として実施した。対象者は協力が得られた10病
院に平成19年4月に就職した新人看護締としたc 調査は，

プログラム前(就職後3ヶ月)と後(就職後6ヶ丹)に虫

記式質問紙(無記名)による郵送需査を実施したc 調査内

容は1)ストレス認知 (25項陸上 2)看護防府ストレス皮

応 (27項自). 3)新人看護師自己評価 (14項目). 4)看

護防職場コミュニティ感覚(13項目)， 5)コーピング〔神

村のTAC時24)(24項目)および対象属性に関する項告であ

るO 分析はt検定を行ったっ倫理的手続きは，研修の主催

者である者護部丹資任者の永諾を得た後，対象者に文書に

で.研修は全員参加であるが研修前後の諦査への参加は自

由であること等の説明を行い.笠間紙の返送により研究参

加iへのIIIJj立を持たものとした。本研究はA大学研究倫理審

査委員会の承認を得たc

{結采i
IITJ収率は就戦後 3ヶ月が335名付1270名 (76.1%).就職後

6ヶ丹が295名 (88.1%)であった。 3ヶ丹とプログラム後

の6ヶ月を比較するとストレス認知jでは下位尺度であ

る f人間関係J.r業務設jの王子均irl'fが6ヶ月で有意 (p<

.01)に増加していたがストレス反応jは.r不安Jl'活動

的混乱jが有意 (p<β1)に減少していた。 5自己評縞jで

は「常定的評価」が有意に増加し能場コミュニティ感覚j

では.r殿場志向性jが有意に増加していた(ともに p< 

.01)0 コーピングjは.1責任転嫁J(p<.Ol)が有意に増加

していたc

{考祭}

6ヶ月において;ストレス認知jの f人間関係jと f業務

において増加がみられていたが.r不安Jや r'l育動的混

乱jなどの 5ストレス反応jに減少がみられたことから，

関連要毘である「職場志向性jや?常定的評価jの増加，

新たな対処行動の獲得がストレッサーの影響を殺和してい

るものと考えられた。 6ヶ月におけるストレス状況の変化

は昨年とほぼ同様の傾向であり，新人看護部がフ。ログラム

を通してストレス状況や殺場環境を客観的に見夜し兵体

的な方策を考える機会となっていることが確認された。

よって本プログラムは安定した効巣が得られることが示唆

された。
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292)新卒者護部の轄神・心理的状態の特性~文章完成法

による盟子構造の探索

村上美奈，前E8ひとみ(熊本大学産学部保健学科)

{話的i
文章完成法から得られた〔現在の自記像J(仕事観J(やる

気を感じるものJ(不安にするもの〕の悶子構造を探索し

新卒看護者の精神・心理的状態の特性を明らかにするc

{研究方法1
1) 2007年4丹に就殺した3県の看護締383名に対し就職

後6-7ヶ月 13(2007年9月-10月)に， 自作の自記式費

関紙を用いて議室去を行った 2)質i笥紙は2005年4Jiと

2006if~ 4月に就職した看護締310名に対して行っ

成法によって得られたデータの内容分析から抽出された演

自によって構成した。?今の私はjが26項13.r夜、にとって

仕事はjが25項13.r私がやる気を感じるのはjが24項目，
f私を不安にするのはjが23項13.計98項gについて S段搭

の選択技で開う質関紙を作成したo 3)分析は.(現在の自

己像J(仕事観J(やる気を感じるものJ(不安にするもの〕

それぞれについて昭子分析(主E母子法，器有1n立1以上，パ

リマックス留転)を行ったc 倫理的配議として，調査関始

にあたり，研究の趣旨及び方法，研究参加は自由意思であ

ること.プライパシーの保護，研究成果の発表方法につい

て文書で説明を仔い，銀資票の最初に間意の有無を記して

もらった。

i結采i
留収数(率)は375名 (97.9%).有効問答数(率)は372名
(97.1 %)であった。新卒看護T'lliの〔現在の自己{象)は.r楽
しいjなど10項白からなる 7安定と充実. r自信がないJ
など5項自からなる f自己否定凋閣との連帯感と

:余裕のなさjの4民子であ 1).累讃寄与ーネは46.05%で、あっ
た。〔在三事綴〕は r生きがいjなど11項自からなる;価値

あるもの成長させてくれるjなど3項目からなる

長につながるもの負担なもの生活の議議jの41N子

であり，累積寄与率は51.02%であった。〔やる気を感じる

もの)は.r患者から感謝の言葉をもらった時jなど10項お

からなる 5自己肯定感. r 13擦がある時jなど3項目から

なる f充実感ふ 5試練報鱗jの4[双子であり，

率は49.76'tらであった。〔不安にするもの〕は，

4環器からなる

からなる 5試鍛ふ?自己成長看護削iを取り巻く環境iの

4国子であ札累積寄与率は51.29%であったむ

[考察}

〔現在の自己橡〕には精神健康度や自尊感靖. (仕事綴〕に

は仕事に対する{制演説や負担感.[やる気を感じるもの〕に

は段塁手感靖を高める婆関や心身の充実感. (不安にするも

の〕には職業性ストレスが反映されており，新卒看護者の

精神・心理的状態の特性が明らかになった。今後アセスメ

ントツール作成に向けて，それぞれの関子得点と抑うつ設

や自尊感情などの関連を検討していく予定であるc

293)神経難購専門病読における審護揮の自捧性…緑豊会年

数と患者舎性獲得iこおける関保…

森安律子(東京都立神経病段)

[目的}

神経難病患者の看護は，常に援助方法を錨意工夫し心身南

部からの護助を仔なう審議案践カが必要である。このよう

な力を菊池らじにより標準化された者護部の自律性測定

尺度により測定。神経難病専門病院に勤務する看護締の経

験年数別の自律性獲得の特設を調査し，一般病説の先行研

究と比較し課題を明らかにする。

[研究方法}

調査対象:神経系難病専門病践に勤務する看護部226名
調査期間:2005年10月初日-ll月58
調査方法:調査用紙を作成.配布。各病棟内に凶収沼封筒

を智め置き，研究者が間収o 187名から隠収(閲収卒83%)
有効限替数182名を調去を対象として統計処環。看護隔の自

律性測定尺疫を使用した先行研究と比較検討。

倫理的記長室:I淀内倫潔委員会にで調査研究実施の許可を得

調室E用紙すべての表紙に以下の内容を記入し回答ffl
紙の提出をもって研究協力の開窓を得たものとした。

-研究協力は在意，無記名，個人が特定されることはない

.関収された調査用紙は研究話的にのみ使用

-集計終了後の議査用紙はシュレッダーで処理

[結采・考察i
l 者護蹄の経験年数と自律性下{立項目との相関

と自律性下位項民との詩に 1%水準で正の相

関がみられた。〔認知能力(絡関係数0.42材).実践能力(関

0.49料).具体判断(同0.49料).抽象判断(向0.46料).自立判

断(向0.34**)] 
ど自律性が高いという，

端技での先行研究と j可様の給条が得られた。また，神経難

病専門病院の経験年数と自律性との相関は得られなかっ

た。看護の自律性護符には多様な看護経験の審議が有用で

あることを示唆していると考える。

2 経験年数部にみる自律性下位項自の得点比絞

3 年米議群(得点王子均2.わから 3 年~5 年若手(詞3.3) では，
各項目の得点の飛騒が著しい。その後 6~1O年若手(同3.4)

ではやや停滞か.わずかな上昇にとどまり .11年以降(問

3.6)は願調な伸びを示す。肴護授6-10年の養護蹄の力最

形成過程に検言すすべき課題を含むことを示すこれらの傾向

は，先行研究と向様の結果である。看護涯 6~1O年群は通

常業務には習熟するが，難病看護の専門牲を橋広く

する機会を作るなどのサポートが必要であるC

{引用・参考文献]

1)菊池昭江，原出喰司:審議専門職における自律性に爵

する研究 基本属性・内的特性との関連.看護研究30(4). 
1997 
2)堀浮遊監修/松井農編:心理測定尺度集3 心の

健康をはかる<適応・臨床>.サ千エンス社壱 2001
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294) 卒後 3~5年自看護舗におけるメンターの存在と

キャリアの悩み

福田久子(筑波メデイカルセンター病段)

赤畠鮎美，三木明子(筑波大学大学院人向総合科学研究科)

[1389] 

卒後 3~5 年目看護蹄は. Scheinによるキャリア・ステー

うとキャリア初期にあたり，メンターとの出会い，

有能な部下になること，主体的なf壬務遂行が課題である。

新卒看護部と比較し卒後 3~5 年目看護仰の教育プログ

ラムは少なく，俄別のキャリア支援が必要といえる。そこ

で本研究は，企業で人材育成の効果が示されているメンタ

リングプログラムを病院に導入する前段賠として，卒後3
~ 5 ir:院看護郊のメンターの存在とキャリアの悩みを明ら

かにすることを目的とした。

[{fJf究方法i
2007:1ド 1 月.一般病院の卒後 3~5 年自看護締130人に自

記式費関紙誠査を実施した。質問演目は，性別，卒後年数，

メンターの有無とその内訳(複数回答)，メンターになって

ほしい人(複数問答)，メンターによる個別のキャリア支援

プログラムの希望の有無，キャリアの悩みの有無，内容(自

自記述)であった。メンターを f豊富な経験や知識・影響

力を持つ人，指導者，理解者，教育者支援者や後見人と

いう何役もの役割を来たす人jと定義し翻交禁に記殺し

倫理的記慮として，研究沼的，無記名，所属部署・個

人が特:定されないこと，研究以外の目的で使用しないこと，

協力しなくても不利益を被らないことを文書で説明した。

{結染]

107人([[i]J]又率84.6%)を分析対象とした。王手後5j!~ 13は34

人 (31.8%). 41ドEI32人 (29.9%). 3年1341人 (38.3%λ

女性は105人 (98.1%)であった。メンターがいると回答し

たのは91人 (85%)であり，その内訳は院内先議看護締62

人，元ブリセプター50人，同長43人，主任24人などであっ

た。メンターになってほしい入も悶JII買であった。プログラ

ムの利用希望は79人 (74%)がありと問答した。キャリア

の髄みは67人 (62.6%)があり，具体的な内容は「キャリア

アップを自指しながらの結婚・妊娠・出産・育児の不安と

負担J問じ病棟での経験しかなく働き続けるか悩むJr年
齢を重ねて仕事を続けられるか不安Jr指導する後輩に対

する任と負担Jr自分のキャリアアップや進むべき進路

が見えないJなどであったc 卒後年数別のキャリアの悩み

が有る者の割合は. 3年日63.4%. 4年日67.7%. 5年目

60.6%であった。

{考察}

メンターと認識される人物および求めるメンターは，

審議締やブリセプターなど，職場のゆで情緒的支援を受け

やすい身近な存在が多かったc しかし次に姉長や主f壬を挙

げていることから，キャ 1)ア支援も向時に受けているある

いは求めていることが分かった。メンターがいないと問答

した人が15%存在すること，キャリアの憾みを持つ人が6

舗と多かったこと. 4年話が最もキャリアの悩みを抱えて

いたことから，卒後3年目以降の看護締にメンタリングに

よる情緒支援とキャリア支援が必要であると考えられたc

295)男性患者が女性看護師!こケア提供を望む理由

小林殺矢(自治医科大学iお属さいたま底療センター)

星光やよい(自治医科大学看護学部)

{はじめに]

男性看護が地加する中，男性看護部のイメージや受け入れ

について徐々に明らかになっており，男性患者も女性肴護

締を望むという報告がある一方でその理由についての報告

は十分ではない。今後増加する男性器護締の向上に寄与す

ると考え，調査を実施したので報告する。

[研究目的]

入説中の男性患者がなぜ女性看護部からケア提供を望むの

かを明らかにする O

{研究方法}

A病院の成人系棟に入院中で¥男性看護締からケア提供さ

れた経験を持つと思われる男性患者から，男性患者が女性

器護師にケア提供を望む理由について半構成的面接を行っ

た。倫理的記慮として.協力を断っても診療上の不利益は

ないこと，盟名性を保持することを研究の主旨と共に説明

し間意を得たc

{結果}

成人系8病棟合計34名の男'性患者から協力が得られ. 25名

が男性看護締からケア提供を受けていた。患者 1人の部接

待問は 5~20分となり合計'290分の音声データとなったc

逐語録に起こし質的帰納的に分析を行った。発言内容の意

図をコードfとしテーマ;こ関連するものをサブカテゴ1).カ

テゴリとして命名した。 r久勺段幸子護師を望む理由Jとして

tllll:t¥されたサブカテゴリはl.防i定観念・先入観. 2.男

性看護silitこ述手(]!惑を感じる. 3.異性を選ぶ本能. 4.細

かい気記りかけ 5. 憂しい. 6. 落ち着く・安心感，

ア。柔らかな雰捌気・人当たり.であった。「男性看護師を

翠む潔白jのサブカテゴリは 1 男性同士で話しやすい，

2. 清潔ケアで義都心がない. 3. 力がある・安心感があ

る.であった。面接経過の中でalらずも得られた f看護師

会体に望むことJとしてのサブカテゴリはl.人間性. 2 
i憂しさ. 3.細かい気自己り・戸かけ. 4.安心感，であっ
可、

，~。

{考察}

結果より f看護郎会体に望むことJと「女性看護郎を望む

理由Jにいくつか共通点があったc r f愛しさJr翻かい気配

り・声かけjであるc 男性看護締と女性看護師とを比較し

ながらの面接となった経緯から.これらの結果は男'段看護

邸に求められていることと解釈でき.男性看護締は意識し

てキUIかい気配りや優しい声かけをすることが求められてい

ると考えられるc また，先行研究と類似する結来として，

力を要する移乗動作などに男性看護郎を望んでおり，患者

からの安心惑をより獲得するためにもボディメカニクス，

移乗動作などの知識技術を磨くことが望まれていると考え

る。男性看護側，女性者護簡の比較についての商議から説

産物的に抽出されたf看護締全体に望むことjにおいて f人
向性」というカテゴリが抽出されたことに注笥しなければ

ならない。患者にとっては，必ずしも男女の性別が看護師

に重要なのではなく，豊かな人隠性，やさしさを持ち人間

対入院としていかに関われるかが重要なのだと理解され

たc
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296)中堅看護蹄のキャリア形成力とキャリア・アンカー

およびメンタリンクとの関連

森一栄(北見赤十字病院看護部)

休波茂子(日本赤十字北海道看護大学)

[自89]
本研究の白的は，看護輔のキャリア形成力とキャリアアン

カーおよびメンタリングとの関連について明らかにし中堅

看護部のキャリア発達支援について示唆を得る事であるc

{研究方法}

500床以上の病i誌に勤務する臨床経験S年自以上初年未満

の看護締721名のうち，間I1又された522名(拐奴率72.4%)の
中から分析可能な490名(有効関答率93.9%)を対象としたっ

質開紙は，キャリア形成力(宮本ら.2004)，キャリアアン

カー〈自作)，メンタリング件、野， 2005)， >>.毒性により構

成し郵送法で間収。対象範設および個人へは自由参加，援

名性.研究結果の学会発表等の倫理的記長室について説明し

詩意を得た。

{結果}

王子均年齢31.8土4.4歳，女性が98.0%。平均臨床経験年数は

10.3土3.9年，最終専門学!援は看護専門学校が83.1%， 
別ではスタッフが92.9%，既婚者37.3%，子ども有27.1%で

あった。キャリア形成力は年代の高い者護締 (p<0.05)， 

主在・溺看護蹄長・孫長，認定看護部 (p<O.Ol)，既婚者 (p
<0.01)において高い結果となったc 特別分析(判別的中

本66.9%)によりキャリア形成力高群に分類されたキャリ

アアンカーは，<部造牲を発揮しいつかは自

こしてみたい><組畿の管理者として意志ぷと定のプロセス

を管理したい><自分が得意な専門分野や駿能分野Pで才能

を発揮したい>など6項目あったc 年代JJiJにみたキャリア

形成力との相箆では，キャリアアンカーの<自分が得意な

専門分野や毅能分野で才能を発揮したい>は全ての年代

(rS == .201-.522， p<O.Ol)で，またメンタリングの<受容・

承認機能><管理者的行動(指導，育成)機能>は， 20歳
代・ 30歳代で、関連があった (rS .215-.258， p<O.Ol) 
{考察}

中堅看護締のキャリア形成力は，組識や家庭において役割

を:来たす上で環境変化への対応が必要となり，様々な体験

を通して培われるものと考える。中堅看護部のキャ 1)ア形

成力に対して，キャリアアンカーの<自分が得意な専門分

野や毅能分野で才能を発揮したい>は，会ての年代で関連

があったことから，中堅者護師が目指したい専門分野を明

確にできるような支援や得意な専門分野でその二才能を発揮

できるような環境を整えることによって，中堅看護締の

キャリア形成力は向上するものと推察される。キャリア形

成力は年代とともに高まる傾向にあるが，綴織として長期

的展望で審議蹄のキャリア発達を捉え， 20歳代の早期から

受容・承認，指導・育成といったメンタリングによる信人

的支援が必要であると考える。

297)年長のブリセブティと年少のブリセプターの招遊間

探について (2事備の分析)

北端恵子，石芥千有季

(公立学校法人和歌山県立産科大学附属病院)

山田一朗(臨床研究支援センター)

{研究日的]

昨今， 1むの社会人経験を接んだ、後に新卒看護締として就職

する者が増加しているc このような新卒者護部がブリ七ブ

ティとなる場合，プリセプターよりも年長である場合が生

じるc こうしたブリセプター・ブワセプテイ関の関係性に

おける開題点を明らかにしその解決の方向性を得ること

を目的として本研究を計った。

{対象と方法i
当段に2006年以降に就職した社会人経験を存する看護郊の

うち，年少のプリセプターから指導を受けた 2入，またそ

のプリセプターを体験した 2人を対象として， r相手に対

する印象Jr自己評悩Jr相互関係のなかで感じた期題点j

f支えとなった人jを中心とする半i構造的商議を行っ

なお，対象者には率直言;こ「研究の趣者Jr偶人稽報の保護j

f自由意思による研究参加Jr中途離脱の自由Jr勤務詳定に

は一切無関係であることjを怯え，承諾を得ることとした。

[結果と考察i
<事関 1>ブリセプター (24歳)はブリセプティ (30歳)

の印象として f言葉使いは開題はなかったがでも"とい

う言い訳が多かったJrプライベートなことについての相

談はなかったjことを挙げたc また f自分自身もブリセプ

ターとして計画不足だったJとしたうえで， r年下のプリセ

ブティの方が意見が雷いやすいjと評価してい

ブリセブティはブリセプターに対して， r年上で気を

てもらったが，話しやすくプライベートなことも含めて何

でも相談できたJrプリセプターの存在が心強かったjと議

向きに評価してお i 阿者の見解には拐違が存在した。ま

た「留ったときにはブリセプター以タいこ，同期のスタッフ

や{患の先輩が頼りだったjと指摘し

<事椀 2>ブリセプター(討議)はブリセブティ (29議)

の印象として f相手が年上なので，言葉使いに気を遣ったj

fプライベートに寵する椋談は特になかったが，仕事上の

質問はお分からできていたJr特に声かけをしなくても，や

るべきことは期限内にできていたjと述べ.プワ七ブテイ

を積権的に評価していた。 -}j， ブリセブティはプリセプ

ターに対して， r全段的な態、疫に疑問を抱いたJr質関しに

くい雰箇気があったJr声かけをしてくれないので，私に弱

心がないように感じたjと述べ， ここでも両者の見解には

相違が認められた。また f闘ったときには前期のスタップ

と2年自の先翠を頼りにしたjと述べた。

以上から，年少のプリセプターはプリセブティが年長で、あ

るがゆえに一識の fかまえjの心構を抱き，その関係性

の中で生じる気持ちの食い違いに対して，踏み込んだ解決

を行えていなかった会また，こうしたi弱者の関係性のなか

で生じる開題点の解決には，ブリセプティの同期生あるい

は他の指導的立場にある者の役訴が大きいことが示唆され

た。
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298)病読の看護教育管理者が求めるブリセプターの役割

iこ関する構成因子の検討

王子賀愛美，布施淳子(山形大学法学部看護学科)

[目的i
現在，多くの病院で、は新人看護蹄の教育方法としてブリセ

プター制疫を導入している。しかしその問題点としては，

運用方法や捉え方が各病院で異なり効果的に機能していな

い現状があげられ，依然として新人看護締の早期総職が続

いている。この制度の効果的な運用には，プリセプターへ

の教育が重要であると考える Q プリセプター役割の主要な

概念は，永井が新人看護締の経験不足からくる課題の解決

と成長への支援と述べているが プリセプター教育を担う

看護教育管理者が求めるプリセプターの役訴は各病院でば

らつきがみられ.その全貌は明らかではないc そこで，本

研究は病院の看護教育管理者が求めるプリセプターの役割

に関する構成沼子を検討することを目的とした。

{研究方法]

対象は全閣の300床以上の総合病院1253施設の看護教育管

理者。質問項話は基本属性，ブリセプタ一役割に関する65

項自などとした。この65項目は f底学中央雑誌Web販Jの

1983~2006年の園内の原著論文，総説，解説，会議銭で，

fブリセプタ-J， r教育J.r研修J，r役割」のキーワードを

全て含む29文献のうちブリセプターの役割に関する記述が

あった14文獄より内容を抽出し意味内容毎に分類の上作成

し「重視しないjから「霊視するjのち段階評定で調査し

た。調資期間は平成19年 1 月 22 日 ~3 f.f 5 日。 質問紙は郵

送で配;(ll・回収した。倫理I!的記!惑は研究臼的，研究参加は

自由意志であることなどを質問紙の冒頭に記絞し質問紙

の返送を持って同意;を得たものとして取り扱った。分析は

SPSS15，OJ for Windowsを用いた。

{結果}

回収数は5021宇佐0.06%)で，有効問答447件 (35.67%)を

分析対象とした。 447件のうち415件 (92.8%)がプリセプ

ター制度を導入し新人看護師の指導期間は12ヶ月閣が

340件 (76.1%)と最も多かった。ブリセプターの役割につ

いては.関子分析(主関子法，パリマックス回転)を行っ

た結果， r新人看護締，プリセプターへの精神的支援J.r新
入者i翠蹄の社会的スキルの向上に関する支援J.r新人着護

sijiの知識および技術の習得への支援J.r新人看護師の課題

述成への支援J，rブリセプターの自己成長」の37項目 S圏

(KMO襟本妥当性:0.96，累積関子寄与率:50.39%. 

Cronbachのα:0.92 0.76)が抽出された。各国子の平均

得点;は f新人看護蹄，プリセプターへの精神的支援:4.50土

0.47点J. r新人看護部の知識および技術の習得への支援:

4.49:t 0.57点」が高かった。

{考察}

看護教育管理者はプリセプターへ求める役割として，新入

者護締への支援に関する 41慈子とプリセプターの自己成長

に関する 1凶予をあげていた。その中で特に精神的支援と

知識・技術の習得への支援を重視しており， 1)アリティ

ショックを軽減する支援を期待していることが示唆され

た。

299)薬物治讃中の在宅糖諜病患者の夜鶴・休日におiフる椙

談ニーズ

寺島泰子(日本赤十字北海道看護大学)

篠井瑞恵(札幌市立大学看護学部)

良村貞子(北海道大学医学部保健学科)

{自的]

診療時間外の夜間や休日にも，通院糠尿病患者には低鼠糖

やインスリンの打ち間違いなどの予期せぬトラブルが生じ

る。この対処に困る患者からの電話や来院に最初に応対す

るのは者護部である C 本研究は，夜間・休日におけるトラ

ブルの実態謂査から，低・高血糖トラブルと相談ニーズの

検言すを呂的とした。

{研究方法l
A糖尿病率門病院の外来患者及び退j定予定の入院患者に

患者背景と治療状況，日本語}抵PAID笠間表，夜間・休日に

起きた最近 1年間のトラブルとその対処(筆者らの先行研

究から項自作成)の無記名自記式質照紙調査を行ったO

PAIDは糖尿病に関する負担感情尺度で¥使用には石井氏

の許可を得た。外来患者には2006年3丹に参加問意を確認

後に配布し退院予定患者には病棟看護師が参加問意を確

認後.配布した。本調査は間続倫滋審査委員会の承認を得

た。

[結果}

薬物治~J，t11'の317人を分析した。抵Ifft糠を起こしたのは136
人 (42.9%)で，起こしてない訴に比べ有意にインスリン注

射者が多く注射関数も多かったゆ<0.05)。また，治療歴

く，合m咳者が多く，教育入院及び糖尿病教室の経験

者が多かった。うち12人 (8.8%)は病院に電話または直接

しそのまま犠子をみたが11人 (8.1%に自分で解決し

たが92人 (67.7%)，無関答{也は21人(15.4%)であった。自

己解決群はインス 1)ン投射者が有意に多く HbAlc値が高

かった。 317人のうち高血糖が続いたのは66人 (20.8%にそ

うでない群によとべ有意にインスリン注射者が多く，注射回

数に差はないが内Il民間数が多かった (p<0.05)oまた，治

療歴は長く，糖尿病教室の経験者が多く， HbA 1 c値と

PAID得点が高かった。うち10人(15.2%)は電話または夜

接来院しそのまま様子をみたがお人 (37.9%)，自分で解

決したが9人(13β%)，無回答他が22人 (33.3%)であっ

自己解決群は有意に内Jj世間数が多く HbA1d痘とPAID得

点が高かった。

{考察}

夜j誇・休日に回答者の約4訴に抵血糖，約 2割に高血糖ト

ラブルが起きていたが，大多数は自己対処していた。 トラ

ブルのあった患者は注射や肉眼の罰数が多く，血糖コント

ロール不良で、負担感が強いことから，要治療な患者ほどト

ラブルを潜在的に抱えている可龍性があるO 本調査では電

話・夜接楽院は2都程度であったが，今後は患者数の増加

とともに相談ニーズが増加すると推察するO 夜開・休日の

トラブルに，肴護姉が電話等で椙談対応でき，かつ療養指

導の機会となるようなシステムの構築が必要と考える。本

研究は18-19年度目本学術振興会科学研究費(18659647)

の効成を受けた。
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300)看護学生の学生生活における体験の自党的変化一入

学か51年間の看護学生の語り一

高橋清子， )11村千恵子，本多祐子，中島美絵子.真継手口子，

池陵i克子，堀田佐知子，近間敬子(鶴田学間女子大学)

{目的}
看護教育において， 1匂き会うカ・災践するカ・逮携するカ
が大切であると考えている。看護学科入学後 1年間の大学
生活のやで，学生が真純に取り総めたと自覚した体験とそ
の状況の捉え方の変化を明らかにすることを目的とした。
{調資方法]
潟資期間:平成19年12月-20年2flo研究対象:人大学看
護学科専攻の 1年生10名c データ収集方法:学構成的街接
調査において対象者に録音承諾を得て逐語録とした。分析
方法:学生の諮りから，学生が自覚した体験とその状況の
捉え方をま出出しその変化を経i略的に分類したc 分析過認
において 5名の活設教育に携わる研究者会員の合窓が得
られるまで検討・分析を行った。倫理的記滋 :A大学倫潔
委員会の承認を得た上で，対象者に研究臼的および参加の
自由と途中鉾退の保掠，プライパシーの保持，個人倍殺の
保護，また成総とは一切関係ない旨を口頭と文書を用いて
説明し護:街にて跨2訟を得たc

おさ采]
肴護学生の学生生活における入学から 1年間の体験とその
捉え方の変化を経時的に分類した。 3つの体験と 6つの捉
え方の鈴鹿iが描出された(表1)。
{考察]
学生は新たな学生生活において， r学生生活への姿勢ム f学
習への姿勢大学生としてのお己Jを真剣に絞り緩めた
と自覚していた。 1年間という時間的経過のゆで，その状
況の捉え方に変化があった。入学してから 1年間におい
て，学生を支緩する1l!I]の姿勢や具体的な援助の方策が見/:H
されたc

体議案

表1 学生生活における体験の自覚的変化

政党した内務

入会主将 1 年後

<1_ .L.'.f.1学生生活環議へのパ学生生活潔擦の長liri5i学生生活!'7-;L;.-L. IU~-'7t，..n. ~""'二三;
I ~r--'_~.l~ j 護学，数銃後多言， 1 友人
I~翠淡への丘公三三二;
!~::II# 友人，生活待問のコ 1 g: j言~李総のコントロール
;慾!J;i5fと l ム !?121二

学校設 j l ントロー)1，- 依谷川崎支〉

滋への d_tL_'.r.1新たな生活への終j終と;学生生活と私設j設の王立校総長設とI 学史魚沼 l .wl/__'~~lkj '''''''VJl''J'-! 
姿勢 j jg建議2 警繁

iと私生滋 IJj!;";':->1__'''''. r'O"-4._.h fI. 

のパラン; ゑ金治の交災f七 j 潔畿の灸敗
ス ! 学生生活での芸者たな! 終盤のJii設し

i i良守義読み
大学におけ j長室去の学客数との!t室主;学密主まとしての凝らざfu--符 l舗と吋澄切議fと
してのi支援 私致活ーとのパランスによる
づけ I j患者との比率支による

務へ緩たな学務への後索|学資iこ関するお己淡怒への慈緩
i ゴ至芸い， 不綴れ学習方法や会主音寄与を害事へのう託づきの姿勢"'""'，......~.:;.'，:.::.._ '，' 1ft!!¥.<， 
1)立E誇み主!t慈 1学資意義擦の工夫

;学習への; : I ~翠露卒.寺を'ili 1J法の ; 私設i8とのパランス
綴応fヒ I ，，.， :~f~. 

?退後と戸総ぃ ;学務方法のJii丞しと幻滅ft

遂去の対人関係におけ;自己変化の感覚的匁1:}'t
る自己の守幸俊 ;大学主主滋の立す人関係における自
専寺?笠，対応，考え方， j己の絞殺の見つめ渡し

季争 ! 気議・怒ミぎの枠. f退者との

自己の賀!
比率主， 段 B~堅塁塁への気づき

大学設;党

として

自己{撃の綴れ
事官寄せされたoB1翠の限後

モデル・学穏による毅たな自己
大学会主としての綴後と 11象の芽生えの0B

不安定さ | 段分の可能殺の発見. J安全Eの
;議終，不安定 i芽生え

学生主主主51従来のサポート関係と i新たなサボー
への支援;のつながり ; 友人，

の発1:1三

301) A大学における舟き合う力・実践する力・連携する力

の育成状況についての考察

堀由佐知子，池西悦子，真継和子，本多祐子，高議浩子，

)11村千恵子，伊藤ちぢf-¥';， Jや島美総子，近悶敬子

留学館女子大学)

[目的i
研究者らは看護教育において，向き合う力・実践する力・

連携する力が大切であると考えている。本研究では， A大

学の学生が大学生活の中でどのような体験をしまた体験

による変化を通して， 3つの力の育成状況を明らかにする

ことを目的としたc

[研究方法]

対象者:平成18年入学生10名c 期間:平成19年12月-20年

2月O データ収集方法:学生生活で真錦に取組めた場践と

その状況，それらを通しての学びや変化について学構成的

弱接を行った。対象者に了解を得た上で銭資し j茎語銭と

した。分析方法:学生の語りから，学びや変化.変化の要

自について，内容を分析しカテゴリーの生成を行った。確

証性及び一貫性を維持するため，分析過程において 4名の

研究者が分析したものを研究者全員で合意が得られるまで

検討した。 倫理的記議 :A大学倫理委員会の承認を得た上

で，対象者に研究話的，途中辞退が河台きであること.

とは無関係であることを口頭と文書にて説明し

を得た。

[結果i
カテゴリーをサブカテゴリーを jで表すc 分J併の

結果， r学習方法や内容の変化J.r人との関わりの変化j

における葛藤体験J. r主卒、りの自
「振り返り I教員の指導による学びの進援j

びに繋がる要国， r人との関わり方における学びJ. r生活

調整の必要性への気づきJ. r自己と他者の違いへの理解j.
等の 5学びと発見の体験ふ f家族の支えJ.rモデルの存在J.

f自分のありたい姿j等の 5支えや絞底となるカ， r自分を

知るj 相手を理解しようとする姿勢の変化ム

の主体的な取り組みJ. r他者との関わり方の変化j.

白色に考え，行動するj，r自分段身を伝えるj.r友達と協力

してみるJ.r雰沼気作り j等の;変化能力向上の自覚J.

よる変化の実感j等の 7変化の針送・

の6つのカテゴリーが抽出された。

[考察]

;初めての体験jに直面し怒りや葛藤といった

びにつながる妥協jとなる体験をしながらも;支えや根底

となる力jを援に自分の漂想像に向かつて軌道修正しなが

ら 5変f誌を体験し，さらに;変化の自覚・達成感jを味

わう体験をしていることが分かったJ;J、上を諮まえて

のカテゴリーに含まれる f自分を知るjr相手を理解し

ようとする姿勢の変itJ.r生活謁整への主体的な取り組みj

は向き合う力.r主体的に考える・行動するj，r自分自身を

伝える」は実践する力.r友達と協力してみるj.r雰臨気作

りJI主連携する力に繋がる要素であると思われ，現段階に

おける 3つの力の芽生えではないかと考えられた。
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302) A病院に就業する雲霞師の教育ニード学醤ニードの

現状一魅力ある集合教育プログラムの立案をめざし

て…

斉藤美奈子，伊東文子，長岡千穂、，石由美由紀，

村上由美子(札幌市病院局市立礼韓病院看護部審議謀)

斉藤三枝子(静療i克看護課)

[ I'HltJl 
A病院は，平成18年度より話標管理を導入し王子成20年度

にクリニカルラダーが導入される。これまでの他律的な教

育から，零護者自身が日擦を持ち，自律的な学習へと変化

していくことが必要と考える。そこで，千葉大学看護学部

で間発された「教育ニード・学習ニードアセスメントツー

ルjの測定用具を (三浦弘恵氏の許諾を得て)使用し.ス

タッフのニー Fを把握し，魅力ある集合教育プログラムの

立案をめざし本研究に取り組み示唆を得たので報告する。

{研究方法}

1.研究対象 :A病続看護部376名(新採用者および官:理織

を除く) 2. 方法:I主記式質関紙(無記名)による調査3.

データ分析方法:教育・学習ニードアセスメントツールの

総得点と各項目の得点を算出し平均点+1 SDを要望の

強い学智内容とした。 4.3の結果を役割別，経験年数別に検

した。 倫理的記掻:研究の主旨及び調査への協力は自由

り不参加による不利援は受けないこと，データは

本研究以外に使用せず厳重に管理することを説明した。回

収箱への自由投磁をもって対象者の向を旬、たものとし

たっ

お古来1
1.対象者の特性と研修に対する意識質問紙のi回収は324

名 (86.2%).有効回s:数318名 (84.6%)であった。王子均経

験年数は9.8年，臨床経験年数は12.2年であったc 王子成19年

援に予定されている集合教育プログラムの中で蕊力あると

感じる研修は1.看護倫理， 2.急変時の看護， 3 高齢

者の看護の}I僚であった。その理由は[実践に直結するプロ

グラムだから]が一位で，次に[今後の職業的発達に役立

つプログラムだから〕であった。 2.教育ニード・学習ニー

ドの得点状況教育ニードの総得点は45~123点の間にあり，

王子均は86点 (SDl4.4)，高得点領域は100.7)点以上，!:t得点領

域は71.9~100.6点，低得点領域は71ゑ点以下となった。経

験年数・役割別による差はなくすべてや得点領域にあったc

ニードの高い項自は[1.所属部箸で日々の看護を実

践するために必要な基本的な知識・技術・態度][2.所属

部署の特殊性や患者の倒別状況にあった看護過程を民間す

るために必要な知識・技術][3.所属部署の特殊性や患者

の儲別状況にあった急変時の対処方法)であっ

{考察]

今闘行った調査の結果， A病院に就業する看護制の経験年

数・役割別による小集団は教育ニー F・学習ニードともに

中得点領域に属し平均的であることがわかった。 A病院

審議締の教育ニードと学習ニードにきらづく院内教育プログ

ラム立案のために学習が求められている[所属部署で、の実

践的な看護の提供〕に関する集合教育及び部署内での学習

の強化を検討していく必要がある C

303)インフォームドコンセントの場かうの看護学生の学

びと教育的かかわり

イ左藤和子， ~LJ 口美智子，佐藤美紀子，小倉之子，

鈴木真貴子，上関澄子(島根大学毘学部看護学科)

患者主体及び意思決定を尊重した医療が偶われている現

状から，基礎看護教育でもその学習を求められている。

私たちは，それを学ぶ場として.手術過程にある患者に

医師が行っているインフォームドコンセント(以下IC:

Informed Consentとする)に着目した。 ICの場に参加し

た学生は，産部と患者が合意形成する過誼と患者が体験し

ている心の揺れや衝撃から看護者の役割を学び，その場で

得た変重な体験をICに参加していない学生と共有し学び

を深める教脊の課題を検討した。

{目的]

成人看護学実習の期間中に，受け持ち患者のIC場に参加し

た学生の学びと，そのICについてグループ学生で話し合う

ことによる学び及び教育的かかわりを明らかにする。

{研究方法}

期間:平成19年9月~平成20年2月O 対象:3年次の成人

看護学実習期間中に受け持ち患者のICの場に参加した後

に学生 3名が記述した実習記録，その後ICについてカン

ファレンスで話し合った後に記述した11名の記録c ICの

場及び]Cについてのカンファレンスに参加した学生，実習

3名の記録である O 分析方法:ICの場，合間カン

ファレンスで得られた学生.教員記録からそれぞれ類似の

意味を持つ一文をコード，サブカテゴリー，カテゴ1)ーイと

し教員の分析は教育過程の枠組みで行った。 倫理的配

慮:実習終了後に研究の恕玩目的， I変名性，成績評価に

掲係がないことを説明し iぷ]1:ff:を
{給条i
IC場に参加した学生の体験のコードは76，そのうち学びは

33，カテゴリーは 4つであった。 ICの合陪カンファレンス

でのコードは83，学びは63，カテゴ1)ーは 5つであった。

びのカテゴリーと場に参加した件数と共有件数は， 1 

ncの場でイ子われている内容J19・6. 2 r看護者の役説J
4・14，3 ncの場は患者・看護者に重要J4・14，4 r不
安を軽減する方法J0 ・9. 5 ncの場の環境の重要J6・

16であった。教員の関わりは51コードで， 4つのカテゴ

リーで f学管状況の情報J12， rどの程度の学びかの推祭・

査定J8， r具体的関わりJ23， ncの場から学びjの評価

8であった。

{考察i
ICの場に参加した学生の体験がカンファレンスで参加し

ていない学生へ伝えられ，発展させていたことが分かった。

中でもIC場に参加した学生は f不安な表情，真剣な様子J
から「不安を軽減する方法jに変化して，カンファレンス

をすることでIC場に参加した学生，教員の関わりが影響し

ていると思われたO
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304)エイジングメイク後の客観的観察法による f老化の

自己霞」体験学習

横山ハツミ，賢川聖子(広島国際大学看護学部看護学科)

林燦一郎(広島関誇大学保健監療学部)

じまじめに}

本学では学生が高齢者の内額的理解を深めるために老人生

活体験とエイジングメイク体験，エイジングゲーム体験な

とぞの学習教材の開発を行っている会

{話的}

本研究の日的はエイジングメイク後に学生がイメージング

jレームにおいて鏡に向かいじっくりと観察することで体験

する学生の老北の自己像の変化を明らかにする。

H命潔的記惑]

と，自由意志による協力であること，成

績評価に無関係であることを説明し同意議こを作成した。メ

イクを受ける学生は3D警の過敏状態を確認したc

{方法]

対象 :4年生大学看護学部生14名 (2006年度メイク後続祭

無若手)と19名 (2007年度メイク後観察有群)であるc 学生

には老化の自己{象をPCに入力させる。エイジングメイク

後にイメージングルームで全身を姿見に映し表構，製11'乍

などの老化した自己橡を(約 3分間)客観的に親察しその

内幸子を記録させた。その後，生活の自立度別に13のライブ

イベント場面が設定されているエイジングゲームを体験す

る。

{分析}

イメージングルームにおける観察有群と終群のゲーム後の

将来の自己像が作れたかについて 5段踏で評価した。評11護

項13~Ijに観祭無若手と有{f(:の出現率を求めてカイ 2 采検定を

仔った。〔結来〕有効期答率:100%.寓性:男子4名，女子

15名。観察無群の学生はなりたいと期待する老人橡に「や

さしい，健康，題味生きがいを持つjをあげ寅翠終了時

に将来のイメージが作れた，少し作れたと回答した者は13
名92.9%.であるc 観察有群の学生は「議福で，健康で，人

に好かれるj老人議を期待し将来のイメージが作れた，

少し作れたと問答した学生は18名で94.7%であった。

の有無には有意義は認められなかったc イメージングルー

ムにおいて老化の自己犠を客綴的に観察した結果「気分

が落ち込む，外出したくないjなどのネガテイブな感矯だ

けでなく.r将来の姿が想議できた，高齢者が気になる部分

が分かった，祖母に近づいた気がするjなどポジィテイブ

な老化の体験感情を獲得していることが明らかになった。

{考察}

メイク特に表情筋を作り，自分で入れたシワ，シミの投霞，

表情を確認することで，いずれ自分も老いるという実感が

湧j 受け入れる気持ちに変化したc そして，老年期を前

向きに生きることが大切と気づき.内源的に豊かで充実し

た老人像を描くことができる。

[結論]

エイジングメイク後のイメージング観察体験は学生の老化

のイメージを促進する効泉がある。本研究は平成19年度科

学研究助成金を受け行った研究結果の一部である

305)オムツ体験演習終了後の学生の思考の分析一第一報:

オムツ装藩是非の意思表示による思考内容の惹異一

坂東美知代，三ツ 上野公子

(帝京大学医療技術学部看護学科)

{目的J
A学科の高齢者看護学において. 3年次後期からはじまる

実習で体験する確率の高い，おむつ使用高齢者とその護助

について考える「オムツ体験演習」を前期の演習項自のー

っとして実施している O 本研究の話的は.rオムツ体験演

習j終了後に，オムツ装着の是非に関する記述より学生が

表現している思考内容を明らかにすることである

{方法i
対象 :A学科王子成19年度の3年次開講科日

援助論jの中での排法機能障害と看護の講義を踏まえ，紙

オムツ装穏と交換の演習を実施した。 演習終了後，オムツ

は外す方向がよいのか外さなくてもよいのかについて表明

してから，自分の考えを記述した113名の課題レポートを

対象としたc ただし課題内容に長pさない学生13名分は除

外したc 分析方法:課題レポートを f外さなくてもよい (A

群)Jとf外す方がよい (B群)Jの2つに分類し学生の思

考が表出された一義一文の記述内等を 1データ(ラベル)

として抽出した。 K]法の手法を用い，帰熱的に分類してい

くラベル集めと表札づくりを研究者向で8回検討し整穫し

た。倫理的記長室:研究の意義・話的・内容，研究への参加・

協力の自由意志と研究の参加の有無が成畿に鵠与しない

こと，億人が特定されないよう加工することを訂頭および

文書で説明し書記で、向;苔:を得たc

{結果および考察}

A群のデータ総数は188で，下{立分類24項目，中{立分類12項
良上{立分類7項目に分類された。一方.B綜のデータの

総数は303で，下{立分類21項弘中{立分類12項目，
5項践に分類された。雨群に共通して最もデータの割合が

高かったのは「オムツ装務は高齢者および介護者の社会

的・精神的・身体的側面に関連する様々な弊容が生じるJ
で.B群160(52.8%)の割合はA群53(28.1のおおよそ

1.5倍という給楽であった。 B群の学生はおむつを装着に関

連する様々な弊害の知識を，より関心をもって捉えている

ことが考えられるc また.A群に見られる fオムツ装義の

とその対処方法を熟知して実銭することが大切であ

る。Jとfオムツ装着を必要とする高齢者のために，さらな

るおむつの開発や改善は必要である斗はB群にはないとい

う差異が明らかとなったc これは人群と表現した学生で

も，決しておむつを万能な用具としては捉えていないこと

を示唆していると考えるc また，前若手のオムツ装着の是非

についての思考で.B若手は高齢者の排法湾審を加議会現象と

して受け止め.A群はオムツ外しの効果に関する講義内容

と失禁により既にオムツを装着している患者の事併をもと

にしたオムツのより良い活用およびオムツの欠点を交えた

淡習が影響していることも推察される C
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306)オムツ体験演習終了後の学生の思考の分析一第二報:

オムツ装麓是非の意思表示による思考構造の差異一

一ツ 坂東美知代.上野公子

(帝京大学医療技術学部看護学科)

{目的i
A学科の高齢者看護学において. 3年次後期から始まる実

習で体験する確立の高いオムツ使用高齢者とその援助につ

いて考える「オムツ体験演習jを前期の演習渓毘のーっと

して実施しているC 第一報ではオムツ体験演習後のオムツ

装着fの是非について学生が表現した思考内容の差異を明ら

かにした。本研究では，明らかになった思考内容の差異を

基に掻造化を留り，さらに数脊課題についての考察を深め

ることを呂的とした。

{方法i
対象 :A学科平成19年度の 3年次期講科目「高齢者者護学

設助論jの中での排池機詑障害と看護の講義をふまえ，紙

オムツ装着と交換の淡曹を実施。 演習後，オムツは外す方

向がよいのか外さなくてもよいのかについて表明してから

自由に自分の考えを記述した113名の課題レポートを対象

とした。 但し諜題内容に郎さない学生13名分をj徐外。分

析方法:課題レポートを「外さなくてもよい (A群)jと?外

す方がよい (B群)jの2群に分類し.学生の思考が表出さ

れた一義一文の記述内容を 1データ(ラベル)として抽出。

K]法の手法をJIJい帰納的に分類していくラベル集めと表

札作りを研究者IBJで8[iJ]検討し整思っ 1111立分類と上位分類

を選択し両ff下谷々における思考携造IEJを作成c 倫明的記

泌l:研究の立義 .fl的・内容.研究への参加1-協力の白山

と研究の参加の有力告が成総に関与しないこと， 11M人が

特定されないよう加工することを口頭と文書で説明しお:出

で肉窓;を得た。

{結果および考察]

A計:の思考は「オムツ装着ーは高齢者自身が自分のペースで

排世でき安心した生活を送れると伺11守に. 1也患への援助時

間の確保や介護負担が軽減するJから始まっていた。オム

ツ装着の様々な弊害を理J!J干し弊害の対処方法の実践や装者

となった場合でも自然排法に向けた援助は継続すべきと

し渓着の選択までには高齢者・介護者双方の条件の熟考

が必嬰であり，装着を最終手段と捉えていた。また e 排i俊
読助は信頼関係にも影響し素早い丁寧な対応やプライパ

シーの保護の原則が根底にある構造であった。 B群の思考

は「オムツ装務の弊害が生じるjから始まっていた。 A若手

と同様に装着の弊害が生じるため，装着工の決定には高齢

-介護者双方の条件の熟考が必喜さであり捧装着は最終手

段と捉え，持Fi世援助時こそ信頼関係を構築する機会で，高

齢者の特鍛理解の上で、尊厳を守った素早い対応が求められ

ていると対象を意識した援助の必要性を蒸本とするf荷造で

あった。しかしオムツを外した方がよいとする反面.装

着が高齢者のQOL向上や介護者の負担軽減になるとも認

議していた。なお，本研究の限界のーっとして個々の学伎

の理解度や学生の思考に対する演習前の講義内容の影響は

否めないものと予測している C

307)ホームページを活用した f人体の構造と機能jの実験

実習

田中美智子.矢野智子，長坂猛(宮崎県立看護大学)

[はじめに}

者護基礎教育の中で専門恭礎分野の教育内容が専門分野の

教育と読書IEしがちであると言われ.看護に結びつく教育と

なるのかについて試行錯誤の状態であるc そこで，今自，

f人体の鵠:迭と機能jにおける修得レベルの向上のために.

この講義に際係する実験実智のホームページを整俄し，

生に自己学習を促す試みを行った。

{方法i
A大学看護学科では 1年次に人隠の健康状態を把握し人

体の常態変化を理解する科院が120時間で開講され. 2年

次には f人体の構造と機能jと「代謝・栄養jに関する実

験実習が45時間で開講されている。この中で. r人体の構

造と機能」関する実験実習の項目は，呼吸，感覚! 11活環，

血液及び腎機能に関する 5項目の実習を行っている。各環

日終了時に，その実験結果と考察のポイントを示したホー

ムページを掲載し自己学習の一手段としてそれらの利用

を学生に能した。実験の終了後に.受講生204名(平成18年

度履修者r99名-19年度履修者105名)にアンケートを行った。

アンケート内容としては f実習項目の難易度j，r役立った

か否かJ.rホームページに関することJ. r要望及び意見j

に加え.実習に対する「到達度・満足度(100点満点として

どの程度で、あったかりであったc アンケート調査は無記

名であり，自由参加であること， [回答しても不利益になら

ないなどを苫前iで受議生に説明し同意した者のアンケー

ト用紙を単位認定者ではない者が回収し匿名性を保持し

た(回)1又E十~99.5%)

{結果及び考察]

実普項告の難易度は，平成18if三夜.19年度ともに，心主主因

や呼吸の項自で6割以上が難しいと @J答し，難しかった内

容は心電留の測定及びWf.;fli'，実験の操作と答えた。役立っ

たか否かについては同年度ともに 6割以上が役立ったと問

答し特に心電図では 8割以上が役立ったと答えていた。

何が役立ったかに関しては， r体験することでイメージし

やすいj，r臨床に役立ちそう，看護をするよで必要な知識

だと思った」などの意見が見られた。ホームページの利用

状況は 7割以上が利用しており，内容が f理解できないJ
や「役立たなかったj という罰答はなかったc 笑習全体に

対しての反応では， r意欲的に絞り総めたj，r斑毎のレポー

トだ‘ったので話し合えて良かったjなどというお定的な意

見と「考え方のアドバイスがほしい.グループに教員が1

名いた方がよいjや「グループレポートだと参加度や理解

度に差がIIIるのでは?jという意見もあった。実習に対ーす

る「自己の到達度j及び「満足度jは平成18年度では72.8土

10.8及び80.4:t11.8であり.王子成19年授では69.1:t 11.2及び

78.1土 12.1であった。これらの学生の反応から考えると実

験実習に関する取組は学習意欲を与えることができたと考

える。しかしホームページ利用や活用に関しての課題も

残ったc
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308)蕃護学生のレジリヱンスとストレス対処行動との関

連

松喜子英τ七(東京女子法科大学者護学部)

{自的}

従来は教育や発達領域の臨床おいて使われることが多かっ

たレジリエンスという概念が.近年鶴広く使fflされるよう

になってきた。この概念は，生活上のさまざまなストレス

やネガテイブなライフイベントを体験しながらも，精神的

不健康の状態に絡らず，心理的，社会的にも良好な状態を

維持し適応的な生活を送るプロセスを潔解するものとし

て一般的には使われている。特にストレスに関する研究で

は.rストレスに総える力よから fストレスを乗り越える力j

への視点の変換として.この概念に関心が向けられている。

本研究lえ学生時代とその後の職業主活においてストレス

をいかに乗り越えるか，またそのためにどのよう教育的支

援が必要なのかを探ることを設的として，審議学生のレジ

リエンス特性がストレッザーの体験と不快度，対込行動，

lミTell-beingにどのような影響を及{ぎしているかを検討する

ものである。

{研究方法i
1.対象者.都内の看護学生103名。 2.認査内容:(1)レ

ジリエンス特性については，小塩らは002)が作成し

神的問復力尺度を詑用。 (2)ストレッサー尺度について

尾関(1993)が作成したストレッサーの不快度を測る攻践

を使用c (3)対処行動については，故々木ら (2002)が作

成したG聞記ralCoping Questionnair網e(GCQ)特性販尺度を

使用 (4)Well-b邑ing尺度については.伊藤ら (2005)らが

作成した主観的幸福感と心理的Well-beingを測定する尺度

を使用。 3. 倫理的配慮:学生には認査協力は任意であり，

は関係しないこと，然記名調査であり，偶人の務

報は保護する旨を説明した。尚，使用した尺度は開発替の

使用許諾を得ている。

[結果}

精神的国復力尺!支3因子の合計得点の中央線をもとにレジ

リエンス高群とレジリエンス抵群に分け，そを}ミ夜得点の王子

均僚の差の検定を行った。その結段この 2若手にはスト

レッサーの体験数，不快度には有意な差はなかった。対処

行動の感稽表出ではレジリエンス抵群が高幹ーより有意に得

点が高く，認知的存解釈，問題解決ではレジリエンス高務

が抵群より有意に得点が高かった Well-beingでは主観的

幸福感と心理的Well-beingともに，レジリエンス高群が低

群より有意に得点が高かった。また， レジリエンス高若手に

のみ対処行動の認知的存解釈，問題解決とWell-beingの問

に有意な拐隠がみられた。

{考察]

レジリエンス状態にある人の心壊的特性としての精神的弱

復力を高く有する者護学生は，ストレッサーの不快・苦痛

な体験をしながらも，認知的再評{衡や問題解決によって

W巴ll-beingを促進させていることが明らかとなった。レジ

リエンスを高く有することがストレッサーへの対処行動を

有効に働かせていることが示唆されたことから， どのよう

な要閣がレジリエンスを形成しさらに高めていくのかを

明らかにすることが今後の課題である

309)看護学生の由記教育力と自召実現との関連

竹之下信子(東邦大学住念看護専門学校)

臼井雅美(東京女子提科大学者護学部)

[研究目的i
自己教育力に{えその関連陸子が様々に明らかにされてい

るが. 自己のi替在的な能力を発揮して可能性を現実のもの

にしていくという自己実現との関連は明らかにされていな

いo 3年課程看護専再学校1年生-3年生の自己教育力と

自己実現傾向との関連を明らかにするc

{研究方法1
1)調査対象 :A看護専門学校 1-3年生 2)議査期

間:平成18年5丹-6f13)議資方法:榎本林，鈴木(1987)

の f自己実現傾向質調紙 (ESA‘ 30)J.梶a(1985)の f自
の尺!支を用い，自記式調査翠を記布し集

合調査を行ったむ引倫理的記長室:文書及び口頭で研究自

的・方法，参加の自由，プライパシーの保護を説明し同

意を得たっ費i湾紙は無記名としたc

{結果i
1) 3学年115名に配布し IHl!j叉数は109名(留!j又事94%)，

存効罰答109名の内訳は 1写生日名.2年生31名. 3年生27

名で二平均年齢は20.4裁であった。 2)3学年全体では，自

と自己実現綴向とに有意に正の相関があった (r

=.41 p<.Ol九自己教育の「成長・発展への志向J 自己

の対象化と統鰐Jr自信・ブライド・安定感jの3つの側溺

では，自己実現傾向と「成長・発展への志向 (r=.29 p< 

β1). r自信・ブライド・安定!日 (r .38 p<訓)

に正の相関があった。自己実現傾向 (ESA)の鐸点を 3

に分け比較検討した。自己教育力の合計得点はESA抵群

が最も抵く，やIMl若手がこれに続き.商務が最も高かった。

特にESA抵群は中間務と高群とに有意義がみられた (p<

.01) c r自己の対象化と統制Jr自信・ブライド・

は. ESA抵若手と中間群 (p<.05).高詳 (p<.Ol)と

設がみられた。自己教育力の質問項目では成長・発援へ

の志向jの1環自.r自己の対象fヒと統騨jの3項沼 f自信・
ブライド・安定感jの4項自において.ESAfJ:HrFと中関flf
及び高群に有意義がみられたs 学年号せでは， 自己教育力と

自己実現i傾向とには有意差はみられなかった。

[考察]

自己実現傾向の高い学生は.r成長・発展への志向自活・

プライド・安定感jが高く.i民ぃ学生{丈「自信・ブライド・

安定感jが特に低かった。アブラハム・マズローは自

現を人間の欲求として{立霞づけている。教員は， 日頃の教

育的関わり自体が，後期青年期にある学生の自己実現とい

う発達課題の達成のー識を控っており，課題の達成に向け

て重要な役説を来たしている立場にあることを自覚しなけ

ればならないc 自己実現を果たすためには，自己の向上・

深イヒ・拡大を活指して学び続けるカ，却ち， 自号教育力を

身につけていなければならないが，その際lこ rgH言・ブラ

イド・安定性jつまり自尊心という心理的基盤を支える教

育の重要性が示唆されたc
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310)看護教員の資露の向上に関する研究の動向

高橋公子(山形大学大学院監学系研究科看護学専攻)

布施淳子(山形大学医学部看護学科)

{研究目的}

看護を絞り巻く環境の変化に伴い，より重要11が増してい

ると考えられる教育内容の充実を溜り審議実設能力を強化

するため，平成20年度より保健輔助産郎看護婦学校養成所

指定規期等の一部を改正する省令が公布された。このカリ

キュラムの改正に際しでは教員に関する事項にも検討がな

され，専任教員の資質の向上等についても期待される O 先

行研究では，教脊を提供する教員や指導者自身に視点を置

いた研究は少ないことが明らかにされている。今回，者護

教員の資質の向上に関する過去10年間の研究の動向を概観

し今後の課題について明らかにすることを呂的とした。

{研究方法}

i哀学中央雑誌Webl慌でLある「医中誌WEBJ(Ver.4)で，看

看護教官，看護教育者著護教育従事

者を今一ワードとして過去10年間(l998~20昨年12月)の
文献を検索した。文献数は f看護教師or看護教員or看護教

官OI・者護教育者or者ー護教育従事者」で検索した結楽1520f牛

が該当した。さらに論文の種類を「原著Jr抄録あり jで絞

り込み検索をした365件の ~þlから，研究対象者が基礎看護

教育機関に勤務している看護学に携わる教員となっていた

114件を分析対象とした。研究課題の視点から見た文献の

分析は，各研究課題，抄録.およびキーワードを手がかり

に実施し続四1)が行った研究の分析枠組みを参考にし

て分類した。

{結果]

分析の結果11414:の研究課題の視点は以下の通りであったc

研究課題の読点として最も多かったものは「教育・評価方

法:織地実智J351*. 2番目に多かったものが f対象の心

理・思考・行動の特性J26件で全体の62%をおめた。次い

で「教育・評価方法:講義・演習Jr教員の資質・あり方j

「カリキュラム・教育プログラムjであった。

{考察]

カリキュラム改正等により教員の資質向上が求められてい

る中，教員がカリキュラムをより効果的に教授すること，

実践的な能力を高めることへの取り組みやりーダーシッ

ブ，者護管理等.教員の資質向上に向けた取り組みが必要

とされているC しかし看護教員の資質向上の研究は少な

かった。今後の課題として教員の資質向上に向けた， さら

なる具体的実接的な取り組みに関する研究が必要であると

考えられる O また.教員儲々の取り組みだけでなく，各教

育機関の組織的な取り組みに関する研究が必要である O

311)看護翻のオストメイトに対する社会保欝制震の知識

に関する研究

今村利香(鹿児島大学医学部保健学科臨床看護学講座)

[研究隠的]

公間識経受講者を対象に実施した鵠資紙調資を分析する苦手

より，オストメイト患者家族からの相談を受けた経験や

MSWとの連携の有無を明らかにすると共に.看護蹄のオ

ストメイトに対する社会保障秘境にi渇する知識の理解度や

看護部が制度を活用出楽るようになるためのシステムにつ

いてf食言すする。
{研究方法}

調査対象:A大学保健学科公開講箆fストーマリハビリテー

ションの基本」を受講したち県内の看護腕62名。質問紙は

調査者が作成し属性，講習会で講義した内容の理解昆

社会保捧制度についての知識，患者家族等からの生活に関

る相談を受けた経験，看護姉が制度を上手に活用出来るた

めに必要としている事柄等の項自を記載した質問票を受講

前に配布し会講座終了後に回収箱にて図収を行なった。統

計方法:各項目問の関連についてKruskalWallis検定を

施した。集計と分析には統計ソフト SPSS14.0 for 

Windowsを使用し有意水準は 5%未満とした。倫理的記

患:受講者にはアンケート調査の主旨と共に自由意思に基

づく研究協力.無記名での調査実施，データの厳重管理等

を説明し質問哀の1m答をもって間意を得たc

{給条1
58~容を@]収し56名から有効1m答を得た(回収率93.5%. 有

効i汲答率90.3%)0~議感のテーマを?ストーマリハビリ
テーションの基本jとしているため.アンケート協力者の

ストーマ患者への看護経験5年以下が受講者全体の 8割を

占めていた。オストメイトが活用III米る社会保障制度につ

いて日長く~少し)知っているjと問答した人は78.5%で、

あった。患者家族から生活に関する和談を受けた経験につ

いては.19.6%が fあるJとi回答していた。忙しい勤務の中

でスムーズな対応が出来るようになるために審議部以外の

専門織によるサポート体制や看護師のスキルアップシステ

ムが必要と述べる人が多かった。看護締歴やストーマ患者

への看護経験年数の有無と社会保障制疫に関する知識につ

いては，いずれも有意差は認められなかった(各々 p=

0.313. p = 0.764) c またオストメイトの社会保障制度に関

する講習会の内容への理解度とストーマ患者への看護経験

についても有意表は認められなかった (p=0.658)。

{考察]

看護締授やストーマ患者への看護経験年数の有無と社会保

際制度に関する知識についてはいずれも有意惹は認められ

ず，看護自立i濯やストーマ患者への者護経験年数が長いと

いって社会保障制度についての知識があるとは言えなかっ

た。またオストメイトの社会保i紛糾度に関する議官会の内

容への理解度とストーマ患者への看護経験についても

2をは認められず.これは社会保障制度が毎年のように変化

する事も一回だと考える。これらの事より，看護側のスキ

ルを高める談義の実施や，社会制度に詳しいワーカーとの

連携が必袈であるc
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312)看護師の資質!こ関する認識講造の震性問較差

一色草寺恵，久保和子，坂本美弥(新宮市立医療センター)

山田一部(臨床研究支援センター)

[El的i
f看護締Jr看護教員J1看護学生Jr医締Jr一段jという属

性別に f者護師の資繋jに関する認識構造の絞差の実態を

把握することを目的とした3

{対象と方法]

対象は某病院に従事する援療者ならびに周辺地域の在住者

で，苦手前に文書による研究の趣旨説明を行い，訂頭で協力

への同意を確認した639人であるG 属性ごとにみた内訳は，

看護締138人看護教員詩人看護学生88人監部32人一

段298人であったc

講成概念・内容的妥当性を識者と検討したうえで，看護部

の資震に関する認識尺度ほ段階のLikertScale， 34項自)

を作成し基本属牲に関する項告を付加して調査票を構築

したc 認識尺度の揺答に主関子j去による路子分析を施し，

各群ごとの陸予得点王子均値をよと較した。

{結果と

り対象者の年齢分布:年齢は18歳から89設に分布しそ

の中央僚は35.5殺であったc

2)因子分析結果と各群1mの比較:昭子分析の結果.r他人

との協力肉僚からの信頼jが関与した第 1関子{協調性)， 

113襟設定と達成の努力J1鞍極的な研修参加jが関与した

第2関子(自己変容)， rユーモアがあるjが関与した第3
溺子(ユーモアλ「手話ができる日本語以外の言葉が堪

能jが潟与した第4障子(特7J1jな校最)の 4国子執がtIll出

された。第 1国子得点(協調性)平均値は.

幸子護教員0.213，l表向i0.152，一殺0βO包看護縦一0.089，第2
関子得点{自己変容)平均値は，審議学生0.373，
0.277，医締-0.100，一般-0.018，者護部-0.043.第3昌子

得点(ユーモア)平均値は，肴護学生O.却0，看護教員0.254，

-0.068.一段 0.080. [支部…0.183，第4因子得点

王子均植は，肴護学生0.183.一段0.170.
-0.016， [表部-0.508. であった。

いずれの国子教においても最高

伎を示し看護教員は第 1-第3調子において，第2伎を

占めていた。また養護鱒の関子得点はいずれも全体の平均

値 (0点)を下闘っており，これらは看護学生の日擦指向

性のおさ，審議教員の期待感，そして潟床看護締の現実的

感覚といった較差を示唆するものと考えられた。なお底部

は第 1関子得点(協課性)のみが正憶を示していたが，こ

れは「審議締は患者との犠渡し役であってほしいjという

医師の日常的な発言内容とも合致していた。一段は「特部

な技最jのみが第2殺をおめたc この事実は従来の知見と

は異なるものであり，その背景に調査対象病院の援かれた

地域特性が反映していると考えられるC

313)基礎義護学実習における学生の手指諾生行動の実態

出本容子.jJ1j関夜子，岩脇揚子竜一下幸栄

(京都府立援科大学)

[自的]

手指衛生を看護基礎教育の早期から定着させることは重要

である。そこで手指衛生に関する教育方法を検許する g的

で，務地笑習における学生の手指衛生行動の実態を明らか

にする

[研究方法i
調査時揺は20昨年2月. 2年次の基礎看護学実饗を履修し

た学生76名を対象に実習終了後費消紙を詑布，その場で

闘技した。調査項13'ま，手洗い(流水と石けんによる手洗

い)の実強方法S項目と手指潟議(擦式消毒潟アルコール

製剤による手指消毒)の実施方法3項呂，実習の各場函 (16
場関)毎の手洗いと手指i荷主義の実維の有無，手指衛生を実

施しなかった潔崩，手指衛生の必要性の実感，またそのきっ

かけとなったこと(自由記述)である。手指衛生の実施方

法と必要教の実感は4件法で尋ねた令分析方法は，実警の

各場面毎の手読い及び手指消毒の実絡の有無について.

SPSS1L5Jを用いて対cNemar検定を行った。 協理的配援と

して，対象者に研究の趣旨や成議等に一切関係しないこと

を説明し同意を得た。

{結来]

賠収率は90.8%であったc

1)手法いと手指消毒:ミ手洗いの実抱方法で fできたJj!，!Jj 

会は，手を十分にぬらしてから石けんをつけた98.6%. 十

分乾燥させた97.1丸手掌から手苦の頗に詑い残しはな

かった94.2%.度接手で触れないように蛇口を止めた

82.6%，指先から水が落ちるようにすすいだ82.6%であっ

たc 手指泊議では，乾燥するまでよくすりこんだ75.4%.
アルコールを規定量使用した71.0丸指先から手替の!穏に

アルコールをよくすりこんだ68.1%であった。また，

開始前，環境整犠後，検混後 詰拭・洗髪前後，リネン交

換後. ~卒就変換‘移送後，副議・食事介助後，自身のトイ
レ使用後，長食前，午後からの実習得関前，実習終了時に

おいて，手洗いを手指j詰議に比べ有意に多く実擁していた

(p<O.OOl) • 
2)手指衛生を実施しなかった理由:その寝泊は.忘れて

いた47.8丸時間がなかった23.2%.手荒れがあった15.9%.
いつ育ってよいかわからなかった15.9%.手指の汚染はな

いと患った14.5%等であっ

3)手指衛生の必要性:実習後手指衛生の必要性を実感し

た学生は81.0%であったσ そのきっかけは，患者が易感染

状態であった等の「患者の状態jが18件と最も多く，

締の手洗いを見た等の「臨療者の行動J10件，感染から患

者や自分を守る等の「感染予訪の認識 8件.r患者への接

触J6件，院内感染の苦手突を知った等の f院内感染の事例J
31'牛.r設{詣や体制J3件.r教員による指導J1件であっ

たc

{考察}

臨地実習における学生の手指衛生行動では，学生は実習の

各場磁で手洗いを手指消毒によとベよく実施していることが

明らかになったc また実習後は手指衛生の必要性を実感し

ており，手指衛生の教育の場としても臨地実習が大きな役

割を怒っていることが示唆された令
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314)基礎審護実留における受け持ち態者への学生の態い

やりという気づきを程す経験

柴田恵、子， JII本起久子，古照久美

(:JL1+1看護福祉大学看護福祉学部看護学科)

[自的]

基礎看護実習において受け持ち患者への，忠いやりとして認

識した学生の気づきをもとに，それを捉す経験を探索する。

{研究方法]

A大学看護学科 1年に所属する学生のうち研究協力に応じ

た12名を対象とし 2008年2月の慈礎看護実習終了後に調

まました。研究呂的，倫理的配惑を説明し協力を依頼した。

諭潔的記惑は.関答は自由意志で成績に関係しないこと，

mI答は公表すること，データは罰的以外には使用せず管理

方法と研究終了後の破棄について文書:と口頭にて説明し

間収は倒開封入の上，所定の場所への提出とし関答

をもって持慈;とみなした。質問は f受け持ち患者へのあな

たの思い・気持ちが変化したかJrあなたへの受け持ち患者

の}J.l、い・気持ちに気づくことがあったかJの2項目で，そ

れぞれ時期，場面.状況についての自由記述である。先行

研究(村上， 1995)で思いやりの概念は対日手に対する思

いと援助行動初予lこ対する思い・気持ちjの2分類で，

本研究は後者の概念についての気づきに長点をあてた。 12
名の記述を費的に分析した。記述内容を精読し意味内容を

変えないように要約しコード北しこのコードの共通と相

違する点を比較しカテゴリー化した。カテゴリーの関連性

は，先行研究(高橋， 2006)で臨地実習上での定、いやり行

動の国子として示された f気づき

が， r}，よい、や旬を{起す経験に該当するか.原I!Iか給来かjを

研究者間で検討しカテゴリーliljの関連を国式{としたc 分析

結果の妥当性・厳密t~色の検討は研究担当者以外の研究経験

者1名を加えた 4名で検討を複数回繰り返した。

{結果}

学生の性別l立男性3名，女性9名であったむ分析の結果，

コード38，カテゴリー 7が抽出され，カテゴリー名は<学

生自身の学習への気づき><学生の自信・肯定感><コ

ミュニケーション><患者理解><看護の実施><患者の

状況><経過に伴う変化>であった。カテゴリー慌の関係

はくコミュニケーション><患者理解><看護の実施>が

者設の展開を意味し<学生自身の学習への気づき>に影

る。看護の展開と<患者の状況>と<経退に伴う変

化>はそれぞ、れに影響ーし会い， <，患者の状況>が<学生の

白話・有定感>へとつながり，最終的には<学生自身の学

'?t1への気づき>となるc

{考察i
思いやり行動の国子 5直接的援助気づきjに該当するの

は<審議の実施><患者理解>で¥患いやりの気づきを促

す経験には行動が不可欠で、看護の展開が影響すると怠われ

た。:尊重jのi滋子に該当するカテゴリーはなかった。

<学生の自信・肯定感>を支えるのは<患者の状況>で.

<患者の状況>は看護の展開と<経過に伴う変化>と相互

関係にあるため，その経験が気づきを促進すると考えられ

た。

315)災害看護基礎教警におけるピア・ラーニングの試み

1lB音節未(神戸常磐大学保健科学部者護学科)

{詩的}
ピア・ラーニング‘は成人の学びのスタイルにあったもので

ある (Boudら2001)0 日本の看護教育においてもここ数年，

導入例が報告されるようになっている合本研究は，経験を

学びに変える教育プログラム開発(畑・米谷2007)の一環

として進めてきた災害訴事長ゃい心とした災害看護基礎教育

にピア・ラーニングの手法を導入しその評価を試みよう

としたものである。

{研究方法}

〔対象〕看護師養成所 (3年謀殺)の 1年生28名(王子均年齢

20，0歳， SD4，5歳)

〔ピア・ラーニングの手法を取り入れたオリエンテーショ

ン〕前年，災害訓練を中心とした災害看護基礎教育に参加

した学生(冊養成所の2年生25名(平均年齢20，3歳.SD4.l 
歳))が，今回の災害訓練オリエンテーションで，チューター

投としてグループセッションに加わり，プログラムを通し

て得た各自の経験と学びを語り，話し合いに加わった。

〔データ収集の手続き〕オ l}エンテーション産後に質問紙

調査を実施し「オリエンテーションから伝わってきたものj

について自由に記述してもらったc

(分析方法〕学生が記述したすべての文章を抜き出して意

味単位でリスト化しカテゴリーに分けた。

[ 11命翌IlfIな記長室〕学生に研究話的・意義を説明し協力を求めたc

また，研究への協力は拒否できること，協力しなくても成

しないこと， I1又集したデータはプライパシーを線

保して分析し研究以外で使用しないことを伝えるととも

に学会発表守;の公表機会を説明し.承諾を得たo

uii来]
対象とした学生28名全員から問答を得たc 分類した記述は

延べ95項自. 1人王子均3.4項目であった。記述を分類整理し

たところ，円安じた捺の気持ちゃ時郊の経過とともに変わ

る気持ちの変化を了家に教えてもらいー実際の2手間気が長

く伝わってきたj などの<訓練の会体像の把握>が15~自白

05，8%に f患者の気持ちをイメージし成りきると本当の患

者になったようにいろいろなことを学べるjなどの<訓隷

参加の心構え>が28項目 (29，5%にf患者や家族からみた看

護師・陸師像が環解できるjなどの<訓練への参加で、見た

り，感じたりできること>が37項目 (38，9%)，埼11練はその

後の救急、や急J性期の学習の興味につながるJなどの<訓練

が学習にもたらすもの>が12項目(12，6%)，r違う役割を演

じても全員で後で共有するので学びが広がるjなどの<訓

練から得たものの共有>が3項目 (3.2%)と 5つのカテゴ

リーに分けることができたc

{考察]

チューター役として参加した学生lえ初めて訓練に参加す

る学生に訓練の全体操や訓練に臨む準備・心構え，訓練か

らの学び.事後学習の保証などとi綴広い内容を，きめ細か

く結えていることが伺われ，災害訓練から振り返りの挙後

学晋を経て経験を相対化し学びを広げている学生が参加し

たオリエンテーションの効来性が示唆された。
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316)実翠前演習!こおいて形成された学生の認識の特徴

花井節子，関関麻利子，上原充世

(鹿児島純，心女子大学審議栄養学部審議学科)

{自的1
4年制者護系大学3年次生の領域別実習前に「あたまとか

らだ，こころを整えるjねらいで実習前演習を行った。本

研究の自的は実習前波留における学生の認識の特援を明ら

かにし臨地実習前に学生の認識がどのように整えば安定

して感地実智に臨めるのか，教育上の示唆を得ることであ

るO

{研究方法1
1.研究対象:実習前演習に出席した看護学科 3年次生指

名.2.研究方法1)学生が提出した記録類を精読し体験

内容と認識の変化がわかるように素材化する。 2)認識と

表現の連関を科学的に追究した三浦の科学的認識論jを理

論的基盤に据え，学生の記述内容を1)の毅点で科学的に

抽象し認識の特f設を明らかにするつ

[1i命浬的義己惑}

研究の主旨・研究参加の自由意志及び陵名殺の保設・

に無関係であることを説明し本認を得たc

{結果・

1.学生は認識の形成過設の違いで次の 3つのタイプに分

けられた Aは伝記の患者・零護者体験，メンバーに注目

し体験を重ね合わせて自記の認識や行為を自己評倒し

を実践する持の思考過程を確認.自己の課題を明確にし

ていたc 演習の意味を考えている学生もいたc

体験，メンバーの行為に注侵して8早評価

る時の思考逸濯を確認し自弓の課題を明確にしていたっ C

i立春護者体験でのできなかった行為や認議， メンバーとの

違いに注目し感舗が揺れ， 自己評fiIIiし課題を明確にしてい

2.学生の認識の特設1)アセスメント，計磁立案の

段階では知識不足，実務のイメージイヒの不足を感じるも

護が対象によって変化することや対象像を描く意味に気づ

く。 2)患者・看護者体験では次のような特徴があったび

(1)様々な問題のケアが統合されて一つの行為になる?

対象設を抜きつつ実施することが対象にあったケアにつな

がる o (3) ，i患者の気持ちゃ苦痛を追株数し患者の立滋に

立って援助を考えること大切.しかし判断や行為は難しい。

それはー殺的な症状での判断や自己の行為への薬中，基本

技術が身についてないことが要因と考える。行為がス

ムーズになることで患者に関心を注げる。イメージトレー

ニングや行為の意味やポイントの意識北，対象{象の把握が

大切である。 (5)患者のニーズと審議の必要性の対立が存

在する時は行為の目的や看護の呂的に照らすと判断でき

る 3.演習の意味について次のような特徴があっ

1)実習に絡む気持ちの有り様が変化自己の不安より対象

に詮告すると患者の援助が見えてくる 2)今まで部分で

学脅したことが統合されて看護の実践につながる。

以上の結果から[lJ実習前演習は患者・看護者体験，メ

ンバーに法日し自己をモニタリングする機会となる。 [2

対象設が明篠になり，実践する時の思考過程がわかれば安

定して実習に臨めるむ [3J授業の中でも思考と実践をつ

なげる工夫が必要であること等が示唆された。

317)成人看護学領主義の実習麗修j膜か5みた意J性期看護実

曹の…評髄

今場陽子，波留敬子，上田稔代子，辻あさみ，坂本由希子，

鈴木幸子(和歌山県立医科大学保健看護学部)

焔野富美(畿央大学健康科学部看護医療学科)

{背景}

成人看護学領域の実習において. 2006年度は慢性期看護実

習(以下，慢性実費とする)の後に急性期養護実潔(以下，

急性実習とする)を在っていたが. 2007年度は実習緩修j穏

を題定しないカリキュラムに変更した。そのため，実翠生

の約半数が慢性実智履修前に急性実智を罷修した。この実

習媛修}ij互の変化を評価し今後の急性実智のあり方を追究

すべく本研究を実施したc

目的]
における看護学生の実態を実習罷{i多煩別に比較・

検討し今後の急性実習のあり方への示唆を得るo

{研究方法]

3年次主主82名に対し質向紙諮査を実施し

日に誠査票を配布し腎め泣き期間は 1遺憾j

とした。調査諜lえ実習n寺の学生の背景，看護過程の展開，

受け持ち患者との関係，感床指導者・教員・グループメン

バーとの関わり，学生島身の成長・達成感・満足感等に弱

寸る内容から講成されている。話答には 1~4点の評定法

をfflいた。分析にはSPSSll.OJを能用し

VAの!綴で罷修した群を前半群，逆の販に履修した群を後半

群とし単純集計二 E検定を行った。有意水準は 5%とした。

倫理的記惑として，調交はj怒記名であり，参加は対象者の

自由意志であること.成額には無関係であること，

来{立本研究以外には龍用しないことを口頭にて説暁し

{結果}

74名 (90.2%)から撚答を得たc 実習中の学生の背景では，

した者が前半群では71.8%に上っていたが，後

半群では54.3%になっていた。その俄は 2若手間に違いはみ

られなかったc 項自ごとのスコアの平均値は，前半群より

も後半群の方が人間関係に関する項目では潟く，

に関する項誌では{尽かった。鴇床指導者との関わりに関す

る項日では後半群の方が有意におく，計画立案，自分自身

の成長に関する項目では後半苦手の方が有意に低かった。

{考察i
人間関係に関する項目で後半群の平均値が高く，殊に臨床

との関わりに関する環自で有意惹がみられたこと

は，実習経験による対人関係スキルの向上であると捉えら

れる c 一方，者護過程に関しては，急、性実習では罷性実饗

よりも変化の著しい患者と隠わるが，前半若手は念、設実習と

比較する体験がないため，展開の卒さを認知しにくいと考

えられるc しかし後半若手は母性実習での看護j是認展開の

イメージがあるゆえに，銀広い靖報の統合を要する計樹立

案での国難さが大きく，前半群との有意設が出たものと

える G そして，看護過程展開の全体的な部難さが，前半若手

よりも成長を感じにくい結果につながったことが推測され

る。今後の急、性実習では.急性期看護の特牲を，慢性期着

と比較していかに強く学生にイメージさせるかが課題で

ある。
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318)成人看護学実翠における看護学生の気分変化とスト

レス対処行動 POMS縮小版による分析を中Iむと

して一

小i賓稜子，鳥田祥子.荒木こずえ ()II崎市立審議鐙期大学)

富塚聡子，伊藤ゆき(前川崎市立看護短期大学)

[13的]
臨地実習の場は，学生にとって主体的な行動も要求され心

理的負担が大きくなることも少なくない。本研究では，看

を対象に実習期間中の気分の変化とストレス対処

行動などを明らかにすることを目的とした。

{方法}

対象 :A看護短期大学3年生34名(男子2名，女子32名人

期間:平成18年6月26B-11月10日，成人看護学笑習は

クール 2週間 2単位入方法:実習初日. 3 B日. 7日目，

実智最終 B9日自の計 41ill.気分プロフィールPOMS
(針。fileof Mood States)を用いて，気分の変イとを調査した。

また，実習最終日にストレス自覚の程度，実習中のストレ

ス対処行動の有無等を調査したc データの集計・分析には，

統計ーソフトSPSS(Ver.ll.O)を用いた。倫理的配意:口頭

および書面にて研究趣旨を説明後. ~由参加であること，

成績等への影響はないことを説明し同意が得られた学生

を対象として実施したc

[結果i
POMS*H得点6項目の平均fvむから.実習初肢を基準として

?検定を行った。 I緊張一不安 1;J!1lうつ一落ち込みよ， I活
f疲労jの4項日の尺度において，有意差がみられたc

-不安jでは.POMS粗符の平均1[Elは初日がiはも尚

く，その後，徐々に下降し最終日が故も{尽くなった (p<

0.001)。 円相うつ…落ち込みjでは，初1:1が最も潟く最終日

に最も低くなった (p<0.05)or活気jでは，初日が最も抵

く最終日が最もおくなった (p<O.Ol)o r疲労jでは. 3 B 
臼が最も高かった (p< 0.05)。実習終了後のアンケート調

査では.ストレスが「やや高いJ.r高いjと答えた学生は

34人対123人 (67.6%)であった。何らかのストレス対処を

行っていた学生は26人 (76.5%)であった。ストレス対処

行動は.r友人や家族と話すJが最も多く 10人，次いで、 f寝
る，休息するjが9人であった。

{考察i
日に緊張・不安が強いが，実習経過とと

もに軽減されていることがわかり，最終日に緊張から開放

され実習終了の安堵感を得ている様子が窺えた。笑習当初

から緊張・不安感の強い学生への配患が重要と考える。ま

た，最終日に抑うつ・落ち込みが減少し活気が上昇して

おり.疲労感は 3臼自に強くみられた。 3日目頃は.慣れ

ない環境ので.生活時聞が大きく変化し疲労感を強く自覚

するものと考えられた。約 7割の学生がストレスを自覚

しそのうち約8割の学生が何らかの対処宥Jl!jJをとってい

た。会話や休怠，趣味など自分の好きなことを楽しみ，セ

ルフコントロールしながら実習に臨んでいる姿が窺えた。

学生がよりよい状態で笑習に臨めるように個々の学生の

状態を捉え学習支援体制を整えていくことが重要と考え

るc

319)卒業後 1年未満看護職の在学中・卒業後の対人関係の

問題と基礎看護教脊課程への希望

今川詩子，長谷川真美，横山恵子，関本故智子，兼宗美幸

(埼玉県立大学保健援療福祉学部看護学科)

江田節子，三;市立彦

{埼玉県立大学保健医療福祉学部健康路発学科.)

[民的]
看護学科卒業生の在学中・卒業後の対人関係において関殺

と感じた状況と看護基礎教育過程への希望を調査し対

人関係能力を高めるための教育的示唆を得る。

{研究方法}

(1)研究対象:卒業後 1年以内の看護職で，研究への間意

が得られた7名 (2)調査方法:在学中，および卒業後に

対人関係で、闘ったこと，原国，解決法，看護基礎教育過積

への希望について酪接調査を行った (3)倫理的配慮:本

研究は.対象者に対し倫理的記惑を十分に持う旨文書で説

明し悶意書により参加の有無を確認した。

{結果}

在学中，卒業後に困難と感じたことは.r~分の伝えたいこ

とが缶えられないJr開きたいことが開けない」仁患者と何

を話したらよいか分からないj等であった。国難と感じた

原閣は.在学中はわ!育報不足Jr知識不足Jr教員から決め

つけられショックだ、ったJ.卒業後は「声をかけると怒られ

る r怖いJr開きたいことが開きにくいJr笑顔がない」等

であった。 解決法では.夜学1+1.卒業後共に f自分で話

す勇気を持てば良かったいろいろの入と話す機会を持

つJ主11議，技術，的絡な判断ができるようになることJI相
手の状況を考えて話を切り出すj等であった。看護基礎教

育に翠むことは， r総床の情報を与え，対人関係に対する心

構えを作るよ f臨床の看護師と話す機会を作るJr自己表現

できる認11純Jr自己の特性が分かる教育Jr話のできない患

者とのコミュニケーションシミレーションの実施」等で

あった。

{考祭]
学生や 1年自の看護締は実践することに自信が無く，緊張

度が高い。怖さや，開きにくい感じを与えることは意欲の

低下につながる。緊張感を緩和するような暖かい声かけや

笑顔で識することが大切で、ある O 対人関係を円滑に運ぶた

めの解決法は.前向きに自己の行動を変化する解決策で

あった。教員はこの前向きな患いを支えると共に，学生の

性格・行動の特徴を知り，相談しやすい環境作りをするこ

とが必要で、ある。看護基礎教脊課程への希望は，臨床ナー

スとの接点.および自己表現できる能力際発を求めていた。

教員は臨床との連携を深め.講義や，実習等で¥者護蹄と

語り合える機会を作ること.自己の患いを表出し意識化

できる教育的支援が必要であるつ

{結論]
卒業後の対人関係を丹滑にするためには，在学中に職場へ

の臨場感がもてる教育を実施すること，および自己の思い

を表出し意識化できる教育的支援が必要である

[今後の課題]

卒業生の感じる凶難についてさらに分析を加え，具体的な

方法を検討する必要がある。
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320)大学・地域一体型地域盤讃・チーム陸擦実留の実践と

評髄(l)一実習プログラムの全体橡と実擦一

間出家子，揺本恵~ド)11雅子，露錦えみ子，大磁早百合，

出淳子，山部京子，堀井たづ子，岩脇陽子，松関知子，

堀井節子道下幸栄，光オミ幸子• i奈川寿美小松先代，

三橋美和(京都府立医科大学E在学部看護学科)

[背景・目的}

看護蒸礎教育では，者護を取り巻く環境の変化に伴った教

育内容の充実を隠るとともに，学生の看護実践能力をいか

に強化していくのかが大きな諜題となっており，近く

諜程の改訂がなされる K大学でも同様に改正に向けての

検討を重ねている O 仁やでも，現夜取り組んでいる現代教育

ニーズ取組支援ブログラム r大学・地域一体型チーム

を通じた地域医療サーどスの向

上~J (Hl8年度文部科学者採択)を，今関改訂の自主であ

る統合分野の f審議の統合と実践jに{支援づけることがで

き，効果的に展開しうるのかの可龍性と妥当性を検証して

いる。そこで，発表(I) ~ (5) においてはプログラムの

概要，実践と評価を系統立てて報告しその学習効果を検

討する。ここでは，まずプログラムの全体像を報告する Q

iプログラム概要}

話的;ま?大学と地域が…体の;京都府がキャンパスj構想、

を基擦とした実習を行い，地域医療・チーム医療の重要性

を認識し地域援療への使命惑を持った医療人の育成を留

るJことである。初年境は教育環境の撃競{教育設爾，指

e評価システム余麟，実習施設の調整等). 2 i手話

の過疎化の進む京都府中北部4端技をや，心とした地域滞在

を実施した。実智期間は l遊間，医学科，者護学科と

もに4年生を対象とした。実習日援は.1)地域陵療の現

状と課題の理解. 2)チーム医療の実擦と

3)地域住民が望む地域緊諜のあり方と医療者の役割を知

るである。実習は. 1) j証言学科生合間の論説内臨地実習，

2)地域住民との意見交換会. 3)地域の保健.B立療・揺

祉施設諮問から襟成され，その兵体的なプログラム

施設の特援を生かし蕗床指導者と教員が協織で作成した令

実習部部中，教員は現地滞在し臨床指導者との連携・

を留りながら指導にあたった。学習効泉は，多角的な詳飾

システムを調発し詳備を試みた。なお，本プログラムは選

択科目(l単位)として設置づけ，その選択は学生の自由

意思で‘ある。

{給条・まとめ}

参加学生は看護学科53名(対象学生の58.8%).1家学科は50
名(向54.9%)の計103名であった。プログラムの実践と

備の詳縮は後述する。次年度への課題として.Jt主主的かっ
集中的な実習のため教育と現場両者の連携・調整を綿後に

行うこと，実習コスト等の調整，実習読の学生の学習レディ

ネスを高めておくこと，既修得の学習内容を統合した学習

言予備等が考会げられた。 3年自は今までの評価を暗まえ充実

した実施・総合評価を予定している

321)大学・地域一体型地域監療・チーム霞療実習の実践と

評{臨 (2)一京都府中部地域での地域滞在実留一

奨鏑えみ子，福本 恵，山自京子，大西早百合，岩脇陽子，

堀井節子，光木幸子，藤田淳子，仁村11雅子.蹄w寧子

(京都府立産科大学涯学部看護学科)

{日的i
k大学においては.地域医療に貢献する医療人及び指導者

を育成することを g的に H19年から f大学・地域一体型

地域毘療・チーム医療実習jを導入した。そこで，実施さ

れた京都府北中部地域での滞在実習おける実習内容とその

学びについてi検討した。

{研究方法]

研究対象者は，プログラムに張意に参加した医学科4年生

25名，看護学科4年生26名c 学:びは最終カンファレンスと

教員詳細から抽出した。倫理的記長室は，学生に研究の恕皆，

カンファレンスの内容をデータとして処理すること，

上の評舗に影響を及ぼさないことを説明し向窓を得た。

{結染・考察}

地域潜在実習は 513 IMj実施した。その内容は.1)向学科

主主合同の病説内議地実習. 2) 地域住民との意見交換会，

3) :11主主主の{芸能・縞祉施設訪i渇である。

京都府の中部に位援する公立2病院であり .A病院は，病

床206床. 19診療科の急性類型一段病i完. B~お i誌は . 354IJ色

20診療科の地域における中核的病院である C

病院内実習では，両学科生各 2名のグループ加に実習を

行った。人病践では.

術見学，感染i治上対策

と各部門や地域との連携，訪問看護・在宅医療，プライマ

リーケア，救急、救命処詮について実習を行い.患者をや心

とした連携の必要性について学習したo B病院では，医締

と看護踏の根互理解を目的に医学科生は者護締，

生は底輔の指導のもとに手術意見学.救急対応の見学と介

助，外来透析療法・内調鏡検査・

を行った。 説内感染対策，

がん11iS擦などでは. [衰Rifi.審議締，態床心理士，

検変技舗がi袈療方針の決定に参加しているチーム

際について体験した。地域生長との意見交換会は，老人保

健施設の利用者や最も高齢化が進む地涯の{主民と

において，生活環境を実感しながら，医療接関への通説状

況や鐙康商への協みなどの援療に対する要望を把握したむ

また，地域の民生児家委員との懇談会では，委員をとおし

て語られる独活高齢者や疾患の状況，擁設サービスへの要

をすすめるには，十分な環境整僚が必姿なこ

とを現実課題として認識していたむまた詩防署で模擬救

護誇Ii隷や救急車の試采を行い，救急医療の初期対応を体験

した。

この実習を通して，学生は京都府中部地域の医療をj況で触

れ開題点を実感すると共に，地域産療に支献している霞療

者の献身自主な姿に惑銘を受け，両学科の合同実習により，

チーム涯療の基盤は，スタッフ間の良好なコミュニケー

ションや人間関係にあることを学んだ。
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322)大学・地域一体型地域臨讃・チーム霞讃巽習の実践と

評鑑 (3)一京都府北部地域での地域滞在型英語一

藤田淳子，中JII雅子，堀芥たづ予，松岡知子竜でさド栄，

笹川美子美，小松光代，三橋美和，:m本 恵，認鏑えみ子，

大西王手百合， LU田京子， 悶山家子

(京都府・立寵科大学医学部看護学科)

{目的i
k大学においては，地域毘療に貢献する医療人及び指導者

を育成することを話的に，地域医療とチーム医療を体験す

る f大学・地域一体型地域底療・チーム医療実習jを平成

19年から導入した。そこで¥実施された京都府北部地域で

の滞在実習おける笑習内容とその学びについて検討した。

{研究方法}

研究対象者は，プログラムに任意に参加した涯学科4年生

25名，著護学科4年生27名。学習内容は最終カンファレン

スと教員評価から抽出した。倫理的配慮は学生に研究の趣

旨，カンファレンスの内容をデータとして処理すること，

学業上の評価に影響を及ぼさないことを説明し陪意を得

おfi来・考察}

は5日間であり，医学科及び看護学科生合同での(1)

病院内の臨床実習， (2)地域住民との意見交換会， (3)地

域の保健・援療・福祉施設などで実裂を行った。おもな実

智施設は京都府の北部にある公立 2病院であり， C病院は

病床295)~ミの地域医療支援病 fiJt， D病院は550床のi豆療セン

ターであり，阿病院ともに地域の中核的医療機関である。

総説内実智は， c病i誌では学生の希望に沿った実智が計約i
され，看護学科・医学科学生がベアになり実習した。 治療・

検査，分娩，手術などの見学，また日常生活援助を

施した。その他，救命救急処置の体験，病i淀内各部内閣お

よび地域との連携の見学，病院宿舎に待機しての産箆と当

車を経験したo D病院では，地域連携室，臨床検査部門な

ど病院内のほぼ全部門17カ所の中から学生が希望する実習

場所を選択しグループによる見学実習を行った。また，

緩和医療チームのカンファレンス，夜間救急外来の見学を

行った。 説外実習は，訪問看護ステーション，診療所，療

ンター，地域の福祉施設で、の実習を計った。チーム医

では他織種の役割の理解と協{動作業の重要性を認識し

た。救急外来，地域の施設実習からは，地域の特徴と医療

との関連，援療機関の連携および救急体制の整備について

したc 地域住民との意見交換会は，両地fRとも無陵地

区の住民との懇談会を行い，匿f:雨不足の及ぼす深刻な影響

を知り，問題解決には涯療供給体制だけでなく交通などの

インフラの整備や保健福祉の重要性など主主解に広がりがみ

られた。また僻地底療の問題解決は長期的展望のもと，国

家的視野で取り組む課題であると，現実に基づいた考察に

至った。

実習を通して京都府北部地域の抱えるi渇題を却しで感じ，援

療者として解決する義務があるという使命惑をもつことに

繋がった。また，そのような医療の状況であるからこそ

チーム医療が重要であるという認識が深められた。

323)大学・地域一体型地域臨療・チーム躍療実習の実践と

評{酷(ヰ)一学生レポートかうみた評髄一

橋本 恵，大西早百合，良鍛えみ子，藤白淳子， 1幻自京子，

淑井たづ子，岩脇陽子，三橋美和，小松光代.笹川寿美，

光木幸子，滝下幸栄，堀井節子，松i潟知子，中川雅子，

鴎111'1容子(京都府立匿科大学援学部看護学科)

[目的i
k大学においては，地域医療に貢献できる涯療人及び指導

者を育成することを目的に， H19年から「大学・地域一体

型地域医療・チーム医療実習Jを導入し多大の成果を得

た。この実習は， I看護の統合と実践jに匹敵する内容をも

つものと思料されるo そこで，このプログラムに参加した

学生の事後レポートからみた実習効楽について検討したc

{方法}

対象は実習に任意に参加したK大学4年次看護学科学生53

名である。レポート作成要領で示した課題は，救急医療，

院内感染対策でのチーム底療，地域置療，住民懇談会等15

題で，実施したことや考察満足度等の記述を求めたもの

である。学習内容は， レポートからキーワードを抽出，分

析した。 倫理的配慮は，学生に研究の趣旨， レポート内容

をデータとして処理すること，学業上の評価に影響を及ぼ

さないことを説明し伺意を得た。

{結巣・考察}

学生が f見る，感じる，実感する，知る，考える，学ぶ，

理解するjとした記述から内容を抽出した。延べ302件，学

生1人あたり平均5.7件が符られた。これらを検討し 6つ

のカテゴリーに分鎖した。カテゴリーのキーワードで示す

と，チームf幻女37.4%，地域医療・地域の特性と課題32.1%， 

連携13.6%，校長ニーズア 96.自指す医療・援療1絞6%，医

療機関・底療i践の役部3.9%であった。 Iチーム医療Jは，

各々の機種が重要な役割をおい適切なコミュニケーション

を前提に，対象者にとって最も適したケアが選択，実施さ

れていること或いは医療の質保誌であるとの気づきを述べ

ている。次に， I地域医療・地域の特性と課題」では，病院

と地域社会との協力関係，患者と法療者の関係の近接性，

救急搬送と初期診療など関係者の相互関係について理解を

深めている。また，地域医療の課題を1)救急医療の提供

体制， 2)僻地を含む地域医療体制， 3)援師・者護師の

マンパワー不足と捉えていた。 f連携jは，偶別事例に{均す

る関係機種のレベルから，地域産療を支える病院，診療所，

救急隊，訪問審議ステーション，療育・老健施設，保健所

や市との協力関係，役部分担等まで学んでいる。各施設で

設定された住民懇談会では，住民の生活実態と健康状況，

開業医増設など医療ニーズの高いことを受け止めていた。

学生にとって新:鮮，充実.貴重な実習であった。これは，

法学生との合同実習，規定の実習終了後の実施であったと

いう要素の他に保健所・市と地域中核病院の協働受け入

れであったこと，各地域・施設の特徴を生かした計瞬と内

容であったことも効果を高めた一関と考えるc
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324)大学・地域一体型地域罷療・チーム罷療教警の実践と

評髄 (5)ーアンケート調査結集からみた評髄一

註!日3京子，藤関淳子，福本恵，中}II雅子，農鍛えみ子，

大密早百合，堀井たづ子，岩R6L1湯子，松関知子，堀井節子，

i竜でき手栄，光木幸子，笹川寿美，小松光代，三橋美和，

関均等子(京都府立医科大学産学部看護学科)

[[3的}
地域監療とチーム援擦を学ぶ京都府中北部の器夜型実習の

教脊自的および教育方i去を看護学科学生の実習目標に対す

る自己評価から検訴し今後開始される統合実習の基礎資

料とする

{研究方法i
対象は実習に任意に参加した豆大学4年次審議学科学生53
名である令実務終了後に留め霞き法による質関紙諜査(記

名式)を実施したc 実習居擦は.(1)地域援療の現状と課

題の理解. (2)チームi豆擦の実際と重要性を学ぶ. (3)地

域住民が望む地域援療のあり方と援療者の投読を知る，で

ある。行動毘擦は5カテゴ1)設け 1カテゴ1)に3-n員践
の縮臼捺を設定した。調査内容は実習呂諜・行動自擦の許

制と俄加意見，実智の有用性であり，国答は4段階評織と

自由@答を組み合わせた。行動g擦は 1カテゴ1)単{立に綿

自擦の詳{簡を平均して総合評価とした。倫理的配惑は，研

究の趣旨ブライパシーの確保を説明し詩意を得た。

{結果及び考察}

cl) 3つの実習呂擦の総合評儲ははド常にできた 46.5%.
fまあまあできたJ48.49るであり，一定の評価であった。 (2)

行動日捺の評価:チーム箆療の実捺と重要性の理解5項目

の総合評価は.r非常にできたJ45.3% rまあまあでき

43.8%であったG 病i誌における地域医療と地域の特畿の理

解61資自の総合評備は「非常にできたJ31.7% rまあまあで

きたJ45.8%であったC 評価の抵かった坂自は外楽・救

急外来における医療者の態度jであった。 地域連携，保健・

医療体制の理解の去を:合評価は f非常にできたJ18.2% rまあ

まあできたJ52.8%であり他のg擦より抵かったが，これは

実習項目が多岐にわたったためと考えるな地域住民の視点

からみた地域援療のニーズと涯療者の姿勢・役割の潔解は，

90%以上の学生が fまあまあできたj以上と評価した。 地

域住民との懇談会のプログラムが特に有効で、あったと思わ

れる O プライマリケア担当者の態度の習得は. rまあまあ

できたj以上は80%であったが，患者とのコミュニケーショ

ンは不十分とする意見が多数みられた。 (3)実習の有用性

について約半数の学生が「非常に有fflJ.半数以上が f非常

に満足jしたと留答した。 (4)儲別意見は. 1隊出実習に入

る前に簡単なティーチングを望むこと，患者さんと接する

時間，援療スタッフとの対話を多くする. {主民懇談会の継

続，救急

と医学科生とのベアでで、f行子う実習，産学科生の看護締業務，

看護学科生の践的j業務体験を取り入れたところでは，お互

いを理解，尊議する経験となり，この実習の継続を希望す

る意見が多かったc

325)地域看護学実欝iこおける学生の学習経験の実態

斉藤敦子(埼玉県立大学捜期大学部看護学科)

林裕栄(埼玉県立大学保健援療福祉学部看護学科)

{目的}

地域看護学実習で学生が経験している学習内容を明らかに

することで，当該実習前後に必要な学習内容の示唆を得るc

i研究方法}

本研究で述べる地域看護学実習は，訪鵠看護ステーション

を実習施設とし訪問看護締とともに利用者宅に出向き

護を器供する諮問看護実習であるc 2006l'手震と2007年度に

A短期大学看護学科3年次に在籍していた学生に対し地

域看護学実習産後に，自記式質問紙を用いて欝査した。調

査内容の項自および分類については先持研究を参考にし

学生が訪問した事例の主な疾患や実絡したケア等について

した。 倫理的配惑として，研究目的や諜査結果は統計

的に処理し成毅には全く関係ないこと，議査への参加はff
慈;であること等を説明し費照紙の提出により同意確認と

した。

[結果1
2006年度は対象学生75名8雄設. 2007年度は対象学生80名
9施設で当該実智を行った。延べ訪問幕開数は. 2006年度

が386人 2007年疫が409人であり.雨年度とも学生 I人当

たりの訪開幕開数の平均は約 5入であった。 本研究の議査

は.2年間行ったが，ほ間関一施設での実習であったため，

年境による違いは認められず，ほ諸問様の結果が得られた。

訪関察側の年齢は. 70歳代以上が60.0%以上をおめでおり，

20歳弐-60歳代が約30.0九 10殺未満が約5.0%であっ

訪問事例の主な疾患は，日誌血管疾患が最も多く，約25.0%を

占めていた。次いで精神疾患の約13.5%.心疾患の約11.5%
であった。実習で経験したことでは，実路と見学を合わせ

て全ての学生がパイタルサインの測定を経験していた。次

いで経験の諮合が多かったものは，更衣，オムツ交換，体

{立変換・当主務予移動，陰音1¥洗浄であり.75.0%以上の学生が

経験していた。また，他殺種との連携や社会資源の活用場

面の見学は，約半数の学生が経験していたむ

{考察}

訪問事例の多くが高齢者であった。よって，老年期の発達

課題や若年期に特鎖的な疾患の王室解iえ実習の事前学習と

して必須であると考える 3 その一方.10歳未満の事関もあ

ることから，先天性疾患の理解や隊害児の生活を支える社

会資源の知識も求められている。本諜査で精神疾患の事椀

が多かったことは，実習施設のr:tに精神病院を母体とする

施設があり，その施設での訪開事鰐がほとんど精神障害者

であったことによると考えられる。このように訪開事例の

~寺性は様々であり，看護学会領域の知識や技術が必要とな
るG そのため，恭礎審議技術の修得はもちろんのこと各領

域の学習到達度を把握し不足している学習内容を地域看

護学実習前に補うことが必要であろう O さらに，近年改正

が相次いだ高齢者や障害者に憶する法律の知識を得ること

で在宅療養者の生活の現解が深まると考えるc
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326)病説における看護蹄の薬離に関する教育体制の環状

松田明子，深田美香(鳥取大学医学部保健学科)

宮脇美保子(JII~天堂大学医療看護学部)

{毘的]
昨今，さまざまな薬剤が次々と開発され，多くの疾患が治

療可能となっている。また 複数の疾患をもっ患者も増加

し多剤併用が多くなってきている。一方.医療事故のゆで

も看護師の薬剤に関する事故は増加しており，特に新人看

護簡にとっては大きなストレスとなっている。また，平成

14年には古手紙注射の施行に憶する行政解釈の変更があっ

た。このような状況のやで看護輔の薬剤に関する知識の向

上およびその教育体制の充実が必要である。そこで¥現任

における著護蹄の薬剤に関する教育体制状況を把握す

るために，大学病i淀(以下大学病院群)と地域支援病院(地

における薬剤に模する教育体制を比較し特性

をゆiらかにした。

{研究方法]

潟交方法は全国大学病龍90施設および~300床以上の地域連

携痴説150施設，計240施設を対象に郵送法にて行った。翻

)1又率は 39.6%(951240:大学病院群42施設，地域支援病院

52施設)であったc 調査内容は，機能別分額. 日本産療機

能許可話機構の定める認定基準の達成の有無，病床数，教育

担当者の王手張状況，薬剤に関する教育担当者の有無とその

教育体制状況， 1也I1裁麓との述携状況，ゼネラルリスクマネー

ジャーの戦謹，薬剤に関する事故事例分析の実施状況， 19 
lj".度教育時間に対する薬剤:二関する教育n寺IIJJの割合などと

した。なお，本研究は鳥取大学医学部倫理若手交委員会の泳

認を得て行ったc 分析方法は， iilli併の薬剤に関する教育体

制状況を比較し比率についてはf検定，王子均値について

は独立のt検定を行った9

{結果}

病床数l立大学病i淀i洋の方が有意に多かったc 薬剤に関する

教育体制では薬剤に関する教育担当者がいる施設は，両群

ともに10%以下と少なかった。看護教育担当者が薬剤に関

する情報収集する体制がある施設は，大学病院群の方が有

意に少なかった令薬剤に関する事故事例の分析を走態的に

実施している施設は大学病院群の方が有意に多かった。薬

剤にi到する教育を実施している施設は調群ともに約90%で
あった。 19年度の教育時間に対する薬剤に関する教育時間

の説合は，大学病i涜群で13.1土11.2%.地域支援群で11.1土
11.1 %であり，両群ともに少なかった。

{考察]

全開の病院の看護婦に対する薬剤に関する教育体制はある

ものの，その時間の割合は全体の教育時間の約10%にすぎ

ず，薬剤にs号する看護教育担当者がいる施設が少ないこと

が明らかとなった。このことから，看護教育担当者の薬剤

に関する情報収集の体制づくりおよび薬剤に関する教育持

尚の増大などの体制の充実が必要であると考える O また，

薬剤に関する事故事例の分析に拐する実施形式なども併せ

て検討する必要がある。本研究は19年度科学研究費基盤C
(19592443)の助成による一部である。

327)対話的リフレクションの経験…職場適応に菌難を感

じている新人看護部の事例検討金参加の一考察一

太田祐子(東京女子医科大学看護学部)

{自的}

臨床看護主i[iの成長を支援するための対話的リフレクション

の機会として事例検討会を関能し職場適正、に関難を感じ

ている新人看護蹄の参加者‘について，検討会の経験が看護

観・仕事観に働きかけていくプロセスを明らかにする。

[方法]

<研究協力者>職場適応に閤難を感じている新人看護締A

氏

<研究方法>臨床看護に関わる事例検討会を開催しその経

験についての誇りを質的帰納的に分析した。データ収集方

法 :4留に渡る事例検討会の照擢後にそれぞ、れ対話的な学

構成的インタピューを行った。インタビューは許可を得て

録音し遂誇録をデータとした。分析方法:r事例検討会の

経験が看護観・仕事観に働きかけていくプロセスjを分析

テーマとして関わる笛所を抽出し文紙に記慈しつつ概念イと

した。 得られた概念を意味の類似するものに集めカテゴ1)

fヒしカテゴ1)1習の梼係について検討した。得られた結果

について研究協力者に沼会し妥当性の確保に努めた。デー

タ収集期間:2007年3月-8月

<倫王室的配惑>研究協力者へ文書を用いて説明を行い研究

への参加は任意で‘常に撤践できること， [変名性の確保を保

しi得意:を得た。
[結来-考察}

{カテゴ 1)を日，サブカテゴリを<>で示す)

A氏{ま「守るべき安全・こなすべき {I:~J~Jを最{愛先とし職

場の先輩から「考えることの規iliむのメッセージを強く受

けそれに従っていたため f看護観の模索」を初j挙げしてい

た。しかし当該の事例検討会に参加し f参加者への信頼」

のもとに fモデルを得るH異なる価値の存在にふれる」と

いう対話的な場で，始めは人ごとであった検討が<自身の

経験との重ね合わせ>により「進行に伴う発動jをされて

いた r意味づけされて理解するJ<代弁される音葉>を

橋渡しに対話的な働きかけを受け<私でも考えられる>と

f看護観の模索jに立ち戻るという実践についてのリフレ

クションを行っていた令それは<理想と現実を心得る>.

「守るべき安全・こなすべき仕事jに取り総みつつ，探求す

る看護に「実践は次の諜題」と護送する姿であった。

看護締の新人時代は，クライアントの状況理解や看護実践

の意味づけが未熟であり， トレーニングが必要な時期であ

るQ 臨床において安全を守り仕事をこなすことは，職場適

応への最優先事項であろう。これらを学びつつ学生時代に

引き続き自身の看護観を培い発達させていく過程が成長す

る看護締として必要である G 月技場適応に罰難を伴う新人の

場合は特に，モデルを示しつつ丁寧に意味づけすることで

思考を発動させ安寧の元に善説観の模索を支援する，信頼

できる他者の存在が重要である O こうした対話的な働きか

けを意識した事例検討会への参加は，実践についてのリフ

レクションを助長し仕事への適応と看護観の発達を支援す

ると考える。
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328)臨床実留における看護学生のストレスと生体反応

近付千穏，片岡俊，小林敏生

(広島大学大学佐保健学研究科)

石埼文子.青井聡美，池田ひろみ(際立広島大学〉

飯田忠行(藤田保健衛生大学)

{呂的i
臨床実習は，看護学生にとって様々なストレスに車部し不

安が増大することが報告されているが，ストレス度見;物震

を測定した報告は少ない.そこで，ストレス皮応をより客

観的に指揮するために，ストレス反Lt物質とされる唾液中

コルチゾルおよびIgA測定に加え，月経異常が女性特有の

ストレスfi.Ltであることに注告し血中エストロゲン測定

を行って，臨床実習におけるストレスと生体反応の関連を

検詳した。

{研究方法i
3年生会員を対象に研究の趣設を説明し

研究向意を得た女子学生指名(平均21.5土 0.6歳)を分析し

まず，ライフスタイル鋳査及び心理学的検資の日本版

(STAI)による費関紙欝査と生体反誌の指標として唾議

中コルチゾル植誓唾液中IgA飽，鼠r:tエストロゲン値の測

定を，実習前と実習中の合計2@]行った。分析方法として，

ライフスタイル議資については基礎統計最の集計を行っ

た STAI得点，血中コニストロゲン飽 (pg/dD.r援液中コル

チゾル綴 (μg/dJ).時前記中IgA僚 (μg/mJ)の実溜前と

習中の変化については，対E吃E、のあるt検定および

検定を行つたO 手夜Z意水主準挙;はまP<O.O出5としたo なお， 本研究

はさ当該大学倫理委員会の承認を得て行なっ

[結果i
ライフスタイルについては. fアルバイトJf部活動j

習中での部数および時掲の減少を認めた。健康!蕊月経崩

期では，実習中で，健康不安，月経不綴が多かった (P< 

0.05). ST AI (状態不安)においては，実習中が有意に潟く

(P<O.01). STAI (特性不安)では，実習中が潟くなる傾向

を認めた (P= 0.064) . i援液中コルチゾル値およびIgA僚

は，実習前と実習r:tで有意2査は認めなかった。一方，鼠中

エストロゲン僚は，実寝前 (36.7土 14.7pg/dl).実習中 (27.0

会9.2pg/dJ)で，実習r:tが有意に低憶を示した (P<O.Ol)

i考察]

STAI (状態不安)において，三ミ饗前に比較して実習中に有

意に高俵を示したことから，看護学生は磁床実鷲による過

疫の不安(ストレス)を感じていることが示された。実習

中に月経不瀬になる学生が増加したことやエストロゲン分

泌が抑制されたことで，臨床実習によるストレスと生体反

応、との関連が示唆された。

329)臨地実器における個人'情報とその探護に関する学生

の認識・行動

小JII宣子，岸さゆり(星ケ丘厚生年金保健看護専門学校)

{践的]
個人矯報保護法の制定は，看護教育の現場においても傭人

稽報とその保護の重要性を再認識させることとなった。そ

こで今田，路地実習の場面において，学生が偶人傍報なら

びにその保護について， どのような認識の下に行動してい

るのかを明らかにすることを詩的として，本研究を行ったc

i対象と方法]

2007年3月時点で某看護蹄養成学校に在席し当該年疫の

実智を終えた学生計115入 cl年生42人. 2年生39人. 3年

生34人)を対象として，無記名自答式の鶏まま棄を記fすした。
対象者は 2年次に看護をとりまく諸制境に濁する科目を履

修し病院以外の路地実習を開始している O 認資に先立ち，

「研究の趣設H協力・中途離脱の自由 r成綴評錨には無関

係であることjを説明し協力への荷;窓を得たo

fa)偶人情報の認識の範関Jfb)慨人靖報を保護するため

の行動jを骨子として作成したっなお.集計解析には，

SPSS for Windows ver.l0.0Jを沼いたむ

{結果と考察i
1.対象者の基本属性:対象者の年齢は. 19裁から41歳に

分布し中央値は20.0殺であったo 2. r a)偶人情報の認

識の範関J:調査察に列挙した14項目のうち.最も多く選択

されたのは「患者氏名 (97.49ωJであり，以下f1主所 (94.8%)J 

f家族構成 (79.1%けが続いた。一方病誌名 (53.9%)

f:Jお練名付7.89告)Jは下{立に佼置した。次に，重視する境合

いの高いものを穎{立付けして3つまで選択を求め，第 lf立
に選択された項目に 3点，第21立に 2点，第3設には 1点

の重み係数を乗じて合計点を集計した。その結来. f患者

氏名 (317点)J r住所(186点)Jf病名 (70点)Jが上位に註

したc これらは個人情報に対する当校の指導方針や社会

的な認知が，学生の認識に反映したものといえる。 3.
fb) 1混入棺殺を保護するための行動J: 15項隠への回答パ

ターンに閤子分析(主悶子法.Promax問転)を施し抽出

された 6つの溺予を「公共機関での行動Jfメモの処理J
外での行動Jrグループ学習での提示Jr病室での鵠報収集j

f記録の記載jと解釈した。このうち国子得点の学年間較

じていたのは f公共機関での行動は年生:-0.426 

土0.452. 2年生:0.334土1.082. 3年生:0.143土0.742).p< 

O.OOUであった。科目履修により 1年生から 2年生に向

かつて高まった認識が. 3年生では実習課題を優先しでか

漸減していることが特殻であったむ学年進行とともに平均

値が単調に増加していたのは f学外での行動 cl年生

0.325土 0.258.2年生:O.l65:l:0.967. 3年生:0.212土1.110). 

p=0.009Jおよび「グループ学習での提示(1年生:-0.279 

念0.711. 2年生:-0.040会 0.708. 3年生:0.392土0.831)• 
p=O.OOUの2つであった。前者は.実翠場所が拡大し設

意する機会が増えること，後者は事関学習や実習が増加す

ることを反映した変化と考える。
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330)臨地実習後の看護学生の食事!こ関する変化

合国友美(JII崎医療短期大学看護科)

{目的}

近年，看護学生の食生活の乱れが問題となっている。そこ

で，織ま忠実習において看護学生の食事がどう変化したかを

明らかにすることで食事指導経験の有用性を探か今後の

教育的示唆を得ることを日的とする。

{研究方法]

対象 :A短期大学看護科3年生で、向意が符ーられた80名(以

下，学生とする).調査内容と方法:無記名の自記式質問紙

調資で，実習後の食事に関する変化の有無と食事指導の経

験の有無について凶答してもらった。また，食事に関する

変化があった場合は，その具体的な内容を自由記述しても

らった。分析方法:80名のうち，食事に関する変化があっ

たと答えた者-から得た記述問答を 1文章 1内容としてコー

ドfとした。そして，食事に偶する変化の内容を検討し文

!抵の意味を損なわないように留意しながら，類似するもの

をまとめてカテゴリーイとした。研究過桂においては，看護

研究の経験のある者のアドバイスを受けた。 f命現

的記磁:・口頭で研究の臼的.依頼内容，調査への協力を断

ることで不利主主を被らないことを説明し承諾を得た。そし

て，賀関紙の設i答と提出をもって間意を得たものとしたっ

{結果}

80名のうち食事に関する変化があった学生は34名

で，そのうち食事指導を経験した学生は18名 (53%).経験

していない学生は16名であった。また.食事 に関

する変化があった学生のうち知名から回答があり. 30の

コードが得られた。これを類似牲に誌づいて分類した結

果， 15のサブカテゴリーと 4のカテゴリーが導き出された。

以後，カテゴリーを立サブカテゴリーを日で示す.抽

出されたカテゴリーは，食事指導経験の有無に関わらず，

5食事の重費性の理解自己の食生活の振り返り食生活

の改養食生活の乱れjがあったc

{考察]

食事指導経験の有無に関わらず，約半数の学生が食事に関

する変化を経験していた。変化を経験した学生は，食事指

を行うことで患者の病状が変化する過程を経験し知的

行為の形成が促されて 7食事ーの重要性の理解jにヨミるのに

加え，実習は「体力がいるので、食事は大切だjと実感する

ことで， re己の食生活の振り返りjなどの変化を直接的経

験として獲得したと考える O しかし一方で、は?食生活の

乱れjを経験した学生がおり，臨地実習では心身のストレ

スやその過酷さから食生活を乱す危うさがあることがうか

がえた。そこで¥臨地実習が学生の食生活を見直す良い機

会となるように食事指導などの経験を大切にしつつ寺食生

活を百Lす誘閤をさらに明らかにして支援を行うことの必要

性を示唆された。

331)老年善護学臨地実習における osc正の試み

内B3倫子，土麗八千代.山田美幸，緒方昭子

(宮崎大学援学者[¥肴護学科)

{詩的}
看護実践能力育成において，単に技術の知識・手)11i'i習得だ

けではなく，対象の状況やニーズを総体的に思考し統合し

た技術修得をめざし導入した客観的臨床能力試験

(Objective Structured Clinical Examination ;以下， OSCE) 

について，老年看護学分野での分析・評価を行い教育効果

と課題を明らかにする。

[方法}

対象者:平成17~18年度に i潟地実習したA大学看護学生56

名。状況設定:片麻棒高齢者への王手椅子移来援助技術とし

て. rベッドから車椅子へjの27項自， r車椅子からベッド

へjまでの21項目， r全体を通してJ2項目の詐50項目を，

できた (2 点)~できない (0 点)の 3段階評価。合否基

準 :3年次60点， 4年次80点以上，点数に関係なく高齢者

理解と危険行為のない場合の条件を満たす者。実施時期は

臨地実習前週及び後に符試験。兵体的展開 :2人 1級で患

者・看護締投を分担。実施後に自己→患者投→教員の11良で

評価し教員評価のチェック表に自己評価・感想、を記載。

分析:項日を集計し f平均値土標準偏差」を基準に. fl多得
の高い・抵い境自に毘分。自己評価記述は類似項でカテゴ

リー化。倫壊的記蕗(:合否結果等が実習評価に関与しない

ET説明後実施。研究開窓は卒業後に恕旨・プライパシー保

を文書で説明後署名でj!i'た。

{主主来]

m卒析対象は1，司立の持られたお名{有効率98.2%)0 1.点数

評伝Ii:合格者10名，不合格者指名 (81.8%)で¥内訳は不合

格点28名.危強行為13名，高齢者現解不足4名。再試の実

施は 1~4 問。平均値は合格者80.50 (::t三48)点，不合格

者58.69(土10.44)点。再試は85.58(::t 4.80)点。高得点項

自は(車椅子の準備整備〉・〈車椅子ストッパー確認〉・〈罷

物準備〉等，低い項自は〈説明・声かけ〉・〈安全器意した

段物介助〉・〈安定した体勢援助〉等で，特に不合絡者はくベッ

ド安全確認〉が低かった。 2.学生自己評価:本試は総数

441ラベルから13カテゴリーが抽出され，上位は〈安全配

《環境鵡整)0再試は総数298ラベルから14カテゴリー

で上{立は《高齢者・麻痔の理解》で，不足点だけではなく

気づきや具体的内容が記載され《安定した姿勢}，高齢者

観察の必要性根拠に基づいた援助〉等が増加した。

{考祭]

不合格者の再試点数は向く，再試験をすることでより高い

水準に到達された。修得が言語いのは移乗準備等，抵いのは

安全・安楽部連項目であり，これより反複練習を積むこと

で修得できる技術ι根拠を思考し統合する必要のある苦

手な技術が明石症となった。自弓評価では援助を受ける立場

からの体験と思考によって高齢者の状況やニーズを理解で

きており，更に他者評価から気づきや具体的な学びが付加

されていた。今後は実容評価や実習後技術修得状況と併せ

て評備することで，教育システムとしての構築の検討が課

題である。

292 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 i¥0.3 2008 



ポスター会場 1 61群

332)混審法による足部皮露湿の上昇が揺践に及ぼす効果

の検証

高山 栄(元北壁大学大学読者護学研究科)

{目的]

吉くから額際への援助として足への温翠法が実施されてい

るが，効泉の有無やそのメカニズムの詳翻はまだ十分に明

らかになっていない。一方，近年の生理学研究では.深部

体議よりもむしろ末梢皮腐識が睡眠覚欝リズム(朕気，入

源，睡眠様性)と関連があることが明らかになってきてい

る。しかし末梢茂腐識を上げる介入による経阪への効果

については，まだ明らかになっていなし、そこで，溢翠法

による足部変腐温の上昇が， I感践にどのような効果がある

のか明らかにすることを目的として本研究を背った。

{研究方法}

健康で不恨の訴えのない13名の成人女性を対象にスチー

ムフットスパ(ナショナル製，以後SFS)を用いて就寝前

に足を議めた場合と安静座位のみの場合における題波状

態を比較した。 SFSによる加温(または安静)は15分向と

し実施後10分以内に就寝してもらった。 錘阪の主観的評

鏑指捺としてOSA 鵠奴調査察を起床時に， Visual 
Analog Scale (V AS)による絞気詳舗をSFS(または安静)

前，後および起床時の3間評価してもらった。 睦般の客観

的評価指擦としてアクチグラフを用いて入眠潜時や経線効

どを評価した。また，求総皮膚混として足背忠勝j誌を，

中叡皮腐混として腹部の皮腐温を溢度コレクタ(横河電気

T五120)にて連続的に測定した。 SFSと安静の実数!綴序は

ランダムに設定し卵抱閣に一人につき二関，対象者自身

に対象者の自宅で実絡してもらった。各実験の関簡は任意

とし連続でも照隠をあけてもどちらでも可としたむ得ら

れたデータは反復泌定による 2元記置分散分析，または

Wilcoxon検定によって分析した。また，上手関帰分析で成腐

izi と I~眠指擦の松関の有無を調べた。本研究は北里大学看
護学部研究倫理委員会の承認を得て実施した。

{結果]

分析の結果， SFS群の方が，起床持のIIR:気が少なく，疲労

閥復惑も強いことが明らかになった (p<0.05)cまた加温

(または安静)終了時から就寝2時間後までの足部長腐溢

と就寝中の平均足部成腐温もSFS群の方が有意に潟かっ

た (p<0.05)。さらに，就寝中の平均足部変!欝j誌が高いほ

ど，走塁床時の眠気が抵くなるという負の相関が認められた

(p<.OOl)一方，米楠皮膚温と疲労組復感および客観的

騒限指標との関連はみられなかった。また，入阪港時は

SFS群のほうが安静群よりも有意に延長した (p<0.05)
[考察}

起床時の眠気が低減し疲労協援惑が高まることから昆

翠法は臆際への援助として効果が期待できると思われるG

入眠を妨(fる可能性もあるため，今後は，実施方法

を吟味しながらさらに評価していく必要があるだろう O

333)抗がん剤の血欝外薦出による皮露傷聾!こ対する著書法

の作舟!こ関する基礎的研究

及川正広.武田利暁，石田楊子，小山奈都子

(岩手県立大学看護学部)

{研究目的}

拡がん弗jの血管外j露出は， 0.5~6.5%の頻度で発生している

とされ，それらの中には三重篤な後遺症を残すケースもある。

近年，紛がんや婦人科系のがん治療に広く用いられている

タキソール審は，血管外にj露出した場合，皮}爵i実湯や壊死

など，強い定勝傷害を生じる危換性が高く，超壊死性抗が

ん剤に分類されているc しかし実際には，漏出時の皮膚傷

害に対して，病態学的に十分な検討を行った報告は少ない。

そこで本研究では， タキソール苦手がi露出した場ー合の皮!劇祭

害を実験的に作製しさらには 漏出時に者護締が行う器

法の作用について.肉践的観察および組織学的検索を苛い，

適切な看護技術を構築するための基礎的知見を得ることを

民的とした。

[研究方法i
1)舘服薬剤・タキソール審(ブリストル・マイヤーズ株

式会社)O.l2mg/mlを捜用した。 2)使沼動物:生後18適齢

のCrj: Wistar系雄性ラットを実験に供した。実験群の構

成は 1:民処霞群4匹昆翠j去群4匹令塔法群生匹の合計

12匹を使用した。 3)議出方法:麻喜降下でラットの背部を

バリカンで剃毛し溺毛部を摘み上げ，薬誌を皮下組識に

1践につき 2ヶ所各0.5ml投与し漏出病変を作製したC

4)冷護法:l露出部設の皮騎表閣議度を18~21t に保ち，

j属出夜後より30分間冷議法を行った。 5)溢護法 :i露出部

伎の皮膚表活温援を40~42t に保ち，議出議後より 30分間

温篭法を行った令 6)検索方法:実験群すべての動物につ

いて，経日的に観察し 8日目に漏出部伎の肉接的観察と

を実施後，深麻酔下で皮腐総畿の摘出を行った。

摘出した皮腐組織については，境下組織，筋組織の肉眼的

を行った後， 20%中性緩衝ホルマ 1)ン法(和光純薬)

で閤定し常法に詑い病理擦本を作裂し光学顕綴鏡で観

察を行った。7)倫理的配癒本実験は実験動物に関する

指針(1987)に準拠して実施した。

[給条・考察]

漏出部設の肉限的観察では段落法群:で2臼自より発赤が

確認され，法務へと移行した。一方，冷器法務， 1後処置群

では顕著な茂}欝{露宴が認められなかった。また，組識学的

検索においても， i昆審法群で，表茂から皮下組織にかけ，

広範囲に重篤な凝i認壊死が観察されたが.冷翠j去群，無処

置群ではE支持寄傷害は軽度であったc このことから， タキ

ソール参に関しでは，血管外議出が主主じた場合， i昆器法を

行うことにより，重篤な皮膚{読書を生じる可能性があるこ

とが示唆されたむ我々看護部はその事を十分留意し安易

にj猛毒法を行わないようにし患者に対しても，議出部位

を温めないよう指導することが必婆であると考えられた。
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334)響併研究一定年退職前後の題鵠・覚鑓リズムの変化

立川麻紀，富島朝子，佐野かおり.若村智子

(京都大学大学院医学研究科)

堀田佐知子，近国敬子(関自学療i女子大学)

[1380] 

定年により人は帰潟していた社会の役観から免除され，規

期的な生活から曜日や持閥的拘束の少ない生活へと移行す

る。それに伴い 1日の過ごし方は変化するが，曜日変化の

少ない生活をすることにより，睡眠・覚擢リズムにも変化

が生じると予昔話される。しかし実捺にどのような変化が

生じるかを明らかにした研究は少ない。そこで本研究は，

退職 1年前[から退絞 1年後までの 2年隠にわたる陵眠指標

を把握し日々のi漆線・覚欝1)ズムがどのように変化する

かを明らかにすることを目的として行ったc

{研究方法]

対象者は平成16年3月末に定年退職を迎えた女性 1名で，

平成15年4月から王子成17年 3月まで丹 1回1週間，睡眠臼

とActiwatchによる継続的なデータ収集を行った。 睡眠

指擦の解析にはActiware嶋SleepVer.3.4を，統計解析には

SPSS Ver.l5.0を使用したむ研究に先立ち所潟大学の倫理

会永認を受けるとともに，対象者に研究自的や途中辞

退の説明を行い，同意を得て行った。

[結果}

l註駿/IiH交の1I重I!K指擦を比較したところ.退職riijに比べて退

戦後の起床11寺実IJ は25分遅く.総就I~ミ時間も 33分長くなって

お f). n1ij者の間に有意:差が見られた (p<O.Olioまた，就

入限時刻をi徐く iむの指探にもp<O.Ol~0.05の存立

られたっ…方，王子日と休日に分けてI!近íll~指探を比較

したところ，休日は有をが見られなかったが，平日の起

床時刻，党霊長時刻，入日民潜時にはp<0.05の有意差が.総就

床時期，総11量販時間にはp<0.01の有意差が見られた。

{考察}

退職後の党離時刻や起床時刻が遅くなっていたことや，平

日の艇眠指標に有意差が見られたことは，出動による時間

的拘束がなくなったことによると思われる。健康な勤労青

年の事例では，出勤のない週末の起床時刻は王子日より遅く

なっていた。また，先行調査では，学校や会社勤めの家族

と同居している在宅療養者の起床時刻が，夫婦のみの世帯二

より平くなっていたc これらのことから，定年退職は，起

床という 1日の生活の始まりに影響を及ぼしやすいことが

示唆された。このことは，起床時刻が遅くなっていくこと

によって 1臼の睡眠・覚擢リズムが徐々に後退し夜裂の

生活になったり昼夜逆転したりしやすくなることを示して

いる o I!垂11民・党離リズムが不規則になることは，人間の身

体が本来もっている生体のリズムを崩すことにもなる。定

年退職を迎える時期は生理的機能が抵下しさまざまな健

康開題にも遭遇しやすくなる。規刻正しい生活を送ること

により腿眠・覚醒リズムを維持していくことが，健康状態

を保つ上でも重要であると考える C

335)入浴iこおiフる事故因子に関する実験的検討一入浴中

から出浴直後の組立酎性の日内変動iこ熊点在あて

て一

青木健，小川洋二良Ij，岩崎賢一(日本大学援学部)

真砂i京子(群馬パース大学保健科学部)

{践的}
入j谷には全身への説熱刺激により.末梢を含めた循環を促

進させる効果がある。一方.入搭による死亡事故の報告は

多く.死因として意識際害による溺死，さらに循環器，脳

i血管疾患の発作など循環機能に関連したものが挙げられて

いる。また.r深夜から早朝」の時間帯における入洛事故が

多く報告ーされているが，この発生機序は明らかではない。

そこで本研究では.特に入浴中から姿勢変化を伴う出浴直

後を想定した温熱刺激時の起立耐性および循環機能に，較

と夕方との簡で違いがみられるのかについて.健常成人を

対象に実験的検討を行ったc

{研究方法}

健康な若年成人男性13名を被験者とし時間替の異なる朝

(8時から)と夕方 07持から)の各2問，実験を実施したc

窓温約24
0C.相対湿度約45%に説整された実験室内にで，

被験者は温水還流眼を務局した状態で二下半身i塗庄負荷

(LBNP)装置内にて仰器、位姿勢を保持した。この装霞内の

を吸引することで.血液は下肢末梢に貯留しすなわ

ち起立状態を模擬している。実験は.常混環境下(平均皮

)での6分tHJの安静(常温安静)に続き. 40分掲

の全身主討議後，お挽環境下(平均史!誇溢38
0

C)での 6分間

の安部.高ilinずでの 6分[tIJのしBNP40棚 Hgの3つの測定

区IlUを主として構成された。実験rj人舌下j品局月rr皮膚j品

心窓際1. -lill狛出 ][[1圧. rl:1大)j伝動脈血流速度を非観血

的に速続測定した。なおLBNPによる意識消失をi坊ぐた

め，負荷中，被験者からの停止要誌 I1支給期血庄の顕著な

低下 (80閥 Hg以下)や突黙の急激な心拍数低下がみられた

i奈には，却擦に負荷を停止した。実験に際し口頭と文書

での研究内容説明後，本研究への自由意志による参加の時

意を得た。本研究は大学の倫理委員会による承認を得た。

{結来]
高温下でのLBNPを6分間継続できなかった S名は，いず

れも朝の方が夕方に比べその継続時間が有意に短かった。

全被験者データにおける， LBNP中の収縮j羽血圧変動の潟

波数解析による低周波成分{血管運動性交感神経活動の指

標)には.拐の方が夕方に比べ有意な上昇がみられた。一

方，脳血流量の指標で、ある 1:1:1大1I活動JJlj(底流速度や心臓の一

回拍出量は，常識安静に比べおjEt下でのLBNPにおいて抵

下を示したが，それぞれ朝と夕方の問に有意な差はみられ

なかったむ

[考察]

常温下に比べ，入浴のような温熱刺激は末総循環を促進さ

せる一方，日1i谷動作などの急、な姿勢変化に対する血圧維持

を難しくする O 本研究より.熱への耐性が低い場合には健

常成人においても. ifu¥.熱刺激中の起立貯性は朝の方が夕方

に比べ劣ることが確認されたっしたがって，特に朝の時間

帯においては，入浴中だけでなく出浴時にも，より注意を

払う必要があると思われる O
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336)入浴における事故臨子iこ関する文章夫的検討

萩谷同番(三井記念病院)

真砂涼子(群馬パース大学保穫科学部)

青木健(臼本大学際学部)

{目的]

入i谷には身体のj誤認だけでなく，循環健進，疲労閥復など

心身への様々な効果がある。しかし家庭内での不惑の事

故に占める器室内での溺死・潟水事故による死亡数の報告

は多く，在宅療養者にとっても入浴事故を防止する必要が

あると考えるO 安全な入浴を行うためには，入i谷の可否基

準および安全な入浴環境に認する療養者や家族への教育が

不可欠であるc そこで本研究では，入港事故の要閣に隠す

る文獄を概観し安全に入器するための条件を明確にする

ことを詩的とした。

i研究方法i
民学中央雑誌Webl援において「入洛jとf事故Jr影響Jr効

采Jrリスク(危段)Jの各キーワー iごとのand検索により，

1998~2007年までの文献検索を行った。部分浴・精神的効

果・史腐への影響など夜接事故との関連性が判断できない

報告および会議録.重複文獄を除く 73件のうち，入器事故

の発生状況や潔白が述べられている35件の文獄を抽出し

分析対象とした。 得られた文献の内容を事故が発生しやす

い<時間帯><年代><季節><疾患>および<死問>に

分類した。

{結果]
入落事故が発生しやすい状況として，時期読は f深夜から

早朝Jであり，理由の多くは体誌が最も低下する持関殺で

あるためであった。年代は「潟齢者jであり，熱への離性

抵アや原始‘鹿庄の調i議機能の範弱イヒ誓複数の疾患を宥す

ること，症状が3童館化しやすいことなど様々な理由が挙げ

られていた。季節は「冬期jで¥理由は援護と浴窓の議度

よる盛i在上昇，体温調館機能の乱れであった。疾患は

f循環器および脳血管疾患jが多かったが， r自
を{半う疾患jも挙がっていたc 死践は f意識障害による溺

死Jr病死jがその殆どであり，死に烹る潔E誌は熱中症や血

圧抵1ずなどによる意識障害や，入i谷による体温・循環動態

の大きな変動で循環器・ IJ話i匁管疾患の発作を起こすことで

あった。

{考察]
入港事故の発生は，体温調節機能や自律神経諜節機能の{丘

下・降客が共通する要医として挙げられていた。そのため，

これらの婆障を存する高齢者や循環器・脳血管疾患患者な

どに加え，温度設によりそれらの機能が大きく影響を受け

る冬期も事故のハイリスク調子であった。これらのことよ

り.入浴事故の防止には，体温.1f立圧等の変動が少なくな

るように俄加の入浴環境(室温・湯温・入港方法など)を

整えるといった恭本的な留意点を継続できるよう教育する

ことが重要であると考える。しかし f深夜から早朝jの時

間帯に入浴事故が多い主な原悶として，体識が最も抵下す

る時間帯であると述べられてはいたが，事故の発生機序は

明らかでなく，循環器などの自律神経機龍との関係も明確

ではなかった。安全な入港を行ううえで，今後入搭時間帯

と生理的機能との関係を明確にする必要があると考えるつ
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337)子育てと仕事の両立を層難!こする護臨

藤本美由紀(山仁JY巣立大学看護栄養学部)

伊東美イ左江(川崎医療福祉大学医療福祉学部)

[自的}

子育て支援制度が整備される中，公務員では正規康問のま

ま鎧時間勤務を選択することも可能となった。職業生活と

家族生活の両立を自指すことが政策上の基本方向となった

が，多くの女性は子脊てと仕事の雨立に関難を感じている

ことが報告されているc 本研究では，子育てと仕事の間立

を回裏!tにする主主i還を明らかにすることを目的とした。

{研究方法i
調査対象:ATおおよび近郊に住む子脊ての経験のある女性

労働者で，研究の参加に同意を得られた者としたc

データ収集方法:半構成的面接法を用い. 2007年7-9丹

に実施した。

雨接内容:子育て経験のある女性労働者の子育て期におけ

る関線!惑や負担感.子育てと仕事の荷立を閤難にしたり負

じさせる要因について，面接を背ったc

倫理的問感:対象者には.研究の趣昏および方法，研究へ

の参加の自由，途中辞退の自由，プライパシーの保護.個

人情報の政守について十分説明し間意を得，対応、可能な

静かな場所を選択し実施したc

{結来]

研究の参加者は17名で，参加した女性の年齢は22-54歳(平
均36.8歳)子どもの数は 1~4 人ドIL均2.3人)であった。

られた体験から抽出された子育てと仕事の両立を顕著!Eに

する姿iき!の数は431コードで¥{家族の健康状態の忠化]

活のリズムの変fじ [11寺111]的余絡のなさ] [職場の配慮・整

備不足[家族等の両立における不調和] [家族等からの支

援不足[経i斉的姻難][手当や休暇などの制度の不備;

活環境の惑さ不使さ〕の 9つのカテゴリーに分類した。〔生

活のリズムの変化]では子どもの入学や長期休暇，車三}苦等

に伴う生活のリズムの変イヒ.[11す間的余裕のなさ]では仕事

や家事，休養や家族と過ごす時間の不足，日談場の記厳・整

備不足]では休みの取りにくさ.人員の器己最，希望する条

件での復戦闘難.[家族等の両立における不調和〕では家族

等の子育てや仕事への考え方の格違や対応， [家族等の支

援不足]では夫の家事・脊克への協力と精神的支援，祖父

母・兄弟・友人からの協力不足， [経済的医i難〕では家族の

経済力，子どもにかかる費用の大きさ， [手当や休暇などの

ilJlJ皮の不備]では児童手当，税制度，休暇制度等の不俄，

[生活環境の惑さ不便さ]では地域の安全性，保育施設まで

の距離等が碍立部要!Eの要閣となっていた。

{考察]

本研究結果から，子育てrj3の労働者が子育てと心身の休養

時拐を確保できる制度や支援が求められていることがわ

かった。特に子どもと養育者の健康状態や生活リズムの変

化に柔軟に対応、できる働き方の選択を可能にする制度の充

実と戦場環境の整備が必要であることが示唆された。あわ

せて経済的保際と中断による不利読を被らない賃金体系，

税制度等の見夜しと改革¥意識改革のための怒索活動も必

要であるといえる。
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338)看護学生のハンドケアの翠龍一 f手荒れJのある霊讃 339)尿道留置カデーテルのケアと継続教警のニーズiこ欝
従事者の手洗い法の提案のための識査ー する全国質問紙調査第 1報:感染管理体制とケア

大野夏代(札幌市立大学看護学部看護学科)

小川俊夫(埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科)

[El的}
手荒れのある手には翁i菌数が多く，手法いによっても除菌

されにくい。手荒れの医療従事者は相当数いるとされ.

続的なハンドケアにより史腐の状態を維持することや，ぞ

れに向けた動機付けが諜懇であることの報告がある。手荒

れについては関心を維持しにくく，ハンドケアに対する意

欲が低いことは指擁されているが，思療箆事者のハンドケ

アの習'績の実態については報告がない。本研究では， r手
荒れは感染予i坊上問題であるjという知識があり将来の毘

療従事者である者護学生を対象としハンドケアの習機の

実態を調査したむ

{研究方法}

(1)期間と対象:2005年10月， S短期大学看護学科 1年生の

うち協力を申し出た12名 (2)方法:独自に開発し

調査紙により乾燥など7項自の自覚疲状を評価した(指数

21点満点九ハンドケアの習留の有無および内容を，質問

紙により得た。手荒れの有無・程境問にハンドケアの晋慣

の有無を計数し内容を分析した。 (3)沼諾:本研究では.

f手荒れj とは，手指表面の皮JJ設が何らかの原~で除去され.

角質惑の水分が蒸発により失われ生じる手拐の乾燥した状

態である， とした。ハンドケアとは自性のクリーム等の

塗布により続失した或)J言に代わるil!lJm分を補給して角

を保護すること，とした。(4)倫理的記慮研究への参加

は在意であり.参加拒容や撒闘は研究開始後でも対象者の

権利とし拒否や撤留による不利主主は全く無いことを

で説明し調去をへの参加の開立を文書で得たc

{結果I
1. r手荒れあり(手荒れ指数7点以上)J 1名(手荒れ指

数10点)， r少しあり(関 2~6 点)J 5名， r手荒れなし(悶

0-1点)J 6名であり，皮腐疾患を治療中のものはいな

かった 2，自覚的な症状ではf乾燥jが8名， r発赤j

が各3名であった。 3，ハンドケアの習壌は， rほとんど

しないJ8名， n待々する (2日から 1適時に 1間続皮)J
3名， r定期的にするはお 1回以上)J 1名であり，その

内容は，ハンドクリームと市販薬が各2名であったっ 4，

f手荒れあり jの対象者 1名は.毎晩就寝前に術援護を塗布

していたc r少しあり jの対象者は全員ハンドケアを fほと
んどしないjであり， r手荒れなしjの対象者6名では円ま

とんどしないJ3名， r時々するJ3名であっ

{考察}

今回の調査では，ハンドケアが必要であると思われる手荒

れ「少しありjの対象者には，ハンドケアの習墳がなかっ

た。また， r手荒れありjの対象者lふ定期的なハンドケア

の実擁にもかかわらず，手荒れ指数10点であり，ハンドケ

アの内容が適切で‘ない可能性がある。今後は，手荒れの自

覚症状との関連を含め，ハンドケア仔動に影響を及ぼす婆

留を検討したい。

の実態

内海桃絵.問団真由子，福田里砂¥牧本清子

(大i京大学大学院援学系研究科保健学専攻)

{自主き]

日本の病院における惑染管潔体制(感染管理を専従で行う

看護締. リンクナース，感染対策チームの有無や活動内容

など)，尿道留置カテーテル挿入患者に対するケアと管潔

方法(カテーテルの種類，陰部涜浄の頻度など)，およびカ

テーテル関連尿路感染防止のための医療スタップへの教育

体制(勉強会の頻度ーや5走路方法など)の実態を明らか;こする。

[締究方法}

20昨年10丹から11月に対象病院の内科系，外科系各一病

棟に勤務する感染管理のリンクナース(または主張著護締)

を対象に質問紙調査を行った。対象病i出土病j箆要覧 (2003

20例年瓶)に掲載されている400床以上の全736織協およ

び100床以上400床未満のうち 4分の 1の系統描出法により

抽出された927溺設から，住所の確認できた1650病混とし

たっ質関紙は無記名による回答とし研究者の宛先を印字

した返信用封簡を向封し問答者本人に投函してもらうこ

とで，病院および個人が特定できないようにした。本研究

は大寂大学涯学部課健学倫理委員会のゑ認を得て実絡し

[結来}

1310通を分析対象とした(毘収率40%九対象施設の病床

数は， 100-199床30丸 200-399床32%，400 499床16%，

500 699床14%，700床刀、上 8%であった。看護基準は，

r 7 : 1 J rlO: 1 Jが約8割を占めたが，

壊の施設もあったc 感染管理を専任または専誌で行う

締がいると回答したのは43%，リンクナース翻度があるの

は719ふ感染対策チームがあるのは85%であったc 感染対

ームありのゆで，感染対策チームによるラウンドを

行っていたのは90%で，そのうち62%は 1 か月に 1~2 関

軽度実施していた。院内感染に関する勉強会を実施してい

たのは98%であった。実施頻度は，年2回以上が75%，年

1恒iが22%であった。 尿道留壁カテーテルに関する教育が

必要で、あると図答したのは95%であったが，実際に訪日i多や

抱強会を行っているのは16%であったむ尿道留鐙カテーテ

ル使用患者は病棟の約20%で， 63%は完全路銀式カテーテ

ルを導入していた。平均習笹期間は27土958であった。 陰

部洗浄は毎日行うとの田容がほとんどであった。務脱洗浄

は49%が行っていないと回答した。排液i浮に手袋を務用し

ているのは98%であったが，患者修に交換しているのは

70%弱であったJ;去の間収容器を患者毎に交換しているの

は50%弱であった令カテーテル留置患者の入i替の際に畜尿

バッグとドレナージの接続をはずすと図答したのは28%で

あった。

[考察i
尿道留置カテーテルのケアに関して，ガイドラインで推奨

されている環日の遵守が十分にされていなかった。また，

教育の必姿性を感じてはいるが，その機会が十分でないこ

とも明らかになった。
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340)尿道器置カデーテルのケアと継続教育のニーズに関

する全国質問紙調査第2報:病院の属性による麗

部集計

西田真由子，福田盟砂，内海桃絵，牧本i寿子
(大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻)

[目的}

尿道留霞カテーテル挿入患者に対するケア，管理方法，お

よびカテーテル関連尿路感染防止のための薩療スタッフへ

の継続教育体制の実態について，病院の属性による違いを

明らかにする。

{研究方法}

2007年10月から11月に，対象病院の内科系，外科系各一病

棟の感染管理のリンクナース，もしくは主任看護簡を対象

に，郵送による質問紙調査を行ったc 対象病院は病院要覧

に掲載されている400床以上の会736病院，および100床以

上400床未満のうち系統抽出法により生分の 1を抽出した

927総説としそのうち所在が確認できた1650病院を調査

とした。費関紙は無記名問答とし看護部長が調査へ

同意後に病棟部長へ，そして病棟師長が用意後に問答者へ

配布するよう依頼した。回答者は質問紙の返送をもって向

したものとした。本研究は大販大学医学部保健学倫潔委

員会の承認を受けたc 集計は感染管環体制，カテーテルケ

ア.教育について，それぞれ設援部体，病院の規模加に行っ

{結果}

間J!又率は40%であったc IITI答者の王子均看護flili絞験年数は

18.2年，役i絞は感染管理のリンクナース32%. 主任看護側

40%であった。所属病院の設誼間体は，法人48%. 公立

25%. 沼立，私立，その他がそれぞれ10%前後で あり焼

模は100~199床， 200~399J.ぷがそれぞ、れ30% ， 400~499床，

500~699床が15% ， 700床以上が8%であった。

感染管理体制について，感染対策チームは，設護団体や規

模に関わらず8割以上の病院で組識されていたが，感染管

理を専任または専従で行う看護締がいる割合は，目立公立の

大規模病院ほど高かった。

カテーテルケアについて，排液特に手袋や組収容器を患者

毎に取り替えているのは，国公立では約8割である一方で

私立や法人立では約6割と，国公立の大規模病院ほどガイ

ドラインの勧告内容の遵守率が高かった。 r勝政洗浄jや

f入浴iI寺のカテーテルの扱いjにおいても関様の傾向が見

られたc 院内での感染の勉強会は，設置極体や規模に関わ

らず約 9割が実施していたが，参加形態は悶公立の大規模

椀i淀ほど「任意;参加jが多かった。また，尿道留霞カテー

テルに関する勉強会の実施割合は. r病!完全体Jr病棟内j

共に大規模病院で高い傾向にあったs 尿道留置カテーテル

に関する教育の必要性は，設壁間体や規模に関わらず9割

以上の考が感じていた。

[考察}

設置間体や規模など病践の属性により.尿道留置カテーテ

ル挿入患者に対するケア，管理方法.およびスタッフへの

継続教育体制に違いがあることが示唆された。よって，尿

道留軍カテーテルに罰するケアや教育について.病院の属

性による倒部な改警方法の検討が重要である O

341)度j翠消審後の部位を指先で触れるととによる鍛茜伝

播について

安井久美子，水野 恵三吉川襲撃，茅野友宣，荒川満枝，

鵜館和浩(兵庫県立大学者護学部)

{目的}

現在，採取の手技マニュアルでは，手袋を着用しかっ法議

後は苦手科部{立に触れてはいけないとされている。しかし鼠

管の確認が臨難な剖もあり，消毒した部位を指先で触れる

という背為が見られる O その行為によって指先に付着して

いる組関が成腐へ伝播する可能性があるといわれている

が，どの程度菌が伝播するかは明らかにされていないc そ

のため以下の実験を行い.細菌の伝播状況を明らかにした。

[研究方法]

本研究は倫理委員会の承諾を得，研究協力者は研究の趣旨

及び方法を説明し同意が得られた成人25名 (50肘)とした。

研究協力者の肘街に穿刺予定部位をマーキングしその周

回夜径7c訟をアルコール綿(ポケットコール奪)で中心か

ら円を描くように消毒し10秒後30秒後で比較したc また皮

膚に触れる指先(第2指と第3指)は消毒群と非消毒群に

わけ.マーキングした部f立を第2指と第3指の指先で挟む

ようにして 5 秒間血管を1í{~認する動作を行った。その後

フードスタンプSCD寒天培地(日水)を用いて接触法によ

り皮腐の細菌を採取し好気清養後形成された会コロニー

数を数えた。結3誌は平均値土探準偏設で示し，平均値の比

較にはnonpaired t testを使mしたc また人数分布の割合

の比絞にはカイニ来検定を行い. 5%以下を有意差ありと

した。

{卒者来}

指先非消毒採では. IJナ認をj桁与して10秒後. 50鰐中17例で

11館以上(最大21偶)のコロニーが検出され， コロニー数

は1.62:t4.49であった。同様に30秒後では. 50i1U中19例で

l 倍以上のコロニーが検出され コロニー数は1.08:t3.10 

であり .10秒後と30秒後ではコロニー数，人数ともに有意

な差は認められなかった。

指先端毒群では. ijす簡を消毒して10秒後. 50例1'1:14

i1Uで 1偲のコロニーが認められ，コロニー数は0.08:t0.27 

であった。指先消毒群は指先非治主義群に対し認められた

コロニー数は有意に少なかった (p<O.Ol)。
またコロニーが認められた例J:t. 明らかに指先が接触して

いない部位にコロニーが認められた例数は持議後10秒後

では17開"T6例，消毒後30秒後では19例中 2例であり，有

意、表は認められなかったc

{考察}

消毒後の時間に関係なく. ?詩毒していない指先で穿刺予定

部{立に触れると，指先に付着していた綿欝が皮腐へ伝播す

ると考えられる。最大211!Qlのコロニーが検出された例もあ

弘 法議後は穿刺予定部位には触れず，やむを符ず苦手料予

定部設に触れる場合はあらかじめ諮毒した指先か，手指j時

議後手袋を装事ました指先で触れるよう徹底する必要があ

る。

298 日本看護研究学会雑誌 VoL31 NO.3 2008 



ポスター会場 1 64群

342)クリティ力ルな状況にある患者家族のニードを考蕗

した審護援助

関部珠支，大木友美(昭和大学保健医療学部看護学科)

{話的]
クリテイカルな霞療の現場では，患者の家族も看護ケアの

対象とすることで恵、考の国援が促進するc しかしクリ

テイカルケアを必要とする肴護場関ではさまざまな制約に

より.家族と関わる時間を確保しにくく，家族のニードを

考{議することが難しい。本研究では，クリテイカルな状況

における家族のニードを考慈した者議援助の実態を明らか

にすることを目的とし

{研究方法1
2007年 8月，急変・臨終持の看護援助に関わったことのあ

る看護部2名を対象に， Nancy C， Molterの「重症患者家族

のニードjを参考に作成したインタピューガイドをもとに，

学構成約限接を行った。面接で得られたデータの意味を解

釈し文眠ごとにコード化した。解釈が適切か繰り返し吟

味しながら抽象度を高め，カテゴリーを特定していった。

分析道程では，尋問領域の研究者の助言をもとに内容の妥

当性をおめた。 倫潔的配惑は，倫理委員会の審査終了後，

調査対象者には事前に文書と口頭で研究の趣旨，調交への

参加の白山，データの取り扱いを説明の上，了承を得た。

[結果}

分析方法に基づき検討した結采， 179コード， 42サブカテゴ

リー， 10カテゴリーが抽出された。看護締は， (患者や家族

の思いを知る〕行動をとっていたが， ()患者・家族と

という関係性を保つ上でのジレンマ)を抱きながらも

人の人間として接する〕ことを心がけていた。急変特には

〔忠、者の急変状態に戸惑う家族〕を自の~たりにすること

で，者護部は〔援先される治療のqlでの家族への患い〕と

いう家族に関心を寄せ， (経験不足な技術のゆでの家族サ

ポート〕であると自覚しながらも，家族にケアを行なって

いた。一方で、， (人的なi制約による看護部のジレンマ〕を抱

えながら〔誤解のない分かりやすい説明〕を心がけてい

そして， ()患者を誠実に看てほしいという家族の患い〕を

し， (患者の死を受け入れるサポートをする〕姿勢で行動

していたc

{考察}

看護師らは，家族を大切な存在であると泣置づけていたが.

人と持問の制約や会話への不安から，家族を十分ケアした

いができないというジレンマを抱えていたc 患者の治療が

優先される中であっても.常;こ家族に関心を持ち，何かし

ら関わりを持とうという意識の存夜が明らかになった。ま

た.念、変から臨終へ移行する持期には，家族の希望する

実な者護を認識し真撃に対正、するとともに，患者の危機

的な状況を受け入れられるような看護護助をしていたこと

が明らかになった。患者がクリテイカルな状況にある場

，家族においても危機的な状況があるということが予測

されるため，家族に対して患者の正確な状態と経過を訴え

ること，最善のケアが患者になされていると確信でき，家

族の希望を支持できるような看護が重要である。

343)手街を受ける患者のエンパワーメント能力者E引き出

す看護援劫一情報提供に焦点を当ててー

志村かお里，大木友美(東海大学医学部付属入王子病i淀)

{践的}
手術を受ける患者の術稿者護を行う看護師の日常的な看護

援助場面の中で， i吉報提供は，患者のエンパワーメント能力

を導き出す看護のやでどのような役割があるのかを明らか

にすることを目的とするc

i研究方法}

調査期間は2007年8月で，術前患者の看護援助を経験した

ことのある病棟看護部2名を対象とした。調査内幸子は，文

献より導き作成した術前患者のエンパワーメント能力をお

める看護援助に関する項告をもとにネ構成的弱援を実施し

たc 得られたデータは質的帰納的分析を行った。倫理的配

として.倫理委員会の審資を終えた後，

査方法とデータの取り扱い方，調査への参加の自由，辞退

可能の権利を有する震を口頭と文書にて訴え， I得意を得た。

なお，用語の定義として.エンパワーメントとは総人が良

己の生活をコントロール・決定する能力を開発していくプ

ロセスとしたっ

[結来i
自由意思により物事を自己決定する力や成長する力を

することや患者自身がコントロールと決断のや心であるた

はせず自由意志で行動を選択さ

せるようにすることとして〔治療に~号する決断を強制しな

い工患者がコントロール感と自己効力感を援得・強化し

自分で自分をエンパワーメントできるよう情報の提供や開

発を行うこととして{手術に対する未知と不安を残さない

説明と情報提供[理解度に応じた関わり[手衡をイメー

ジさせる] [疲状の出現時は看護締に話すように伝える工

患者の生きる勇気やエネルぞーを生み出せるように，また

患者が現実のやに希援を確認できるようにケアをすること

として〔術後の経過を説明し閥復への意識をおめる]， f!{ 

i穏に正しく答えることとして〔援味な答えをしな

かれたo

i考察]

者護締は患者に，症状の出現時は看護締に話すように伝え

ることや，理解度に!おじた関わり，手衡をイメージさせる

関わりを行うことで手術に対する未知と不安を残さない説

明と情報提供を行っていたc これにより，看護締は患者が

コントロール惑と自己効力惑を獲得・強化し自分で自分

をエンパワーメントできるように情報の提供を行っている

ことが明らかとなった。また，これらは治療に関する決定

を強制しないこと，術後の経過を説明し路復への意識を

高めること，質問に対して罷淡な答えをしない等の援助に

より，強化・支援されている現状も明らかとなったc 情報

提供は，患者のエンパワーメント能力を高める看護援助に

関するいくつかの要因とつながることから，エンパワーメ

ント能力を引き出す上での重要な役認のーっとなっている

ことが明らかとなった。今関 2事17Uからの検討であった

が，今後は事例を重ねてさらに検討していく必要がある。
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344)弾性ストッキン夕、及び賠欠的空気圧迫装謹の理解度

と装着感一手掛を受けた高齢患者と壮年期患者の比

較…

国初j康子(佐賀大学涯学部看護学科)

国府浩子(名古産大学援学部保健学科・)

熊谷有記(名古屋大学大学院医学系研究科博士後期諜程)

{目的}

術後の深部静脈血栓疲・姉梗塞のすユ訪のために枠性ストッ

キング(以後ES)や跨欠的空気在迫装置(以後SCD)が使

用されるようになってきた。 ESやSCDによる深部静脹血

栓症の発症率を検討したものはあるが.患者の視点からと

らえたESやSCDに関する研究は少なく.年齢による理解

授や装着感は明らかにされていない。そこで. 65歳以上の

高齢jA者と65歳未満の壮年期患者におけるES及びSCDの
と装義惑について明らかにすることを研究の日的と

したむ

{締究方法]

1.誠査期間:王子成17年 2月~平成18年 3丹2.研究対

象:調査期11IJ中に婦人科.呼吸器外科，整形外科の手術を

受け，術後 1訂以上ES及びSCDを装着した患者154名o 3. 

方法・自作の自記式質[m紙にてES.SCDの理解度，装着感

そ調査した。分析には統計ソフト SPSS(12J)を用い.

Mann‘Whitney検定， X2検定を行った。 4. 倫理的配窓:

研究の趣旨，研究への協力は自由意志であることやプライ

パシーの保護について文書で説明し河定、を得たG

{結果i
'E!IHJ紙の回収は150名.そのうち記入浴れの多かった 1名

を除いた149名を分析対象とした。対象者の平均年齢52.6

土 15.H長 (16~81歳).内訳は男性37名・女官1:112名，呼吸器

外科術後48名・婦人科術後79名ー整形外科ー術後23名であっ

た。平均装妻子期間は，高齢患者の方が壮年期患者に比べて

有意に長かった (p<0.05)0 術前に受けたES及びSCDの説

明に対する理解度は高齢患者の方が有意に低かった (p<

0.01) c 具体的には，高齢患者の方がrESの自的 (p<0.05)J 

と rSCDで足が締め付けられること (p<O.01)Jを知らな

かったと答えた人の割合が多かったo ES及びSCDの装着

感の平均値は，高齢患者が壮年期患者に比べ.r蒸れる (p

<0.005)J. r努ーい (p<0.005)J. rかゆい (p<O.OOl)J. r眠
りを妨げられた (p<0.05)J.r足が動かせない (p<O.Ol)J. 

f身体が動かせない (p<O.Ol)J.r騒音 (p<0.05)Jなどの

攻臼で有意に低植を示した。

{考察]

高齢患者は壮年1!fl患者に比べてES及び、SCDの説明に対す

る理解度が低く. ESの目的とSCDで足が締め付けられる

ことを知らなかったと答えた人の割合が多かったことか

ら，術前オリエンテーションはもちろん麻酔党離後にも繰

り返し説明していく必要性があると考える。また. ES及
びSCDの装着に不快感は高齢，患者の方が低く.装着Wlflfiが
長いことから，高齢患者の訴えを聴くだけでなく皮膚トラ

ブルや末樹循環時害などを客観的に観察する必要性が示唆

された。
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345)糖諜錆患者の議動の習寵イむを目的とした鍵嬢ブログ

ラムの効果の検討(第 1報)-POMSの変化一

北島麻衣子謬登志子，弁瀧千窓子，工藤うみ，

野同結花，川崎くみ子，北宮ニ何丸山辺英彰

(弘前大学大学院保建学研究科)

田上恭子(弘前大学教育学部)

阿部朋子(甲南女子大学)

{日的]

糖尿病患者の複合的健康プログラムの効采として感清の変

化について検討する

{研究方法]

対象:20昨年6月-11月に肥満改善・運動習慣fとに向けた

護合的プログラム(運動教案，グループセッションを含む

健康教室/月 1-2関)に参加し研究参加に向意を得ら

れた糖尿病患者13名(女性10名，男性3名，平均年齢60.8土

12.0議)。嬬筒:20昨年6丹-2008年2月。方法:健康教室

初閤および最終屈に臼本liOCpOMS(Profile of Mood States) 

授綴!援を行った POMS得点は 6つ(緊張一不安，事IJう

つ一落込み，怒り一敵意活気，疲労，混乱)の下位尺度

ごとに年齢別T得点に換算し活気以外の 5尺度の得点

の合計から活気得点を差しヲiいたTMD(Total Mood 

Disturbance)得点を算出した。統計解析:SPSS11.5J for 

Windowsを使用し Wilcoxonの符号付瓶投検定を用いたC

倫理的配議:施設内倫理委員会のゑ認を受け，研究目的，

研究方法，参加抱否の13EB.プライパシーの保護などを説

明し再設を得たむ

{結果}

健康教援の参加率は王子均88.3%であった。 POMS得点は，

n昆i5LJが有意に抵でしゅ<0.01).r怒り一

差が認められた (p= 0.091)。その他の項践では有意設は

認められなかったc またTMD得点は有意に抵下したゆ<

0.05) 

{考察i
行動科学的手法による運動習額獲得プログラムは一般市誌

の気分の改善に有効であることが明らかにされているc

尿病患者を対象とした本研究では.r混乱jおよびTMD得

点が有意に{廷でした。参加者は提供された運動プログラム

を自身のレベルに合ったものと感じ，プログラムの流れを

徐々に把議しながら行うにつれて，読者L状態が改護ーされた

と考えられるG そして，参加問数を重ねるとともに参加メ

ンバーとの頭識ができ，教室に慣れたことによってネガ

ティブな感矯が改善し情緒が安定した可能性が高いc 教

室の参加本が高かったことは，運動の動機づけが高く，教

室や参加メンバーに対する受け入れも良好であったことが

考えられる令また嘗グループセッションなど，同病他者で

関わる機会をもっプログラムを入れることも，感情の変化

に効糸をもたらすと示唆されたc

346)轄探病患者の運動の習環仕宏君的とした健麗70グ

ラムの効果の検討(第2報)一歩数経過の比較一

弁会誌千恵子翠埜，志子，北島麻衣子，工藤うみ，

野戸結花，北宮千秋，川崎くみ子，山辺英彰

(弘前大学大学院保健学研究科)

田上恭子(弘前大学教育学部)

阿部部子(甲南女子大学)

[(ヨ的]
糖尿病患者の運動の習懐化を日的に健康教室を開館し約

3年間が経過した。参加者の歩数から運動の管慣fとを検討

するc

{方法i
対象:2005年7月より日出荷改善-運動習様化;こ向けた健康

(月 1-2関部健)に参加している，研究参加に

を得られた糖尿病患者15名(女性10名，男性5名，平均年

齢60.7念 11.9議) j場開:2005年 7 月 ~2008年 2 月令方法:

健康教室に 1年以上参加した若手を継続群 (7名). 1年未満

の群を新規若手 (8名)とした。対象者には，運動療法のセ

ルフモニタリングのために，ライフコーダー(スズケン千土

を貸与し 1I制限，入洛.l-J、外は腰部に装殺するよう依頼

した。ライフコーダーのデータは健康教室参加持にパソコ

ンに転送しその歩数を分析対象としたむ健康教室の自

として毎年10月に開催されるウォーキング大会への参加を

掲げた。 倫理的配膳::施設内倫理委員会の承認を受け，研

究呂位研究方法，参加拒百の自由，プライパシーの保護

など説明し

[結来]
継続若手，新規群の比較では，交互作用は認められないもの

の，若手間に有意差が認められた市(1.1) 28.09. p<O.OOl) 

2007年 6 月 ~2008年 2 月までのさ長数識変中，継続群は約

8000~9000歩で安定していたのに対し新規群では約
7000~13000歩とぱらつきが大きかった。特に 10 月の
ウォー正予ング大会終了後，平均13000歩から10000歩へと

少しその後安定した。一方，継続群の初年震と綾続J:IJの

現在を比較すると，有意設は認められないものの，初年度

は新規群と間様にウォーキング大会終了後の10丹を境に歩

数が減少したが，その設安定し.安定後は歩数はイベント

に左右されなかった。

[考察]

継続若手，新規群ともに，健康教室参加の初期の約 3ヶ月間

は歩数が多かった。 3ヶ月以上継続されると歩数が落ち

主安定する傾向が認められたc ライフコーダーの装着そ

のものが視覚的効果となり，身体活動を増やす効果があっ

たと考えられるO また，運動継続群では初期に「意欲Jr期
待感Jr運動による快感情jなどの感協が表出されることか

らい，感情の彰饗も考えられるむ 10月以降歩数が減少す

る理由として，自擦を達成したこと，冬期開降雪地帯であ

る地域性が影響していることが考えられたc

{文獄}

1)冨i祭主主志子他:糖尿病患者の運動の習際化を告白きとし

た援会的健康プログラムの心理的影響とサポートに関する

検討.第27屈日本審議科学学会学術集会議演集p448.2007 
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347)糖尿属患者の運動の習様化を巨的とした健康プログ

ラムの効果の検討(第3報)

野戸結花，井瀧千恵子，富i挙費志子，工藤うみ，

北島麻衣子，北宮千秋 JII崎くみ子.山辺英彰

(弘前大学大学院保健学研究科)

図上恭子(弘前大学教育学部)

阿部羽子(甲南女子大学)

[13 E!9] 
糖尿病患者の運動の習様化を目的に，行動科学的手法と集

担力学的アプローチによる複合的健康プログラムを実施

しその効巣を検討するO

{研究方法]

対象:2007年6月からの糖代諸改善-運動習慣化に向けた

健康教室に参加し研究参加に用意を得られた糖尿病患者

15名(女性10名，男性6名.王子均年齢60.7土 11.9歳入期間・

20昨年 6 丹 ~2007年11丹。方法:丹 1~2 間の健康教室(運

動指導，グループセッション)，運動や食事等のセルフモニ

タリングの実施，ライフコーダー(スズケン社製)の装着

を依頼した。開始前 (6月)および終了時 (11月)に身f本・
体力測定.運動療法自己評価尺度，運動管理自己効力感尺

民食事療法自己評価尺度，食事管理自己効力感尺度をì~1j
定した。また，健康教室に 1年以上参加している対象者(7
名}を絞続税，今回が初回の参加である対象者 (8名)を

新規群とした。 倫理的配慮(:械設内倫理委員会の承認を受

け，研究目的，研究方法，参加拒百の自由，プライパシー

の保護など説明し間意書を得た。

{結!1~]
体JJil!lJ定の 6分間歩行テストでは584.6:t 49.5mから633.9

49.2m (t = 3.20， p< .01)， 10関スクワット時間では12.2会1.5

秒から11.1土1.9秒 (t= 2.75， p<.05)と，開始前によとして終

了時に有意に向上していた。また，新規群のみの開始前・

終了持のよと較では上記2環沼 (t=2.73，p<.05. t=4.l8， p 

<.01)に加え，間1I良片脚立ちで有意に向上し (t口 2.44，p< 

.05).継続群に比べ体力の改善が著明であった。運動療法

自己評価，運動管理自己効力感，食事療法自己評価，食事

管理自己効力感は開始前後および2群問の比較で、有意な差

は認められなかった HgA1c，体重，体脂肪率，筋肉最等

でも有意な差はなかった。

[考察i
Sヶ月間の複合的健康プログラムの効果として，運動や食

事療法自己評価および管理自己効力感の向上，血糖コント

ロール指標等の有意な改善には至らなかった。しかし特

に新規に参加した対象者で、全身持久性や下肢筋力の指擦と

なる 6分間歩行やスクワット，下肢筋力や神経反射，深部

感覚，三半規管などの統合としての立役姿勢最Ij御能である

開眼片脚立ちの数値が向上した。これは本プログラムの運

動の継続によって筋力や身体バランス能力が向上したこと

を示唆するc これらの基礎体力が向上することで筋肉での

j鼠糖消費の促進や恭礎代議量の増加が期待でき，長江糖コン

トロールの一助となるO また.運動の負担惑が減少するこ

とで，運動の習慣化にも寄与すると考えるむ

348)糖接請看護の運動の欝慣化を践的とした鑓麗ブ口グ

ラムの効果の検器(第 4報)ー動眠梗化指標

baPWVの変化一

工藤うみ，冨浮登志子，北島麻衣子.芥瀧千恵子，

野戸結花，北官千秋，川崎くみ子， 111辺英彰

(弘前大学大学院保健学研究科)

間部朋子(弘前大学医学部隊潟病院)

部上恭子(弘前大学教育学部)

[13的]

糖尿病患者を対象とした健康プログラムの動脈硬化に対す

る影響をbaPWVを用いて検討するC

{研究方法}

対象・健康教室に参加し研究参加に向意の得られた糖尿

病患者10名(女性8名，男性2名，平均年齢64.6土6.3歳)0

期間:2007年 6 丹 ~11JJ 方法:参加者は丹 1~2 間の健

康教室に参加しセルフモニタリングを行った。歩数計ラ

イフコーダー(スズケン社製)の装着を依頼した。プログ

ラム開始前および終了時に身体計測を行い，鼠液データは

カルテを参損した。 baPWVが改善した者を改蓄ュ群，悪化

した者を悪化群とし血在， HbA 1 c，歩数，食事内容など

との関連を検討した。 倫理的配意:施設内倫理委員会の承

認を受けて計った。

{結来}

改洋は6名.悪化群は4名であったc 改善群ではプログ

ラム終了時にbaPWVが手I窓に低下し(t= 3.11. p< .05)， 

悪化群では有意に上昇ーしていたれ 5.9，p<.05)o改善

lrf.では，プログラム終了時全症例でHbA1 cが改善あるい

は維持されており.終了時の血圧は正常値にコントロール

されていたc 悪化群のHbA1 cとJUl庄は，両方あるいは一

方の上昇，または間方不変という状態であった。

{考察}

5ヶ月間の健康プログラムによって血糖およびi級住が改善

された者については動脈磁化も有意に改善されており，こ

のことから健康プログラムの動眠硬化改善への効来が示唆

された。しかし血糖と血圧のコントロールが不良な者は

動脹硬化は進行しており，悪化群への介入については今後

の課題である。また.baPWVは，糖尿病患者において，動

服硬化改一普へむけた運動療法・食事療法の総合的な評価指

襟として使用できることが示唆された。
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349)轄際競患者の自己管理を工ンパワーメントする要因

梅;f三彩子，村上美草花田妙子(熊本大学涯学部保健学科)

{自主力i
本研究比糖尿病患者が自己管理する能力を発揮できるよ

うに働きかける有効な看護支援を検討するために，患者の

持っているカをむき出す自己管理をエンパワーメントする

要簡を明らかにすることが目的であるc

{研究方法}

外来通院中の 2製糖尿病患者16名(男数10名，女性6名，

年齢30~68歳，議病授 1 ~30年)を対象に. 20昨年 6~9

月に学構成的}面接を実識したむ面識では患者{綿々の療養過

程に沿いながら，糖尿病と診断を受けたときの心境や自己

管潔の実際などについてインタビューを行った。同時に，

HbAr C植や治療内容等を診療記録よりデータ収集した。

分析は等部ごとに逐語録を務読し会事部を比較検討し

患者の経過に沿って f糖尿病の自己管狸をエンパワーメン

トした要国jに関するカテゴリーを抽出した。 倫理的資5惑
として，研究の趣旨及び方法，協力の白血プライパシー

の保護について文書及び、口頭で十分に説明を行い誉回にて

同意を得たc

{結巣]
糖尿病患者の療養過程から抽出された自己管理をエンパ

ワーメントする要民は，誌のサブカテゴワーから

と向き合う] [意識化ずる[効果を確認する支援関係〕

の4つのカテゴ1)…に統合された。各カテゴリーを構成し

ていたサブカテゴリーは糖尿病と向き王子う]には，

lJi'症出現の不安jや「自己管理を自覚する機会となった教

育入院jなどが含まれていた。また〔窓識イとする，之

ることで今の自分を見つめることができるjや「何度も

議付ける機会があるjなどであった。[効采を確認する日立，

p良り組んだ効果を実感できた体験jやf検査飽や援療者の

評価jであった。〔支議関係?には f看護主lliの気づかいjゃ
っ司病者の存在jなどが含まれていた。 ゆえに，

は. [糖尿病と向き合う〕ことにより自己管理に踏み出し

{効来を確認する〕ことや医療者や同病者などの[支援関係]

することを提進してし

[考察}

糖尿病患者の自己管理をエンパワーメントするために，看

護者は患者が自己管理することをどのように受・けとめてい

るかを把握し糖尿病と共に生きていくことと向き合える

ように支援することが重要で勾あるなその具体策としては，

患者に関心を持ち続け，鼠己管理がうまくいかない原因や

自己管理を継続する負担感などを語る機会を作以遠切な

アドバイスをし，随時必要ーなケアを提供することであるG

350)糖原病性腎症患者 1事例による3穣類の2設騒給水

法の評髄

今井知明(黒部市民病院看護部)

村瀬真佐美，吉井詩子(黒部市民病院)

塚原節子(蚊卒大学産学部看護学科)

[El的}
2段摺徐水は，透析中の鼠圧低下平を下げる手法として使

用されている令しかし糖尿病性腎被患者は，自律神経障

害や血管反誌牲の遅延などにより 2段階徐水を行っても透

析後半に血在低下を起こしやすく，看護締は摺やかな除水

調節が必要とされる G 本研究では香水分管理不良な糖探病

性腎症患者に対し透析が時間内にスムーズに行え，安全で

安楽な透析を提供することを底的に有効な 2段階徐水方法

について検討した。

{研究方法}

対象者はK氏73歳c 透析涯は13年，透析詔数は選3留毎

鵠4時間の透析をしていた。透析ー終了後次毘透析までの 3
日間(中 2臼)で体重増加率は 7%0 J:t 1 B でも 4~5%
の体重増加率がありコントロール不良であったc 議ヨをは3
種類の徐水方法を取り入れ.1盤EEと%BVの変化，透析終了

持と婦宅後の主続的安来度 A到底)，下絞っりの有無に

ついて調査した。 3撞類の徐水方法;点前半2持部で総除

水量の60%をi添水し後半の徐水方法をA法:後半2時間

で残40%のi添水。 δ法:前半終了後5分!濁徐水体認し後

半工時j潟55分で投40%の除水。 Ci去.言者不終了後10分間除

水休慈し後半 u寺i話150分で残40%の除水を行う方法とし

た。各方法共に透析時期は4時間とし

[ 11台理的配r.1I.¥]

と病院倫理委員会の承諾を得た。患者には3
遊折内容を説明し身体状況に合わせて安全域圏内の除水

で行うこと，研究参加はいつでもJ:ド止でき，中止設の透析

や者護騨の対応に影響しないこと，研究に参加することで

予測される身体状況への設襲や危換性.照題や危険な状況

があった場合の処霞や対応について，患者が納得いくまで

十分に説明し理解と承諾を得，誉回にで同意を得たc

{結果および考察}

透析終了持の平均~又絡部劇庄は人法125m滋Hg. B法114蹴

Hg. Ci去101mmHgであった。これは，除水休憩、が長いほど

後半の時間徐水:誌が増加したため去に比べC法のi奴庄

は抵下したと考えられるo %BVはB. C法は休憩fl'寺

的に上昇したが継続した上昇はなく，透析終了時の%BV
は各方法に設はなかった。しかし今国のB.Ci去はA法よ

り後半の除水速度が速く，循環鼠液量に変化を及ほし血EE
等に影饗を与えたと考える c VASi去による主観的安楽度

は透析終了時で‘は差はなかった。しかし帰宅後のVASfi患
ではA法4ふ B法6.8.C法8.2とCi去が一番高かったc 下絞っ

りの有無では終了fffはいずれの方法も毎回無と答えたが，

帰宅後次期の透析までにA法で下肢つりが認められてい

た。 C法による透析は，透析終了時および帰宅後も伺じ点

数で安楽と答えていた。以上のことより患者瓦氏にとって

の2段階除水法は.Cj去が除水時間短縮による透析中の血

圧抵下はあるものの，帰宅後も下絞っりは無く安楽である

ことカfわカ、った。
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351)肥満治療に消極的態度を示していた患者が減翠に成

功した要因

大坂佳世(束手/1大学鹿療センター佐倉病院)

nヨ的]
肥満治療に消極的な態度を示していた患者が24臼問の入院

で 8kgの減量に成功したc この患者への看護介入を振り

返り腿満患者の減量-を支えるための要閣を明らかにする。

{方法]

事例研究1)患者紹介 :A氏 (501-1::男性)， 2型糖尿病(平

成14年~) 入院時期:平成19年 1月 (24日間).治療内容:

食事療法，運動療法，薬物療法2)データの収集方法:ヘ

ルスケアファイル(患者記入・体重，血糖.HbA 1 cをグラ

フ{としたもの)， 4閣の面接での患者の言動を開き取った。

1留認識(監師):CT図像での内臓脂肪の厚さと検査デー

タを説明第2部面接(看護部):人生各期の体重変動につい

て開く。第3凶器接(匿師・看護部):退読後の自己管理方

法について患者の考えを開く(配偶者同席)。入院中の内

臓脂!坊の変化をCT箇像で説明第4間部議(看護郎):入院

中の振り返りと退院後の生活について話し合う。 3)倫理

的配掻・対象者に研究の趣旨，個人情報保護について口頭

で説明し間意を得た。

{給条・考察1
1)入院中の体重および食事摂取量(部参照) 2)面接持

の患者の言動第 1@]釘:rきついねえ。この 3倍食べてた

よj第2回目:r主せろjって言われでも然現だよJ第3
ITIJ El : r退院後も食事療法を絞げたいj第4罰百退院し

たら，週4屈は水泳に行くつもりだよ A氏が8kgの減設

に成功した婆[主!として，人氏自身がヘルスケアブァイルに

データを記入することにより減量の成果を自覚していった

こと， CT商1*などにより視覚的に治療の効果を認識でき

たこと，ヘルスケアファイルを患者・家族・臨療者間で共

有し協力体制を統ーしたことが挙げられる。これらの結果

から把満患者の減量を支援するには，患者が治療の成果を

的確に認識できるよう看護者は情報提供の方法を工夫する

ことが治療継続の採動力になることがわかった。なお，本

研究は対象が1事例で一般化を図ることは難しいため，今

後対象を増やし検討を重ねることが必要である。
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92 3.500 
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3.000~ 

体璽 250og CB 

12 88 

援86
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入院中の体重変化と食事摂取澄

304 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 災0.3 2008 



ポスター会場 1 66群

352)ヒーリングベビーを用いたコミュニケーション場面

!こおけるスタッフの介入内容と認知症高斡者の反応

王子木尚美(兵庫医療大学看護学部看護学科)

大阿弥生(藍野大学匿療保健学部看護学科)

線賓成明(菌立零護大学校)

板東正己(太成学説大学看護学部者護学科)

l1J間一部(鵠床研究支援センター (OfficeAKI)) 

{研究g的}
ヒーリングベビー(以下人形)を用いたスタッフ(以下毅

の介入内容を分析し認知波高齢者(刀、下高齢者)と

のコミュニケーション場面における 7綾員の介入jと?高

齢者の反応jを明らかにするc

[研究方法}

グループホームもしくは老人保健施設，特部養護老人ホー

ムにおいてお齢者ケアに従事している殺員 (7人)ならび

に入所中の高齢者(男 1人女10人. 70~90議会〉を対象

として，直接観察法 (VTR撮影併用)によりデータを収集

した令諮査期間は2007年7月14日から 9月8日のうち 8日

間である。

人形を介在した機長と高齢者のコミュニケーション場面

(23飽)から，窓味のある行動ごとに一記銘単位として抽出

した。その記銭内容をもとにカテゴリ生成を試み，共同研

究者需の時窓が得られるまで照会を繰り返した。

なお本研究の遂行に先立ち.議野大学研究倫理審査委員会

の承認を得るとともに対象者に研究の趣旨を説明

による用意を得た。対象者本人が意思決定できない場合

は，家族もしくは代理人に同窓を得た。

{結采および考察]

コミュニケーション場磁の長さは. 1人あたり 1分から16
分(乎均8.4分)であった。

の介入場面からは558コー F.40サブカテゴ1)と10カ
テゴリが，また高齢者の反J;t、からは658コード.40サブカテ

ゴリと 8カテゴリが抽出された。

は.[高齢者に役割を持てるよう〕な介入を行っていたc

そのさい殺員は，高齢者のく体調?と〈負担感?を

し.[高齢者への気遣しつを見せていた。さらに高齢者が人

形を通じて〔他者との交流;が培えるように高齢者向士

のつながりを悔進していた。綾員の行動は〈世話を見守り

ながら人形の世話ーを手助けする3高齢者にく共感する

〈世話に対して感謝する?く高齢者自身をほめる}もので.

〔自尊感情を高める〕という介入を行っていた。

一方高齢者は，く人形の身体に触る三三人形を見つめる?な

ど〔人形に関心を示すけ丈応、を示し{人形を心記する

形の世話をする?など，人形を円疑人化jしていた令また

自分の過去を詔想)したり，三かわいい3三大好き?など〔自

分の気持ちを伝える]力，すなわち想起カや感矯表現議力

を喚超していたことが明らかとなった([ ]はカテゴ1). 

はサブカテゴ1}を示す)

以上から. J!，設員・高齢者隠のコミュニケーション支援ツー

ルとして，人形は一定の役割を果たしていた。

353)どフィズス菌・乳重量醤飲料が謀議会入院患者にもた5し

た排便調整効果

津田議PJ(以和賞会金問中央病院)

l1J回一郎(臨床研究支援センター (OfficeAKI) ) 

{自主9]
どフイズス議・乳酸鴎飲料(以下飲料)が，高齢入院患者

にもたらす排便調撃効果を検証することを目的として本研

究を行ったc

{対象と方法;

欽料として，ヤクルト社のどフィアを採用した。ピフイア

には. 1本あたり鴇内到達ピフィズス蘭(ピフイドパクテ

1}ウム・プレーベ・ヤクルト株)が100皆、個以上含有されて

いる G

対象は認知症と診断された潟齢入院患者で，排法の援助を

必要としオムツ交換時に病棟スタップが排伎の有無を確

認できる者16人のうち，データ収集期間中に退院の可能性

がある者，合併疲のある者を徐いた11人(男 2人，女9人)

を選択したc 年齢は60歳から83歳に分布しその中央値は

74歳であった。なお対象者のうち 3人は，便秘綴向が強く，

ラキソセ 1}ン液の定嬬処方を受けていた (La+群)が，残

り6人は，臨時処方を受ける状況に留まっていた (La-

。
事前に本人・家扶・揺さき底部に対して f研究の鶏旨Jr中途

離脱の自由J医療上一切の不和益を被らないことjを説明

し研究参加の用意(許可)を得たうえで.20昨年10月10
月 1Bから12丹16Bまでの期間 (77日間:飲用期間L毎日

欽科を飲用してもらった。対賠期間として，欽料を飲用す

る前の77日間を選び，排便が確認できた日数を欽用期間・

対l!託期間の間で比較したc また双方の銭関におけるラキソ

セリン液処方自数の変化も

[結巣と考察i
1)排便臼数の変化:La 群においては 6入会員が，また

La+群においても 5人中 3人が.飲用期間中の排便日数が

増加していたc 対象者会員でみると，対照期間中の排便日

数の中央値は52日 (38…70)に対し欽用期間においては

59 B (27 -74)に有意に増加していた (p= 0.007 by 
Wilcoxon役 st)0 また反復測定分散分析により，対象者の

性・年街1・ラキソセリン処方の影響力はいずれも否定され

たc なお，対象者の水分・食物摂取状況や活動最は，対熊・

飲用期簡を通じて大差はなく，排便日数の増加はもっぱら

飲粍欽用の効果であると判断できた。

2) ラキソセリン液処方日数の変化:La一群においては，

対照期間・欽用期間ともに O関が3人.ともに 1簡が1人

で，残りの 2人は8@]-+4低 5間→ 1鴎といずれも減少

した。 La十群では，対照期間中毎日処方されていたが，飲

用期間中はu@]が3人. 3 @]が2人と大きく減少し

以上から，今回用いたどフィズス額ー乳綾萌欽料が，

者に対する一定の排琵調整効果をもつことが示唆された。

この飲料i丈 1本あたり約90同と安舗であり， ヨーグルト

風味の甘みを持つことから，対象者が抵抗なく飲用できる

ことも特長であるc

現在，常習的な使夜、傾向にある患者に対する排便誠整効果

についても，新たな検証を進めている。
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354)看護学生の認知症高齢者との関係で印象に残ってい

る場菌と気持ち

桝本朋子，合間友美，国主量美津子，須罰原子

(Jlllu奇援療短期大学者ー護科)

[目的]

老年看護学実習中での看護学生の認知症高齢者とのコミュ

ニケーションや関係で、印象に残っている場面とその時に

看護学生が感じた気持ちの特徴を明らかにし今後の実習

指導の課題を検討することであるc

{研究方法}

対象 :A短期大学看護科3年次生に対し，織地実習終了後

に実施した無記名の伝記式費関紙である。調望号内容は認知

とのコミュニケーションや関係で、印象に残ってい

る場而とその時に看護学生が感じた気持ちである O 調査

期間:2007年10月初日 ~31 日 分析方法:全ての記述に番

をつけ 1文主主 1内容にし学生の気持ちに焦点を当てて

内容を検討しカテゴ1)-1とを行った。倫理的配惑:対象

は口頭.文:苫:での説明を行い，プライパシーは保持さ

れること，データは確究にのみ使用すること，評価と関連

しないことを約束し承諾を得たもののみを対象とした。

データ分析に関しては共問研究者間で継続して検討を実施

したG

{結采}

75名から回収し 82の認知抜高齢者とのコミュニケーショ

ンや罰係で、印象に残っている場面とその時に感じ

ちが得られた。それらを学生の気持ちに住点をあてて，

似性のあるものでまとめた結果， 17カテゴリーとなったむ

以後カテゴリーをお，サブカテゴリーをひで示す。ミ1I!つ

が26:t1で最も多く.次に〈認知i痕と患者.家族を怒19卒し

しかった}が12名，乙患者のために現状を何とかし

たい》がS名.乙患者との信頼関係を築く方法を理解し

t驚いたH辛かった》が4名で、あったc その他，《間情し

《患者の気持ちが伝わってきた安心した(少し嫌になっ

たH尊重しなければならないH満足したH怖かったこ

れから先が不安>{皮4きした>{認知症について考えさせら

れた》であった。

{考察]

約半数の学生は肯定的な気持ちを感じており， {患者のた

めに現状を何とかしたい》と答えた学生がいたc しかし

認知症高齢者との関係でくどう対応したらいいのかわから

ないパ患者の行動，気持ちが理解できない〉と感じて〈悶っ

学生が最も多かった。また，患者の言動，民療者の対

応に《驚いた辛かった》と感じていた。このことから，

学生が認知症高齢者と関係を築くことに難しさを感じてい

ることがわかった。今後は，講義では認知症の疲状や具体

的な対応の仕方をイメージできる実捺の患者を扱った

VTR視聴を増やしたり，臨地実智では毎日のカンファレン

スで.ひとつひとつの場面を取り上げ，その3主体的な内容

について話し合ったりすることで¥学生に認知波高齢者へ

の理解を促していく必要があると考える。

355)経腸栄養における新しし1注入方法(低結度半毘形化栄

養離の自然滴下方法)を導入して

地震伸子，小松住江，西鳥j景子，極水利子

(医療法入社毘浅ノJII金沢循環器病院)

{はじめに}

胃楼患者の栄養投与は，液体投与が多く合併症対策のため

近年半間形化栄養法が注目されている。これらは用手的加

圧注入が必要であり，者議締配置の少ない当療養病棟では

多人数に導入するにはj沼難な現状がある。

{目的}

抵粘度ネ由形イヒ栄養剤の自然滴下方法を考案・笑施しその

有用性の検討

{研究方法}

期間:平成19年12月 ~20年 2 月の 3 ヶ月間
対象:当病棟の主治盟主の許可が得られた患者

男性 :5名女性 :8名 74.8:t2.5 (60 -89)歳

腎療より経腸栄養施行中で糖尿病，逆流性食道炎がなく，

体動の少ない患者

腎被:チューブのタイプ:パンパー型チューブタイプ'20Fr:
11名・パンパー型ボタンタイプ24Fr:2名

自然滴下方法とは:1)低粘度半額形化栄養剤(テルモ社

エフツーショット300kcaI/300g/4000cp)のパックの底部

につるし穴を開ける 2)栄義部と胃媛チューブを接続する

3)高さ調整可能な点j針案(天井走行ガードルハンガー)

に栄養剤を吊るし胃棲チューブをほぼ垂直状態にして自然

滴下させる

自:(1) 10臼/111の1)栄養剤j主入前後の血圧・心拍

2)沼化器症状 (11区気・暇枇・綾部膨満) 3)注入速度

( ii荷下開始後30分， 60分の注入廷測定)(2)投与・期院中3ヶ

月間の栄主主状態(BML 稔蛋 [~1 )排便状態について調査し

た

{倫理的記長室;

全対象は意思表明がはっきりできないため家族に呂的，方

法を説明し担否しても不和益にならないこと，本研究で

得られた情報.調査データの公表には個人が特定できない

ようにする，データは研究以外には使用しないことなどを

書面にて説明し向窓を得た。

{結泉]
(1)全対象において栄養剤注入前後の鼠圧・心拍数に変化

はなく，法化器症状の出現もなかった (2)平均注入時間・

量は30分後日2g(栄養剤容量の54%)60分後252g(栄養子r1l
容量の84%)であった。対象別にみると， 60分以内に栄養

剤容量の80%以上を注入できたのは13名中10名であった

(3)投与期間中の栄養状態は全対象に明らかな変化はな

かった。自然排便関数は対象の69%に減少. 23%に増加，

8%に変化がなかった

{考察}

自然滴下方法は心負荷や消化器症状の出現なく安全に施行

できた。対象の8観が60分以内で自然滴下方法により投入

できたことから，さらに多くの患者への抵粘度字国形化栄

養剤の導入が可能と考えられたc 60分以内で自然治j下i主入

できなかった要因としては，胃内在や腎棲チューブのタイ

プの違いなどが考えられた。このことから自然誠一下方法

lえ加庄注入に比べ，患者に応じた投入方法とも考えられ

るO 今後は，患者に適した栄養剤や投与方法の選択， f民粘

境半由形化栄養剤の長期間使用による栄養・排便状態を経

過観察する必要がある
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356)高齢期呼穀器京患患者のせん妄発痕時期!こ関する要

国分析

橋昭和美(福間県立大学看護学部)

{話的]

本研究の践的は，高齢期にある呼吸器疾患患者のせん妄発

疲における発症時期に関連する要閣の分析を行い，今後の

せん妄看護に示唆を得ることであるc

{研究方法i
高齢期にあり，呼吸器疾患で入院した患者43名に対して，

入院から退院まで，せん妄評価尺度(ナース版)を用いて

せん妄の状態を調まをしたっせん妄得点12点以上をせん妄発

とみなし 43名付3せん妄を発疲した13名を調査対象とし

た。せん妄発症時期は，入院 1訪日の発症と 2日目以降の

発症に分類したc 入i淀時の患者のE毒性，呼吸器症状，血液

検査データ，パイタルサイン，入読期間，せん妄発症;場開

の比較を行ったc 分析には， Mann噂Whitnevのじ検定，

Fisherの直接確率法を用い，有葱;水準はp<0.05とした。倫

理的記長室として，対象者に調査のg的，方法の説明を行っ

た後iこ，研究協力l之自由意志であること，協力の有無は

今後の治療や看護に彩警しないこと，プライパシ

データの取り扱いの厳密性を口頭および書面にて説明を行

い，同意;を得たc なお，本研究;え福間県立大学の倫理委

員会の承認を得た。

{結果}

議査対象となった13名のうち，入説 1日告のせん妄発疲は

5名， 2日自以降の発症は， 8 名であった。性~Ijは男性 5

名，女性8名，平均年齢88.38土5.10歳であった。 呼吸器疾

患のうち，日l¥i炎に，罷患しているものが半数であった。入接

持のE毒性，呼吸器症状，パイタルサ千ン，入院j境問，せん

妄発疲期間では有窓差はみられなかったが， Na， BじN，Cr 
では有意差が認められた。 Na(p=0.030) ，土問鮮とも正常

範留であったが，入院後 1白羽発症のグループは， 2 B自

以降発主主のグループに比べて有意に抵植であった BむN
(p口 0.045)および~Cr (p = 0.006 )については，入院後 1B 

g発症のグループは，正常範囲より逸脱しており， 2 B 13 
以i漆の発症グループより有意に潟植であっ

められなかったが， KIま1日日発症のグループの方が高い

傾向にあった (p=0.065) 

[考察}
せん妄発疲者を対象にせん妄発症時期lこ焦点を当てて分析

を行ない，電解紫と腎機能低下がせん妄発疲時期に関連し

ていることが明らかになった。高齢者は，軍手機能の低下に

より身体の水分最不足により容易に脱水や電解禁異常をき

たしやすく，せん妄を発症しやすいことから，腎機能の抵

下は，早期せん妄発疲に関連するといえる。また，電解質

に関しては，正常範践であるものの腎接能抵下との関連性

も考えられる。今後，入院後の電解質やI詩機能のアセスメ

ントと正常化がせん妄発症および助長の予j坊につながるこ

とが示唆された。しかしせん妄発症は多国'肢であり，特

に高齢者lません妄発症のリスクが高いため，多角的なせん

妄のアセスメントが必要で、ある O

357)適所施設晃学において看護学生が得た老年者欝の検

討

紺谷英司産主量関投， 芸道関哲子，

(名寄市立大学保健福右上学者1)看護学科)

{目的}

老年看護学教育は，看護学生がもっ老年者読を深めるため

様々な工夫を行っている。やでも通所施設見学(以下:施

設見学)(丈持らかの病気や際答を持ちながらも，地域で

元気に生活されている老年者と出会うよい機会であるc 本

研究では，看護学生が施設見学を通して，直接老年者と触

れ合う体毅で得た老年者観を明らかにし老年看護学教育

の基礎資料とすることを目的とする

{暁究方法i
l.協力者 :4年制大学者ー護学科2年生で，

議で行なわれた擁設見学に参加後，老年者離のレポートを

提出した学生で¥研究協力に同意が得られた者である o 2. 
議査期開:200X年11丹 3.学習内容:1)事前学習は擁

設の概婆，就業駿麓と人員，利服者の特徴を自己学習するc

2)施設見学は土手自民学生が孝Ijfi話者と一緒に行事に参加

する中で，度接老年者とふれあう。 3)終了後，施設見学

で得た若年者綴と学びの内容を. A4用紙l枚に記載し設

出するむ 4.データ分析:学生が記載した老年者観を

Berelson， B (1957)の方法で内容分析する 5.倫理的配

惑:研究の践的・内容・予測される不利主主とその対処法に

ついて説明し書留にで開窓を得る G 本研究は協力者が所

る大学の倫理委員会で承認を得たよで実施し

[結来}
協力者は，研究協力の説明を受けた指名のうち間意が持ら

れた指名であった。 年齢は全員が20議代であった。学びの

レポートから得られた素材は151文肢で，そのうち学びが

れていた92文獄をデータとして扱った。この分析の

結果， 5のくカテゴリー(サブカテゴ1)_数)>とおの

くサブカテゴ 1)_>が抽出されたc カテゴリーはく活

発であるは)く気づかいができるは)>く俗体設が

ある (11)>く移設できる存在であるは)>く表構豊か

である(心〉で，主にポジテイブな側面に策目されて

いた。その中で間体遺がある〉に含まれていたく緩盟

である><身体的衰退がある>のように，わずかであるが

ネガティブなイメージも抽出されていた。

{考察}
若者は，若年者に対してマイナスのイメージを持ちやすい

といわれている(清水.2000) しかし本研究においては，

く活発である〉など，比較的ポジテイブな老年考欝が多く

抽出された。これは，通所施設見学で，病気や際がいを持

ちながらも元気に生活している老年者を自の当たりにした

インパクトの強さが影響したものと考える。また，く{間体

2査がある(1)>は，他のカテゴリーと比較してサブカテゴ

ワー数が多く抽出されていたc これは，老年者の特設とし

て，個体差があることを強調して教授したことが影響した

ものと考える。よって，老年看護学教育において，施設見

学を導入することはポジテイブな老年者観を脊成する離に

効果的であることが示唆された令
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358)認知症高齢者に看護学生が抱く感t簡

E!i村美里(僅療法人恒昭会藍野病院)

大町弥生，中山由美(藍野大学)

[目的:

認知症高齢者と接する上で看護学生がどのような感情を抱

いたのか，感情の変化を明らかにすることで，臨地実習で

認知症高齢者を受け持つ看護学生の支援を考える。

[方法i
1.対象:臨地実習でL認知症高齢者を受け持ったことがあ

る，今まで認知疲高齢者と接する，生活した経験がない看

護学生. 2. 説交方法:路地笑習で認知症高齢者を受け

た!祭のエピソードを 1人1時間程度面接した。期間は

20昨年 6 丹 ~7 月. 3.分析方法:K]法を用いて認知波高

と接する上で対象者の感情が諮られている部分に務自

した。 4. 1，命玉虫的配慮:研究の趣旨を口頭および紙

而で説明した。プライパシー保護の線約，途中辞退の自由

を説明し同意を得た。インタビ、ユー中の録音は承諾を得て

行った。

{総菜1
1.対象者の特性 :8名の女勺性であったc 受け持った認知

は病i淀に入院しており，終日寝たきりではなく，

はない. 2.若護学生が抱く感晴予期しない

にびっくりするjは「患者の言動が怖く，総こまるj

などで構成され.認知症高齢者の言動に驚き.どのように

対応すればよいか困惑していたc 思いが通じなく，もど

かしいjは仁患者の考えが理解出来ないjなとーともわ炎され.

援助が思うように遂行しなかったり，患者に合ったケアの

方法が分からず，もどかしさを抱いていたo 受け入れて

もらえて賎しいjは「学生に対して微笑んでくれたjなど

で構成され，ケアや対象者自身を受け入れてもらえたよう

に感じ嬉しい気持ちを抱いていた。;一緒にいることが楽

ししせは f一緒にいることが楽しいjなどで構成され，患

者と過ごす時期を楽しんでいる状態である o ケアのポイ

ントに気付けて婚しいjは「その人に合わせたケアの工夫

が出来た」などで構成され，患者の思いや考えが理解でき

るようになり，ケアのポイントに気{すき喜びを感じている

状態であるC 話政n症高齢者は可哀想、jは「患者‘に対するケ

アが不十分jなどで構成され，認知疲に穫ること.患者が

おかれている状況に対して対象者は同情していた。

{考察1
BPSD (認知症の行動と心理波状 Behavioraland PSy戸

chological Symptoms of Dementia)がある認知症高齢者に

対して.驚きやもどかしいという感慣を学生は抱く.高齢

者のことが分かつてくると，嬉しい・楽しいといった感情

も抱くようになる。また，実習初期から f可哀想、jと向情

の窓を抱いていた。認知疲高齢者に攻撃的発言や拒否反応

を示され.困惑しながら看護学生は感情のコントロールを

しており実習に対して消磁的になっていた。そのような学

生に対しでは，まずその感i古を表出・認知させるような関

わりが指導者らには求められる。そしてその感情が生じた

根源や，高齢者の状態について学生と共に考える持簡を持

つことが必要であるC

359)認知症高齢者iこ対するドールセラど…の効果

後典子(干$戸赤十字病院)

大町弥生(箆野大学)

王子水尚美(兵庫医療大学)

(!ヨ的}
認知症高齢者に対するアクティピティケアの一環として

ドールセラピーが注目されており，感情の発露や人間関係
の促進に効果があると報告されているc 本研究はドールセ
ラピ一実施中に，認知症高齢者がどのような気持ちを得て
いるのかを明らかにする。

{研究方法}
質的帰納的研究方法。
1.対象:1)認知症高齢者グループホームで生活してい
る方7入(癒呆老人日常生活自立度2b~ 4) 2)ケアに
携わるスタッフ 5Ao
2. データー収集方法:平成19年 8丹に，参加観察法を用
い. ドールを抱いている対象者の表情・言動と，スタップ

の関わり方を観察し記録した。
3.分析方法:ドールによる民正、がある場面に焦点をあて，
K]1去を用い分析したc 施設職員・認知症高齢者のケアの研
究者に意見を求め，妥当性と信頼性の確保したc

4.倫理的自己慮:施設長に研究の趣旨を説明し伺意を得た。
対象者の同意は，家族・代理者に同意を書面で得た。観察
で得た陪報は対象者の前では記録せず，不安の訴えがあっ
た場合はスタッフに報告した。記録類は本研究でしか使用
せず，得たi吉報から他人が特定できないように配惑し秘
衝を厳守し，研究終了後には支{壬を持って破棄することを
説明した。
{結来・
6 E11討の観祭二]IIj.夕食の前後で合計'38待問30分)から.
132:1品liii.202のコードがあり • 20-lTブカテゴ1)一. 7カテ
ゴリ…が抽出されたほ心。
認知抜高齢者はド…ルを防、わいいjと言って抱き.昔の

話を回想したり.r赤ちゃんは大切なものであるJと認識し
世話をしていた。
また世話をすることにより疲れる様子がある場合は股話を
一人でさせないようなケアが必要であると考えた。
ドールセラピーにより，他者に関心を持つ.rかわいいjと
心地よい'1夫の感情を得る.母親役割を想起するという効果
が明らかになった。

表認生j]症高齢者のドールに対する反応

カテゴリー サブカテゴリ

かわいい赤ちゃんを抱く;・ドールを fかわいいjと感じ関わる

-奥I球がわき， ドールを抱く

若手ちゃんの1量殺を ;・ドー)vのi詮認をする

すすんでする 1.1肢をえってきかせる

診を忠、いwす . 1去の;rliをする

トトルと楽しく遊ぶ

fむままに関心を持つ ! .他者ーを気i立う
. f也'i!i"二合わせる

赤ちゃんは -ドールを主立米lこ扱う人に対して怒る

大切なものである -ド…Jレを心配する

-ドールを独占する

-ドールをi3t，愛する
-子干ぎを火事;こする

子育てに疲れる -ドールを抱かない

-子育ては大変である

-ドーJむを抱いてウトウトする

-ドー)vに災tI朱がない
赤ちゃんのI!t訟は.一人 -ドー)vの名前は重姿でない

ではできない -ドーJむをf言綴できる人;こま貢げる

-ドールが身につけているものに戸惑う
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360)脳血管疾患後遺症を持つ高齢者にとっての適所I)}¥ 

どリテーシヨン継続の意味

高橋伸江〈静関県厚生連看護専門学校)

倉田貞美(活松陸科大学医学部看護学科)

{日的}
高齢社会の到来とともに 脳鼠管疾患後遺症を抱えて暮ら

す高齢者が増え議所リハビリテーション(以下通所リハ

ピリ)の重要性が認識されているc 生活機誌の雑持・

には， 1)ハビリを鍛続することが有効とされJ心身機能の

改善が確認されている。しかし通所リハビリ絞絞には，

どのような要留が関係しているかについて，高齢者の語り

から得られたものは少ないc そこで¥脳鼠管疾患後遺症を

持つ高齢者の通所リハピリ継続を支える要弱について明ら

かにすることを詩的とした。

{研究方法]

対象者は，日選康管疾患後遺症を持ち造所1)ハピ 1)に通う高

齢者で，通所開始後おおむね 1年を経過し会話が成立し

意思疎通が可能な 8名としたc 調査は，半構成面接i去と参

加観察法を用いた。逝接では，通所1)ハど1)に通うことの

思いや通うことでお党された心身の変北をできるだけ自邸

に諮ってもらった。諮られた内容は逐語化し分析は修正

版グラウンデッド・セオリー・アプローチを用いた。分析

内容の信頼性を得るために，分析過設において指導者によ

るスーパービジョンを受けた。研究結設及び対象者には，

研究の趣旨・プライパシーの保護・安全性の確保等につい

て，口頭と文香で説明し承諾を得たc 本研究は，浜松阪科

大学援の倫理委員会で承認された。

[総采と考察}

通所リハビ 1)の継続を支える要関は， 7つのカテゴリーと

それを構成する16の概念から成っていた。〔自立拡大への

切なる希望と挑戦〕カテゴリーは，<役立つ存在への信

念>や<真撃な 1)ハピリへの取り組み>等の概念から構成

されていた。〔高齢者の尊厳を重んじるケア〕は，<飽人と

して尊重される実感>と<擁設での援心地の良さ>から成

仏〔相互における信頼関係の畿成)は，<開かれた心への

転換>と<舘綴できる対応>から構成されていたむまた

〔儲々に却した 1)ハピ 1)専門ケア〕は単一の概念からなる

カテゴリーであり， (介護負担補うi議所サービス〕は，<家

族介護者への介護負担への懸念>と<継続を支える送迎

サーピス>から講成されていた。〔生活機能回復への確か

さ〕は，<習穣化された 1)ハピリ体操>や<生活機能拡大

への手応え>等から成り， (有意義な時潤の確保JIえくわ

くわく体験護得>や<心を満たす濁11染みの歌>等から構成

されていた。これらの7つのカテゴリーによって，通所リ

ハビワ継続が支えられていることが明らかにされた。通所

1)ハビリに通う高齢者へのケアは， 7つのカテゴリーを中

心としたケアの大切さについて，施設スタッフが共通認識

を持つことが求められるo なかでも，高齢者の自尊心を支

えるケアは，先仔研究における主体性を引き出すケアを

付けるものであり，通所1)ハピリ継続を支える要になるこ

とが示唆された。

361)離床センサーマットの取り外しにおける看護舗の斡

断要器

片関美香子，穂村香識，杉山古代

(大陵市立弘済j涜附属病院)

上渡洋子(大阪市立大学霞学部者護学科)

[自住吉}

転鈎i転藩の予紡対策として離床センサーマットを使用する

場合は非常に多い。しかし安全を確保して離床センサー

マットを取り外す時の判断基準は様々であるc 今回，離床

センサーマットの取り外し特における看護簡の判額要調を

明らかにするc

{研究方法}

対象者は看護婦12名。研究者生名で学構成的面接沼紙を舟

いて，研究者1名につき対象者 1名としてプライパシーを

篠保しながらインタピ、ユーを行った。離床センサーマット

の事聞は取り外しができた事例と，できなかった事部の 2
事例!とした。データ分析:得られたデータは逐語録として

まとめカテゴリー化しさらにサブカテゴリーに分析した。

倫理的記長室:研究の意義と内容， i官報保護を苛うこと，樹

答の拒否権利や呂的以外に懐報を使用しないことを紙面を

用いて説暁し向意を得たc

{結采}

5つのカテゴ1)ーとそれぞれについてサブカテゴリーが抽

出された合カテゴリーとしてく移動時の身体が安定でき

る〉で¥サブカテゴリーは， r立{主主手椅子の移乗，歩千子が

安定できるJr夜認に熟腫できるjであった。くナースコー

ルが適切に使用できる〉では， rナースコールで用件を伝

える事ができるJr援助が必要な特に押せるjであった。

く排法状況の把握ができる〉では， r排法パターンが分か

るJrポータブルトイレの安全な{立置が分かるJであり，

く患、者の遠藤がない〉では， r他者に援助をゆだねられるj

る言葉が関かれないjであった。く議額的な中止

の判断ができる〉では， r審議闘の意見が一致するJr受け

持ち看護締が中止を決定できるjであった。

[考察]

移動時の身体の安定については，i詰;訂後の暗い環境でふら

つき足元が不安定になるなど，睡眠状態にも左右されるの

で，身体の安定の確認が重要である。ナースコールが遮切

に抑せないことでは，一人でできると送信して行動に移す

などの危換性から，ナースコールの適切な使用への援助が

必要であるc 排法状況では，尿意を感じてから委譲締が訪

室するまで待てないなどの患者の{服部性の抱擁が必要であ

る。また，排准パターンを把握するまでに時開を要するの

で，定期的な排挫の援助や待つ姿勢が重要であるc さらに，

排般の援助に対して恥ずかしいや申し訳ないなどの患いで

必要な援助を求めずに転倒する危換性から，できないとこ

ろの援助を他者にゆだねられるような働きかけを看護舗は

する必要がある。者護締が離床センサーマットを取り外し

にくい理由として，取り外し後の転倒の不安や，退院前の

転倒は避けたいなどの思いがあり，これらのことが看護陣

のジレンマになっていることが明らかになったc ナース

コールに頼らずに先取りの看護の必要世や，離床センサー

マットを設覆しているので安心という看護蹄の意識の変革

が重要である。
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ポスター会場 1 67群

362)地域で生活する 60歳以上の住民の臼控に関する自覚

症状と口控疾患の関連

坂下玲子，大塚久美子，一回平倫子(兵庫県立大学看護学部)

鶴間真理子(神戸大学病院)

[目的}

口JI空の健康を維持増進するためには，高齢者らが，自らの

口i控状態の変化を自覚しモニタリングしながら，立腔ケア

や受診など適切な保健持動を行うことは不可欠であり，そ

れを援助することは看護職者の重要な役割と考えられるc

今回は地域で生活する高齢者が，自分の口腔の状態をどの

ように自覚しているのか，それは日腔疾患をどう反映して

いるかを検討し今後の資料とした。

{研究方法]

地域で生活する60歳以上の住民を対象とし地域住民に調

査への参加を広く募った。自覚症状や口睦保健行動(口睦

の健康の維持，翻復，向上のための持動)に関する構成的

立百接と競科援による口控疾患、診査をおこなったが，今国は

口聴に模して悶っている問題(主訴)および自覚症状と口

腔疾患の関連について報告する。 怠覚疲状として，出血，

歯の動揺痔痛，機能障害，知覚過敏.口臭.口渇につい

て質問した。口肢疾患はう蝕など歯の状態，歯周疾患，口

腔粘H~1の災常等を評価した。倫理的記慮として，研究内容，
研究への参加・中断の自由，プライパシーの保護等につい

て口頭と文書で説明し同窓を得たC なお本研究は兵庫県立

大学三?護学部研究倫理委員会の承認を受け実施した。

{結果}

参加者は424入性140人女性284人)であったむ主訴が

あると IHI答した者は164人 (38.7%)，自覚液状がある者は

318人 (75.0%)であったがその割合は年齢の上昇とともに

減少した (x 2検定• p<0.05)。性別で有意な差がみられた

のは口渇と口臭でいずれも女性の方が自覚する一者の割合は

高かった (x2検定，p<0.05)。自覚症状はあっても183人
(57.5%)はそれを開題とは考えていなかったc口腔疾患と

の照連においては，歯の動揺，口臭の自覚症状があるもの

では未処置う歯が有意に多くみられ，出血，歯の動揺，口

j誌の自覚症状があるものでは歯周疾患が進行していると考

えられた (Mann-Whitneyのじ検定， p<0.05)c 歯科治療が

必要な状態にあると考えられたもののうち230入 (80.1%) 
に自党症状があったが.その説会は年齢と共に減少する傾

向にあり，また女性より男性が有意に少なかった (Mantel-

Haenszel統計検定， p<0.05)c 
{考察}

自覚症状と仁i腔疾患の関連がみられたことから，自覚症状

を手がかりとして口控の問題を予防していくことはある殺

皮可誌であると考えられた。しかし自覚症状があっても

半数以上はそれを問題とは捉えていなかったこと，また，

男性や高齢になるに従い問題をもっていても症状を自覚し

ない傾向があったことなどから，これらの人達に症状を認

識してもらい保健行動につながるような働きかけを検討す

ることは今後の課題であると考えられたっ

363)訪問看護師の「在宅の看取りjの諮り

松下出笑子.植村小夜子{明治国際医療大学看護学部)

{目的]

在宅ケアの現場では.訪問看護師は高齢者や末期がん患者

のターミナルケアを支える重要な役割を担っている。今

般L在宅ターミナルケアを行った訪問者護主ijiが「夜宅の看

取りJについてどのように感じ，捉えているのか明らかに

することを呂的にインタビ、ユ一部資を実施した。

{方法]

対象は在宅ターミナルケアの導入期から死別期までの一連

の継続ケアの中で「在宅の看取り jを体験したことのある

訪関看護締 3 名であるc 調主をは2007年 7 月 ~10月にとや構成
的インタピュー法を用いて行い，インタビ、ユーは許可‘を得

てICレコーダに録音，逐語録を作成した。分析は f在宅の

看取りJiこ関する思いや考え，千メージとして表出された

ことばに住居し 5名のインタビュー内容の共通性，相違

性に着毘しながらまとめた。分析にあたっては訪問看護締

経験年数10年の訪問者護締および地域看護学領域の大学教

員2名のスーパーパイズを受け，厳密性確保に努めた。 倫

理的配惑として，対象者には研究の趣旨，方法，法名性と

'1官報の保護，権利，また分析終了後にはすべての逐語録，

デ…タを破棄することを説明し文書で承諾を得たQ

{結果および考察}

インタピュ一対象となった訪問看護部の年齢は30代2名，

40ft 3名で. 5 名すべてが過去に 5 :9三~1O年の病院での看

護flili経験年数を持っていたc 宅での器取りjについて，

これまで自分が行い，感じていた;病院の器取りjの場を

りに取り混ぜ，対比して語られた。お!淀の者取り，土「家

族放り wされて医療従事者間むJf知らん人に囲まれる最

後Jf(家族は)カーテンの外に締め泌されるJf(家族が)

駆けつけてj行われ，また f夜、たち(者護締)は仕事とし

て，看取りの処置をしてしまう状態だったjというように，

<家族不在>のまま家族と看護締の心が<分離>している

場と捉えていた。一方:在宅の看取りjは fみんなと顔，

会わせてH家族に見守られながら」というように<家族が

存在>し f家族が看護師さんと一緒にやりたいと手を出

してくれる」と家族と看護締の<一体感>があると捉えて

いた。そして， f何かあったら最近は病院なんやけど。そ

うじゃなくって，ほんとの生活の一部，ほんとの生活の延

長線なんかなJというように.死はその人の<普段の日常

生活の延長>であると捉えていた。このように，訪跨看護

師にとって在宅の看取りの支援に関わることは，それまで

経験していた病院の看取りについて.改めて考え，思いを

巡らしそれと在宅の看取りを比較しながら，肴護締とし

て看

と考えられる O また，死は普段の生活の延長線にあること

を見出すことで¥本人，また看取る家族にとって，死は普

段の変わりない日常の，時の経過の中で訪れることを，訪

問零護側の中にf立潰づけたと考えられる。
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ポスター会場2 68群

364)急性期病読の地域連携および退説支援への取り組み

状況

森鍵祐子(東北大学大学院医学系研究科保健学専攻)

叶谷由佳(山形大学法学部看護学科)

f左藤千史(東京法科競科大学大学院保健衛生学研究科)

[話的i
急性期病院の在続日数の鐙縮とともに底療およびケアが

必要な状態で退院する患者が増加しているc 患者や家族が

安心して退院後の生活を過ごすためには，効率的かっ地域

と連携した退院支援を行うことが必要であるが，指院によ

り差異があると考えられる。そこで，本研究では，全閣の

急性期病院における地域連携および退院支援への取り毅み

状流を明らかすることを日的とした。

{研究方法]

「病院要覧2003-2004年版jに掲載されている会留の一般

病院のうち，救急告示指定があり一段病床数200床以上の

1，210病院の看護部門支在者を調資対象として.2007年7月

から 8月に郵送紫関紙欝査を行った。倫渡的記長室として写

本調資の趣旨，援名牲の保護について文書で説明し紫i習
紙および詞意書の返送をもって用意を得た。本研究は，東

北大学涯学部・医学系研究科倫理委員会の承認を得て実務

された。

{結果}

458病院から期答が得られ(拐収率37.9%)，そのうち

時に救急告示指定がないまたは一般病床数200床糸満の病

i誌を除いた359病誌の問答を分析した(有効回答率29.7%)
対象病誌の一般病床数は409.2土 190.l床.一綾子お沫の王子均
夜院日数は16.1土2.9日であった DPCを導入している病院

は104病筏 (29.0%)，地域連携クワテ千カルパスを導入し

ている病i誌は103病院 (28.7%)であった。併設施設・サー

ピスがある病院は221病続 (61.6%)あり，訪問審議案・ス

テーションが160病院 (44.6%)と最も多かったc 地域i童謡
部署は353病i淀(98.3%)に，退院支援部署は194病院(54.0%)

されていたc これらの項gが平均在段日

るかについてMann-Whitn町じ検定を用いて分析したと

ころ.DPCを導入している病院の平均在段釘数の中央伎は

15.0日であり，導入していない病能の16.08に辻し有意に

綬かったゆ=0.012)。また，地域連携クリテイカルパスを

している病院の平均在段5数の中央値は15.0日であ

り，導入していない病院の16.0日に比し有意に短かった (p

=0.001)0 その他の項目については，有意な差は認められ

なかった。

[考察}

先行研究に比し地域連携部署や退院支援部署の設置総合お

よび訪問看護室の併設割合が増加していることから，急性

;器病設において地域j童謡および退院支援の体制整備が進め

られ，在宅産療の充実が図られていることが推察された。

また.DPCの導入ならびに地域連携クリテイカルパスの導

入という診療報観上の加算が王子均在既日数に大きく

し医療機能の適切な分北および逮携につながっていると

推測された。

365)笹宅介護における捧擢予防行動と介護育定惑との欝

選

寺境タ紀子，安田智美，吉井忍

(富山大学夜学部看護学科)

藤田尚子(富山系立中央病院)

{自的]

在宅介護において，主介護者の行う苦手療予防行動と介護肯

定感との際速を明らかにする。

{方法}

研究対象者:/4，.県内の訪関看護ステーションの満足度調査

を行ったうち，袴癒を有するリスクが高いとされる日常生

活自立度8・Cで65歳以上の高齢者を在宅で介護している

主介護者。言語査方法:研究の主皆にi司窓;の得られた各訪湖

テーションに依頼し対象者に諜査察を配布しても

らったっ記入後の調査察は藍接関答者から郵送にて開戦し

た。調査内容:要介護者の属性，介護者の属性，

行動に関する28項居。また，介護肯定感については楼弁の

常定的評価尺度14項目を用いた。統計処理には解析ソフト

SPSS Ver.l2.0]を用いた。 倫理的恕癒:研究の主設を説明

し援名性とプライパシーの保護について説明した。尚，

本研究は富山大学倫理審査委員会の承認を得た。

[結果}

議査票は910部を詑布したうち.589部の返イ言(留)1又率64.79心
が得られ，本研究の分析対象者は121名 (20.5%)であったc

因子分析の結果，常定惑は3国子が抽出された。第1国子

ではコニアマットレスを使用しているが，身体の向きを変

えているjの実施 (r・-0.233. p < 0.05). 身体を支える

ために背中や足にクッションを挟んでいるjの知識 (r

-0.228. p < 0.05) .日占分な食事を摂れない持は，間食を

摂るようにしているjの知識 (r口一0.266.p<O.Oりなどの

日と有意な相関が認められた。第 2因子では窪って

いる持は，両手でお尻を浮かせて底追を取り除いてい

の知識 (r・口-0.183. p < 0.05) .たんぱく貿を摂るための

として，好みのものを一組追加しているjの知識 (r=

-0.213. p< 0.05)と実施 Cr= 0.279. p<O.Ol). 
{立はドライヤーを使って乾燥させてはいけないことを知っ

ているjの実施 (r= 0.188. p<O.O切などの項目と有意な

相関が認められた。第3調子では十分な食事を謀れな

いときには栄養子誌や食事以外の工夫で栄養を張るようにし

ているjの知識 (r=-0.340. p<O.Ol)と実施仕立一0.240.
p<O.Ol).袴癒部{立の手当てには消毒を行わないjの実路

(r = 0.215. p< 0.05)などの項目と存意な諮問が認められ

たc

{考察i
本研究において，得搭予i功行動と介護肯定惑には関連が見

られたことから，より具体的な介護指導を行うことで，介

護肯定惑が高まることが期待される。今回の結果から，介

護を当然の行動ととらえるのではなく，介護者がよりよい

介護をしていると実惑をi弱めるような医療者の関わり，ポ

ジショニングや袴癒処置のような専門的知識を含めた介護

指導，在宅サービスの紹介や活用を提案し在宅介護をこ

のまま継続できるように働きかけることが重要であると考

えられた。
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366)在宅介護における樗寵予前行動と介護負担感との関

達

藤田尚子(富山巣立中央病院)

安田智美 r吉井忍，寺境タ紀子

(富山大学医学部看護学科)

{目的}

在宅介護において，主介護者の行う袴癒予防行動と介護負

担感との関連を明らかにするc

{研究方法}

研究対象者 :A県内の訪問肴謹ステーションの満足境調査

を行ったうち，袴癒を存するリスクが高いとされる日常生

活自立度B'Cで、65歳以上の高齢者を在宅で、介護している

主介護者。調査方法:研究の主旨に間意の得られた各訪問

審議ステーションに依頼し対象者に調査票を配布しても

らった。記入後の鵠査繋は夜接関答者から郵送にて閉~X し

た令諮査内容:婆介護者の尉性，介護者の斡性，袴癒予防

行動に関する28~資自 Q また，介護負担惑については. Zarit 

の“Thebu1'den Interview" B本語版評価尺震を用いたc

統計処理には解析ソフトSPSSVer.l2.0]を用いたc 倫理的

:研究の主詮を説明し匿名性とプライパシーの保護

について説明した。尚，本研究は富山大学倫理審査委員会

1!}'た。

{結果]
は910斉[\を配布したうち .589部の(回収苓~64.7%)

が持られ，本lすf究の分析対象者は121名 (20.5%)であった。

誠子分析の給来，災1!l.!i芸は4悶子の'f，11f11され，寄与ネが10%

以上の3泊予について 1出子ゅでは:寝衣，寝具を少な

くするよう心がけているjの知識(r・-0.218. p < 0.05) . 

っているi待は夜fiJ(901支)になるよう心がけているjの

実施仕立 0.270. p < 0.05)，毎食-11立たんぱく質のもの

をt去るようにしているj の知~l1\: (r=一0.200.p<0.05)など

の項目と有意な相関が認められたc 第2因子では?エア

マットレスを使潟しているjの知識 (r 0.182. p< 0.05)と

実施 (r・=0.222p<0.05). rエアマットレスを使用している

が，身体の向きを変えているjの実施 (r= 0.185. p<0.05) 

と有なな相調が認められた。第3掴子では 5座っている持

は，両手でお尻を浮かせて圧迫を取り除いている;の知識

(r = 0.205. p< 0.05)， r袴癒部{立の手当てには消毒を行わ

ないjの知識 (r -0.263. p<O.Ol)と実施 (r=-0.251. 

p<O.Ol)などの環日と有意な相関が認められた。

[考察i
栄養補助食品の紹介や購入方法に関する情報提供を行うこ

と.さらに樗癒予防に効楽的な製品で要介護者に合った

マットレスの紹介やクッションを用いたポジショニングの

方法，負担の少ない体位変換方法などの指導を行う必要性

が考えられた。また，エアマットレスを使用している家庭

においても，体位変換の必要性・重要性について介護者に

指導すること.正しい知識を提供することや，介護者の理

解を促すような働きかけが重要であると考えられた。

367)在宅女性主介護者の自説!と介護状涜および動脈硬化

危検富子との欝i嚢iこ関する検討

新宮タ香理，掘 容子(名寄屋大学医学部保健学科)

{はじめに}

生活習慣病やメタボリツクシンドロームのリスク要国とし

て，近年，注目されている肥満に捺点をあて，在宅女性主

介護者のBMI(Bodv mass index) と介護状況および勤続

磁化危険因子との関連を検討することを日的とするc

{方法}

対象者は.訪問審議ステーション，病院を通じてちらしを

配布して募集をし最終的に紙面による向意の得られた女

性主介護者160名を対象とした。調査は訪11隷を受けた調査

員が被験者宅を訪問し事前に送付した要介護者の状態，

主介護者の生活習慣や介護内容等の自記式質部紙の閤収と

鼠液検体の採取を行った。調査期間は2005年12月から2007

年4丹までである。分析方法は平均値の比較にt検定，関

連性にSpea1'manの相関係数を用い，有意水準は 5%とし

た。本研究は所属機関の倫理委員会の承認を得て，対象者

への説査主旨や任意の協力依頼の文章による説明等，十分

な倫理的記慮の下で実施したc

{結来}
対象者が介護する要介護者の平均年齢は76.9土 17.5歳で，

要介護!支は要介護5が51名. 4が31名， 3が42名であり，

その病名は1Jì~阪管疾患67名.認知症49名が多かった。対象

者の平均BMIは22.4土3.1kg/mで、あった。今閤. BMIとの

関連を検討した動脈硬化1訂後院予の王子均1[~ と標準偏差は以

下の通りである。 年齢:62.8:t 11.9歳，収縮期血圧:132.0土

22.9mmHg，拡?長j切liril.I:77.0土 14.2mmHg， TG: 120.6:t 62.3mg 

/dl. HDL-C: 61.4土 13.8mg/dl. HbA 1 c : 5.3ごと0.7%0BMIと

動脈硬化危険関子との関連を検討したところ，年齢以外は

いずれも統計学的に有意なゆく0.00関連を示し HDL悶C

のみ1'=-0.41であったが，その他の姿鴎との相関係数は，

r = 0.23~0.42の弱い関連を示した会介護状況として検討し

た項自は.介護期間， 1路線時間，食習'1貫，運動習慣，スト

レス， Za1'it介護負担尺度得点で、あるが， BMIと統計学的に

有意な相関を認めたのは.平均介護期間 (82.1土73.7ヶ月)

のみで， 1'=0.21と弱い正の相関を示した。その他の婆調は

いずれも統計必学的に有意な関連を認めなかった。排法等の

介護行為14項誌における介護霊の程度とBMIの比較ではい

ずれも有意差はなかった。

[考察1
3三介護者のBMIと勤扱硬化危険臨子との関連を検討したと

ころ， BMIが高値になるほど検査数値は悪くなる傾向があ

り，勤続磁化のリスクが高まることが明らかになったc ま

た，介護状況のほとんどの項目はBMIと有意な関連を示さ

なかったが.介護j密閉とは有意な正の相関を示し介護が

長j弱化するほどfJ~1誌になりやすいことが示唆された。これ

は年齢が影響:を与えている可能性も考えられるが，今関の

対象者では年齢とBMIとの有意な関連を認めなかった。こ

れらのことから，介護の長期化によって引き起こされてい

る何らかの要剖が存在することが推i泌された令
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368)馬手術期における継続看護に関する器内文献の分析

岩永和代， 五橋i翠子，宮本加寿子，ミ子崎明美

(子高i河大学註学部審議学科)

{目的}

在i定住数の短縮に伴い，周手術部看護における看護のよと震

は，病棟から外来へとシフトしている。関手術期の患者へ

偲別殺にそった援助を提供するためには，外来一病棟間の

連絡調整が必要となるc 日本での • J訟手術期における外来

一病棟間の継続審議の実態を把録し課題について示唆を

得ることを白的として，臨床研究の分析を行ったむ

{研究方法}

匿学中央雑誌のWebl抵Ver.4データベースより，過去10年
間 (1997~2007年)の看護の文獄を対象として，

and rJ認手術嬬jで検索した。さらに小児，潟産期を対象と

した研究，看護学生の実習.現世教育に関する研究，

録を除く文献を分析した。{文献の謹類研究デザイ

ーマ・内容?を分析のための挙{立とし〔テー

マ・内容]については. J詩手術期看護の経験のある研究者

で検討した。 倫理的配惑として，所属する施設の臨床研究

会の承認を得た。

{給条]

112文献を対象とした令{文献の麓類]解説が46文献，厳禁

が66文紋であった。同f究デ-lf、イン]実態報告，事関研究，

アンケート認去を研究，米議成的i話設による記述研究であっ

たな[発表年 1997~2000年16文献 200l ~2007年96 文款

で. 2006年が27文献と最も多かった令{テーマ・内容) ス

トーマ造設， PEG造設，移縞.乳説緑内i立 i校鎖摘出.食

などの術式や疾患、をテーマとした研究が多く，

セスを振り返り，解説する内容であった金次いで

ク1)ニカルパス.審議記録，外来手術・日漏り手術，読ま前・

術後訪問のテーマで，施設での看護実践を報告するもので

あった。

{考察]
解説，涼箸ともに，研究デザインに関わらず.術後に主卒、点

を当てた内容が多い。特にストーマ. PEGi造設等の患者を

対象とした事例研究が多いのは，術直後から退j淀後も引き

続いてケアを実践し患者が新しい生活習慎を獲得するこ

とが必要であり.絞続看護の必要性が高いためと忠われる。

また，クリニカルパスや看護記録をテーマとした研究では，

パスや記録の充実・活用によって.者設の継続性の維持，

費の保持をめざす必要性が述べられており，

要な要素であると考えられるc これらの研究を概観する

と潤手術鰐における継続審議の必要性や問題提起がなさ

れているが J主体的方策や今後のあり方まで言及されてい

ない。また，入i涜前の外来通i定時から手術までの継続看護

についてもほとんど検討されていなし、医療改革が進む中

で¥問手術期における継続看護の研究は増加しているが，

今後はさらに詳細な実態把握，また海外文獄の分析による

検討を行い，支援の方法を見出していく必要性が示唆され

たc

369)精神揮害者を援劫する訪問審護部の抱える屈難一契

約と援劫内容に関して一

林裕栄(埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科)

[13的i
訪問看護蹄の精神障害者への設効における関難のうち，契

約と援助内容について鳴らかにすることである O

[研究方法}

y10dified Grounded Theory Approachを用いたc 研究参加

者は，精神科病院に併設する訪問看護ステーション 2ヵ所-

に勤務する者護踊9名であった。データ収集は，ご主に個別

面接インタビューおよび向行訪開時などに行ったインタ

ビューによる。データ収集期跨は. 2002年11fiから2003年
8月にかけて. 1ヵ所自のステーションの者護婦を対象に

ベースデータを収集し概念生成を行った。さらに追加

データとして 2ヵ月号自のステーションに2005年8丹から10
月に出向いた。収集したデータは，分析焦点者を?訪問者

護制iJとし分析テーマを f精神路害者の訪問審議におい

て.看護締はどのような関難を抱え， どのように対応して

いるかjと設定したc これをもとにデータに対応する箆所

を確認し分析ワークシートを作成し概念を生成した。そ

の捺，類似測や対綴慨についても好材、め比較分析を行った診

生成された概念総jの関係から，サブカテゴワー.カテゴリー

を生成しストーリーラインを完成させたc 倫理的記長室は.

ステーションの管理者および看護締全員に口頭と文語:にで

研究目的と協力内容および稔理磁を説明し向窓を得た。

なお本研究計i弱者:は， 日本赤十字養護大学研究倫理委員会

の審査を受け承認されたc

{結果]
以下.trtl出されたカテゴリーは{工サブカテゴリーは

概念は<>で示すc

訪問開始時において，看護締は〔契約遂行の国難〕の

いまいな合意?のなかで.<引き受げざるを得ない>とい

う患いをもち緩助を行っていた。そして援助が始まると，

<報離に見合ったことをしなければならない>と患ってい

た。訪問して援助を行うなかでは. [在宅での援助の隠幾;

として一人で援助する恐怖や不安〉があった。このよう

な沼難がありながらも，利用者を<見過ごせない>という

使命感や<議強な利用者への共感>により援助が遂行され

ていた。看護師は援助の難しさを感じながらも.利用者と

く窓部的弱係づくり?を行いながら日常生活を支える

援助と，灯台療の継続を支える》援助を実施していた。

[考察}
訪再審議締の抱える摺葉Itは，契約から始まっていることが

明らかになった。契約にあたり利用者・訪問看護師・癖焼

額Ijの三者の合意形成が不十分で、あることが劉難をもたらし

ていた。次に，看護締;土利用者への援劫に伴うストレスを

感じていた。看護締は手Ij用者への援助内容がこれでいいの

かと患ったり，利用者との関わり方がわからずに迷いなが

ら援助を行っていた。このような在宅で行う援助の難しさ

により，職業的アイデンティティに揺らぎをもたらしてい

た。

(本研究は. 臼本赤十字若護大学大学続看護学研究科の博

士論文の一部である)
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370)大都市で持ち帰り食を利馬する高齢者の食生活と社

会資源について

中村陽子

(甲南女子大学看護リハビリテーション学部看護学科)

人見裕江(香jlU県立保健福祉箆療大学保健医療学部)

[研究目的]高齢者が住み慣れた地域や家庭で暮らしてい

くための食生活環境は，重要かつ緊急を要する今日的課題

である。本研究の自的は，総菜や弁当(以下，持ち帰り食)

を利用する大都市の高齢者の食生活の現状と社会資源につ

いて考祭するものである。

[研究方法}

倫理的記長室:調資協力者に対して，調査の自的，研究以外

;こは使用しないことを説明し同意書への署名をもって研

究への同窓があったとした。研究方法:調査対象地域は，

高齢化率23.2%のH市N夜。鵠査対象者および方法は，食料

品専門のスーパーマーケットH屈で持ち帰り食(弁当，総

を購入した65歳以上の高齢者52名に指頭インタビュー

を実施した。識変期間は， 2007年12丹から2008年2丹C 務

ままr'ヨは，年齢，性肱収入源，健康状態，食生活状況，

購入品.利用頻度，および社会資源認知等である。分析は

践について単純集計，カイニ検定にて比較検討した。

[結果]
男性43人 (83%) ，女性 9 入(17%) ，年齢は65~えから88歳

で，平均年齢および襟準偏差は72.7歳::t5.9であった。 収入

淑が年金18人(35%)，給与2人(4%).生活保護30人(58%)
であった。疾患治療については，現在治療中が38人 (73%)
なし17人 (33%)であったc 健康への不安は42人 (81%)が

感じていた。利用頻度は， 4手~ E!利用している人が23人
(44%)，遡 3-4間以上が18人 (35%)，週 1 2 @]10人
(19%)，月 1-2@!以下が1人 (2%)であった。平日用理

由は， (複数出答)便利36人 (69%)，おいしい3人 (6%に

安い30人 (59%にしかた無しに15人 (29%)，外出の機会

5人(10%)，運動になる 1人 (2%)であったc 購入商品

はご奴，弁当.野菜の煮物，天ぷら焼き魚、等が多かった。

社会資源の認知に関しでは，介護保険は49人 (94%)，ホー

ムヘルパー37人 (71%)配食サービスは詩人 (25%)が知っ

ていたっ食事サービスの希望は32人 (62%)あったっ簡の

状態と健康への不安との関係で (x2 5.763， p=0.03)，有

られた。

{考察}

帰 I)食の科F持者は生活沼窮者が多く，健康に不安を抱

きながら暮らしていた。また，毎日持ち帰り食を利用して

らし食事摂取が国難な口践状態である高齢者も多く，

低栄養の問題が危t~される。高齢者の食生活の践弱化は.
孤独死へとつながることが指摘されている。本語高査におい

ても，食事サーどスの希望者が多く，大都市で暮らす高齢

者の食の対策，援助が重要である。
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371)健康増進施設利用者の運動醤橿の維持と健麗留寵，寵

麗状欝，健康{累持能力に関する実態調査 (3)

見城道子，江上京盟，守屋治代，出元由美子

(東京女子産科大学審議学部)

{研究目的]

121世紀留民縫康づくり運動jの中間報告では運動習慣者

は3割程愛であり，厚生労働者は，運動管慣者の増加を推

進しているc 本研究では継続初f究として健康増進路設利用

者の運動習慢の維持と健康習噴，健康状態，健康保持詑

力との関連を明らかにすることをg的とした。

[研究方法}

A!思B市の健康増進路設を利用する20歳以上の男女のうち，

平成18年度の質掲紙器査において間意書の返送と

に参加の意思表示のあった254人を対象として，自記式質

問紙による郵送調盗を前国言語去をから 1年後に実擁したむ測

定項目は，器本的属殺，運動習讃，健凝習慣 CHealth

Practicεlndex : HPI).健康状態 (SF36v2).縫康保持能

力 (Senseof Cohε問 nce: SOC).運動議続または中断した

理治(自由記載)であるc 分析はSPSSv紅討を龍用し各

項目の記述統計笠，各縫康指標と遼動習慣の関連を解析し

自由記載はよく読みカテゴリーに分類した。倫理的記

躍は.調査の趣旨，匿名性，自由意志で、の協力を

明し費出紙の返送をもって調査協力の受諾とした3 本研究

は東京女子短科大学倫理委員会の承認を得た。

[結果}

資i湾紙は254部配布し 193部閉~又(回収率75.9%) した。そ
のうち有効期容は157きれ有効問答率81.3%)であった1.

対象者の特設:遂動管讃あり56.1丸運動習慣なし43.9%で

あ札男性は女性より運動習慣があり x2検定で有意

があった (p .003) 0 HPIは4点以上が9096と大半が健康

な生活習僚の人で， SF36v 2は国民標準値にほぼ一致し

SOCは一殺成人の平均値よりおかった。運動習僚の有無

別では， BMI. HPl， SOCは， t検定で、有意2をはなかったQ

2. 言者年授との比較:運動習鑑あり苦手 (n=88)の縫康指擦

を比較すると， t検定で有意義はなかったむ前年からの運

動習慣加に 12年以上あり J 1年間あり J1なしjの3群

践でHPI， SF36v 2， SOCを比較すると一元記置の分散分

析でSF36v2下位尺度VT1活力J(p =.047)と祝日 じ心の健

康J(p口 .023)に有意義を認めたc 3. 運動継続の理由は

〔健康の維持増進[体力の維持増進〕など16カテゴリ}摘213

コードに分類され護観j習慣の有無加の理由には大きな違

いはなかったc 運動中断の理由は〔忙しくなり時間が取れ

ない〕など5カテゴリー23コードであった。

i考察]

健康精進路設利用者の各健康指標と運動管壌は関民一般よ

りも高く保たれ，運動習領 12年以上あり J11年部ありj

fなしjの3群では， SF36v 2のVTとたi況に有意差を認め

たことから，運動習慣には意欲を持ち行動する涼動力とな

る f活力jゃ f心の健康jが影響することがわかった。運

動継続の理由は運動習慣別の差はほとんどなかったo 本

研究は， MONAC掛川市健康調査助成を受けて実施した)

372)高齢者の鑓麗の維持・増進に寄与する予訪的皮j露保湿

ケア(第一報)…角麗水分鐘変化かうみたケア効果一

根来生由美(大寂府立大学者護学部)

葉山有香(大阪大学大学院法学系研究科)

井上智子(大阪大学大学龍産学系研究科)

{話的}

皮1替は健康状態を反映するバロメーターとされる。皮腐は

加齢とともに乾燥しやすく，縫淡度の抵下を招きうる O そ

のため，高齢者が自己の皮膚に器心を持ち， 臼常生活の中

で茂}替の乾燥を予防する行動をとることは非常に重要なこ

とであるc そこで，地域高齢者を対象に，予坊的保湿ケア

の者護介入を実施し角層水分量の変fとから介入の効果を

検証した。

[研究方法]

対象は，老人会活動に参加する65議以上の高齢者で訂正究に

同意の得られた殺とした。対象者の魚層水分蚤(膝下:閥

膝叢骨内側額lOcm下部)を 7:;露関の期鵠をあけ 2田測定し

た。 1閤呂の測定後に対象者を 2群にわけ，介入若手には保

湿布:J (セキューラML)の提供と日常生活のゆで実施でき

る夜腐乾燥予防方法について自作のパンフレットを用いて

情報を提供した。対照若手には. 2朗自の測定後，介入群と

同様の介入を行った。 測定は平成19年 5 月 ~9 月に公民韻

老人会活動の場で実施した。分析は. SPSS for 

windows15.0Jを使用した9 本(Vf究

部研究倫理委員会の承認を得て実施した会

{結果]

対象者は介入群20名，対照群20名で，王子均年齢は介入群

74.0土4.6議，対日空群73.4会 5.0歳であった。対象者を 1屈呂

の調資持の角層水分愛で乾燥者(10μS未満)と

(10μS以上)に分類しょと較したところ，介入訴の乾燥者14

名 (70.0%)の魚怒水分笠は6.7土1.9μSであり，介入後18.2

11.5μSとなり，有意に増加 (p<O.Ol)した。ゴド乾燥考に

有意な増加はなかった。また. 1鶴自の識変時の対照群の

乾燥者12名 (60.0%)における魚層水分量;は8.3会1.2μSで

あり， 7道路後14.9土 14.0μSであった。対照群では，乾燥

-非乾燥者にかかわらず有意な増加はなかっ

[考察}

保湿剤の使用や乾燥予紡方法の情報提供を行うことで，

燥していた者に関しては，角履水分量の有意な増加があり，

介入の効来が認められた。乾燥していない者は，介入を行

なうことで，現状を維持でき，予防につながりうることが

推察された。高鈴者のうち半数以上の者に膝下の皮腐の乾

燥が認められたことからも，季節を関わず.讃極的に乾燥

予防ケアについて推奨していく必要殺が示唆された。{采i毘
浄jを使用することで皮膚の乾燥が緩和されることは日常的

に経験することではあるが，健康の維持増進を援助する

護験者が寵接地域高齢者に働きかけ，高齢者が自分でケア

を実践することの成条を検証した研究はこれまでにない。

この研究結果は今後，高齢者の皮膚乾燥予拐を日指したセ

ルフケアを支援していくうえで重要な基礎資料となりうる。

本研究は慰留法人フランスベッド・メデイカルホームケア

研究・助成財留から助成を受けて行った。
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373)高齢者の健康の維持・増進に寄与する予訪的度腐保湿

ケア(第二報)ーセルフケア行動!こ着自して

葉山手子香，井上智子(大阪大学大学院医学系研究科)

根来佐由美(大i夜府立大学看護学部)

{自的i
皮腐は加齢とともに乾燥し健康度の低下を招きうる。そ

のため，高齢者が自己の皮腐に関心を持ち， 日常生活の中

で皮腐の乾燥を予防する行動をとることは重要なこととな

るc そこで，地域高齢者を対象に，予防的保湿ケアの看護

介入を実施し皮腐のセルフケア行動や自覚症状の変化か

ら介入の効来を検託したc

{研究方法]

対象は，地区老人会活動に参加する65歳以上の高齢者で、研

究に侍意の得られた者とした。対象者に，角j替水分量のiHU

(膝下 :jjlij膝蓋骨内側穎lOcm下部)と質関紙調査(乾燥

やかゆみの自覚. 1泉混剤の使用習'r賞，度腐への関心等)を

7週間の期間をあけ 2問実施したc 1関自の調査後に対象

を2群にわけ，介入群には保温剤の提供とパンフレット

を問いて皮膚の乾燥予防方法についての情報を提供した。

対照鮮には. 2冊目の間交後に情報を提供した。調査は平

成 19:II: 5 月 ~9 月に実施したc 分析は. SPSS for 

windows15.0]を用いた。倫理的自己惑として，対象者には.

研究の日的・方法.プライパシー・個人情報の保護，研究

への参加協力の自由意思，参加協力の拒否権，利訴不利益

について i二I~J{および議:面で説明し;1J:mîで i潟 2立を得たなま

た.大阪府立大学看護学部緋究倫理委員会の承認を待て研

究を行った。

[給見ミ}

対象は介入群20名，対照群20名で，平均年齢は介入群74.0

土4.6歳，対賠M73.4土5.0歳であった。 1回臼の調査時の角

層水分量は介入群9.0土 5.2μS.対照若手10.8土 4.3μSで. 2回

目は介入群15.7土 10.3μS. 対照lff:17.6二と 13.7μSで雨群とも

有意な増加 (p<0.05)であった。l[泊目と 2由自の質問紙

の関答を比較すると，乾燥の自覚がある者は，介入群で10

名 (50%)から 4名 (20%)に， 対照若手で11名 (55%)か

ら10名 (50%)に減少した。かゆみの自覚がある者は，介

入群で5名 (25%)から 2名(10%) に減少し対照群で

は7名 (35%)のまま変わらなかったc 保湿剤を使用する

ようになった者は，介入若手で8名 (40%)，対照群で3名

(15%)であった。皮j議に対する関心、が高まった者は介入

鮮で8名 (40%).対照若手で4名 (20%)であった会

{考察}

減税とも角層水分量:とセルフケア行動や皮膚症状の自党内

に変化が認められたっこれは，対象者が魚!浸水分量の測

定や質向紙に問答することで¥自己の皮腐の乾燥に関連す

るセルフケア行動を振り返るきっかけになったためと推察

されるc 皮膚の乾蟻をぞ予防するための看護介入として， 自

己の生活を振り返ることができるような問いかけや，測定

会を行うなどして働きかけることで，対象者ーがより効条約

に予防行動をとることができうることが示唆された。

本研究は財団法人フランスベッド・メデイカルホームケア

研究・助成財捌から助成を受けて行った。

374)高齢者の健康増進に向けた fちんどんセラゼーJの効

巣

人間関j司{掲問看護法療大学)

m君支，佐藤和子(佐賀大学[芸学部看護学科)

[ e1(10] 
夜宅高齢者を対象に.rちんどんセラピを実施しその

前後で¥対象者の神経系，内分泌系，免疫系の反応および

気分の変イヒ等を評錨しさらに観賞中の表情・行動を分

析することで.rちんどん七ラピーJの効来を明らかにする。

{研究方法]

対象は総合保健施設の通所・サービスを利用している高齢者

で，調査に同意の得られた「ちんどんセラピーJ介入群(18
名)，非介入群(対照若手)12名である。王子自の午前中に，ち

んどん震を専業としている協力者による fちんどんセラ

ピ-Jを行った。介入前後に採血を行い，神経系，内分泌

系，免疫系の変化を分析した。気分評価には 5段階尺度を

用いた。また，介入中の表情・動作行動をビデオ撮影し

対照群は加の日の午前中に 2間採血を行い，介入群と比較

検討した。本研究は佐賀大学倫理委員会の承認を得た上で、

実施し

{結果}

介入群では， βエンドルフィン値，アドレナ 1)ンf底ノル

アドレナリン伎が介入前と介入後の開で有意に高僚を

し，コルチゾール1r~は有意に抵下したが， NK細胞活性は

上昇傾向を示したが有語、な2をは認められなかったc 対照苦手

では， 21mのそれぞれの1nむこ有意な差はみられなかった合

気分評flIfiは実施前と実施後で決の万戸jに変化したc プログ

ラムの樹 I~II.主では，日三すだれj が11之も高く.蹄りの場面で
笑顔が多くみられたc

{考察i
fちんどんセラピ-Jの特徴は.ちんどん太鼓やゴロス，ト

ランペットなどの楽器で生淡奏を行い，場内を繰り歩くプ

ログラムで構成されている。高齢者に賑やかでリズミカル

な音楽，大道芸，設締り等を行うことは，交感干1jJ綬系を刺

激して適度な緊張状態に導色心身の活性化につながると

同時にストレス軽減に役立つと考えられるや「ちんどんセ

ラピの楽しい笑いによって，高齢者の気分を高め，神

経・内分泌系に影響を与えて，高齢者の心身の健康増進に

役立つ可詑性が示唆されたな

p~O.008 μg!dt 
~~n;t r一「 o喜E

20i 80-j γ ロ後 p~O.o04 

「一寸

60十
。

15i ? 
ロ後

;;白U 日
04 O 

介入あD 介入主主し 介入あり 介入なし

関l アドレナリン飽の変化 関2 コルチゾール値の変化
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375)女性看護職員の予防的セルフケア行動による冷え症

改善の検討

杉本奈央(金沢大学附属病院看護部)

八塚美樹(富山大学法学部審議学科成人看護学 2)

[13的]

冷え症は女性看護職員の生活スタイルと密接に擦係し冷

えとそれに伴う自覚症状は苦痛をもたらし健康やQOLに

も影響を与えるc 女性看護駿員に対し冷え予防実践プロ

グラムを実行することで冷えに伴う自覚症状の改善を関る

ことができるかを検証した。

[研究方法i
期潤・ 2007年 5 丹 ~12月.対象 :A県内にある 3 病践に勤務

する冷えを感じている女性看護駿員30名.対象者を無作為

に2群に分け. 6ヶ月間，冷え予防実践プログラム{冷え

に関する靖報提供，衣服の調整等の偶人の生活習壌に合わ

せた支援. 1か月ごとの面接)を行う 15名を実行訴.稽報

提供のみの15名をコントロール群としたc 認まを内容:6月，

9月.12丹に，冷え評価シート (VAS)(冷えの軽度，

の冷え症診断基準，冷えに伴う自覚疲状.冷えによる

臼常生活における活動性，就業時三の体調，冷え症予i坊の認

識).f本j鼠血圧.ij長拍測定を行った令分析方法:SPSSI4.0 

Jを使用し各項自について記述統計 Wilcoxon検定，

Mann-Whitneyじ検定を行った (P<0.05) c 面接内容は，

Prochaska ] 0らの汎理論モデルのステージ理論「無関心

期J関心期 r準備期Jr実行期維持期jのち期に分け

分析したc 倫理的記長室:1得意書:を用い，本研究の主毘方

法，途中辞退の権利，プライパシーの厳守等について説明

し同意の箸名を得たc

{給条]

(1)冷え評fI弱シート:冷えの程度.介入後，実行群で冷え

を有意に強く感じるようになった。冷えに伴う自覚症

状:実行若手で fだるいJrむくみJ疲れjが介入後に有意

コントロール群で介入後に有意に改慈した自覚

症状はなかった。冷え痕予防の認識:実仔群，コントロー

ル群共に介入後で有意に認識が高まった。その{むの項目で

は変化を認めなかった。 (3)而接内容:実行若手，コントロー

ル群共に冷え予防の必要性を感じていない f無関心期jか

ら始まり，冷えの関心はあるが予防的セルフケア行動{こは

結びつかない「関心期J.冷え症予防の重要性を理解し行動

に結びつけようとする f準俄期J.自分に適した予i均的セル

フケア在勤を実践する f実行期jまでは同じ経緯を経てい

たっ実行群は予防的セルフケア行動が習慣化した「維持期j

まで溺達していた。 (4)体温，血圧. ID色鉛・実行群，コン

トロール若手共に介入前後で変化を認めず，介入後の笑仔若手

とコントロール若手の簡に有意義は見られなかった。

{考祭}

冷え予紡実践プログラムによる介入の結果.実在群は冷え

に対する感受性が高まり，冷えに伴う自覚症状の「だるいJ
fむくみJr疲れjに改善が認められた。今後は.季節を通

して継続的かっ定期的な介入をし季諮による認識や予防

的セルフケア行動の変化をみると同時に.長期にわたる介

入によってより強く予防的セルフケア行動を定着させ，維

持できるように関わっていく必要があると考えられる O

376)総合病読で儲く審護職員の鑓康議遂行動と器薬性ス

トレスとの関連

菊池賂i工海老浮陸(東京女子提科大学看護学部)

[目的}

これまで働く女性に銭点をさ当てて健康増進行動に関する

態調交を行ってきたむ保育士・幼稚i麹教諭では首・清の慾

札腰痛，戸がれ，組頭痛はあるが規開正しい生活を心が

けるなど幼児教育に関わる職業の特殻を示したc 今関{主審

の縫康増進行動と識業性ストレスの実態を明らかに

し両者の器連牲を検討することを自的とする

[研究方法}

入総合病j誌の助産臥看護部，准看護締を対象に20昨年5

月，留寵愛関紙調査を行った (232部会長女性.@)収率

96.68%)0調査察は各病棟看護師長から調査対象者へ配

布，記入後は各自で返信用封荷へ封入する方法で回収し

対象者の匿名牲と自己決定の権利を保障した。設陪紙i土田

代ら(1997)の建康増進行動尺度を参考に30項目，錦戸ら

(2000)の駿議性ストレス簡易質問紙20項自(いずれも 4段

階評定λ健康状態を尋ねる攻自からなるc 分析は統計ソ

フトSPSSI5.0]をmいて各項自

動と職業性ストレスとの鍔で相関係数を求めた。

{結来と考察i
対象者の平均年議会35.6土 11.4歳，家族形態は単身15.9%.核

家族43.5%.複合家族40.1%。 既婚者52.2%のうち子ども

50.0%。自覚的健康状態は f縫康 60.4丸 f健康で、ない

38.3%. 無問答1.3%。自覚症状は f首・ r~が凝るJ49.6%.

rJi!.のむくみ・怠さ 40.9ちら. r生活リズムの乱れJ39.7%. 

32.8%などだった。1.健康増進行動と職業性スト

レスの構造:健康増進行動得点は;心の健議jが2.81土0.46

と最もおく，次いで 5生活l}ズ

2.58土0.55. 栄養 2.53土0.63. 運動jが1.88念 0.51と最も

低かった。議員5正しい生活や11議11設は勤務状況からも器難な

ことから.友人との会話やプラス思考で様子中の安定を関り，

と休養で疲労閑寂に努めていた。職業性ストレス得点

は子主主的負荷 2.68会 0.67. 質的負荷 2.43念0.71.

2.54土0.61.職場の対人関係の関難J1.97土0.60Ar向僚・

続iの支援J2.85土0.51.r達成感J2.77土0.68だっ

が多く複雑で、関毅だと感じながらも，イ士事から満足感や遼

成感を得ていることが示唆された二 2.健康増進行動と

業性ストレスとの関係:態康増進行動と

の関連では，乙心の健燦jと f裁量;度JI1可僚・上司の支援J
「達成感J. 生活の l}ズムj と il弓僚ー上河の支援['達成

感J. 栄養jと「裁量震J.運動jと f達成感jの関でま

の相関r= 0.41 ~0.23. 生活リズムj は rj底的負{.1fJとの関

で魚の諮問r=-0.24を示した (p< 0.001)。仕事lこ誇りを

持ち自分の意志が反峡され. 1可僚・上司の支援を感じる者

ほど惑識の気持ちを持つ，プラス思考をするなど縫康増進

が回れていたc 一方.社事が多過ぎる鶏眼に追われると感

じる者は生活リズムが乱れていることが示されたc
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377)靖子座位か5の立ち上がり支援手すりの高さ指標iこ
関する研究

持1I原吉一，河村{愛子(金沢工業大学心潔情報学科)

神戸晃男(金沢産科大学リハビリテーションセンター)

[13 89] 
自力的活動範屈を最大限拡大したいと顕う人々を支援する

ための他人専用補助兵を開発することが求められている。

椅予感佼から歩行に到る過程で立ち上がりが降客となりや

すい。本研究では，椅子~f立からの立ち上がりに捺し，本

人が有している筋力を最大浪活かしきるための手すりの高

さ高に関する指襟を提案することを目的としたc

{倫理的記慮}

被験者A には研究の自的と手}II妥を，加重負荷実験の想定され

る危続性と途中棄権の自由性等も含め，説明を加え参加の

同意を得た。説明と間意はいずれも口頭にて行った。

[研究方法}

健康成人男子延べ15名において 3段賠の実験を実施した。

実験は 3段階実施した。実験 1では，肩に議後均等に計

lOkgの過重を付加し椅予感{立から，床上90~55cmまで 8
設時 5cm刻みの左右一対の模擬手すり各段位に両手を霞

台全力立ち上がり動作を，二度ずつ(毎度目秒関)行っ

三角筋，上競三頭筋，尺側手根{中筋，大腿@:筋，前腔

'1手筋から筋電関を. また全身立ち上がり力は模擬手すりの

右側にlrtいた体重計より言i・iJ!IJしたっ体重計自主主りはどデ:t

1Ji~J*~ し実験後 1 秒勾:に数1rRげとした。実験 2 は同様の方法
で.等尺性最大立ち上がり力とj二腕三顕ilMi都江区iを
3では.等尺性最大立ち上がり力と. 4 ヶ所からのílt'i!î: I~J

u二続三頭筋，右大総筋の下. q:1， J二部)の言hlllJを行った。
箭闘は時定数O.Vf少，高域遮断周波数 1kHz，絞正t立!王 l

mV， AD変換速度 1kHzで、計測し，較lE処理11後筋電関数手IJ

に対し 1秒、ずつ，バイアス補正，全波整流，積分の各処理

を}II員番に施した。

{結果i
模擬手すり各段位での王子均肘角度 (n=6) は最高段位で

61度，最低段位で128度であった。上続三頭筋の筋電菌積

分値は 2相性活動を示し肘角度85度で最大を示したが，他

の筋は活動量は少なく，肘角度に関係なくほほ一定であっ

た。全身立ち上がり力は肘角度の増加に伴い増え続けた。

実験2と3においても，等尺性会身立ち上がり力と上続三

頭筋との関係は実験1と悶様であった。実験3における大

腕筋の筋活動は肘魚度や脇角度の増加に伴い緩やかな増加

傾向を示しその一立ち上がり待問内平均は上腕三頭筋の

それとほぼ匹敵する大きさであった。

{考察}

と半身の筋群の中で立ち上がりの{立霞エネルギー上昇に寄

与する筋は上競三頭筋と大絢筋であるが，後者は肘や脇の

角度にあまり影響を受けることなく比較的一定の役認を持

つ一方，ーと続三頚筋筋議開は貯角度に大きく依存する結果

となった。これより，脚力抵下を上半・身の簡で代{設をする

とき，上!路三頭筋の筋力を最大限活用するための手すり高

は，感位姿勢において貯角度90度当たりになる高さである

と帰結されるC

378)脊髄損傷者の ADしと QOLに影響している要臨

岩脇!湯子，松関知子，山本容子竜下幸栄，四割笹子

(京都府立法科大学歴学部者護学科)

鈴木ひとみ(神戸常盤短期大学看護学科)

[13的]
脊能強犠者が快適な社会生活を送るよで移動動作を習得す

ることは重要であるc そこで¥脊髄損傷者の退院後の社会

生活で、の問題点について検討する臼的で.脊髄損傷者の

ADLとQOLに影響している婆践を明らかにする。

{研究方法]

調査時期は20昨年 3 月 ~4 月.脊髄損傷者患者会の近畿・

東海ブロック会員734人を対象に質問紙を作成し郵送に

よる調査を仔った。調査項目はADL，QOL，脊髄の損傷レ

ベル，受傷後の経過年数，受傷原関，労働災害の適用，麻

療の状況，王手の運転，患者会の所属，外出の機会と属性項

目(性別，年齢，間唐家族，就労，介護者¥経済状況.体

調.病気)である。分析方法は，属性王産自，脊髄の損傷レ

ベル等を 2i洋に分け， ADL (英霞版BarthelIndex : 20点満

点)， QOL (WHOQOL舗26日本抜)平均値の差の検定を行っ

た。 ADLとQOLとの関連はpearsonの相関係数で検定し

たc 倫理的記慮としては患者会から対象者に文書で研究の

趣容を説明し同意を得た。また所属大学の倫理委員会の承

認を得てから実施したc

{結果i
295名から1m答が得られ，回収率40.2%であった。

1)認で1::対象者の性7j1j(立男性84.0%，女性16.0%で¥年齢

は19~肝炎で平均年齢56.2 太 13.1歳であったc 間居家族が

いる89.4%， 51! f)暮らし10.6%，就労では有機者35.3%，介

護者がいる89.4%.経済状況が良好64.3%，体調が良好

66.4%.病気ありが50.7%で、あっ

2)障害と生活状況:脊髄損傷レベルは頚髄28.0%，胸髄

56.7%，腰髄14.9%，合lJ髄0.3%，受傷後の経過年数は王子均

21.63土12.5年，受傷原因は交通事故38.l%，転倒5.5%. ス

ポーツ外臨6.2%.転落29.8%，脊髄や周辺の病気6.9%.そ

の他13.5%であった。労働災害は43.2%，麻埠の状況は完

全麻簿68.2%，不完全麻簿31.8%であった。患者会に所属

しているが75.5<;ふ車の運転をしているは71.8%，外出の機

会は週 4@]以上44.6%. 選 3回以内44.9%. 出かけないが

10.5%であったC

3) ADL， QOLとの館連 ADLの平均値は12.06:t 4.96であ

り， QOLの平均値は76.49:t14.86であった。 ADLとQOLと

の関には有意な正の相関 (p<O.Ol)が認められたo ADLの

平均値が有意に高1u立を示した項自は介助者がいる.有験者，

経済状態が良好，体調が良好.脊髄損傷レベルが膝鎚・仙

髄のレベル.事の運転をする，外出あり，患者会に所属で

あった。 QOLの平均値が有意に高1îfIを示した項毘は，ギ:jl~説

者.経済状態が良好，体調が良好.受f~後21年J;J、上，外出

あか患者会に所属であった。

{考察}

社会生活を送る脊髄損傷者のADLとQOLは関連しており，

就労などの援用開題，経済状況や健康の問題だけでなく，

E与を逆転し外出することや患者会などの間じ障害をもっ入

との交流が影響していることが明らかになった。
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379)脊額損傷者の移動動作の筋電顕による分析一車椅子

からベッドへの移動一

国出宜子，岩脇陽子.滝でさ手栄，松岡知子，山本容子

(京都府立医科大学法学部者護学科)

鈴木ひとみ(神戸常設鐙態大学看護学科)

[13的]
脊髄損傷者が，社会生活において安全・安楽に過ごすため

には，移動動作を習得することが重要である。そこで，日

常生活動作の基本である率椅子からベッドへの移動動作の

筋電図を計測し最大随意筋力 (MVC)を用いて雨上肢の

鑓窓i民総強度 (%MVC)を算出し健常者と比較し特f設を
検討する C

{研究方法}

時期は2007年3丹c対象者は脊髄披露者と健常者(コント

ロール)の男性各 1名である O 脊髄損傷者は. 62歳，病名

i立後縦戦苦骨化症，障害レベルはC7~L3 であった。

常者iえ 26歳で¥握力，体諮. j二肢の提手続カテストは脊

髄損{答者とほぼ向様であった。移動動作は車椅子をベッド

のお側に援いて，車総子からベッドへの移動の往復である

計ìff特例立は左右の僧~首筋，三角筋，上競二顕筋，上競三頭

筋の計8ヶ所である G 方法は筋電凶解析ソフトを使用し

問時にビデオ機影を行った。移動時隠は顕{象から時間

出し譲影時に光反射で筋電関との同期をとった。筋2雲閣
の分析は，額分筋電関(IMEC)を算出し，各筋の%乱iVC

f療を求めた。 倫理的記長室:として対象者に研究の目的と方法

を説明し寄留による承諾を得た。所属大学の倫理委員会の

承認を得た。

[結条]
移動時間は京総子からベッド移動では脊髄損傷者は平均

13.5秒，健常者は平均3.5移¥ベッドから事務子移動で、は脊

髄t員協者は 5秒，健常者は3.5秒であった。 率椅子からベッ

ド移動の王子均%はVC値は脊髄損{傷者では僧籍箭43.4%.一

角筋22
健常者ではそれぞぞ.れ14.6%.2.9%. 2.7%. 19.6%であった。

脊髄損傷者のベッドから取締子への移動の平均%MVC値

は傍鶴結35.9%，三角筋27.7%，上競ニ頚筋39.5%.

頭筋52.3%であったc健常者ではそれぞれ13.0%，6.0%. 

4.4%， 22.7%であった。脊髄損{籍者の移動時の左右の%

MVC僚の比較では，家精子からベッドへの移動では僧輯

筋と上競二頭筋で右の%MVC値が高いが，上続三頭筋で

はの%MVCが高かったG ベッドから王手様子移動では上

続二頭筋の左の%MVC11疫が高いが，上競三頚筋では右の%

MVC僚が高かった。

{考察}

王手椅子からベッド移動において脊髄損傷者は下肢を使用し

ないため，健常者より時間を婆し僧鞍筋.三角筋誓上腕

ニ頭臨，上腕三頭筋などの上肢の%狂VC飽が高かった。

今回の場合では腹筋や背筋，下技能群の使用ができないた

め，上肢の特に上腕ミ三頭筋を使用していると考えられる O

脊髄損傷者の車椅子からベッドへの移動は時間が長く.上

肢の特に上競三頭筋に負揺をかけ.脊髄損傷者が移動動作

を持う場合は雨上肢の筋力の増強が必須であることが示さ

れた。

380)脊髄撰傷者の自宅と戸外における移動動作の特徴

性別による謹選一

松関知子.岩脇i湯子，酋田直子，滝下幸栄，山本容子

(京都府立医科大学医学部審議学科)

鈴木ひとみ(神戸常盤短期大学看護学科)

{民的}
脊髄損務者が社会生活を送る上で移動動作を習得する事は
重要で、ある。そこで¥脊髄損f募者の自宅と戸外における移

動動作の開題点を検討する底的で，移動動作の性加による
差違を明らかにする。

{研究方法]
調査時期は2007年 3 月 ~4 月.幸子髄損務者患者会の 2 ブ
ロックの会員734入を対象に郵送による繋関紙調査を行っ
たc 調査項目は， >>.毒性，障害の積氏移動動作の経験・自
立度・濁難度であるc 移動動作に際する項自は，阪宅での
車椅子からベッド・トイレ・風呂・玄関への移動，戸外で
の率J椅子操作，事・電車・飛行機・リフトパス・エレベー
ター・エスカレーターの昇降，率様子から公共トイレー宿
泊施設での移動であるc 分析は，性別を独立変数，
降客の程度，移動動作の経験・自立度・ IE難度を従属変数

としx2検定を行った。倫理的配慮としては対象者に研究
の趣旨を説明し間意を得たc また所属する大学の倫理委員
会の承認を得た。
{結果1
295名(間収事40.2%)から問答が得られた。
1)弱性
投別は男性84.0%，女性16.0%，平均年齢は56.2念 13.1歳，持
層家族ありは89.4%，率の運転をしているは71.8%であっ
た。女性は男性に辻ベヱドの運転をしていないが多かった
(p<O.OOl) 
れ障害の程度
手子誕の損議レベルは頚鑓28.0%.日旬鑓56.8%，)j要髄14.9九
仙髄0.39ふ麻湾の状況は完全麻痔68.2%，不完全麻捧31.8%
であった。性別による有意差はなかっ
3)移動動作
(l)自宅での移動動作
自宅での移動動作で自立している説会は57.8~75.4% で
あった。 関難惑がある動作は，諮摺への移動が50.4%であ
り最も多かった。女性は男性によとべ議槽への移動に関難を
感じている割合が多かった (p<0.05)c
(2)戸外での移動動作
戸外で経験している移動動作は，事梼子操作，エレベーター
の昇降，取に乗る，公共トイレ.街~ÉI施設でのベッドへの
移動が80%以上に対して.飛行機・エスカレーター・ 1)フ

トパスの昇降は46.8~52.0% であった。女性は男性によとべ
電車の昇降の経験の割合が多かった (p<0.05)c
自立している動作は.車椅子操作，エレベーターの昇l弘
に乗る，公共トイレへの移動が61.3~81.2% であり，
-飛行議の昇降は24.8~28.9%であった。性別による有

なかった。
回難な銭!作は，電車・飛行機・エスカレーターの昇降，翁
泊施設での風呂への移動であり 58.4~70.49らであった。性
別による有意差はなかった。

{考察]
脊髄損i傷者の移動動作では 女性は男性に辻ベて車の運転
が少なく，電車を多く科用していたc 又，自宅での生活に
おいて女性の方が車椅子から風呂の浴槽への移動に関難を
感じており.これらの改善と支援の必要性が示唆された。
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381)がん告知前後の患者への外来養護簡の関わり

中村有希(静岡県立総合病院)

[13的1
;js三研究は，がん告知前後の患者に対する外来春護蹄の関わ

りを明らかにすることを話的とした。

[研究方法}

対象者は，がん告知を行う外科系外来に勤務し外来勤務

経験が 1年以上の常勤看護締 7名であった。データ収集

は，対象者7名で 1グループのフォーカス・グループ・イ

ンタピューを実施した。インタどューは 1剖 1時間半から

2時間とし，計3回行った。インタビュー内容は対象者の

許可を得て録音し逐語録を作成し質的帰納的に分析を

行った。倫理的記鹿は.A大学と協力病院の倫理券査委員

会の承認を得た後，対象者に研究の概要やプライパシーの

保護などを説明し口頭及び害:面にて同意を得た。

むき来}

デ…タを分析した結果，がん告知前後の患者への外来看護

締のfMJわりとして8のカテゴリーが抽出された。外来者ー護

騨は.がん告知を<有り触れた診療の一場面として行われ

ているがん告知>と捉えており，告知を受ける患者の

ショックを和らげるため<告知を見越した準備>をしてい

また，くがんを受け入れ前向きでいることが大事>と

いう悩1r立観を持っているため，泣いている患者の領.Uに黙っ

ていることを苦手としながらも.<告知後の患者の気持ち

を続くするため泣けるように予を尽くす>ことをしてい

外来看護if市は，業務に追われ<患者の側にいる機会を

奪われている外来の現状への無力感>を持ちつつも，多く

の患者ーの中から<全体をみながらもわずかな時間で者設を

必袈とする患者を瞬時に見抜き個別に対応する>ことをし

ていた。また，くがんは特別な病気ではない>と捉えてい

るため，告知後経済面に日を向けることができ.<患者が

安心して治療に臨めるように底療費問題に素早く手を打

つ>ことを行っていた。

{考察]

明らかとなった関わりは，産接的に行っていることだけで

はなく，外来看護師の感情・価値観・捉え方を含めて，が

ん告知前後の患者への外来看護蹄の関わりという構造で

あった。外来看護部が最も力を入れている隠わりは.<

知後の患者の気持ちを軽くするため泣けるように手を尽く

す>であった。外来看護締は，感情表出あ心理ー的苦痛緩和

に効来的と考え，泣くことを支援することに力を入れてい

た。一方で、は，告知後感情表出をしない患者の心カf揺めず.

関われていないという無力感や苛立ちの感情を抱いてい

た。<患者が安心して治療に臨めるように医療費問題に素

早く予を打つ>は，外来看護蹄が患者の経済的負強を捉え

た関わりであり，今閤新たに見出されたものである。今後，

外来看護部が関わりを意識化し自信を持つことで，心理

面への関わりの強化や経済額への関わりの充実に繋がるこ

とが示唆されたc

382)外建癌に併発した般射性皮j欝炎!こ伴う窓痛を緩和し

た処置方法の一考察

吉村仁美，村木実希子，山内美恵子，音瀬良理子

(滋賀県立成人病センター)

{目的}
外i設織における放射性皮腐炎(機嬬)を併発した事例のケ
アにあたった。外i設泌は日本において婦人科織の 5%にす
ぎず.併発した放射性皮腐炎に伴う終痛緩和を臨りながら
処訟をすすめる検討は殆どない。外絵織は外性器に発症す
るため感染しやすく体勤時皮腐の干ザ動性が高いため難治性
である O 本察側は主主縮な刺激だけでも痛みを訴えたので，
医飾と相談の上怒部の終総緩和の処置方法を考案したので
報告する O

{研究方法1
2007年 7月-ll月に外陰箔・外腸骨リンパ転移で入i淀した
59歳女性の放射線治療に伴う皮膚炎の絞過より終痛の緩和
を留る処援方法を検討。
{倫理的配慮]
施設の研究承諾及び事例に対して研究目的，方法，澄名性
の厳守，研究参加の任意伎と中断の闘出，目的外使用しな
いこと，研究終了後は記録を破棄することを文書で説明し
承諾を得た。
{経過]
事例(表1)は60B間終療を訴えた。機織が怒化し始めた
当初皮燃に残った薬剤をγ寧に洗浄したことや薬剤の塗布
によって背痛が生じたので.処霞前に鎮痛剤使用し患者に
処霞方法を相談し底部の了解のよ薬剤の形状を粉状に変
更すると処置時の痛みが激減しさらに短期間で廃嫡が軽
減した。
{考察}
紋射性皮勝炎の終手前緩和の処置方法として，洗浄は，薬剤
を無玉虫やり取り除かずi殺をVfEす経度にする.塗布はガーゼ
につけた菜作jを忠郊にあてた後，そのガーゼをi除去し薬剤
のみをj支痛につけるようにする，総:機jの治癒には一般的に
秋穏やスブレ…・創傷被服J'TIJで処'Iti:がされるが.形態が粉
状の硫酸フラジオマイシンが使用時の痛みを激減させ治癒
効果がある，痛みの閥他を tニげるための鎮痛剤を処置30分
-1時間前に服用する，処i泣による痛みに対する恐怖感が
軽減するよう患者と処鐙方法会相談し決定するなどであ
る。これらは 1事{列からのものであるため，間様のケース
に有用であることが示唆された。

表 1 皮!謁炎の経過とケア
VRS(Ve出品RatingScale:カテゴリースケール)，¥l!，'i'i" Iこ議みの~!支を 5段滋で衣してもらったもの

腕開 i “ I 家状 j 金色嫁民去 i 処妻家後の滋賓の Iv拙

"'S4fHl-

。6Of1!l

人設
2斜め

入終
3鍔め

経援の
場み
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383)終末期がん患者と非終末期がん態者に対する著護詩

の感'構労働の比較

吉田泰奈車、，上野栄一，長谷川智子，上原桂子，上木礼子.

佐々木苔悲し弱波科主主(福井大学医学部者護学科)

{底的}
患者の病態期による，患者の状況と看護部の感情労働の内

容と軽度の違いを明らかにする。審議姉の属性，看護師か

ら見た患者の状況，看護締の患者に対する認識，感情，看

護締の疲労感，綴織的要因の看護邸の感情労働への彰響乞

患者の病態期別に明らかにする。

[方法]

北陸，中部，東海地方のあらゆる病態期のがん患者が混在

している総合病読に勤め，がんの終末期患者と非終末期患

者を受け持ったことがある，臨床経験13ヶ丹以上の女性看

護部567名を対象とした。調査は自記式器援紫関紙法で実

施したc 調査内容は，1)者護主i!iの属性2)審議隔の惑情

労働 (ELIN: 26項目) 3)看護部の患者に対する感靖

殺感稽尺度:24項目)射器護締の身体的・精神的疲労感

5)患者の状況6)看護締の患者に対する認識(患者に対

する印象，心渡的諒離感)7)組織的要因としたc 対象看

護締には，終末期がん患者と非終末期がんJ患者の計2名に

対し上記の内容について期答を求めた。本研究の実施に

は，福井大学[芸学部倫潔審安委員会の承認を得た。

{結果}

終末期がん，患者に対しては，非終末期がん患者に辻ベ，

護締の fケアの表現Jf'表出抑制Jr感情労働全体jの惑矯

労働蚤;が有意に多かったゆく0，001) 終末期がん患者に

対する方が非終3長期がん患者より，審議師の患者に対する

印象がネガティブ傾向にあり，看護締が抱く否定的感罷も

有意に潟かった (p<O.OOl)。孝子護部の患者に対ーする心壊

的報離惑は病態期加で有意義はみられなかったが，感罷労

働と!l~い魚の相関がみられた (p<O.Ol) !主題帰分析にて

がんの終末期，非終末期患者における看護隔の感情労働の

差に対する影響要因として看護締の否定的感舗があげられ

た (p<O.OOl)

{考察]

終末期がん患者は，症状遂行による身体的苦痛と，それに

伴う死への恐怖などの精神的苦痛を抱えているc それに対

し看護隠は，感憤労働のなかでも患者の苦痛軽減が図れる

ような気づかいの表現と雰関気づくりを含む「ケアの表現j

を行っていると示唆された。加えて看護部は自らの感情を

抑え，笑顔をつくる f表出抑制jを行っていたのではない

かと考えられた。また，終末期がん患者に対する感鵠労働

には，看護部が抱く否定的感情をコントロールする関難さ

や労力の多さが示唆された。心理的距離惑が近いほど感情

労働を行うi頃肉がみられたことから，看護部は患者を身近

に感じるほど理解したいという思いから感情労働を行って

いることが考えられた。しかし終末期がん患者に対して

は親密さを感じるほど心理的駆離惑を遠くに感じる結果と

なっており，患者を亡くすことへの葛藤の存在が示唆され

たc 病態期によって感情労働設は異なり，影響要留にもい

くつかの違いが見出されることが明らかとなった。

384)乳がん患者の拐期治療に関する意思決定過程の満足

惑への影響要罰

翻府浩子，竹井哲美，永井邦芳，横内光子

(名古農大学産学部保健学科)

[自的]

本研究の目的は，手しがん患者が初期治療を決定するまでの

過程に影響する要慢と満足感との関係を明らかにすること

である令

{研究方法}

医隣より初期治療の選択般を提示された乳がん患者を対象

としたc 術後3おから退設時に質関紙を配布し郵送にて

部叙した。 96部記布し 2丹278までに返送された認査汚

紙66部(間収率66.8%)のうち有効期答58部のデータを分析

対象としたc 調査内容は，蒸本属性(年齢，婚麟状況，未

成年の子どもの有無，機業，最終学授)，疾患治療関子，治

療決定スタイル，意思決定の満足度と閤難感であった。分

析には. SPSSll.O for Windowsを使用し有意水準5%未
満とした。 倫理的記惑は，所属施設および調査捷設の倫理

審査の承認を得た後，対象者の時窓を得て実施し匿名化

してデータ管理を行ったc

{結果i
対象者の平均年齢は52.8(土10副議であった。意思決定の

満足度に関する 10項自の合計得点を満足度総得点とし，

Kruskal Wallis，会lann品百itnεvのじ検定で分析した結果

いずれも属性の違いにより満足度総得点に有意;な援は認め

られなかった。また，提示された選択肢数(1 3).治療

決定スタイルとして匿蹄主導，共同，自己決定の 3スタイ

ルi穏でも満足度総得点に有意な惹はなかった。関難感に関

する愛陪23~詩話について，共通性を確かめるため霞子分析

した結果. [!惑靖的] [椅報関連] [姿・母親役説〕と

えられる 3母子に集約された。このうち.[感情的]悶子に

含まれるrn難感10項日中「惑いほうに考えてしまうjなど

7項目，また〔情報関連J9項話中 f自分の病状で分から

ないことが多いJなど5項目. [姿・母親役説J4項目に含

まれる「夫との関係の変化が心記であるjのl項目，計13

項目と満足度総得点について， Spearmanの格関分析によ

り，有意な負の相関がみられた。

{考察}

治療決定スタイルにより満足授に違いがないことは，どの

スタイルにおいても治療決定に対する参加の満足度が高

かったためといえるむこのことより，治療選択においては，

まずは患者自身が自らのとりたい決定スタイルへの気づき

を捉すよう支援していくことが重要といえる。また，溝足

度との負の相関がみられた項gは，治療選択を行うよの判

断の根拠となる不篠かな状j忠臣締と夫のサポートが十分

に受けられない状況，認知的機能を臨書する精神的不安定

さ，夫の関係強の危倶を表していると患われるC 患者が納

得する決定を支えるためには，治療選択時の患者の顕難惑

の緩和が必要であり，判断材料である情報提供とともにサ

ポートカの強化，精神的安定感をもたらす支援が重要で、あ

る。
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385) 乳房切除街後にある 30~40 歳代の初発乳がん患者の

気がかり

若崎淳子(JII崎医療福祉大学)

掛橋千賀子(関山i県立大学)

{目的]

乳房切除術後にある 30~40歳代の初発乳がん患者の審議を

検討する為，気がかりを明らかにし看護の手がかりを符ゐ。

[方法}

参加者 :A病院に入続中で乳房切除手伝を受けた女性初発乳

がん患者8名 (s夜鶴リンパ節郭清4名，センチネルリンパ

節群生検4名:平均40.1歳入データ収集:術後 6~10病日

に磁接ガイドに恭づく半構成的面接を実施。示諾を得て

テープ録音し逐語録を作成，又は速記・面接記録を作成し

られた内容と記録に誤りのないことを確認。データ分

:一文!原一意味を分析単位とし個別分析後，全参加者

にて表現.意味内容の類似性・相違性によりサブカテゴリー

化，内容の性質で総合しカテゴリー化した。専門家開審議

により話用可能性の確保に努めた。倫理的配議:研究協力

施設の諸手続きに別り進め承認を得た。参加者には文書と

共に研究趣旨を口頭で説明。自由;意志に基づく参加，研究

会過程でのプライパシー厳守等確約し承諾を得た。

[結果i
l凶の面接時間は平均46.2分。 11カテゴリーを抽出。〔術

側胸部から1夜鶴・上!段の違和感の持続〕を気にし )J従;窃郭

誌をした者・では，忠告llJ上鼓の易感染やi手続への…生に反る

心記や病期進行に落ち込み日夜商リンパ節郭清に伴う心配]

が諮られた。微小転移や再発予防司的の術後治療を控え

〔見えない病変への苦悩)や'1吉報法や知議不足に図る〔治療

選択に関する自己決定への関難さ工抗がん剤による[治療

後の出産可能性の心記〕やホルモン療法による肥満等の〔術

後治療に伴う身体的自己像変化の懸念〕が聴、かれ.[生活変

調の憂慮〕では衣生活の心配や公私の活動の憂慮，家族の

生活変調を憂い.[近い将来の見通しの立たない怯え]では

化学療法副作用出現や対処法を気にし毎白を乗り越える

ことが精一杯で、自分の近い将来が不明瞭で怯える気持ちが

表出され.[子育ての心配]では乳房切除した身体で幼児と

どうスキンシップを留るか，思春期に向かう女児に乳湧:切

除を何と説明するかという母親の苦悩が吐露された。〔役

割遂行間難によるiJlけ白〕では健康な姑に対する嫁として

の引け白や夫の支援があるが放の引け目が. [乳がん援恵、

る自賓と愛欝〕では怠った乳がん検診への後悔，温

存できなかった落込み，催患の意味を見出せない欝殺した

思いが表出された。

{考祭}
30~40歳代の乳がん患者は，母，妥，嫁といった多様な役

訴を担い家庭において頼られ中核をなす存在であり，社会

的影響の大きいこの時期の擢患は治療後の妊学力を含め役

割発揮に係る気がかりを生じさせていた。また，乳房切除

の自支や生活変調の愛識と共に肢詩草J¥済した者で、は予後へ

の気がかりを抱えていた。そこで看護者には，患いを吐き

出せる精神的支援，治療期の生活過設整俄への情報提供，

役割遂行でき自身の社会的存在を尖感できる支援が示唆さ

れた。

386)泌尿器がん患者の手術前・後(退説前)における心理

的状態と身体症状の鰻掲

ミテ~奇友香(鳥取大学病院)

森本美智子(鳥取大学医学部)

{目的i
泌尿器がんの撰患率は増加しているが，わが国では泌尿器

がんで手術を受ける患者の心潔的状態に滞日した報告はほ

とんど見当たらない。本研究では，泌尿器がん患者の手術

前・後(退院前)の不安や抑うっといった心理的状態と身

体症状を調査し患者理解を深め，介入を行っていく上で

の基礎的資料とすることを目的とした。

[研究方法}

対象:2007年8丹~翌年2丹の関にA病j淀泌尿器科で前立

線がん，勝統がんと診断され，初田の根治的前立腺全鵠除

術 (RRP).経尿道的!跨脱腫蕩切除術 (TURBT)を受けた

者。調査方法:質関紙を用いた自己記入方式。調査は手術

前と退院前に実施。調査内容:心理的状態はHospital

Anxiety and Depression Scale (HADS) 14項目を，身f本症
状はIllnessPerception Questionnaire (IPQ) 12環自と排尿

に潤わる症状6項告を用いた。倫理的配麗:研究の目的，

参加・辞退の自由，プライパシーの保護を口頭及び書留に

て説明し間意を得た。謂資は費陪数を最少にし，体調に

配慮した。本研究ではHADSの不安度と抑うつ度に隠する

各々 7項目を得点イヒし。 -7点:正常. 8 10点:不安・

抑うつ傾向.11点以上不安・抑うつ状態と評価した。

{結果i
RRPを受けた者 (RRP，1J;l、者)は 4名 (age: 62~73 歳) • 
TURBTを受けた者 (TむR患者)は男性 5名・女性 1名

(age : 62~85歳)。対象者10名の手術前の不安得点は，正

常の者が9名，不安傾向を示す者が 1名で，退院前には正

常の者が9名.11点以上の不安状態を示す者が1名であっ

た。退院前に不安得点が上昇した者がTむR患者に 1名い

たが，退院前には不安得点は下がる鎖向が認められた。

術部の抑うつ得点は. 8 -10点の抑うつ傾向を示す者が3

名.11点以上の抑うつ状態を示す者が2名であった。 TUR

患者2名は，退院前の抑うつ得点が上昇し (11点→14点，

11点→15点).抑うつ得点は上昇する者と抵下する者の二

分化する傾向が認められた。身体症状については，手術前

と退院前でIPQの数がRRP患者で若子増える傾向にあった

が. TUR患者では減る傾向にあった。排尿に関わる症状

は• RRPJ患者 .TむR患者ともに退院前には若子培える傾向

が認められた。

{考察]
本研究対象者の手術前の不安得点，抑うつ得点は. fむのが

ん患者を対象とした研究と比較すると高い傾向にあった。

不安得点は，退院前lこは下がる傾向が認められたが，抑う

つ得点には二分化する傾向が認められ，退院前に上昇する

傾向もあることが明らかになった。身体症状は，退院前に

は増える傾向にあるが若干であった。これらの結来は，泌

尿器がんで手術を受ける患者の心理的状態に着目する必要

性を示唆するものであった。また，抑うつ得点が上昇した

のはすじR患者であったことから，術式にかかわらず.患者の

心理的状態に者自しなければならないことが示唆された。

322 日本看護研究学会殺誌 Vo1.31 No.3 2008 



ポスター会場2 72群

387)看護師が終末期がん患者のリンパ浮麗のケアを実践

ずる中で感じる毘難

大えき (鳥取大学医学部保健学科)

{自住吉i
看護締が終末惑がん患者のリンパ浮躍のケアを笑践する中
でどのような閤難を感じているのか，その内容を切らかに
することを底的とした。

{研究方法]
対象は緩和ケア病棟に 3年以上勤務し終末期がん患者の
リンパ浮腫のケアを笑接したことがある看護締で，研究の
悶;意の得られた8名である。データ収集は半構成的関接法
にて持ったc 終末期がん患者のリンパ浮腫のケアを実設す
る中で関難を感じたことがあるか，それはよ主体的にどのよ
うな内容だったのか，その時どのような思いや考えが存在
したのか，について誇ってもらった。蘭接内容は対象者の
承諾を得て録音し逐語録を作成した。分析方法は，逐語長
から看護部が器難を感じた内容を抽出し類似性に蒸づき
カテゴ1)-1とした。倫理的配惑としては，研究の主鼠研

究参加，中断の段由，プライパシーの保護について明記し
と口頭で説明しi弓窓舎にで承諾を得たc

{結采および考察]
平均年齢は35歳であった。看護輔が終末期がん患者のリン
パ浮醸のケアを実践するゆで感じている関難は，表の通り
の内容を示した。看護舗は患者がリンパ浮腫色患うことに
よってQOLが抵下していることを感じ何とかしたいと考
えていた。一方，底部とはリンパ浮腫に対する認識のずれ
があり連携したケアを実設することの難しさを感じてい
た。看護部自身の知識，技復不足や専門家がいないこと，
終末期がん患者のリンパ浮臆は特有の病状を援すことなど
終末期がん患者のリンパ浮艇の特性を理解してケアを提供
することの難しさを感じていた。また， ;f-'デイーイメージ
の変化に対する患者の苦舗を前にした日ゑ どのように対応

してよいかわからないと感じている様子が明らかになっ
たc 看護締が終3長期がん患者のリンパ浮援のケアを実践す
るためには，書籍を読むだけでは線界があり， リンパ浮腫
のケアと緩和ケアを絡めた呉体的な知識と技術の習得が必
要であることが示唆された。

ケアを実践する中で感じる留菱重

カテゴリー サブカァゴリー

援締と返答きしたかかわ呼の毅しさ [務総事と部事との認滋のずれ

;えようえまねでのケアの限界

;終末期がん忍若手iこも透した方法なの
かも内紛できない

;匁}議議やJ支毅5を習移していないことに
よるケアへの防総のなさ

終末紛がん患者の 1)川崎の汗(リンパ械の慨を隣接;こしてアブ|
を滋解して匁l緩や技衡を援告さずる !ローチすることの襲撃しさ

との毅しさ ;織して受け入れてくれるように滋|
i関することの襲撃しさ l 

げンパ浮懸の専門家がいないことに|
jより怒革まの期待:こ応えられない

:し踏、の疲狭山た7'70)13的のあ
まいさ

ボトデの襲ィ撃ーしイメージの変化へのサボ-1怒去をの督絡に対してどのようにして
さ よいかわからない

388)臨床看護師の死生観に影響する要国

小林祐子，和田由紀子

(新潟脊陵大学看護福祉，心理学部審議学科)

[目的}

患者の死に接する機会のある臨床看護部の死生観とその影

響要習を分析し終米拐における看取りの実践への示唆を

得ることを目的とした。

[方法i
対象は患者の死を看取った経験のあるT県内の公的病読に

勤務する者護部230名とし質関紙調査を2006年 8月

-20昨年3月に実施したc 質問項目は基本属性，災害結験，

身近な人の死の経験，患者との死に践する会話の有無，死

後のケアの経験回数，遺体への感情ー等の13項毘であるc 死

生親尺度は平井らが関発した 7因子27項目からなる臨老式

死生観尺度(ア件法)を用いた。分析は， I身近な人の死の

経験jや「患者との死に関する会話の有無jと死生観尺度

との関連についてt検定を行い.危険率が5%未満を有意義

があるとした。倫理的資己感は 研究目的やプライパシーの

保護を記載した質部表を配布し質関紙の返却をもって研

究協力の同意とみなした。

[結果]

際収率98%で，有効回答事98%(n=220)であったc 対象の

王子均年齢は33.5歳(土8.8)で，経験年数は12年(土8.6)で

あった。災害経験者は41名(19%)で，身近な人の死の経

験者は85名 (39%)，患者と死の会話をした経験は91名

(42%).死が近い患者への訪室を怖いと思った経験93名

(42%)であった。死生観尺度では，第7盟子 f寿命観J.第

1民子 f死後の世界観J，第6因子 f死への関心jの搬に高

く，第4留子 f死からの詔遊jが一番低かった。死が近い

患者への訪室を怖いと怒った経験者はで位尺度「死ぬこと

がこわいJ(*P<0.05). I死は恐ろしいのであまり考えな

いようにしているJ(*P<0.05)に藻がみられた。また，

死後のケア時に遺体の怖さを感じた経験者は. I死は恐ろ

しいJ(*P<O.Ol). I自分が死ぬことを考えると不安にな

るJC*P<0.05). r死を非常に恐れているJC*P<O.Ol). 

に差がみられた。

{考祭i
f死後の役界観J.r死への関心jが高かったことは，先行研

究と向様に看護実践が影響していると考えられる。また，

看護輔の死生観には，身近な人の死の経験，災害経験とい

う億人的な要因だけでなく.患者との死の会話や死後のケ

アの経験など日々のケアにおける終末期患者とのかかわり

が影響していると示唆された。
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389)緩和ケア摘棟の看護実接における諜題一実賎劉難な

内容を中心とした質的分析第2報一

杉本古美，香川由美子，後藤淳

(愛媛大学大学院医学系研究科看護学専攻)

{活的]

がん対策の中でも緩和ケアの充実は優先的な課題となって

いる中で，量の確保とともに緩和ケア病棟の質の確保も関

心を集めている O そこで.緩和ケア病棟における実践上の

課題を探索する研究の一部として今留は，実践顕難な内容

について明らかにするc

{研究方法}

対象:緩和ケア病棟として厚生労働省にA会員の認可 (2005

年時点)を受けている151施設の看護戦者を対象とし 1施

3名の部答を依頼したc 方法:郵送法による半構成的質

調査は自由記述で屈答を得た。自由記述を内容

分桁の手法に治って 3人で、分析し妥当性を高めた。倫理

的配議:研究自的，方法，研究参加自由意志の尊重，震名

でtの i~H~乞プライパシーの保護を明記した文書を添え，回

答の送をもって悶慈を得られたとした。

おfi来}
回収率は75施設で214Jill(47.2%)であり，有効閲答率は

84.6%であったs 対象の年齢は平均37.2土8.9歳，看護lliji経

験年数は平均14.1土7.8:f!o，緩和ケア病棟経験年数は平均3.3

土2.6年であった。緩和ケア病棟の実践i溜難な内容として，

176コードが抽出され， 20のサブカテゴリから.7カテゴリ

が抽出された。看護締は者議災践能力の不足と症状コ

ントロールの関難性〉を実感しており，痔痛コントロール

の!浪界やせん妄なとやの精子111症状への対応に?を悲していたc

また， [支部や他のスタッフとの逮携不足や俗i依観のずれに

よりくチーム内の関係調整の層難性〉を実感していた。そ

の上，未告知のままの入院が多く対誌に矛騒が生じること

や，患者や家族だけでなく箆療者でさえ緩和ケアへの理解

が不足している現状であり，く緩和ケアに対する患者や家

族. I歪療者の認知が不十分〉であると捉えていた。日々の

関わりの中では，く毘療上の範略の限界〉に憾み，終末期

患者に個々に向き合うことで¥寂しさへのケアや自殺企図，

拒否や怒りをもっく患者.家族への関わり方の戸惑い〉が

あった。患者の思いと家族・医療者との方向性の不一致を

ることなどく患者を中心とする調整の臨難性〉も経

験していた。人員不足や業務の多忙さなどく管理・教育上

のrlu題〉もあった。

{考察}

これまでの先行研究での指摘と重なる部分が多かったが，

その中でく患者，家族への関わり方の戸惑い〉く医療上の

範轄の限界〉は，十分な検討が必要な内容と考えられたc

何を優先させるべきか，医療としてどこまで、関わるべきか

とし寸価値基準や規範が照われる内容であり.経験の蓄積

をしながら考え方の整理をつけていく必要のある課題であ

るといえるc

390)死の準備状態と望ましい死との関係

小林真希，伊藤まゆみ(昭和大学保健医療学部署護学科)

{話的}
終末期ケアの費を高めるために，望ましい死 (goodd巴ath)
に関する検詰が必要で、ある。近年，望ましい死を，人生の

完成の仕方，自分で望む死，選択できる死という観点でと

らえることが多い。日本で， Steinhauserらのf望ましい死j

の質問紙を用いた調査では，一般の人と医療者とで望まし

い死に対する相違があり，その要国には，一般の人々の終

末期ケアに対する知識や体験の少なさがあると考えられ

た。本研究の百的は，死の準備状態と望ましい死との関係

を検討することである。

[方法]

調査対象.関東近県に居住する18歳以上の男女639名。説

査用紙:出羽らや大呂らによって翻訳されたSteinhauser
らの rgood deathJの72項目 5件法の質問紙に，死の準備

状態として，死の準備のための情報収集(講演会への参加，

メディアの視聴)，体験(看取り経験，命にかかわるような

入院経験，長期の治療経験)，告知希望(病名，生命予後)

に額する質問を加えて作成。調査期間:王子成19年 8~1l丹

である令手続き及び倫理的配慮は，調査の自的，方法，デー

タの取り扱い，無記名で、他人を特定しないこと，参加はお

由意思であることを書面及び口頭で説明し間;意が得られ

た場合に調査用紙を提出するように依頼。調査用紙の留収

は，郵送及び留め詮きとした。

{結果}
分析対象は573名(男性・ 211名，平均年齢38.9歳 (SDl9.1l)， 

k性:362名，平均年齢30.4(SDl6.12))で¥そのうち匿療

系の大学生が 296名 (5l.7%)0 Steinhauserらの good
deathの質問項目について.妥当'性と信頼性を検討するた

めに項目分析と因子分析(最尤法ブロマックス剖転)を行

い，最終的には19項自， 3因子構造，累讃寄与率52.2%と

なった。各国子は「親しい人の見守りJ7項目， r人生の満

足感J6項日， r尊厳を保つJ6項百で，いずれもCronbach
α係数が0.7以上であった。この結来，望ましい死の尺度

は，構成概念妥当性及び内的整合性が確認された。次に望

ましい死が医療系学生の有無，死の準備状態によって違い

があるのかを対応、のないt検定で確認。一殺の入は「親し

い人の見守り jが有意に高く，医療系の学生は f人生の満

足感jが有意に高いが「尊厳を保つjで、は有意差はなかっ

た。死の準備状態として，メディアを積極的に視聴してい

る人は全ての項臼で、有志;に潟く，看取り経験及び長期治療

経験のある人は「尊厳を保つ」で、有意に高い。また.告知

を希望するものは「人生の満足感jで、有意に高かった。

{考祭}

大呂・辻谷 (2006) らの研究と同様に，望ましい死は，医

療者と一殺の人とで重要と考える内幸子が異なっていたc ま

た，死の準備状態で，望ましい死に違いがあった。よって，

医療者と一般の人々とで¥望ましい死に違いが起こる姿国

として，一般の人々の終末期ケアに対する知識や体験の少

なさが影響していると考えられた。
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391)死を意識している患者との対話場語における看護者

の態度構造

関 明美(弘前学院大学)

西沢義子(弘前大学匿学部保健学科)

(虎の門病院)

[13的]

看護場面で対象者を援助するためには，対象者のニーズを

的確に捉え対応することが重要であるc 終米期看護におけ

る先行研究では.審議者の実践的知識・看護観・感情・ケ

ア行動について明らかにされているが，これらを統合した

態度については明らかにされていないc そこで，本研究で

は死を意識している患者との対話場頭における看護者の態

詑講造を明らかにすることを話的とした。

[方法}

l.対象:臨床経験のある幸子護者34名とした。 2. 方法:

よる患者との関係性の提え方を戸部の f内的作業

モデル尺度j，看護者が職務上での出来事に対する対処方

法を小杉の f職場用ストレスコーピング尺度jを用い費出

紙法で実施した。また， 1間人の態度構造について内藤の

PAC分析法を土留が揮発したPAC分析支援ツールを使用

して実施した。 PAC分析によって得られた想起項g内容

を，内的作業モデルのタ千ブ別に，態度の講成成分である

惑靖・認知・行動i傾向に分類した 3.倫理的記長室:本研

究は，弘前大学大学説医学研究科倫潔委員会の承認を得て，

対象者には十分な説明を針い向惹;苦手の提出を求め

[結泉]
内的作業モデルのタイプは，安定型14名，題避型6名，ア

ンピパレント型10名，安定十アンビパレント塑2名，

十部遊~2 名であったσ コーピングについては， r他者か

らの援助を求めるjは阻避型の得点が安定裂とアンピパレ

ント型より有意に低かった。 r昔話めjは安定製の得点がア

ンどパレント袈より有意に低かった。想起項自内容全体を

分析した結果，内的作業モデルのタイプ加による感清・

知・託銀j傾向に差異はなく，看護者の読点が患者・家族に

向けた<緩和ケアに対する態度構造>と自己・チームに向

けた<緩和ケアに伴う態度構造>が抽出された。想起項目

内容の重要度111M立を分析した結果，内的作業モデルのタイ

プ別で態度構造に差異があり，安定型は f患者を理解しよ

うと働きかける態度j，関遊型は f患者を観察しながら見守

り患者の心の開示を待つ態度j，アンピパレント型は仁患者

だけでなく家族の気持ちにも寄り添い，自分自身を見つめ

ながら看護を行う態度j，安定÷アンピパレント型は

者綴人だけではなくチームとして関わる態度j，安定十回

避型は f患者が患いを打ち明けたことを真撃に受け止め，

その思いに対し全力で応じる態度jであった。

{考祭}

死を意識している患者と対話する際の看護者は，感情・認

知・行動傾向で差異はないことから，患者ケアの知識とス

キルを共通に認識し饗得していると考えられる。しかし

重要度j綴{立の結果より，患者ケアには看護者が捉えた優先

度の高いケアが必要であると考えていることが推測され，

これには内的作業モデルが関与していることが示唆され

た。

392)終末期患者を受け持った看護学生の学びの適稜

小i率直子(神戸大学監学部附属務院)

大町弥生，中山EI3美(藍野大学底療保健学部看護学科)

{自的}
研究者l土器地実習で癒終末期患者を受け持ち，患者に日々
関わる中で，不安と緊張感を抱き達成!惑がなく実習を終え
たc そのことから終末期患者を受け持った看護学生が，患
者と議してどのような患いが生じ，どのような学びをした
のかを明らかにすることにより，教育介入の一助とするこ
ととした。

{方法1
l.研究デザイン・質的滞納的研究方法。
2. データ収集期間:平成19年 6 月 ~7 丹 G
3. 研究対象者看護系大学4 年生で，領域~Ij臨地実習に
おいて終末期患者を受け持った学生。
4. 調査方法:部議ガイドを作成し半構成的援接法で調
受を行ったむ了解を得てICレコーダーを用いて録音したC

5. 分析方法:KJ法を用いたc 終末期患者に対しての患い
について語られている部分をコードイとしカテゴリの抽出を
したc

[1命理的記懸]
研究の趣旨を口頭と紙面で説明後，関窓を得て響名しても
らった。 面接内容は億人が特定されないことと探究日的で
しか使用しないこと，研究が終了後はデータを削除するこ
とを説明した。

{結果}
6人の対象者の逐語銭から， 184のコード， 13のサブカテゴ
リが得られたσ 終末期患者を受け持った学生の思いについ
て5のカテゴリを見出した(表1)。

{考察]
を進める中で，学生が患者のことを考え向き合おうと

する姿勢が訟わり，患者が学生を受け入れ始めたc その時
初めて学生は患者と分かり合え，支えになれていると実感
し終末期の患者と f向き合うことから始まるjことを学
んだ。また終末期患者を受け持つことで学生は，他者の死

に底部し自己の死生観を形成する機会になっていたむ教
育介入としては学生の不安の緩和と患者との格友作用につ
いて， J主体的に支援することが必要であると考える

表1 終末期感者と接しての学生の忍い・学び

カテゴリ

手Eが近い人へのま委し1Jは特別である
終主主;毅怒‘遣をとき妥するのは怖い
終予転嫁患者との殺し1Jが分からない

心身の状態がよくない怠者から遂げ

，慾革まに立すして大きな緊波長率がある
践したい

怒'l:Hこ災援をかけてしまう
怠著者の?霊祭の:i:、年長が草霊祭できない

i，Z忍者の状態が?舎に気になる

[腕時一一こ子宮かげや向き合い方について考えt.::.指ぎ章者や孝文災からほめられた

El分の祭主義したケアを採り返った

iぉ1iぃ:こ分かちあえた
!.!.'.殺の支えlこなれていると災感しt.::.回怒号まにとって家族l立大切である

人の死について考えた
手1:1ま遂けることが出来ない
自分の死について考えた

一
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393)運動器虚弱高齢者の ADしと転倒への不安に関する実

態調査

福銭恵子(大阪大学大学院産学系研究科)

藤田淳子(京都府立産科大学医学部看護学科)

[践的i
ADLや活動量が低下しやすい運動器虚弱高齢者の介護予

防事業は有効に機能しておらず，今後の展潤には対象者が

通院している語住地に近い整形外科診療所における効果的

な実施が求められている。その実施のための基礎資料を得

るため，通院患者のADLと転倒への不安に爵する実態調査

を行った。

{研究方法1
20昨年 3 月 ~5 丹， A整形外科診療所通院中の65歳以上の

女性患者60名(平均年齢76，6:t三9歳)を対象に ADL20に
よる自立境.転倒への不安等をアンケート調査により測定

し SPSS15.0を用いてt検定，xニ乗検定により検討した。

本研究は大阪大学の倫理審査委員会でゑ認後，同意の得ら

れた者にのみ実施した。

[結果]

診断名は変形性膝関節症36名，骨粗怒疲33名，変形性腰椎

症24名で，主訴は腰痛・膝痛が各22名と多かった。介護認

定の内訳は袈支援13名，要介護4名であった。転関経験者

36名のうち立懇疾患者22名，骨折既往13名で，骨粗慈症

患者の転倒による骨折が有意に多かった。転部への不安を

感じる者は40名iであり，その程度は王子均値太SDが2.9:t2.8 
であったc 予防卒業への参加および興味のある者は31名で

あり，実際の参加経験者は4名，うち 1名はリタイアして

いた。予j坊卒業に興味がある者 (4.0太3.0)は無い者(1.6
2.0)に比べ転倒への不安の程度が有意におかったっ

ADL20の平均値土SDは55.8:t5.5で¥54名が多少のサービ

スを利用して在宅生活を自立させる目安となる49点以上で

あった。「食事Jr口腔衛生Jr薬の管理Jr意志伝達Jr情報

理解jは全員が完全自立であり， r階段昇降Jr床からの立

ち上がり・腰おろしJr戸外歩行Jr買い物Jr外出Jr入浴j

の!仮に自立度が低かったひ 49点未満の6名はこれらの項自

がほとんど自立しておらず，不安のある者は 5名であったo

ADL項目のうち「床からの立ち上がり・腰おろしJr入浴j

が完全に自立していない者は19名， 14名みられ，うち 9割

以上が不安を示した。またADL得点による 3群比較では，

ADL得点が抵い群ほとε不安の程度が高かった。

[考察}
今関対象とした運動器虚弱高齢者は 6割以上が転倒への不

安を有し約半数が転倒による骨折1)スクの高い骨秘怒症

であり，効果的な予防卒業介入が必要で、あると考えるc 特

に下肢関節可動域や筋力の影響が大きい自立度の低い動作

や.不安の殺度と相関のみられた f入浴Jr床からの立ち上

がり・腰おろしjなどに自信がもてるよう身体能力への介

入が必要である。また，転倒への不安がより強い人は予防

事業への意識が高いことから，地域の整形外科診療月Ifでの

スクリーニングや，適切な介入が望ましいと考える。そし

てADL低下がありながら不安がない.あるいはその程度が

低い考には，認知預への働きかけを考癒した介入が必要と

考える O

394)回毎期リハビリテーション病棟における審議業務の

実態調費一タイムスタディj去を用いて一

池本円香(株式会社かんでんジョイライフ)

鈴木純恵(大i京大学大学説医学系研究科)

{話的}
患者の尽常生活行為 (ADL)の自立支援を主目的とする間

援期 1)ハピリテーション病棟に対する社会的期待に呼応す

るために， タイムスタデイ法を用いてき当該病棟の看護業務

実態を明らかにし，適切な人的・物的環境の改善に資する

ことを自的とする。

{研究方法]

調査対象は近畿地方某回復期リハビリテーション病棟で勤

務する看護蹄経験S年以上かっその内リハビリテーション

看護経験が3年以上の看護部3名とした。データ収集は 1

分間他計式タイムスタデイ法を用い，各看護蹄につき臼

勤・夜勤各 1田とし，併行業務もデータとした。 測定用具

は，自成の 1)ハピリテーション領域に特化した業務分類

コードを用いた。本コードは，大分類6項EI，~ド分類31項

目小分類70項目，ケア内容389環器より構成したものであ

るO 大分類は， (連絡調整・記録・その他)(8常生活援助》

《与薬・診療・検査)(機能訓練・指導)(ナースコール・訪

〈コミュニケーション〉の 6項目より構成したc 本研究

は大成大学法学部保健学倫理委員会及び調査病院内倫辺委

員会の承認を得た。この中で，調査対象看護蹄には，予め

資料を用いて研究主設を説明し用意書に署名を得た。また

同志、撤回が可能であることを説明した。以降，大分類( )， 

中分類〈 λ小分類はで示す。

[結来]
臼勤・夜勤総業務H寺IIJj数は2090分(100%)であったc 大分

類レベルで最多時1mを要した項院は連絡調整・記録・そ

の他)(977.5分・ 46.8%)であった。この中で中分類レベル

で最多時間を要したのは， (電子カルテ入力> (332分・

15.9%)であり，これは会中頃民中でも最多の時間を要し

た。次いで持潤を要したのは〈職務の連絡調整・情報交換〉

(302.5分・ 14.5%)であり，看護師同士の'11号報交換に最多の

時間を要した (70.8%)。大分類で次に時間を饗したのは，

《段常生活援助)(467.5分・ 22.4%)で.この中で〔清潔J(排

;阪J(栄養〕の}II真に時間を要し《日常生活援助》の69.9%を

占めた。これらの日常生活援助は食事前後の 1時照に集中

していた。

{考祭}
今閣議多時簡を要した電子カルテアクセス業務は一段病棟

と大差はなかったが.今後システムなどの改善の検討が必

要と考える C また日常生活援助時間が次いで、多かったが，

閥復期リハビリテーション病棟の目的と合致する結果と考

える G しかしこの業務は食事前後の時間帯に集中しマン

パワーが必要なこの持間帯にも，患者の自立につながる「で

きるADLJから fしているADLJの援助が可能状況にある

かについては.今後さらなる識査を重ね，援助のあり方に

ついて検討の必要性が示唆された。
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395)デイケアiこ適所する統合失調誼患者の罵場所感と

Quality of lifeとの欝違

茅尿路代(関山済生会総合病院)

摺方弘子(香川県立保健箆療大学保健監療学部看護学手千)

蹄本主主紀(新見公立短期大学)

渡透久美(関山大学大学院保健学研究科)

[自的]

デイケアに通所し地域で生活する統合失調症患、考を対象

に，岩場所感とQOLの2変数の器速を明らかにすることを

自的とした。

{方法}

対象は， A県内にある精神病院のデイケアに通所し

に同意が得られた統合失爵症患者83名である C 調査項目

は，区本語瓶WHOQOL26，鶴方らの作成した精神障害者

の居場所感尺度 (3下位尺度からなる 2次開予モデル)，個

人特性で、構成した。日本語版WHOQOL26と精神障害者の

岩場所感尺授の{言頼性・安当性は検証されている。分析は，

想定した岩場所惑と QOLの由泉関係モデルを共分散構造

分析を用いて検討した。倫理的記墜として，調査の趣皆を

説明し調査に参加するのは自由意志であること，いつで

も撤閣できることを保証した。また.個人弱報の探護，デー

タは本研究以外では使用しないことを明記した識変協力依

頼文とともに口頭でも説明をし間章、舎の記入をもって同

意の有無を確認した。なお，本研究については，著者が所

属する大学と識変実施施設の倫理審査委員会の承認を得

た。

{結果]

居場所感とQOLの関采j芸i係モデルのデータへの適合度は，

x2/dfl:と出1.67，GFI = 0，91. AGFI 0，84， CFI = 0.97， 

RMSEA 0.08であり， AGFIはわずかに0.9を下回ったが，

その他の議会境指標は，統計学的な水準を満たしたために

モデルは受容できると判断された。この持の居場所惑から

下位尺茂へのパス係数は， r他者と深い鵠りを感じる場Jが
0，90， rありのままの自分でいられる場jが0.81.r自己を作

る場jが0.73であった。下{立尺度から観測変数のパス係数

は0.72~0，92であり，いずれも有意であったc 賠場所惑と

QOLのパス係数(標準化係数)は0.66，検定統計蚤は6.46で
あり，居場所惑とQOLの器楽関係が支持されたc 農場所惑

が大きいことはよりよいQOLであることが明らかになり，

その答与率は44%であったむ

{考察}

デイケアは，その設立目的や理念に「居場所づくりjとし

ていることが多い。また，デイケア通所者も同様にデイ

ケアを援場所や友人作りの場としての意味を見出してい

るc このことから，地域で生活する統合失調疲患者は，居

場所を求めてデイケアに通所していることがわかる。他方

で，披らの地域での生活を維持促進させるために保健僅

療のアウトカムとしてQOLは霊要視されている。このよ

うに，居場所感もQOLも重要な概念として取りよげながら

も，その国果関係を蚤;的に明らかにした先行研究はなく，

この点は本研究の意義といえる。結果から，統合失調症患

者のQOLを高めるためには，後らが探索している「居場所

感jを獲得していくことへの看護支援やその提供の必要世

が示唆された。

396)患者の自殺および自殺企霞!こ誼聞した精神科看護部

の心的ストレスとその関連要顕

折t1l平高産透久美(関山大学大学院保健学研究科)

{自的}

精神科病院において患者の自殺や窃殺企部に甚指した務神

科看護締(刀、下，看護師)の受けるストレスについて把器

し，必要とされるサポートシステム構築に向けての基礎資

料を得ることを自的としたc

{研究方法]

広島県，間山県の複数の精神科病擦をもっ8病院を無作為

に抽出し研究協力の承認が得られた 6病設の看護蹄(准

看護師も含)で間意の得られた458人を対象としたc 対象

者に対し審議部より自記式質問紙を記布した。調査期間

は. 20昨年10丹 ~ll丹としたむ質関紙の内容は，年齢. t:生
~iJ.向唐家族，精神科勤務年数，車部した自殺・自殺金閣
の有無と盟数，底部した時期，予測の有無，対処行動，サ

ポートの有無と満足度，仕事を辞めたいと感じた経験や自

殺崩止や患者の気持ちに対する考えを問う項gとした。そ

の他，コーピング特定箆易尺度 (TheBrief Scales for 

Coping Profile ; BSCP)や出来事インパクト尺度 (The

Impact of Event Scale暢Revised; IES-R)について調査し

競査結果の分析には. SPSS12.0J for Windowsを使用し t

検定.X2検定ロジスティック回帰分析を行ったc 倫理的

として，各対象病院の倫理委員会の承認を受け，質向

紙iま無記名とした。

[給条及び考察}

調査察の留収率は98，0%であり，記入ミスのあった40人を

徐外した409人を分析対象とした。看護締lえ精神科経験

王手数とともに患者の殴殺や自殺企閣に遊関する機会が増

え， IES弐の25点以上のハイリスク群 (PTSD)が9.4%ぃ
自殺や自殺企図に直樹したことで，直樹した場面を思

い出し仕事を辞めたいと思う審議師も多くいた。 PTSD

の要閣としては，夜在百後のサポートの有無に揺する認識が

ることが示唆された。実捺にサポートがあったと

していたのは，直面した看護締の57.30%であった。支援

としては，スタッフからの声掛けや桔談が最も多く，自ら

の対処行動としてスタップに話を開いてもらうが最も多

かったc 自殺や自殺会鴎に寵額した看護締の 9割近くが，

職場のサポートを望んで、いた。最も多く希望していたサ

ポートが.r客観的でや立的な立場の人の支援(秘談)J

57.0%であった。今後，中立的な立場から看護チームを支

援できる専門看護部など活用していくことが必要と考え

る。また，自殺に車部した看護師は，自分自身の体験を自

殺予防の視点に立った看護ケアに投立てたいという患いを

強くし患者の死にたいという気持ちを受け止めることで，

患者を理解し自殺予防を一層考えるようになっていたと

推測されたc 今後は，看護郊の支援体制の整俄を毘指した

活動を行っていく必要性が示唆された。
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397)精神科看護部の職務能力と心理的事騒

前田由紀子(西南女学院大学保健福祉学部看護学科)

立石和子(久留米大学鹿学部看護学科)

谷岸{託子(杏林大学保健学部看護学科)

古賀節子(首都大学東京大学院人間健康科学研究科)

{白的]

精神科看護師が臨床経験で印象として残っていた「対象者

の対応における心理的葛藤・看護の実感Jを記述内容分析

からその実態を明らかにし職務能力との関係を検討する。

[方法}

対象:300床以上を有する精神病院(公立病院2施設，私立

病院 1 施設)に勤務する看護基礎教育課程卒業後 1~3 年

(新人)・ 4~9 年(中堅)・ 10年以上(エキスパート)の看

護帥449名。調査期間:20昨年 1~2 月。調査方法:質関紙

諦査。対象者の抽出と配布は各病慌の看護部に依頼した。

臨収は2週間の留め置き法とし，各病院の看護部が回収し

たものを後呂田収した。調査票は， r日歌の高等教育と職

業に関する研究J(吉本2001)で作成されたものに独自の質

問項認を追加。統計処理はSPSS12.0]を使用し， r心理的葛

f看護の実感jに関する寝泊記述式問答項目は分析単位

に分け質的滞納的に分析した。

{倫理的配惑]

施設の究任者に調交の主旨， IJま名ぞ1:の保障，調査協力は自

個人情報の保障について文書で説明し永諾を得た。

その後，研究協力者に文書で説明し同意線認は書:街にで

行った。

{最長男ミi
有効Iill答数266名(有効1m答率78.0%，新人40名・ I十1怒55:g1'

エキスパート 171名)であった。自由記述式路答に記述さ

れたものは全体で51件(心理的葛藤44件・看護を実感した

35件・閥方に記述があるもの31件)であった。 r心潔的葛藤j

は突発的な患者暴力・暴設による対応、，拒否的な患者の対

臨，家族との対!ふスタッフとの方針の違いなど倫理的問

題が含まれたものや，精神科看護に対する感情的な労働や

無力感に関する自己との葛藤がみられた。「看護の実感j

は意思諜通が癌難な患者との関係構築，社会復帰支援，家

族の理解・協力が得られたなど心理的葛藤の解決を含む患

者・家族との相互作潟による達成感が中心であり，自己の

関するものが抽出された。自己評価による職務

能力は，新人・中堅・エキスパートのJI院に初心者よりエキ

スパートの方が有意に高く (p<O.OO1)，自律性はエキス

パートが新人やや堅より有意に高い (p<0.001)。新人は

精神症状に対する111l1>J1J対応に葛藤しており，エキスパート
は自分のリーダーシップやチーム医療に関する内等で葛藤

していた。

{考察}

心理的葛藤と看護の実感というこつの場面は違っているよ

うに見えるが，連動していることが明らかになった。精神

科の特徴として患者暴力など心理的葛藤に対して自分の感

情の整理を自律的に行なうことが難しい場面があるO 特に

新人は看護チームの朔題として対応、はするが，解決に至ら

ず葛藤している G 今後，者護輔の職務能力としての自律性

を促進する継続教育の必要性が示唆された。

398)精神科署護師の対処を困難にしている要盟

中平洋子，蕗野祥子(愛媛県立医療技術大学)

締本民主日子(特定医療法人仁生会細木ユニティ病i完)

{目的i
精神科者護部の対処を国難にしている要因を明らかにす

るO

{研究方法}

精神科経験5年以上の看護OiPを対象に対処しづらい，

に負えないと感じた場面について，半構成的面接を行った。

萌接内容を逐語化した後，対処が器難であったと語られた

内容を抽出しカテゴリー化した。研究者間で検討を重ね

信頼性の確保に努めた。研究協力者には，研究の呂的，研

究への参加と中止の自由，プライパシーの保護，研究結果

の公表について文書および口頭にて説明をおこなった後，

承諾を得た。

{結果}

精神科看護姉8名への面接結果より，対処を関難にしてい

る要因として，<援助関係の行き詰まり><実践している

看護ケアへの確信ーの持てなさ><明確な患者の将来像の描

けなさ><患者の安全が脅かされる状況><チームからの

疎外感><看護師としてのア千デンテイティの揺らぎ>が

明らかになった。

語られたi羽難場面には，そこで一体何が生じていたのか経

験を積んだ、今で、も理解ができず，対処の手掛りすら獲得で

きないままになっている場面と経験が十分備わっていな

かった時には関難だと感じられたが，経験とともに閤難で

はなくなった場面とが詫夜していた。

精神症状悲fとに伴う散しい拒否や攻殺は，多くの看護者か

ら対処国難であると諮られたが.患者側の要国だけではな

く，チームや者謎i:ijiのありょうも困難さに関与ーしていた。

これらの臨難さは， r嫌だったJr怖かったJr腹が立ったj

f関わりたくなかったJ等の感梢と共に語られた。患者の

言動が精神症状に影響されていることが十分に理解出来る

時であっても，その内容や表現方法が許容範簡を超えてい

た場合には，割り切れなさを抱き，それゆえに芽生える陰

性感情の為に患者への接近が悶難になることもあった。 f子
き詰まりを感じる場面では，逃げたい思いに関われたり，

このままではいけないと鼓舞したり.自らにその玄任を帰

して落ち込んだりしてしたc

[考祭}
精神科看護師が体験する朗難さは，すぐに解決できるもの

ばかりではなく.何が主主じているのかさえ分からない状況

をも含んで、いる O また，精神疾患や障害が生活に及ぼす影

響は他人差が大きく，患者が持つ潜在能力も図り難いもの

である。それゆえ，看護締は患者の状況や見通しに希翠も

見出せる一方，不確かさを抱えながら日々のケアに臨んで

いる。患者に誠実であろうとすればするほど，自分のケア

に確信ーが持でなくなるのも当然と言えよう。様々な感情を

抱えながら，酸味さに総えて試行錯誤せざるを得ない。

チームに理解され，支えられていると実感できる環境のや

でこのプロセスを十分に辿れることは，関難な状況に向き

あう力となるだけでなく，看護者の構えを揺さぶり，盟書It状
況の捉え方や向き合い方に変化を引き起こすと考えられる。
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399)構神科病棟における金銭自記管理実施時の金額制限

と保管場所に関する謂査

田辺有理子，揺奨文香，樋口日出子，菊池謙一郎

(岩手県立大学看護学部)

伊関敏男(淑徳、大学看護学部)

{自的]

精神科病棟において患者の金銭自己管理を支接すること

は，退段を促進させる重要な要素の一つであるc 本研究で

は， At県内精神科病棟の金銭自己管理の実施状況と実施

病棟における自己管理金の金額制限と保管場所を調査し

金銭自己管理の実施捻進に向けた課題を検許したっ

{方法]

1.対象 :A県内の務神科病床を手ぎする全22病院の病棟看

護管理者84名。 2.謁査時期:20昨年 2月o 3.欝査方

法:郵送による質問紙議査法令爵査票は対象病i詰看護認の

管・2望者へ郵送し病棟寅張者への配布を依頼した 4.
内容:1)入院患者の金銭自己管理実施の有無。 2) 自己

管理金額の制設の有無 3)自己管理念の保管場所。 5.
分析方法:各議自の回答を単純集計-しその百分率を算似し

た 6.倫理的記惑:研究自的，調査への協力は自由意志

であること，偶人鵠報保護について文苦手で説明し調査の

間惑をもって同意とみなした。

{結果]

回答を得られた84病棟仁礼金銭自己管涯を実施している持

病棟，実施していたが現在実施患者がいなしづ病棟の許46
病棟 (54.8%)が金銭自己管潔を実擁していた。自

を制限している病棟が20病棟(実施46病棟ゆ43.5%)
だったむ患者自身が保管場所を選択している綴擦がお病様

(関54.3%)，患者自身が通緩やカードを持ち金融機関を利

mしている病棟が7病棟(悶15.2%)だった会自己管理金

の保管場所としてロッカーや床頭台を使用する場合に保

管場所を施錠できる病擦が28病棟(関60.9%)，施錠できな

い病棟が7病棟(関15.2%)だったc 保管場所と金額制限

について，施錠できる28病練中11病棟 (39.3%)，施錠でき

ない7病棟中 5病棟(71.4%)が金額を秘臨していた。

{考祭}

Al県内精神科病擦の過半数が金銭自己管理を実施してい

た。金銭自己管理の実擁;こ捺し金銭感覚や計額的な利用

等の数干ぎの他に，鍵の管理，金融機箆の利用法等，金銭の

保管に関する看護援助や教育を行なっていると考えられ

る。また，保管場所を患者自身が選択している病棟が，

銭管理実路病棟の過半数であり，看護総が患者の意思決定

を援助していると推察されるc 自己管理念の保管場所を施

錠できない病棟があり，施錠して安全に保管できるように

環境を整備していく必要がある。しかし施錠できない病

棟の 7舗は金額を総隈しており，患者の管稜能力だけでな

く，環境に合わせて工夫し補いながら金銭自己管理を実施

していると考えられるむ米だ金銭e己管理を実擁していな

い約半数の病棟について，少ない金額から自記管理を始め

る，鍵の管理など金銭管理のために必要な練習を行なうな

ど，金銭自己管理導入に向けた取り頼みの可能性が考えら

れる O

初出精神科病諜における保護室使用の判断!こ影響を及ぼ

す要因第2報

中嶋中芸人田中隆太，生駒知寿

(公立大学法人和歌山系立医科大学的属病院)

山間一朗(滋床研究支援センター)

[!ヨ的}
昨年の本学会において，精神保健指定援が保護家使用の可
否を判断するさい，看護締が提供する情報の影響力が大き
いことを報告したc 今回は，より普遍的な結論を得るため，
データ収集諮問をさらに 1年間延長し再度分析を試みた。

[対象と方法}
某医療接関に2005年4月1日から2007年12月31日に入院し
た患者141人分の看護記録を分析対象としたc 先行研究の
抄読と精神看護領域の識者を交えた討論を通じて構成概

念・内容的妥当性を検討したうえで， r保護室使用の有無j

仁患者の基本属性Jr診断名Jr暴力行為Jr暴言J迷惑行為j

「器物破壊He犠行為H不潔行為H不器行動H露lt院Hセ
クハラ背為 r処遇への苦情jに関する情報を抽出した。ま

たさ当該事前の担当看護締を通じて，看護師側!の要弱 Cf勤務
帯Jrt生部Jr年齢Jr男女JJIJ勤務者数J)の鵠報を繍完し
「保護家使用の有無jを基準変数，その他の変数を説明変数
とする判別分析を行い，判別的待1塁手ならびに各要Iz;jの重み

付け得点(判関係数)を比較した。
なお上記の作業にあたっては，関与する底療者およびj患
者に対して充分な説明を行い，協力への承諾を得ることと
した。

{結果i
1)対象患者の基本属性:保護室を f使用した患者jは64
人(男33人女31人)で，年齢の中央銭は40歳 (17-67)で
あったc また f使用しなかった患者jは77人(男33人，女44
人)Jで，年齢の中央{度は50議(17-81)であった。

2)判部分析の結泉:r探護憲使用に導く婆Iz;jJと考えられ
たのはf女性勤務者数 (0.531)J r自塔行為の怠換性 (0.512)J 
「審議締に対する暴力 (0.必4)J r霞締に対する暴言 (0.408)J 
「多動(0.369)J r看護締の精神科経験年数(0.305)J r多飲水
(0.286) Jであった。一方「謀議室使用を詔避する姿態jと
考えられたのは「鎮静までに喜きした時間( 0.568) J rうつ
病との診断 (-0.534)Jであった(数字は標準化特別係数)
なお，これらの変数を用いた判閉式の的中率は94.3%であっ
た。

{考察}
今関，採択された要闘のうち「女性勤務者数Jr看護部に対
する暴力Jr看護師の精神科経験年数jの3つに f看護蹄j

が関与していたc

「女性審議師jが多いほど保護案が使用されやすいという
結果は， r男性勤務者数が多いほど保護憲の寵用は沼避され
やすいjとした昨年の結果と表裏一体をなすものであるc

「陵隔に対する暴言jが保護室住用に導く要閣であったの
に対し看護締は f暴力jに奈るまで保護家使用を進言せ
ず，患者を忍耐強く見守る姿勢が現れている G その一方で、，
精神科経験が長いことが保護家使用に導く要因となってい
る。看護締自身の経験知に照らし合わせて，保護室使用の
妥当性を早期にj芸部に進言している状況が伺えるG
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401)精神韓害者適所授産施設・小規模通所授窟施設実習に

おける学びの特徴ーレポート分析から一

橋本顕子，山田京子，北島謙吾

(京都府立j表科大学医学部看護学科)

{自的]
精神看護学実習の精神i毒害者社会復帰施設の体験実習にお
いて，学生のレポートから学習内容を分析し 2カ所の実
習施設問の学習内容の差異を検討する C

{研究方法}
調査対象 :2遊間の精神看護学実習のうち 1B簡の精神障
害者社会複帰施設実習を履修した看護学科学生42名(平成
18年度3年次21名，王子成19年度4年次21名。 A通所授産施
設は施設)に学生22名.B小規模通所援産施設 (B施設)
に学生20名)。諦査方法:学生が施設での「実習を通して学
んだことjの記載記録を基礎データとした。分析方法は，
学生の気づきや学びの記述について内容を精読し記述さ
れている内容・諾棄の意味を変えないように文章化データ
として取り出した。さらに個々のデータの共通性を抽出し
カテゴリー化を持い，研究者間で合意が得るまで検討した。
倫理的配慮として，学生には研究の日的，個人が特定され
ないこと，協力の有無が成綴に関与しないことを口頭，
商にて説明し，研究協力の有無を陀意書で確認したO

B在来}
学びの記録から.A施設では，文章化したデータ数は255件，
ぞれらから56件の中位サブカテゴリー.さらに25件の中投
カテゴリーを抽出したo B施設では，文章化したデータ数
は262件. 56件の中位サブカテゴリー. 26件の中位カテゴ
リーを抽出したc 両施設とも上位カテゴリーは 51*であっ
た。施設により異なる中位サブカテゴリーは17件であった
(表1)。
{考察]
施設の種類の違いにより学生の学びの差異が明らかになっ
た。これらのさま:びの差異は，施設の特殻及び施設スタップ

と学生のやり取りから，また，実翠の設定期間の違いから
生じている可能性もあると考える O 今後，笑留の l遊日と
2逓自のグループ関でそれぞれの学びを共有しまた，
チェックリスト等を用いて学びの到達度を確認する必要性
が示唆された。

表1 社会復帰施設における学びの特徴

A施設/笑習 l巡目 B絡設/災滋2滋沼

中柑佼カテゴト :中柑佼サブカテゴトi中佼伽カテゴト ;中位サ付ブカテゴり

務干衿申i隊漆2袋芸若者ま綴;安定した状立慾主 I{札校i士-ヰ事Eへの姿警勢予;仕司挙Eへの1怒霊欲
{利用者の郎、 i社会後初思い

i社会後箱詰・参{協の飴 j校三亙耳臼約と 坊の制
加の促進 力誌の促進 ; 
社会後と自1i:1技術の習得・ j整j施設のもつ場!利用者と隊員の
への拠点 !終 jのカ ;一体感
地主主紅会との 11m復過程iこ若手与
ま差点 i地域社会とのま妥

点
意書干事長率答の匁H議
の祭及

総事'il~奪三害者を I~章冬季雪施策の 1131i:支援法 i 隊参者総策の!線設走塁11~の菱重し
耳'Zf)まく渓状;現実 王立5Aさ

社会資i滋の王見i主主主主総数の不足
状 !

スタッフの文i自主伎の毒事没!主体伎を促す Il3c決定のさ事i自己決定のi定し
援 !能力の拡大 ;自己の気づきをi丞 i 途切な際書撃を保

i足す !関係づく呼と iつコミュニケー
!ンヨン

き1香し合える記長室

自己の気づき

402)統合失調症患者の家族介護者が抱える苦悩

藤野成美(九州大学大学説法学研究院)

山口扶弥，関村 {二(広島大学大学院保健学研究科)

[!ヨ的}
統合失調症患者の家族に関する研究は，家族支援の重要性

や家族の介護に伴う身体的，精神的負担に関する報告など

数多くあるが，量的研究が多く質的研究により家族介護者

の苦悩を明らかにしたものは見当たらない。統合失調症患

者を在宅でケアする家族介護者の苦悩の兵体的内容を明ら

かにし家族支援の充実に向けた兵体策を構築するための

示唆を得ることで¥家族看護への示唆が明確になるだけで

はなく.患者の在宅生活の継続が期待されると考える。そ

こで，統合失調症患者の家族介護者が抱える苦悩のJ主体的

内容を明らかにし家族支援の充実に向けた具体策を構築

するための示唆を得ることとした。

{研究方法1
L 調査対象:統合失調症患者の家族介護者23名適格条件

は，入院経験をもっ統合失調症患者と間賠している家族介

護者であり，言語的コミュニケーションがとれ，精神的に

安定していることとした。 2，研究デザイン:費的帰納的

研究，3，データ収集方法:r現在，最も苦悩に感じている

ことは侭かjを中心に諾ってもらう半構成的麗接を実施し

た。 4，データ分析:まず事例 1のデータ全体から，対象

者の経験している苦悩に関することとそれに影響する内容

の部分を抽出しながら概念生成を行った。事例 2以降の

データにおいては，事例 1で、概念生成を行った具体例を確

認しながら新たな概念を生成した。さらにデータを継続的

に比較分析し各概念が的機にデータを表現しているか修

正し概念関の関係牲を検討しサブカテゴリ化した。意味に

まとまりがあるものはカテゴリ化しカテゴ1)1習の関係牲

を検討してコア概念を決定し全体の関係性の国式化を行っ

た。 5，倫理的記癒:研究者所属機関の倫理審査委員会の

承認を得て実施した。

{結泉1
5つの苦悩のカテゴリが複雑に重複し，コア概念である

<親亡き後の子どもの将来に対する苦悩>を増強する結果

となっていた。〔精神症状に対する対応、の閤難性に関する

苦悩〕が.家族介護者の現実的苦'悩から将来に対する苦悩

へと発展する中核となっており，対象者である家族介護者

会てが<親亡き後の子どもの将来に対する苦悩>を抱いて

いることが示された。[再発に対する背儲] [経済面に関す

る苦悩] [家族介護者自身の体調不良に伴う苦悩]国u介護

者がいないことに対する苦悩]は.[精神症状に対する対志

の器級性に関する苦悩]を介せず直接的にコア概念を生じ

た事例が3例あった。

{考察i
最も中核となる苦悩が<毅亡き後の子どもの将来に対する

背i必>であった。つまり，何よりも子どもの将来を案ずる

が故に苦協が連鎖的に生じる家族介護者の胸中が明らかと

なった。介護負担を軽減することが家族介護者の苦悩緩和

につながるという観点よりも むしろ子どもが自立して地

域で生活できるような人的，経済的，社会的サポートの充

実を図る必要性が示唆された。
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403)統合失調症者を持つ親の自己効力感を高める援助の

効果に関する研究

i幻a 羊.藤森畏実

(独立行政法人部立病院機構下総精神陸療センター)

森千鶴(筑波大学大学院人間総合科学研究科)

{庭的]
退読する統合失調症者の約8割が在宅で殺のケアを受けて

いる現在，親が統合失調症者の退院後のケアを担いながら

安定した生活を営むために，親がケアに必要な知識・技能

を獲得し自信をもってケアにあたることが必要になる。

本研究は，統合失調症者を持つ親の自己効力惑の向上を自

指した援助を適用しその効采を明らかにすることを自的

とした9

{研究方法}

対象者:30日以上90日以下入段した統合失調疲の患者の親

40名である。従来の援助を行った群を対賂群，作成した援

助を適用した群を介入群とした。議査内幸子:入院時と退院

時に特性的自己効力感 (SE)1) 自等感情2)

WHO/QOL-26 (QOL)3l .疾病薬物知識度調査 (KIDI)引

を測定した。対象者の年齢，性別.心理教育受講経験およ

び子どもである統合失調症者の状態，部会関数を調査したc

分析は，対日吉若手介入群の入i詰時と退臨時に得られたデー

タの蓋を算出し比較(対応、のないt検定. MannゅWhitney)

したっ

{倫理的記長室t]

研究の趣旨と方法について書面と口頭で説明し署名を

もって同意としたっなお本研究は国立春護大学校及び対象

病院の倫理審査会の承認を得たうえで行つ

{結果}

対照群は16名，介入群は24名であり，年齢，心理教育経験，

子どもの状態，語会間数に差は認められなかった SEは
対日立群(1.3土8.0)より，介入群 (9.3会6.9)の方が退続時

に自己効力惑がおまっていた (p<O.OOl) さらに自尊惑

靖も対照群 (0.3念4.7)より，介入若手 (4.1土4却の方が退院

時には高まっていたゆ<0.05)0また対照群 (2.6:t3.9)よ

り，介入若手が (5.2土2.1)退院時に知識を多く獲得していた

(z=3.2. p<O.OOI)む QOLは対照群 (2.1会9.7)と介入群 (5.7

土5.9)で差は認められなかったc

[考察]

作成した親の自己効力感の向上を目指した援助は，自己効

力惑が高くなったばかりでなく，知識を多く獲得し自

感靖も高まったことから有効で、あったと考えられた。しか

し対象者数が少ないことが結果に影響を及{ましたとも考え

られる為，今後，対象者数を増やし追究する必要がある。

また続柄による効果の違いについても分析していく必要が

ある。

{文献1
1)成田健一他:特性的自己効力感尺度の検討一生涯発達

利用の可能性を探る一，教育心理学研究. 43. 306-314. 

1995. 2)山本真理子他:認知された自己の諸側面の講造，

教育心理学研究. 30な). 64・68. 1982. 3)田崎美弥子

他:WHO/QOL-26手引き(初競).金子書蕗，東京. 1997. 

4)前田正治他:分裂病者や家族に対する疾患・薬物知識

度読査 (KnowledgeofIllness叩 dDrugs Inventory; KIDI) 

の緑茶について，日本社会精神医学会雑誌2.173. 1994. 

404)非書語的コミュニケーションiこよる推察結果と顕球

運動との関濠

松本賢哉(明治器漆医療大学)

森千鶴(筑波大学大学院)

[I3El9] 
人の表情や身振りなどの非言語的な情報を観察してその人

の心理状惑を推察することは，患者の精神内界を推察し援

助する精神看護では非常に重要な技術である。そこで今

回，非言語的な情報の取り込みである視覚情報に着設したc

従来の授覚情報から心理状態を推察する研究の多くは単純

な表情を提示刺殺としたものであったが，本研究では，身

振りや{患者との箆離など多くの情報が含まれる図版を複覚

情報として用いることにより，日常生活での非番語的情報

認知により密接に関連した処理過程にアブローチしようと

するものである O 被験者に人物2名が写っているスナップ

写真図版を見せ，その 2人の関係の捻察結果に関連する要

習を明らかにすることを自的としたc

{方法}

碗究の趣旨を説明し同意が得られた大学生112名を対象に

以下の実験を行ったc

実験惑にてArcher. Dが作成した心理状況を採るテストの

下ゃから 2者の関係を問うテスト14題を提示刺激として，

真の人物の関係について最も適切な状況を選択肢から選立

せた。

限球運動の解析は眼球連動統計プログラムを熔い延べ娘球

停留点数・延べ江良球停習時間・平均眼球移動速茂・自長球停

皆点 1点の平均時間・王子均閤答時指jの分析をし

倫理的記長室として実験施設の倫寝委員会のゑ認を受けた。

{結果}

14壊の心理状況を探るテストの平均正解数を (8.58)カッ

トオフポイントとして高正答辞 (55名)と抵正答群 (57名)

に分けた結果，延べi眼球停留点数は高正答若手73.74土73.83

点，抵正答若手75.00会101.03点，延べ賎球停留持向は高高.正答

群1ロ22お34
ms問巴c. 王子均眼球移動連授は高正答群49.67土43おdeg/sec.

低正答群47.32念 30斜 deg/sec. 線球停皆点 1点の王子均時間

は潟正答群 146.85土26.40msec.低正答群 135.91土

26.03msec.平均回答時間は高lE答群6.45土3.06s芭c.抵lE苓

群7.77念 4.03secで、あった。これらの結采を比較した結果，

高正答群は眼球停留点 1点の平均時間が有意に長く (t= 
1.99 p<0.05). 平均関答時間が有意に早い傾向が見られた

(t= 1.95 p<0.05)。
[考察}

心理状況を正しく推察する傾向にある人は，提示刺激に対

し注読する点 1つ 1つを長く見ている傾向にある

がかりとなる視点を絞った観察が行われている可能性が示

唆されたc

{文献1
Archer. D. (980) I工藤カ，子吉村英次訳 (988):ボディ・

ランゲージ解読法，誠信書房，東京.
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405)包括的暴力防止プログラム運用の効果!こ関する研究

一フォーカスク、ループインタピユーか5の検器一

谷本経，下里誠二(信州大学医学部保健学科)

{自的]

精神科看護において，患者の暴力に対する包括的介入法と

しての包括的暴力抗止プログラム(Comprehensive 

Violence Prevention and Protection Programme : CVPPP) 1) 

が初めて導入され，運用が始まっている。しかしその実

際の効果については明らかにはされていない。本研究では

看護スタッフへのインタピューからその効果，あるいは鴇

題点を検討することを自的とした。

{方法I
CVPPPを導入している 3施設において， 20-40代の看護

iliJi23名の協力を得て 3つのフォーカスグループでインタ

ビューを行い， CVPPPを運尽しての暴力介入で感じてい

ることを話し合ってもらった。内容は録音，録凶し逐語

を作成した後に， CVPPPの運用状況や暴力介入への患

いを示している箇所を抽出しコード化し意味内容の類似

牲によってカテゴリ-{とした。結果の精度を高めるために

笠的分析に熟知した別の研究者によるスーパーパイズを受

けた Q

B命潔的配塔]

本研究は信州大学医学部倫理委員会の承認を受けて行っ

た。協力者には録者，録画は研究者のみが関覧し分析後出

し外部に漏れないようにすること，分析時は1f1i1人がt~:

されないよう配慮することを口頭および文書で説明し向

を得た。

{結果i
分析の結来 14カテゴ1)ーが括lLHされた。運用状況におい

ては[リスクアセスメントを意識化するようになったj[エ

ビデンスに恭づいた言語介入をしている] [チームテクニ

クス(身体介入技法)を実行する際の役割意識を持ってい

る] [チームテクニクスだけではなく暴力に介入すること

を意識している〕ことがわかった。暴力介入に対しては，

[チームテクニクスを安心して使いたい] [交渉でその場を

おさめたい]という思いを抱き，運用した実感として

詩的介入は臼頃の患者との関係が影響する] [チームテク

ニクスには利点がある] [チームテクニクスには限界があ

る[ブレイクアウェイはあまり利用していない〕という気

があった。また，今後[，情報が共有できる][見守られ

ているという安心惑がある] [フォロ一体制がある] [マン

パワーがある〕ことがCVPPPを運用する上で重要になる

と感じていた。

[考祭}

話された内容の多くはチームテクニクスに関するもので

あったが，エピデンスにキ良ざしたリスクアセスメント

語的介入の重要'性が理解され，暴力介入に対して意識的に

関わるようになっていた。しかしながら運用に際しては，

職場全体としての暴力介入に対する意識や体制が強化され

ることが必要であることが明らかになった。今後さらに暴

力介入技法を運用するための方法論的検討がなされる必要

が考えられた。

{文献}

1)包括的暴力防止フ会ログラム認定委員会編，包括的暴力

紡止プログラムマニュアル，法学書院 2004 東京
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演 題 バフT二~ ヲi
(0は発表演題)

i寅 題 番 i実題番号

あ 井口勝子 19. 33. 65. 0244 

四十tT美子代 83. 115 井口弘子 70 

奇弁聴 美 328 地出敬子 317 

青木昭 子 230. 281 池田敏子 120 

青木恵 美 27 池関ひろみ 328 

青木 健 0335. 336 池田倫子 0141 

青木久恵、 。194 地w悦子 0162. 163. 300. 301 

青柳道子 145. 146 地本円呑 0394 

赤木京子 076 生駒知美子 400 

赤畠 05. 154. 294 石井千有季 297 

秋山知底 0140 石川美智子 96. 119 

秋出ゆかり 0242 石食草子由美 23 

芥JlI 0164 石崎文子 328 

i支m 離 0112 石崎有希 252 

浅沼 069. 70 石剖美由紀 302 

東 自宅季 089 石関陽子 333 

阿南あゆみ 0130 石国るり 046 

関部千主主 0224 石谷 十ゑ 286. 289 

間部関子 345. 346. 347. 348 石橋耀子 368 

間部 0134 石原あや 132 

阿部 0113 泉キヨ 75 

阿部珠支 0342 伊関敏男 399 

IliiJ部 180 井瀧千窓子 345. 0346. 347. 348 

天野勢 子 96， 0149 板u1美恵子 30 

新井香奈子 276 市rI和子 0126 

荒川千 秋 177 ノ出i逢司 1. 02， 117 

荒川満 校 341 一原由美子 0218 

荒川 145， 146 市村久美子 35 

荒ヌドこずえ 318 法一，事山、 0312 

荒添 7 井手敬118 0116， 260 

洋子 57 一井手 裕子 62 

荒f英文恵 24 伊藤 牧 69 

有田広 美 48 伊藤ちぢ代 301 

按田弘美 12 伊藤千晴 0247 

伊藤光美 116 

し1 伊藤 62 

飯田忠行 328 伊藤紀代 124， 263 

飯塚麻紀 0287 伊東文子 302 

飯野矢住代 19， 33， 65， 244 伊藤まゆみ 7， 190， 390 

生島祥 江 0178 伊藤美樹子 217， 0222， 275 

生田奈美nr 0220 伊東美佐江 337 
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伊藤ゆき 318 後 典子 0359 

伊藤幸子 0109， 129 日弁雅美 309 

伊藤洋子 174， 175 内国宏美 4 

伊藤良子 0125 内田倫子 49， 0331 

積坂吏英子 083 内村 187 

縮葉文香 399 内山久美 0170 

井野恭子 174， 0175 内ii手 羽脱会 0339， 340 

井上恵美子 55 宇野綾子 0100， 101 

井上智子 372， 373 梅水彩子 0349 

井上理恵 0205 i南部千資子 66 

務下 うも 169 

チiニ端美奈子 132 え

今井知明 0350 江上 371 

今)11 拘子 0319 証口裕美子 072， 213 

今関節子 268 江口 0210 

今堀陽子 0317 江崎美記 091 

今村手Ij香: 0311 江田悦子 221 

岩城直子 115 江田節子 319 

岩佐 0179 江藤千精 038 

岩崎 335 江藤裕之 028 

0191 Edmont C Katz 1. 2 

!f:r EEI 63， 237 海老j挙時 376 

岩lIJ告子 201. 208 訂:村伎恵 057 

主ci}I< 手口1̂t 0368 fYJ美

見和世 遠藤 i桜美 27 

岩!協陽子 167， 234， 235， 313， 320， 321， 323， 遠藤良仁 69， 

324， 0378， 379， 380 

お

つ 及川正広 0333 

上向澄子 303 大江真人 052 

上木礼子 1， 383 大えき美樹 0387 

上杉総子 59 大河弘子 0284 

槌自 宅幸子 198， 0272 大川富合子 0144 

上I:EI稔代子 317 大木友美 342， 343 

j二西洋子 361 大串靖子 248 

j二野 01， 2， 6， 66， 97， 99， 117， 205， 383 大蔵真崩美 57 

上野 公 子 305， 306 大坂佳i!t 0351 

上原充f柱、 316 大坂 0143 

上原佳子 2， 383 大浮早苗 170 

植村香織 361 大島千佼 48， 188， 189 

植村小夜子 363 太閤務正 50， 070， 247 

植村裕子 131， 0133， 270 太田浩子 0102 

上UJさゆみ 061 太閤祐子 0327 

魚見和江 0237 大塚久美子 192， 362 

鵜 銅和i告 31， 341 大塚祐子 07 

氏由美知子 171 大西香代子 0248 
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大西卒百合 320， 321， 322， 323， 324 カ1

大貫恵子 27 開発 m良子 115 

大野かおり 162， 163 力o髄 19， 33， 65， 244 

大野夏11:: 0338 香111由美子 237， 389 

大橋 115 掛橋千賀子 385 

大町弥生 216， 243， 246， 352， 358， 359， 392 葛西好美 79 

近江谷翠皇子 30 風間畏滋 0254 

大森美津子 239 重松潔車、 66 

大農タ希子 0145， 146 梶尾智子 156 

大脇万起子 045 鹿鵠聡子 62 

間美智代 207 梶原江美 062 

小笠原昭彦 288 梶原理絵 0278 

間出部子 0241 加瀬田暢子 3 

i湾出 25 片関 健 328 

緒方久美子 090 片i潟 116， 0260 

緒方昭子 020， 49， 331 片間美香子 0361 

関村 402 片野恵美子 098 

関村 コiti 067 片山理恵 む26. 161 

縄本 立E紀 032， 395 勝見英里子 0243 

関本和子 088 丹井 70 

関本 107 加藤 i咲子 280 

関本佐智子 139， 0202， 319 加藤容代 12 

間三{立玖美子 0226 加藤久子 0190 

関本認知子 398 加藤基子 34 

i湾出 219. 0320， 321. 322. 323， 324 再開晶子 34 

小JII 1主代 0261. 262 e民子 0157 

小川俊夫 0139. 202， 338 金子有紀子 110 

小}II 0329 兼宗 150， 151. 319 

小川洋二郎 335 金若 100. 0101 

荻あや子 215 i守谷由能 364 

奥関 368 鎌田佳奈美 132 

奥図紀久子 179 洋子 0105 

奥野寿恵子 24 紙野 016 

奥山真由美 143 亀陪智美 95 

小倉之子 303 鶴田玲子 287 

尾~麻理佳 075 茅野 31. 341 

尾崎有 香 0231 茅JJR 銘代 32， 0395 

小津笹子 0392 !日上あずさ 0172 

持本由美 277 JlI上彩子 0215 

音瀬長理子 382 205 

小里子 53 川上 021 

小野悶 舞 04 川口孝泰 68 

小野寺久美子 010 川崎くみ子 345， 346， 347， 348 

小山奈都子 333 JII島和代 64， 188， 189 

折山 王手苗 0396 河内美江 268 

思 昭和世 086 JlI r:t 淑恵 177 
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}II西千恵美 179 L宇 -

JII野雅資 117 小池 敦 286. 289 

河原田楽子 159 小板橋喜久代 110 

河村 正ヲ花 0138 合間友美 0330. 354 

}II村千恵子 300. 301 上姿尚子 14. 0176 

河村奈美子 129 河野あゆみ 0258. 259 

河村 {愛子 377 神戸晃男 377 

}II本起久子 314 古賀明美 13. 107. 141 

神田 活，~牙a、 138 吉袈節子 397 

やlilJ託子比呂 92. 93 図府英恵、 124 

持i涼裕子 0177 国府浩子 344. 0384 

小島 1ゑ 23 

品、ー 児玉尚子 42 

古川和美 284 後藤 i事 389 

菊 池昭江 0376 後藤孝子 196 

菊池謙一郎 399 小中綾子 221 

さゆり 329 小j実優子 0318 

~ヒ i詰] 和代 248 小林秋恵 0206 

二iヒi事美佐緒 50 小林朱実 0153 

北区占 401 小林淳子 78 

北.r:hIW衣子 0345. 346. 347. 348 小林京子 45 

:1l:yiAiι子 0297 小林 66 

北原 0137 小林しのぶ 110 

北 千秋 345. 346. 347. 348 小林敏生 328 

北村愛子 90 小林宏光 64 

北村久美子 82. 223 小林真希 0390 

北脇愛野 015 小林雅矢 0295 

木村弘子 55 小林美香子 286. 0289 

木室ゆかり 0107 小林祐子 0388 

i青村紀子 62 小原 156 

金正賀美 160. 184. 0211 小松妙子 100. 101. 227. 228 

小松光1-t 0219. 320. 322. 323. 324 

く 小松俊江 355 

楠葉洋子 141 駒見恵子 115 

九ì~t見雅美 0217. 222 小森直美 081 

うみ 345. 346. 347. 0348 小 ~LJ 恵実 132 

工藤せい子 10 小山JS美子 277 

間方弘子 32. 395 ノj、w 0121 

久保江恩 0285 近藤裕子 172 

久 保 和 子 312 近藤 55 

熊谷有記 344 近藤由香 0110 

倉悶貞美 0106. 360 紺谷英湾 0357 

黒木淳子 35 

黒 木 智 子 141 綱」崎m戸

lフ 手寿藤 敦子 0325 

見 城 道 子 0371 務藤郁子 078 
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策藤ひさ子 38 柴悶しおり 0250 

302 柴田真志 250 

斉藤美奈子 0302 渋谷徳子 169 

警守藤やよい 196 島国祥子 318 

j滋芥康子 0283 島田とくよ 074 

菜 玲子 131. 133， 0270 島田 設，也王、 224 

榊JJj( 0377 島谷智彦 44 

坂下恵美子 0240 島本 }II夏子 156 

坂下玲子 192， 0362 清水孝宏 0204 

坂間五月 118 清水浴子 251 

阪本恵子 17 清水由恵 0120 

坂本美弥 312 志村かお里 0343 

坂本由希子 317 0255， 405 

桜芥久恵 0122 正j原寺美穂 75 

笹川 0167， 320， 322， 323， 324 自尾久美子 290， 0291 

佐々木香 124 白川秀子 180 

我々木くみ子 。39，132 自由久美子 085 

イ左々木路子 161 神保清子 6 

佐々木百恵 2， 383 

i左今木八千代 162， 0163 す

段々木由美子 0180 蘇 静 0232 

佐藤蓮月 177 米原紀美代 132 

利子 13. 56， 74， 76. 141， 374 菅野 55 

二千史 364 杉浦 217， 222 

政校 068 杉本奈央 0375 

303 杉本 0389 

佐藤みつ子 210， 245 杉本 177 

佐 藤友桂 19. 033. 65 杉山さちよ 223 

友香 244 杉w百1-t 361 

佐藤 124. 0263 寵成 0209 

f左藤和子 0303 鈴木 231 

塁光やよい 224， 295 鈴水 45 

生名水宏美 207 鈴木小百合 08 

イ友野かおり 094， 250， 334 鈴木純恵 394 

i磐井 幹総 165 鈴木千智 70 

深田成予 0223 鈴木ひとみ 128， 234. 0235， 378， 379， 380 

i警本美千代 048 鈴木真貴子 303 

鈴木真由美 0174. 175 

し 鈴木康江 39 

志賀くに子 134 鈴木 317 

寺境タ紀子 0365. 366 鈴木玲子 0142 

震兼 恵 子 57 鈴田勝子 0136 

主主松 裕二 63 須田 354 

下方光枝 6 須藤 i享 0252 

議崎恵美子 60， 0118 砂山明子 0251 

柴田 0314 角 智美 035 
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炭谷正太郎 060， 118 武剖江皇子 036， 273 

武田利明 333 

せ 竹谷英子 68 

関 明美 153， 195， 0391 竹野ゆかり 188， 0189 

関 美 奈 子 09 竹之下信子 0309 

関戸啓子 179， 0183 竹林陽子 97 

関根龍子 177 竹村節子 15 

仙波洋子 013， 141 悶i反 4設じま，、 121 

多関貴志 0245 

そ 立JII 麻紀 94， 0334 

関部 悦 代 265， 0266 立石和子 051. 397 

i選i関麻利子 316 田中英子 191 

田中周平 185 

た 問中広美 248 

;埋窓 0196 問中美智子 0307 

陽子 0198， 272 田中隆太 400 

高チ1: 179， 183 問中留伊 252， 0253 

i出i苅哲子 357 田辺恵子 73 

iFS城美希 0274 国;妻美津子 354 

高野陽子 107 自辺恭子 251 

高矯利子 77 旧道有理子 0399 

高橋市校 62 谷垣静子 155， 0158 

ドFa ノ戸一九、二J乙 0310 悦子 51. 397 

高橋清子 301. 0300 谷口 127 

高橋伸江 0360 

尚橋フミエ 79， 080 谷本 おi 255， 0405 

高橋タ紀 251 谷本千恵 0114 

高橋由美 25 田 野 ル ミ 139， 202 

高林範子 0197 間i刻康子 0344 

高見知iを子 053 閏村こずえ 134 

国上恭子 345， 346， 347， 348 田村笹子 0148 

法j見沢志美子 88， 90 田村幸恵 0188， 189 

257 

ii返事JiJ 伎忠 097 ち

i'r'5111 栄 0332 地黄伸子 0355 

i勾111裕喜校 205 近国敬子 94， 162， 163， 300， 301， 334 

多JII n青美 53 近付千穂 0328 

i道下幸栄 0234 長 プヰ1-t 274 

瀧内彩子 238 つ

i竜内隆子 227， 0228 塚崎恵子 135 

i道下幸栄 235， 313， 320， 322， 323， 324， 378， 塚田純子 134 

379， 380 塚原節子 12， 52， 83， 100， 101， 115， 350 

竹井留美 384 塚本尚子 182， 0230， 281 

竹内 160， 184， 211 辻あさみ 317 

竹内登美子 91 i土 貴子 156 

竹下万皇子 19， 33， 065， 244 辻臼喜代隆 115 
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津田憲司 0353 中間佑里子 06 

津由紀子 3. 240. 285 長田樹理 249 

るり 096. 119 長田千穂 302 

土問 恵 215 長期 290. 291 

土麗八千代 20. 049. 331 中谷千尋 254 

坪井良子 46. 105 中谷友香 7 

坪田恵子 200 中塚品子 232. 233 

坪間知美 66 長友みゆき 144. 240. 285 

i察本 4 中新美保子 0123 

鶴間真理子 362 中間真由美 0152 

出村 0208 中野幸子 0264 

中聖子 正孝 248 

て 中原英子 11 

ミテ崎 明美 368 中原博美 095 

ミテ崎 友喬 0386 中王子 みわ 221 

ミ子潟 泰子 0299 中平洋子 0398 

寺町援子 87 f中部美山紀 207 

永築 主主哉 0171 

と 中村恵子 68. 071 

さlHI 雅代 160. 184， 211 中村珠恵 92， 093 

通山由美子 132 中村 0111 

和江 0103， 104 中村 70 

語、間菜諸子 0159 中村有希 0381 

態永英和子 087 中村裕美子 226 

弼波利三長 2， 383 中村 221， 0370 

345. 346， 347， 348 中矢 0160， 184. 211 

聡子 318 中出 由美 358， 392 

富氷 5 名越恵美 0249 

友関 154 七尾 066 

行部智子 0268 

な 灘j皮 i告子 0286. 289 

内藤 1.2， 、 264 

内藤直子 0161 

中井隆彰 143 新安タ委理 70， 0367 

永井手[1芳 384 一木由加累 121 

中尾久子 73 閣官美子 225 

中川雅子 320， 321， 322， 323， 324 西日知子 148 

中川裕美子 121 E宝沢義子 153. 195， 391 

長坂 猛 307 西島澄子 355 

I=t鴎将人 0400 関島古記 145， 146 

中島美津子 047 西田俊世 073 

中島美津子 53 im田直子 234， 235， 313， 378. 0379， 380 

中 162， 163， 300， 301 E吉田真由子 339， 0340 

中瀬雄大 143 im谷 200 

長瀬路美 24， 115 im頭知子 0132 

中間弘子 064 仁科祐子 0155， 158 
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1lliJJまみゆき 0168 馬場口喜子 0265， 266 

西平倫子 0192， 362 羽熔 lE孝 0128 

西村千窓 52 早川美佐子 055 

西村 0358 林慎一郎 304 

西村美穂 0239 林 裕栄 150， 151， 325， 0369 

西谷内殺統 0124 林真紀子 196 

彩子 196 林 総子 058 

光 063 J休 陽子 092. 93 

葉111 有香 372， 0373 

ぬ 旅田秀子 0185 

rs井智子 027 張事手 直美 185 

板東正己 352 

ね 坂東美知代 0305， 306 

根来佐由美 0372， 373 

根本和加子 082 ひ

東香代子 11， 156 

の 東サトエ 28. 240 

納富史恵 042 樋木利子 355 

Wf'上悦子 24 樋口キエ子 079， 80 

野上真理 12 樋口日出子 399 

野i二j 英子 160， 211 樋口マキヱ 14 

野口恭子 161 樋o 0156 

J)~t II汝江 121 人見紛f[: 0221， 370 

Wj'p 結花 345. 346. 348 樋ヰ，: Jilt 51ミ 11 

野村明美 182. 230. 検111 rYl子 0165 

来越二!二校 155. 158 平賀 186. 0298 

来松貞子 278， 279， 283 王子木久美子

王子水 尚美 216， 0352， 359 

iま 平塚 麗 030 

萩i京裕子 029 平松知子 75 

萩谷円香 0336 康川 304 

橋本顕子 0401 鹿瀬春次 220 

総本智江 188， 189 康問美喜子 0199 

紀子 27 

稲本麻由主主 116 13¥ 

続本みづほ 0280 深沢総子 258， 259 

長谷川智子 1， 383 深i率 357 

長谷川真美 150， 0151， 319 深田美香 138， 326 

知吉節米 0315 深堀 i告綴 67 

:J:揮下博世 128 福j察 269 

畑野富美 317 福島裕子 161 

入国勘百i 0374 福間和美 0356 

報部淳子 122. 168， 267 福田久子 5， 0294 

服部ユカリ 22 福田倫子 0257 

花井節子 0316 福間 A砂、 0135. 339， 340 

花田妙子 349 福本 漆; 167， 320， 321， 322. 0323， 324 
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千語録 0393 堀井たづ子 320. 322. 323. 324 

房間美悪 011 場JlI'挽夫 107 

藤 井徹也 70 堀田佐知子 162. 163， 300， 0301， 334 

藤 井智子 223 堀端墜衣 0246 

藤井樽英 248 本間智子 140 

藤 井瑞恵 299 本多祐子 300. 301 

藤 井和季 018 本田裕美 102 

藤郎君支 13， 56. 059. 74， 76， 374 

藤郎きみゑ 15 ま

藤田 167. 320， 321， 0322. 323. 324. 393 前JII 典子 012 

藤田 尚子 365， 0366 前田修子 0227， 228 

藤田 176 前田樹海 050， 70 

藤 田倫子 166 税関経子 39 

藤田 040 前田ひとみ 03， 285， 292 

藤野成美 0402 前国 0236 

藤野みつ子 53 前回由紀子 む. 0397 

藤 九千尋 42 前高 014 

藤 本悦子 48. 188. 189 牧本清子 135. 339， 340 

藤本 023 真砂涼子 335， 336 

藤本美由紀 0276. 0337 主主子 育代 043 

藤森 252. 403 増田 50 

藤原子嘉子 40 議村 025 

藤 原尚子 137 燃本親子 0354 

藤原理津子 55 絞:Ji二美由紀 0279 

布雄淳子 147， 0186. 298. 310 絵尾 221 

訟木由香 0182. 230. 281 松岡知子 234. 235， 320. 322. 323. 324. 378. 

?な議和代 261. 262 379. 0380 

麓 有利代 106 松関史子 103 

武用 26 松木理法 97 

古堅 14 和子 162壱 163.300. 301 

吉川八重子 116 松寄英士 0308 

古瀬みどり 8 松下由美子 0363 

古 村和枝 97 松国明子 0326 

古山 132 松田かおり 0271 

松田光信 258. 0259 

f¥ 松前好美 91 

JJIj官 229 松高健百] 044 

松永洋子 0225 

lま 松原六郎 258. 259 

坊鐙友美 137. 0193 松村慈子 0131. 133， 270 

法 橋尚宏 45 松村寛子 129 

瀬川つや子 0282 松本泉美 0108 

牡丹朋子 156 松本啓子 0214. 249 

堀田f左知子 94 松本賢哉 256. 0404 

堀 容子 367 松本奈美 55 

堀井節子 320. 321. 323. 324 松本美恵子 221 
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民鍋えみ子 167， 271， 320， ()321， 322， 323， 324 村本 115 

奨野祥子 398 村山政恵 30 

丸a美和 ()203 室井洋子 ()20l 

室岡恵子 30 

み

三浦浩美 261. ()262 め

三三i浴 室彦 319 日野千束 247， ()288 

~J二佳澄 153， ()195， 391 

洋 217， 222， 275 も

三上裕子 145 毛利 238 

裕子 ()146 餅間敬司 53 

明子 5， ()154， 294 望月 吉勝 109 

水木香織 ()24 本村和也 ()17 

水聖子 珪，(ふま、 341 森 -dE也ぢ、 18 

道重文子 ()207 森 ()296 

道繁祐紀恵 277 森 祥子 107 

ツ 305， ()306 森 純子 57 

光石伊公子 ()169 Fオミド 千鶴 111， 112， 113， 252， 253， 256， 403， 404 

光木 238， 320， 321， 323， 324 森 務委 277 

実手[1 320， 322， 323， 324 森鍵祐子 ()364 

光iiz 44 森北裕美子 99 

設 ()19， 33， 65， 244 森下品代 103， ()104 

-'付 221 92， 93， 386 

おf"J 1iIi代 286， 289 治代 371 

智子 192 森安手It子

古鳥朝子 94， 334 森山美知子 47 

出 久校 55 諸江由紀子 188， 189 

宮 地真澄 243， 246 

宮林郁子 155 や

宮本加寿子 368 安井久美子 31. ()341 

宮本住ill乃 ()119 安田加代子 141 

宮脇美保子 326 安田智美 365， 366 

明ネ1¥1 一浩 L ()117 f本波茂子 165， 296 

17 安原由子 179， 183 

j与里 ()84， 115 八塚美樹 274， 375 

1手前 188， 189 楊箸隆哉 140 

矢野智子 307 

む 矢野鴎実 49 

村上 143， 197， 203 矢野議永 225 

村上美華 3， ()292， 349 矢主:51 ()99 

村上由美子 302 薮田 歩 ()115 

村木実希子 382 山内まゆみ ()129 

村木自力B虫 ()267 山内美恵子 382 

村瀬真佐美 350 山内美代子 116 

村泊 尚恵 ()187 山JII 裕子 ()269 

村松知子 !)!) 山口今日 ()56 
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山口佳子 054 吉井 0200 

山口綾子 122. 168. 267. 0290. 291 古関久美 314 

山口鈴江 55 吉岡さおり 164 

山口扶弥 402 吉間伸一 257 

山口美努子 303 古川 彰一 132 

山口 求 44 古JII 箆主主: 341 

111口裕子 170 吉田窓理子 171 

llJ崎 280 吉田華奈恵 1. 0383 

山下みゆき 156 吉田つばさ 0256 

llJ罰 綾 217. 0275 吉野由紀江 177 

llJ間一部 148. 156. 198. 231. 272. 297. 312. 良村 145. 146. 299 

352. 353. 400 吉村 0382 

山田京子 320. 321. 322. 323. 0324. 401 吉村裕之 229. 232. 233 

山由紀代美 71 吉行部美 。127
山田典子 0229. 232 淳:弥 。181
llJ閉 i羊 252. 0403 米津啓介 0216 

出国 3. 49. 331 

llJ関嘉i珂 77 わ

llJ団理窓 0238 若崎 214. 0385 

llJ内一史 69. 70 若林たけ子 286. 289 

山辺英彰 345. 346. 347. 348 若村智子 94. 334 

山埼玉 72. 0213 久美 396 

山本格子 0233 和田由紀子 388 

山本 12 渡護憲理子 221 

山本 0166 久美 32. 395 

llJ本 037 !lJi技 357 

山本真実 034 麻生 57 

llJ本美紀 165 充広 022 

山本恭子 。31 順子 60. 118 

llJ元由美子 371 綿貫恵美子 0173 

llJ本容子 234. 235. 0313. 378. 379. 380 綿貫成明 352 

ゆ

さ手松美智子 38 

弓露首 美鈴 36. 0273 

湯j尺 J¥i工 21. 72. 213 

よ

横井和美 15 

横井正予 23 

談 内光子 384 

横 道博子 115 

横山 0150. 151. 319 

横山ハツミ 0304 

吉井 350 

吉井 刃，じ.、 365. 366 
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第34毘日本看護研究学会学術集会企画委員・実行委員

<学術集会長>

<企画委員>

<実行委員>

近田 敬子(間留学問女子大学)

大野かおり(額田学国女子大学・事務局長)

佐々木八千代(間関学園女子大学)

瀧JII 葉(滋賀医科大学)

長尾 佳子(岡田学国女子大学)

西国 直子(京都府立医科大学)

平河勝美(滋賀県立大学)

島朝子(京都大学大学院)

LLJ本恭子(閤器学閥女子大学)

油関税子(1羽田学問女子大学)

伊藤ちぢ代(関田学閥女子大学)

大納 }章子(間出学盟女子大学)

カルデナス暁東(閤由学閣女子大学)

川村千恵子(樹田学国女子大学)

金原 京子(留国学践女子大学)

小玉(関田学園女子大学)

摺井ひろ子(盟問学園女子大学)

高橋演子(園田学園女子大学)

中島美総子(園田学関女子大学)

揺出佐知子(国田学国女子大学)

本多 祐子(留国学問女子大学)

真継和子(開国学園女子大学)

松本珠美(国留学園女子大学)

国 久枝(園出学関女子大学)

湯舟 貞子(陸自学顕女子大学)
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名 会主主 ，品、

震ヨ ヱエ 民

村 y越 康

松 同 Y芋 夫

二七 田 時 子ロ

木 場 ι日Eコ[ 亙

宮 崎 手首 子

内 海 j晃

{非 藤 暁 子

石 ]11 稔 生
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理事・監事名簿

理 役職名 氏 名

理 長 山 口 桂 子

話。 理 長 ;泉 キヨ

話。 理 事 長 回 島 桂 子

理 事 [1可 合配ヨ主 l手 子

理 チド ク

理 事 尾 t平ふ4
"一"、 -

理 事 影 山 セツ子

玉里 上 鶴 重 美

理 紙 克 子

理 事 口 孝 泰

理 iIl島 みどち

理 間 千恵美

理 JII キ1- 佐和子

理 事 製 回 裕

理 松 I、i，ETA 

JJl! !lJ 民JlI!子

JA 目要 出紀子

現! 日自 涼 澄 子

羽! 松 岡 主義

理 松 出 たみ子

理 !lJ 国 律

理 111 勢 博 彰

1隠IIとL 事 藤 詳 子

監 事 ;大 谷 !f* 

(アイウエオ)11的
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百本看護研究学会

平成19--21年度委員会委員名簿

(任期 平成19年4月1日~平成22年3月31B) 

理 役職名・委 会名 氏 名

理 長 llJ 口 桂

副理事長・総務担当理事(長) <兼任〉 田 島 桂 子

総務担当理事ー 1与弓"-'主 コ子

麗理事長・渉外担当理事(長) <兼住〉 泉 キヨ

渉外担当理事 JlI 員宅 みどり

会計担当理事(長) 宮 目要 由紀

会計担当理事 111 出 律 子

編集委員会委員(長) JII 口 孝 泰

編集委員会委員 JII 関 千恵

編集委員会委員 佐々木 綾

編集委員会委員 多 間 数

会委員 7乙 泉

編集委員会委員 千 鶴

編集委員会委員 勢 博 京守#子占ノ.~ 

奨学会委員 (長) 紙 克 子

奨学会委員会委員 p寺 由同主 i羊 子

奨学会委員会委員 十~ ;告 子

奨学会委員会委員 武 田 子

奨学会委員会委員 林 搭

学会賞・奨励賞選考委員会委員(長) 十公 時 繰

学会賞・奨励裳選考委員会委員 氾Jjミノノ 山 セツ子

学会賞・奨励賞選考委員会委員 111 村 イ左和子

-奨励設選考委員会委員 国 裕

学会賞・奨励裳選考委員会委員 111 真理

将来講想検討委員会委員(長) 松 田 たみ

将来構想検討委員会委員 石 井 ト ク

将来構想検討委員会委員 上 鶴

将来構想検討委員会委員 田 島 経

将来講想検討委員会委員 前 原 ii 主

監 事 主r'-疋噌 藤 詳

監 事 大 谷 巽千子
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理事役職名・委 会名 氏 名

法人化検討委員会委員(長) 山 口 桂

法人化検討委員会委員 尾 恵二子

法人化検討委員会委員 国 ネ圭

法人化検討委員会委員 fllJ 原 澄

法人化検討委員会委員 松 田 たみ

倫理委員会委員(長) 石 井 ト ク

倫理委員会委員 iI 寸--"一: 陽

論理委員会委員 JII 口 孝 泰

倫理委員会委員 手 島 議4じ牙a、

論理委員会委員 r~ 木 光

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員(長) 出 中 裕 一一
学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 t工 τpム了噌 陽 子

学会誌発行30濁年記念事業実行委員会委員 尾 4モ信2弘、 コ

学会誌発行30潤年記念事業実行委員会委員 中 野' 正 孝

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 国 たみ

学会誌発行30周年記念事業実行委員会委員 一 木 明 子

医療技術評儲ワーキング委員会委員(長) 泉 キヨ子

医療技術評舗ワーキング委員会委員 大 i幸 麗 子

法療技術評価ワーキング委員会委員 紙 克

医療技術評価ワーキング委員会委員 JII 向車 みどり

法療技術評価ワーキング委員会委員 宮 !接 由紀

医諜技術評価ワーキング委員会委員 f~ 、 田 たみ

(いずれもアイウエオ頼)
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評議員地区別名簿

北海道地区 (10名)

氏 名 所 原

上回 !碩子 旭川医科大学誌学部附属病院

JII畑いづみ j 北海道大学医学部問題病院

影山セツ子;天使大学

北村久美子[祖111医科大学看護学科

佐藤洋子北海道大学大学院保健科学研究設

東北地区(13名)

氏 名 j 所 罷

間部テル子;弘前大学医学部保縫学科

お升: 範子;秋泊大学底学部保健学科

一戸とも子[弘前大学医学部保健学科

石芥 トク;日本赤十字北海道看護大学

石銭安子;青森県立保健大学

大殿靖子;

JII村佐和子;翠隷クリストブア 大学大学説

関東地匿(15名)

JII日

紙箆

北111

東京地震 (28名)

氏 名 月号 認

麻原きよみ 聖路加看護大学

飯田浸美子 理隷クリストファ一大学看護学部

飯村藍子 東邦大学援学部看護学科

大石杉乃 i 東ぷ慈恵会法科大学援学部看護学科

思岸恵三子 東京女子涯科大学看護学部

悶部恵子 埼玉臨科大学保健医療学部審議学科

奥野茂代 京都橋大学老年看護学

JII野雅資 共立女子短期大学看護学部

JII鶴みどり 日本赤十字看護大学者護学部

柿川 房子;新潟県立看護大学

菊地登喜子

小松浩子 聖路加看護大学

斉藤やよい 東京医科浅科大学大学議採建j寄生学liJf究科生体ー生活援能看護学

出村秀子 摩生労働省

氏 名 所 属

j佐藤昇子 天使大学

平 典子;北海道監療大学看護福社学部

i松木光子

|山田 律子;北海道復療大学者護福祉学部

良村貞子北海道大学底学部保健学科看護学専攻

氏 名 ; 所 属

木村 紀美 j弘前学院大学看護学部看護学科

小林 i享子 i山形大学医学部者護学科

塩趨 {ご 東北大学大学混医学系研究科

武田利明 者手県立大学審議学部

l高橋みや予 ぷ都構大学

王子冗 泉 秋田大学医学部保健学科

展

氏 名 所 属

渋谷援子 新潟援療揺社大学

i坪倉繁美 守ul市健康福社部

諮井真援美 日本赤十字審議大学

i中木高夫 日本赤十字看護大学

i長江 弘子;関山大学大学院楳健学研究科

中山和弘 聖路加看護大学

高野知恵子;参議院議員

松慌たみ子 群馬大学際学部保健学科

松下由美子 出梨県立看護大学

村鵠幸代 東京大学大学院援学系研究科

森 千鵠;筑波大学大学説人間総合科学研究科

|楊箸 隆哉;郡山鐙康科学専門学校

横井郁子;東邦大学涯学部看護学科

挙 節子 長崎県立大学大学院人間縫療科学研究科
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東海地歪 (34名)

民 名 所 #Jl; 氏 名 i 所 属

安藤詳子 名古屋大学援学部保健学科看護学内 小山良理子 神奈川県立保健福祉大学

足立久子 岐阜大学誌学部看護学科 佐藤栄子

足立はるゑ 中部大学生命健康科学部保健看護学科 柴山健三 議問1*健誇j生大学大学説f*建学研究科クリテイカルケア学

浅野みどり 名古躍大学医学部保健学科 自尾久美子 議i潟県立大学看護学部

地問明子 北里大学 鈴村初子 知霞科大学者護学部

伊藤孝治 三重県立看護大学 杉if!i 太一 11皮主主大学医学部看護学科

都吉光子 北里大学看護学部 鈴木みずえ 三重県立看護大学

市は和子 聖隷学留聖隷クリストファ一大学看護学部 高橋真理 北里大学看護学部

石黒彩子 中部大学生命健康科学保健看護学科 竹谷英子・ 名古壌市立大学者護学部

岩瀬信夫 愛知県立看護大学 竹田千佐子!兵嫁底療大学看護学者11

太田勝正 名古屋大学医学部保健学科基礎看護学講座 18 祐子 岐阜県立看護大学

太田喜久子 慶F主義塾大学看護医療学部 土井まつ子 愛知医科大学看護学部

鎌倉やよい i愛知県立看護大学 平井さよ子 愛知県立看護大学

片関 純 i愛知県立春護大学 藤井徹也 名古屋大学援学部保健学科

黒田総子 北里大学看護学部 山口綾子 愛知県立看護大学

小山幸代 東海大学健康科学部署護学科 山由 静子[藤田保健衛生大学衛生学部

小松万喜子 愛知!思立看護大学 三河内憲子 j日本赤十字豊問看護大学

近畿・北陸地誌 (41名)

I~青山 名; 所
成 ，l:"¥: 名; 汚? 属

ヒフミ 大阪府立大学者護学部 道重 丈子;京都橘大学看護学者li

|阿曽洋子 大販大学大学院涯学系研究科保健学専攻 光木 幸子 j京都府支援科大学医学部看護学科

泉 キヨ子;金沢大学大学設置学系研究許保建学専攻蕗床実疑者護学誘惑 宮島 初予;京者li大学大学院医学研究科

il!糾奇 部 i愛媛大学大学院医学系研究科臨床肴護学講座 宮内 環;神戸市看護大学者護学科

藤本悦子 石JII1県立看護大学 水田真由美 i和歌山県交医科大学保健看護学部

藤田きみゑ 滋賀県立大学人問看護学部 森 美春 明治銭灸大学肴護学部

藤原千恵子 大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 森 -EA主"主、 大板府立大学看護学部

藤本由美子 近大姫路大学看護学部 森下妙子

ぬ¥41:たづ子 京都府立産科大学医学部看護学科 山田一期 KRCC臨床研究支援センター

議11見明代 神戸市看護大学 山本恭子 関関学閤女子大学人関健康学部

思和美 大販府立大学看護学部 矢野正子 聖マリア学院大学

翁11悶泰子 大波府立大学看護学部 八塚美樹 富山大学医学部看護学科

細川淳子 石川県立看護大学 出回双子 京都府立医科大学医学部看護学科

i詰!京澄子 京都橘大学 安田智英 富山大学医学部肴護学科

桝本妙子 明治田i努霞療大学看護学部 吉永喜久恵 神戸市看護大学

丸悶恵子 石川i巣立看護大学 米自昌代 石川県立看護大学 母性小児看護学講座

牧水清子 大阪大学監学部保健学科看護学専攻 吉田久美子 石川県看護協会

民鏑えみ子 J?，都府立医科大学涯学部看護学科 若村 智子 iぷ都大学医学部保健学科看護学専攻

松田宣子 神戸大学医学部保健学科者護学専攻 和歌恵美子 i樹立行総は腕立椛制服務 7v)vギ嚇七ント

松田光信 や!J戸常盤大学保健科学部看護学科 和田恵美子 大阪府立大学看護学者1¥

真鶴由貿ー恵 大阪府立大学統合教管研究機構
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中国・四盟地l2S:(26名)

氏 名 所 属 氏 名 所 属

総長さひづる 兵庫医療大学 阪本恵子 大詰zm立大学医学部看護学科

務下 光 問山大学大学院保健学研究科看護学専攻成育看護学 関戸啓子 徳島大学産学部保健学科看護学専攻

上向 澄 子 島根大学産学部看護学科 千田好子 関111大学援学部保健学科看護学専攻

内田宏美 島援大学震学務看護学科 中沼純子 愛媛県立症療技術大学

小野ツルコ 関西福祉大学 野島良子

小野ミツ 広島大学大学段保健学研究科看護開発科学講座 橋本和子;議リ汗成大学看護学部署護学科

片j渇万 里 高知大学医学部看護学科 人見裕江;新11県立保健医療大学

河野 保子 j宇部フロンテイア大学人間健康学腕護学科 11藤沼 倫子;高知大学援学部;看護学科

JII西千恵美;諮島大学医学部保健学科 11宮腰由紀子[広島大学大学院保健学研究科

掛橋千賀子 関山県立大学看護学科 i村上生美 向山県立大学保健福祉学部

協方 弘子 i香川県立保健毘療大学 森下 利子;高知女子大学看護学部

近藤 裕子 i兵庫大学健康科学部看護学科 山勢博彰 山口大学涯学部保健学科

小 林敏生 l広島大学誌学部;保健学科， 横手 芳恵;関山県立大学保健福祉学部

九州地区 (24名)

ι企
a
f
a
a
 

-口九 属 氏 所 思

井 上悦子 i熊本保健科学大学看護学科

j宿泊 秀子 j長崎大学援学部保健学科

大地美也子

問中 洋子;栓賀大学箆学部総属病段看護部

土屋八千代;宮崎大学涯学部者護学科

ii野村志探子;久留米大学医学部看護学科

;j萩浮きつえ;熊本保龍科学大学

I1東サトエ l宮崎大学医学部械学科
一 -

7州大学大学説医学研究臨建学部門委護学分野凶器ひとみ;熊本大学医学部保健学科

"松関 線;福間女学読者護大学

;大分大学医学部看護学科

熊本大学涯学部保鷺学科森田

安費支 史子

山本富士江;密捺底療福祉大学大学i詫

出勢 善江;日本赤十字九州

子
一
子
一
子

光
一
窓
…
恵

一
利
…
子

精
一
本
…
ム
ロ

小
…
川
一
河

酪武 和子;福i潟大学医学部看護学科

和子 j抜賀大学産学部看護学科

斉藤ひさ子;故賀大学医学部看護学科臨床看護学講座

間島

(評議員選挙会督時の中出による所属です。 但しぞれ以降本人より所議変更の取出があった場合，所認は変更してお

りますJ
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平成20年度日本看護研究学会総会議事事項

平成20年8月20日（土）
16: 50-18: 20 

於 神戸ポ ー トピアホール

（神戸ポ ー トピアホテル）

理事長挨拶

報告事項

1. 学会員の動向

2. 委員会報告について

1)編集委員会報告

2)奨学会委員会報告

3)学会買• 奨励貨選考委員会報告

4)将来構想検討委員会報告

3. ホー ムペ ー ジの運営について

4. その他

• 日本学術会議について
• 日本看設系学会協議会の活動について
• 看設系学会社会保険連合（看保連）の活動について

議 題

1. 平成19年度事業及び会計に関する報告

1)

2)会計報告

3)

2. 法人化について

1)定款の検討

2)役員・評議員選挙規程等の検討

4. ホー ムペ ー ジについて

5. 平成20年度事業計画案について

6. 平成20年度予算案について

7. 第37回（平成23年度）学術集会会長選出について

8. その他

第35回（平成21年度）学術集会会長挨拶

•平成19年度奨励賞表彰

•平成18年度奨学会 研究発表表彰

•平成20年度奨学会奨学金授与
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平成19年度事業報告

1. 第33国学術集会の開催:(石井トク会長)ア月28日， 29日 盛岡市

2. 機関誌の発行:30巻 1号-----5号

3. 奨学会の運営:

平成19年震奨学金授与 掛田崇寛氏(元山口大学大学院医学系研究科)

4. 学会賞・奨励賞の運営:

学会賞:推薦無し

奨励賞:5名

安東由佳子氏(北里大学看護学部)

石井京子氏(大阪市立大学)

大釜 徳政氏(関西福祉大学看護学部)

山口 真澄氏(愛知県がんセンター)

真鍋えみ子氏(京都府立医科大学底学部看護学科)

5. 地方会の運営:北海道 東海，近畿・北陸，中国・四国，九州・沖縄

各地方会

6. ホームページによる情報提供

7. 学会誌発行30周年記念事業

8. 将来構想、の検討

1 )法人化の手食言す

2)倫理委員会活動の検討

3) 国際交流委員会の設置等(国際活動推進委員会)

9. 診療報関改訂に向けての医療技術評価の検討
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貸借対照表総括表

平成20年 3月31日現在

日本看護研究学会 (単位:内)

不十 自 一般会計
1プ$ミ二づ2時二alzドz 事業|記錦業(

合計
:持部会計 接立金 持別会計 内部取引消去

特別会計

資産の部

1.流 動 資 産 27，207，876 9，891，938 551，949 392，129 38，043，892 

2. 関 r疋ム， 資 産 [ 43，192，408J [OJ [OJ I [0] [ 43，192，408J 

(1) 碁 本 立す 藤; O O O O O 

(2) 特 資 産 36，122，054 O O O 36，122，054 

(3) その他蹟定資産 7，070，354 O O 7，070，354 

資 産 l口》、 言十 70，400，284 9，89 551，949 392，129 I O 81，236，300 

立 負 の 部

上 流 震b 負 15，971，025 O O O 15，971，025 

2. 関 r疋~恥 魚 O O O 

負 15，971，025 O O O 15，971，025 

鹿まi床財渓の部

1.指 'jと忠一， 正 味 ltt 議 O O O O O 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) (0) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) (0) (0) (0) 

2. 毒主 正 i床 ltt 産 54，429，259 9，891，938 551，949 392，129 65，265，275 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) (0) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (36，122，054) (0) I (0) I (36，122，054) 

正 味財産合計 54，429，259 開，938!W49) 392，129よi O 65，265，275 

負 及び服財産合計 70，40側 9，891，938 551，949 I 392，129 O 81，236，300 
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収支計算 総 括 表

平成19年4月1日から王子成20年3月31日まで

日本看護研究学会 (単位:円)

; 一般会計 奨学会
選挙卒業

記念事業
科 自

特別会計
積立金

特別会計-
内部取引i肖去 合計

特別会計

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入 [ 44，039， 192J [262，226J [500，749] [800，558] [ム l，550，OOOJ [ 44，052，725J 

入 iZ3b、E f五、五 ヰ又 1，251，000 O O O 1，251，000 

~ 費 ヰ又 40，659，000 O O O 40，659，000 

京在 4又 人 2，129，192 i 12，226 I 749 558 2，142，725 

FJ4 ， 有文 議: 間 ノ蕊ミ O O O O O 

他会計からの議入金収入 ; O 250，000 500，000 800，000 ム 1，550，000 O 

2 事 活動支出 [ 41，7 45，032J [250，693J I [OJ [408，429J I l，550，OOOJ I [ 40，854，154J 

主同主 ま緊 費 支 出 40，195，032 250，693 O 408，429 40，854，154 

他会計への繰入金支出 1，550，000 O O O ム 1，550，000 O 

事業活動収支 額 2，294，160 11，533 500，749 O 3，198，571 

H 投資活動収支の部

1.投資 活動収入 [5，800，OOOJ [OJ [OJ [5，800，000J 

特定資産取崩収入 2，800，000 。 O 2，800，000 

貸付金田 Jlx収 入 3，000，000 O O 。 3，000，000 

2.投資活動支出 [3，319，903J [OJ [OJ [3，319，903J 

特定資産取得支出 319，903 O O O 319，903 

間定資産取得支出 O O O 。I O 

貸 付 金 支 出 3，000，000 o O O 3，000，000 

投資活動収支 額 2，480，097 O O O o 2，480，097 

回 財務活動収支の部

I 財務活動収入; O O O O 

2.財務活動支出 O O O 

財務活動収支 綴 O O O o I O 

N 予係費支出 O O O O 

当期収支 額 久ザ叩仰7ηm叩7江4 500，749 3仰 9I O 5，678，668 

前期繰 越収支 額 3，462，594 9，880，405 51，200 O 13，394，199 

次期繰越収支 額 s札幻紛別，2均，236幻m附3お6 開，938I 55l，949; 392，129 O ; 19，072，867 
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一般会計収支計算
王子成19年4月1日から平成20年 3月31Bまで

日本看護研究学会 (単位:円)

I 

l 苓業活動収入

受取入会会 [1，350，000J {山0ペ [99，000J 
正会員入会金 1，350，000 1，251，000 99，000 

受取会望者 [ 40，922，000J [ 40，659，000J [263，000] 
蓄を続会長 40，922，000 40，568，000 354，000 I未収金7，郎日間x262i吉会む
遜年度追加入会等 O 91，000 ム 91，000

総収益 [1，815，000J [2，129，192J {ム314，192J
学会誌広告科 500，000 525，000 ム附~ I!制 ~5 号
手子科購読料 1，110，0∞ 1，170，000 ム 60，000 来月文会1O，()∞Plx4

出絞著作機学iイ也 200，000 278，610 ム 78，610
雑収益 O O O 
受取利患、 150，582 気後7E霧!(法人!選投塁手宗主〉 主主綴手立怠ミ字

善玉索活動収入計 47，808 I 米~X念7，∞01斗 x262名，有料務員完 4íキ

2. ~桑活動支l:I:l
[ 45，337，000J [ 40，195，032J [5，141，968J 

500，000 500，000 O 言$33際}

総会遂義変三ミ& ~50，0∞ 98，700 51，300 務331現象害事・室主会名札{車

t車方会補助塁塁支出 2，α00，0∞ 2，000，0αo 。{設 1) 

務会費支出 280，0∞ 280，000 O 愛護系学会議長議会会!t8 ]iPl.看護系学会等技会告主義主透合会受207lPl

理事会芸者支出 (2，600，0α[)) (2，363，346) (236，654) 
常任理事会 700，000 546，606 
定例理君事会 1，400，000 1，107，136 292，864 I主総理事会町震互交

総会時綴李会 O 217，228 I ム 217，228 総会長幸盗事・ 事名整会会J~等

評議員会等 500，0∞ 492，376 7，624 
会議室ぎ・委員会遂営繁支出 (2，150，0∞) (1，508，566) (641，434) 
奨学会委員会 200，0∞ 14，240 185，760 i議f三!fIl.ぎZ季語3ゑ
緩集委員会 700，0∞ 207，315 i選{3蓄 を ゑ

学会焚・奨励党委員会 400，000 286，475 113，525 j謹{喜多ゑ 奪 会主義 学会主芝10ヌjfJj.きさ!め食5ヌ王将

将来構想検討委長会 700，000 680，516 19，484 遂き， 記念祭3辺諸透，法人淡路iゑ i窓際化!建主義

倫理委災会 100，000 11，550 88，450 
その他 50，000 23，100 26，9∞ [;三塁議校総長子fゐワーキング

印総費支出 (18，300，0∞) 08，794，894) 494，894) 
ρナ"Aヱbぇ、吋長谷才 18，∞0，000 18，286，485 286，485 30巻 1~5 ち

会報 O O 
その他 300，000 208，409 I会員リ・会後五斉求等

迷信繁支出 (6，180，000) (5，247，525) (932，475) 
民て「会之ヱ2入zさiiオtヒ司、 5，652，500 4，532，680 1，119，820 I ;jol!ij 5駁1(1 人気たち多~íí5f弓}

会費諮求 90，000 1ll，000 21，0α3 
事務i針ぎ 437，500 603，845 ム 166，3451 Tel' Fax .務官芝・メール・入会承務i議録l'lDパスワード滋昆]

事務局遂営費支出 0，827，000) (97，423) 
家主達 1，572，000 ム 3，2501131，欄円x12ヶJl立鍬初手数料3，250内
更新科引当金 85，000 O 85，0∞ 

光然資 150，000 ヨ轡〉 25，977 震託，ガス，水i1l:.下水i立

消耗品望号 10，000 6，501 3，499 iitfilJ. トイレ汚ふゴミ袋it等
什器備品 10，000 23，803 ム 13，803 アンチウイルス

事務費支出 4，100，α00 941，040 3，158，960 封筒・ラベル・コピー潟絞 {設2)
人件焚文お (4，8∞，000) (3，499，820) (1，300，180) 
常夏草ffl 3，400，000 2，602，175 797，8お 3名

滋時}琵ffl 800，000 711，975 88，025 予告i器・慈善善事者効
旅芸ぎ号事 185，670 214，330 車塁率会・学祭li$長会・議会終

梅干Jj厚生焚等 200，000 O 200，000 社会{主役・}議F話i係長支苧435
ホームページ関連続焚支出 2，400，000 1，782，564 617，436 メンテナンス，資額，

星雲弔費支出 50，000 O 50，000 
後収不能額 O 1，449，0∞ 1，449，000 I (平成18;ド皮会焚来最~207各 会長リ8粂3による撃を総後灸3

f也会計線、入支出 [10，750，000J [1，550，000J [9，2oo，000J 
奨学会特別会計繰入金支出 250，000 250，000 O l l名問務総総こ渓

選挙事業設立念特別会計繰入金支出 500，000 O 災後i'l遂等さ・潔等主主童全詳 (重苦{吏遺言等主浴室長iニff(入〉

記念事業特別会計繰入金支出 1O，ooo，oooj 800，000 9，200，000 
事業活動支出計 56，087，000 1 41，745，032 14，341，968 

事業活動収支差額 ム 12，000，000j 2，294，160 ム 14，294，160
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科 自 予算額 決算額 iを 異 i {務 最dチ

五 投資活動収支のき[;

1.投資活動収入

特定資産取崩収入 [12，000，000J [2，800，000] [9，200，000J 
記念事業積立頭金取撤収入 10，000，000 800，000 9，200，000 
法人開設準備積立渓金収燐収入 2，000，000 2，000，000 O 
貸付金回収紋入 [3，000，000J [3，000，000] [0] 
学術集会貸付金 3，000，000 3，000，000 O 言}33おl学術集会

投資活動収入計 15，000，000 5，800，000 9，200，000 
2.投資活動支出

特定資産取得支出 [310，000J [319，903J [ム 9，903J
記念事業積立預金取得支出 200，000 200，884 ム 884
法人開設準備積立預金取得支出 10，000 19，019 ム 9，019
援害対策添i蓄積立預金取得支出 100，000 100，000 O 

協定資援取得支出 [100，000J [OJ [100，000J 
器具備品取得支出 O 100，000 

貸付金支出 [3，000，000J [3，000，000J [OJ 
学術集会ま寄付金 3，000，000 3，000，000 O 第34剖守主総集会

投資活動支出計 3，410，000 3，319，903 I 90，097 
投資活動収支差額 11，590，000 2，480，097 I 9，109，903 

関 財務活動収支の音[;

1.財務活動収入

財務活動収入計 O O O 
2.財務活動支出

財務活動支出計 O o I O 
財務活動収支波額 O O O 

ぴ予備波支出 O ----- O 
2当}的 JI又交差~i ム 410，000 4，774，257 ム 5，184，257I料放 1，874，側附む

詰立}場繰越Jlx.文差額 3，462，594 3，462，594 o I 
次期繰越収支35・綴 ; 3，052，594 Q，_2}Ei，i)51 1 ム 5，184，257怜i同 1，874，脚内含む

収支計算書に対する注記

1 資金の範1m
資金の範閣には，現金.普通頭金，米収金，前払念仮払金.米払金，前受金 fIIj受会党史意rr料引当金を含めてい

る。なお，前期末及び当期末残高は.下記 2に記紋するとおりである C

2 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

科 目

現 ノ五」乙

立E立3 i盈 7員 3I立L 

ヰミ ~:X 金

fjlJ ずム 金

!反 払 金

i口h 言十

米 ナム 金

fJlJ バムζ 金

fJり 受 i三〉五、

金費 I 
吏 おi 手ヰ ヲi 当

よ口込

次期繰越収支差額

3 その他

(設 1) 地方会遂営費 :4月1日会員数

北海道 ( 285名)

寄東 海(869名)

舎 近 畿.~ヒ i漆 ( 1，267名)

中[!j.間関 ( 794名)

各九州・沖縄 ( 790名)

前期末残高 当期末残高

872 i 5，679 

17，345，847 22，039，497 

2，981，000 1，874，000 

157，775 138，700 

O 150，000 

20，485，494 I 24，207，876 

241，025 

10，000 30，000 

16，596，000 i 15，700，000 

170，000 O 

17，022，900 15，971，025 

3，462，594 父究スA父三1

会員一人当たり500F9x人数 0，000阿の伎を四捨五入し万単位で支払う)

14万円

43万円

63万内

40万円

40万内

(註 2)公認会言l'土による外部監査，年末調3表作成，パソコン支援経費を含む
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日本看護研究学会

般会計貸借対照表
平成20年 3月31日現在

科 自 当年度 前年度

I 資産の部

l 流動資産

現 ノs、1: 5，679 872 
立国立 通 預 金 22，039，497 17，345，847 

未 ヰ又 金 1，874，000 2，981，000 

JjIJ 在、 金 138，700 157，775 

資 fす 3，000，000 3，000，000 

仮 担、 :ili: 150，000 O 

流動資産合計 27，207，876 23，485，494 

2. 回定資産

lli 特 Aと， 資 産

念 積立預金 10，701，095 11，300，211 

法人開設準f諸積立頭金 22，020，959 24，001，940 

t員 対策準僚主託金 3，400，000 3，300，000 

定 iロL 36，122，054 38，602，151 I 
(2) その他陣定資産

ラ員又バー {務 202，388 202，388 

器 i持 口臼訂

減価 却累計- 1，623，918 ム 1，146，373

ソフ トウェア 4，800，515 6，434，549 

力E 人 j程 149，968 149，968 

敷 保 証

倒閣慨合計 l
650，000 650，000 

9，181，933 7，070，354 
関定資産合 43，192，408 47，784，084 

資 産 70，400，284 71，269，578 I 
B 負 強 ー の 部

1.流動負積

未 :J'L、 241，025 246，900 

前 ~ 王P立L 30，000 10，000 

詩話 '3lζ L lZL Z 費 16，596，000 

更新料引き出金 170，000 

流動負笛合 15，971，025 17，022，900 

負 {.e! ←" J口~ 15，971，025 17，022，900 

組 正 i朱財産の部

1.指定lE味財産

指定正味財産合計 O O 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) 

2.一般正味財産 54，429，259 54，246，678 

(うち基本防護への充当額) (0) 

(うち特定資産への充当額) (36，122，054) (38，602，151) 

正味財 メ悶ミ 54，429，259 54，246，678 

負f査及び協関産会計 70，400，284 71，269，578 
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増 減

4，807 

4，693，650 

ム 1，107，000

ム 19，075

O 

150，000 

3，722，382 

ム 599，116

ム 1，980，981

100，000 
ム 2，480，097

O 

O 

ム 477，545

ム 1，634，034

O 

O 

ム 2，111，579

ム 4，591，676

ム 869，294

ムえ875

20，000 

ム 896，000

ム 170，000

ム 1，051，875

ム 1，0臼，875

O 

(0) 

(0) 

182，581 
(0) 

(ム 2，480，097)

182，581 

ム 869，294
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般会計財産自録表
王子成20年3月31日現在

日本看護研究学会

不十 日

I 資産の部

上流 動資 産

現 金

現金手許草子言語 5，679 
普通預金

千葉銀行中央支j吉 1，751，654 
ミ三菱東京U時銀行千葉支底 1，665，493 
郵便局 1，424，811 
京葉銀行本町文庖 15，773，683 
家主主銀行本町支庖(法人化第一号) 1，423，856 22，039，497 

未 i託金

平成19年度会変 (262名分) 1，834，000 
学会誌有料購読料(41'キ) 40，000 1，874，000 

前払金

泰務局事務所王子成20年4月分賃料 131，000 
常任理事会会場変(王子成20年4月278分) 7，700 138，700 

貸付金

第34ijj]学術集会 3，000，000 
仮払金

弁護士法人化相談~J(m 綴け念 150，000 

流動資産合計

2. 

(1) 

記念卒業税立預金

千業銀行中央文応 9，501，967 
郵便局 800，000 
京葉銀行本町支}吉 199，128 
京葉銀行本町支応 200，000 10，701，095 

法人関設準備麓立預金

三菱東京U可銀行千葉支応 9，528，153 
郵便局 2，200，000 
京業銀行本町支rn 10，001，616 
*主主銀行本町三芝rn 291，190 22，020，959 

損害対策準備積立預金

京禁銀行本語T3之応 3，300，000 
京葉銀行本語J支1吉 100，000 3，400，000 

特定資産合 36，122，054 

(2) その他溜定資産

さr~ f訪

シャッター工事(Hl4.l2) 202，388 
減価償却累計。緩 ム 40，800 161，588 

器具liiii品
MSシュレッダー2270S¥t¥人災 (H7.6) 190，550 
滅倣償却累計額 ム 182，928 7，622 
密会通パソコンFMV- 389，434 
滅倣{償却累計綴 ム 373，857 15，577 

360 日本看護研究学会雑誌 VoL31 No.3 2008 

(単位:円)

王A立- 額

27，207，876 



科目

ノートパソコンPCvy22x一式(H16.2)

減{海i没却祭言十額

ノートパソコンLet'snot疋一式 (H17.8)

滅締償却累計額

会員管滋府パソコンF1VIV-C5200(H18.4) 

減価償却累計額

コピー綴MINOLTAbizhub250 (H18.6) 

滅綴償却祭計額

東芝エアコン(H18.8J

滅倣償却累計額

編集舟パ、ノコン東芝EQUIUM3400(H19.幻

滅鏑償却累計額

務J討議品言f

f無形揺走資産

学会ホームページ製作費用(H15.3)

学会ホームページ製作焚用(Hl7.2)

PCA公益法人会計(H17.1O)

i設去文紋データホームベージ(H18.9)

電話加入権

電話 1台043-221-2331

FA2口合 043司 22ト2332

敷金保証金

事務局事務所笈後数金保証委主

その他関定資産合計

立魚{玄の部

1.流動負債

未払

常混用人{午後 3名分

綴i時短F詩人件重苦 1;s分

前受金

手ま料際競学i

前受会費

平成20年度会費等

230，821 

ム 216，391

301，0宮8

ム 180，658

511，098 

ム 229，994

1，037，400 

ム 342，342

122，850 

O 

154，000 

233，940 

4，412，575 

74，984 

74，984 

14，430 

120，440 

281，104 

695，058 

回定資産会計

資産合計

199，025 

42，000 

流動負債合計

負債合計

正味財産
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~ 鋲

1，308，283 

4，800，515 

70，400，284 

241，025 

30，000 
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日本看護研究学会

一般会計正味財産増減計算書
平成19年4月1尽から平成20年3月31日まで

不i 日 当年度 前年度

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(l) 経常収主主

受取入会金 [1，251，OOOJ [1，416，OOOJ 
正会員入会金 1，251，000 1，416，000 

受取会費 [ 40，659，OOOJ [ 41，430，OOOJ 
1述 耳。1オEコt メzιz、 員 40，568，000 38，O14900 i 
過年度追加入会等 91，000 112，000 
ま庁 人 メZ52、Z 員 3，304，000 

雑収益 [2，206，126J 
会誌広 キヰ 525，000 500，000 

有 学! llilt 号Hノ了~ キi 1，170，000 1，130，000 
出 瓶著作権料他 278，610 260，740 
雑 4又 益 O O 
バム〈ム 耳立 利 恵、 155，582 315，386 

経 常 ij又 益 計 44，039，192 45，052，126 
(2) 経常費用

管理費 [ 42，306，611J [ 41，946，582J 
術集会補助費 500，000 500，000 

*ろ心F、 ~、 連 戸民以多 費 98，700 O 
地方会補助費 2，000，000 1，980，000 
諸 1よ去、、 費 280，000 I 280，000 
理 L33 、 費 (2，363，346) I (2，197，344) 

rlf~~ {壬 主Il :ij]: ぷヱコ〉、ミ 546，606 678，767 
11三 !iU 男[! 守i --dvι、d 1，107，136 1，065，051 
総会Jl寺 ))J1 事会 217，228 453，526 

よ義 主ミ d三去泳三 空宇 492，376 。
会議'i~・委員会運営費 (1，508，566) (1，369，959) 
奨学会委員会 14，240 188，501 
f議 集 委 員 メヱ乙、ミ 492，685 576，421 
学会食・奨励賞委員会 410，297 
将来構怨検討委員会 680，516 172，740 
f命 理 委 長 ぷ3〉25、 11，550 o 
そ の {也 23，100 22，000 

正P 訪日 安 (18，794，894) (17，202，202 ) 
学 ~ 主主 18，286，485 17，038，140 
そ 3コ f也 508，409 164，062 

通 芸者 (5347，525); 叫 85)l
学 d3L 2Z 誌 4，532，680 4，454，845 
メ町戸土一、、 資 員古 求 111，000 99，960 
ミ長 1主 通 603，845 1，048，380 

事 務局逮営費 (1，729，577) (1，855，717) 
，ィ~二 主主 1，575，250 1，572，000 
受 新料引き当金

124，02O 3; 2 

85，000 
光 書九 望号 119，506 
j肖 宗主 n口ね ~1( 6，501 7，231 
千十 c61f 脅5 n仁nI 23，803 71，980 

宅詳 1主 望号 941，040 2，286，642 
人 f手 ~J( (3，499，820) (4，106，660) 

常 互主 Fお

!1lz，a7lE1Z1正，6177755011 | 

3，100，000 
臣認 員寺 経 期 645，170 
主主 Z苦 命可令今 361，490 I 
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増 減

165，OOOJ 
ム 165，000

[ム 771，OOOJ
2，554，000 
ム 21，000

ム 3，304，000
〔ム 76，934J

25，000 
40，000 
17，870 

O 
ム 159，804

ム 1，012，934

[360，029J 
O 

98，700 
20，000 

O 
(166，002) 

ム 132，161
42，085 

ム 236，298
492，376 

(138，607) 
ム 174，261
ム 83，736

ム 123，822
507，776 
11，550 
1，100 

(1，592，692) 
1，248，345 
344，347 

(ム 355，660)
77，835 
11，040 

ム 444，535
(ム 126，140)

3，250 
ム 85，000

4，517 
ム 730

ム 48，177
ム 1，345，602

606，840) 
ム 497，825

66，805 
ム 175，820



科 自 当年度 前年度 1設 減

福利厚生霊聖書事 O O O 

ホームページ関連経費 1，782，564 2，403，011 ム 620，447
援 弔 費 O 15，750 ム 15，750
減 価 却 費 2，111，579 1，523，112 588，467 
殻 ヰ文 不 古E 額 1，449，000 623，000 826，000 
他会計への繰出 [1，550，000J [1，600，000J 50，000J 

奨学会特別会計繰入金 250，000 400，000 ム 150，000
選挙卒業綴立金特別会計繰入金 500，000 1 ，200，00~ I ム 700，000
記念事実さ特別会計繰入金 800，000 800，000 
キ圭 常 費 ffl 43，856，611 43，546，582 310，029 

当期経常増減額 182，581 1，505，544 ム 1，322，963
2 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経 常 外 収 主 主 計 O o O 

(2) 経常外費用

間走資産除去F損 O 96，047 I ム 96，047
経常外費用計 O 96，047 I ム 96，047

~j場経常外増 額 O ム 96，047 96，047 
当期一般正味財産増減額 182，581 1，409，497 I ム 1，226，916

一般lE味財産期苦残高 54，246，678 52，837，181 1，409，497 
一般lEi床財産期末残高 54，429，259 54，246，678 182，581 

E 指定正味財産増減のきf¥
当期指定正味財産増減額 O O O 

指定lE味財綾部首残高 O O O 

指定正味財産期末残高 O O O 

思 lE味財産期末残高 S442CJ2SCJ 54，246，678 182，581 
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日本看護研究学会

科 日

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

雑収入

受取利息

他会計繰入JI又入

一般会計繰入金収入

事業活動収入計

2.事業活動支出

管理費

事務費支出

支払助成金支出

事業活動支出計

事業活動収支差額

日 投資活動収支のきj)

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

投資活動支出

投資活動収支惹額

現 財務活動収支のき1;

1. 1な務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

lV 予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

1 資金の範囲

奨学会特別会計収支計算書
平成同年4月l白から平成20年3月31Bまで

予算額 決算額

[3，OOOJ [12，226J 

3，000 12，226 

[250，000] [250，000] 

250，000 250，000 

253，000 262，226 

[252，000] [250，693J 

2，000 693 

250，000 250，000 

252，000 250，693 

1，000 11，533 

O O 

O O 

o! O 

。; 。
o I 。
O 。
O ---♂-内戸----♂

1，000 11，533 i 

9，880，405 9，880，405 I 

9，881，405 9，891，938 I 

収支計算書に対する注記

差異

9，226] 

ム 9，226
[0] 

O 

ム 9，226i 

[1，307] ! 
1，307 

O 

1，307 

ム 10，533

O 

01 
o[ 

。i

。
。。:

61os::n I 

o I 

ム 10，533I 

資金の範院には.普通頭金，定期頭金を含めている O なお，前期末及び当期末残高は，

ッ
/0) 0 

2 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

手ト 自 前期末残高 当期末残高

立£t3乙 通 T~ 金 580，405 591，938 

月三 期 7長 金

l口》、 9，880，405 9，891，938 

次期繰越収支 額 9，880，405 9，891，938 
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奨学会特別会計正味財産増減計算書
平成19年4丹1日から平成20年3月31Bまで

日本看護研究学会

科 日 当年度 前年度

I 一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常i江主主

受取寄付金 O 2，000，000 

雑収益 [12，226J [3，643J 

受取利息 12，226 3，643 

他会計から繰入 [250，000] [400，000J 

一般会計繰入金 250，000 400，000 

経常収益計 262，226 2，403，643 

(2) 経常費用

管理費 [250，693J [ 401，690J 

事務費 693 

支払助成金 250，000 400，000 

経常費沼計 250，693 401，690 I 
当期経常増減額 11，533 え紙953

2.経営外増減のき1;

(1) 経常外収益

経常外収益計 O 

(2) 経常外費用

経常外饗用計 O 

当期経常タト増減額 O O 

当期一般正味財産増減額 11，533 えO仰 53I 
一般正味財産期首残高 9，880，405 7，878，452 

一段正味財産期末残高 9，891，938 I 9，880，405 

立 指定正味貯産増減のきs

当期指定正味防護士普減額 O O 

指定正味財産期首残高 O O 

指定正味財産期末残高 o O 

直 正味財産期末残高 9，891，938 ~，~~~，~~ 

財務諸表に対する注記

1 f重要な会計方針

(1) 消費説等の会計処理

浪費税等の会計処理は，税込方式を採用しております。
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(単泣:丹)

t設 減

ム 2，000，000

[8，583J 

8，583 

〔ム 150，000J

ム 150，000

ム 2，141，417

〔ム 150，997]

ム 997

ム 150，000

ム 150，997

ム 1，990，420

O 

O 

O 

ム 1，990，420

2，001，953 

11，533 

O 

O 

O 

11，533 
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財務諸表に対する注記

I 重要な会計方針

( 1) 関定資産の減飯器'却の方法

定額法を採用しております。

(2) 泊費税等の会計処玉虫

消費税等の会計処理は，税込方式を採用しておりますQ

2 基本財産及び特定資産の椴減額及びその残高

基本財産及び特定資産の場減額及びその残高は，次のとおりである。

科 自 前期末残偽 当期増加綴 当期減少額 当期末残i潟

本財産 O O O O 

O o O O 

特定資産

記念事業積立預金 11，300，211 200，884 10，701，095 

法人開設準備積立預金 24，001，940 19，019 2，OOO，OOO O 22，020，959 

損害対策準備預金 3，300，000 100，000 3，400，000 

言十 38，602，151 319，903 2，800，000 1 36，122，054 
i口b、 討φ 38，602，151 319，903 2.ROO.OOO 36，122，054 

3 恭本財産及び特定資産の財源などの内訳

基本財産及ひ守特定資産の財滋などの内訳は，次のとおりである 0

2四日ロ四七全ヂ 1=1 当期末残高
(うち負積に対応

する額)

基本i材産

10，7札腕|

O 

O 

O 

01 小言，.

特定資産

記念事業稜立預金

法人開設準備積立頭金

損害対策準備預金

小計

合計

10，701，095 

22，020，959 

3，400，000 

36，122，054 

玄五五主

n
U

ハU

ハU
一ハ
U
一円
U

4 関定資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高

関走資産の取得価額，減価償却累計額及び当期末残高は，次のとおりである。

科- 日 取得価綴 i成倒償却累計額 当期末残品

設備 40，800 161，588 

器兵備品 2，891，401 1，583，118 1，308，283 

無形閤定資産 8，245，156 3，444，641 4，800，515 
i口〉、 11，338，945 I 5，068，5591 6，270，386 
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科 自

I 資産の部

1.流動資産

普通護金

定期護金

流動資産合計

2. 関定資産

特定資産会計

その他器定資産合計

閤定資産合計

資産合計

E 負績の部

負{査会計

盟 1[1床財産のきf>

1.指定旧家財産

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当綴)

指定正味財産合計

2.一段正味財産

(うち基本財巌への充当額)

(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産会計

奨学会特別会計貸借対照表
平成20年 3丹31B現在

当主手控

591，938 

9，300，000 

9，891，938 

O 

o 

O 

9，891，938 

O 

O 

(0) 

O 

9，891，938 

W W 8 j  

9，891，938 
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(単{立:円)

前年度 増 j成

580，405 11，533 

9，300，000 O 

9，880，405 11，533 

O O 

O O 

。 O 

9，880，405 11，533 

O O 

O O 

(0) (0) 

(0) (0) 

O O 

9，880，405 11，533 

(0) (0) 

(0) (0) 

9，880，405 11，533 

9，880，405 11，533 
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正味財産増減計算書総括表
王子成四年4月1日から平成20年3月31日まで

g本看護研究学会 (単位:内)

科 自 一般会計 奨学会 (開業問 記念事業
内部 合計

特別会計 特別会計 特別会計

一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

1瑚醐!(1) 経常i民主主 [ 44，039，192] [262，226] [500，749] [棚5団JI [44，052，725] 

受取入会金 1，251，000 O O 1，251，000 

受取会費 40，659，000 O O 40，659，000 

雑収益 2，129，192 12，226 749 558 2，142，725 

受取寄付金 O O O O O 

他会計からの繰入額 O 250，000 500，000 800，000 ム 1，550，000 O 

(2) 経常費用 [ 43，856，611J [250，693] [0] [ 408，429J 1，550，000J [ 42，965，733J 

管理費 42，306，611 250，693 408，429 42，965，733 

他会計への繰出額 1，550，000 O O ム 1，550，000 O 

当期経常培減額 182，581 11，533 500，749 392，129 O 1，086，992 

2.経常外増減の部

(1) 経常外収益 。 。 O 。 O 

(2) 経常外資m O O o O 

~WJ経常外増減額 O o O O 

当期一般正味財産増減額 182，581 11，533 I 500，749 1，086，992 

一般正i来初産期首残高 54，246，678 9，880，405 51，200 64，178，283 

一般正味財産期末残高 54，429，259 9，891，938i 開 49I 392，129 ! o I 65，265，275 

E 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 O o ! O 

指定lE味財産期首残高 O O O O O 

指定正味財産期末残高

III 正味財産期末残高 ;;44空Q空三Q 9.R91.9:lR し949 392， fi三2fiS
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奨学会特別会計財産自録
平成20年 3月31日現在

a本看護研究学会 (単投:円)

科 自 金 綴

I 資産のきj，
l.流動資産

現

現金手許有高 O 

普通預金

千葉銀行千葉駅前支臨 499，436 

郵便局 92，502 591，938 

定期預金

千葉銀行本語営業部 4，300，000 

郵便局 5，000，000 9，300，000 

流動資産合計ー 9，891，938 

2. IT議定資産

国定資産合言十

9，891，938 

日魚{去の音j，
負縫合計 O 

正味財産

日本看護研究学会雑誌Vol.31 No.3 2008 369 



日本看護研究学会

選挙事業積立金特別会計貸借対照表
平成20年 3月31臼現在

不十 自 当年度 前年度

資産の部

1.流動資産

普通預金 551，949 51，200 

流動資産合計 551，949 51，200 

資産合計 551，949 51，200 

日 負債の部

流動負債合計 O O 

負債合計 O O 

狙正味財産の部

1.指定正味財産 O O 

(うち基本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資産への充当額) (0) (0) 

指定lEI米財産合計 O O 

2. 一般正味財産 551，949 51，200 

{うち悲本財産への充当額) (0) (0) 

(うち特定資滋への充当額) (0) (0) 

lEJ米財産合計 551，949 51，200 I 

負積及び正味財産合計 551，949 51，200 1 
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(単{立:内)

t設 減

500，749 

500，749 

500，749 

O 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

500，749 

(0) 

(0) 

500，749 

500，749 



選挙事業積立金特別会計正味財産増減計算書
王子成19年4月1日から王子成20年3月31臼まで

日本看護研究学会

科- 日 当年度 前年度

一般正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 経常収益

雑収益 [749] [80] 

受取利息 749 80 

他会計から繰入 [500，000] I [1，200，000] i 
一般会計繰入金 500，000 I 1，200，000 

緩常収益計 500，749 1，200，080 I 
(2) 絞常費用

管理費 [0] [3，433，716] 

印騨受 O 885，447 

通話費 O 822，745 

O 1，416，112 

人件費 O 14，470 

O 117，232 

旅費交通費 。 177，710 

経営費用計 o 3，433川;
当期経常増減額 500，749 ム 2，233，636

2.経常外増減の部

経常外収主主

経常外i民主主計 O O 

部経常外資活

経常外費用計 o I 01 

当期経常外増減額 o I O 

当期一殺正味財産増減額 500九9 ム 2，233，636

一般lE味財産期首残高 51，200 i 2，284，836 

一段正味財産期末残高 551，949 I 51，200 

立 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 O O 

指定正味財産湯普残高 O O 

指定正味財産期末残高

遮 正味財産期末残高 551，949 51，200 

財務諸表に対する注記

1 l'重要な会許方針

活費説等の会計処理

消費税等の会許処理は，税込方式を採用しております。
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{土手佼:円)

増減

[669J 

669 

〔ム 700，000J

ム 700，000

ム 699，331

〔ム 3，433，716]

ム 885，447

ム 822，745

ム 1，416，112

ム 14，470

ム 117，232

ム 177，710

ム 3，433，716

2，734，385 

O 

O 

O 

2，734，385 

ム 2，233，636

500，749 

O 

500，749 
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日本看護研究学会

資産の部

1.流動資産

現金

現金手許有高

普通韻金

郵便局

流動資産合計

資産合計

E 負債の部

負飯合計

正味財産

372 

自

選挙事業積立金特別会計財産自録
平成20年3月31B現在

式τz入r 

O 

551，949 
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(単位:丹)

額

551，949 

551，949 

O 

551，949 



日本看護研究学会

科ー 自

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

雑収入

受取利息、

{迎会計繰入収入

一般会計繰入金収入

事業活動i良入計

2.事業活動支出

管理費

事業活動支出計

卒業活動収支差額

E 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支差額

III 財務活動収支の部

1.財務活動収入

対務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

N 予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

1 資金の範留

選挙事業積立金特別会計収支計算書
平成19年4月 1Bから王子成20年3月31日まで

予算額 決算額

[0] [749] 

O 749 

[500，000] [500，000] 

500，000 500，000 

500，000 500，749 

[0] [0] 

O O 

500，000 I 500，749 

O O 

o I O 

O O 

O O 

O O 

O 

ojJJ-J 
500，000 I 500，749 

51，200 I 51，200 

551，200 

収支計算書に対する注記

(単位:円)

差異 備 主務、，

〔ム 749]

ム 749 受け取り利息、

[0] 

O 

ム 749

[0] 

O 

ム 749

O 

O 

O 

O 

O 

o 1 

ム 749

O 

ム 749

資金の範関には，普通預金を含めている。なお.前期末及び当期末残高iえ 2に記載するとおりであるむ

2 次期繰越収支差額に含まれる資産及び負{衰の内訳

科 目 ; 前期末残高 ; 当期末残高

預金 51，200 日1，但9

51，200 I 551，949 
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科 自

I 資産の部

1.流動資産

普通預金

流動資産会計

2. 閤定資産

特定資産会計

その他聞定資産合計

国定資産合計

資産合計

E 負債の部

負債合計

m :IE 味財産のき15

1.指定正味財産

(うち基本財政への充当額)

(うち特定資産への充当額)

指定泊旅財産合計

2.一般正味財産

(うち基本財産への充当額)

(うち特定資産への充当額)

正味財産合計

負債及び正味財産合計

374 

記念事業特別会計貸借対照表
平成20if.3月31日現在

当年度 前年度

392，129 

392，129 

O 

O 

O 

392，129 

O 

O 

(0) 

(0) 

。
392，129 

(0) 

(0) 

392，129 

392，129 
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。
O 

O 

O 

O 

O 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

O 

(単位・円)

土器 i成

392，129 

392，129 

O 

O 

O 

392，129 

O 

O 

(0) 

(0) 

O 

392，129 

(0) 

(0) 

392，129 

392，129 



記念事業特別会計正味財産増減計算書
王子成19年4月1Bから平成20年3月31日まで

日本看護研究学会

科 日 当年度 前年度

一段正味財産増減の部

1.経常増減の部

(1) 絞常収益

受取寄付金 O 

雑収益 [558] 

受取利息 558 

他会計から繰入 [800，000] 

一般会計繰入金 800，000 

経常収益計 800，558 

(2) 経常費用

[408，429] 

62，946 

26，250 

82，173 

人{牛費 78，750 

旅費交通費 158，310 

経常費用計 408，429 

当期経常増減額 392，129 

2.経常外増減の部

出経常外収益

経常外収主主計 O 

(2) 経常外費用

経常外費用計 O 

当期経常外増減額 O 

当期一毅正味財産増減額 392，129 

一段正味財産期苦残高 O 

一段lE味財産期末残高 392，129 

E 指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 O 

指定lE味財産期苦残高 O 

指定正味財産期末残高 O 

顕 正味財産部末残高 39山 91

財務諸表に対する注記

1 重要な会計方針

(1) 消費税等の会計処理

告消費説等の会計処理は，説込方式を採浴しております。
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(単{立:円)

t普 減

O O 

[0] [558] 

O 558 

[0] [800，000] 

O 800，000 

O 800，558 

[0] [408，429] 

O 62，946 

O 26，250 

O 82，173 

O 78，750 

01 158，310 

O 408，429 

O 392，129 

O O 

O O 

O O 

392，129 

O O 

O 392，129 

O O 

O O 

O O 

O 392，129 

375 



日本看護研究学会

科 自

I 資産の部

1.流動資産

現金

現金手許有高

普通預金

京葉銀行本町支1苫

流動資産会計

2. 国定資産

国定資産合計

資産合計

E 負債の部

負債合計

正味財産

376 

記念事業特別会計財産自録
平成20年 3月31日現在

O 

392，129 
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金

(単位:円)

額

392，129 

O 

392，129 

O 

392，129 



記念事業特別会計収支計算書
平成四年4月 1日から王子成20年3丹31日まで

日本看護研究学会 (券投:円)

季t 日 決算綴 差異 備 考

事業活動i民支の部

1.事業活動坂入

雑収入 [0] [558J 558J 

受取利息 O 558 ム 558-!受け取り利息、

他会計繰入収入 [10，OOO，OOOJ [800，OOOJ [9，200，OOOJ 
…般会計繰入金収入 10，000，000 800，000 9，200，000 
卒業活動収入計 10，000，000 800，558 9，199，442 

2. 事業活動支出

管理費 [8，820，OOOJ [408，429] [8，411，571J 
印部費支出 8，820，000 O 8，820，000 

-運営費支出 O 62，946 ム 62，946
通信費支出 O 26，250 ム 26，250 校A送付，返信含む

事務費支出 O 82，173 82，l73 

人件費支出 O 78，750 ム 78，750 データ作成アルバイト

旅費交通費支出 O 158，310 ム 158，310 委員旅費

事業活動支出許 8，820，0 408，429 i 8，411，571 
事業活動収支差額 1，180，000 392，129 I 787，871 

E 投資活動訳文の部

1.投資活動)1又入

投資活動収入計 。 O 

2.投資活動支出

投資活動支出 O O O 

投資活動収支差額 o I O 

思 財務活動収支の部

1.財務活動説入

財務活動収入計 01 o I O 

2. 財務活動支出

財務活動支出計 o I O 01 

財務活動収支差額 o 1 O o 
N 予俄費支出 o o 

当期収支差額 1，180，000 I 392，129 787，871 I 
前期繰越収支差額 O ; O o I 
次期繰越収支差額 1，180，000 I 392，129 787，871 

収支計算書に対する注記
1 資金の範留

資会の範囲には，普通頭金を含めている G なお，前期末及び当期求残高は，下記2に記載するとおりである O

2 次期繰越収支援額に含まれる資産及び負哉の内訳
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会計監査報告書

日本看護研究学会

理事長山口桂子様

王子成19年度日本看護研究学会の貸借対日誌表総括表，正味財産増減計算書総括表 収支計算書総括表，一般会計及び特別

会計の貸借=対日程表，正味財産増減計算書，財産話録，収支計算書について相違ないことを認めます。

平成20年4丹258

千葉市中央区新宿 l丁目 1番3

大鴎会計事務所 d夜、

公認知大鴎良 5~惨j

監査報告書

日本看護研究学会一紋会計，及び特別会計(奨学会，選挙事業積立金，記念卒業)の平成19年度に関わる会計を監査致

しましたので，報告しま

1.監査実施日 平成四年10月29日

平成20年4月26日 (半期毎に監査実施)

2. 平成四年箆決算審査

平成19年4月1日から平成20年3丹318の閣の帳簿，並びに証拠書表，現金，頭金通i慌の提示を受tt.平成19年度会

計収支報告書に基づいて監査の結果.いずれも適正であることを認めます。

3.注意事項

特:になし

平成20~三 4 月 268
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平成20年度事業計画(案)

1. 第34国学術集会の開催:

(近出敬子会長) 8月20日(水)， 21日(木) 神戸市

2. 機関誌の発行:31巻 1号-----5号

3.奨学会の運営

4. 学会賞・奨励賞の運営

5.地方会の運営

6. ホームページの運営

7. 法人化の検討

1 )定款の検討

2)役員・評議員選挙規程等の検討

8.研究倫理に関する啓発事業

9. 国捺活動推進事業

10. 関係学術団体との連絡・提携

11.看護技術評価推進事業

12. その他
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収支予算書総括表
平成20年4月1日から平成21年 3月31日まで

日本看護研究学会 (単{立:円)

科F 自 一殺会言f 奨学会特別会計 選挙卒業積立金
特別会計

内部取引消去 ぷZヨ去、2ロli

I 卒業活動紋交の部

1.卒業活動収入 [ 43，215，000J [500，000J [OJ [ 43，968，000J 

入会金収入 1，350，000 O O 1，350，000 

会変収入 39，900，000 O O 39，900，000 

雑収入 1，965，000 3，000 O 1，968，000 

受取苦手際金 O O O O 

他会計ーからの繰入金収入 O 250，000 500，000 750，000 

2.事業活動支出 [55，397，000J [252，000J [0] [OJ [55，649，000J 

管滋費支出 46，447，000 252，000 O 46，699，000 

他会計への線、入金支出 8，950，000 O O 8，950，000 

事業活動収支差額 ム 山82，000 1，000 500，000 O ム 11，681，000

E 投資活動収支の部

1.投資活殺}Jlx入 [3，000，000J [OJ [OJ [OJ [3，000，000J 

貸付金回収収入 3，000，000 。 O 3，000，000 

2‘投資活動支出 [3，130，000J [OJ [OJ [OJ [3，130，000J 

特定資産1山学支出 30，000 。 。 30，000 

i溺定資産取得支出 LOO，OOO 。 。 100，000 

貸付金支出 3，000，000 O 。; 3，000，000 

投資活動収支差額 ム 130，000 O 。 O ム 130，000

m 財務活動収支の吉1，
1.財務活動収入 O O O O 

2.財務活動支出 O O O O 

財務活動収支差額 O O 。 O 

震予備費支出 O O O O 

当期収支差綴 ム 12，312，000 1，000 O ム 11，811，000

前期繰越~又文差額 8，151，851 9，891，938 551，949 18，595，738 

次;羽繰越収支差額 ム 4，160，149 制加8 1，051，949 6，784，738 
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日本署護研究学会

科 日

I 毒事業活動収支のきf，

1.事業活動収入

受取入会金

友会員入会金 (3，000内/人)

受取会費

年会費 (7，000円/年/人)

i塾生手度追加入会主事

車並奴益

学会誌広告科会

有料購読料

/:l:l絞著作権;'f3j-1む
雑紋益

受取利息、

事索活動収入計

2.事業活動支出

管理受支出

学術集会議lJjJ蓄を支出

稔会遂営蓄を支出

地方会補助資支出

諸会変支出

議!季五会変支出

常任理築会

経i事会

金子議長会主事

会談後・委員会走塁営設支出

奨学会委員会

編集委長会

学会食・奨励設委員会

将来構想検討委員会

関際活動:fft進委災会

研究倫理委員会

その他

印級交支出

写会誌

会報

その他

通信費支出

学会誌

会費翁求

事務通信

家務局遂営費支出

家賃

更新卒i引き当金
光熱愛

j湾耗品雲母

f十器{務品
苦手務費支出

人件費支出

常雇用

協n寺援用

旅霊安等

福利E主主主塁著書事
ホームページ関連続毅支出

慶弔費支出

徴収不能額

一般会計収支予算書(案)
平成20年4月1日から王子成21年3月31Bまで

i平成20年度予察額;平成19年度決算

[1，350，000J 
1，350，000 

[39，900，000J 

39，900，000 
O 

[1，965，0α0] 

425，0α0 
1，240，000 

200，000 

O 

100，0∞ 
43，215，0∞ 

[46，447，。∞;

500，∞0 

150，000 

2，070，000 
280，。∞

(5，100，0∞) 
700，000 

1，700，0∞ 
2，7∞，C∞ 

(2，480，000) 
150，000 

600，∞0 

400，∞0 

7∞，。∞

500，000 

80，∞0 

50，0∞ 
(19，300，000) 
18，800，∞o 

O 

5∞，∞o 
(5，900，000) 
5，000，∞0 

2∞，。α0

7∞，000 

(1，917，000) 

1，572，000 
85，000 

150，000 

10，000 

100，0∞ 
1，500，000 

は，800，0∞)

3，400，000 

800，000 

400，0∞ 
200，∞0 

2，400，000 

50，000 
O 

[1，674，000] 
1，674，000 

[40，236，0∞〕
40，145，000 

91，000 
[2，129，192] 

525，000 

1，170，0∞ 
278，610 

O 

155，582 

44，039，192 

[40，280，032] 
5∞，0∞ 

98，700 

2，000，0∞ 
280，0∞ 

(2，363，346) 
546，606 

1，324，364 
492，376 

(1，508，566) 
14，240 

492，685 

286，475 

680，516 
O 

11，550 

23，100 
(18，794，894) 
18，286，485 

O 

508，409 
(5，247，525) 
4，532，680 

11l，000 

603，845 

(1，814，577) 

1，575，250 

85，000 

124，023 

6，501 
23，803 

941，040 
(3，499，820) 
2，602，175 

711，975 
185，670 

O 

1，782，564 
O 

1，449，000 

(単{立:内)

2長与亀 i務 考

〔ム 324，000JI予察450名x3，OO荘内
ム 324，000I平成19lf:OC417λ分{薮入558λ9'.ÎljJ~を141人iま諮主手段会主主棄した〉

[ム 336，000JI王子組作4丹l詩渓夜5622λ 没:滋年主迄薮入182λ÷斜路3

ム 245，000 (糸ij文芸1'262人十 20~ド 3 月 31 日迄泌総務入1犯人会主;)

ム 91，000 豪雪線0+(5622 -182) -送会予怒250=5，640λ→5，i∞人で予上

〔ム 164，192J
ム 100，000I 31巻 1・2 ・3 ・4 ・5~久 l宇土耳ぇ号]ご!j

70，000 I 1241キ
78，610 

O 

ム 55，582 定Jtillfキ 法人m露予約 H宇

ム 824，192

[6，166，968J 
o約機

51，300 
70，000 全体iこi詩主1Iしているため

o I審議系学会主さ議会会後8万fIl.零護系学会等技会総数逐合会万円

(2，736，654) 
153，3倒 j会主義変H]

375，636 浴客寄警絞ぎを

2，20ァ，624 法人化1話会淡予定，浴後民総会長路後会等も含む

(971，434) 

135，760 I i遺伝蓄を. 事王手選後， 会長議後

107，315 語ゑ事務焚， 会長義蓄を

113，525 謹)祭器を，会主義父学会食・ 5透!島〉笈3愛会

19，484 澄{雷雲乞 守主主義 会議後 ae:念手数i返送・法人多務総i藍

500，000 
68，450 多喜多線透・研究f会主主ミ李総社

26，900 I主総t支持:ri湾総ワーキング

(505，106) 

513，515 I 31巻 1・2・3・4・5な

O 

8，409 I会員5・繍制等間

(652，475) 

467，320 I年UIJ51ill行人当た州市内)刊は側内言語X5，iOOλ

89，000 
96，155 I Tel' Fax縦メー)v入会総総 IDパスワード餓刊誌燃

(102，423) 
3，250 1131織内xl2ヶ晃線級制作ごと仰向支払い郎総!fl

O 
25，977 窓会主， ガス，水道， 下水浴

3，499 I泌総. トイレ丹jぷ， ゴミ袋fi:ミ李

76，197 Iアンチウイルス こ子宮まには綴ソフト令

558，960 I封筒・ラベル・コどー潟絞，会計警語済の王手UI!Jを11140万円

(1，3∞，180) 

797，825 I 3名

88，025 I発送・務総WJ

214，330 I ~型事長会・学f詩集会・総会時

200，000 社会鰍・初開険料等

617，436 Iメンテナンス 受務，サーバ料金{服)

50，00。
ム 1，449，000I (平成1昨夜会献納部各会則8れはる問後失)
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ヂ1・ 自 王子成20年度予算額 王子成19年度決算 差異 俄 考

他会計繰入支出 [8，950，000] [1，550，000] [7，400，000J 
奨学会特別会計繰入金支出 250，000 250，000 O 1名{奨学会郵便i車事長iこま立入)

選挙事業務立念特別会計銭入金支出 500，000 500，000 O 主千五議Eit霊祭・線事宣言教の災施(霊i使走塁考会i謹綴)

記念事業特別会計繰入金支出 8，200，000 800，000 7，400，000 liij'I't交51撃をぎ苓雲.記念託、完成

事業活動支出計 55，397，000 41，830，032 13，566，968 
事業活動収支差額 ム 12，182，000I 2，209，160 ム 14，391，160I 

H 投資活動奴交の部

1.投資活動収入

特定資緩取崩収入 [2，800，000] 
記念謬業積立預金耳立場収入 O 800，000 
法人隠設i葬儀絞立預金取崩収入 4，200，000 2，000，000 

貸付金協収収入 [3，000，000J [3，000，000] [0] 

学術集会貸付金 3，000，000 3，000，000 O 寄134留学術集会

投資活動収入計 7，200，000 5，800，000 1，400，000 I 
2 投資活動支出

特定資産取得支出 [30，000] [319，903J [ム 289，903]
記念事業務立預金取得支出 10，000 200，884 ム 190，884
法人開設準{義務立預金取得支出 10，000 19，019 ム 9，019 予算箕として該人化の3書類作成等iこ会討議等・司法書士指導・弁護士翁二主将

t員答対策主事綴積立預金取得支出 10，000 100，000 ム 90，000
回定資産取得支出 [100，000] [OJ [100，000J 
設備取得支出 O O O 

器具備品取得支出 100，000 O 100，000 パソコン，プリンター・コピ一審議，エアコン

ソフトウェア取得交的 O O O 

貸付金支出 [3，000，000] [3，000，000J [0] 

学術集会袋付金 3，000，000 3，000，000 O 第35閲学tt.d長会へ

投資活動支出計 3，130，000 3，319，903 ム 189，903
投資活動収支援護i 4，070，000 I 2，480，097 1，589，903 

1lI IH'l]多活動収支のき1;

1. 1討務i活動Jlx.入

財務活動Jlx.入計 。 。
2 財務活動支出

財務活動支出計 。 O O 
ll1務活動収支差額 O O o I 

日.1 'fi前H1i支出 ------- 。
当期収支援額 ム 8，112，000 4，689，257 ム 12，801，257
前期繰越収支差額 8，151，851 3，462，594 4，689，257 
次期繰越収支差額 39，851 I 8，151，851 I ム 8，112，000I 

382 日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



日本看護研究学会

科 告

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

寄付金収入

雑収入

受取利息

{密会計繰入収入

一般会計繰入金収入

事業活動収入計

2.事業活動支出

事務費支出

支払助成金支出

卒業活動支出計

事業活動収支差額

立 投資活動坂支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2.投資活動支出

投資活動支出計

投資活動収支藻綴

取 財務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

員十務活動支出計

財務活動収支差額

百予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支援額

次期繰越収支主主額

奨学会特別会計収支予算書(案)
王子成20年4月 1Bから平成21年3丹31日まで

平成2峨予算額 j平成1峨決算 差異

O O 

[3，000J [12，226J I 9，226J 

3，000 12，226 ム 9，226

[250，000J [250，000J [OJ 

250，000 250，000 O 

253，000 262，226 ム 9，226

[252，000J [250，693J [1，307J 

(単{立:I弓)

{務 考

2，000 693 i，3070l 1 振り込み手数料残高証明書

250，000 250，000 

252，000 250，693 1，307 

1，000 11，533 ム 10，533

O O 

O o I O 

O o I 

O O 

O O O 

O O 

ol~ O 

1，000 11，533 ム 10，533

9，891，938 9，880，405 11，533 

9，892，938 9，891，938 1，000 
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日本看護研究学会

科 自

I 事業活動収支の部

1.事業活動収入

雑収入

受取利息、

他会計繰入収入

一般会計繰入金収入

事業活動収入計

2.事業活動支出

管理費

印掛費支出

通信費支出

事務費支出

人件費支出

会議費支出

旅費交通費支出

事業活動支出

事業活動収支差額

立 投資活動収支の部

1.投資活動収入

投資活動収入計

2. 投資活動支出

投資活動支出言l'

投資活動収支差額

直 財務活動収支の部

1.財務活動収入

財務活動収入計

2.財務活動支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

IV 予備費支出

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

384 

選挙事業積立金特別会計収支予算書(案)
平成20年4月1日から王子成21年 3丹31臼まで

(単位:円)

l平成2附予算額 平成19年度決~ 差異 備 主任、，

[0] [749] 〔ム 749]

O 749 ム 749

[500，000J [500，000] 
〔0O]i ; 

500，000 500，000 

500，000 500，749 ム 749

次回選挙は，王子成21年度予算です!

[OJ [0] [0] 

O 
O O j i 

o I選挙人名簿，被選挙人名簿投票用紙(マークシート)臨

O O 投票用紙送料，料金受取人払い，委鮒おき科

O O O 封箆，投票用紙(マークシート)データ処理

O O O 封筒開封，理事選挙発送等

O 
O oj ; 

O 委員会会場費

O o I委員会交通費

O 。
500，000 500，749 749 

o I O 

o O 

O O O 

O ~ 
500，000 500，749 ム749

551，949 500，749 I 

1，051，949 551，949 問 000 I 
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日本看護研究学会会期

第 1章名称、及び事務所

第 1条 (名 称)

本会は日本者護研究学会(JapaneseSocie勺'ofNursingResearch (JS，N.R，)と称する。

第2条(事務所)

本会は，事務所を字260心856千葉市中央区亥鼻 lTEl2番10号に置く令

2家 目的及び事業

第3条(目 的)

本会は，広く看護学の研究者を組織し看護学の教育，研究及び進歩発展に寄与する事を践的とする。

第4条(事

本会は.前条の目的を達成する為に次の卒業を行う。

1)学術集会の路{産

2)学術講演会の関能

3)学会誌の発行

4)奨学会事業

5) 

6)関係学術開体との連絡，提携

7)その他， 目的達成に必婆な活動

第3主主 会員及び賛助会員

第5条 (会員の講成)

本会は.会員及び、賛助会員をもって構成するむ

第6条(会

会員とは，看護学を研究する者で本会の目的に賛同し.

費の納入を完了した者をいう。

第7条 (賛助会員)

賛助会員とは，本会の話的に賛同し本会に寄与する為に入会

第8条 (入会及び退会)

の推諮並びに理事会の承認を経て.所定の手続きと会

し理事会の承認を得た者をいう 5

本会に入会を希望する者は，所定の手続きによる入会申込書を本会事務所に提出するものとする。入会会及び会費の

納入を完了した時点で本会の会員又は賛助会員となる。

2)次の各の一つに該当する会員・賛助会員は退会した者とみなす。

a. 本人から退会の申し入れがあった待。

b 会員及び賛効会員としての資格を喪失した待。

3)特別の理Eちなく. 2年以上会費を納入しない者は，会員・賛助会員の資搭を失う

第9条(除名)

会員・賛助会員が本会の名誉を著しく傷つけた場合には，理事会の議を経て，除名する事が出来る。

第10条 (名誉会員)

本会に永年に亘る貢献の認められた会長を理事会の推薦により，評議員会，総会の議を経て名誉会員とする。

2)名誉会員は，会費の納入を必要としないc
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第4章役

第11条(役員)

本会は次の役員を置く O

1)理事長 1名

2)副理事長 2名

3)理 事 若干名

4)監事 2名

第12条 (役員の選出)

役員の選出は次の通りとする。

1)理事長及び副理事・長は，理事の互選により選出する。

2)理事及び監事は，加に定める規定により評議員の中から選出し理事長が委嘱する。担し王車率:については任期中

の欠員は補充しない。

3 )上記2)で選出した理事の他に，理事長は理事会の承認を得て，会員の中から 2名以内を指名して理事を委嘱する

ことができる O

第13条 (役員の任期)

役員のf壬期は 3年とし，再f壬を妨げない。但し，引続き 6年を超えて在世する挙が出来ない。

2)理事長，器理事長，監事に事故ある時は.評議員会の議を経て交代する事が出来る O その場合の任期は，残余の期

間とする G

第14条 (理事及び環事会)

は，会務を掌壊する為に理を設き，理事会を綴織するc

2 )理事長は，本会を代表し会務を総f思する。

3 )泌理事長は組事長を補佐し理事長佐ある時はこれを代行する 0

4 )望II事会は，理事長が必裂に応じ招集し議長は線事長が当たる。

5 )理事会は，政事の過半数以上の出席がなければ，議事をIJIlき議決する事は出米ないG

6)理事の1:1:1から常{壬理事若干名を互選し本会の総務，会計，渉外，編集，奨学会などの金額運営を担当する O

7)金額運営に当たり，必要に応じて委員会を組織する。

この委員会規定は加に定めるc

第15条(監事)

監事は，本会の会計及び資産を監査する。

2) 監事は，理事会に出席する事が出来る。

第16条(評議長及び評議員会)

第5章 評 議

本会は，理事長の諮問に応じ重要事項を審議する為評議員を置き，評議員会を組織する。

2)評議員会は，年 1@]定例に理事長が招集し議長は王理事長がさ当たる。

3)評議員の 3分の 2から詰求があり.且つ理事会が必要と認めた場合は，理事長はj臨時に評議員会を詔条しなくては

ならない。

4)評議員会は，評議員の過半数以上の出席がなければ議事を開き，議決する事は出来ない。

第17条 (評議員のi輩出)

は加に定める規定により会員のゆから選出し理事長が委嘱する。但し任期中の欠員は補充しない。

2)評議員の任期は 3年とし:再任を妨げない。但し引続き 6年を超えて在任する事が出来ない。
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第6章学術集会会長

第18条 (学術集会会長)

本会は，毎年 1館学術集会を主宰する為に学術集会会長を置く C

第四条 (学術集会会長の選出及び託期)

学術集会会長は，理事会の推薦により評議員会で会員の中から選出し総会の承認を得る。

2)任期は 1年とする。

3)学術集会会長は，環事会・ 出席する事が出来るc

第7 総 ムロ

第20条(総 会)

本会の総会は，毎年 1詔，理事長が招集して開催するc

2)理事会が必要と認めた場合，評議員会の議決のあった場合及び会員の過半数以上から目的を示して総会の関龍の請

求のあった場合には，理事長は，臨時総会を開催しなくてはならないc

3 )総会は会員の10分の l以上の出席がなければ議事を開き議決する事は出来ない。

4)総会の議長は学術集会会長が当たる G 議事は出席会員の過半数をもって決し賛否問数の場合は議長が決する。

第8章 地 方 会

第21条(地方会)

本会の目的に別して，地方活動を行う為に，地方会を組織する挙が出来る

2)地方会の名称は， 日本者護研究学会を冠した地方会とするつ

3 )地方会の役員又は世話人に当該地区の理事を含めなければならない。

4)地方会の運営については，夫々において加に定める。

第9 ム一品 計

第22条( 会計 )

本会の遂営は，入会金・会費及び本会の事業に伴う収入等によって行う

2)会計年震は，年境4月1日より翠年3月31日迄とする。

第23条 (入会金・

入会金は次の通りとする

入会金 3，000河

2)会費は次のとおりとするC

年会費 会 員 7，000円

賛助会員(I口 30，000円

第10章会期の変更

第24条 (会期の変更)

会期の変更は，理事会及び評議員会の議を経て総会の議決によって行う C
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付尉

この規悶は. HB和57年S月訪日から実施する。

1)昭和58年6月1百 一部改正(会費)実施する。

2)昭和58年 5月 1日 付期工 ~4項部徐

3)昭和田年7月23日 一部追加己主正(理事会)実施する。

4)昭和60年9月7白 条項追加改正(名誉会員)・(地方会)実施するo

5)王子成2年8月4日 一部改正(理事会)・(評議員会)実施するc

6)平成4年8月l百 一部追加改正(理事及び理事会).改正(事務局)実施する。

7)平成5年7月30日 条項追加(入会).一部追加(地方会)・(会計)・(会費)実絡する。

8)王子成6年7月29日 全額改正実施する。

9)平成11年7月31B 一部改正(役員の選出)実施する。

10)王子成12年7月28日 一部改正(会費)平成13年度より実施する。

11)平成14年8月8日 一部改正(事業)(会員)実施する。

12)平成16年7月29日 一部改正(役員)実施する。
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評議員選出規定

1. この規定は，会期第17条による評議員選出に関して規定する。

2. (地鼠・定数)

を付表に示すまI!!.区に分け，夫々受録した地匿の会員経3年以上の約 5g6 (四捨五入とする)を地誌の評議員定数

とするo

3. (被選出資格)

評議員の被選出者となる資格は，会員授5年以上の者で選挙公示迄に会費を完納している

4. (選挙者資捺)

会長壁3年以上で選挙公示迄に会費を完納した者。

5. (選挙公示)

評議員の在期満了の 1年前の理事長が評議員就任のj場開を明示して，評議員選挙を公示する O

6. (選挙管理委員会)

の互選により選挙管理委員 3名を選出し潔苦手長が委嘱し選挙管理委員会を組識する C

2)互選により選挙管理委長長を選出し理事長が委i籍するc

7 . (投票締切日の公示)

選挙管理委員会の協議により投票締切日を決定し会員に公布する。

2)投票締切日は，年度末3カ月以上前に決定す

8. 選挙管理委員会は，地区郡選挙人登録者名簿及び、被選出者登誌名簿を作成し定めた締切日 2カ月前迄に選挙人で

ある会員に記布しなくてはならない。

9. 投禁は郵送により行い，投票浴紙，投票用紙入れ議封封筒及び、返送用封読を各選挙人に記布し定められた投票締

切日迄に投票を完了するよう文書?と徹底周知させる。

2)投票締切尽消印は有効とする。

10. 規定による投票用紙は登銭地誌評議員定数による速記i!iljとする 0

11. (投薬締切)

投禁容w切日沼F-nの投票封簡の到若をもって締め切る

12. (開票)

間禁は選挙管理委員会員が立ち会いのj二行う。

13. (無効，有効票)

投票用紙に地区定数以上の者に .F-nを記入したものは.その投票用紙について全員無効とする。

2) .印が地底定数に満たない投票用紙については，そのe印を付した者の得票として有効とする

3) .印以外の印(剖え法×印，ムF-n等)が記入されたものは.その者については無効とする

14. (得票及び名簿作成)

各地区f説得票数上位の者により定数枠内の者を該当者としこれに次点者を明示して加え.得票数を記載せずに許

の名簿を作成し理事長に提出する。

2)最下{立得票者に同数の者のある場合は，伺得票であるE言明示し入会年度}II立に名簿を作成する。

3)次点者にi可得票数の者のある場合も向得票である旨，明示し入会年度}II真に名簿に加えて記載する

15. (理事長推蕗)

環事長は必要に応、じ，この選出方法とは加に若干名を許A議員として理事会に推薦する事が出来る。

16. (評議員の決定)

現苦手会は選挙管理委員会の報告と，理事長による援護者について地底毎に審査し

17. この規定{久昭和57年5月訪日より発効する。
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付期

1)平成2年 8月4B 一部改正実施する O

2)平成5年7月30臼 一部改正実施する。

3)平成6年 7月初日 一部改正実施する。

4)平成8年7月27臼 一部改正実施する 0

5)平成18年4月16日 一部改正実擁する。

名一以一
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口
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一
号
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ミ
<
 

都道府県名

北海道

東 北[青森，岩手，宮城秋抵山形，福烏

関 東 j千葉茨城栃木，群馬，新潟

東 京i東京，埼玉山梨長野

5i東 海i神奈川i腕静岡，愛知，

6i近畿北陸 j滋賀，京都，大阪兵庫奈良和歌山福井富山引1

71中関 回開[島根鳥取向山広島，帆徳島香川上愛媛，高知

8 1九 リ1'11福岡，佐賀，長崎，熊本.大分，宮崎，鹿児島沖縄
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理事・監事選出規定

1. この規定i之本会会期第12条2項による王軍事・皇室事の選出に関して規定する。

2. 理事は20名以内とし地誌評議員数に応じて配分する G

3. 軍記事は 2名とする。

4. 理事は，新評議員が各地区の新評議員の中から理事定数の速記により選出する。

5‘ 致事は，新評議員の中から理事会が推薦し新評議員で決定する。

6. 投票締切日は，理事長が決定し投薬は郵送により行う。

2)投票締切白描印は有効とする。

7. 間諜は，選挙管理委員(評議員選出規定による選挙管理委員が兼ねる)全員の立会いの上行う O

8. 投薬用紙に定数以上の者にo~nを記入したものは，その投票用紙については全員無効とする

2) 0碍が定数に講たない投薬用紙については，そのO印を付した者の得票として有効とする O

3) o~n以外の~n (伊jえば x印，ム印等〉が記入された者については.その者については無効とする。

4) 印の他に称号，敬称、等の記入は有効とする。

9. (得票及び名簿作成)

得票数上伎の者により定数枠内の者を該当者とし票数を記載せずに名簿を作成し理事会に提出する

2)最下位得票者に同数の者のある場合は，同fZ，票である皆明示して名簿に加える。

10. (理事の決定)

理事長は，選出された潔事。の名簿を理事会に提出して理事会のゑ認を得る

11. この規定lえ平成2年 8月48より発効する。

付期

王子成5年 7月初日 一部改正実施する

平成6年7月298 …部改正実態する。

平成8年 7月27日 一部改正実施する。
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自本看護研究学会雑誌編集委員会規程

築工条 (名 称)

本会は. B本看護研究学会雑誌編集委員会(編集委員会と絡す)とする。

第 2条( 目 的)

本会は，会期第 4 条 3 項による学会誌の発行に関わる金商運営の為に会期第14条 6~真 '7 項に基づいて置く C

第3条 (委員会)

本会の運営は， 日本看護研究学会理事の中より若子名の委員を選出する。

任期は役員任期期間とし再任を妨げない。

引委員の中から委員長を互選するc 委員長は本会を総務する。

3)委員長は評議員・会員の仁ゃから若子名の委員を推薦し理事会の承認を得るC 任期は役員経期期間とし再任を妨

げない。

第4条( 査 読)

委員会は予め査読者を若干名選出し理事会の議を経て日本看護研究学会雑誌に公告する。

2)会員以外の査読者には，手当を支給する事が出来る。

3)任期は，役員任期期間とし降任を妨げないc

4)投稿された論文の査読は. 3名tI、上(委員長を含めて)の査読者で行う。

第 5条

この規程{丈昭和59ifl2月 1日より発効する。

付期

王[L)&;5年7月30El 一部改正実施する。

平成6年7月29B 一部改正(会期全面改正に伴い)実施するO

王子成12年7丹26日 一部改正。平成13年度より実施する。
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日本看護研究学会奨学会規程

第 1条(名称)

本会を日本看護研究学会奨学会(研究奨学会と絡す)とする。

第2条(践的)

本会は日本看護研究学会の事業のーとして. f.愛秀な看護学研究者の育成の為に，その研究費用の一部を贈与し研究

成来により孝子護学の発展に寄与することを g的とするc

第3条(資金)

本会の資金として，部条の目的で本会に堕呈三主主壁金主翌笠金広之主主む

会計年度は. 4月1日より袈年3H31B迄とする。

第4条(対象)

尽本者護研究学会会員として 3年以上の会員竪がある者で，申請または捻薦により，その研究目的，研究内容を審査

の上，適当と認めた者若干名とする

2)日本看護研究学会学術集会において，少なくとも 1館以上発表をしている者であること c

3)単強研究，もしくは共同研究の安在者であること G

4)披露の手続きや様式は>JiJに定める。

5 )奨学金は年間50万円を上援とし適当と認められた研究課題の費用に充当するものとして鰭る

6)研究が継続され. して奨学金を希援する者は，改めて申請を行うこととする

第S条

この奨学金を受けた者は，対象研究課題の 1年開の業議成果を 2年tj、内に， 日本看護研究学会学術議会において口頭

発表し吏に可及的早い時期 3年以内;二日本審議研究学会会誌に奨学会研究として論文を掲載し公刊する義務を負うも

のとする。

第6

奨学金を受けた者の負う義務を怠り，また日本看護研究学会会員として，その名誉を甚だしく段損する行為のあった

場合は，委員会が資i喝の上，総与した奨学金の全額の返還を命ずることがある O

第7条

本会の運営，審査等の事業に当たり.日本看護研究学会理事会より推薦された若干名の委員によって委員会を設ける。

2)委員会に委員長を置き.本会を総揺する。

3)委員会は次の事項を掌務するc

第8条

基金の規産管理及び日本審議研究学会理事長への会計報告

奨学金設与者の選考，決定及び理事長への報告

授与者の義務殺行の確認，及び、不履行の査見罰則適用の決定及び、理事長への報告

奨学金授与者の選考及び授与-者の義務履行については，闘に定めるc

委員会より報告を受けた事項は， 日本看護研究学会現事長が総会に報告する。

第9条

奨学金を授与する者の募集規軽は，委員会において加に定め，会員に公告する G

第10条

本規殺は昭和5以下9月24日より発効する。

付則

1)昭和59年7月22B 一部改正(会計年疫の期日変更)実施する。

2)平成 6年7月29日 一部改正(会期全面改正に伴い)実施する。

3 )平成8年7月27日 一部改正実施する O

4)平成11年7月初日 一部改正実擁する

5)平成20:tド7月12日 一部改正実施するc
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程

(趣旨)

第1条 この規桂は，本学会の学術領域において{愛れた業績があったと認められる者の表彰および若手研究者の育成に関

し必要な事項を定めるO

(麓類)

第2条 表彰および若手・研究者の育成のために次の 2つの笠を設ける。

1)日本看護研究学会食(以下，学会賞)

2)日本著護研究学会奨励賞(以下，奨励賞)

(審査対象)

第3条 審査対象は次のとおりとする。

1)学会・

次のいずれかの条件を満たす者。

(1) 過去に本学会誌に盛れた論文を発表しその領域の発展に貢献した者。

(2) 本学会の学術活動に貢献した者。

2)奨励賞

山 推薦年度を含む過去3年間に本学会誌に{憂れた論文を発表した者。

(資格)

第4条 各賞は次の各号に該当する者に授与する O

1)学会賞

山 10年以上日本者護研究学会会員であること O

が奨励賞

(ll 3年以上1:1ヰ記者護研究学会会員であること。

必殺務n寺に45歳未満であること。

(3) 前条 2号(1Jの論文の筆頭ままであること c

(;jl幻

第5条 各立に対する1fii艇は，次のとおりとする。

1)学会設については， 日本看護研究学会会員の推薦によるものとするc

2)奨励賞については，理事長が委嘱した選考委員会によって推薦される。

(受賞者数)

第6条 各賞の授賞者数は，次のとおりとする。

1)学会賞は毎年度 1名以内。

2 )奨励賞は毎年度 1名以内。

(選考)

第7条 毎年 1昭，理事長が委嘱した委員によって構成された選考委員会で各賞の候補者を審査選考するC

(決定)

第8条 前条により選出された候補者については，理事会の議を経て授賞者を決定するC

第9条 各賞の授賞者には.賞牌および副主主を毎年総会時に授与する。なお学会賞受賞者は，表彩式が実施される学術集

会会期中に記念講演を行う C

(規程の改正)

第10条 本規認の改定は，理事会の議を経て行う c

附則

(施行期日)

この規程は，平成13年4月1日から施行する。

1)平成15年7月23臼 第3条 2)(2)削除する c

2)平成16年7丹28日 第4条 2) (3)一部前除する。

3)平成18年4月訪日 第3条第4条一部改正するO
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日本看護研究学会 学会賞および奨励賞に関する規程細則

(趣昏)

第 1条 この組員日は， 日本看護部究学会賞および奨励賞に関する競較において，学会主主および奨励賞の候補者選定に関す

る必要な事項などについて定める。

(選考基準)

第2条 各賞の選考は，次のとおりとする。

1)学会賞

次のいずれかの条件を満たす者。

(1) 論文の内容が，看護学または看護実践において有益で顕著な賞獄が認められること令

都本学会の学術活動に顕著な賞献が認められることc

2)蕊励賞

山研究方法や成果に独自性があり，看護実践への示唆が大きく，十分な論潔性を備えていること C

(推薦方法)

第3条 学会賞候補者の推薦依頼は，毎年度の本学会雑誌2号において行う。学会食推薦書は毎年1!l本学会雑誌2号に綴

じ込むものとする。奨励賞'は.理事長から委嘱された選考委員会によって披露される。

(け1

第4条 各賞候補者の申請は，次のとおりとする

1)学会設本学会員の推蕗によるものとし次の書類を添えて 9月末日までに理事長に中諮する

1) 学会3支援護委・申請書(所定の用紙)…… 6通

(浜 市議論文の開制またはコピー…...・H ・-…… 6通

知共著の場合は共著他者のi可意書...・H ・....…・ 6通

幻奨励賞:理事長から委嘱された選考委員会による推薦とし選考委員会は， を添えて11月米自までに理

(1) 

申請する

陶山
Z

(所定の用紙)………………………… 2通

山 市議論文または講演抄録の部制またはコピー………………… 2通

知 共著・共間発表の場合は共著・共開発表他者の同意書……… 2通

(選考委員会)

第5条 各党の選考委員会は，次のとおりとする。

1)委員会は.理事長が理事の中から指名した S名によって構成する c なお委員長は，委員の互選とする

2)選考委員会の委員は，原期として被推薦者または推薦者の所寓する所属機関および共同研究者以外から選出する G

3)選考委員会は4月に設寵する C

6条 選考委員会は，提出された申詩書類等を審査し委員会の合議で各賞候補者を選考する

第7条 選考委員会は， 11月末日までに各賞候補者を選出し推欝舎を添えて理事長に報告する。

第8条 選考委員会は，候補者の選考経過および結果を本学会雑誌 1号で報告するむ

(その{滋)

第9条 副賞の内容については，当該年度の理事会において決定する令

第10条提出書類(論文別醐を含む)は.返却しない。

(縮問の改正)

第11条 本綿刻の改定は，理事会の議を経て行う c

附出

(施行期日)

この縮財は，平成13年4丹1日から施行するc

1)平成15年7月238

2) 王子成18年 4月16日

第4条 1)(2)， 2) (2) 第10条部慨を部制りに改正実施する。

第2条一部改正する。
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日本看護研究学会研究倫理委員会規程

第1条（名称）

本会は． 日本看護研究学会研究倫理委員会（研究倫理委員会と略す）とする。

第2条（目的）

本会は日本看護研究学会の事業として． 人・動物あるいは資料等を対象とする研究（以下研究という）の倫理

的問題を検討し， 会員が ， 看護研究に伴う倫理について理解を深めると同時に， 研究が倫理的に遂行できるよう

に支援を行う。

第3条（委員会）

本会の運営は， 日本看設研究学会理事の中より若干名の委員を選出する。 任期は役員任期期間とし， 再任を妨げ

ない

2)委員の中から委員長を互選する。 委員長は本会を総務する。

3)委員長は評議員会員の中から若干名の委員を推薦し， 理事会の承認を得る。 任期は役員任期期間とし， 再任を

妨げない。

ただし， 委員に欠員が生じた場合會 これを補充しその任期は前 任者の残任期間とする。

第4条（活動事項）

委員会は前条の目的を達成するため， 次に揚げる活動を行う

(1) 研究倫理に関する重要な情報を本会のホ ー ムペ ー ジを通して発信する

(2) 研究倫理に関する交流会・研究会などを支援する

(3) 編集委員会等と連携し． 倫理的間題について協議する

(4) その他社会の状況によって必要な\jl業を行う

付貝iJ

この規程は， 平成20年7月12日から施行する。
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自本看護研究学会毘際活動推進委員会規程

第 1条(名称)

本会を， 日本看護研究学会盟捺活動推進委員会(間際活動推進委員会と聞きす)とする。

第 2条(毘的)

本会は. B本看護研究学会の事業のーっとして，会員の菌捺的な活動に資する教育・研究を推進し

学の発援に寄与することを目的とする。

第3条(委員会)

本会の運営は，日本看護研究学会理事の中より若干名の委員を選出する。任期は役員経期期間とし再任を妨げ

ない

引委員の中から委員長を互選するc 委員長は本会を総務する

3)委員長は評議員，会員のゆから若干名の委員を捻欝し理事会の承認を得る。琵揺は役員{壬期期間とし持イ壬を

妨げない。ただし委員に欠員が生じた場合.これを補充しその任期は前住者の残任期間とするc

第4条(活動毒事項)

付期

本会は，会員の協力のもとに以下の活動を行う O

(1) 国i祭的な活動に資する情報を提供する。

鴎外への情報発信を強化する

樹海外の学会・関連機関との連携・交流を行う合

凶その他

本規軽は，乎成20年7月12Bより施行する G
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日本看護研究学会雑誌投稿規程

ト投稿者

本誌投稿者は.著者及び共著者すべて本学会員とする O ただし編集委長会により依頼したものはこの限りではない。

2.投稿の護類と内容

投稿内容は，看護に関する学術・技術・実践についての論文とする。投稿者は，投稿特に以下の原稿韓別のいずれか

を申告する。投稿論文は未発表のものに限る O また，人および動物が対象の研究は. 1命線的配慮がされていること，お

よびそのことが本文中に明記されなくてはならない。

恕原議論文(カテゴリー 1:.塗的研究，カテゴリー1I:質的研究，カテゴリー豆:その他)

q~11;f上および技術上価値ある新しい研究成条を記述した論文。

投縞[f，jにカテゴリ-1. n.廻，のいずれかを選択するc

題研究報告

~J:符i上および技術上frllîfl夜ある新しい研究成主誌で，前掲 f)}j(禁論文j ほどまとまった形ではないが，これだけでも尽く発表する錨伎の

あるi議文。

認技術・実践報告

J支持:i(ねな問題についての笑践結果の報告で，その手段あるいは得られた成果が大きな波及効采を期待できる記事c

践総 説

特定の問題に関する文献を集めて分析検討した論文c

3.顕稿の送付

投稿係稿は，所定の表紙(学会誌最終頁に綴じ込まれている)に必要事項を記入のj二.本文，図表，写真等，を綴じ

たオリジナル原稿，およびオリジナル原稿のコピー 3部(査読mなので，著者が特定できる部分(諮辞などを部!徐した

もの))を添えて下記に送付するc

〒260・0856 千葉市中央区亥欝 1-2-10

5本看護研究学会編集委員会委員長 )11口孝泰宛

(封箆の表には， r B看恕f誌原稿Jと朱書し書fl1郵便で、郵送すること。)

事務局に到着した日を原稿受付日として誌上に明記するc なお著しく執筆要項を逸脱したものは事務的に返却し形

式が整った時点を受付日とする。

4.諜請の受付

原稿の受付は，随時行っている。投稿規程および原稿執筆要項に沿わない原稿は，受玉虫できないc

5.投稿の採否

投稿の採否は，規程の査読を経たうえで本誌編集委員会が決定する。場合により著者に内容の追加あるいは短絡を求

めることがある O また著者に承認を求めたうえで投稿の韓類を変吏することがあるむ

査読の結来. r再査読」の場合には修正された原稿について改めて査読を行う O 査読の結果が f不採用」の場合で.

その「不掠熔jの理由に対して論文提出者が明らかに不当と考えた場合には，不当とする理由を明記して本会編集委員

長あてに異議申し立てをすることができるC

なお原稿は隊員日として返却しない。

なお原稿軽別による査読基準は以下表の通りである。
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)Jj(著論文 研究報告 j技術 e 実践報告

独 露目 性 O O O 

sJ.J w 性 O O 

発 畏 性 C O 

技術的有用 性 O 

学一 O C 

信頼 O 

だ7とE二・ 成 度 O 

〔凡例詳舗の対象とする， :評価するが過度に重視しない。

6.原稿の校正

校正にあたり，初校は著者が， 2校以後は著者校正に基づいて編集委員会が行う

なお校正の深の加筆は一切認めない。

7.牒稿掲載料・別融料

総 説 資料・その他

O 

O 

O 

C 

原縞が掛り jこがりで， lOffif以下 (800字詰原稿罵紙30枚(国表含む))の場合は，掲載料は無料とする。その制限を超

過した場合は，所定の科金を後)1叉する。越過料金は， f!liJり上がり超過分1真につき実費とする。

間表は， A4*1j用紙にトレースした原簡を添える事c 印騨業者でトレースが必要になった時はその実費を後i試する C

7J1j舗については，印掛ファイル (pdDの形で無料で配布する O 制紙媒体で必要な著者は.直接印綿業者に依頼する

こと G 騨紙体は有料で，料金は， 30内x掛り上がり資数×部数 (50部を単{立とする)むただし本会より執筆を紋揺した

ものについてはこの眼りではない会

8.著作権

の権利謀議のために，掲殺された原稿の版権は本会にE毒するものとするc 他者の販機に帰属する資料を引服する

ときは，著者がその許可申 きを行なう。

9.原稿執筆饗項

加に定める G

この規程は，昭和59年12月 1日より発効するc

{す 民日

1)平成5年7月初日 一部改正実施するc

2)平成9年7月24日 一部改正実施する。

3)平成立年4月22臼 一部改正実施するc

4)平成15年7月23臼 一部改正実施するc

5)平成16年7月28日 一部改正実施するむ

6)平成17年7月21B 一部改正実施する。
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原稿執筆要項

1 ， 原稿の藁き方

原稿は簡潔で=わかりやすいように重点を強調して記述すること O

典を明記すること 0

-雑誌などの掴，表を引用するときには必ず出

1)所定の表紙(学会誌最終真に毅じ込まれているものを A4 'fUに拡大コピーして使用)に原稿の種類，和・英

(JAl¥!IAの書式)の論文題名，およびキーワード(5語以内)，著者氏名，所属団体・部署とその英訳，原稿枚数，

和文抄録文字数，英文抄録使用語数，別劇部数を明記する。

2)原闘としてワードプロセッサなどによる機械仕上げとし英文抄録，和文抄録はそれぞれ加の用紙に印制する O 本

文の書式はA4判のffl紙に文字数800字 (40字詰め20行)，左右余白30蹴，上下余白50闘とする。本文には必ず中央

下にページ数(本文のみ)を記すこと。本文(題名とはじめにの関などに)には著者名，所属を記入しない O

3 )英文抄銭は200語以内を A 4判の用紙に，原則としてTimesNew Romanの12フォントを用いて，ダブルスペースで

印字する(原著論文，研究報告のみ)0

U 和文抄録は400字以内とする O

5 )関表は一つずつA4用紙に配置しそれぞれに通し番号を付して図1.表 lなどとする。

6)国表は，白紙または育訟の方抜紙に，黒インクで仕上り寸法の約1.5傍の大きさに描く。提出された原菌はそのま

まオフセット印制する。

打開表は，原稿本文とは別にまとめて巻末に添える事。関表を原稿に挿入する笛所は，原稿の右倶Ij余自に閣表番号を

米黍きする。

8)文献は，本文の引用箇所の扇に1)， 2)のように番号で示し本文原稿の最後に一括して引用番号}I闘に整理して

記載し書式は本文と悶じとする。文献著者が3名以上の場合は祭強者2名のみをあげ， 00他とする。文献の記

載方法は以下の通りである。

くじ雑誌の場合:

番号)著者名:表題，雑誌名.巻(号)，始ページー終ページ.発行年

一例一

1) El本太郎， ;ru'・護花子， 1t!!.:社会的支援が必姿なハイリスク状態にある高約入院怠岩手の特徴， 臼ヰ王寺?護研究学会雑誌， 2(1)， 

32 38， 1998 

2) Nihon， T.， K乱ngo，H. et al.: Characteristics of eldcrly inpatients乱thigh risk of needing supportive social service，]. Nursing， 2 (1)，32 -38， 

1998 

宰書籍の場合・

番号)著者名:書名，引用簡所の始ページー終ページ，出版社，出版地.発行年(臨暦)

一例

3)研究太郎:者ー護基礎科学入門， 23-52，研究学会出版大阪， 1995 

主編集者の場合:

番号)著者名:表j抵編集者名(稀):書名，始ページー終ページ，出版社，出版地，発行年(政!替)

-{yl] -

4)研究花子不眠の看護. 日本太郎，幸子議花子(綴):臨床看護学立， 123 -146，研究学会出絞，東京， 1998 

5) Kimura， H.: An appro立chto the study of pressure sore， In: Suzuki， H.， et al. (Eds): Clinical Nursing Intervention， 236 -265， Nihon Aca叩

demic Press， New York， 1996 

5号電子文献の場合:

番号)著者:タイトル.入手8，アドレス

一例-

6) ABC看護学会 :ABC看護学会投稿マニュア)V，2003-01-23， 

http://www.abc.org/j∞rnνmanual.html 

なお，雑誌路名は邦文誌では医学中央雑誌，欽文誌では， INDEX MEDICUSおよび

INTERNATIONAL NURSING INDEXに1iEうものとする。
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9) F百字・用語は，現代かなづかいとする。アラビア数字を使い. SI単位系 (m. kg. S. Aなど)を用いる。

2.原稿用紙および諜稿の長さ

800字詰め原稿用紙3枚が掛り上がり 1ページに棺当する。掛り上がりが下記のページ数を超過しないように記惑す

ること。ただし表題，図表等の一切を含むものとする。顕表を仕上がり寸法(原販の2/3で大まかに見積る)で.A

4サイズの用紙に配霞した場合に必要となるページ数を下記のページ数から差1..-iJIいたページ数に， 2400文字を乗じた

数が本文及び引用文献に使用できる文字数になる。

(1) 原著論文 10ページ

出研究報告 10ページ

部技術・実践報告 7ページ

(4) 総 説 7ページ

3.原稿の電子媒体での提出

涼期として. JJ芸穣の内容を電子媒体(フロッピーディスク. MO. CDの，いずれか)で提出する。ラベルには著者，

表題，使用機種，使用ソフトウェアを明記すること O

この要項は，昭和田年12月1日より発効するo

付 長1

1) 王子成 51'ド7月308 一部改正実施するc

2)平成9年7月24日 一部改正実施する

3)平成10年7月初日 一部改正実施する。

4)平成立年4月22日 一部改正実越する

5)平成15年7月23日 一部改正実施するc

6)平成17年7月21日 一部改正実施するo
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入会を申し込まれる際l氏以下の警察項にと欝態下さい。(ホームベ…ジょにおいて入会申込惑な作成し， {反登銀することができます。との手続きにより入会議録者を迅速に処理する

ことができますのでできるだけそちらをと科用下さい。)

1 大学，樫期大学，専修学校在学中の学生は入会できません。なお. tiiJ述の身分に該 5. 専門区分の記入について :WI"JI2Z分のいずれかに01:11を付けて…ドざい。凡その他

f:Jlが必立さです。 下記入会1.j1

ない場合があります。ごI主jな1ごさい。

3. 入会111込さ;:の送付与先干260時 0856

日

して下さい。

総ド11，入会rp込み4>:人氏名，捺

ご記入 f'd-い。ご本人の捺

の場合は， ( ) 1相こVJ.I"]の似究分!lFi'を記入して下さい。

6. 送付先について:送付先住所の引をお・所属いずれかにO印をご記入下さい。

7. J也1:8:の指定について:勤務先と，耐え貯の地|授が異なる場合，希恕する泌氏にO

':11を付けて:lil!.IR設録して下'd-い。尚地j乏の指定がない11;¥;は，勤務先の地区への殺録

とさせていただきますの

1210  8. 会i'H往診は， を織iiZののち，お~"Iうせいたします。

4. 淑'JI:会*;1，2，後，その宵過去11する際に入会余 3，00011]，年会費 7，000111.合計 *似人情報のf先取について

10，0001弓の露1¥便振込山紙を送付しますの桜込用紙到来{後11EI (2迎H¥J)以内にお 日本肴波研究会よ:会にご投銭いただいている11uj

振込み下さい。 本会:砂jZの[:1(J9のみに使用しております

いては，似汲にl[lI.り扱い，

(切りlfli.り線より切ってお11¥しください)

入 ム一品 申 込 釜g
E当

日本看護研究学会破事長殿 込年月日 年 月 13 

賀会の趣に賛同し会員として四勝 年度より入会を申し込みます。(入会年成は，必ずご記入下さい。)

-その他(ブ iJ ブ畑

jえ グI

所

送付先

E -m a 

i三| I TEL 

日

殿、Jj.会;if.'¥n，2.iHJEI 

務 受付番号

記 入

月 りj- 女⑮ 
区 郁

8ご2
γ'j'-

1 

地 i疋名 ~I 

2 

吾作函?一一 r~

6 

7 

8 



/jJ、
タ<::.. 要 題

日本看護研究学会事務局 宛 (FAX 043-221-2332) 

下記の通り変更がありましたので，お結けいたします。

年 月 日

ノ、、 広司

宏貝

フリガナ

氏名

変更する項自にご記入ください。

自宅住所の変更

γ 

電話及びFAX

TEL FAX 

勤務先の変更

所属名・

所属住所

T 

電話及びFAX

TEL FAX 

氏名の変更

送付先について.どちらかにOをこ、記入の上.ご指定くださいc

勤務先( 自宅(

組人情報の管理について:日本看護研究学会では.ご登録の個人情報を慎重に取扱，本会の運営

目的のみに使用いたしております。



日本看護研究学会投稿原稿表紙

原諸韓関 l.原著 (a. カテゴ1)- 1. b. カテゴ1)- II. c. カテゴリ一回) 2.醗究報告

(番号に0) 3.技術・実践報告 4.総説 5. 資料・その地(

原稿投稿年月日 年 月 日

和文題号

英文題言
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第34回日本看護研究学会学術集会賛助/協力企業・団体名

-公立学校共済組合近畿中央病院

-社会福祉法人京都社会事業財団京都桂病院

.国国学関女子大学

・日本赤十字看護大学

-アイティーシー株式会社

.アズワン株式会社

メデイカルシステム株式会社

.医歯薬出版株式会社

.株式会社京都季i学

・株式会社KOIマーケテイング

.株式会社高明

・株式会社坂本モデル

.株式会社照林社

・株式会社神陵文庫

-抹式会社ジー・エム・エス

・株式会社スヴェンソン

-株式会社テクノミック

.株式会社ドリーム北UJ

.株式会社中山書出

-株式会社南江堂

・株式会社日興蕗会

-株式会社司本看護協会出版会

・株式会社ニホン・ミック

・株式会社メデイカ出版

.株式会社メルシー

-株式会社ライブラリー

.亀水化学工業株式会社

-キョーリン製薬株式会社

.サラヤ株式会社

日本看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 

(2008/06/30現在)

50者願・敬称略



-財団法人機詑本研究振興対関

.シスメックス株式会社

-ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

.中央法規出抜株式会社

-ホリスティックケア総合学院

.丸善株式会社大阪支活

-持田ヘルスケア株式会社

.有限会社すびか書房

.有E民会社ヌーヴェルヒロカワ

・ユニ・チャーム株式会社

・ルベラスウエノ

-和光堂株式会社

82ド看護研究学会雑誌 Vol.31 No.3 2008 



守レユ
、ミ、シ

KYOTO KAGAKU CO..LTD 
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M55ブィジカルアセスメントモデル Physiko
11354“000 

@フィジカルアセスメント技備の向上に役立つ唯一の専用シミュレータです。

@山内豊明先生監修によるこれだけはマスターしたいほ人の横擬患者プログラムによる

@個別手技老議法的に繰り返しトレーニングー瞳孔反射・血圧測定・呼吸音・心者・競音の聴診・心電

関学習・全身観察手}I境・問診。

@さらに深く呉体的な実例に基づいたシナリオを導入したり授業計画に添ったオリジナル症併が編集

できます。

M58パイタルサインベピ一五
11365-000 改訂New
@新生児の全身状態の観察・パイタルサインの診かたのトレー

ニングに一心音の聴診・日長診・体温測定・全身観察

@実際に銭音した心音。リアルな心者を再現しました0

・左右6笥所で巌揺の触診ができます。

@体温の計測ができ、湛度の調鮪が可能です。

M50B採血静注シミュレータ シンジョ-II
11267-300 改訂New
@点満静副長内注射・採取練習・静脈内注射手技がこの l台で

トレーニングできます。

@さらに改良を加えよりリアルな抵抗感・刺入惑を再現0

・難易度の違う 2種類のパッドをご用意。従来のタイプから

の移行も可能です。

仁詔京都科学 2008-9抜総合カタログ・単品パンフレットがございます。

Webサイトからも検索・ダウンロードしていただけます。

E嗣 mail:rw幽 kyoto@kyotokagaku.co.jp http://www.kyotokagaku.com 
Tel:京都 075幅 605-2510 Fax075-605-2519 τ'el:東京 03-3817-8071Fax03・3817-8075



はじめて学ぶ
小林奈美監訳
85半日 242貰定錨3，990丹(本体3，800丹税5%)18BN978-4冊263-23510-2 

轡研究を行う主体として，あなたはどのように思考し準備し自分を藤くのか.本書によ

って，あなたは質的確究の本紫と論争の最前線を学ぶことができる.
“Read me first ! "本書を読むことからあなたの研究は始まる.

質的研

プラクティがけーシング透析著護
鈴木正予守監修
A6判 240頁定僅2，520丹(本体2，400丹税5%)18BN978-4・263-23511-9 

轡最新の透析機器・薬剤などを奴載.透析合併症の内容も充実させ，今注目の危機管理につ
いても詳細に暁示.透析室看護・在宅透析のポイントを易しくまとめた.携帯しやすいコ
ンパクトサイズ.
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期入院患者および
予備群への退院支援と
宇佐美しおり 関谷恵子編
85判 184箆定髄3，990円(本体3，800円税5%)1臼N ア

欝患者さんおよびその家族のニーズに基づいた退説支援ケア・パッケージ、の活用と地域支援体制

として日本の安i寄に却したケース・マネジメントの実践方法とその効果について具体的に提示.

神看護

保健スタッフのための

ソーシャル@マーケティング実践編
行動変容をうながす健康教育@保健指導のために
松本千明編
85判 100貰定錨2，520丹(本体2，400P3税5%)18 
審ソーシャル・マーケティングの枠組みに基づいた健藤教育の進め方について， 7つのステ

ップに分けて解説.ワークシートを用いて，無理なく実践につなげられるように工夫.既
刊 f保健スタッフのためのソーシャル・マーケテイングの基礎jに続く実践編.

ナ…シシ夕、@プロフェッショシ@シリーズ

スキントラブルの予防とケア
ノ、イリスクケースへのアプ口一チ
松原康美編
85半日 164頁定髄3，360円(本体3，200円税5%)18BN978-4-263-23781-6 

母臨床エキスパートである皮騎・排地ケア認定看護締が実際にケアを行う時にどのようにアセスメ
ントしケアを実践しているのか，そのノウハウを豊富なカラー写真・図を思いて解説.

藍窓蔀寵響調達確磁器理華麗盟謹盟盟霊童翠盟謹謹躍諸藩轟菌培艶盟理盟曹轄盟持1註噛欝灘間霊童

医歯薬出版株式会社/事協税勝



ヌーヴ、エノレヒロカワは、

日本看護研究学会の

益々のご発展を

お祈り申し上げます。

NOUVELLE 
HI畏OKAWA

看護学・医学書出版ヌーヴI.)レヒ自力ワ
千102・0073

東京都千代器窓九設北1・12-14
7症し .03・3237心221(代，) FAX.03・3237-0223

Eィnail: editorial@nouvelle-h.co.jp 
ホ…ムページ http://www.nouvelle糊 h.co.jp/

このマークは、入閣を着る看護をイメージして、人の形を表しています。問時lこ、
Human being (人)とヌーヴヱルヒロカワのHも表しています。



審護の疑賠i立替える151のヱピ5Fンス

道又元裕監修

-A4判変型 200頁 定 価2，520円(税込)

日々のケアでt踏んだときに! 看護研究のテーマ選び!こi
知りたいエビデンスがここにある!

身近な看護ケアの疑問を解決してくれる糸口として、看護研究のテーマを選ぶ参考として、

151のテーマについて最新文献から専門家が要点を招分。

費時@罷鴎@そして珪ツクス漉

Research Design : Qualitative， Quantitative and Mixed Methods Approaches 
John W. Creswell著操華子・森閑崇訳

-A5判変型 304糞 定 価3，150円(税込)

fリサーチ(謡査・研究)JをrデザインJする際の根本的な諸関震を詳述!
世界的名護の待望の完訳!

研究のデザインのあり方、そして質的研究の進め方、量的研究の進め方、それをミックス

した研究の進め方について書かれています。世界的名著の、待望の完訳です。

看護襲麗能力の帯感

自本義護系大学協議会広報・出競委員会縞

-A4判 120頁定値3，150円(税込)

看護のよき実践者、改革者を青むために!

平成17・18年度の日本看護系大学協議会の活動より、看護実践能力の育成に関わる内容

を収載。看護のよき実践者、改革者を育むために、看護学教育に携わるすべての方に贈ります。

麟欝鶴轟轟轟韓麓離騒醤轟轟鶴j

間諜看護締協会機関誌f1NRJ<日本販〉

看護の最前線

ハイレべんな研究・情報誌として世界的課題を探究。

A4判変型定価1，260丹(税込) 季刊(1・4・7・10月発行)

f臨時増刊号J5月発行定値1，680円(税込)

136号@臨時増刊号 (VoI.31-No.3) ⑧ A4判変型 128頁定舘1，680円(税制

臨床看護のあり方に変革をもたらす国内外の重要論文を、金分野の専門看護部が選りすぐって紹介。

各テーマを概観しながら、現在最も詮自される臨床研究テーマの代表的な47論文をクリティーク。そこ

で提示された理論や根拠をもとにCNSが実践する、最先端のケアの成果を報告します。

執筆全9分野・ 20名の専門看護蹄

事日本看護協会出版会ヰコ諸税;;[官吉正問]
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暴力と攻撃への対処
糧神科看護の 経験と実践知

岡田実義

A5料 200翼

定{謹 2，730丹(本体 2，600円+税)

問題を正視し、緩衿科喜怒E択での看護喜怒の笑

践を克明に播く、著者滋身の撃事!非常事態、

への対処を精衿科救急、・急性郊の看護介入

技術として解明。言葉身手1fTやジスクマネジメント

を超えて、まっすく牟;こ審議の実践知をi皇求。

患者鉢験に学ぶ乳がんの看護
手術・放射線・化学療法を受けるあなたと審議訴のあなたに

竹内景美子著

85判 128叢 2色麟

定協 2，205円(本体 2100円十税)

手しがん{体数草子と務綾部のコラボレーション金額。

がん告知以総以後 10年間を綴る手認を教材

;こ、やさしく心に必みる名講義安芸室開。必須

学生や

新人iこ熟読してほしい参考議c怒号雪となる(か

もしれない)人にも務められる澄議の本です。

本橋譲渡遺藍樹綴蕃

85特 212翼

定価 3，465同(本体 3，300丹十税)

自殺予紡にはヘルスプロモーションアブロ

ーチがふさわししひ安芸喜本コンセプトiこ警察き下

ろされた、一次予紡汚濁jのガイドブック会活

動の務伊jも多数紹介。市閤丁村での毒事言葉皇室関

;こすぐ汚濁できるf行動計額策主主ガイl'J付。

鈴木正予審

A5判 168糞

定姐2，520円(本体 2，400円十税)

ケアそれ自体の意味と{郎疫を確認すべく、ひ

たすらに実践された研究の記録。人は悲しみ

を悲しむことによって委譲される。鈴木審議論の

ひとつの套Jj透。平山正実との対話を付すe

日本医学留学・倫潔学会第4凶学会焚受繁!

看護をとおしてみえる

片蘇癒を伴う脳血管障害患者の身体経験

山内典子著

A5判 208翼

定価 3，150円(本体 3，000円+税)

童話床の主義で看護する只中から生まれた解釈学

的研究む者畿の原点に資する磁期的な審議

議事の誕生s3中美主主予の絞文f解絞学的現

象学がひらく臨床者畿研究の地平Hこも注録。

終に、質約研究を自指す人;こは必読です。

鰻J11 JI襲子著

A5判 240覧

まを錨2，625円 (本体 2，500同÷税)

人間のあるがままに添う審議を追求。看護腕

であることへの効求しの蓄率。務い役代;こも読者

を得て、感動の議が静かに広がっています。

認知症高齢者のリスクマネジメント

湯浅美子代鰭

85判 172真

定{語 2，940円(本体 2，800丹十税)

ラスクマネジ、メントの爽髄は良いケアの災銭

追求にあり 1 務護研究者と介護保i後施設

スタッフの協鎗によって、認知疲潟齢者のヲ

スクマネジメント活動を捻遂した災際と、その

成祭会紹介cゴト言葉磯良のブロブエツショナヲズ

ム養成へ向けて、指針となる議。

璽統合失調症怠性患者護マニュアjレ
関 係 綴 子 綴 85半Ij176 J{ 2色縦定イ活 2，520F奇

襲精神科における端的多飲水・水中著書のとらえ方と看護
:;j三村英三号毒1f A5卒 128J{ 定価 1，995丹

璽看護管理としての看護情報支援システムの構築と運摺

五島光子苓 抗戦IJ 164 J{ 2色劇定イiI!i3，465向

襲地域保健・福祉のスキjレアップ研修の企図遼営・評錨のて持
岩永{俊i等綴蕃 A5おIJ 136支 定 価 1，995内

璽議周購が治る醤ブラシ法大人のための歯ブラシ教室

大内霊安薬 品料 128J{定締 1，470内

副全国の霊安庄でお求めいただけます。主主接ノi、宇土宛ご注文も歓迎します。議事名(冊数)、お属iナ先、電話議号を明記の上、郵便、 FAX、Eメール等でお取し

付けくださし、。代金後払・援答用紙同封;こて直送いたします(送料.災塁号、ただし2冊以上同時注文は然科)。郵便援事事00180-6-500068

すびか書房***Original Publisher 

手351-0114埼玉県和光市本町2-6レインボープラザ602 FAX 048-464-8336 TEL 048-464-8364 E ;i-;" spica-bl←chumon@nifty.com 



これからの実践的な審議教育!こマッチしたピジュアルで使いやすい新テキスト誕生!

会30巻宅露喜次予j行

主主活習後療やがん 霊童完売をかかえつつ家庭 社会生活を送る患者 芸家族また

言語滋者t空宇苦の増加は，窓容と家族を一体としてそのQOしを高める支援を必婆と

19の臨床場菌と8つの実践例から考える する その姿擦に応えるべく，家主主餐護学の視点とき軽量支はますます必要性を言語

めている 本塁警は，対象漆緩から実践に役立つ考え方法で，家族審議学を初め
@綴築 山p務あけみ・原礼子

て学ぶ審議学生の良質のテキストとなっている.
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よい審議・よい譲渡闘の滋しるべ

幾重翠 小笛E霊祭子

定f蕊2，310丹波込) B5判・262'i1l: 2∞7.12. 

看護理論
還ま裏返議20の王室長寿と:iiE~柔への応厳

重義主義 筒井奥優美

定筒2，310内{税込 B5やJ'286災 2008.5 

察室長 水童話絡

翻86事j・1，360爽 窓 領4，830円(税込) IS8N978 

「今践の治療薬jとセットで薬剤j選択の隠が広がる!

今誌のジェネリック底薬品改訂第2版 2007年7月鰍欄臨まで欄

@告書告とも、看護都圏試t:l:l題基準宅をふまえて、街地実習で

必要となる看護技術を詳述。

@霊童震な臨床経験をもっ看護邸と臨床実習指導経験を

もつ教員による執筆!

ガイドIc急性期周手術期)
露寝室薬/井上智子 85初/376爽/IS8N4-7965-2137-2 

ガイド日開期自援期終末期)
綴祭/野立主菜子 85終/384努ン/IS8N978-4也7965-2143・7

イド
綴祭/正木治窓 85学U/312資/IS8N978-4-7965ぞ 146.8

イド
監修/筒井緊優美

議室義/飯村獲さ子、江本υナ、沼田志穏 85"'/416箆/IS8N978-4宇7965-2145-1

イド
綴祭/織内成予 85'!5J/352緊/IS8N978-4-7965-214ヰ4

j長
綴言葉/笈関緊笑 85"'/376潔/IS8ト~978-4-7965.2142-0

。照林粧品?;ぉ3.3誌記JZJU-R3 営業部 τEL(03)5689-7377日X(03)5689-7577



限能経:議機長銀総機長.援陣彰 I

IK腿

融界畏多

創オヌfズe拡コミュニナーション

印 慰・…・・事務局伝票、遠鏡伝言葉、カラーパンフレット

カタログ、会社案内、翼物

OA機器……パソコン、 CAD、複写機、 FAX、ネットフーク構築
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本書を読むことがらあなたの研究は始まる/

Lyn Richards 
Janice M. Morse著

小林奈美監訳

85判・ 242翼

定嫡3，990円
(本体3，800丹税5%)

@わかりやすい表環で -i.奈の震的研究の文惑を議礎i乙押さえるべき点を網羅し丁寧に解説した警!

軍，翠支r.5.03・5225・6321
E貫主主務支h1l003 . 3768.8061 

名古畿支宗 0052・759• 4443 
広星雲支 j苦.082・273・2むぬ

呉露草案孫 00823・38・1710
腐葉宣言霊書室滋 00857'52 . 5211 

ISBN978-4-263-23510-2 

@質的研究の初学考の抱く疑問 cすなわち. rなぜ，この研究を質的に行う必要があるのかJrその畏所，短所は伺かJr質的研究

を行う部iこliff究者はどのような準備をするべきなのかJr先行文替の徹底的なレビューは必要なのかJr自分は顎究フィールドの

部外者であるべきか窃かjなどにJitえる待望の蓄

@研史を行う f主体jである研究者芭身が，どのように思考し，準備し，取り組むべきか説明することに主額を霞き，顎究者自身

が研究の道具としてのa分に向き合い，その状態を査定し，より態き上げることを還して. r優れた研究者jとしてのゴールに

到達する術が身につくよう構成されている.

@参考文献!こは82訟ですでに欝訳されている著明な本も多く掲載されており，日本の読者が引き続き理解を深め，本警にある文献

やチュートリアルに取り組みながら{自己盤錬jに励むことを議して. r~護れた新究j を符う資質を身につけるのに投に立つ.

湾初めて質的研究を学ぶ入のために

!研究を考えるi・皇室的研究の整合性 a方法を選ぶ隠策的研究のデザイン

[ID誼甑データを作成する 湾コーディング醤綿雲霊化すること扇方法務の整会性を湾確認すること

事与三翠鐙主主j凶研究を1正しく行うとと，譲りに気づくこと 盗塁塁きょげること

iプロジェクトを始める 111プロジェクトを始めるさ雲礎 混ざあ，始めよう

付録-1ソフトウェアチュートリアルを利用する 付録-2研究助成金への申言語

2008王手6!'号作成 TP 



題審構醒競設備建議臨欝機器
警暴醒嬢コンサJIIヂインタ

メヂィ )11シスチム 金社

本 社〒612-8412京都市伏見区竹田中川原題62

大阪支kS干569-1145高槻市富田E萄 9-5

滋費支巴 :;=524-0041守出市勝部6丁目4-36

社会福祉法人 京都社会事業財閥
趨盤嘩幽

http://www.katsura.com 

施設器準

@穣掠硫{事揺定病諜

⑧日本震療機能評髄機構認定購焼

⑧地域がん診接連携拠点病韓

@外罷軍部臨床穆練指定病院
(呼吸器科、循環器科)

屯 (075)641-1496 

TEL(072) 696…1496 

TEL(077) 582-7770 

許可掠床数

.585床(一般525床:結核60床)

、診、療 J 科 毘

⑧内科(一般・糖尿・血液・腎綴)⑧神経内科

⑧ソウマチ・謬原病科

⑧心臓血管センター(循環器科・心競血管外科)

@消化器センター(肝組勝内科・内視鏡センター・外科)

@呼吸器センター(呼吸器科・呼吸器外科).外科

@形成外科@整形外科@皮購科@泌尿器科@産婦人科

@小児科@隈科@耳鼻堀喰科⑧精神科@脳神経外科

.1)ハピ1)テーション科@麻酔科@放射線科

@透析センター



近畿中央病院
職場と地域に応える摺舗の罷療

E-IOSPITAL DATE 

病院概要

診楼科呂:15科・内科・精神科・神経内科

・小史科・タト科・整形外科・皮j欝科・泌尿器科@

産搭人科・眼科@耳鼻いんこう科・放射線科@蘇

酔科・歯科・歯科口控外科

http:/，八NWw.kich.itami.hyogo.jp/

交通のご案内

@阪急電車神戸譲塚口駅下車、北出口から徒歩 1

分、三弁住友銀行訴から近畿中央購読経由の伊

丹市営ノ〈スに棄事(約 10分)近畿中央病院話下

TEL: 072倫 781-3712(内繰 212又辻 213)

瞬闘の在宅醒藤

「病気は家躍でなおすものJ

を実現するために一

第1巻在宅寵療の展望
第2巻在宅霞療の諸椙と方法
第3巻在宅での香取りと緩和ケア
第4巻高齢者ケアと在宅窓療
第5巻在宅産療・訪問看護と地域連携
第6巻在宅医療と人材養成首人材確保
第7巻在宅罷療の経済的基盤

身近な事例で学ぶ看護倫理

看護状洗

@看護職員数:286名

・平均年齢、平均経験年数:

33.5議、平均経験年数 7.7年

・看護職員資格取持状況:

2人

3人(不妊看護ー感染管理・鰻和ケ

ア)(認定予定2人・長熔排准ケア・緩和ケア)

・看護単位 :8病諌 12

@勤務体制 2交代制勤務

日勤 8 : 30~18 : 00 

夜勤 17 : 00~9 : 00 

外来日勤 8: 30~17 : 15 

当渡 17 : 15~8 : 30 

: 10 : 1 (7: 1を準備や)

ムナーシング縫続受持ち方

式、モジュ

@専門外来等:NST問診、 ICT問診、ストマ外来

@審議締器会:購読近くに、安全で清潔な lDKマ

ンンヨン・i涜内保育所:鶏児保育のみ

・揺利厚生:各種予関接簿、クラブ活動助成、関

ィーなど

@審議部 HPアドレス

http://v;，明 w.kich.itami.hyogo.jp/post/post4/index.htm

霊童擦が立主主誌のあり
一人ひとりのさ主の
生活を支える復察室、「主主と死Jを受つめる窓霊童、すなわち在宅医療が

メインストリームiこ芸蓄えられるべきであるとこ思う。(刊行のき卒より}

源2008年8月刊行予定/A5判/各巻350"""400糞

盟会7号室セット特価29，400円(本体28，000丹十校5%)
※2009年1月以樹立定僑33，075内{本体31.500何十字支5%)

く〉夜宅医警警!こ銘ずる裁が濁初の本磁的な体系シリーズ
。皇室綴放言葉の方向性ゃあるべき指針を縫示
<> 2008年診療事菱重端改定など最新の?翼線と動向を反校
。夜宅室主要警の主主総と実喜美の数合、第一線で主主露中の多彩な紋警察擦
<>，1'主体的塁審続jや主主潔・包装を多用しわかりやすい内容

これからはじめる
医療・福祉の質的研究入門

服警苦言宮殿美保子 [属事苦=ffif重工E潔
鼠2008王手4月刊行/A5判/180頁/定仮工890内{本体1，800丹十税5%)11112008年1月刊行/A5判/178頁/定価2，100p:j(本体2，000何十税5%)
高度化する医療環境では、先線医療や毒事綴死の問題、医療従筆者 i医療と福祉における質的研究を初歩からわかりやすく解説した

ー患者関係の変化など、包常的!こ倫理的なジレンマヘ隠る主義衡が[入門警察。質的研究とは? 研究計績の立て方は? インタピュ
増えている。本警は、こうした場霞で「なにかおかしい、これで良 jーやアクションリサーチの具体的な進め方は? データの分析
いのか」と窓い悩む看護部や看護学生!こ倫耳霊的な考え方・行動を j過程は? といった、質的研究初心者が知りたいことを具体例

教えてくれる一冊。 1を翠E蓄に交えて解説する。

l海持梅原11千151-0053東京都渋谷区代々木2-27-4
T正し03榊 3379-3861 FAX.03暢 5358-3719

でのご注文i孟“t加 oks"で!

険対袷kiお/ぬ∞ks/main
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Thinking in EnglishでネイティフレベルのPaperを叢く

Amandaγompson 
椙川直樹 慶藤義塾大学教授救急匪学

主binkingin Et喝Ihhでネイティプレベル抱PApcrを議く
A鳥羽daTcmpt開 4語!JUln磁

日本外科学会英文誌の英文校罷者として、長年日本人の英語論文のチェ

ックをしてきたAmandaTompson氏と、数々の英文誌の編集委員を

睦任し、自5も多数の英語論文・響蓄を執筆してきた棺JlI麗樹氏の共著。

原積のプランか5、構成要素ごとの執筆のポイント、編集者との手紙のや

りとり、英文法と用語法まで、“Thinkingin English"をキーワード!こ

rB本人iまなれした英語議文jを書くための指南。付録として1000以上

のi9lJ文を紋載した検索機能充実のサンプルCD.叩刊OM付。

Part 1 Planning and Writing Your 蹄anuscript
(原稿のプランと執筆)

1・Preparation(際穏の準備)

2:0rganization of Your Manuscript (原稿の構築〉

3:τhe Title-The Most Impo巾 ntWord Construction in Your 
Whole Paper (タイトjレ…論文中でもっとも大事な用語法が求めら
れる)

4・τheIntroduction-Convincing Readers of the Importance of 
Your Study(諸言一研究の重要性について読者を説得)

5‘The Materi呂Isand Methods-The Easiest Part of Your Paper 
to Write (対象と方法一論文亡やでもっとも書きやすい部分)

6:The Results-The "Core" of Your Paper 
(最高架ー論文の中核(Core)) 

7:Figures and Tables---':'A Picture is Worth a Thousand Word 
(図表一写震は平語に値する)

S:The Discussion and Conclusions-Interpreting and Explain-
ing the Me在ningof Your Data 
{考察と結論一自分のデータの意味を考察して説明する)

9:The Abstract-This is AII that Most People will Read 
{婆旨ーほとんどの人は要旨を読む)

1 O:Acknowledgments (謝辞)
11 : References (文献)

12:The Case Report (症例報告)

13:Special Submissions (特民主主寄稿)
14:The Review Article (レビュー論文(総説解説)) 

15:Writing a Covering Le出 rand Responding to出itors and 
Peer Reviewers' Comments 
(投稿時の線集長への議議と，編集長や査読者への対応)

Part 11 Grammar and Usage 

-Clarity is the Key to Good問edicalEnglish 
(英文法と用語法-f明快さjがよい医学英語の秘訣)

Introduction : Paパ11 第E部・序
16:むhoosingthe Right Word (適切なwordを選i)¥)

17:Grammar-Some Useful Advice 
(英文法役立つアドJ¥イス)

1S:Punctuation-The "Road Signs
U 

of Your Paper 
(句読点一論文のf道路標識J) 

19:100 Examples of Common Mistakes in Sentences， with 
Explanations and Suggested Alternatives 
(日本人に共還のMistakes-100の文例と解説)

Appendix (1守録)
1 :Words and Expressions to Avoid (遂げるべき語句)

2:Commonly Misspelled Words (スペルを誤りやすい語)

3:Proofreading Signs 
(校正記号一校正(proofreading)でトラブルを避けるために)

ヰ:Useful Software and Websites 
(論文執筆に役立つソフトウエアとウェブサイト)

5:lmpact Factor(インパクトファクター)

警警85 真232 2008年 定 信3，990丹
(本体3，800月十字見5%)[ISBN9ア8-4駒260心04ア6-3]
浴室警税率変更の場合、上認定僚は税率の主華客員分変獲になります。

千113-8719東京都文京笹本郷ト28幽 23 [販売部]TEし:03幽 3817幽 5657 FAX:03岨 3815・7804
Eィnail: sd@igaku-shoin，co，jp http://www，igal似合hoin，co.jp 振替:00170-9備 96693
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